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日
本
大
学
法
学
部

　
　
創
設
百
三
十
周
年
記
念
号

日
本
法
学
第
八
十
五
巻
第
二
号

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
発
行 

非
売
品

編
集

発
行
責
任
者 

小
　
田

　
　
　
司

発
行
者

　
日

本

大

学

法

学

会

　
　
電
話
〇
三
（
五
二
七
五
）
八
五
三
〇
番

東
京
都
千
代
田
区
神
田
猿
楽
町
二−

一−

一
四

　Ａ
＆
Ｘ
ビ
ル

印
刷
所

　
株

式

会

社

メ

デ

ィ

オ

　
　
電
話
〇
三
（
三
二
九
六
）
八
〇
八
八
番

日
本
大
学
法
学
会

機
関
誌
編
集
委
員
会

委
員
長

大
　
岡

　
　
　
聡

副
委
員
長

賀
　
来

　
健

　
輔

〃

南
　
　
　
健

　
悟

委

員

江
　
島

　
泰

　
子

〃

大
久
保

　
拓

　
也

〃

小
　
野

　
美

　
典

〃

加
　
藤

　
雅

　
之

〃

児
　
玉

　
直

　
起

〃

髙
　
畑

　
英
一
郎

〃

友
　
岡

　
史

　
仁

〃

水
　
戸

　
克

　
典

〃

横
　
溝

　
え
り
か

〃

渡
　
辺

　
徳

　
夫

〃

石
　
川

　
徳

　
幸

〃

岡
　
山

　
敬

　
二

〃

加
　
藤

　
暁

　
子

〃

杉
　
本

　
竜

　
也

〃

中
　
静

　
未

　
知

〃

野
　
村

　
和

　
彦

〃

松
　
島

　
雪

　
江

〃

石
　
崎

　
和

　
文

〃

田
　
村

　
　
　
武

日
本
法
学

　第
八
十
四
巻
第
四
号

　目
次

日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号

　目
次

論

　
　
　説

裁
判
員
裁
判
の
判
決
に
対
す
る
量
刑
不
当
を
理
由
と
す
る

控
訴
に
つ
い
て
の
控
訴
審
の
審
査
の
あ
り
方

─
続
々
・
裁
判
員
裁
判
の
判
決
に
対
す
る
上
訴
審
の
審
査
を
め
ぐ
る
正
統
性
の
問
題

─

 

柳
　
瀬

　
　
　
昇

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
イ
ギ
リ
ス
憲
法

─
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
に
お
け
る
〝
国
民
の
ヴ
ェ
ト
〟
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

─

 

加
　
藤

　
紘

　
捷

裁
判
員
裁
判
は
民
主
化
の
進
展
に
役
立
っ
て
い
る
か 

船
　
山

　
泰

　
範

翻

　
　
　訳

期
限
付
き
の
官
吏
任
用
は
、
法
律
上
の
通
例
と
し
て
許
容
さ
れ
る
の
か 

ウ
ド
ー
・
フ
ィ
ン
ク

長
谷
川
福
造

　
訳

「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」 

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
サ
ム
ナ
ー
・
メ
イ
ン

菊
池

　
肇
哉

　
訳

研
究
ノ
ー
ト

学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由

─
公
立
学
校
に
お
け
る
祈
禱
の
禁
止
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例

─
 

岡
　
田

　
俊

　
幸

婚
姻
破
綻
時
に
お
け
る
日
常
家
事
に
関
す
る
一
考
察 

大
　
杉

　
麻

　
美

資

　
　
　料

宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
緒
言
及
び

第
一
部

　
羅
馬
法
制
史

 

吉
原

　
達
也

　
編

論

　
　
　説

租
税
法
に
お
け
る
解
釈
の
あ
り
方

─
比
較
法
的
研
究
に
基
づ
く
考
察

─

 

今
　
村

　
　
　
隆

雑

　
　
　報

日
本
法
学

　
第
八
十
四
巻

　
索
引

資

　
　
　料

宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』

第
二
部

　
独
逸
法
制
史

 

吉
原

　
達
也

　
編

論

　
　
　説

会
計
年
度
の
変
遷
と
松
方
正
義

 

甲
　
斐

　
素

　
直
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日　本　法　学　第85 巻第2 号



刊

　行

　の

　辞

一

刊
　
行

　
の

　
辞

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
〇
月
四
日
、
学
祖
山
田
顕
義
伯
爵
に
よ
っ
て
日
本
大
学
の
原
点
で
あ
る
日
本
法
律
学
校
が
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
一
三
〇
年
の
歳
月
を
経
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
〇
月
、
日
本
大
学
法
学
部
が
創
設
一
三
〇
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
法
学
部
教
職
員
一
同
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
一
八
歳
人
口
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
入
学
定
員
超
過
率
及
び
定
員
充

足
率
の
引
き
下
げ
と
そ
の
管
理
の
厳
格
化
等
に
よ
り
、
本
学
の
み
な
ら
ず
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
我
々
法
学
部
の
教
職
員
一
同
は
、
法
学
部
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
に
、
一
丸
と
な
っ
て
教
育
、
研
究

及
び
学
部
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
法
学
部
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
「
社
会
に
お
い
て
魅
力
あ
る
学
部
」「
社
会
の
注
目
を
集
め
る
学
部
」
を
目
指
し
て
精
一
杯
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
令
和
元
年
一
〇
月
四
日
に
大
学
本
部
が
主
催
す
る
日
本
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
学
部
で
は
創
設
一
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
政
経
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
法
学
部
校
友
会
の
後

援
に
よ
る
日
本
大
学
管
弦
楽
団
の
特
別
演
奏
会
、
法
学
部
所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
学
に
と
っ
て
学
生
の
教
育
は
最
も
重
要
な
職
務
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
と
研
究
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
研
究
活
動
も
教
員
に
と
っ

て
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
法
学
部
で
は
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
教
育
と

並
ん
で
大
学
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
研
究
に
関
し
て
、
法
学
部
の
機
関
誌
で
あ
る
『
日
本
法
学
』『
政
経
研
究
』
そ
し
て
『
桜
文
論
叢
』



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二

を
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
法
学
部
創
設
一
二
〇
周
年
の
際
に
は
、
記
念
事
業
と
し
て
特

別
な
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
全
三
巻
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
『
記
念
論
文
集
』
と
い
う
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、
学
部
に
所
属
す
る
専
任
教
員
の
研
究
水
準
を
端
的
に
表
し
て
い
る
法
学
部
機
関
誌
を
記
念
号
と
い
う
形
式
で
刊
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
研
究
活
動
の
一
端
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本
大
学
法
学
部
は
、
他
の
同
僚
大
学
の
法
学
部

と
は
異
な
り
、
法
律
学
科
に
加
え
て
政
治
経
済
学
科
、
新
聞
学
科
、
経
営
法
学
科
、
公
共
政
策
学
科
の
五
学
科
を
擁
し
て
お
り
、
こ
の
五

学
科
で
展
開
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
を
担
当
す
る
専
任
教
員
の
研
究
領
域
は
多
種
多
様
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
総
合
科
目
・
外
国
語
科
目

を
担
当
す
る
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
号
に
は
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
を
擁

し
て
い
る
法
学
部
の
誇
る
べ
き
特
質
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
一
三
〇
周
年
記
念
号
の
企
画
か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で
、
必
ず
し
も
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
こ
の
記
念
号
に
多
数
の
多
角
的
な
研
究
論
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
対
し

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
窮
屈
な
日
程
の
中
で
、
予
定
さ
れ
た
期
日
通
り
に
刊
行
し
て
下
さ
っ
た
機
関
誌
編
集
委
員
会
の

委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
決
し
て
潤
沢
と
は
言
え
な
い
財
政
状
態
の
中
で
、
機
関
誌
編
集
委

員
会
を
支
え
て
く
れ
た
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
も
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
記
念
号
は
、
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
を
慶
賀
す
る
の
に
相
応
し
い
論
文
集
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
三
〇
周
年
記
念
号
に
寄
せ

ら
れ
た
論
稿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
界
に
裨
益
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
刊
行
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

日
本
大
学
法
学
部
長

　
小

　
田

　
　
　
司



目

　
　次





目

　
　次

五

刊

　行

　の

　辞

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉

　原

　達

　也
…
…

一

商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件

─
特
に
、「
出
願
に
係
る
商
標
・
商
品
」
と
「
使
用
に
係
る
商
標
・
商
品
」
と
の
同
一
性
に
つ
い
て

─
…
…
…
小

　川

　宗

　一
…
…
三
一

委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」

─
債
権
法
改
正
過
程
か
ら
見
え
た
も
の

─
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
谷
川

　貞

　之
…
…
六
七

民
法
一
〇
二
条
論

─
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
を
め
ぐ
る
思
索
と
し
て

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清

　水

　恵

　介
…
…
一
二
九

私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡

　田

　俊

　幸
…
…
一
七
五

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、
米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 

A
ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

─
株
主
主
権
の
変
容
、
買
収
防
衛
策
の
司
法
判
断
基
準
の
接
点

─

藤

　川

　信

　夫
…
…
二
〇
九



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六

組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性

─
あ
ず
み
の
里
事
件
を
手
が
か
り
に

─
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
船

　山

　泰

　範
…
…
二
八
九

船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と

海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
南

　
　
　健

　悟
…
…
三
一
七

原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

─
原
物
返
還
不
能
に
よ
り
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
を
め
ぐ
っ
て

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
野

　中

　貴

　弘
…
…
三
七
一

弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て

─
議
会
で
の
審
議
を
中
心
に

─
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
末

　澤

　国

　彦
…
…
四
三
一

平
等
取
扱
原
則
と
比
例
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
玉

　蟲

　由

　樹
…
…
四
八
二

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
警
察
関
与
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
尾

　田

　清

　貴
…
…
五
二
二



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

一

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て

吉

　
　原

　
　達

　
　也

は
じ
め
に

一
　「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷

二
　
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義

三
　「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
─
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
関
係
に
お
い
て
─

小
結
─
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
意
義
─

論

　説

（
一
三
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二

は
じ
め
に

宮
崎
道
三
郎
博
士

（
１
）

は
、「
日
本
法
制
史
研
究
の
最
初
の
専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
洋
に
於
け
る
近
代
的
法
制
史
研
究
法
を
輸
入
し

て
、
之
を
日
本
法
制
史
研
究
に
適
用
、
実
践
し
た
点
に
於
て
も
最
初
の
人
で
あ
る

（
２
）

」
と
評
さ
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
帝
国
大
学
法
科
大

学
に
お
い
て
日
本
法
制
史
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
羅
馬
法
及
び
比
較
法
制
史
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
法
制
に
関
す
る
講
義
も
並
行
し
て

行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
先
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
講
述
『
比
較
法
制
史

（
３
）

』
を
手
が
か
り
に
、
博
士
の
比
較
法
制
史
方
法
論
を
中
心
に

若
干
の
検
討
を
試
み
た

（
４
）

が
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
し
た
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
以
来
数
年
間

に
わ
た
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
に
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
こ
と
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
か
、
そ
の
後
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
と
い
か
な
る
関
係

に
あ
る
か
三
つ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷

帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
５
）

。
こ
こ
で
ま
ず
『
東
京
帝
国

大
学
五
十
年
史

（
６
）

』
か
ら
ロ
ー
マ
法
に
関
わ
る
部
分
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
「
法
律
学
第
一
科
（
第
二
科
）　
第
二
年

　
羅
馬
法
一
年
間
毎
週
三
時｣

、「
羅
馬
法
、
法
理
学

　
穂
積
陳
重｣

。

（
一
三
八
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

三

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年

　「
法
律
学
科

　
英
吉
利
部

　
第
二
年

　
羅
馬
法

　
一
年
間
毎
週
三
時
／
佛
蘭
西
部

　
第
二
年

　
羅
馬
法

　

一
年
間
毎
週
三
時
／
独
逸
部

　
第
一
年

　
羅
馬
法

　
一
年
間
毎
週
六
時
／
第
二
年

　
羅
馬
法
演
習

　
一
年
間
毎
週
三
時
」、「
羅
馬
法
、
法

理
学

　
穂
積
陳
重
／
独
乙
法
、
羅
馬
法 

ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
ワ
イ
ペ
ル
ト｣

。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年

　「
明
治
二
十
一
年
十
月
法
律
学
科
及
政
治
学
科
の
学
科
課
程
を
改
正
し
、
英
吉
利
部
、
仏
蘭
西
部
及
独
逸

部
を
改
め
て
第
一
部
第
二
部
及
第
三
部
と
為
せ
り
。」　「
第
一
部

　
第
二
年

　
羅
馬
法

　
一
年
間
毎
週
三
時
／
第
二
部

　
第
二
年

　
羅
馬

法
　
一
年
間
毎
週
三
時
／
第
三
部

　
第
一
年

　
羅
馬
法

　
第
一
期
、
第
二
期

　
毎
週
六
時
、
第
三
期

　
同
四
時
／
第
一
年

　
羅
馬
法
演
習

　

一
年
間
毎
週
一
時
／
第
二
年 
羅
馬
法
演
習

　
一
年
間
毎
週
三
時
」。

宮
崎
博
士
が
、
四
年
間
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
留
学

（
７
）

か
ら
帰
国
し
た
の
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
〇
月
一
九
日
の
こ
と
、
同
月
二
九

日
付
で
帝
国
大
学
教
授
に
任
用
さ
れ
、
法
科
大
学
勤
務
と
な
っ
て
い
る

（
８
）

。『
五
十
年
史
』
の
記
述
か
ら
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
宮
崎

博
士
が
こ
の
年
、「
古
代
羅
馬
法
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治

二
十
二
年
七
月
）〕」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る

（
９
）

。
例
年
九
月
十
一
日
に
新
学
年
の
講
義
が
始
ま
る
の
で
、
実
際
に
講
義
を
担
当
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
帰
国
と
の
間
に
、
二
か
月
の
ほ
ど
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
翌
年
の
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
は
「
法
制
沿
革
及
び
羅

馬
法

（
10
）

」
を
担
当
し
た
が
、
こ
の
年
は
穂
積
博
士
及
び
外
国
人
教
師
ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
最
後
の
年
に

あ
た
る

（
11
）

。
宮
崎
博
士
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
も
「
法
制
沿
革
及
び
羅
馬
法
」
を
担
当
す
る
が
、
こ
の
年
は
穂
積
博
士
、
ヴ
ァ
イ

ペ
ル
ト
講
師
も
講
義
を
担
当
せ
ず

（
12
）

、
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

（
13
）

、

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
は
「
法
制
沿
革
、
羅
馬
法
並
び
に
独
乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
し
た

（
14
）

。「
独
乙
法
制
史
」
講
義
に
つ
い
て
の

（
一
三
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四

最
初
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
講
座
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
九
月
九
日
付
で
、
羅
馬
法
講
座
担
任
、
法

制
史
比
較
法
制
史
講
座
兼
担
と
な
り

（
15
）

、
翌
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
九
月
に
戸
水
寛
人
博
士
教
授
任
用
・
羅
馬
法
講
座
担
任
に
伴
い
、

九
月
八
日
付
で
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
担
任
と
な
っ
た

（
16
）

。

以
上
の
『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
学
科
目
編
成
が
非
常
に
複
雑
で
あ

り
、
一
八
八
六
─
一
八
八
七
（
明
治
一
九
─
二
〇
）
年
に
は
、「
羅
馬
法
」
は
、
法
律
学
科
第
一
科
、
第
二
科
共
通
で
二
年
次
配
当
に
な
っ

て
い
る
。
当
該
の
年
度
に
実
際
穂
積
陳
重
博
士
に
よ
る
講
義
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
微
妙
な
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
七
─
一
八
八
八
（
明
治
二
〇
─
二
一
）
年
を
例
に
と
れ
ば
、「
羅
馬
法
」
は
、
英
吉
利
部
と
仏
蘭
西
部
で
は
第
二

年
配
当
で
毎
週
三
時
と
さ
れ
る
一
方
、
独
逸
部
で
は
第
一
年
配
当
毎
週
六
時
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
ロ
ー
マ
法
講
義
が
併
行
し
て

行
わ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
二
年
時
に
は
演
習
も
科
目
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
い
か
に
調
和
さ
せ
て
い
た
の
か
疑
問

の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
は
、
と
く
に
第
三
部
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
近
時
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
『
中
央
大
学
史
資
料
集
』、
第
三
集
「
東
京
大
学
所
蔵

　

中
央
大
学
関
係
史
料
」
資
料
番
号
二
一
八
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月

（
17
）

〕」
は
こ
の
間
の

事
情
を
今
少
し
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
羅
馬
法
」
は
法
律
学
科
第
一
部
第
二
年
に
配
当
さ
れ
、

第
三
年
配
当
の
法
理
学
と
と
も
に
穂
積
陳
重
博
士
の
受
持
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
部
に
は
「
羅
馬
法
」
は
配
当
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三

部
第
一
年
の
配
当
と
さ
れ
、「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
の
受
持
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
文
部
省
往
復
』
明
治
二
十
二
年
報
告
と
注
記
）。

穂
積
博
士
は
こ
の
ほ
か
に
、
第
二
部
一
年
の
法
学
通
論
及
び
三
年
の
法
理
学
、
政
治
学
科
一
年
の
法
学
通
論
を
受
け
持
っ
て
い
た
。
資
料

番
号
二
一
九
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
〔（
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月

（
18
））〕

は
「
明
治
廿
年
ヨ
リ
明
治
廿
一
年
ニ
至
ル

（
一
四
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

五

一
学
年
中
陳
重
ノ
担
当
セ
シ
学
科
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
、「
一

　
羅
馬
法
に
法
律
学
科
第
一
科
第
二
年
級
」
に
つ
い
て
、「
羅
馬
法
ニ
於
テ

ハ
学
生
ヲ
シ
テ
欧
州
諸
国
ノ
法
律
史
ノ
基
礎
ニ
通
セ
シ
メ
併
セ
テ
沿
革
法
理
ノ
大
要
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ヲ
期
セ
リ
／
法
律
学
第
一
科
第
二
年

級
ハ
概
シ
テ
勤
勉
ナ
リ
殊
ニ
学
力
抜
群
ナ
ル
者
ハ
犬
塚
勝
太
郎
ナ
リ
シ
」
と
し
て
、
講
義
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
資
料
番
号

二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月

（
19
）

）〕」
に
よ
れ
ば
、
穂
積
博
士
は
法
律
学
科
第
一
部
第

一
年
、
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
の
第
二
年
の
刑
法
、
第
三
年
の
法
理
学
、
第
二
部
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
こ
の
年

は
、
さ
ら
に
第
三
部
第
一
年
、
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
を
「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
が
受
け
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
と
並
行
す
る
か
た

ち
で
独
乙
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
宮
崎
博
士
が
第
三
部
第
一
年
及
び
第
二
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
古
代
羅
馬
法
」
の
受
持
と
さ
れ
て

お
り
、
同
じ
く
第
三
部
第
一
年
配
当
の
「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
と
並
行
し
て
、
宮
崎
博
士
に
よ
る
邦
語
講
義
も
行
わ

れ
た
と
い
う
複
雑
な
事
情
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る

（
20
）

。

そ
の
一
方
で
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
な
る
と
、「
明
治
二
十
三
年
に
至
り
、
…
…
法
典
編
纂
の
事
業
漸
次
進
歩
し
、
法
典
も
逐

次
発
布
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
法
律
学
科
の
授
業
は
当
然
本
邦
法
典
を
主
と
し
、
外
国
法
は
参
考
に
資
す
る
に
止
む
べ
き
を
以
て
同
年
九
月
法

律
学
科
及
政
治
学
科
の
科
目
に
改
正
を
加
へ
、
法
律
学
科
を
従
来
の
如
く
三
部
に
分
け
て
組
織
す
る
制
を
廃
し
、
法
律
学
科
と
し
て
毎
年

本
邦
法
典
其
の
他
を
授
け
、
猶
別
に
参
考
科
と
し
て
外
国
法
を
授
く
る
こ
と
と
し
、
参
考
科
を
第
一
部
第
二
部
第
三
部
と
為
せ
り

（
21
）

。」
法

典
編
纂
事
業
の
進
展
と
共
に
、
英
法
、
仏
法
な
ど
外
国
法
の
授
業
が
各
部
の
参
考
科
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
対
的
に
比
重

が
減
じ
ら
れ
て
い
く
の
に
対
し
て
、「
羅
馬
法
」
は
、「
本
邦
法
典
」
の
講
義
と
並
ん
で
、
つ
ね
に
中
心
的
な
科
目
と
し
て
の
位
置
を
示
し

続
け
て
い
る
。
宮
崎
博
士
は
、
帰
朝
後
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
留
学
か
ら
帰
国
し
た
戸
水
寛
人
博
士
が
「
羅
馬
法
講
座
」
担
任

と
な
る
ま
で
、
継
続
し
て
「
羅
馬
法
」
に
関
す
る
講
義
を
一
貫
し
て
担
当
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

（
22
）

。

（
一
四
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六

二
　
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義

宮
崎
博
士
は
、「
比
較
法
制
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
以
前
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
、
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
は
「
法
制
沿
革
、
羅
馬
法
並
び
に
独
乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、「
法
制
沿
革
」
は
の
ち
の
「
法

制
史
」
な
い
し
「
日
本
法
制
史
」
に
対
応
す
る
科
目
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
羅
馬
法
」
と
「
独
乙
法
律
史
」
は
、「
比
較
法
制
史
」
と
重
な

り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
時
の
「
羅
馬
法
」
講
義
の
内
容
を
伝
え
る
資
料

（
23
）

の
一
と
し
て
、
春
木
一
郎
博
士

（
24
）

に
よ
る
筆
記
ノ
ー
ト
が
京
都

大
学
法
学
部
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
春
木
博
士
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
英
法
科
に
入
学
し
た
第

一
年
次
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
を
受
講
し
た
。
書
誌
情
報
に
よ
る
と
、「R

O
M

A
N

 L
A

W

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
名
で
掲
載
さ

れ
、
別
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、「
背
表
紙
タ
イ
ト
ル
：
宮
崎
先
生
東
大
羅
馬
法
講
義
」
と
さ
れ
て
い
る
。
注
記
と
し
て
、「
ペ
ン
に
て
書
写
し

た
ノ
ー
ト
を
製
本
し
た
も
の
」「
表
紙
裏
に
「
東
京
帝
國
大
學
／
法
科
大
學
明
治
廿
四
年
／
九
月
乃
至
同
廿
五
年
六
月
／
（
一
週
四
時
間
）

羅
馬
法
／
講
義
宮
崎
道
三
郎
先
生
／
法
科
大
学
英
法
一
年
生
／
春
樹マ

マ

一
郎
筆
記
」」
と
さ
れ
て
い
る

（
25
）

。
同
資
料
は
、
本
文
最
初
の
頁
に

「
廿
四
年
九
月
十
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
頁
に
は
「
明
治
廿
五
年
六
月
九
日
終
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
間
部
分
は
、
い
く

つ
か
の
区
切
り
の
日
に
つ
い
て
日
付
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
校
合
す
る
と
、
月
曜
日
と
木
曜
日
に
二
時
間
ず
つ
、
合
計
週
四
時

間
の
講
義
が
行
わ
れ
た
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
分
冊
の
ノ
ー
ト
が
製
本
さ
れ
た
間
に
綴
じ
ら
れ
た
白
紙
部
分
に
、
次
の
よ
う
な
鉛
筆
書

き
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
治
廿
四
年
乃
至
／
廿
五
年
乃
講
義
／
一
週
四
時
間
／
宮
崎
先
生
ハ
精
勤
先
生
ノ
一
人
ト
シ
テ
譽
ム
ベ
キ
モ
ノ

ニ
シ
テ
缺
勤
全
写
筆
中
僅
カ
ニ
一
回
ナ
リ
又
時
間
ノ
開
始
モ
他
ノ
先
生
ニ
比
ス
ル
ニ
早
ク
終
ハ
極
メ
テ
精
確
ニ
時
間
通
ナ
リ
…
…
」、
と
。

こ
の
春
木
博
士
の
も
の
と
思
わ
れ
る
メ
モ
書
き
か
ら
、
宮
崎
博
士
の
講
義
が
、
一
年
を
通
じ
て
休
講
は
一
度
だ
け
、
時
間
通
り
始
ま
り
終

（
一
四
二
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

七

わ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。

ま
ず
春
木
博
士
筆
記
に
よ
る
宮
崎
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
の
序
に
あ
た
る
部
分
を
概
観
し
て
お
き
た
い

（
26
）

。

「
廿
四
年
九
月
十
四
日
」
と
い
う
日
付
か
ら
始
ま
り
、
本
文
は
、
見
開
き
右
頁
の
み
一
八
頁
と
見
開
き
一
四
頁
に
記
載
さ
れ
た
全
体
で

三
〇
頁
ほ
ど
か
ら
な
る
。「R

om
an law

の
本
論
」
に
先
だ
っ
て
、
講
義
の
方
針
が
語
ら
れ
る
。「
講
義
に
種
々
の
方
法
あ
り
」
と
し
て
、

「
第
一
にR

.L
.

［
羅
馬
法
、
以
下
同
じ
］
の
沿
革
を
申
し
、
第
二
にR

.L
.

の
発
達
し
た
る
有
様
、Justinian

の
時
の
ロ
ー
マ
法
の
概
略

を
陳
べ
ん
」
と
記
さ
れ
、
全
体
が
二
部
構
成
に
な
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
前
半
冒
頭
に
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と
標
題
が

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
半
は
「
第
二
部
」
と
の
み
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
特
別
な
標
題
は
な
く
、
総
則
に
始
ま
り
相
続
法
に
至
る
パ
ン
デ

ク
テ
ン
式
編
別
に
よ
る
ロ
ー
マ
私
法
概
説
と
な
っ
て
い
る

（
27
）

。「
今
年
はR

.L
.

の
時
間
多
き
故
に
詳
細
に
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
は
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
は
、
前
年
ま
で
の
週
三
時
間
か
ら
週
四
時
間
に
変
わ
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

続
い
て
「
何
故
にH

istory

に
力
を
用
ゆ
る
事
情
を
述
べ
る
」
と
し
て
、「
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
必
用
」
か
ら
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す

る
こ
と
の
必
用
性
が
語
ら
れ
て
い
く
（
春
木
筆
記
・
一
頁
）。
ま
ず
ロ
ー
マ
法
が
「perfect

な
る
」
と
さ
れ
、「R

.L
.

の
発
達
の
模
様
の
完

美
た
る
」
こ
と
は
講
義
の
中
で
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
る
。「R

.L
.

の
発
達
の
具
備
し
た
るE

urope

の
学
者
が
申

す
所
で
は
、R

om
an L

aw

はG
reece

のP
hilosophy

な
り
。B

oth

は
古
代
にw

onderful progress

を
な
し
、
古
代
の
双
璧
と
謂
ふ

べ
し
」（
春
木
筆
記
・
二
頁
）
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
が
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
匹
敵
す
る
重
要
性
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

で
は
、
日
本
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
こ
の
こ
と
は
、「H

istory

」
の
問

題
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
ゆ
く
。「
何
故
此
講
義
にH

istory

に
力
を
用
ゆ
る
か
」（
春
木
筆
記
・
四
頁
）。「
今
日
日
本
に
於
て
は
、

B
ologna

に
於
て
盛
ん
に
な
つ
た
る
と
同
じ
な
り
。」
と
し
て
、
当
時
の
日
本
に
法
学
界
の
状
況
が
、
一
二
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー

（
一
四
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

八

ニ
ャ
で
起
こ
っ
た
法
学
の
隆
盛
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
点
が
「
同
じ
」
と
さ
れ
る
の
か
。「
其
同
じ
所
以
はL

aw

な
る
静

止
のS

tate

に
注
目
」
す
る
点
に
あ
る
。
日
本
の
法
を
研
究
し
、
独
、
仏
、
英
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
を
研
究
す
る
に
し
て
も
、
関
心
は

「
現
今
の
」
法
に
限
ら
れ
て
お
り
、「
少
数
がH

istorically

に
研
究
す
」
る
に
と
ど
ま
っ
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
古
代
の
沿
革
を

研
究
す
る
人
は
な
い
。
近
世
に
は
法
を
「
歴
史
的
に
」
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
「
歴
史
的
を
好

ま
ず
」、
法
の
沿
革
を
研
究
す
る
人
は
な
く
、
と
き
に
「
う
か
つ
な
り
」
と
悪
口
を
た
た
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
「
日
本
の
一
新
以
来
の
社
会
の
風
習
」
と
な
っ
て
お
り
、「
沿
革
を
聞
き
て
之
を
厭
ふ
」
と
い
う
当
時
の
日
本
に
お
け
る
法
学
の
状

況
へ
の
懸
念
が
語
ら
れ
る
。「
是
れ
深
く
考
え
ざ
る
の
結
果
な
り
。
然
し
学
問
上
に
於
て
は
大
欠
点
な
り
」（
春
木
筆
記
・
四
─
五
頁
）
と
記

さ
れ
る
。

こ
う
し
た
当
時
の
日
本
の
法
学
研
究
の
風
潮
に
対
す
る
宮
崎
博
士
の
懸
念
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
一
八
九
（
明
治
二
四
）
年
五

月
に
行
わ
れ
た
講
演
に
も
現
れ
て
い
る

（
28
）

。
そ
の
当
時
の
法
学
研
究
の
状
況
を
、
宮
崎
博
士
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
知
る
上
で
参
考

に
な
る
。

「
日
本
に
於
い
て
は
、
近
来
法
学
と
申
す
も
の
が
実
に
盛
大
に
な
り
ま
し
て
、
法
律
を
教
授
す
る
所
の
学
校
も
沢
山
あ
れ
ば
、
法
学
の

法
学
を
す
る
書
生
の
数
も
沢
山
あ
り
、
法
学
者
と
云
へ
ば
、
世
間
の
需
要
も
多
く
て
、
他
の
学
者
よ
り
は
、
割
合
に
好
地
位
を
得
ら
る
ヽ

ヿ
で
あ
り
、
又
書
籍
も
著
述
や
翻
訳
や
雑
誌
や
法
律
に
関
係
あ
る
も
の
が
夥
し
く
、
又
諸
学
校
に
て
教
授
す
る
法
律
の
科
目
も
二
三
年
前

ま
で
は
、
西
洋
の
法
律
が
多
か
っ
た
が
、
今
日
は
諸
法
典
を
始
め
、
盛
に
日
本
の
法
律
を
研
究
す
る
ヿ
に
な
っ
た
。」「
今
日
日
本
に
於
て

法
学
と
云
ふ
も
の
が
此
の
如
く
盛
大
に
な
り
、
独
り
日
本
の
法
律
の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
法
律
ま
で
も
研
究
す
る
ヿ
に
な
り
ま
し
た
は
、

学
問
上
実
に
結
構
な
ヿ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
日
本
の
法
学
が
此
の
如
く
進
歩
し
た
る
に
拘
ら
ず
、
世
人
の
研
究
に
怠
っ
て
居
り
ま
す
る

（
一
四
四
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

九

は
、
法
律
の
沿
革
で
あ
り
ま
す
、
是
れ
は
実
に
嘆
息
す
べ
き
ヿ
で
あ
る
と
考
え
ま
す

（
29
）

。」

当
時
の
欧
洲
に
お
い
て
も
法
理
の
沿
革
に
関
心
を
有
す
る
学
者
と
し
て
、
メ
イ
ン
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
比
較
法
理

学
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
講
義
で
は
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
一
般
向
け
講
演
の
方
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
時
の
状
況
を

的
確
に
紹
介
し
て
い
る
。「
法
理
学
の
面
目
を
一
新
せ
ん
と
す
る
勢
力
が
あ
り
ま
す
が
、
此
の
比
較
法
律
学
と
云
ふ
も
の
に
し
て
、
益
々

盛
大
に
至
ら
ば
、
亦
世
界
の
文
明
史
上
に
一
大
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
る
で
有
う
と
思
は
れ
る

（
30
）

。」
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
将
来
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
比
較
法
理
学
な
い
し
比
較
法
学
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
、
宮
崎
博
士
は
『
比
較
法
制
史
』
の
冒
頭
で
も
若
干
言

及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
31
）

が
、
ロ
ー
マ
法
講
義
と
し
て
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
り
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
関
心
は
示
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
も
見
え
る

（
32
）

。
む
し
ろ
宮
崎
博
士
に
お
い
て
は
日
本
法
制
史
と
外
国
法
研
究
と
の
架
橋
の
た
め
工
夫
が
『
比
較
法
制
史

（
33
）

』
は
も

と
よ
り
羅
馬
法
筆
記
録
の
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
筆
記
録
に
は
「
ワ
イ
ペ
ル
［
ト

（
34
）

］」「
ル
ー
ド
ル
フ

（
35
）

」
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
、
外

国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
た
彼
ら
が
「
日
本
の
制
度
沿
革
」
を
勉
強
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
春
木
筆
記
・
五
頁
）。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
法
学
派
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
を
「
完
美
な
る
」
も
の
と
し
て
、
歴
史
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
此
法
学
者
は
時
代
の
変
遷
に
つ
い
て
何
の
差
異
も
知
ら
ず
」、
彼
ら
は
ロ
ー
マ
法
を
「
万
古
不
易
」「
天
下
普
通
の
法
」
と
考
え
て
い
た

（
春
木
筆
記
・
六
─
七
頁
）。
し
か
し
、
法
律
は
国
土
時
代
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
羅
馬
法
と
て
も
後
世
や
他
国
に
は
、

其
儘
行
る
べ
き
も
の
で
な
い

（
36
）

」
こ
と
を
知
る
が
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
此
の
如
き
有
様
故
法
律
はplace

とtim
e

に
差
異
あ

る
道
理
は
見
易
き
様
に
て
も
見
易
か
ら
ず
」（
春
木
筆
記
・
八
頁
）、
と
。
以
下
「
序
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
「place

とtim
e

」、「
国
土
と

時
代
」、「
場
所
と
時
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
い
る
。
法
律
は
場
所
と
時
代
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
法
律
が
「
万
古
不
易
」
で
な
い
所
以
を
、
法
と
地
理
の
関
係
、
法
と
商
業
の
関
係
に
つ
い
て
「
一
二
のfact

」

（
一
四
五
）
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一
〇

を
挙
げ
て
例
示
さ
れ
る
。

ま
ず
法
と
地
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
宮
崎
博
士
は
、
羅
馬
建
国
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
種
族
、
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
地
理
的
な
関

係
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、『
羅
馬
法
講
義
』
で
は
、
本
論
に
お
け
る
公
法
と
私
法
の
峻
別
の
問
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
。『
比
較
法
制
史
』
の
ロ
ー
マ
法
制
史
の
冒
頭
で
も
、
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
ら
れ
て
お
り

（
37
）

、
博
士

に
と
っ
て
ロ
ー
マ
法
の
起
源
を
論
じ
る
た
め
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
公
法
と
私
法
の
峻
別
と
い
う
西
洋
法
の
基
本
概
念
の
起

源
は
、
ロ
ー
マ
が
こ
の
二
つ
の
種
族
の
共
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
別
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、『
ロ
ー
マ

法
講
義
』
本
論
「
第
一
期

　
第
一
章

　
羅
馬
の
建
国
」
は
、「
第
一
節

　A
ryan

人
種
の
移
住
及
び
其
社
会
の
有
様

　
第
二
節

　
以
太
利

亜
太
古
の
住
民

　
第
三
節

　L
atin

部
属
及S
abini

部
属

　
第
四
節

　L
atin

人
種
及
びS

abini

人
種
の
合
併
」
と
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ

人
の
関
係
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
第
二
章

　
羅
馬
太
初
の
法
律
」
で
は
、
第
一
節

　
公
法

　
第
二
節

　

私
法

　
第
三
節

　L
atin

法
系
の
法
則

　S
abini

法
系
の
法
則
の
調
和
」
と
し
て
、
公
法
と
私
法
の
峻
別
は
、
ロ
ー
マ
が
「
私
法
的
な
」

サ
ビ
ニ
人
と
、「
公
法
的
な
」
ラ
テ
ン
人
と
の
合
併
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
起
源
に
初
め
か
ら
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
部
分
を
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
来
ア
ー
リ
ア
民
族
か
ら
出
た
こ
の
二
つ
の
民
族
が
イ
タ
リ
ア

半
島
に
定
住
し
た
場
所
の
地
理
的
な
差
異
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
個
性
を
作
り
出
し
た
。
低
地
に
定
住
し
た
ラ
テ
ン
人
は
身
を
守
る
た
め

に
城
壁
を
作
り
、
そ
の
中
で
共
同
生
活
を
営
む
中
で
次
第
に
「
団
結
の
観
念
」
を
生
み
出
し
、「
公
法
的
な
」
民
族
と
な
り
、
急
峻
な
山

間
部
に
定
住
し
た
サ
ビ
ニ
人
は
団
結
よ
り
も
個
と
し
て
の
家
族
的
関
係
を
営
ん
だ
結
果
「
私
法
的
な
」
民
族
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
公
法
・
私
法
峻
別
の
起
源
を
こ
う
し
た
考
え
る
妥
当
性
に
つ
い
て
の
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
が
「
時
代
」
と
「
場

所
」
に
よ
っ
て
法
が
変
遷
す
る
と
い
う
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
と
い
う
共
通
の
祖
を
も
つ
二
つ
の

（
一
四
六
）
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一
一

民
族
が
「
何
故
にItaly

に
入
り
其
発
達
を
異
に
せ
ん
と
云
ふ
に
地
理
の
差
異
に
よ
っ
て
な
り
」
と
さ
れ
る
（
春
木
筆
記
・
八
─
九
頁
）。

ロ
ー
マ
法
が
後
世
に
与
え
た
影
響
と
い
う
点
で
重
要
な
の
は
「
財
権
」
つ
ま
り
財
産
権
に
関
わ
る
領
域
で
あ
る
。「
種
々
の
理
由
」
の
一

つ
は
、「
都
府
の
あ
つ
た
る
地
勢
」
で
あ
り
、
地
中
海
を
通
じ
て
商
業
が
盛
ん
に
な
り
、
ロ
ー
マ
の
都
府
は
船
舶
の
便
が
あ
り
、
商
人
の

往
来
も
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
「
商
業
取
引
を
律
す
る
法
律
が
必
用
」
と
な
り
、「
財
産
的
の
法
律
学
」
が
発
達
し
た
。
ロ
ー
マ
が

地
理
的
に
占
め
た
位
置
に
よ
っ
て
法
の
特
性
が
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
春
木
筆
記
・
九
─
一
〇
頁
）。
古
代
日
本
で
隋
唐
の
法
律
が
伝

来
し
て
律
令
な
る
も
の
が
生
じ
た
の
も
、
日
本
と
中
国
と
の
距
離
の
近
さ
に
あ
っ
た
（
春
木
筆
記
・
二
二
─
二
三
頁
）。

ロ
ー
マ
法
が
欧
洲
諸
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
国
が
一
様
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
、
地
方
に
よ
っ

て
ロ
ー
マ
法
の
影
響
に
深
浅
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
と
北
部
へ
の
ロ
ー
マ
法
の
影
響
の
度
合
い
の
差
が
生
じ
た
一
つ
の
原

因
は
、
ロ
ー
マ
と
の
距
離
の
遠
近
と
い
う
地
理
的
な
理
由
に
あ
り
、
近
時
日
本
に
西
洋
の
法
律
が
伝
来
し
た
の
も
、
船
が
「
地
理
上
の
距

離
が
縮
め
た
」
か
ら
で
あ
る
（
春
木
筆
記
・
一
〇
─
一
一
頁
）。
日
本
の
国
の
形
が
、
南
北
に
短
く
東
西
に
長
く
、
山
も
あ
り
川
も
あ
り
、

紀
貫
之
が
土
佐
か
ら
京
都
へ
行
く
の
に
五
〇
日
を
要
し
た
が
、
今
日
で
は
一
日
の
行
程
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
道
も
悪
く
、
宿
も
な

く
、
旅
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。
交
通
不
便
が
中
央
集
権
と
い
う
立
派
な
制
度
を
行
う
こ
と
を
困
難
に
し
た
原
因
で
あ
っ
た
。
律
令
が
で
き
、

中
央
集
権
の
制
に
よ
り
、「
按
察
使
」、「
鎮
撫
使
」
を
遣
わ
し
て
「
盗
賊
を
捕
縛
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
時
地
方
を
中
央
政
府
よ

り
監
督
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
も
、「
日
本
の
地
理
に
依
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
法
律
の
実
施
上
地
理
大
関
係
あ
り
」
と
さ
れ
る

（
春
木
筆
記
・
一
二
─
一
三
頁
）。
日
本
古
代
に
お
け
る
律
令
制
、
中
央
集
権
制
の
限
界
に
つ
い
て
、
諸
種
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
西
洋
法
と

の
比
較
が
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
る
。

宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
、「
物
理
法
の
如
き
も
の
で
な
く
、
時
代
を
追
っ
て
転
々
変
遷
し
易
き
も
の
で
あ
る
。」「
今
日
の
法
律

（
一
四
七
）
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一
二

と
て
も
、
許
多
の
変
遷
を
経
て
始
め
て
然
る
も
の
で
あ
る
、
さ
す
れ
ば
、
法
律
を
研
究
す
る
に
は
、
一
代
の
法
律
に
注
目
し
て
、
専
ら
法

律
の
静
止
せ
る
景
状
、
即
ち
静
状
を
観
察
す
る
ヿ
も
出
来
れ
ば
、
又
古
来
の
法
律
を
通
覧
し
て
、
専
ら
法
律
の
活
動
せ
る
景
状
、
即
ち
動

態
を
観
察
す
る
ヿ
も
で
き
る
の
で
あ
る

（
38
）

。」
と
さ
れ
る
。『
羅
馬
法
』「
序
」
で
も
「
静
状
」
と
「
動
態
」
と
い
う
見
方
は
、『
比
較
法
制

史
』
序
論
に
示
さ
れ
る
、「
内
的
歴
史
」「
外
的
歴
史
」
を
め
ぐ
る
比
較
法
制
史
方
法
論
の
考
え
方
と
も
結
び
つ
い
て
お
り

（
39
）

、
歴
史
認
識
に

お
け
る
通
時
性
と
共
時
性
の
問
題
を
先
取
り
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

三
　「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
─
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
関
係
に
お
い
て
─

次
に
、『
羅
馬
法
』
と
『
比
較
法
制
史
』
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
比
較
法
制
史
』
は
前
半
の
「
羅
馬
法

制
史
」
と
後
半
の
「
独
逸
法
制
史
」
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
『
羅
馬
法
』
本
論
前
半
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と

『
独
逸
法
律
史

（
40
）

』
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
細
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

『
羅
馬
法
』
前
半
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と
『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
の
中
か
ら
、「
十
二
銅
律
」
と
「
私
法
概
説
」
に
関
す

る
箇
所
に
つ
い
て
の
対
照
を
試
み
る
に
と
ど
め
た
い
。

別
表
と
し
て
『
羅
馬
法
』
と
『
比
較
法
制
史
』
の
構
成
の
対
照
表
を
記
し
た
。
春
木
博
士
筆
記
の
『
羅
馬
法
』
に
は
目
次
が
附
せ
ら
れ

て
い
な
い
。
両
者
の
全
体
構
成
は
、
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
で
は
、
時
代
区
分
と
し
て
「
第

一
期
」「
第
二
期
」「
第
三
期
」
が
採
用
さ
れ
、「
第
一
章
」
か
ら
「
第
三
十
四
章
」
ま
で
の
、
連
続
し
た
章
が
そ
れ
ぞ
れ
の
期
に
配
列
さ

れ
て
い
る
。「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
、「
第
一
期
」「
第
二
期
」「
第
三
期
」
が
「
第
一
章

　
王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
」「
第
二
章

　
共
和

（
一
四
八
）
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一
三

制
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
」「
第
三
章

　
帝
政
時
代
の
法
制
の
沿
革
」
と
さ
れ
、『
羅
馬
法
』「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
の
各
章
が
、
節

と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
半
の
「
独
逸
法
制
史
」
の
構
成
と
も
合
わ
せ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
因
み

に
『
羅
馬
法
』
第
二
部
の
私
法
概
説
は
、「
第
一
巻

　
総
則
」「
第
二
巻

　
財
産
権

　
第
一
篇

　
物
権

　
第
二
篇

　
人
権
」「
第
三
巻

　
家

族
法
」「
第
四
巻

　
相
続
法
」
と
い
う
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
式
に
な
ら
っ
た
「
巻
」
の
も
と
に
、
章
以
下
の
項
目
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
十
二
銅
律
」
に
か
か
わ
る
部
分
を
見
て
み
る
と
、「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」「
第
二
期
」
の
「
第
九
章
」
か
ら
「
第
十
一
章
」
は
以

下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
第
九
章

　
十
二
銅
律 T

w
elve T

ables

　
第
一
節

　
法
律
改
正
及
び
成
文
法
の
必
用

　
第
二
節

　

十
二
銅
律
制
定
の
手
続

　
第
三
節

　
十
二
銅
律
の
法
源

　
第
四
節

　
十
二
銅
律
の
要
略

　
第
一
款

　
十
二
銅
律
の
順
序

　
第
二
款

　
十
二

銅
律
の
規
定

　
第
三
款
［
記
載
な
し
］　
第
四
款
［
記
載
な
し
］　
第
五
款

　
十
二
銅
律
の
体
裁

　
第
六
款

　
十
二
銅
律
の
］
価
値

　
第
七

款
　
十
二
銅
律
の
散
逸

　
第
十
章

　
法
律
解
釈
術
の
発
達

　
第
一
節

　
十
二
銅
律
解
釈
の
必
用

　
第
二
節

　
十
二
銅
律
の
解
釈
法

　
第

十
一
章

　
十
二
銅
律
及
びpatrici

とplebes
を
調
和
せ
ん
が
為
め
に
行
な
ひ
た
る
法
律
上
の
改
良
」
と
し
て
、「
十
二
銅
律
」
に
関
し

て
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
う
ち
、「
第
三
款
」「
第
四
款
」
項
目
名
は
本
文
中
に
と
く
に
記
載
が
な

く
、
不
明
で
あ
る
。

『
比
較
法
制
史
』
中
の
「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章

　
共
和
制
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革

　
第
一
節

　Italy

諸
国
征
服
前
の
有

様
　
第
一
款

　
十
二
銅
律
制
定
前
の
概
況

　
第
二
款

　
十
二
銅
律

　
第
三
款

　
十
二
銅
律
后
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
」
と
し
て
、
項
目
の

編
成
と
し
て
は
簡
潔
な
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
内
容
は
「
十
二
銅
律
」
に
向
け
ら
れ
た
宮
崎
博
士
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。「
十
二
銅
律
」
は
「
文
面
は
極
め
て
簡
単
」
で
あ
る
が
、
後
世
の
学
者
に
は
「
良
く
出
来
実
に
賞
す
べ
き
も
の
な
る
」、「
ロ
ー

マ
の
未
開
の
時
な
れ
ば
自
ら
野
蛮
時
代
の
有
様
を
有
し
ロ
ー
マ
の
後
世
の
法
律
と
異
な
れ
ど
も
明
文
法
と
し
て
は
古
き
も
の
な
る
を
以
て

（
一
四
九
）
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一
四

貴
重
な
る
材
料
に
し
て
法
律
の
初
め
て
発
生
せ
し
時
は
如
何
な
り
し
や
を
見
る
に
参
考
た
る
へ
し
。
況
ん
や
ロ
ー
マ
法
は
後
世
に
て
は
実

際
異
な
れ
ど
も12 tables

の
解
釈
を
加
へ
作
り
し
も
の
な
り
。」
と
し
て
「
十
二
銅
律
」
を
研
究
す
る
意
義
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
穂
積

陳
重
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』
に
お
い
て
も
「
十
二
銅
律
」
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
以
前
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
41
）

。
穂

積
博
士
と
宮
崎
博
士
が
と
も
に
「
十
二
銅
律
」
に
大
き
な
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
に
あ
っ
て
は
、

「
古
き
も
の
な
る
を
以
て
貴
重
な
る
材
料
に
し
て
法
律
の
初
め
て
発
生
せ
し
時
は
如
何
な
り
し
や
を
見
る
に
参
考
た
る
べ
し
」
と
い
う
言

葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
律
沿
革
の
原
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
穂
積
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』
の
「
十
二
銅
律
」
論
が
、

主
にO

rtolan

に
依
拠
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
宮
崎
博
士
は
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
ブ
ル
ン
ス
『
古
代
ロ
ー
マ
法
史
料
集
』

B
runs, F

ontes juris R
om

ani antiqui （
42
）

に
よ
る
再
構
成
に
依
拠
し
つ
つ
、
各
表
の
詳
細
な
検
討
を
試
み
て
い
る
。
二
〇
年
後
末
松
謙
澄

に
よ
る
「
十
二
表
法
全
文
訳
注
」
は
『
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
羅
馬
法
範
』
改
訂
増
補
第
三
版
の
附
録
第
二
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
も
宮
崎
博
士
が
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
が
そ
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る

（
43
）

。

『
羅
馬
法
講
義
』
で
は
、「
第
十
五
章
」
と
し
て
、
共
和
政
期
の
私
法
に
つ
い
て
そ
の
概
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
第
十
五
章

　
私
法
の

概
況

　
第
一
節

　
私
法
の
概
況

　
第
二
節

　
人
格
法

　
権
利
主
体

　
第
一
款

　cives

及
びperegirini

　
第
二
款

　paterfam
ilias

及

びfiliusfam
ilias

　
第
三
款

　liberi

及
びservi 

自
由
人
と
奴
隷

　
第
三
節

　
財
産
法

　
第
一
款

　
物
の
種
類

　
第
二
款

　
所
有
権

　

第
三
款

　jura in re aliena

　
第
四
款

　
合
意
よ
り
生
ず
る
債
権

　
第
五
款

　
不
法
行
為
よ
り
生
ず
る
債
権

　
第
六
款

　
義
務
の
譲
渡

　

第
四
節

　
相
続
法

　
第
五
節

　
結
論
」。
こ
の
部
分
は
、『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章

　
共
和
制
時
代
に
於
け
る
法

制
の
沿
革

　
第
二
節

　Italy

半
島
を
征
服
し
た
る
后P

unic

戦
争
前
の
有
様
」
の
中
に
「
第
四
款
」
と
し
て
「
私
法
の
有
様
」
に
あ
た

る
。
後
者
で
は
、
前
者
に
見
ら
れ
る
節
以
下
の
項
目
編
成
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
の
構
成
自
体
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

（
一
五
〇
）
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れ
る
。

以
下
、「
第
十
六
章

　P
unic

戦
争
後
に
於
け
る
ロ
ー
マ
の
海
外
交
際
及
び
法
律
上
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
は
、「
第
一
節

　P
unic W

ars

　

第
二
節

　praetor peregrinus

の
改
良

　
第
三
節

　jus gentium

」
と
し
て
、
ポ
エ
ニ
戦
争
以
後
の
ロ
ー
マ
法
制
の
発
展
、
外
国
人
掛

法
務
官
の
改
良
、
万
民
法
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。「
第
十
七
章

　per form
ulam

 agere

　
第
一
節

　lex A
ebutia

　
第
二
節

　
差
図
書

の
体
裁
」
は
ロ
ー
マ
に
お
け
る
方
式
書
訴
訟
の
展
開
が
扱
わ
れ
る
。
と
く
に
「
第
二
節

　
差
図
書
の
体
裁
」
で
は
方
式
書
の
構
造
が
詳
細

に
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
第
十
八
章

　
法
律
学
の
発
達
」「
第
十
九
章

　praetoris edictum
 

及
びjus praetorium

」
は
、
法
務
官
告
示

法
、
所
謂
名
誉
法
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章

　
第
四
節

　P
unic w

ar

后
の
有
様
」
の
中

に
六
つ
の
款
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
第
二
十
章

　
以
太
利
亜
の
地
方
制
度
」「
第
廿
一
章

　provincial, Italy

外
の
地
方
制
度
」

は
イ
タ
リ
ア
内
外
の
地
方
制
度
、
属
州
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
第
廿
二
章

　R
om

e

の
共
和
政
治
の
衰
微 decline of R

om
an 

republic

」
で
共
和
政
期
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。

「
第
三
期
」
の
「
第
廿
三
章

　
羅
馬
帝
政
の
創
定
」
以
下
「
第
三
十
四
章

　Justinian

帝
の
法
典
編
纂
」
ま
で
は
、「
羅
馬
法
制
史
」

の
「
第
三
章
」
の
構
成
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
第
二
部
」
の
私
法
概
論
の
部
分
、『
独
逸
法
律
史
』
と
『
比
較
法
制
史
』「
第
二
部

　
独
逸
法
制
史
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を

あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
序
」
末
尾
に
「
羅
馬
法
」
講
義
の
参
考
文
献
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
（
１
）
～
（
３
）
に
分
け
ら
れ
、
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
の
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。（
１
）
の
英
語
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
シ
ェ
ル
ド
ン
・
エ
イ
モ
ス
（S

heldon A
m

os, 

1835–1886

）
の
『
ロ
ー
マ
市
民
法
の
歴
史
と
原
理
』T

he history and principles of the civil law
 of R

om
e: an aid to the study 

（
一
五
一
）
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一
六

of scientific and com
parative jurisprudence

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
エ
イ
モ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
で
、U

niversity C
ollege 

of L
ondon

の
法
理
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
。
日
本
で
も
当
時
『
法
律
新
論
』［
阿
摩
斯
（
ア
モ
ー
ス
）
著
］
村
上
要
信
、
柴
田
正
興
譯

述
・
博
聞
本
社
・
一
八
七
六
年
な
ど
、
数
冊
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
本
書
は
メ
イ
ン
（H

enry Jam
es S

um
ner M

aine, 1822-1888

）

に
献
げ
ら
れ
て
お
り
、
英
米
に
お
け
る
当
時
の
ロ
ー
マ
法
研
究
の
再
生
が
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
の
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ

と
を
示
す
、
次
の
よ
う
な
献
辞
が
表
紙
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
卿
に
捧
ぐ
、
卿
の
歴
史
的
論
稿
と
歴
史
的
方
法
の

普
段
の
唱
導
に
よ
り
ロ
ー
マ
法
は
英
国
に
お
い
て
陥
っ
て
い
た
無
視
か
ら
救
い
出
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
親
縁
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
法

体
系
と
の
関
係
が
永
遠
に
確
立
さ
れ
た
。」、
と
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
英
米
圏
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
再
生
と
い
う
当
時
ほ
ぼ
同
時

進
行
し
て
い
た
時
代
を
象
徴
す
る
著
作
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
ハ
ン
タ
ーH

unter （
44
）

、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ーM

ackenzie （
45
）

、
サ
ン
ダ
ー
ス

S
andars （

46
）

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
周
知
さ
れ
て
い
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
（Joseph L

ouis E
lzéar O

rtolan, 1802-1873

）
の
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
学
提
要
の
歴

史
的
解
説
』E

xplication historique des Instituts de l ’em
pereur Justinien

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
一
八
三
六

年
か
ら
パ
リ
大
学
で
比
較
刑
法
の
教
授
を
務
め
た
人
物
で
、
日
本
で
も
、
井
上
正
一
訳
『
仏
国
刑
法
原
論

（
47
）

』
で
知
ら
れ
る
「
ヲ
ル
オ
ラ

ン
」
で
あ
り
、
本
書
は
、
一
八
二
八
年
の
初
版
以
来
、
多
く
の
版
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
ほ
か
に
、M

aynz （
48
）, V

an W
etter （

49
）

が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
前
者
は
ド
イ
ツ
出
身
で
ベ
ル
ギ
ー
に
亡
命
し
て
そ
の
地
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
学
者
で
あ
り
、
後
者
も
ベ
ル
ギ
ー
の
出
身
で

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
出
版
さ
れ
た
文
献
で
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

（
３
）
の
ド
イ
ツ
語
文
献
で
は
、
プ
フ
タ
（G

eorg F
riedrich P

uchta, 1798-1846 （
50
））、

ヴ
ァ
ル
タ
ー
（F

erdinand W
alter, 1794-1879 （

51
））、

ク
ン
ツ
ェ（Johannes E

m
il K

untze, 1824-1894 （
52
））、

エ
ス
マ
ル
ヒ
（K

arl B
ernhard H

ieronym
us E

sm
arch, 1824-1887 （

53
））、

ゾ
ー
ム
（G

otthold 

（
一
五
二
）
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七

Julius R
udolph S

ohm
, 1841-1917 （

54
））、

ツ
ィ
フ
ラ
ル
シ
ュ
（K

arl R
itter von C

zyhlarz, 1833-1914 （
55
））、

カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
（C

arl F
ranz O

tto 

K
arlow

a, 1836-1904 （
56
））

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ゾ
ー
ム
、
カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
博
士
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
受
講
し
た
体
験
を
有
し
て
い
る

（
57
）

。『
羅
馬
法
』
第
二
篇
の
羅
馬
私
法
概
説
の
構
成
は
、
ゾ
ー
ム
の

概
説
書
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
講
義
の
組
み
立
て
に
こ
れ
ら
の
参
考
文
献
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

て
い
る
か
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

小
結
─
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
意
義
─

以
上
は
、
宮
崎
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』［
羅
馬
法
律
沿
革
論
］
と
の
ち
の
『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
の
対
照
の
作
業
に
と
ど

ま
る
。
い
ず
れ
も
羅
馬
国
初
か
ら
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
法
典
編
纂
に
至
る
ま
で
の
概
説
で
あ
る
が
、
と
く
に
「
十
二
銅
律
」
に

関
す
る
箇
所
な
ど
に
博
士
の
法
律
沿
革
論
の
構
想
の
具
体
的
な
事
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
十
二
銅
律
」
は
法
律

が
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
「
公
法
と
私
法
の
泉
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
の
中
で
大
き
な
意
味
を
占

め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
博
士
が
法
律
沿
革
論
の
構
想
と
は
い
か
な
る
も
の
あ
っ
た
か
、
講
義
筆
記
録
の
意
味
と
限
界
を
含
め
て
、
簡
単
に

ま
と
め
る
こ
と
で
本
稿
の
と
結
び
と
し
た
い
。

宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
現
今
の
法
則
の
基
づ
く
と
こ
ろ
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
律
は
時
代

を
追
っ
て
、
転
々
変
遷
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
今
の
法
律
も
、
時
間
と
変
遷
を
繰
り
返
し
て
、
今
日
の
有
様
に
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

「
権
利
」「
義
務
」
な
ど
の
法
律
語
の
意
義
を
知
る
こ
と
も
含
め
て
、
現
今
の
法
律
を
十
分
理
解
す
る
に
は
、
法
律
の
沿
革
を
研
究
し
な
け

（
一
五
三
）
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れ
ば
な
ら
な
い
。

法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
法
律
の
出
来
る
原
因
」「
此
の
国
の
法
律
は
何
故
に
斯
あ
る
か
、
又
此
の
時
代
の
法
律
は

何
故
に
斯
く
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。『
羅
馬
法
講
義
』「
序
」
で
も
、「
原
因
」
と
「
結
果
」
あ
る
い
は
「cause

」
と

「effect

」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
頻
出
す
る
。
法
律
が
「
場
所
」
と
「
時
代
」
に
よ
り
差
異
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
原
因
」
が

あ
る
の
で
あ
り
、
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
「
序
」
の
中
で
も
、「
原
因
」
が
「
地
理
」「
商
業
」
な
ど
、
東
西
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
な
比
較

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
変
奏
曲
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
く
。
法
律
と
地
理
と
の
関
係
も
一
見
す
る
と
関
係
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
宮
崎
博
士
に
は
、
両
者
は
「
至
大
な
る
の
関
係

（
58
）

」
に
あ
る
。「
人
智
」
と
「
法
律
」
の
関
係
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
ま
た
そ
う
で
あ

る
。『
羅
馬
法
講
義
』「
序
」
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
古
代
日
本
お
け
る
貨
幣
の
鋳
造
を
め
ぐ
る
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

筆
記
録
の
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
記
述
に
正
確
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る

「
法
制
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」
に
よ
り
な
が
ら
少
し
敷
衍
し
て
み
る

（
59
）

と
、
宮
崎
博
士
の
構
想
が
今
少
し
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

博
士
の
事
例
は
具
体
的
な
資
料
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
場
合
に
も
う
か
が
え
る
。
和
銅
の
頃
、
鋳
造
が
始
ま
り
、
そ

の
使
用
が
奨
励
さ
れ
た
が
、
当
時
の
人
々
は
、
銭
を
用
い
た
り
蓄
え
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
蓄
銭
を
奨
励
の
た
め
に
を
、
位

を
与
え
る
と
い
う
法
律
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
桓
武
清
和
の
時
代
に
な
っ
て
今
度
は
逆
の
蓄
え
る
こ
と
を
禁
じ
る
法
律
が
出
さ
れ
た
。
博

士
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
何
と
人
智
の
差
異
に
よ
り
て
、
法
令
も
黒
白
殊
な
る
も
の
が
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（
60
）

」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
時
代
、
場
所
に
よ
っ
て
法
律
は
変
転
す
る
。「
人
智
」
と
い
う
「
原
因
」
の
変
化
に
よ
っ
て
、
法
律
が
正
反
対
の
こ
と
が

「
結
果
」
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
、
そ
れ
の
み
な
が
ら
ず
、「
気
候
」「
人
種
」「
言
語
」「
学
術
」「
宗
教
」

「
財
産
」
な
ど
「
諸
般
の
事
物
と
関
係
を
有
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
外
国
の
法
律
を
研
究
す
る
に
は
、「
其
法
律
の
出
来
た
所
以
を
研
究
せ

（
一
五
四
）
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な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
若
し
然
ら
ず
し
て
、
唯
外
国
法
律
を
形
式
的
に
研
究
す
る
の
み
で
は
、
大
な
る
間
違
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
」。
法

律
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
そ
の
間
違
い
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
講
義
筆
記
録
は
、
講
義
者
の
肉
声
を
伝
え
く
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
講
義
録
だ
け
で
は
、
講
義
そ
れ
自
体
の
す
べ
て
が
明
ら
か
に
で
き
る
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
草
創
期
の
「
羅
馬
法
」
の
講
義
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
筆
記
録
は
そ
れ
を
探
求
す
る
た
め
に
大
き
な
手
掛

か
り
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。

（
1
） 

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
「
宮
崎
道
三
郎
先
生
小
傳
」（
中
田
薫
編
『
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
』（
岩
波
書
店
、

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
所
収
。
石
井
良
助
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観

　
法
学
部

　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
年
、

二
七
七
─
二
九
三
頁
、
と
く
に
二
八
〇
─
二
八
二
頁
。「
日
本
法
制
史
学
八
十
八
年
─
東
京
大
学
に
お
け
る
─
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
一
巻
第

一
・
二
号
（
一
九
六
八
年
）、
一
〇
九
－
一
三
七
頁
所
収
、
宮
崎
博
士
に
つ
い
て
は
と
く
に
、
一
一
一
─
一
一
四
頁
を
参
照
。
同
『
大
化
改
新
と
鎌
倉

幕
府
の
成
立
』
創
文
社
・
一
九
七
二
年
、
三
二
七
─
三
五
九
頁
に
収
録
、
と
く
に
三
三
〇
─
三
三
三
頁
を
参
照
。
瀧
川
政
次
郎
「
明
治
以
後
に
於
け

る
法
制
史
学
の
発
達
」『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
宮
崎
博
士
関
係
：
六
二
八
─
六
三
〇
頁
。
な
お
、
宮
崎
博
士
の
東
京
大
学

在
学
中
の
答
案
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
、
六
二
三
─
－
六
二
四
頁
。
武
藤
和
夫
「
法
制
史
学
の
開
拓
者 

宮
崎
道
三
郎
先
生
」『
法

経
』
第
３
号
（
三
重
大
学
法
経
学
会
、
一
九
五
四
年
）
二
─
八
頁
。
本
文
献
に
つ
い
て
は
、『
日
本
人
物
文
献
目
録
』
平
凡
社
・
一
九
七
四
年
、
項

目
「
宮
崎
道
三
郎
」
も
参
照
。
宮
崎
博
士
の
略
歴
・
著
作
目
録
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
『
宮
崎
道
三
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録

（
八
訂
稿
）』https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/tatyoshi/m

iyazaki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
（
随
時
更
新
中
）。

（
2
） 

石
井
良
助
・
前
掲
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」
二
八
〇
頁
。

（
3
） 

宮
崎
道
三
郎
講
述
『
比
較
法
制
史
』
上
下
、
日
本
大
学
所
蔵
本
、
刊
行
年
代
は
不
明
。
同
資
料
は
、
上
巻
の
羅
馬
法
制
史
と
下
巻
の
独
乙
法
制

史
の
二
分
冊
か
ら
な
る
。
第
一
分
冊
は
、
目
次
五
丁
、
本
文
八
一
丁
か
ら
な
り
、
目
次
は
、
第
一
部
、
第
二
部
を
通
観
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
〇

「
比
較
法
制
史
目
次
／
緒
言
／
第
一
章

　
比
較
法
制
史
の
範
囲
／
第
二
章

　
法
制
史
編
纂
の
来
歴
／
第
三
章

　
法
制
史
編
纂
の
方
法
／
第
二
部

　
羅

馬
法
制
史

　
第
一
章

　
羅
馬
法
制
史
に
対
す
る
緒
言
／
第
一
条

　
羅
馬
法
制
史
編
纂
の
沿
革
／
第
二
条

　
羅
馬
法
律
の
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章

　

王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
／
第
二
章

　
共
和
政
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
／
第
三
章

　
帝
政
時
代
の
法
制
の
沿
革
」「
第
二
部

　
独
乙
法
制
史
／

緒
言
／
第
一
条

　
独
乙
法
制
史
の
来
歴

　
第
二
条

　
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章

　G
erm

anische Z
eit

の
法
制
沿
革
／
第
二
章

　F
ränkische 

Z
eit

／
第
三
章

　
中
古
紀
／
第
四
章

　
近
世
」。
第
二
分
冊
は
、「
第
二
部

　
独
乙
法
制
史
」
の
み
の
目
次
三
丁
と
本
文
八
四
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
平
仮
名
お
く
り
と
し
て
、
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
濁
点
、
句
読
点
を

補
っ
い
る
。
同
資
料
第
一
冊
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也
編
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
緒
論
及
び
第
一
部

　
羅
馬
法
制
史
」『
日

本
法
学
』
第
八
四
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
三
〇
三
頁
（
以
下
『
比
較
法
制
史

　
上
』
と
し
て
引
用
）。
第
二
冊
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也

編
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』　
第
二
部

　
独
逸
法
制
史
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
所
収
。
な
お
摂
南

大
学
所
蔵
本
は
、
冒
頭
に
「
教
授
法
学
博
士

　
宮
崎
道
三
郎
口
授

　
比
較
法
制
史

　
完

　
於
東
京
法
科
大
学

　
乃
卅
四
年
九
月
至
卅
五
年
五
月
」
と

手
書
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
四
年
乃
至
三
五
年
に
か
け
て
筆
記
録
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
） 

宮
崎
博
士
の
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
、
差
し
あ
た
り
、
吉
原
達
也
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」『
日
本
法

学
』
第
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
二
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
5
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
十
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
。
ロ
ー
マ
法
講
義
の
変
遷
に

つ
い
て
は
、
と
く
に
、
三
七
頁
注
二
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
） 

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史

　
上
冊
』
一
一
一
七
─
一
一
四
八
頁
を
参
照
。
岩
野
英
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（1873~1945

）： 

法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
大
学
法
学
』
第
三
九
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
八
七
年
）、
二
二
五
─
三
一
二
頁
。

〈https://doors.doshisha.ac.jp/duar/repository/ir/11524/kj00000658370.pdf

〉

（
7
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
柏
村
哲
博
「
設
立
者
総
代
宮
崎
道
三
郎
の
生
涯
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
二

（
一
九
九
五
年
）
一
─
一
八
頁
、
と
く
に
四
─
九
頁
。
宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
五

号
（
一
九
九
八
年
）
一
五
一
─
一
七
二
頁
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
六
号

（
一
五
六
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
一

（
一
九
九
九
年
）
一
三
一
─
一
四
六
頁
。
こ
の
う
ち
、「
補
遺
」
は
、
現
地
調
査
に
基
づ
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
宮
崎
博

士
の
学
籍
簿
や
住
所
記
録
な
ど
の
貴
重
な
報
告
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
） 
岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
三
九
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
六
号
（
明
治
二
一
年
一
一
月
二
〇
日
刊
）
四
一
〇
頁
。

（
9
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
３
集

　
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
10
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
三
八
頁
（
明
治
二
二
年
の
項
）。

（
11
） 

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
に
つ
い
て
、
吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
」『
日
本
法
学
』
八
四
巻
一
号
四
頁
、
三
九
頁
注
二
六
、
二
七
を
参
照
。

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
の
「
羅
馬
法
」
講
義
の
一
端
を
窺
え
る
も
の
に
、
ワ
イ
ペ
ル
ト
「
羅
馬
法
及
法
典
編
纂
論
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
巻
通
号
四
一

号
（
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
）
一
七
─
四
一
頁
が
あ
る
。「
法
科
大
学
教
師
独
乙
法
律
博
士

　
ワ
イ
ペ
ル
ト
氏
演
述
、
法
科
大
学
助
教
授

　
法

学
士

　
植
村
俊
平
通
訳
」
と
あ
る
。

（
12
） 

『
帝
国
大
学
五
十
年
史

　
上
冊
』
一
一
四
五
頁
。「
是
の
年
五
月
を
以
て
独
逸
人
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
ン
、
八
月
を
以
て
独
乙
人
ハ
イ
ン
リ
ツ

ヒ
・
ワ
イ
ペ
ル
ト
何
れ
も
満
期
解
職
と
な
り
、
云
々
」。
岩
野
・
前
掲
・
二
三
八
頁
（
明
治
二
三
年
の
項
）
を
参
照
。

（
13
） 

藤
野
奈
津
子
「
岡
松
参
太
郎
と
ロ
ー
マ
法
研
究
─
『
岡
松
参
太
郎
文
書
』
の
手
稿
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─
」『
千
葉
商
大
論
叢
』
第
四
八
巻

二
号
（
二
〇
一
一
年
）、
五
七
頁
以
下
、
岡
松
博
士
と
、
宮
崎
博
士
の
ロ
ー
マ
法
講
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
六
四
頁
以
下
を
参
照
。
岡
松

博
士
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
講
義
（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
年
）
受
講
ノ
ー
ト
は
岡
松
参
太
郎
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
同

東
ア
ジ
ア
法
研
究
所
編
（
雄
松
堂
））
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
四
二
。『
帝
国
大
学
一
覧

　
従
明
治
二
十
三
年
至
二
十
四
年
』（
明
治
二
三
年
一
二
月
出
版
）
七
〇
頁
を
参
照
。

（
15
） 

『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』
一
九
八
六
年
、
六
八
頁
。
こ
の
年
宮
崎
博
士
が
羅
馬
法
講
座
を
担
任
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
三
上
参
次

『
明
治
時
代
の
歴
史
学
界

　
三
上
参
次
懐
旧
談
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
一
五
一
頁
。
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
と
日
本
法
制
史
」

『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
五
〇
巻
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
五
─
一
三
二
頁
。

（
16
） 

前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』
七
三
頁
。

（
一
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二

（
17
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
「
東
京
大
学
所
蔵

　
中
央
大
学
関
係
史
料
」
資
料
番
号
二
一
八
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔
明
治
二
十

年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
〕https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030218.pdf?1559445055924
（
18
） 
『
同
』
資
料
番
号
二
一
九
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
〔（
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
）〕https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/

uploads/2018/10/shiryoshu00030219.pdf?1559445055924

（
19
） 

同
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/

uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
20
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
資
料
番
号
二
五
二
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
」〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
～
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030252.pdf?1559445055925

「
羅
馬
法
、
英
刑
法
、
法
理
学
教
授
穂
積
陳
重
申

報
／
明
治
廿
一
年
九
月
ヨ
リ
一
学
年
予
カ
受
持
タ
ル
法
律
学
科
第
一
部
第
一
年
第
二
年
及
第
二
部
第
二
年
ニ
ハ
羅
馬
法
を
…
…
其
教
授
時
間
ハ
毎
週

羅
馬
法
ハ
三
時
間
…
…
ナ
リ
」。

（
21
） 

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
一
一
二
四
頁
。

（
22
） 

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
、
戸
水
事
件
の
際
に
、
休
職
の
戸
水
寛
人
博
士
の
羅
馬
法
講
座
の
後
任
と
し
て
、
宮
崎
博
士
が
内
定
し
て
い

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
三
十
日
朝
刊
一
〇
一
四
三
号
、
二
頁
。

（
23
） 

藤
野
奈
津
子
「
岡
松
参
太
郎
と
ロ
ー
マ
法
研
究
─
『
岡
松
参
太
郎
文
書
』
の
手
稿
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─
」『
千
葉
商
大
論
叢
』
第
四
八
巻

第
二
号
（
二
〇
一
一
年
）、
五
七
─
八
四
頁
。〈https://ci.nii.ac.jp/els/contents110008439074.pdf?id=A

R
T

0009680816

（
24
） 

春
木
一
郎
博
士
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
「
春
木
一
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録
」https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/

tatyoshi/haruki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
八
七
〇
─
一
九
四
四
年
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
入
学
、
同
年
の

宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
を
聴
講
し
、
そ
の
際
の
筆
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
年
）
七
月
に
大
学
を
卒
業
、

留
学
を
経
て
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
、
羅
馬
法
講
座

を
担
任
し
た
。

（
25
） 

本
筆
記
録
に
つ
い
て
は
、
藤
野
奈
津
子
教
授
か
ら
多
く
の
有
益
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
『R

om
an L

aw

宮
崎

（
一
五
八
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三

先
生
東
大
羅
馬
法
講
義
』
春
木
一
郎
筆
記
は
、
製
本
さ
れ
た
形
状
を
な
し
て
い
る
。
表
紙
に
あ
た
る
頁
に
、
ペ
ン
字
で
「R

O
M

A
N

 L
A

W

」
と
タ

イ
ト
ル
が
大
文
字
で
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
「I w

ill take the opportunity of breathing the invigorating the air of the earlry R
om

an 

R
epublic ‘D

ecline and F
all of G

ibbon ’

」
と
い
う
、
ギ
ボ
ン
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
四
四
章
「
ロ
ー
マ
法
学
の
成
立
」
冒
頭
に
近
い
一
節

と
思
わ
れ
る
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。C

f. E
dw

ard G
ibbon, T

he H
istory of the D

ecline and F
all of the R

om
an E

m
pire, vol.V

, 

1821, p.318. 
引
用
は
少
し
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
原
文
で
は
、I shall em

brace the occasion to breath the pure and 

ivigoration air of the republic.

「
こ
の
機
会
を
捕
ら
え
て
私
は
共
和
国
時
代
の
清
純
で
爽
快
な
空
気
を
吸
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」（
ギ
ボ
ン
・

中
野
好
之
訳
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
七
巻
・
筑
摩
書
房
、
筑
摩
文
庫
版
・
一
九
九
六
年
、
三
五
四
頁
を
参
照
）。
ま
た
表
紙
左
下
に
、「
法
学
博

士
春
木
一
郎
旧
蔵

　
愛
久
澤
直
紀
寄
贈
」
と
記
さ
れ
た
青
色
の
ゴ
ム
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
、
同
じ
く
法
学
部
図
書
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
春
木
博
士
筆
記
の
宮
崎
博
士
『
獨
逸
法
律
史
』
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
に
は
「
獨
逸
法
律
史
／
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
［
春
木
一
郎
筆
記
］」、

書
き
題
簽
の
書
名
と
し
て
別
タ
イ
ト
ル
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
獨
逸
法
律
史
」
と
さ
れ
、
和
装
本
の
一
五
一
丁
の
墨
書
き
で
、「
巻
尾
に
「
明
治

廿
七
年
二
月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十
時
了
」
と
の
墨
書
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
獨
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
い
つ
の
年
次
の
筆
記
録
で
あ
る

か
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
年
の
七
月
に
卒
業
す
る
春
木
博
士
が
こ
の
時
期
に
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
の
筆
記
録
を
残
し
た
経
緯
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
六
年
秋
か
ら
の
比
較
法
制
史
の
一
環
と
し
て
「
独
逸
法
律
史
」
が
講
じ
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
可
能
性
は
残
る
。
愛

久
澤
直
紀
氏
よ
る
春
木
博
士
旧
蔵
書
寄
贈
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
が
、
春
木
博
士
か
ら
田
中
秀
央
博
士
に
宛
て
た
一
九
四
〇
年
八
月
二
八
日
書
簡

に
窺
え
る
。
菅
原
憲
二
・
飯
塚
一
幸
・
西
山 

伸
偏
『
田
中
秀
央 

近
代
西
洋
学
の
黎
明
─
『
憶
い
出
の
記
』
を
中
心
に
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
・

二
〇
〇
五
年
、
三
一
〇
頁
所
収
。「［
封
筒
表
］」「
京
都
市
左
京
区
／
北
白
川
上
池
田
町
一
／
田
中
秀
央
殿
」［
封
筒
裏
］「
春
木
一
郎
／
八
月
廿
八
日

／
東
京
西
片
七
」「
拝
啓
仕
候
、
残
暑
之
折
カ
ラ
高
堂
御
一
統
様
益
御
機
嫌
克
奉
慶
賀
候
、
此
度
ハ
時
下
見
舞
之
御
葉
書
ヲ
給
ハ
リ
有
り
難
ク
御
厚

礼
申
上
候
、
御
蔭
ヲ
以
テ
一
同
別
段
ノ
異
状
モ
御
座
無
ク
消
光
罷
在
候
ニ
付
キ
御
放
心
ヲ
乞
上
奉
ル
／
先
頃
貴
文
科
英
文
科
在
学
ノ
愛
久
沢
直
紀
君

ヨ
リ
貴
大
学
ニ
寄
贈
ニ
相
成
リ
タ
ル
書
籍
ハ
、
同
君
ノ
厳
祖
父
直
哉
氏
ガ
小
生
ニ
対
ス
ル
厚
キ
友
情
ニ
因
り
非
常
ニ
高
キ
価
ニ
テ
買
取
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
ト
存
ゼ
ラ
レ
候
、
本
件
ニ
付
テ
ハ
始
終
山
田
乙マ

マ

三
博
士
ノ
心
配
ヲ
恭
ナ
ク
シ
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
、
因
ニ
記
シ
候
ガ
愛
久
沢
直
哉
氏
ハ
明
治
廿
七

年
東
大
政
治
科
ノ
卒
業
生
（
小
生
卜
同
年
ノ
卒
業
）
ニ
シ
テ
、
事
業
方
面
ニ
没
頭
シ
遂
ニ
一
大
事
業
家
ト
シ
テ
本
月
十
七
日
遠
逝
セ
ラ
レ
タ
リ
、
氏

（
一
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四

ハ
実
ニ
明
治
年
代
立
志
篇
中
ノ
人
卜
存
ジ
候
御
一
統
様
ニ
宜
シ
ク
御
伝
言
被
下
度
候
／
又
御
序
ニ
田
中
周
友
教
授
ニ
宜
シ
ク
、
敬
具
／
八
月
廿
八
日

／
田
中
博
士
侍
史
。」
な
お
、
翻
刻
文
中
「
山
田
乙
三
」
は
「
山
田
正
三
」
の
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。
山
田
正
三
（1882

～1949

）： 

〈https://

kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/

〉〈https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/?c=detail&
id=000969

〉

（
26
） 
春
木
博
士
の
筆
記
録
は
、
頁
が
附
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
文
が
始
ま
る
頁
を
一
頁
目
と
し
て
、
以
下
文
字
記
載
の
あ
る
頁
に
暫
定
的
な
頁
数

を
あ
て
て
引
用
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
あ
く
ま
で
も
仮
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

（
27
） 

藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
報
告
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
成
立
過
程
─
宮
崎
道
三
郎
『
羅
馬
法
講
義
』
ノ
ー
ト
を
中
心
に
─
」

（
法
制
史
学
会
東
京
部
会
第
二
七
四
回
例
会
「
テ
ー
マ
：
日
本
に
お
け
る
法
史
研
究
の
歴
史
」〈
二
〇
一
九
年
四
月
一
三
日
、
於
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
大
会
議
室
〉
は
同
資
料
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
報
告
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
篇
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

（
28
） 

宮
崎
道
三
郎
「
法
律
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」
明
治
二
十
四
年
五
月
三
日
大
学
通
俗
講
談
会
ニ
於
テ

　『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
八
卷
一
一
七
号

二
六
九
─
二
八
一
頁
。
大
学
通
俗
講
談
会
及
び
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
に
つ
い
て
は
、『
東
京
帝
国
大
学
百
年
史

　
通
史
篇
２
』
東
京
大
学
出
版
会
・

一
九
八
五
年
、
一
五
四
頁
、
と
く
に
一
五
八
頁
以
下
を
参
照
。
一
五
九
頁
所
載
の
第
一
表
に
明
治
二
十
四
年
の
大
学
通
俗
講
談
会
演
題
の
一
覧
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
六
九
─
二
七
〇
頁
。

（
30
） 

前
掲
・
二
七
二
─
二
七
三
頁
。

（
31
） 

宮
崎
・
前
掲
『
比
較
法
制
史

　
上
』
一
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
四
号
三
〇
八
─
三
〇
九
頁
。

（
32
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
比
較
法
制
史
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
三
号
四
二
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
33
） 

宮
崎
・
前
掲
『
比
較
法
制
史

　
下
』
六
六
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
七
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
34
） 

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
比
較
法
学
者
コ
ー
ラ
ー
な
ど
と
も
関
係
が
あ
り
、
日
本
や
ア
ジ
ア
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
や
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
。

石
部
雅
亮
「
穂
積
陳
重
と
比
較
法
学
」『
比
較
法
学
の
課
題
と
展
望
』（
滝
沢
正
編
集
代
表
・
大
木
雅
夫
先
生
古
稀
記
念
）
信
山
社
・
二
〇
〇
二
（
平

成
一
四
）
年
、
一
〇
七
頁
、
と
く
に
一
二
一
頁
を
参
照
。

（
35
） 

吉
原
・
前
掲
『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
一
号
三
三
頁
注
一
四
、
一
五
。
小
柳
春
一
郎
「
裁
判
所
更
生
法
原
案
起
草
者
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ー
ド
ル
フ

（
一
六
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五

に
つ
い
て
」『
日
本
立
法
資
料
全
集
94

　
裁
判
所
構
成
法
』
信
山
社
・
二
九
七
頁
以
下
。

（
36
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
七
一
頁
。

（
37
） 
宮
崎
『
比
較
法
制
史

　
上
』・
一
五
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
八
四
巻
四
号
三
二
二
頁
以
下
「
第
一
章

　
王
政
時
代
の
法
制
の
有
様

　
第
一
節

　

羅
馬
の
建
国
」
は
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

（
38
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
七
〇
頁
。

（
39
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
三
号
四
二
三
頁
以
下
。

（
40
） 

例
え
ば
、
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
の
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
・［
春
木
一
郎
筆
記
］『
獨
逸
法
律
史
』。
前
注
24
を
参
照
。

（
41
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
八
四
巻
一
号
一
一
頁
以
下
。

（
42
） B

runs, F
ontes

と
し
て
、F

ontes iuris R
om

ani antiqui, edidit C
arolus G

eorgius B
runs, In libraria academ

ica I.C
.B

. M
ohrii, 

1887, E
ditio ５ / cura T

heodori M
om

m
seni

（
43
） 

末
松
謙
澄
訳
『
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
羅
馬
法
範
』
改
訂
増
補
第
三
版
所
載
の
「
初
版
緒
言
要
領
」「
再
版
緒
言
」
を
参
照
。

（
44
） W

illiam
 A

lexander H
unter, Introduction to R

om
an L

aw
, W

. M
axw

ell, 1880, 209p. 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
ー
（W

illiam
 A

lexander 

H
unter, 1844-1898

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
律
家
・
政
治
家
、U

nversity C
ollege of L

ondon

の
ロ
ー
マ
法
（
一
八
六
九
年
）・
法
理
学

教
授
（
一
八
七
八
－
八
二
年
）。
本
書
は
こ
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
教
科
書
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
評
判
が
あ
っ
た
。

（
45
） L

ord T
hom

as M
ackenzie, S

tudies in R
om

an L
aw

: W
ith C

om
parative V

iew
s of the L

aw
s of F

rance, E
ngland, and S

cotland, 

W
. B

lackw
ood, 1862, 461p. 

ト
ー
マ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（T

hom
as M

ackenzie, L
ord M

ackenzie, 1807-1889

） 

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ラ
ン
ド
の

法
律
家
、S
enator of the C

ollege of Justice

で
あ
っ
た
。
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
著
、
松
野
貞
一
郎
、
伊
藤
悌
治
譯
『
羅
英
佛
蘇
各
國
比
較
法
理
論
』

（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
五
四
〇
）
信
山
社
出
版
・
二
〇
〇
九
年
は
、
本
書
の
抄
訳
で
あ
る
。

（
46
） T

hom
as C

ollett S
andars, T

he Institutes of Justinian, L
ongm

ans, G
reen, and C

om
pany, 1878, 603 p. 

ト
ー
マ
ス
・
コ
レ
ッ
ト
・

サ
ン
ダ
ー
ス
（T

hom
as C

ollett S
andars, 1825-1894

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
バ
リ
ス
タ
、
本
書
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
の
英
語
訳
の

定
番
と
し
て
、
国
内
の
法
律
学
校
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
一
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六

（
47
） 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
一
三
四
─
一
三
七
・
信
山
社
出
版
・
一
九
九
九
年
。

（
48
） C

harles G
ustave M

aynz, C
ours de droit rom

ain: précédé d ’une introduction contenant l ’histoire de la législation rom
aine, 

vol. 2, L
ibr. P

olytechnique d ’A
. D

ecq, 1870.

マ
イ
ン
ツ
（C

harles G
ustave M

aynz, 1812-1882

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
。
ベ
ル
ギ
ー
に
亡

命
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
。

（
49
） P

olynice V
an W

etter, C
ours élém

entaire de droit rom
ain contenant la législation de Justinien, avec l ’histoire tant externe 

qu ’interne du droit rom
ain, vol. 1, H

. H
oste, 1871, 583 p.

フ
ァ
ン
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
（P

olynice A
lfred H

enri V
an W

etter, 1844-1925

）

は
ベ
ル
ギ
ー
の
法
学
者
。P

andectes, contenant l ’histoire du droit rom
ain et la législation de Justinien, ５ vols, 1909-

な
ど
。

（
50
） G

eorg F
riedrich P

uchta, C
ursus der Institutionen, B

d. 1, B
reitkopf und H

ärtel, 1871. 

宮
崎
博
士
は
本
書
を
は
じ
め
プ
フ
タ
の

作
品
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
51
） F

erdinand W
alter, G

eschichte des röm
ischen rechts bis auf Justinian, 3. A

ufl. １ T
heil, D

as öffentliche recht, E
duard 

W
eber, 1860; ２ T

heil, R
echtsquellen und rechtsw

issenschaft. P
rivatrecht. P

rocedur. S
trafrecht, E

duard W
eber, 1861. 

ヴ
ァ
ル

タ
ー
（F

erdinand W
alter, 1794-1879

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
ボ
ン
大
学
教
授
。
教
会
法
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
史
料
集
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
。

（
52
） Johannes E

m
il K

untze, C
ursus des röm

ischen R
echts: L

ehrbuch, der Institutionen sow
ie der Ä

usseren und inneren 

R
echtsgeschichte, 2.A

ufl.,  J.C
. H

inrich, 1879. 
ク
ン
ツ
ェ
（Johannes E

m
il K

untze, 1824-1894

）
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
。

（
53
） K

arl E
sm

arch, R
öm

ische R
echtsgeschichte, W

igand, 1888, 457 S
. 

エ
ス
マ
ル
ヒ
（K

arl B
ernhard H

ieronym
us E

sm
arch, 1824-

1887

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
ク
ラ
ク
フ
、
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
（
一
八
五
七
年
）
と
し
て
ロ
ー
マ
法
を
講
じ
た
。

（
54
） R

udolph S
ohm

,  Institutionen des röm
ischen R

echts, D
uncker &

 H
um

blot, 1884. 

ゾ
ー
ム
（G

otthold Julius R
udolph S

ohm
, 

1841–1917

）
は
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
法
制
史
、
教
会
法
学
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
経
て
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
大
学
（
一
八
八
八
七
─
一
九
一
七
年
）。
宮
崎
博
士
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
ゾ
ー
ム
を
受
講
し
て
い
る
が
、
宮
崎
誠
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

ゾ
ー
ム
に
関
し
て
は
ド
イ
ツ
私
法
な
ど
、
必
ず
し
も
ロ
ー
マ
法
自
体
を
受
講
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゾ
ー
ム
の
当
該
『
ロ
ー
マ
法
提

要
』
は
、
宮
崎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
の
第
二
部
私
法
概
説
の
構
成
に
影
響
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

（
一
六
二
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
七

（
55
） C

arl R
itter von C

zyhlarz, L
ehrbuch der Institutionen des röm

ischen R
echtes, F

. T
em

psky, 1889. 

ツ
ィ
フ
ラ
ル
シ
ュ
（K

arl 

C
zyhlarz, 1833-1914

）
は
ボ
ヘ
ミ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ロ
ー
マ
法
学
者
で
あ
り
、
プ
ラ
ハ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
を
歴
任
し
た
。
本
書
は
、

一
八
八
九
年
の
刊
行
で
、
当
時
の
最
新
の
ロ
ー
マ
法
教
科
書
の
一
冊
で
あ
る
。

（
56
） O

tto K
arlow

a, R
öm

ische R
echtsgeschichte B

d. 1, S
taatsrecht und R

echtsquellen, V
eit &

 C
om

p., 1885.; B
d.2, P

rivatrecht 

und C
ivilprozess. S

trafrecht und S
trafprozess, V

eit &
 C

om
p., 1885. 

カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
（C

arl F
ranz O

tto K
arlow

a, 1836-1904

）
は

ド
イ
ツ
の
法
学
者
・
ロ
ー
マ
法
学
者
。
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
（
一
八
七
二
─
一
九
〇
三
年
）、
宮
崎
博
士
は

ド
イ
ツ
留
学
中
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
を
受
講
し
た
。

（
57
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
の
学
籍
関
係
に
つ
い
て
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第

六
号
（
一
九
九
九
年
）
一
三
一
─
一
三
九
頁
を
参
照
。

（
58
） 

宮
崎
道
三
郎
・
前
掲
「
法
律
ノ
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
八
巻
一
一
七
号
二
七
五
頁
。

（
59
） 

宮
崎
・
前
掲
・
二
八
〇
頁
。

（
60
） 

宮
崎
・
前
掲
・
二
八
〇
頁
。

追
記

　
本
稿
脱
稿
後
、
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
、
神
戸
学
院
大
学
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
法
制
史
学
会
第
七
一
回
総

会
〔
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕「
日
本
に
お
け
る
法
史
研
究
の
歴
史
」
の
な
か
で
、
藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
誕
生
」

と
題
す
る
報
告
は
、
宮
崎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
詳
細
に
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
と
も
関
連
が
深
く
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
で
は
直
接
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
ご
教
示
の
場
を
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
、
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
法
学
提
要
（Institutes

）
に
対
す
る
比
較
法
史
学
的
総
合
研
究
」
研
究
課
題
番
号

17H
02442

（
研
究
代
表
・
葛
西
康
徳
・
東
京
大
学
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
謹
し
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
一
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八

【別表】宮崎道三郎博士『羅馬法』講義・『比較法制史』上対照表
『羅馬法』講義［1891（明治 24）9 月─
 1892（明治 25）年］6 月

『比較法制史』上

　［緒言］ 　　緒言

　第一章　比較法制史の範囲

　第二章　法制史編纂の来歴

　第三章　法制史編纂の方法

第一部　羅馬法制史

　第一章　羅馬法制史に対する緒言

　　第一条　羅馬法制史編纂の沿革

　　第二条　羅馬法律の参考書

　本論　羅馬法律沿革論 　本論

第一期 　第一章　王政時代の法制の有様

第一章　羅馬の建国 　　第一節　羅馬の建国

　第一節　Aryan 人種の移住及び其社会の有様

　第二節　以太利亜太古の住民

　第三節　Latin 部属及 Sabini 部属

　第四節　Latin 人種及び Sabini 人種の合併

第二章　羅馬太初の法律 　　第二節　 羅馬国初に於ける法制の概略

　第一節　公法 　　　第一款　jus et fas. （lex humana et lex divina

　　　第二款　公法（刑法と訴訟法を除く）

　　　　第一項　tribus, curia, gens

　第二節　私法 　　　　第二項　Rex

　第三節　Latin 法系の法則　Sabini 法系の法則
の調和

　　　　第三項　senatus

　　　　第四項　comitia curiata

　　第三款　私法（private law or jus privatum）

第三章　pontifices 神務官 　　　第四款　刑法

第四章　Luceres 　　　第五款　訴訟法

第五章　plebs と patrici の軋轢及び法律上の影響 　　第三節　内部の軋轢及其影響

　　　第一節 plebs 及び patres 　　　第一款　clientes 及 plebeji

　　　第二　Servius Tullius 王の改革 　　　第二款　羅馬諸王の改革則ち羅馬王は
plebeji に改革す

第二期 　第二章　共和制時代に於ける法制の沿革

第六章　王者即ち rex の廃絶 　　第一節　Italy 諸国征服前の有様

第七章　leges sacratae　神聖なる法律 　　　第一款　12 tables ［十二銅律］ 制定前の概況

第八章　 lex Publilia Voleronis

第九章　十二銅律 Twelve Tables 　　　第二款　12 tables ［十二銅律］

　第一節　法律改正及び成文法の必用

　第二節　十二銅律制定の手続

　第三節　十二銅律の法源

（
一
六
四
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
九

　第四節　十二銅律の要略

　　第一款　十二銅律の順序 Bruns Fontes juris 
法源

　　第二款　十二銅律の規定

　　第三款　？？

　　第四款　？？

　　第五款　十二銅律の体裁

　　第六款　十二銅律の価値

　　第七款　十二銅律の散逸

第十章　法律解釈術の発達

　第一節　十二銅律解釈の必用

　第二節　十二銅律の解釈法

第十一章　十二銅律及び patrici と plebes を調和
せんが為めに行なひたる法律上の改良

　　　第三款　十二銅律后に於ける法制の沿革

　第一節　公法上の改良

　第二節　私法上の改良　52 枚目あたりに「徳政」

第十二章 jus civile Flavianum 及び lex Ogulinia

第十三章　Italy の征服及び其の法律上に及ぼせ
る影響

　　第二節　Italy 半島を征服したる后 Punic 戦
争前の有様

　第一節　Conquest of Italy 　　　第一款　Italy 諸国征服の概略

　第二節　Italy 征服の法律上に及ぼせる影響の
概略　要略

　第三節　Italy 諸国のローマに附属する

　　第一　municipia, municipes
　　第二　Lain municipia

　　　第二款　municipia, praefectura, civitates 
federates, colonia

　　第三　coloniae

　　第四　socii

　第四節　recuperatio

　第五節　legis actio per condictionem
　　第一款　Rome の訴訟手続

　　　第三款　recuperatio, legis actio per 
condictionem

　　第二款　legis acito per condictionem

第十四章　以太利亜征服後 Punic 戦争前に於ける
ローマ

第十五章　私法の概況 　　　第四款　私法の有様

　第一節　私法の概況

　第二節　人格法　権利主体

　　第一款　cives 及び peregrini

　　第二款　paterfamilias 及び filiusfamilias

　　第三款　liberi 及び servi 自由人と奴隷

　第三節　財産法

　　第一款　物の種類

　　第二款　所有権　　廿四年十一月

　　第三款　jura in re aliena

　　第四款　合意より生ずる債権

　　第五款　不法行為より生ずる債権

　　第六款　義務の譲渡？

（
一
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
〇

第四節　相続法

第五節　総論［？］

第十六章　Punic 戦争後に於けるローマの海外交
際及び法律上に及ぼせる影響

　　第四節　Punic war 后の有様
　　　第一款　Punic war

　第一節　Punic Wars 　　　第二款　praetor pereginus

　第二節　praetor peregrinus の改良 　　　第三款　jus gentium

　第三節　jus gentium 　　　第四款　訴訟法上の改良

第十七章　per formulam agere 　　　第五款　jus praetorium （praetor の法律）

　第一節　lex Aebutia

　第二節　差図書の体裁

第十八章　法律学の発達 　　　第六款　法律学の沿革

第十九章　praetoris edictum 及び jus praetorium

第二十章　以太利亜の地方制度 　　　第七款　地方制度

第廿一章　provincial, Italy 外の地方制度 　　　　第一項　Italy 国内の地方制度

第廿二章　Rome の 共 和 政 治 の 衰 微 decline of 
Roman republic

　　　　第二項　Italy 国外の地方制度

第三期 　第三章　帝政時代の法制の沿革

第廿三章　羅馬帝政の創定　31B.C.- 　　第一節　帝政開始の略史

第廿四章　法律上の改革 　　第二節　Octavian 時代に於ける制度の改良

　　第三節　Octavian 帝の政治機関

第廿五章　政治機関の概況 　　　第一項　在来の政治機関

第廿六章　sentatus consulta 　　　第二項　Princeps

第廿七章　constitutions principium 　　第四節　senatus consultum

　　第五節　constitutiones principium

　　第六節　Hadrian 帝前に於ける法律の有様

第廿八章　Hadrian 前に於ける法学の略概　概略、概況 　　第七節　edicta praetorium

第廿九章　praetor, edicta 　　第八節　Hadrian 帝后の法律学の有様

第三十章　Hadrian後に於けるRome法学の状況？

第三十一章　Diocletian 及び Constantianus 時代
に於ける国勢の変遷

　　第九節　Diocletian 及 Constantine 時代に於
ける Roma 国政の変遷

第三十二章　Diocletian 及び Constanitanus 後に
於ける羅馬法学

　　第十節　Diocletian 及 Constantine 后に於け
る Roma 法律学の有様

第三十三章　Justinian 帝前に於ける法令集輯書
　第一節　Codex Gregorianus 及び Codex 
Hermogenianus

　　第十一節　Justinian 帝前に於ける法令の集
録書

　第二節　Codex Theodosnianus

第三十四章　Justinian 帝の法典編纂 　　第十二節　Justinian 法典編纂

 比較法制史上目次終

第二部　［私法概説　略］ （
一
六
六
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

三
一

商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件

─
特
に
、「
出
願
に
係
る
商
標
・
商
品
」
と
「
使
用
に
係
る
商
標
・
商
品
」
と
の
同
一
性
に
つ
い
て

─

小
　
　
川
　
　
宗
　
　
一

Ⅰ
　
は
じ
め
に

Ⅱ
　
商
標
及
び
商
品
の
同
一
性
に
つ
い
て

　
１
．
三
条
二
項
の
法
意

　
２
．
裁
判
例
・
学
説

　
　
⑴

　
厳
格
な
解
釈
を
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
同
一
説
）

　
　
⑵

　
厳
格
な
解
釈
を
不
要
と
す
る
考
え
方
（
緩
和
説
）

　
３
．
審
査
基
準
の
改
正

Ⅲ
　
考
察

　
１
．
三
条
二
項
の
文
理
解
釈

論

　説

（
一
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
二

　
２
．
識
別
力
の
広
が
り
に
つ
い
て

　
３
．
審
査
運
用
の
あ
り
方

Ⅳ
　
お
わ
り
に

Ⅰ
　
は
じ
め
に

商
標
法
三
条
二
項
は
、「
前
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
該
当
す
る
商
標
で
あ
つ
て
も
、
使
用
を
さ
れ
た
結
果
需
要
者
が
何
人
か
の

業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
商
標
登
録
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
同
法
三
条
一
項
三
号
（
商
品
の
産
地
、
販
売
地
、
品
質
等
の
表
示
）、
四
号
（
あ
り
ふ
れ
た
氏
又
は
名
称
）、
五
号
（
極
め
て
簡
単
で

あ
り
ふ
れ
た
商
標
）
に
該
当
す
る
自
他
商
品
（
以
下
、
引
用
を
除
き
、「
商
品
」
と
い
う
場
合
に
は
、「
役
務
」
を
含
む
も
の
と
す
る
。）
の
識
別
力
を

有
し
な
い
商
標
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
商
品
の
出
所
を
識
別
す
る
標
識
と
し
て
使
用
を
さ
れ
た
結
果
、
査
定
時
又
は
審
決
時
に
、
そ
の
商

標
が
そ
の
商
品
の
需
要
者
（
取
引
者
を
含
む
）
間
で
全
国
的
に
自
他
商
品
識
別
力
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲
得
に
つ
い
て
の
規
定
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
判
断
の
際
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
裁
判
所
が
、「
出
願
に
係
る
商
標
と
外
観
に
お
い
て
同
一
と
見
ら
れ
る
商
標

が
指
定
商
品
と
さ
れ
る
商
品
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
使
用
開
始
時
期
、
使
用
期
間
、
使
用
地
域
、
使
用
態
様
、
当
該

（
一
六
八
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

三
三

商
品
の
販
売
数
量
又
は
売
上
高
等
、
及
び
当
該
商
品
又
は
こ
れ
に
類
似
し
た
商
品
に
関
す
る
当
該
商
標
に
類
似
し
た
他
の
商
標
の
存
否
な

ど
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
旨
の
考
え
方
を
示
し
て
き
て
い
る

（
１
）

。
す
な
わ
ち
、
三
条
二
項
に
基
づ
く
使
用

に
よ
る
識
別
力
の
獲
得
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
同
一
性
」
の

要
件
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
商
標
の
実
際
の
使
用
実
績
や
第
三
者
の
使
用
の
有
無
等
に
係
る
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
平
面
的
商
標
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
立
体
商
標
の
場
合
も
原
則
と
し
て
同
様
で
あ
る

（
２
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
が
上
記
に
示
し
た
判
断
基
準
の
う
ち
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
指
定
商
品
と
使
用
商

品
の
同
一
性
」
の
要
件
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
裁
判
例
や
学
説
に
お
い
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
同
一
性
に
つ
い
て
比
較
的
緩

や
か
に
判
断
を
し
た
最
近
の
い
く
つ
か
の
裁
判
例
を
も
っ
て
、
同
一
性
を
厳
格
に
解
釈
す
る
考
え
方
は
崩
壊
し
た
と
い
う
声
も
耳
に
す
る

が
、
そ
れ
ら
の
裁
判
例
に
し
て
も
、
事
例
判
決
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
当
事
者
の
主
張
・
立
証
如
何
に
左
右
さ
れ
る
弁
論
主
義
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
も
考
慮
す
る
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
今
日
に
お
い
て
も
考
え
方
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
先
ず
は
、
三
条
二
項
の
法
意
な
い
し
は
存
在
理
由
を
確
認
し
、
次
に
、「
商
標
及
び
商
品
の
同
一
性
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
立
つ
主
な
裁
判
例
・
学
説
を
掲
げ
て
、
対
立
の
状
況
を
概
観
し
た
上
で
、
最
近
の
特
許
庁
の
審
査
基
準
の
改
正
動
向
に
も

触
れ
つ
つ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
、
単
な
る
条
項
表
示
は
、
す
べ
て
「
商
標
法
」
で
あ
る
。

Ⅱ
　
商
標
及
び
商
品
の
同
一
性
に
つ
い
て

１
．
三
条
二
項
の
法
意

旧
商
標
法
（
大
正
一
〇
年
法
）
時
に
は
、
現
行
法
（
昭
和
三
四
年
法
）
の
三
条
一
項
に
相
当
す
る
明
文
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

（
一
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
四

た
。
す
な
わ
ち
、
旧
商
標
法
一
条
二
項
は
、
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
商
標
に
つ
い
て
、「
登
録
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
商

標
ハ
文
字
、
図
形
若
ハ
記
号
又
ハ
其
ノ
結
合
ニ
シ
テ
特
別
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
の
み
で
、「
特
別
顕
著
」

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
規
定
せ
ず
に
解
釈
に
委
せ
た
結
果
、
特
別
顕
著
の
意
義
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
た
め
（
自
他
商
品
の

識
別
力
と
す
る
見
解
と
商
標
を
構
成
す
る
文
字
、
図
形
、
記
号
又
は
そ
の
結
合
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
と
す
る
見
解
、
さ
ら
に
は
、
前
者
と
解
し
た
場
合
に
、

そ
れ
を
構
成
要
件
と
す
る
見
解
と
登
録
要
件
と
す
る
見
解
）、
現
行
法
で
は
「
特
別
顕
著
」
と
い
う
字
句
を
使
用
せ
ず
、
具
体
的
内
容
を
三
条
一

項
各
号
に
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
顕
著
と
は
商
標
の
持
つ
自
他
商
品
の
識
別
力
で
あ
り
、
か
つ
商
標
登
録
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を

法
文
に
明
記
し
た

（
３
）

。

さ
ら
に
、
旧
法
時
に
お
い
て
、
特
別
顕
著
を
自
他
商
品
の
識
別
力
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
発
生
を
認
め

る
と
す
る
考
え
方
（
積
極
説

（
４
））、

特
に
判
例

（
５
）

に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
、
運
用
上
確
立
さ
れ
た
考
え
方
を
踏
襲
し
、
こ
れ
を
明
文
化
し
た
の
が
三

条
二
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
法
の
立
案
当
局
者
は
、
三
条
一
項
各
号
に
掲
げ
る
商
標
は
自
他
商
品
の
識
別
力
が
な
い
も
の
と
さ
れ

て
商
標
登
録
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
三
号
か
ら
五
号
ま
で
の
も
の
は
特
定
の
者
が
長
年
そ
の
業
務
に
係
る
商
品
に
つ
い
て
使
用

を
し
た
結
果
、
そ
の
商
標
が
そ
の
商
品
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
出
所
表
示
機
能
を
も
つ
に
至
る
こ
と
が
経
験
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
特
別
顕
著
性
が
発
生
し
た
と
考
え
て
商
標
登
録
を
し
う
る
こ
と
に
し
た
も
の
と
説
明
す
る

（
６
）

。

現
行
法
立
案
時
の
審
議
会
の
答
申
は
、「
商
標
の
使
用
に
よ
り
特
別
顕
著
性
が
発
生
す
る
こ
と
を
認
め
、
登
録
出
願
に
係
る
商
標
が
出

願
人
の
商
品
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
取
引
者
又
は
需
要
者
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
登
録
に
際
し
こ
れ
を
斟
酌
す
る
こ

と
が
で
き
る

（
７
）

。」
と
し
て
お
り
、
そ
の
説
明
書
で
も
「
運
用
上
確
立
し
た
原
則
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る

（
８
）

」
と
し
て
お
り
、
そ
の
使
用

に
係
る
商
標
及
び
商
品
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
一
七
〇
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

三
五

旧
法
下
で
の
運
用
上
確
立
し
た
原
則
を
明
文
化
し
た
と
あ
る
の
で
、
旧
法
時
代
の
裁
判
例
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
あ
る
東
京
高
裁

判
決

（
９
）

は
、「
商
標
は
そ
れ
が
永
年
の
間
継
続
し
て
一
定
の
商
品
に
使
用
さ
れ
一
般
取
引
上
直
ち
に
そ
の
商
品
の
出
処
を
認
識
せ
し
め
る
に

足
る
に
至
つ
た
時
そ
の
商
品
に
限
り
そ
れ
に
つ
い
て
特
別
顕
著
性
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
」
と
し
て
、
本
願
商
標
は
、
そ
の
指
定
商

品
で
あ
る
「
五
八
類

　
他
類
に
属
せ
ざ
る
木
、
竹
、
藤
、
木
皮
竹
皮
類
の
製
品
、
そ
の
他
漆
塗
品
及
び
蒔
絵
品
の
類
」
の
全
部
に
つ
い
て

永
年
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
特
別
顕
著
な
も
の
と
は
言
い
難
い
と
し
た
。

ま
た
、
旧
法
下
の
特
許
庁
の
審
査
基
準
も
、「
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
」
に
関
し
て
は
、「
永
年
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
は
当
該
の

商
標
及
び
指
定
商
品
に
限
り
認
め
、
類
似
の
商
標
及
び
商
品
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
。」
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
た

（
10
）

。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
や
特
許
庁
に
お
け
る
、
旧
法
時
の
運
用
と
し
て
確
立
し
た
原
則
を
明
文
化
し
た
の
が
、
現
行
法
の
三
条
二
項
で

あ
り
、
本
項
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
の
立
案
当
局
者
（
特
許
庁
）
の
意
思
ど
お
り
に
、
当
該
官
庁
（
特
許
庁
）
が
審
査
実
務
を
行
う
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
現
行
法
施
行
当
初
の
審
査
基
準
は
、「
使
用
に
よ
る
識
別
力
を
有
す
る
商
標
の
登
録
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
商
標
お
よ

び
そ
の
商
標
を
使
用
し
て
い
た
商
品
に
限
り
認
め
、
類
似
の
商
標
お
よ
び
商
品
に
つ
い
て
は
、
認
め
な
い
。」
と
、
旧
法
時
の
考
え
方
・

運
用
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
11
）

。

す
な
わ
ち
、
現
行
法
の
三
条
二
項
は
、
旧
法
時
の
考
え
方
・
運
用
（
使
用
に
よ
る
識
別
力
は
、
使
用
に
係
る
商
標
及
び
商
品
に
つ
い
て
の
み
認

め
ら
れ
る
）
に
基
づ
い
た
解
釈
を
す
べ
き
と
い
う
の
が
、
法
意
（
立
法
者
の
意
思
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
一
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六

２
．
裁
判
例
・
学
説

使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲
得
を
認
め
る
に
際
し
て
の
、「
商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
商
品
の
同
一
性
」
と
い
う
要
件
に
関
し
て
は
、
裁

判
例
や
学
説
に
お
い
て
、
厳
格
な
解
釈
を
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
同
一
説
）
と
厳
格
な
解
釈
を
不
要
と
す
る
考
え
方
（
緩
和
説
）
に
二
分

さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑴
　
厳
格
な
解
釈
を
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
同
一
説
）

①
　
裁
判
例

（
ⅰ
）
商
標
の
同
一
性
に
関
し
て
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
と
し
た
主
な
裁
判
例

・
三
浦
葉
山
牛
事
件
（
知
財
高
判
平
成
一
八
・
六
・
一
二
判
時
一
九
四
一
号
一
二
七
頁
）
は
、「
商
標
法
三
条
二
項
の
要
件
を
具
備
す
る
た
め

に
は
、
使
用
商
標
は
、
出
願
商
標
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
出
願
商
標
と
類
似
の
も
の
（
例
え
ば
、
文
字
商
標
に
お
い
て
書
体
が

異
な
る
も
の
）
を
含
ま
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
条
項
は
、
本
来
的
に
は
自
他
商
品
識
別
力
が
な
く
、
特
定
人
の

独
占
に
も
な
じ
ま
な
い
商
標
に
つ
い
て
、
特
定
の
商
品
に
使
用
さ
れ
た
結
果
と
し
て
自
他
商
品
識
別
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を

理
由
に
商
標
登
録
を
認
め
る
例
外
的
規
定
で
あ
り
、
実
際
に
商
品
に
使
用
さ
れ
た
範
囲
を
超
え
て
商
標
登
録
を
認
め
る
の
は
妥
当
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
登
録
に
よ
り
発
生
す
る
権
利
が
全
国
的
に
及
ぶ
更
新
可
能
な
独
占
権
で
あ
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る

と
、
同
条
項
は
、
厳
格
に
解
釈
し
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、
使
用
商
標
の
多
く
は
、
本
願
商
標
（「
三
浦
葉
山
牛
」

を
筆
書
き
風
に
縦
書
き
し
た
も
の
）
と
は
態
様
を
異
に
す
る
の
で
、
本
願
商
標
が
自
他
商
品
識
別
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
た
。

（
一
七
二
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

三
七

・S
peedC

ooking

事
件
（
知
財
高
判
平
成
一
九
・
四
・
一
〇
裁
判
所
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）
は
、「
同
条
二
項
の
規
定
上
、
同
項
に
よ
っ
て
商
標

登
録
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
使
用
さ
れ
て
い
た
商
標
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、（
略
）
同
条
一
項
三
号
等
の
規
定
に

対
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
同
条
二
項
の
規
定
は
、
当
該
商
標
が
、
特
定
人
に
よ
り
そ
の
業
務
に
係
る
商
品
（
役
務
）
の
自
他
識
別
標

識
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
事
実
に
基
づ
く
、
公
益
上
の
要
請
の
後
退
及
び
自
他
商
品
（
役
務
）
識
別
力
の
取
得
と
い
う
現
象
に
基

礎
を
置
く
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
「
使
用
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
構
成
態
様
の
商
標
に
は
、
同
条
二
項
に
よ
り
商
標
登
録
を
受
け

る
こ
と
を
許
容
す
る
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
す
な
わ
ち
、
当
該
「
使
用
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
構
成
態
様
の
商
標
が
、
な

お
同
条
一
項
三
号
等
に
当
た
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
上
記
公
益
上
の
要
請
及
び
識
別
力
の
欠
如
と
い
う
状
態
が
存
在
す
る
）
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条

二
項
の
適
用
に
お
い
て
、
登
録
出
願
に
係
る
商
標
と
使
用
さ
れ
て
い
た
商
標
と
の
同
一
性
は
、
厳
格
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解

す
る
」
と
し
て
、
本
願
商
標
は
、「S
peedC

ooking

　
ス
ピ
ー
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
標
準
文
字
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

使
用
商
標
は
、
こ
の
文
字
を
三
段
や
二
段
で
表
示
し
、
書
体
も
筆
記
体
で
あ
る
の
で
、
外
観
上
相
当
程
度
に
相
違
し
、
実
質
的
に
本

願
商
標
の
使
用
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

・
純
事
件
（
東
京
高
判
平
成
四
・
一
二
・
二
四
判
時
一
四
七
一
号
一
四
三
頁
）
は
、
ハ
ウ
ス
マ
ー
ク
と
の
併
用
例
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、

本
願
商
標
は
「
純
」
の
文
字
か
ら
な
る
の
に
対
し
、
使
用
商
標
は
「
純
」
の
文
字
と
「
宝
焼
酎
」
の
文
字
等
と
が
結
合
し
て
一
体
と

し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、「
純
」
の
文
字
の
み
で
独
立
し
て
商
品
「
焼
酎
」
に
使
用
さ
れ
て
自
他
商
品
識

別
機
能
を
備
え
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

・
角
瓶
立
体
商
標
事
件
（
東
京
高
判
平
成
一
五
・
八
・
二
九
裁
判
所
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）
は
、
商
品
の
包
装
容
器
の
立
体
的
形
状
か
ら
な
る
立

体
商
標
の
例
に
お
い
て
、
本
願
商
標
と
使
用
に
係
る
本
件
ウ
イ
ス
キ
ー
瓶
と
は
、
そ
の
立
体
的
形
状
は
同
一
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内

（
一
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
八

の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
は
、
立
体
的
形
状
よ
り
も
看
者
の
注
意
を
ひ
く
程
度
が
著
し
く
強
く
商
品
の
自
他
商

品
識
別
力
が
強
い
平
面
標
章
部
分
の
有
無
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
全
体
的
な
構
成
を
比
較
対
照
す
る
と
、
同
一
性
を
有
し

な
い
と
し
た
。

（
ⅱ
）
商
品
の
同
一
性
に
関
し
て
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
と
し
た
主
な
裁
判
例

・
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
事
件
（
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
五
・
一
四
無
体
集
二
巻
一
号
三
一
五
頁
）
は
、「
商
標
が
長
年
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
を
有
す

る
に
い
た
つ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
長
年
の
間
継
続
し
て
一
定
の
商
品
に
使
用
さ
れ
、
一
般
取
引
上
、
取
引
者
、
需
要
者
を
し
て
直
ち

に
そ
の
商
品
の
出
所
を
識
別
さ
せ
得
る
よ
う
に
な
つ
た
と
き
、
そ
の
特
定
の
商
品
に
限
り
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
肯
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
右
特
定
の
商
品
の
範
囲
を
越
え
て
、
他
の
類
似
商
品
に
ま
で
こ
れ
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。」
と
し
て
、
本
願
の
指
定
商
品
は
「
旧
三
六
類
被
服
そ
の
他
本
類
に
属
す
る
商
品
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
う
ち
使

用
に
よ
る
顕
著
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
シ
ャ
ツ
類
等
の
一
部
の
も
の
に
限
ら
れ
、
指
定
商
品
を
包
括
的
に
定
め

て
登
録
を
求
め
る
限
り
、
本
願
商
標
に
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
あ
る
こ
と
を
肯
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

・
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ａ
事
件
（
東
京
高
判
昭
和
五
九
・
九
・
二
六
無
体
集
一
六
巻
三
号
六
六
〇
頁
）、
及
び
ダ
イ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ブ
事
件
（
東
京
高
判

平
成
三
・
一
・
二
九
判
時
一
三
七
九
号
一
三
〇
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
事
件
と
同
趣
旨
の
一
般
論
を
述
べ
た
上
で
、「
出
願
商
標

の
指
定
商
品
中
の
一
部
に
登
録
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
出
願
の
分
割
な
い
し
手
続
補
正
に
よ
り
登
録
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
指
定
商
品
が
削
除
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
出
願
は
全
体
と
し
て
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ａ
事
件
で
は
、
指
定
商
品
「
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ
ア
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
、
コ

（
一
七
四
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

三
九

コ
ア
飲
料
」
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
「
紅
茶
」
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ブ
事
件
で
は
、
指
定
商
品
「
菓
子
、
パ
ン
」
の
う
ち
、

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
以
外
の
商
品
に
つ
い
て
、
三
条
二
項
の
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
商
品
全
部
に
わ
た
り

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。

②
　
学
説

（
ⅰ
）「
使
用
を
前
提
と
し
て
登
録
が
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
の
が
三
条
二
項
の
立
法
趣
旨
と
す
る
考
え
方

・
江
口
俊
夫
氏
は
、「
法
律
の
建
前
か
ら
い
っ
て
も
、
必
ず
使
用
し
て
い
る
商
品
と
同
一
の
商
品
、
使
用
し
て
い
る
商
標
と
同
一
の
商

標
に
限
ら
れ（
る
）。」
と
す
る

（
12
）

。

・
田
倉
整
氏
は
、「（
永
年
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
取
得
に
つ
い
て
は
）
特
定
の
商
標
が
永
年
使
用
に
よ
っ
て
、
一
般
取
引
者
及
び
需
要

者
間
に
、
広
く
特
定
企
業
の
製
造
販
売
に
か
か
る
特
定
商
品
の
商
標
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
説
く
の
が
判
例
の
一

致
し
た
見
解
で
あ
る
。（
略
）
従
っ
て
、
永
年
使
用
に
よ
っ
て
登
録
適
格
性
を
認
め
ら
れ
る
の
は
、
特
定
の
商
品
に
限
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
商
品
に
は
及
ば
な
い
。」
と
す
る

（
13
）

。

・
三
宅
正
雄
氏
は
、「
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
は
、
そ
の
使
用
し
た
商
標
と
商
品
に
つ
い
て
だ
け
認
め
ら
れ
る
べ
き
は
、
い
う
ま
で

も
な
い
。
使
用
し
な
い
商
標
（
た
と
え
、
使
用
し
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
て
も
）
や
商
品
に
つ
い
て
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
が
あ
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
矛
盾
だ
か
ら
で
あ
る
。
類
似
の
商
標
、
類
似
の
商
品
に
つ
い
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
余
地
の
な
い

こ
と
も
同
様
に
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
立
証
（
出
願
人
の
す
べ
き
も
の
）
は
、

正
確
に
、
出
願
に
係
る
商
標
と
商
品
に
つ
い
て
指
向
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
向
が
少
し
で
も
ず
れ
て
い
れ
ば
、
登
録
要

（
一
七
五
）
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四
〇

件
を
欠
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
す
る

（
14
）

。

・
工
藤
莞
司
氏
は
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
は
同
一
で
、
指
定
商
品
・
役
務
も
使
用
商
品
・
役
務
、
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
単
品

を
単
位
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
使
用
を
前
提
と
し
そ
の
実
績
に
従
い
登
録
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
に
係
る
商
標

及
び
商
品
・
役
務
に
限
ら
れ
る
。」
と
す
る

（
15
）

。

・
茶
園
成
樹
氏
は
、「
使
用
を
前
提
と
し
て
登
録
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
出
願
商
標
及
び
指
定
商
品
・
役
務
と
使
用
さ
れ
て

い
る
商
標
及
び
商
品
・
役
務
が
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
す
る

（
16
）

。

（
ⅱ
）
商
標
権
の
効
力
や
独
占
適
応
性
の
観
点
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
説
く
考
え
方

・
田
村
善
之
氏
は
、
商
標
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
、「
出
所
識
別
力
を
獲
得
し
た
商
標
と
若
干
異
な
る
態
様
の
商
標
が
出
願
さ
れ
て
き

た
場
合
、（
略
）
出
願
商
標
で
も
っ
て
需
要
者
が
出
願
人
の
業
務
に
係
る
商
品
、
役
務
で
あ
る
と
現
に
認
識
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
登
録
を
認
め
て
よ
い
」
と
す
る
一
方
で
、
商
品
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
、「
出
所
識
別
力
を
取
得
す
る
に
至
っ
た
商
品
、
役
務

以
外
の
商
品
、
役
務
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
三
条
二
項
の
要
件
を
満
足
し
な
い
。（
略
）
類
似
商
品
、
役
務
に
関
し
て
ま

で
本
人
に
商
標
登
録
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
指
定
商
品
、
役
務
に
さ
ら
に
類
似
す
る
範
囲
ま
で
も
が
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
結
果
、
未
だ
に
独
占
適
応
性
を
欠
い
て
い
る
商
品
、
役
務
に
関
し
て
ま
で
商
標
権
の
保
護
が
及
ぶ
可
能
性
を
否

定
し
え
な
い
」
と
す
る

（
17
）

。

・
井
上
周
一
氏
は
、「
使
用
商
標
と
出
願
商
標
と
の
同
一
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
独
占
適
応
性
の
観
点
か
ら
比
較
的
厳
し
く
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。」
と
す
る

（
18
）

。

（
一
七
六
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

四
一

・
足
立
勝
氏
は
、「
商
標
権
は
、
指
定
商
品
・
役
務
に
つ
い
て
登
録
商
標
を
使
用
す
る
権
利
を
専
有
す
る
と
い
う
強
力
な
権
利
を
付
与

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
商
標
法
二
五
条
）、
三
条
二
項
に
基
づ
き
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
使
用
に
よ
り

識
別
力
を
獲
得
し
た
商
品
・
役
務
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
標
権
は
、
指
定
商
品
・
役
務
に
類
似
す
る
商
品
・
役

務
に
お
け
る
第
三
者
の
使
用
に
対
し
て
禁
止
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
（
商
標
法
三
七
条
）、
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲

得
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
商
品
に
ま
で
登
録
を
許
す
こ
と
は
、
禁
止
権
の
範
囲
に
つ
い
て
予
測
可
能
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。」
と
す
る

（
19
）

。

（
ⅲ
）
サ
ー
チ
コ
ス
ト
理
論
に
基
づ
く
考
え
方

・
宮
脇
正
晴
氏
は
、
三
条
二
項
は
、
サ
ー
チ
コ
ス
ト
削
減
効
果
の
観
点
か
ら
要
保
護
性
が
低
い
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
商
標
に
つ
い
て
、
登

録
を
認
め
る
た
め
の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
同
項
は
厳
格
に
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
出
願

商
標
が
現
実
に
獲
得
し
た
信
用
保
護
の
た
め
に
必
要
十
分
な
範
囲
で
の
み
登
録
を
認
め
る
の
が
適
切
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
使

用
商
品
と
指
定
商
品
と
は
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
商
品
の
同
一
性
は
、
取
引
態
様
が
一
致
し
て
い
る
か
否
か
で
判
断
さ
れ
る
と

す
る

（
20
）

。

（
一
七
七
）



日
本
法
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　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二

⑵
　
厳
格
な
解
釈
を
不
要
と
す
る
考
え
方
（
緩
和
説
）

①
　
裁
判
例

（
ⅰ
）
商
標
の
同
一
性
に
関
し
て
厳
格
な
解
釈
は
不
要
と
し
た
主
な
裁
判
例

・
角
瓶
事
件
（
東
京
高
判
平
成
一
四
・
一
・
三
〇
判
時
一
七
八
二
号
一
〇
九
頁
）
は
、
ハ
ウ
ス
マ
ー
ク
と
の
併
用
例
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、

「
使
用
商
標
が
出
願
商
標
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
両
商
標
の
外
観
、
称
呼
及
び
観
念
を
総
合
的
に
比
較
検
討
し
、
全

体
的
な
考
察
の
下
に
、
商
標
と
し
て
の
同
一
性
を
損
な
わ
ず
、
競
業
者
や
取
引
者
、
需
要
者
等
の
第
三
者
に
不
測
の
不
利
益
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
社
会
通
念
上
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
考
慮
し
て
行
う
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し

た
上
で
、
本
願
商
標
（「
角
瓶
」
の
文
字
を
太
字
の
活
字
体
に
よ
り
横
書
き
し
た
も
の
）
と
、
厳
密
に
は
書
体
が
同
一
で
は
な
い
文
字
、
縦

書
き
で
書
さ
れ
た
文
字
及
び
「
角
」
と
「
瓶
」
の
字
間
が
広
い
文
字
に
よ
る
表
示
に
係
る
使
用
商
標
と
は
同
一
で
あ
る
場
合
に
当
た

る
と
し
、
ま
た
、
た
と
え
ハ
ウ
ス
マ
ー
ク
で
あ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
」
等
の
文
字
と
「
角
瓶
」
の
文
字
と
が
連
続
し
て
表
示
さ
れ
て
い

る
態
様
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ハ
ウ
ス
マ
ー
ク
と
結
合
し
て
一
体
化
し
た
「
サ
ン
ト
リ
ー
角
瓶
」
等
の
構
成
よ
り
な
る
商
標
が
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
角
瓶
」
の
文
字
か
ら
な
る
本
願
商
標
自
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
、
自
他
商
品
識
別
機
能

を
備
え
る
に
至
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

・「
ジ
ュ
ー
シ
ー
事
件
」（
東
京
高
判
昭
和
五
九
・
一
〇
・
三
一
判
時
一
一
五
二
号
一
五
九
頁
）
は
、
使
用
商
標
は
、
本
願
商
標
（「
ジ
ュ
ー
シ
ー
」

の
片
仮
名
文
字
を
通
常
の
活
字
体
よ
り
心
持
ち
縦
に
長
く
横
に
短
い
書
体
で
横
書
き
し
た
も
の
）
と
は
「
シ
」
の
部
分
の
終
筆
部
が
異
な
り
や

や
丸
味
を
帯
び
た
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
若
干
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
字
体
も
片
仮
名
の
字
体
と
し

て
特
に
特
異
な
字
体
で
は
な
い
か
ら
全
体
と
し
て
な
お
本
願
商
標
と
同
一
の
範
囲
を
出
な
い
と
し
た
。

（
一
七
八
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

四
三

・「
あ
ず
き
バ
ー
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
五
・
一
・
二
四
判
時
二
一
七
七
号
一
一
四
頁
）
は
、
三
条
二
項
の
要
件
充
足
に
は
、「
出
願
に
係

る
商
標
と
外
観
に
お
い
て
同
一
と
み
ら
れ
る
標
章
が
指
定
商
品
と
さ
れ
る
商
品
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
」
と
し
つ
つ
も
、

使
用
商
標
（
丸
文
字
書
体
で
「
あ
ず
き
」
の
文
字
を
縦
書
き
し
、
そ
の
「
き
」
の
文
字
の
左
下
に
四
分
の
一
の
大
き
さ
の
丸
文
字
書
体
で
「
バ
ー
」

の
文
字
を
縦
書
き
し
た
も
の
）
の
獲
得
し
た
知
名
度
に
よ
り
、
本
願
商
標
（「
あ
ず
き
バ
ー
」
の
文
字
を
標
準
文
字
で
表
し
た
も
の
）
も
取
引

書
類
等
に
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
と
し
て
、
出
所
識
別
力
の
獲
得
を
認
め
た
。

・「
コ
カ･

コ
ー
ラ
容
器
立
体
商
標
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
〇
・
五
・
二
九
判
時
二
〇
〇
六
号
三
六
頁
）
は
、
商
品
の
包
装
容
器
の
立
体

的
形
状
か
ら
な
る
立
体
商
標
の
例
に
お
い
て
、「
使
用
に
係
る
商
標
な
い
し
商
品
等
の
形
状
は
、
原
則
と
し
て
、
出
願
に
係
る
商
標

と
実
質
的
に
同
一
で
あ
り
、
指
定
商
品
に
属
す
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
も
っ
と
も
、
商
品
等
は
、
そ
の
製
造
、
販
売
等
を

継
続
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
出
所
た
る
企
業
等
の
名
称
や
記
号
・
文
字
等
か
ら
な
る
標
章
な
ど
が
付
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、

ま
た
、
技
術
の
進
展
や
社
会
環
境
、
取
引
慣
行
の
変
化
等
に
応
じ
て
、
品
質
や
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
も

通
常
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
使
用
に
係
る
商
品
等
の
立
体
的
形
状
に
お
い
て
、
企
業
等
の
名
称
や
記
号
・
文
字
が
付
さ
れ

た
こ
と
、
又
は
、
ご
く
僅
か
に
形
状
変
更
が
さ
れ
た
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
使
用
に
係
る
商
標
が
自
他
商
品
識
別
力
を
獲
得

し
得
な
い
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
使
用
に
係
る
商
標
な
い
し
商
品
等
に
当
該
名
称
・
標
章
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
ご
く
僅

か
な
形
状
の
相
違
が
存
在
し
て
も
な
お
、
立
体
的
形
状
が
需
要
者
の
目
に
つ
き
易
く
、
強
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
等
を

総
合
勘
案
し
た
上
で
、
立
体
的
形
状
が
独
立
し
て
自
他
商
品
識
別
力
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
し
て
、
リ
タ
ー
ナ
ル
瓶
の
立
体
形
状
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
た
自
他
商
品
識
別
力
は
極
め
て
強
く
、
そ
の
使
用
商
品
に
「C

oca-

C
ola

」
等
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
点
や
、
商
品
の
特
徴
的
部
分
と
は
い
え
な
い
瓶
の
口
部
の
相
違
（
王
冠
用
と
ス
ク
リ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
プ

（
一
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
四

用
）
が
、
本
願
商
標
に
係
る
形
状
が
自
他
商
品
識
別
機
能
を
獲
得
し
て
い
る
と
認
め
る
上
で
障
害
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

（
ⅱ
）
商
品
の
同
一
性
に
関
し
て
厳
格
な
解
釈
は
不
要
と
し
た
主
な
裁
判
例

・「
Ｄ
Ｂ
九
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
一
九
・
一
〇
・
三
一
裁
判
所
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）
は
、
本
願
商
標
に
つ
い
て
は
指
定
商
品
中
の
「
自
動
車
」

に
つ
い
て
使
用
に
よ
る
識
別
性
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
一
方
で
、
当
該
使
用
商
品
以
外
の
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
指
定

商
品
に
つ
い
て
も
、
取
引
者
・
需
要
者
が
類
型
的
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
と
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
修
理
等
の
指
定
役
務
に

つ
い
て
も
、
取
引
者
・
需
要
者
が
重
な
り
、
両
者
は
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
使
用
に
よ
る
識
別
性
の
獲
得

を
認
め
た
。

・「JE
A

N
 P

A
U

L
 G

A
U

L
T

IE
R

 “C
L

A
S

S
IQ

U
E

”

立
体
商
標
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
三
・
四
・
二
一
判
時
二
一
一
四
号
九
頁
）
は
、

香
水
を
つ
け
た
商
品
の
販
売
、
香
水
と
の
セ
ッ
ト
販
売
が
な
さ
れ
て
い
る
等
、「
香
水
」
と
「
そ
れ
以
外
の
本
願
の
指
定
商
品
（
美

容
製
品
、
せ
っ
け
ん
、
香
料
類
及
び
化
粧
品
）」
と
は
極
め
て
密
接
な
関
連
を
有
し
、
取
引
者
や
需
要
者
も
共
通
し
て
い
る
と
し
て
、
本

願
商
標
が
「
香
水
」
に
つ
い
て
自
他
商
品
識
別
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
結
果
、
前
記
指
定
商
品
に
本
願
商
標
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に

も
、
当
該
指
定
商
品
の
取
引
者
・
需
要
者
に
お
い
て
、
香
水
に
係
る
本
願
商
標
を
使
用
す
る
者
に
よ
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

・「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
四
・
九
・
一
三
判
時
二
一
六
六
号
一
三
一
頁
）
は
、「
当
該
商
標
が
長
年
使
用
さ
れ
た
商

品
と
当
該
商
標
の
指
定
商
品
が
異
な
る
場
合
に
、
当
該
商
標
が
指
定
商
品
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
て
も
な
お
出
所
表
示
機
能
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
三
条
二
項
該
当
性
は
否
定
さ
れ
な
い
」
と
し
た
上
で
、
本
願
商
標
は
長
年
に
わ
た
っ
て
バ
イ
ク
関
係
や
そ

（
一
八
〇
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

四
五

の
他
の
多
様
な
事
業
活
動
で
使
用
し
た
結
果
、
本
願
商
標
は
著
名
性
を
得
て
、
バ
イ
ク
関
係
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
幅
広
い
分

野
で
使
用
さ
れ
た
場
合
に
も
自
他
商
品
識
別
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
子
会
社
を
通
じ
て
、
本
願
商
標
を
使
用
し
た

ア
パ
レ
ル
関
係
の
商
品
が
長
年
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
願
商
標
を
ア
パ
レ
ル
関
係
の
指
定
商
品
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
も
自
他

商
品
識
別
力
を
有
す
る
と
し
た
。

・「
あ
ず
き
バ
ー
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
五
・
一
・
二
四
判
時
二
一
七
七
号
一
一
四
頁
）
は
、
三
条
二
項
の
要
件
充
足
に
は
、「
出
願
に
係

る
商
標
と
外
観
に
お
い
て
同
一
と
み
ら
れ
る
標
章
が
指
定
商
品
と
さ
れ
る
商
品
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
」
と
し
つ
つ
も
、

本
願
の
指
定
商
品
は
「
あ
ず
き
を
加
味
し
て
な
る
菓
子
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
使
用
商
品
「
あ
ず
き
を
加
味
し
て
な
る
棒
状
の
氷
菓

子
」
は
こ
れ
に
包
含
さ
れ
、「
あ
ず
き
を
加
味
し
て
な
る
菓
子
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
た
。

②
　
学
説

（
ⅰ
）
出
願
商
標
が
そ
の
指
定
商
品
に
つ
い
て
、
使
用
に
よ
る
識
別
力
を
獲
得
し
た
か
で
実
質
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
考
え
方

・
網
野
誠
氏
は
、「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
等
に
よ
る
宣
伝
に
よ
り
、
称
呼
自
体
と
し
て
識
別
力
を
取
得
し
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に

も
、
登
録
に
当
た
っ
て
は
厳
格
に
文
字
・
図
形
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
態
様
そ
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
登
録
し
な
い
と
い
う
建
前
を

厳
守
す
る
こ
と
は
、
実
情
に
沿
わ
な
い
」
と
す
る

（
21
）

。

・
渋
谷
達
紀
氏
は
、「
商
標
の
同
一
性
、
商
品
の
同
一
性
の
要
件
を
過
度
に
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際

に
使
用
さ
れ
て
き
た
商
標
と
出
願
商
標
と
が
極
め
て
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
や
、
商
品
が
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
き
は
、

識
別
力
（
セ
カ
ン
ダ
リ
・
ミ
ー
ニ
ン
グ
）
の
転
移
が
起
こ
り
う
る
。」
と
す
る

（
22
）

。

（
一
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
六

・
川
瀬
幹
夫
氏
は
、
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
に
関
し
て
、
本
件
商
標
に
あ
っ
て
は
、
顕
著
性
を
認
め
る
商
品
の
範
囲
が
広
す
ぎ

る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、「
商
標
の
同
一
性
は
必
要
と
し
て
も
、
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
厳
密
な
同
一
性
は
存
在
し
な
く
て
も
三
条

二
項
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
が
あ
る
」
と
す
る

（
23
）

。

・
外
川
英
明
氏
は
、
三
条
二
項
は
一
項
と
の
関
係
で
は
例
外
規
定
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
こ
と
と
使
用
商
標
と
出
願
商
標
の
同
一
性
の
判

断
を
形
式
的
に
厳
格
に
す
べ
き
こ
と
と
は
直
結
し
な
い
と
し
、
独
占
適
応
性
や
自
他
商
品
識
別
力
獲
得
の
有
無
を
実
質
的
に
判
断
す

べ
き
と
す
る

（
24
）

。

・
髙
部
眞
規
子
氏
は
、
三
条
二
項
の
適
用
に
お
い
て
は
、
出
願
商
標
が
使
用
に
よ
り
識
別
力
を
獲
得
し
た
か
否
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
使
用
商
標
と
出
願
商
標
と
は
、
実
質
的
に
同
一
で
あ
れ
ば
足
り
、
完
全
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
厳
格
に
求
め
る
必
要
性
は
な

い
。
商
品
に
つ
い
て
も
、
出
願
商
標
が
使
用
に
よ
り
指
定
商
品
に
つ
い
て
識
別
力
を
獲
得
し
た
か
否
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

使
用
商
品
を
含
む
包
括
表
示
に
よ
る
指
定
商
品
の
表
示
に
つ
い
て
、
取
引
者･

需
要
者
が
同
一
人
の
出
所
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
が

認
識
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
商
品
を
包
括
表
示
と
し
て
登
録
可
能
で
あ
る
と
す
る

（
25
）

。

（
ⅱ
）
三
条
二
項
の
文
理
解
釈
を
根
拠
と
し
て
、
使
用
商
標
と
出
願
商
標
、
使
用
商
品
と
指
定
商
品
が
不
一
致
で
も
、
同
項
の
適
用
は

可
能
と
す
る
考
え
方
（
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
が
示
し
た
文
理
解
釈
に
基
づ
く
考
え
方
（
後
述
）
を
支
持
す
る
見
解
）

・
安
原
正
義
氏
は
、「
三
条
二
項
は
、
使
用
商
標
と
出
願
商
標
と
の
同
一
性
、
あ
る
い
は
使
用
商
品･

役
務
と
指
定
商
品･

役
務
と
の

同
一
性
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、（
略
）
指
定
商
品･

役
務
に
関
す
る
出
願
商
標
の
自
他
商
品
識
別

性
が
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
る
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
」
で
あ
る
と
す
る

（
26
）

。

（
一
八
二
）
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・
土
肥
一
史
氏
は
、「
三
条
二
項
は
、
出
願
商
標
が
指
定
商
品
ま
た
は
指
定
役
務
に
使
用
さ
れ
た
結
果
、
需
要
者
が
何
人
か
の
業
務
に

係
る
商
品
ま
た
は
役
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
と
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
。
三
条
二
項
の
適

用
に
お
い
て
究
極
に
重
要
な
こ
と
は
、
出
願
商
標
が
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。」
と
し
、「
出
願

商
標
が
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る
の
に
、
出
願
商
標
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
、
識
別
力
の
獲
得
を
認
め
な
い

と
い
う
の
は
本
末
転
倒
」
で
あ
る
と
す
る

（
27
）

。

・
大
西
育
子
氏
は
、「
本
規
定
に
い
う
「
使
用
」
は
、
本
来
的
識
別
力
を
欠
く
商
標
が
指
定
商
品
（
役
務
）
に
つ
い
て
登
録
を
受
け
う

る
程
度
に
識
別
力
を
発
揮
す
る
状
態
に
至
る
原
因
と
な
る
使
用
を
意
味
す
る
が
、
必
ず
し
も
、
出
願
商
標
と
完
全
に
同
一
の
商
標
の

使
用
で
あ
る
必
要
も
、
指
定
商
品
（
役
務
）
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
必
要
も
な
い
」
と
す
る

（
28
）

。

３
．
審
査
基
準
の
改
正

特
許
庁
は
、
近
年
、
商
標
審
査
基
準
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う
中
で
、
平
成
二
八
年
三
月
に
、
三
条
二
項
に
つ
い
て
も
、
近
時
の
裁

判
例
を
踏
ま
え
た
改
正
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
以
降
の
審
査
に
適
用
）
を
行
っ
た
。
こ
の
改
正
は
、
産
業
構
造
審
議
会
知
的
財
産
分
科
会
商

標
制
度
小
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
商
標
審
査
基
準
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
商
標
審
査
基
準
Ｗ
Ｇ
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
公
開
に
よ

る
審
議
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
同
項
に
関
す
る
審
査
基
準
に
お
け
る
「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
同
一
性
」

の
要
件
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
従
前
は
、
法
意
に
即
し
て
、「
本
項
を
適
用
し
て
登
録
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
出
願

さ
れ
た
商
標
及
び
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
と
、
使
用
さ
れ
て
い
る
商
標
及
び
商
品
又
は
役
務
と
が
同
一
の
場
合
の
み
と
す
る
。」
と
さ

（
一
八
三
）
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れ
て
き
た
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た

（
29
）

。

『
１
．
商
標
の
「
使
用
」
に
つ
い
て

⑴
　
商
標
に
つ
い
て

出
願
商
標
と
使
用
商
標
と
が
外
観
に
お
い
て
異
な
る
場
合
は
、
出
願
商
標
を
使
用
し
て
い
る
と
は
認
め
な
い
。

た
だ
し
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
と
が
外
観
上
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
観
上
の
差
異
の
程
度
や
指
定
商
品
又

は
指
定
役
務
に
お
け
る
取
引
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
商
標
と
し
て
の
同
一
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
出
願
商
標
を

使
用
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
例
１
）
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
（
略
）

（
例
２
）
同
一
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
（
略
）

⑵
　
商
品
又
は
役
務
に
つ
い
て

出
願
商
標
の
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
と
使
用
商
標
の
使
用
す
る
商
品
又
は
役
務
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役

務
に
つ
い
て
出
願
商
標
を
使
用
し
て
い
る
と
は
認
め
な
い
。

た
だ
し
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
と
使
用
す
る
商
品
又
は
役
務
と
が
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
取
引
の
実
情
を

考
慮
し
て
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
と
使
用
す
る
商
品
又
は
役
務
の
同
一
性
が
損
な
わ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
指
定
商
品

又
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
出
願
商
標
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

２
．「
需
要
者
が
何
人
か
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
に
つ
い
て

⑴
～
⑶

　
略

（
一
八
四
）
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⑷
　
商
標
を
他
の
商
標
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

出
願
商
標
を
他
の
商
標
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
出
願
商
標
部
分
の
み
で
独
立
し
て
識
別
力
を
有
す
る
に
至
っ
て

い
る
か
を
判
断
す
る
。

⑸
～
⑹

　
略

３
．～
７
．
略
』

本
改
正
基
準
１
．⑴
は
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」
に
つ
い
て
、
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
と
す
る
裁
判
例
と
そ
の
よ
う
な
解
釈

を
不
要
と
す
る
裁
判
例
が
あ
る
中
で
、
三
条
二
項
が
「
使
用
を
さ
れ
た
結
果
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
が
同
一
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
維
持
し
た
上
で
、
両
商
標
の
厳
密
一
致
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
指
定
商
品
に
お
け
る
取
引
の
実
情

を
考
慮
し
て
同
一
性
の
範
囲
ま
で
拡
張
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る

（
30
）

。

な
お
、
基
準
２
．⑷
は
、
実
際
の
商
標
の
使
用
態
様
に
お
い
て
、
出
願
商
標
を
他
の
商
標
と
組
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
る
場
合
（
例
：

商
品
の
立
体
的
形
状
か
ら
な
る
出
願
商
標
に
企
業
ロ
ゴ
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
つ
い
て
は
、
出
願
商
標
の
み
で
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る
か

を
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

（
31
）

る
（
32
）（

こ
の
場
合
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
全
体
の
外
観
構
成
は
異
な
る
が
、「
出
願
商
標
」
と
「
使
用
商
標
の
構

成
中
の
出
願
商
標
に
相
当
す
る
部
分
」
の
同
一
性
は
前
提
と
な
る
）。
本
基
準
は
、
例
え
ば
、
商
品
の
包
装
容
器
を
立
体
商
標
と
し
て
使
用
す
る

場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
文
字
商
標
等
と
併
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
に
つ
い
て
、
当
初
は
裁
判
所
で

も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
マ
グ
ラ
イ
ト
立
体
商
標
事
件

（
33
）

、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
容
器
立
体
商
標
事
件
以
降
の
裁
判
所
の
柔
軟
な
判

断
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
八
五
）
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ま
た
、
基
準
１
．⑵
は
、「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
と
の
同
一
性
」
に
つ
い
て
、
三
条
二
項
が
「
使
用
を
さ
れ
た
結
果
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
た
と
え
出
願
商
標
が
特
定
の
商
品
に
お
い
て
著
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
使
用
を
し
て
い
な
い
商
品
に
つ
い
て
ま

で
本
項
を
適
用
し
て
し
ま
う
と
、
識
別
力
の
獲
得
を
い
わ
ば
先
取
り
す
る
形
で
認
め
る
こ
と
に
な
り
適
切
で
は
な
い
の
で
、
指
定
商
品
と

同
一
の
商
品
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
原
則
は
維
持
し
た
上
で
、
指
定
商
品
と
使
用
商
品
と
が
厳
密
に
同
一
で
あ

る
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
指
定
商
品
に
お
け
る
商
品
の
取
引
の
実
情
を
考
慮
し
て
そ
の
同
一
性
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る

（
34
）

。
本
改
正
は
、
三
条
二
項
の
「
使
用
を
さ
れ
た
結
果
」
と
い
う
文
言
に
鑑
み
て
、
従
前
か
ら
の
考
え
方
「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
は
同
一
、

指
定
商
品
と
使
用
商
品
は
同
一
」
を
基
本
と
し
つ
つ
（
同
規
定
の
法
意
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
）、
第
三
者
（
取
引
者
・
需
要
者
）
に
不
測
の

不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
の
下
に
、
商
標
や
商
品
の
同
一
性
を
損
な
わ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
ま
で
は
、
同
一

性
の
範
囲
を
緩
和
し
た
も
の
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
改
正
と
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る

（
35
）

。

な
お
、
同
一
性
の
範
囲
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
判
断
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
今
後
の
特
許
庁

の
審
査
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
で
三
条
二
項
の
適
用
が
認
め
ら
れ
た
前
掲
事
案
の
よ
う
な
も
の
（
事
例
判
決
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も

少
な
く
な
い
）
が
す
べ
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
商
標
の
外
観
の
差
異

が
明
ら
か
で
あ
る
場
合

（
36
）

や
、
使
用
商
品
を
一
部
に
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
広
す
ぎ
る
包
括
表
示
か
ら
な
る
指
定
商
品
で
あ
る
場
合

（
37
）

や
、
全

く
使
用
も
さ
れ
て
い
な
い
商
品

（
38
）

な
ど
に
は
本
項
の
適
用
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
一
八
六
）
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Ⅲ
　
考
察

１
．
三
条
二
項
の
文
理
解
釈

本
条
項
適
用
の
条
件
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
前
提
な
い
し
背
景
と
な
る
本
条
項
の
法
意
な
い
し
存
在
理
由
に
つ
い
て
の
考
察

と
同
様
に
、
本
条
項
の
文
理
解
釈
の
考
察
も
当
然
に
必
要
と
な
ろ
う
。
法
は
、
そ
れ
自
体
で
客
観
的
な
意
味
の
あ
る
実
在
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
掲
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
は
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
文
理
解
釈
等
の
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

「（
三
条
二
項
は
、）『
使
用
を
さ
れ
た
結
果
需
要
者
が
何
人
か
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
…
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。』
と
規
定
し
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
に
使
用
さ
れ
た
結
果
、
自
他
商

品
識
別
力
が
獲
得
さ
れ
た
商
標
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
項
の
趣
旨
は
、
同
条
一
項
三
号
か
ら
五
号
ま
で
の
商
標

は
、
特
定
の
者
が
長
年
そ
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
つ
い
て
使
用
し
た
結
果
、
そ
の
商
標
が
そ
の
商
品
又
は
役
務
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
出
所
表
示
機
能
を
も
つ
に
至
る
こ
と
が
経
験
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
特
別
顕
著
性
が
発
生
し
た
と
考
え

て
商
標
登
録
を
し
得
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
登
録
出
願
に
係
る
商
標
が
、
特
定
の
者
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
つ
い

て
長
年
使
用
さ
れ
た
結
果
、
当
該
商
標
が
、
そ
の
者
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
関
連
し
て
出
所
表
示
機
能
を
も
つ
に
至
っ
た
場
合

に
は
、
同
条
二
項
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
当
該
商
標
が
長
年
使
用
さ
れ
た
商
品
又
は
役
務
と

当
該
商
標
の
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
が
異
な
る
場
合
に
、
当
該
商
標
が
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
て
も
な
お
出
所

表
示
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
該
当
性
は
否
定
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」

（
一
八
七
）
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五
二

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
は
、
三
条
二
項
は
、「
指
定
商
品
に
使
用
さ
れ
た
結
果
、
自
他
商
品
識
別
力
が
獲
得
さ
れ
た
商
標
で
あ

る
べ
き
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
文
理
解
釈
を
も
っ
て
、
当
該
商
標
が
長
年
使
用
さ
れ
た
商
品
と
当
該
商

標
の
指
定
商
品
が
異
な
っ
て
も
、
当
該
商
標
が
指
定
商
品
に
つ
い
て
出
所
表
示
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
該
当
性
は

否
定
さ
れ
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
三
条
二
項
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
裁

判
例
、
学
説
を
通
じ
て
一
番
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
文
理
解
釈
に
基
づ
く
考
え
方
を
支
持
し
、
三
条
二
項
は
、
出
願
商
標
が
指
定
商
品
に
つ
い
て
自
他
商
品
識
別
力

を
獲
得
す
る
に
際
し
て
、
使
用
さ
れ
た
商
標
、
商
品
に
関
し
て
は
規
定
し
て
い
な
い
と
し
て
、
指
定
商
品
と
使
用
商
品
が
一
致
し
な
い
場

合
だ
け
で
な
く
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
が
不
一
致
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
出
願
商
標
が
指
定
商
品
に
つ
い
て
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
項
該
当
性
を
肯
定
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
学
説
）
も
、
前
述
の
と
お
り
出
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
三
条
一
項
三
号
の
「
そ
の
商
品
の
産
地
、
販
売
地
、
品
質
…
を
普
通
に
用
い
ら
れ
る
方
法
で
表
示
す
る
標

章
の
み
か
ら
な
る
商
標
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
（
指
定
）
商
品
の
産
地
、
販
売
地
、
品
質
…
を
普
通
に
用
い
ら
れ
る
方
法
で
表
示
す
る

標
章
の
み
か
ら
な
る
（
出
願
に
係
る
）
商
標
」
と
読
み
、
さ
ら
に
、
同
二
項
に
お
い
て
「
使
用
を
さ
れ
た
結
果
～
」
と
あ
る
の
は
、「（
出
願

に
係
る
商
標
を
そ
の
指
定
商
品
に
）
使
用
を
さ
れ
た
結
果
～
」
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
し
た
法
意
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら

か
で
あ
っ
て
多
言
を
要
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

書
か
な
く
て
も
明
ら
か
（
当
然
の
前
提
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
ま
で
条
文
に
は
書
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
三

条
二
項
の
文
言
は
、
一
項
と
の
関
係
に
お
い
て
、
立
法
者
の
意
思
が
簡
潔
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
少
な
く
と

も
、
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
が
出
る
ま
で
は
、
長
年
そ
の
よ
う
な
安
定
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 （

一
八
八
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

五
三

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
件
判
決
の
「（
三
条
二
項
は
、）
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
に
使
用
さ
れ
た
結
果
、
自
他
商
品
識
別
力
が
獲
得
さ

れ
た
商
標
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
な
い
。」
と
す
る
判
示
は
、
法
意
を
軽
視
し
す
ぎ
た
考
え
方
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該

判
決
以
外
に
、
今
日
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
す
判
決
は
見
当
た
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、
法
解
釈
が
分
か
れ
る
（
複
数
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
）
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
立
法
者
の
意
思
が
有
効
に
そ
の
解
釈
機
能
を

果
た
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
39
）

。

三
条
二
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
三
浦
葉
山
牛
事
件
判
決
を
引
用
し
て
、「
特
定
人
が
当
該
商
標
を
そ
の
業
務
に
係
る
商
品
の
自
他
識

別
標
識
と
し
て
他
人
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
永
年
独
占
排
他
的
に
継
続
使
用
し
た
実
績
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
商
標
は
例
外
的
に

自
他
商
品
識
別
力
を
獲
得
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
上
に
、
当
該
商
品
の
取
引
界
に
お
い
て
当
該
特
定
人
の
独
占
使
用
が
事
実
上

容
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
他
の
事
業
者
に
対
し
て
そ
の
使
用
の
機
会
を
開
放
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
益
上
の
要
請
は
薄
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
当
該
商
標
の
登
録
を
認
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
よ
く
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
条
一
項
三

号
に
掲
げ
る
商
標
が
商
標
登
録
要
件
を
欠
く
と
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
自
他
商
品
識
別
力
を
欠
如
す
る
表
示
で
あ
っ
て

公
益
的
見
地
か
ら
特
定
人
に
独
占
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
表
示
で
あ
る
か
ら
と
す
る
最
高
裁
ワ
イ
キ
キ
事
件
判
決

（
40
）

が
示
し
た
考
え
方
に
も

整
合
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
他
の
事
業
者
と
の
関
係
で
独
占
適
応
性
を
も
考
慮
す
べ
き
と
す
る
三
条
二
項
の
趣
旨
に
関
す
る
一
般
論
自
体
は
、
こ
れ
ま

で
の
裁
判
例
や
特
許
庁
の
審
査
基
準
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

こ
の
三
条
二
項
の
趣
旨
は
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
同
一
性
」
の
要
件
の
解
釈
に
あ
っ
て
も
、

（
一
八
九
）
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五
四

十
分
に
勘
案
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
来
的
に
、
三
条
二
項
は
、
識
別
力
が
な
い
と
さ
れ
る
商
標
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
商
品
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
た
結
果
、
実
際
に
出
所

識
別
機
能
が
発
揮
さ
れ
（
す
な
わ
ち
、
識
別
力
が
発
生
し
）、
業
務
上
の
信
用
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
実
際
に
そ
の

業
務
上
の
信
用
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
（
出
所
識
別
機
能
（
識
別
力
）
を
獲
得
し
た
）「
現
に
使
用
さ
れ
て
き
た
商
標
・
商
品
」
そ
の
も
の
を

保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
法
意
（
立
法
者
の
意
思
）
で
あ
る
。

２
．
識
別
力
の
広
が
り
に
つ
い
て

当
該
商
標
が
周
知
・
著
名
と
な
り
強
い
識
別
力
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
識
別
力
が
商
標
・
商
品
に
も
一
定
の
幅
で
広
が

り
を
見
せ
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
転
移
」）
は
事
実
と
し
て
は
あ
り
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
と
、
本
項
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
商
標
と
異
な
る
態
様
の
商
標
や
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
商
品
に
ま
で
商
標
登
録
を
認
め
る
こ
と
と
は
別
の
話
で
あ
る
。

法
意
に
照
ら
し
、
三
条
二
項
は
、
同
条
一
項
の
原
則
に
対
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り

（
41
）（「

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
」
の
文
言
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
）、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
商
標
・
商
品
と
実
質
的
に
同
一
（
性
）
の
範
囲
を
超
え
て
商
標
登
録
を

認
め
る
の
は
本
来
適
切
で
は
な
い
。
例
外
規
定
で
あ
る
以
上
、
厳
格
に
解
釈
さ
れ
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
は
当
然
の
理
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
厳
格
」
と
い
う
の
は
、
必
要
以
上
の
厳
し
さ
を
求
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
法
律
上
の
適
切
な
厳
し
さ
を
求
め
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。三

条
二
項
の
適
用
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
商
標
権
の
効
力
（
禁
止
権
）
は
、
通
常
の
商
標
が
登
録
さ
れ
た
場
合
と
同
様
、

（
一
九
〇
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

五
五

同
一
の
範
囲
（
二
五
条
）
だ
け
で
な
く
、
類
似
の
範
囲
（
三
七
条
一
号
）
の
商
標
・
商
品
に
対
し
て
も
及
ぶ
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て

（
42
）

、

か
つ
全
国
的
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
権
利
の
保
護
期
間
は
、
何
度
で
も
更
新
可
能
な
半
永
久
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る

（
43
）

。

本
来
は
識
別
力
の
な
い
商
標
に
つ
い
て
保
護
の
範
囲
を
拡
げ
す
ぎ
る
と
、
弊
害
が
出
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
三
条
二
項
は

例
外
規
定
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
十
分
に
留
意
し
、
出
願
人
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
商
標
権
の
効
力
に
よ
り
制
約
を
受
け
る
他
の
事
業
者
等

第
三
者
の
利
益
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
の
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

三
条
二
項
を
、
使
用
を
し
て
い
な
い
商
標
・
商
品
に
ま
で
拡
大
し
て
適
用
す
る
こ
と
の
適
否
を
考
え
る
場
合
に
は
、
①
拡
大
保
護
を
認

め
な
い
こ
と
に
よ
る
出
願
人
の
不
利
益
と
、
②
拡
大
保
護
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
第
三
者
の
不
利
益
の
比
較
衡
量
も
す
べ
き
で
あ
る
。

拡
大
保
護
を
認
め
ず
、
使
用
を
し
て
い
る
商
標
・
商
品
に
つ
い
て
の
み
登
録
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
場
合
で
も
、
商
標
権
の
効
力
（
禁

止
権
）
は
当
該
商
標
・
商
品
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
類
似
範
囲
に
ま
で
及
び
第
三
者
の
使
用
を
排
除
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら

（
三
七
条
一
号
）、
拡
大
保
護
を
認
め
な
く
て
も
不
利
益
は
な
い
。
他
方
、
実
際
に
は
使
用
が
さ
れ
て
い
な
い
商
標
・
商
品
に
つ
い
て
ま
で

拡
大
保
護
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
禁
止
権
の
効
力
が
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲
得
が
不
明
な
商
品
や
未
だ

独
占
適
応
性
の
有
無
の
不
明
な
商
品
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、
第
三
者
に
よ
る
予
測
可
能
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
拡
大
保

護
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
第
三
者
の
不
利
益
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
際
に
使
用
し
て
い
る
商
品
以
外
の
指
定
商
品
に
つ
い
て
は
、
三
条
二
項

該
当
性
を
認
め
る
必
要
は
な
い
ば
か
り
か
、
認
め
る
と
実
務
上
の
弊
害
が
案
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
実
際
の
使
用
に
係
る
商
品
の
範
囲
を
超
え
て
登
録
を
認
め
た
場
合
、
さ
ら
に
こ
れ
と
類
似
す
る
商
品
（
使
用

商
品
と
は
非
類
似
の
商
品
）
の
場
合
に
も
、
禁
止
権
を
及
ぼ
す
べ
き
か
は
悩
ま
し
い
と
し
つ
つ
も
、
①
三
条
二
項
該
当
を
理
由
に
登
録
さ
れ

（
一
九
一
）
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五
六

た
商
標
か
否
か
は
登
録
原
簿
に
記
載
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
同
条
一
項
非
該
当
の
商
標
と
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
、
②
被
告
の
使

用
行
為
が
二
六
条
一
項
各
号
に
該
当
し
て
、
商
標
権
が
及
ば
な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
こ
と
よ
り
、
弊
害
が
あ
る
と
ま
で
は
い

え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
が

（
44
）

、
弊
害
は
な
い
と
断
じ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
加
え
て
、
①
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
、
商

標
公
報
に
は
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
に
つ
い
て
は
、
三
条
一
項
四
号
及
び
五
号
に
該
当
す
る
商
標
の
使
用
に
は
二
六
条
の

適
用
は
な
い
こ
と
等
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
パ
リ
条
約
六
条
の
五
Ｃ
⑴
に
は
、
商
標
の
保
護
の
適
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、「
す
べ

て
の
事
情
、
特
に
、
当
該
商
標
が
使
用
さ
れ
て
き
た
期
間
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
三
条
二
項
も
こ
の

条
約
上
の
規
定
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
パ
リ
条
約
の
規
定
が
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲
得
の
判
断

の
場
面
だ
け
で
な
く
、
本
来
的
識
別
力
の
有
無
の
判
断
の
場
面
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
を
も
っ
て
、
三
条
二
項
を
三
条
一
項
の
例
外
規
定

と
解
す
る
考
え
方
を
疑
問
視
す
る
も
の
も
あ
る
が

（
45
）

、
三
条
一
項
と
同
条
二
項
は
、
立
法
上
原
則
・
例
外
の
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
両
者
が
相
俟
っ
て
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
識
別
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
商
標
は
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
条
約
と
の
関
係
で
も
問
題
と
は
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
登
録
主
義
の
下
で
は
、
自
然
な
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

３
．
審
査
運
用
の
あ
り
方

全
く
使
用
も
さ
れ
て
い
な
い
商
品
や
使
用
実
績
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
商
品
に
つ
い
て
ま
で
、
使
用
に

よ
る
識
別
力
を
認
め
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
意
思
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
審
査
実
務
上
も
問
題
が
あ
る
。

（
一
九
二
）
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七

三
条
二
項
の
適
用
に
お
い
て
は
、
出
願
商
標
が
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と

は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
商
品
を
超
え
て
識
別
力
を
取
得
し
て
い
る
と
し
て
登
録
を
し
て
も
い
い
商
品
で

あ
る
と
認
め
た
前
掲
各
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
当
該
商
品
に
つ
い
て
出
願
人
に
よ
る
識
別
性
獲
得
の
立
証
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
商
標
の
持
つ
「
周
知
・
著
名
性
」
や
、
さ
ら
に
は
、「
商
品
の
密
接
関
連
性
」
や
「
取
引
者
・
需
要
者
の
共
通
性
」
等
を

も
っ
て
、
識
別
性
あ
り
と
「
推
認
」
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
推
認
」
と
い
う
認
定
手
法
を
、
職
権
主
義
の
下
で
行
わ
れ
る
特
許
庁
の
審
査
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
使
用
も
さ
れ

て
い
な
い
商
品
に
つ
い
て
の
識
別
性
取
得
に
つ
い
て
、
各
審
査
官
の
自
由
な
裁
量
、
恣
意
的
な
解
釈
、
推
認
に
よ
る
抽
象
的
な
認
定
・
判

断
に
委
ね
る
こ
と
は
、
審
査
官
に
と
っ
て
も
多
大
な
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
審
査
官
間
の
判
断
の
バ
ラ
ツ
キ
も
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自
他
商
品
識
別
力
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
商
標
で
あ
っ
て
も
、
使
用
に
よ
り
識
別
力
を
獲
得
し
た
場
合
に
は
、
例
外
的
に
一
事
業
者
が

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
排
他
的
支
配
権
を
取
得
し
う
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
の
で
、
登
録
を
受
け
る
事
業
者
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
排
他
的
支
配
権
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
他
の
事
業
者
の
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
商
標
登
録
を
認
め
る
か
否
か

の
判
断
を
行
う
現
実
の
審
査
の
場
に
お
い
て
は
、
法
文
上
の
形
式
的
な
字
義
に
拘
泥
す
る
よ
り
も
、
衡
平
的
、
実
際
的
、
安
定
的
な
実
務

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ち
な
み
に
、
仮
に
で
は
あ
る
が
、
出
願
商
標
が
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
だ
け
で
よ
い
と
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
し

て
も
、
指
定
商
品
に
つ
い
て
出
願
商
標
が
識
別
力
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
証
拠
も
示
さ
ず
に
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
獲

（
一
九
三
）
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得
を
認
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

三
条
二
項
該
当
性
の
立
証
責
任
は
出
願
人
で
あ
る
と
い
う
原
則
（
こ
と
の
順
序
と
し
て
、
使
用
の
実
績
に
基
づ
く
自
他
商
品
識
別
力
獲
得
の
事

実
は
、
出
願
人
側
が
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
。

立
証
方
法
も
決
し
て
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
需
要
者
を
対
象
と
し
た
出
願
商
標
の
認
識
度
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
は
可
能

な
の
で
あ
り
、
証
拠
方
法
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
例

（
46
）

も
少
な
く
な
い
。
勿
論
、
ア
ン
ケ
ー
ト
母
集
団
の
適
切
な
設
定
、
標
本
数

の
一
定
程
度
の
確
保
、
適
切
な
質
問
事
項
・
実
施
者
・
実
施
方
法
・
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
等
、
公
平
性
、
中
立
性
に
考
慮
し
十
分
に
客
観

性
が
担
保
さ
れ
る
内
容
の
調
査
で
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
調
査
に
要
す
る
コ
ス
ト
も
少
な
か
ら
ず
か
か
っ
て
く
る
が
、
例
外
的

に
排
他
的
支
配
権
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
手
間
暇
や
コ
ス
ト
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い

（
47
）

。

な
お
、
厳
格
解
釈
は
不
要
（
識
別
力
を
獲
得
し
て
い
れ
ば
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
）
と
の
考
え
方
を
示
す
者
の
中
に
も
、
そ
の
識
別

力
獲
得
の
立
証
自
体
は
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る

（
48
）

。

も
っ
と
も
、
改
正
審
査
基
準
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
使
用
し
て
い
な
い
商
品
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
と
し
て
い
る
の
で
、
裁
判
所
の

運
用
は
と
も
か
く
、
特
許
庁
で
は
安
定
的
な
審
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

改
正
審
査
基
準
に
よ
れ
ば
、「
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
同
一
性
」
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
考
え
方
を
基
本
と
し
つ
つ
、
厳
密
な
一
致
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
な
同
一
性
（
商
標
と
し
て
の
同
一
性
や
商

品
の
同
一
性
が
損
な
わ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
）
で
よ
い
と
し
て
お
り
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
前
述
の
と
お
り
、
改
正
審
査
基
準
で
は
、「
出
願
商
標
を
他
の
商
標
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
出
願
商

（
一
九
四
）
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標
部
分
の
み
で
独
立
し
て
識
別
力
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
。」（
審
査
基
準
三
条
二
項
２
．⑷
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ

れ
は
、
非
伝
統
的
商
標
（
動
き
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
、
色
彩
、
音
、
位
置
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
商
標
）
に
も
適
用
さ
れ
る
基
準
で
あ
る
。
な
お
、
審
査

基
準
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
非
伝
統
的
商
標
に
つ
い
て
、「
使
用
商
標
中
に
、
出
願
商
標
以
外
の
標
章
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
出
願
商
標
部

分
の
み
が
独
立
し
て
自
他
商
品
・
役
務
の
識
別
標
識
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
三
条
二
項
の
適
用
が
認
め
ら
れ

る
」
旨
の
基
準
も
置
か
れ
て
い
る
。（
審
査
基
準
三
条
二
項
３
．⑴
、
４
．⑴
、
５
．⑴
、
６
．⑵
、
７
．⑴
）

非
伝
統
的
商
標
に
つ
い
て
は
、
他
の
構
成
要
素
（
文
字
、
図
形
等
）
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、

「
商
標
の
同
一
性
」
の
要
件
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
先
ず
は
、「
出
願
商
標
部
分
の
み
で
独
立
し
て
自
他
商
品
・
役

務
の
識
別
標
識
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
」
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
判
断
は
、
個
別
事
案
ご
と
に
、
出
願
人
に
よ

る
、
出
願
商
標
の
認
識
度
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
等
を
利
用
し
た
立
証
に
基
づ
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
商
品
や
商
品
の
包
装
容
器

の
立
体
的
形
状
に
係
る
立
体
商
標
の
場
合
に
お
け
る
識
別
力
の
認
定
方
法
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
使
用
商
品
と
の
関
係
で
、
こ
れ
と
実
質
的
な
同
一
性
の
範
囲
と
し
て
、
指
定
商
品
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
特
定
す
べ
き
か
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
の
判
決
に
お
い
て
も
、
使
用
商
品
を
ど
の
程
度
ま
で
上
位
概
念
化
（
包
括
概
念
化
）
で
き
る
か
に
つ
い
て
説
示
し
た
も
の

は
な
い
と
こ
ろ
、
以
前
に
、
こ
れ
に
関
し
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

「『
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
』
の
内
容
及
び
範
囲
は
、
商
標
権
の
効
力
範
囲
を
定
め
（
二
七
条
、
二
五
条
、
三
七
条
一
号
）、
他
人
の
登
録

の
排
除
範
囲
を
画
す
る
（
同
法
四
条
一
項
一
一
号
）
こ
と
に
な
る
の
で
、『
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
』
の
表
示
は
、
そ
の
商
品
又
は
役
務

の
内
容
及
び
範
囲
が
明
確
に
把
握
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
商
標
法
施
行
規
則
（
省
令
）
は
そ
の
別

（
一
九
五
）
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表
で
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
と
し
て
採
用
で
き
る
適
切
な
具
体
的
商
品
・
役
務
の
例
示
を
掲
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
上

は
、
少
な
く
て
も
こ
の
省
令
別
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
示
や
こ
れ
と
同
程
度
の
レ
ベ
ル
の
も
の
（
単
品
）
に
つ
い
て
は
、
三
条
二
項
の

適
用
を
認
め
る
商
品
・
役
務
の
範
囲
と
し
て
考
慮
す
る
に
値
す
る
も
の
と
い
え
る

（
49
）

。」

三
条
二
項
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
指
定
商
品
は
、
原
則
と
し
て
「
単
品
」
を
単
位
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
も

前
述
し
た
が

（
50
）

、
こ
れ
も
同
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
抽
象
的
に
過
ぎ
る
（
事
案
に
よ
っ
て
は
、
商
品
と
し
て

あ
ま
り
に
細
か
す
ぎ
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
適
用
が
困
難
な
場
合
も
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
と
す
る
指
摘
も
あ
る
が

（
51
）

、
こ
の
省
令
別
表

の
例
示
商
品
は
各
業
界
の
意
見
・
要
望
を
十
分
に
反
映
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
例
示
商
品
や
同
レ
ベ
ル
の
商
品
で
あ
れ
ば
、
商
標

実
務
担
当
者
に
は
周
知
が
図
ら
れ
て
お
り
、
予
測
可
能
性
の
観
点
か
ら
も
概
ね
問
題
の
な
い
範
囲
と
し
て
考
え
ら
れ
る

（
52
）

。

Ⅳ
　
お
わ
り
に

三
条
二
項
に
基
づ
く
使
用
に
よ
る
識
別
力
の
取
得
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
「
出
願
商
標
と
使
用

商
標
の
同
一
性
」
及
び
「
指
定
商
品
と
使
用
商
品
の
同
一
性
」
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
本
項
の
趣
旨
に
鑑
み
、
特
定
人
に
独
占

使
用
を
認
め
る
こ
と
の
是
非
（
他
の
事
業
者
に
そ
の
使
用
の
機
会
を
開
放
し
て
お
く
必
要
性
の
有
無
）
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
商

標
を
登
録
し
た
後
の
効
力
と
の
関
係
を
も
十
分
に
考
慮
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
平
成
二
八
年
の
審
査
基
準
の
改
正
は
、
法
意
を
尊
重
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
も
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
標
章
が
三
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
出
願
に
係
る
商
標
と
実
質
的
に
同
一
性
が
あ
る

（
一
九
六
）
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と
認
め
ら
れ
る
標
章
が
、
指
定
商
品
と
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
商
品
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
商
標
の
使
用
の

態
様
・
数
量
・
期
間
及
び
地
域
、
広
告
宣
伝
の
方
法
・
期
間
・
地
域
及
び
規
模
、
出
願
人
以
外
の
者
に
よ
る
出
願
商
標
と
同
一
又
は
類
似

す
る
標
章
の
使
用
の
存
否
、
商
品
の
取
引
の
実
情
、
需
要
者
の
商
標
認
識
度
調
査
結
果
等
の
事
実
を
総
合
考
慮
し
て
、
何
人
か
の
出
所
識

別
標
識
と
し
て
、
そ
の
商
品
の
需
要
者
間
で
全
国
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
も
、
商
標
審
査
基
準
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、
こ
の
議
論
に
委
員
と
し
て
参
加
し
た
が
、
改
正
基
準
は
、
厳
密
な
同
一
は
求
め
な
い
こ
と

と
し
、
法
意
に
反
し
な
い
範
囲
で
、
同
一
性
ま
で
緩
和
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
識
別
性
が
推
認
し
う
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明
ら
か
に
外
観
上
の
同
一
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
商
標
（
標
準
文
字
商
標
の
ケ
ー
ス
も
含
め
て
）
や
、
使
用

も
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
商
品
に
つ
い
て
は
、
本
項
の
適
用
を
認
め
な
い
と
す
る
内
容
と
な
っ
た
。
安
定
し
た
審
査
実
務
、
商
標
権
の
禁

止
権
拡
大
に
伴
う
第
三
者
の
予
測
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
評
価
を
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
の
素
朴
な
考
察
は
、
審
査
・
審
判
実
務
の
経
験
者
と
し
て
、
法
意
に
即
し
て
、
よ
り
衡
平
的
、
実
際
的
、
安
定
的
で
あ
る
べ
き
と

い
う
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
解
釈
・
運
用
が
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
法
意
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
、
条
文
に
つ
い
て
確
認
的
に
明
確
化
を
図
る
と
い
う

方
向
で
改
正
す
る
の
も
一
案
で
は
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
も
、
商
標
権
の
排
他
的
効
力
は
類
似
範
囲
ま
で
及
ぶ
（
三
七
条
一
号
）
の
で
、

基
本
的
に
出
願
人
は
困
る
こ
と
も
な
い
と
思
量
す
る
。

本
稿
が
、
本
問
題
に
つ
い
て
今
後
の
運
用
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
上
に
、
い
さ
さ
か
で
も
役
立
ち
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し

て
、
こ
の
問
題
が
、
関
係
者
の
工
夫
と
努
力
に
よ
り
、
可
及
的
速
や
か
に
収
束
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

 

以
上

（
一
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六
二

〔
注
〕

（
1
） 

黒
糖
ド
ー
ナ
ツ
棒
事
件
（
知
財
高
判
平
成
二
三
・
三
・
二
四
判
時
二
一
二
一
号
一
二
七
頁
）、
あ
ず
き
バ
ー
事
件
（
知
財
高
判
平
成

二
五
・
一
・
二
四
判
時
二
一
七
七
号
一
一
四
頁
）、
ｉ
商
標
事
件
（
知
財
高
判
平
成
二
七
・
一
〇
・
二
九
裁
判
所
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）
等
。
他
に
も
多

く
の
裁
判
例
に
お
い
て
同
趣
旨
の
一
般
論
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
2
） 

「
コ
カ･
コ
ー
ラ
容
器
立
体
商
標
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
〇
・
五
・
二
九
判
時
二
〇
〇
六
号
三
六
頁
）、「JE

A
N

 P
A

U
L

 G
A

U
L

T
IE

R
 

“C
L

A
S

S
IQ

U
E

”
立
体
商
標
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
三
・
四
・
二
一
判
時
二
一
一
四
号
九
頁
）
等
。

（
3
） 

特
許
庁
編
「
新
工
業
所
有
権
法
逐
条
解
説
〔
初
版
〕」
五
五
七
頁
（
発
明
協
会
、
昭
和
三
四
年
八
月
発
行
）、
特
許
庁
編
「
工
業
所
有
権
制
度
改

正
審
議
会
答
申
説
明
書
」
七
二
・
七
三
頁
（
発
明
協
会
、
昭
和
三
二
年
二
月
発
行
）

（
4
） 

旧
法
時
に
お
い
て
、
当
初
は
特
別
顕
著
を
商
標
の
構
成
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
と
解
し
、
明
瞭
で
な
い
も
の
を
何
回
使
用
し
て
も
明
瞭
に
な
る
は

ず
は
な
い
の
で
、
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
を
認
め
な
い
と
す
る
考
え
方
（
消
極
説
）
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。（
江
口
俊
夫
「
商
標
法
解
説
（
１
）」

八
八
頁
、
萼
工
業
所
有
権
研
究
所
出
版
部
、
一
九
七
一
年
）

（
5
） 

大
審
院
判
決
昭
和
三
・
四
・
一
〇
「
パ
ス
タ
ー
事
件
」（
大
審
院
民
事
判
例
集
七
巻
一
八
五
頁
）
は
、「
永
年
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
取

得
」
と
い
う
法
理
を
初
め
て
適
用
し
た
判
決
で
あ
り
、「
普
通
名
詞
ヨ
リ
成
リ
且
普
通
使
用
ス
ル
書
體
ニ
テ
表
示
シ
タ
ル
文
字
商
標
ト
雖
長
年
月
ノ

間
繼
續
シ
テ
一
定
商
品
ニ
使
用
セ
ラ
レ
来
リ
タ
ル
結
果
其
ノ
商
品
ト
ノ
関
係
ニ
於
テ
取
引
上
右
商
標
ニ
於
ケ
ル
普
通
名
詞
ハ
固
有
名
詞
化
セ
ラ
レ
該

商
品
ニ
其
ノ
商
標
ヲ
添
付
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ニ
依
リ
一
般
取
引
上
直
ニ
商
品
ノ
出
處
ヲ
認
識
セ
ラ
ル
ル
ニ
足
ル
ト
キ
ハ
特
別
顕
著
性
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ

タ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
登
録
商
標
タ
ル
適
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
解
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
蓋
シ
或
ル
商
標
カ
自
他
ノ
商
品
ヲ
甄
別
ス
ル
標
識
ト
シ
テ
特
別
顕
著

性
ヲ
有
ス
ル
ヤ
否
ハ
商
標
自
體
ノ
構
造
ノ
ミ
ニ
依
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
一
定
ノ
商
品
ニ
對
ス
ル
関
係
ニ
於
テ
該
商
標
カ
一
般
取
引
上
如
何
ナ
ル
印
象
ヲ

与
フ
ル
ヤ
ニ
依
リ
之
ヲ
定
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
て
、
商
品
の
普
通
名
詞
「
パ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
取
得
を

認
め
た
。
ま
た
、
大
審
院
判
決
昭
和
三
・
九
・
八
「
８
０
８
商
標
事
件
」（
審
決
公
報
六
八
三
号
五
頁
）
も
同
趣
旨
で
、「
８
０
８
」
の
数
字
か
ら
な

る
商
標
を
商
品
「
骨
牌
」
に
つ
い
て
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
な
商
標
と
認
め
た
。

（
6
） 

前
掲（
３
）特
許
庁
編
「
逐
条
解
説
〔
初
版
〕」
五
六
〇
頁
、
前
掲（
３
）特
許
庁
編
「
答
申
説
明
書
」
七
三
・
七
四
頁

（
一
九
八
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

六
三

（
7
） 

昭
和
三
一
・
一
二
「
工
業
所
有
権
制
度
改
正
審
議
会
答
申
」
商
標
部
会
関
係
第
二
（
二
）

（
8
） 

前
掲（
３
）特
許
庁
編
「
答
申
説
明
書
」
七
三
頁

（
9
） 
東
京
高
判
昭
和
三
〇
・
二
・
二
四
行
集
六
巻
二
号
三
三
二
頁
「
◯北
商
標
事
件
」

（
10
） 
審
査
第
一
部
商
標
課
「
商
標
審
査
取
極
」（
昭
和
三
三
年
六
月
）
六
頁

（
11
） 

特
許
庁
「
商
標
審
査
基
準
」（
昭
和
三
六
年
七
月
一
日
）
九
頁

（
12
） 

前
掲（
４
）江
口
「
商
標
法
解
説
（
１
）」
九
〇
頁 

（
13
） 

田
倉
整
「
商
標
の
永
年
使
用
に
よ
る
特
別
顕
著
性
の
取
得
」（「
工
業
所
有
権
の
基
本
的
課
題
（
下
）」
八
八
三
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）

（
14
） 

三
宅
正
雄
「
商
標
法
雑
感
」
八
一
頁
（
冨
山
房
、
一
九
七
三
年
）

（
15
） 

工
藤
莞
司
「
商
標
法
の
解
説
と
裁
判
例
〔
改
訂
版
〕」
九
三
頁
（
マ
ス
タ
ー
リ
ン
ク
、
二
〇
一
五
年
）

（
16
） 

茶
園
成
樹
「
商
標
法
〔
第
２
版
〕」
五
四
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）

（
17
） 

田
村
善
之
「
商
標
法
概
説
〔
第
２
版
〕」
一
九
〇
頁
・
一
九
一
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）

（
18
） 

井
上
周
一
「
知
的
財
産
法
最
高
裁
判
例
評
釈
大
系
Ⅱ
」
三
二
六
頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

（
19
） 

足
立
勝
「
ゴ
ル
チ
ェ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
香
水
瓶
立
体
商
標
事
件
」（「
最
新
判
例
か
ら
み
る
商
標
法
の
実
務
Ⅱ
」
一
〇
五
頁
、
青
林
書
院
、

二
〇
一
二
年
）

（
20
） 

宮
脇
正
晴
「
商
標
法
３
条
２
項
に
よ
り
登
録
が
認
め
ら
れ
る
商
品
の
範
囲
」（
Ｌ
＆
Ｔ
六
二
号
、
四
〇
頁
、
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）

（
21
） 

網
野
誠
「
商
標
〔
第
６
版
〕」
一
八
九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）

（
22
） 

渋
谷
達
紀
「
知
的
財
産
法
講
義
Ⅲ
〔
第
２
版
〕」
三
四
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

（
23
） 

川
瀬
幹
夫
「
商
標
法
３
条
１
項
の
本
来
的
識
別
性
と
使
用
に
よ
る
顕
著
性
」（
知
財
管
理
Vol.
63
№
５
、
七
四
二･

七
四
三
頁
、
二
〇
一
三
年
）

（
24
） 

外
川
英
明
「
あ
ず
き
バ
ー
事
件
・
判
批
」（
判
時
二
一
九
九
号
一
六
五
頁
、
二
〇
一
三
年
）

（
25
） 

髙
部
眞
規
子
「
使
用
に
よ
る
識
別
力
を
獲
得
し
た
商
標
」（
土
肥
一
史
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
知
的
財
産
法
の
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
」
一
四･

一
五
頁
、
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
七
年
）

（
一
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六
四

（
26
） 

安
原
正
義
「
商
標
法
３
条
２
項
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
商
標
権
に
関
す
る
一
考
察
」（
知
財
管
理
Vol.
63
№
５
、
六
七
七
頁
、
二
〇
一
三
年
）

（
27
） 

土
肥
一
史
「
新
商
標
の
識
別
性
と
類
似
性
」（
中
山
信
弘
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
は
ば
た
き
─
21
世
紀
の
知
的
財
産
法
」
七
九
三
頁･

七
九
四
頁
、
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）

（
28
） 
大
西
育
子
「
商
標
の
使
用
に
よ
る
識
別
力
」（
土
肥
一
史
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
知
的
財
産
法
の
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
」
八
七
頁
、
中
央
経
済

社
、
二
〇
一
七
年
）

（
29
） 

特
許
庁
「
商
標
審
査
基
準
〔
改
訂
第
12
版
〕」
四
五･

四
六
頁
（
発
明
推
進
協
会
二
〇
一
六
年
）、
そ
の
後
現
在
の
〔
改
訂
第
14
版
〕

（
四
四
・
四
五
頁
二
〇
一
九
年
）
ま
で
そ
の
内
容
に
変
更
は
な
い
。

（
30
） 

第
一
三
回
商
標
審
査
基
準
Ｗ
Ｇ
（
平
成
二
七
年
一
一
月
五
日
）「
資
料
１
」
二
頁
（
特
許
庁
Ｈ
Ｐ
）

（
31
） 

前
掲（
30
）に
同
じ
。

（
32
） 

北
岡
弘
章
「
商
品
等
の
立
体
的
形
状
に
関
す
る
商
標
法
３
条
２
項
の
適
用
と
そ
の
要
件
」（
小
松
陽
一
郎
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
「
最
新
判
例

知
財
法
」
三
九
九
頁
、
青
林
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
商
品
の
立
体
的
形
状
か
ら
な
る
商
標
の
自
他
商
品
識
別
機
能
の
認
定
の
際
に
は
広
告
宣
伝

そ
の
他
に
お
け
る
文
字
商
標
の
露
出
の
仕
方
も
問
題
と
す
る
以
上
、
あ
え
て
出
願
商
標
と
使
用
商
標
の
同
一
性
を
要
求
す
る
必
要
は
な
く
、
立
体
形

状
の
独
立
性
を
問
題
に
し
た
上
で
、
考
慮
事
情
を
明
確
化
す
る
方
が
好
ま
し
い
と
す
る
。

（
33
） 

知
財
高
判
平
成
一
九
・
六
・
二
七
判
時
一
九
八
四
号
三
頁

（
34
） 

前
掲（
30
）に
同
じ
。

（
35
） 

前
掲（
30
）議
事
録
九
頁

　
木
村
一
弘
商
標
審
査
基
準
室
長
発
言
要
旨
「
本
改
正
は
、
現
行
の
趣
旨
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的

な
考
え
方
は
同
じ
。
商
品
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
拡
大
傾
向
に
あ
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
今

回
、
原
則
は
変
え
て
い
な
い
が
、
従
前
か
ら
の
「
表
示
の
厳
密
な
一
致
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
緩
和
し
て
い
る
。」

（
36
） 

審
査
基
準
上
、
標
準
文
字
の
扱
い
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
と
も
か
く
、
使
用
商
標
が
標
準
文
字
と
は
外
観

上
明
ら
か
に
別
異
の
態
様
で
あ
る
場
合
に
は
、
標
準
文
字
か
ら
な
る
出
願
商
標
に
は
本
項
の
適
用
は
な
い
。（
前
掲（
30
）議
事
録
一
三
・
一
四
頁
参

照
）

（
二
〇
〇
）



商
標
法
第
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
（
小
川
）

六
五

（
37
） 

包
括
表
示
に
よ
る
指
定
商
品
の
表
示
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
の
で
、
取
引
の
実
情
、
実
際
の
密
接
関
連
性
等

を
考
慮
し
て
、
包
括
表
示
で
も
同
一
視
で
き
る
商
品
の
範
囲
か
ど
う
か
で
商
品
の
同
一
性
が
判
断
さ
れ
る
。（
前
掲（
30
）議
事
録
七
～
一
〇
頁
参
照
）

（
38
） 
前
掲（
30
）議
事
録
七
頁

　
木
村
一
弘
商
標
審
査
基
準
室
長
発
言

（
39
） 
小
川
宗
一
「
知
的
財
産
権
法
の
解
釈
と
立
法
者
の
意
思
」（
日
本
大
学
法
学
部
知
財
ジ
ャ
ー
ナ
ル
Vol.
１
№
１
、
九
〇
頁
、
二
〇
〇
八
年
）

（
40
） 

最
高
判
昭
和
五
四
・
四
・
一
〇
民
集
一
二
六
号
五
〇
七
頁

（
41
） 

三
条
二
項
が
例
外
規
定
と
す
る
裁
判
例
は
数
多
い
（
三
浦
葉
山
牛
事
件
、S

peedC
ooking

事
件
、
ひ
よ
こ
立
体
商
標
事
件
（
知
財
高
判
平
成

一
八
・
一
一
・
二
九
判
時
一
九
五
〇
号
三
頁
）
等
）。
中
村
英
夫
「
注
解
商
標
法
〔
初
版
〕」
一
四
六
頁
（
青
林
書
院
、
一
九
九
四
年
）
は
、「
規
定

の
沿
革
か
ら
み
て
も
、
二
六
条
な
ど
の
商
標
権
の
効
力
に
関
す
る
規
定
か
ら
み
て
も
例
外
規
定
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
す
る
。

（
42
） 

前
掲（
４
）江
口
「
商
標
法
解
説
（
１
）」
九
二
・
九
三
頁
、
前
掲（
21
）網
野
「
商
標
〔
第
６
版
〕」
一
八
八
頁
、
前
掲（
41
）中
村
「
注
解
商
標
法

〔
初
版
〕」
一
四
五
頁
、
平
成
二
二
年
度
商
標
委
員
会
第
三
小
委
員
会
「
商
標
法
３
条
２
項
に
基
づ
く
商
標
権
の
権
利
範
囲
」（
パ
テ
ン
ト
Vol.
64
№
11
、

三
一
頁
、
二
〇
一
一
年
）、
外
川
英
明
「
商
標
の
使
用
に
よ
る
識
別
力
獲
得
の
意
義
と
役
割
」（
パ
テ
ン
ト
Vol.
70
№
11
〔
別
冊
一
七
〕
一
三
〇
頁
、

二
〇
一
七
年
）。

他
方
で
、
出
願
商
標
と
使
用
商
標
は
同
一
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
登
録
を
受
け
た
た
め
、
登
録
商
標
の
権
利
範
囲
は
そ
れ
と
同
一
ま

た
は
実
質
的
に
同
一
の
も
の
に
限
ら
れ
、
書
体
の
異
な
る
も
の
や
異
な
る
態
様
の
も
の
に
つ
い
て
は
権
利
範
囲
外
と
な
る
と
す
る
も
の
や
（
井
上
周

一
「
産
地
表
示
の
商
標
法
３
条
２
項
該
当
性
」（
小
松
陽
一
郎
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
「
最
新
判
例
知
財
法
」
四
四
三
頁
、
青
林
書
院
、
二
〇
〇
八

年
）、
多
量
使
用
の
結
果
識
別
力
が
認
め
ら
れ
て
登
録
さ
れ
た
商
標
権
の
効
力
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
識
別
力
の
発
生
し
た
商
標･

商
品
の
み
に

し
か
及
ば
な
い
と
す
る
も
の
（
平
尾
正
樹
「
商
標
法
〔
第
二
次
改
訂
版
〕」
一
四
九
頁
、
学
陽
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
も
あ
る
が
、
法
的
な
根
拠
は

な
い
。

（
43
） 

第
一
一
回
商
標
審
査
基
準
Ｗ
Ｇ
（
平
成
二
七
年
七
月
九
日
）
で
、
日
本
商
標
協
会
・
本
多
敬
子
委
員
も
、「
裁
判
例
は
、
取
引
の
実
情
そ
の
他

を
考
慮
し
て
、
商
品
な
ど
も
広
げ
て
専
用
権
を
認
め
て
い
る
が
、
一
旦
登
録
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
更
新
時
等
に
何
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
も
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
権
利
が
認
め
ら
れ
る
。
一
時
の
取
引
の
実
情
を
勘
案
し
て
、
そ
の
よ
う
な
強
大
な
権
利
を
与
え
て
い
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
協
会
内
で

（
二
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六
六

も
議
論
が
あ
る
」
旨
の
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。（
同
議
事
録
二
六
頁
、
特
許
庁
Ｈ
Ｐ
）

（
44
） 

前
掲（
25
）髙
部
「
使
用
に
よ
る
識
別
力
を
獲
得
し
た
商
標
」
一
六
頁

（
45
） 
大
西
育
子
「
商
標
の
本
来
的
識
別
力
と
使
用
に
よ
る
識
別
力
」（
渋
谷
達
紀
教
授
追
悼
論
文
集
「
知
的
財
産
法
研
究
の
輪
」
三
九
五
頁

　
発
明

推
進
協
会
二
〇
一
六
年
）、
安
原
正
義
「
商
標
の
同
一
乃
至
同
一
性
に
つ
い
て
」（
渋
谷
達
紀
教
授
追
悼
論
文
集
「
知
的
財
産
法
研
究
の
輪
」
三
六
三

頁
、
発
明
推
進
協
会
、
二
〇
一
六
年
）
も
同
趣
旨
。

（
46
） 

「
角
瓶
事
件
」、「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
容
器
立
体
商
標
事
件
」、「
エ
ピ
・
ラ
イ
ン
事
件
」（
東
京
高
判
平
成
一
二
・
八
・
一
〇
判
時
一
七
三
〇
号

一
二
八
頁
）、「
第
二
次
ヤ
ク
ル
ト
容
器
事
件
」（
知
財
高
判
平
成
二
二
・
一
一
・
一
六
判
時
二
一
一
三
号
一
三
五
頁
）
等

（
47
） 

筆
者
は
、
第
一
一
回
商
標
審
査
基
準
Ｗ
Ｇ
（
平
成
二
七
年
七
月
九
日
）
の
場
で
も
、
そ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
。（
同
議
事
録
二
九
・
三
〇
頁
、

特
許
庁
Ｈ
Ｐ
）

（
48
） 

前
掲（
27
）土
肥
『
は
ば
た
き
─
21
世
紀
の
知
的
財
産
法
』
七
九
四
頁
）

（
49
） 

小
川
宗
一
「
あ
ず
き
バ
ー
事
件
判
批
」（
日
本
大
学
知
財
ジ
ャ
ー
ナ
ル
Vol.
７
、
八
二
頁
、
二
〇
一
四
年
）

（
50
） 

前
掲（
15
）に
同
じ
。

（
51
） 

前
掲（
25
）髙
部
「
使
用
に
よ
る
識
別
力
を
獲
得
し
た
商
標
」
一
六
頁･

一
七
頁

（
52
） 

前
掲（
30
）議
事
録
六･

七
頁

　
木
村
一
弘
商
標
審
査
基
準
室
長
も
「（
商
品
と
し
て
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
）
基
本
的
な
考
え
と
し
て
は
、
別

表
の
一
番
下
の
レ
ベ
ル
で
書
い
て
あ
る
よ
う
な
商
品
の
中
で
の
表
示
の
一
致
と
い
う
の
を
考
え
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。 （

二
〇
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

六
七

委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」

─
債
権
法
改
正
過
程
か
ら
見
え
た
も
の

─

長
谷
川

　
　貞

　
　之

（
目
次
）

一
　
問
題
の
所
在

二
　
役
務
提
供
契
約
と
債
権
法
改
正

　
１

　
債
権
法
改
正
の
概
要

　
２

　
法
制
審
議
会
民
法
部
会
に
お
け
る
論
点
の
整
理
と
絞
り
込
み

　
３

　
法
典
編
纂
の
基
本
的
視
座
と
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
律
の
在
り
方

三
　
債
権
法
改
正
過
程
か
ら
見
た
委
任
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」

　
１

　
債
権
法
改
正
に
お
け
る
委
任
の
任
意
解
除

論
　
説

（
二
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六
八

　
２

　
民
法
改
正
検
討
委
員
会
の
基
本
方
針
と
委
任
の
任
意
解
除

　
　（
１
）　
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
の
創
設

　
　（
２
）　
委
任
の
任
意
解
除
に
関
す
る
規
律
の
定
立

　
　（
３
）　
準
委
任
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し

　
３

　
法
制
審
議
会
民
法
部
会
の
立
法
提
案
と
委
任
の
任
意
解
除

　
　（
１
）　
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
審
議
と
中
間
論
点
整
理

　
　（
２
）　
中
間
試
案
と
委
任
の
任
意
解
除

　
　（
３
）　
要
綱
仮
案
・
要
綱
案
と
「
受
任
者
の
利
益
」

　
　（
４
）　
改
正
法
六
五
一
条
の
制
定
公
布
と
委
任
者
の
任
意
解
除
権

四
　
改
正
法
六
五
一
条
と
「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
任
意
解
除

　
１

　
改
正
法
六
五
一
条
の
意
義

　
２

　
改
正
法
六
五
一
条
の
法
意
と
解
除
で
き
な
い
委
任

　
　（
１
）　
従
前
の
判
例
法
理
の
命
題

　
　（
２
）　
主
要
学
説
と
「
受
任
者
の
利
益
」
概
念

　
　（
３
）　
解
除
で
き
な
い
委
任
と
「
受
任
者
の
利
益
」

　
３

　「
受
任
者
の
利
益
」
と
損
害
賠
償
の
要
否

五
　
残
さ
れ
た
課
題
と
議
論
の
方
向
性

　
１

　
や
む
こ
と
を
得
ざ
る
事
由
の
考
慮
要
素

　
２

　
特
定
商
取
引
法
に
お
け
る
中
途
解
約
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
規
制
と
の
関
係

　
３

　
金
銭
的
損
害
賠
償
と
補
償

六
　
結

　
び

（
二
〇
四
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

六
九

一
　
問
題
の
所
在

現
代
社
会
で
は
、
民
法
典
制
定
時
に
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
内
容
と
す
る
多
種
多
様
な
契
約
が
あ
り
、

役
務
提
供
契
約
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
役
務
提
供
の
主
体
・
客
体
・
提
供
さ
れ
る
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
様
々
で
あ
っ
て
、

役
務
提
供
に
属
す
る
契
約
に
は
実
に
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
役
務
提
供
契
約
と
は
、
こ
う
し
た
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
契
約
で
あ
る

（
１
）

。
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
役
務
提
供
契
約
に
対
し
て
、
民
法
典
の
規
律
は
こ
れ
ら
の
一
部
を
雇
用
・
請

負
・
委
任
・
寄
託
と
い
っ
た
抽
象
的
概
念
で
も
っ
て
規
定
す
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ

ら
の
多
く
は
準
委
任
（
民
法
六
五
六
条
）
と
し
て
処
理
さ
れ
、
伝
統
的
に
は
委
任
の
規
律
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た

（
２
）

。

し
か
し
、
こ
れ
ら
広
く
役
務
提
供
契
約
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
無
造
作
に
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
す
る
と
、
当
事
者
の
一

方
か
ら
の
自
由
な
解
除
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
か
（
改
正
前
民
法
六
五
一
条
一
項
、
改
正
法
六
五
一
条
一
項
）、
当
事
者
の
一
方
に
厳
格
な

注
意
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
（
民
法
六
四
四
条
）
な
ど
、
必
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
な
い
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

（
３
）

。
ま
た
、

準
委
任
に
も
分
類
さ
れ
ず
、
無
名
契
約
と
扱
わ
れ
る
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
適
用
さ
れ
る
任
意
規
定
が
な
い
こ
と
に
な

り
、
当
事
者
間
の
法
律
関
係
は
当
該
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
く
し
か
な
い
と
い
う
事
態
も
生
じ
う
る

（
４
）

。

こ
の
よ
う
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
状
況
に
鑑
み
、
近
時
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
は
、「
新
し
い
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

を
目
的
と
す
る
契
約
へ
の
対
応
の
必
要
性
」
と
「
役
務
提
供
に
関
す
る
既
存
の
典
型
契
約
の
機
能
分
担
の
見
直
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

役
務
提
供
に
属
す
る
典
型
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
見
直
す
べ
き
か
と
い

う
検
討
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。

（
二
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七
〇

委
任
の
任
意
解
除
を
定
め
た
改
正
前
民
法
六
五
一
条
に
つ
い
て
い
え
ば
、
従
来
、
判
例
は
、
委
任
が
「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と

す
る
場
合
に
お
い
て
、
委
任
者
は
原
則
と
し
て
同
条
に
基
づ
く
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
る
場

合
（
６
）

、
ま
た
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
な
く
と
も
、「
委
任
者
が
解
除
権
自
体
を
放
棄
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
事
情
」
が
あ
る
場
合

（
７
）

に
は
、
同
条
に
基
づ
く
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
特
段
の
事
情
」
が
あ
る
場
合

（
８
）

に

は
、
委
任
の
解
除
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
き
た

（
９
）

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
の
解
釈
や
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
見
解
が
主
張

さ
れ
て
い
る

（
10
）

。
そ
の
た
め
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
は
、
そ
の
規
律
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
任
が
受
任
者
の

利
益
を
も
目
的
と
し
て
い
る
場
合
の
委
任
者
の
任
意
解
除
権
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
る
か
ど
う
か
な
ど
、
更
に
検
討
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た

（
11
）

。
そ
の
結
果
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
法
制
審
議
会
の
民
法
部
会
を
中
心
に
検
討
が
加
え
ら

れ
、
国
会
の
審
議
を
経
て
、
新
た
に
改
正
法
六
五
一
条
が
成
立
し
た
。
同
法
は
、
従
来
の
判
例
法
理
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、「
受
任
者
の

利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
、
解
除
権
自
体
の
存
否
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
可
否
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る

こ
と
を
規
定
し
た
（
改
正
法
六
五
一
条
二
項
二
号

（
12
）

）。
こ
れ
は
、
従
前
の
判
例
法
理
と
の
関
係
で
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
改

正
前
民
法
六
五
一
条
の
下
に
展
開
さ
れ
た
判
例
法
理
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
な
ど
問
題
点
は
多
く
、
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る

（
13
）

。

委
任
の
解
除
を
め
ぐ
っ
て
は
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
規
範
構
造
を
民
法
典
の
編
纂
時
に
遡
り
検
討
し

（
14
）

、
ま
た
、
判
例
法
理
の
条
文

化
と
半
強
行
法
規
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
正
法
六
五
一
条
が
判
例
・
学
説
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
検
討
を
加
え
た

（
15
）

。
一
方
、
強
行

法
・
任
意
法
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
改
正
後
の
委
任
の
任
意
解
除
権
（
改
正
法
六
五
一
条
）
を
請
負
契
約
に
お
け
る
契
約
不
適
合
責
任
・
解

除
と
と
も
に
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
て
き
た

（
16
）

。
そ
し
て
、
契
約
の
終
了
と
い
う
観
点
か
ら
、
委
任
契
約
の
解
除
に
対
す
る
制
約
原
理
を

探
求
し
、
改
正
法
六
五
一
条
の
意
義
と
契
約
解
除
の
解
除
に
関
す
る
通
則
を
定
め
た
改
正
法
五
四
一
条
の
補
充
的
適
用
と
の
関
係
を
論
じ
た

（
17
）

。

（
二
〇
六
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

七
一

本
稿
は
、
こ
う
し
た
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
委
任
の
解
除
を
め
ぐ
る
問
題
の
う
ち
、
改
正
法
六
五
一
条
の
出
来
上
が

る
ま
で
を
、
債
権
法
改
正
に
現
わ
れ
た
部
会
資
料
や
議
事
録
な
ど
の
各
種
資
料
を
手
掛
か
り
に
そ
の
痕
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
同
条
の
立
法

趣
旨
（
同
条
一
項
）
を
明
ら
か
に
し
、「
受
益
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
任
意
解
除
（
同
条
二
項
二
号
）
の
可
否
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る

（
18
）

。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
示
さ
れ
る
委
任
な
ど
の
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
問
題
点
、
お
よ
び
検
討
課
題
を

取
り
上
げ
る
（
一
）。
次
に
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
に
つ
い
て
、
債
権
法
改
正
に
現

わ
れ
た
部
会
資
料
や
議
事
録
な
ど
の
各
種
資
料
を
手
掛
か
り
に
そ
の
痕
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
同
条
の
立
法
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
（
三
）。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
経
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
対
す
る
資
料
的
典
拠
が
示
さ
れ
、
論
証
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う

え
で
、「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
解
除
と
改
正
法
六
五
一
条
と
の
関
係
に
つ
き
、
従
前
の
判
例
法
理
、
主
要
学
説
と

「
受
任
者
の
利
益
」
概
念
な
ど
を
検
討
し
、
同
条
の
下
で
も
解
除
で
き
な
い
委
任
が
存
在
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
受
任
者
側
に
お
け
る
契

約
継
続
の
利
益
の
内
容
・
程
度
に
応
じ
た
検
討
の
必
要
性
を
説
き
、
そ
の
た
め
の
類
型
的
考
察
の
視
点
を
提
示
す
る
（
四
）。
今
日
、
委

任
が
準
委
任
を
含
み
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
に
「
受
益
者
の
利
益
」
と

い
っ
た
だ
け
で
は
何
ら
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
、
最
後
に
、
改
正
法
六
五
一
条
の
適
用

範
囲
を
考
え
る
う
え
で
は
こ
れ
ま
で
判
例
・
学
説
が
漠
然
と
理
解
し
て
き
た
「
受
益
者
の
利
益
」
概
念
の
解
明
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
が
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
残
さ
れ
た
課
題
と
議
論
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
（
五
）。

（
二
〇
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七
二

二
　
役
務
提
供
契
約
と
債
権
法
改
正

１
　
債
権
法
改
正
の
概
要

本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
の
民
法
典
に
お
け
る
債
権
関
係
の
改
正
の
流
れ
と
経
緯
を
、
以
下
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

今
次
の
債
権
法
改
正
に
関
す
る
作
業
は
、
平
成
二
一
年
一
一
月
か
ら
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関

係
）
部
会
（
以
下
、「
民
法
部
会
」
と
い
う
）
に
お
け
る
審
議
を
中
心
に
行
わ
れ

（
19
）

、
改
正
項
目
も
二
〇
〇
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た

（
20
）

。

民
法
部
会
に
お
け
る
審
議
は
、
こ
れ
に
先
行
し
て
組
織
さ
れ
た
学
者
中
心
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委

員
会
（
以
下
、「
民
法
改
正
検
討
委
員
会
」
と
い
う
）
で
の
議
論

（
21
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
八
日
、
法
務
大
臣
が
法
制
審

議
会
に
対
し
て
行
っ
た
諮
問
（
第
一
八
八
号
）
か
ら
始
ま
る

（
22
）

。

法
務
大
臣
の
諮
問
は
、「
民
事
基
本
法
典
で
あ
る
民
法
の
う
ち
債
権
関
係
の
規
定
に
つ
い
て
、
同
法
制
定
以
来
の
社
会
・
経
済
の
変
化

の
対
応
を
図
り
、
国
民
一
般
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
関
わ
り
の
深
い
契
約
に

関
す
る
規
定
を
中
心
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
要
綱
を
示
さ
れ
た
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
23
）

。

諮
問
さ
れ
た
見
直
し
の
対
象
は
、
民
法
の
う
ち
契
約
を
中
心
と
す
る
債
権
関
係
の
規
定
で
あ
る
。「
債
権
関
係
の
規
定
」
と
い
う
文
言

で
、
第
三
編
債
権
だ
け
で
な
く
第
一
編
総
則
の
法
律
行
為
や
消
滅
時
効
等
の
検
討
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

「
契
約
に
関
す
る
規
定
を
中
心
に
」
と
い
う
文
言
で
、
第
三
編
の
う
ち
で
も
不
法
行
為
等
の
法
定
債
権
は
主
た
る
検
討
対
象
で
は
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諮
問
で
は
、
見
直
し
を
行
う
観
点
と
し
て
、
社
会
・
経
済
の
変
化
の
対
応
と
国
民
一
般
へ
の
分
か
り
や
す

さ
、
と
い
う
二
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
民
法
典
の
財
産
編
が
制
定
さ
れ
た
明
治
二
九
年
か
ら
既
に
一
一
〇
余
年
が
経
過
し
て
お
り
、
前

（
二
〇
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

七
三

者
は
、
こ
の
間
の
社
会
・
経
済
の
変
化
へ
の
対
応
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
後
者
は
、
民
法
制
定
以
来
一
一
〇
年
余
り
の
間
に
条

文
の
外
に
形
成
さ
れ
た
判
例
法
理
を
明
文
化
す
る
と
か
、
不
明
確
な
規
定
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
諮
問
を
受
け
て
、
法
制
審
議
会
は
、
平
成
二
一
年
一
一
月
、
新
た
な
専
門
部
会
と
し
て
債
権
法
改
正
に
関
す
る
民
法
部
会
を
設
置

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
審
議
を
終
了
す
る
の
は
平
成
二
七
年
二
月
で
あ
る
が
、
民
法
部
会
の
設
置
か
ら
審

議
終
了
ま
で
の
間
、
民
法
部
会
で
は
九
九
回
の
部
会
と
一
八
回
の
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
民
法
部
会
は
、

平
成
二
三
年
四
月
一
二
日
開
催
の
第
二
六
回
会
議
に
お
い
て
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」（
以
下
、「
中

間
論
点
整
理
」
と
い
う
）
を
決
定
し
、
こ
れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
。
ま
た
、
民
法
部
会
は
、
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
審
議
を
し
た
結
果
、
平
成
二
五
年
二
月
二
六
日
開
催
の
第
七
一
回
会
議
に
お
い
て
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改

正
に
関
す
る
中
間
試
案
」（
以
下
、「
中
間
試
案
」
と
い
う
）
を
決
定
し
、
こ
れ
を
二
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
二
六
年
八
月
二
六
日
開
催
の
第
九
六
回
会
議
に
お
い
て
、
民
法
部
会
は
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
仮
案
」（
以
下
、

「
要
綱
仮
案
」
と
い
う
）
を
取
り
ま
と
め
（
た
だ
し
「
定
型
約
款
」
の
箇
所
を
留
保
し
た
）、
こ
れ
を
同
年
九
月
八
日
に
公
表
し
、
さ
ら
に
、
平
成

二
七
年
二
月
一
〇
日
開
催
の
第
九
九
回
会
議
で
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
」（
以
下
、「
要
綱
案
」
と
い
う
）
を
決
定
し

た
。
こ
の
要
綱
案
が
、
同
年
二
月
二
四
日
開
催
の
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
、
最
後
に
遅
れ
て
策
定
さ
れ
た
定
款
に
関
す
る
条
項
と
と

も
に
正
式
に
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
」（
以
下
、「
要
綱
」
と
い
う
）
と
し
て
採
択
さ
れ
、
民
法
部
会
で
の
審
議
は
終

了
し
た
。

こ
の
後
、
法
務
省
は
、
法
制
審
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
要
綱
に
基
づ
き
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
以
下
、「
法
律
案
」

と
い
う
）
を
作
成
し
、
こ
れ
が
内
閣
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
、
内
閣
よ
り
第
一
八
九
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ

（
二
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七
四

た
。
こ
の
法
律
案
は
、
衆
議
院
の
先
議
に
付
さ
れ
、
衆
議
院
に
お
け
る
審
査
、
衆
参
両
院
の
実
質
的
審
議
を
経
て
、
平
成
二
九
年
五
月

二
六
日
、
第
一
九
三
回
通
常
国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
し

（
24
）

、
同
年
六
月
二
日
に
公
布
さ
れ
た
（
法
律
第
四
四
号
。
以
下
、「
改
正
法
」
と
い
う
）。

公
布
さ
れ
た
改
正
法
の
施
行
日
は
、
平
成
三
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
四
月
一
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２
　
法
制
審
議
会
民
法
部
会
に
お
け
る
論
点
の
整
理
と
絞
り
込
み

委
任
な
ど
の
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
民
法
部
会
の
審
議
は
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
開
催
の
第
一
六
回
会
議
よ
り
始
ま
る

（
25
）

。
こ

の
会
議
に
お
い
て
、
鎌
田
薫
部
会
長
の
司
会
の
も
と
に
、
法
務
省
の
笠
井
朋
明
関
係
官
よ
り
部
会
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
行
わ
れ
、
役
務

提
供
契
約
に
関
す
る
問
題
点
の
指
摘
と
検
討
課
題
が
示
さ
れ
た

（
26
）

。
部
会
資
料
に
よ
る
と
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を

目
的
と
す
る
契
約
が
量
的
に
増
大
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
す
る
契
約
が
現
れ
る
な
ど
、
役
務
の
給
付
を
目
的
と
す

る
契
約
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
今
日
見
ら
れ
る
新
し
い
役
務
提
供
型
契
約
に
は
民
法
が
想
定
し
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、

民
法
は
こ
れ
ら
の
契
約
に
対
し
て
必
ず
し
も
適
切
な
規
律
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
役
務
提
供
型
に
属
す
る
既

存
の
典
型
契
約
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
請
負
の
う
ち
仕
事
が
物
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
類
型
の
も
の
に
つ
い
て
は
請
負
か
ら
切
り
離
し

て
委
任
ま
た
は
準
委
任
と
統
合
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
契
約
相
互
間
の
機
能
分
担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
続
き
、
民
法
部
会
に
対
し
、「
新
し
い
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
へ
の
対
応
の
必
要
性
」
と
「
役
務
提
供
に

関
す
る
既
存
の
典
型
契
約
の
機
能
分
担
の
見
直
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
役
務
提
供
型
に
属
す
る
典
型
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
見
直
す
べ
き
か
、
と
い
う
検
討
課
題
が
示
さ
れ
た

（
27
）

。

こ
の
問
題
提
起
と
検
討
課
題
を
出
発
点
と
し
て
、
民
法
部
会
で
は
役
務
提
供
に
関
す
る
債
権
法
改
正
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

（
二
一
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

七
五

こ
の
後
の
民
法
部
会
に
お
け
る
審
議
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
の
創
設
が
断
念
さ
れ
る
な
ど
、
い
く

つ
か
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
当
初
の
検
討
課
題
か
ら
は
か
な
り
後
退
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

３
　
法
典
編
纂
の
基
本
的
視
座
と
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
律
の
在
り
方

今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
、
委
任
な
ど
の
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
論
点
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
民
法
部
会
の
審
議
に
も
紆
余

曲
折
が
あ
っ
た

（
28
）

。
役
務
提
供
に
関
す
る
審
議
状
況
を
概
観
す
る
と
、
民
法
部
会
で
は
、
①
審
議
の
当
初
か
ら
、
通
常
の
典
型
契
約
よ
り
も

や
や
抽
象
度
の
高
い
、
し
か
し
、
双
務
契
約
や
有
償
契
約
よ
り
も
具
体
的
な
、
い
わ
ば
中
二
階
に
位
置
す
る
契
約
類
型
を
設
け
る
か
ど
う

か
が
俎
上
に
挙
げ
ら
れ
、
役
務
提
供
型
契
約
の
一
般
的
規
定
の
創
設
が
検
討
さ
れ
た
（
中
間
論
点
整
理
第
四
七
）。
ま
た
、
準
委
任
に
代
わ

る
役
務
提
供
型
契
約
の
受
け
皿
規
定
の
定
立
も
論
点
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
（
中
間
論
点
整
理
第
五
〇
）。
し
か
し
、
中
間
試
案
の
段
階
で
、

役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
を
置
く
こ
と
は
断
念
さ
れ
、
準
委
任
の
規
定
（
民
法
六
五
六
条
）
の
整
備
に
よ
る
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
た
（
中
間
試
案
第
四
一−

六
）。
そ
の
提
案
も
、
中
間
試
案
の
公
表
以
降
見
送
ら
れ
、
結
局
、
改
正
法
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
②
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の
受
け
皿
規
定
の
定
立
に
つ
い
て
も
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定

の
創
設
が
断
念
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
見
送
り
と
な
っ
た
。
③
委
任
の
サ
ブ
類
型
と
し
て
、
仲
立
契
約
や
媒
介
契
約
な
ど
の
個
別

具
体
的
な
新
種
の
契
約
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
中
間
論
点
整
理
で
は
検
討
課
題
と
さ
れ
た
が
（
中
間
論
点
整
理

第
四
九−

六
）、
中
間
試
案
の
段
階
で
検
討
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た

（
29
）

。
④
役
務
提
供
契
約
に
関
連
し
て
、
継
続
的
契
約
に
つ
い
て
も
中
間
試

案
で
立
法
提
案
が
示
さ
れ
た
が
（
中
間
試
案
第
三
四
）、
そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て
条
文
化
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
役
務
提
供
契
約

に
関
し
て
は
、
寄
託
契
約
の
中
で
混
合
契
約
お
よ
び
預
貯
金
契
約
に
つ
い
て
の
規
定
（
改
正
法
六
六
五
条
の
二
、六
六
六
条
の
三
）
の
み
を
新

（
二
一
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七
六

設
す
る
に
と
ど
ま
っ
た

（
30
）

。

今
日
の
委
任
は
、
事
務
処
理
の
委
託
で
あ
る
準
委
任
を
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
給
付
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
内
容
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
他
の
役
務
提
供
契
約
と
の
役
割
分
担
、
規
定
相
互
間
の
機
能
的
な
適
用
を
促
す
た
め
に
も
、
役
務
提
供
契
約
に
関
し
て
あ
る

程
度
の
類
型
化
と
規
律
の
定
立
は
必
要
で
あ
っ
た
。
改
正
前
の
民
法
は
、
抽
象
的
な
要
件
か
ら
構
成
さ
れ
た
原
則
志
向
型
ル
ー
ル
を
中
心

と
す
る
一
方
で
、
基
本
原
則
や
事
例
志
向
型
ル
ー
ル
を
回
避
し
、
定
義
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
こ
れ
を
設
け
な
い
方
針
を
と
っ
て
い

た
（
31
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
規
律
さ
れ
る
べ
き
事
案
が
、
比
較
的
少
な
い
条
文
数
で
、
か
つ
、
幅
広
く
補
足
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
換
言

す
れ
ば
、
改
正
前
民
法
は
、
規
範
の
抽
象
性
と
そ
の
よ
う
な
規
範
し
か
定
め
な
い
と
い
う
自
制
に
よ
っ
て
、
判
例
の
展
開
を
促
し
て
き
た

と
も
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
は
、
民
法
に
お
け
る
法
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
積
極
的
評
価
を
与
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
明

治
民
法
の
起
草
に
際
し
て
採
用
さ
れ
た
伝
統
的
な
考
え
（「
定
義
種
別
引
例
当
ニ
渉
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
柵
除
ス

（
32
）

」）
を
承
継
す
る
の
か
と
い
う
基
本

的
対
立
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る

（
33
）

。
こ
の
よ
う
な
法
典
編
纂
に
関
す
る
基
本
方
針
の
対
立
は
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定

の
定
立
や
準
委
任
の
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
影
響
を
与
え
な
い
で
は
お
か
な
い
。
各
契
約
類
型
の
特
質
を
強
調
す
る
と
規
定
が
硬
直

的
ま
た
は
複
雑
に
な
り
、
他
方
、
平
準
化
し
す
ぎ
る
と
各
契
約
類
型
に
お
け
る
具
体
的
妥
当
性
が
低
下
す
る
。
ま
た
、
規
定
や
概
念
を
抽

象
化
す
る
と
射
程
は
広
く
な
る
が
、
規
定
内
容
の
明
確
性
が
低
下
す
る
。
逆
に
、
具
体
化
す
れ
ば
、
規
定
内
容
の
明
確
性
は
高
ま
る
が
、

射
程
は
狭
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
準
委
任
を
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
内
容
と
す
る
委
任
契
約
に
お

い
て
は
、
民
法
で
規
定
す
べ
き
規
律
の
対
象
と
は
何
か
、
規
律
や
概
念
を
ど
の
程
度
、
抽
象
的
な
い
し
一
般
的
な
も
の
と
す
る
か
と
い
う

点
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
法
典
編
纂
の
基
本
方
針
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る

（
34
）

。

（
二
一
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

七
七

三
　
債
権
法
改
正
過
程
か
ら
見
た
委
任
の
任
意
解
除
と
「
受
益
者
の
利
益
」

１
　
債
権
法
改
正
に
お
け
る
委
任
の
任
意
解
除

委
任
の
任
意
解
除
を
定
め
た
改
正
法
六
五
一
条
の
立
法
過
程
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
次
の
債
権
法
改
正

に
お
い
て
は
中
間
試
案
の
公
表
を
も
っ
て
一
つ
の
方
向
性
な
い
し
流
れ
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
債
権
法
改

正
に
現
わ
れ
た
部
会
資
料
や
議
事
録
な
ど
の
各
種
資
料
を
手
掛
か
り
に
、
改
正
法
六
五
一
条
の
成
立
に
至
る
ま
で
を
、
検
討
項
目
ご
と
に
、

か
つ
、
時
系
列
に
即
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

２
　
民
法
改
正
検
討
委
員
会
の
基
本
方
針
と
委
任
の
任
意
解
除

（
１
）

　役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
の
創
設

法
制
審
議
会
民
法
部
会
で
の
審
議
に
先
行
し
て
組
織
さ
れ
た
民
法
改
正
検
討
委
員
会
は
、
平
成
二
一
年
五
月
、「
債
権
法
改
正
の
基
本

方
針
」（
以
下
、「
基
本
方
針
」
と
い
う
）
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
、
民
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
役
務
提
供
に
関
す
る
既
存
の
典
型
契
約
に

加
え
て
、
新
た
に
役
務
提
供
契
約
と
い
う
契
約
類
型
の
創
設
を
提
案
し
た

（
35
）

。

基
本
方
針
は
、
ま
ず
、
役
務
提
供
契
約
を
、「
当
事
者
の
一
方
（
役
務
提
供
者
）
が
相
手
方
（
役
務
受
領
者
）
か
ら
報
酬
を
受
け
て
、
ま
た

は
、
報
酬
を
受
け
な
い
で
、
役
務
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
契
約
で
あ
る
」（【3.2.8.01

】）
と
定
義
す
る

（
36
）

。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
役
務
提

供
契
約
に
関
す
る
規
定
は
、「
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
、
雇
用
そ
の
他
す

べ
て
の
役
務
提
供
契
約
に
適
用
さ
れ
る
」（【3.2.8.03

】）
と
し
、
報
酬
請
求
、
終
了
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
を
配
置
す
る
も
の
と
し
た

（
37
）

。

（
二
一
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七
八

基
本
方
針
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
請
負
お
よ
び
準
委
任
の
定
義
の
整

理
に
よ
り
、
役
務
提
供
に
関
す
る
既
存
の
典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
他
の
役
務
提
供
契
約
の
受
け
皿
と
し
て
準
委
任
を
用
い
る
現
在
の
構

成
を
否
定
し
、
新
設
さ
れ
る
役
務
提
供
契
約
を
役
務
提
供
契
約
の
受
け
皿
規
定
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
斬
新
な
も
の
で
あ
る

（
38
）

。

基
本
方
針
に
よ
る
と
、
役
務
提
供
契
約
の
規
律
に
関
し
て
は
、
委
任
や
請
負
な
ど
の
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
の
創
設
と

既
存
の
典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
契
約
の
受
け
皿
規
定
の
二
つ
が
構
想
さ
れ
、
立
法
化
に
向
け
た
提
案
が
な
さ
れ
た

（
39
）

。
ま

た
、
請
負
お
よ
び
準
委
任
の
定
義
が
整
理
さ
れ

（
40
）

、
成
果
物
の
引
渡
し
を
観
念
で
き
な
い
純
粋
な
無
形
損
害
（
例
え
ば
、
運
送
契
約
）
は
請
負

に
含
ま
れ
ず
、
役
務
提
供
契
約
の
規
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
、
第
三
者
と
の
間
で
の
事

務
の
委
託
以
外
の
も
の
（
例
え
ば
、
在
学
契
約
や
医
療
契
約
）
は
準
委
任
に
含
ま
れ
ず
（【3.2.10.02

】）、
役
務
提
供
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た

（
41
）

。

役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
役
務
受
領
者
は
、
役
務
が
完
了
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
そ
の
場
合
、
役
務
提
供
者
は
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
一
定
額
を
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た

（【3.2.8.10

】）。
役
務
提
供
者
に
つ
い
て
は
、
有
償
と
無
償
と
の
場
合
を
区
別
し
、
有
償
の
役
務
提
供
契
約
の
場
合
に
は
、
役
務
提
供
者
の

任
意
解
除
権
を
否
定
す
る
甲
案
と
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
に
解
除
を
認
め
る
乙
案
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
併
記
し
て
示
さ
れ
た
。

無
償
の
役
務
提
供
契
約
の
場
合
に
は
、
役
務
提
供
者
は
一
定
の
場
合
を
除
い
て
、
何
時
で
も
契
約
を
解
除
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た

（【3.2.8.11

】）。

（
二
一
四
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

七
九

○
基
本
方
針
【3.2.8.10

】（
役
務
受
領
者
の
任
意
解
除
権
）

〈
１
〉　
役
務
提
供
者
が
そ
の
役
務
の
提
供
を
完
成
し
な
い
間
は
、
役
務
受
領
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
２
〉　〈
１
〉
の
場
合
に
お
い
て
、
役
務
提
供
者
は
、
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ア
〉　
成
果
完
成
型
の
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は
、
約
定
の
報
酬
か
ら
解
除
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
た
費
用
［
自
己
の
債
務
を

免
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
利
益
］
を
控
除
し
た
額

〈
イ
〉　
履
行
割
合
型
の
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は
、
既
に
行
っ
た
役
務
提
供
の
履
行
の
割
合
に
応
じ
た
報
酬
お
よ
び
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
い
な
い
費
用

＊
上
記
〈
２
〉
の
〈
イ
〉
に
つ
い
て
は
、
役
務
提
供
が
、
役
務
受
領
者
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
役
務
提
供
者
の
利
益
を
も
図
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
役
務
受
領
者
が
解
除
す
る
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
な
い
と
き
は
、〈
２
〉〈
イ
〉
で
定
め
る
額
を
超
え
る
賠
償

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

○
基
本
方
針
【3.2.8.11

】（
役
務
提
供
者
の
任
意
解
除
権
）

〈
１
〉　
有
償
役
務
提
供
契
約
に
お
け
る
任
意
解
除
権

［
甲
案
］
有
償
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
は
、
役
務
提
供
者
の
任
意
解
除
権
は
定
め
な
い
。

［
乙
案
］
役
務
提
供
者
が
報
酬
を
受
け
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
役
務
提
供
者
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
一
五
）
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八
〇

〈
２
〉　
無
償
役
務
提
供
契
約
に
お
け
る
任
意
解
除
権

役
務
提
供
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
役
務
受
領
者
に
不
利
な
時
期
に
解
除
が
な
さ
れ
、

か
つ
、
そ
の
解
除
が
当
事
者
の
信
義
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
役
務
提
供
者
は
、
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
役
務
受
領
者
が

被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）

　委
任
の
任
意
解
除
に
関
す
る
規
律
の
定
立

一
方
、
委
任
契
約
の
各
当
事
者
に
お
け
る
任
意
解
除
権
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
は
、
改
正
前
民
法
六
五
一
条
の
考
え
方
を
基
本
的
に

維
持
し
つ
つ
、
従
前
の
判
例
法
理
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
委
任
者
お
よ
び
受
益
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
任
意
解
除
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
（【3.2.110.15

】〈
１
〉）、
解
除
が
相
手
方

の
不
利
な
時
期
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
手
方
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
（【3.2.110.15

】〈
２
〉）。
ま
た
、
委
任
の
利
益
が
受
任
者
ま
た
は
そ
の
相
手
方
な
ど
の
第
三
者
に
あ
る
場
合
に
は
、

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
委
任
者
は
委
任
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
（【3.2.110.15

】〈
３
〉）。
そ
し
て
、

委
任
が
、
委
任
者
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
受
任
者
の
利
益
を
も
図
る
場
合
に
お
い
て
、
委
任
者
が
委
任
の
解
除
を
し
た
と
き
は
、
委
任
者

に
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
解
除
に
よ
っ
て
相
手
方
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
（【3.2.110.15

】

〈
４
〉）。
こ
こ
で
は
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
契
約
の
解
除
が
解
除
権
自
体
の
存
否
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
可
否
の
問

題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針
は
、
効
果
の
点
か
ら
判
例
法
理
の
類
型
化
を
図
り
、
要
件
の
整
序
を
行
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
受
任
者
の
利
益
は
準
委
任
を
含
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
で
あ
り
、
受
任
者
の
利
益
を
図
る
委
任
の
す

（
二
一
六
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

八
一

べ
て
の
場
合
に
、
こ
れ
が
妥
当
す
る
規
律
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、

そ
の
点
を
一
先
ず
置
く
と
し
て
も
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
は
、
条
文
の
規
定
振
り
を
見
る

限
り
、
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
考
え
方
を
基
本
的
に
受
け
継
い
で
お
り
、
同
条
の
規
定
の
源
流
は
こ
の
基
本
方
針
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

○
基
本
方
針
【3.2.110.15
】（
委
任
の
任
意
解
除
権
）

〈
１
〉　
委
任
は
、
各
当
事
者
が
い
つ
で
も
そ
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
２
〉　
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
の
解
除
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
当
事
者
の
一
方
は
、
こ
の
解
除
に
よ
っ
て

相
手
方
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〈
３
〉
委
任
が
、
も
っ
ぱ
ら
受
任
者
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
委
任
者
は
委
任
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〈
４
〉　
委
任
が
、
委
任
者
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
受
任
者
の
利
益
を
も
図
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
委
任
者
が
委
任
の
解
除

を
し
た
と
き
は
、
こ
の
解
除
に
よ
っ
て
相
手
方
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
任
者
が
解
除
す
る

に
つ
き
正
当
の
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
３
）

　準
委
任
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し

準
委
任
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
は
、
準
委
任
を
受
任
者
が
委
任
者
に
代
わ
っ
て
対
外
的
な
事
務
（
法
律
行
為
で
な
い
も
の
）
を
処
理
す

（
二
一
七
）
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八
二

る
こ
と
を
委
託
す
る
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
し
た
（【3.2.10.02

】）。
準
委
任

に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
限
定
が
入
る
と
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
、
第
三
者
と
の
間
で
の
事
務
の
委
託
以
外
の
も
の
（
例

え
ば
、
在
学
契
約
や
医
療
契
約
な
ど
）
は
準
委
任
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
基
本
方
針
で
は
、
準
委
任
の
範
囲
か
ら
外
れ
る

契
約
に
つ
い
て
、
別
途
、
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
役
務
提
供
型
契
約
の
一
般
規
定
を
用
意
し
、
こ
れ
に
対
応

す
べ
き
も
の
と
し
た
と
い
え
る
。
基
本
方
針
に
よ
る
と
、
準
委
任
の
見
直
し
や
そ
の
守
備
範
囲
の
限
定
は
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
論
点
で

な
は
な
く
、
役
務
提
供
型
契
約
の
一
般
規
定
の
創
設
と
連
携
す
る
形
で
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
我
々
は
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

○
基
本
方
針
【3.2.110.02

】（
準
委
任
の
定
義
）

本
章
の
規
定
は
、
当
事
者
の
一
方
（
委
任
者
）
が
そ
の
相
手
方
（
受
任
者
）
に
対
し
、
第
三
者
と
の
間
で
法
律
行
為
で
な
い
事
務
を
行

う
こ
と
を
委
託
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
準
用
す
る
。

３
　
法
制
審
議
会
民
法
部
会
の
立
法
提
案
と
委
任
の
任
意
解
除

（
１
）

　役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
審
議
と
中
間
論
点
整
理

ア
．
役
務
提
供
契
約
の
一
般
規
定
（
総
論
）
に
関
す
る
規
律

（
ａ
）　
役
務
提
供
型
契
約
の
一
般
的
規
定
（
総
論
）
の
創
設

前
述
し
た
よ
う
に
、
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
民
法
部
会
の
審
議
は
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
開
催
の
第
一
六
回
会
議
よ
り
始

（
二
一
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

八
三

ま
っ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
笠
井
関
係
官
よ
り
、
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
の
全
体
的
な
在
り
方
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
目

的
と
す
る
契
約
へ
の
対
応
の
必
要
性
な
ど
の
問
題
提
起
と
検
討
課
題
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
民
法
部
会
で
は
、
役
務
提
供
に
関

す
る
既
存
の
典
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
）
に
関
す
る
総
論
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

民
法
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
三
年
五
月
一
〇
日
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点

整
理
」（
中
間
論
点
整
理
）
を
公
表
し
、
こ
れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
手
続
に
付
し
た

（
42
）

。
こ
の
中
間
論
点
整
理
の
中
で
、
新
た
な
典

型
契
約
の
要
否
、
役
務
提
供
型
契
約
の
規
定
の
編
成
の
在
り
方
な
ど
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
全
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
、

ま
た
、
役
務
提
供
に
関
す
る
既
存
の
典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
規
定
群
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
の

要
否
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
す
る
こ
と
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

○
中
間
論
点
整
理

　
第
四
七
「
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
）
総
論
」

「
一
方
の
当
事
者
が
他
方
の
当
事
者
に
対
し
て
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
典
型
契
約
に
は
、
民
法
上
、
雇
用
、
請
負
、

委
任
及
び
寄
託
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
は
新
し
い
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
目
的
と
す
る
も
の

が
現
れ
て
お
り
、
役
務
提
供
型
に
属
す
る
既
存
の
典
型
契
約
の
規
定
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
契
約
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
の
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
役
務
提
供
型
に
属
す
る
新
た
な
典
型
契
約
を
設
け
る
考

え
方
や
、
役
務
提
供
型
の
契
約
に
適
用
さ
れ
る
総
則
的
な
規
定
を
設
け
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
（
第
五
〇
参
照
）
ほ
か
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
伴
っ
て
既
存
の
各
典
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
適
用
範
囲
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
得
る
（
第
四
八
、
一
、
第
四
九
、
五
参
照
）。

（
二
一
九
）
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八
四

役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
全
体
に
関
し
て
、
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
契
約
や
、
個
人
が
自
ら
有
償
で
役

務
を
提
供
す
る
契
約
な
ど
、
当
事
者
の
属
性
等
に
よ
っ
て
は
当
事
者
間
の
交
渉
力
等
が
対
等
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
、
交
渉
力
等
に
お

い
て
劣
る
方
の
当
事
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
や
、
い
ず
れ
の
典
型
契
約
に
該

当
す
る
か
が
不
明
瞭
な
契
約
が
あ
り
、
各
典
型
契
約
の
意
義
を
分
か
り
や
す
く
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
な
ど
も
踏
ま
え
、
各
典
型
契
約
に
関
す
る
後
記
第
四
八
以
下
の
論
点
と
の
関
連
に
も
留
意
し
つ
つ
、
新
た
な

典
型
契
約
の
要
否
、
役
務
提
供
型
の
規
定
の
編
成
の
在
り
方
な
ど
、
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
の
全
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
、
更
に

検
討
し
て
は
ど
う
か
。」

○
中
間
論
点
整
理

　
第
五
〇
、
一
「
新
た
な
受
皿
規
定
の
要
否
」

「
役
務
提
供
型
に
属
す
る
典
型
契
約
と
し
て
、
民
法
に
は
、
雇
用
、
請
負
、
委
任
及
び
寄
託
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
社
会
に

お
け
る
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
性
質
決
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
多

い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
無
名
契
約
や
混
合
契
約
な
ど
と
し
て
処
理
さ
れ
る
ほ
か
、
準
委
任
の
規
定
（
民
法
六
五
六

条
）
が
言
わ
ば
受
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
条
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
委
任
の
規
定
内
容
は
、
種
々

の
役
務
提
供
型
契
約
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
必
ず
し
も
妥
当
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
既
存
の
役
務
提
供
型
の
典
型
契

約
の
中
に
も
、
適
用
範
囲
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
第
四
八
、
一
、
第
四
九
、
五
）。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
既
存
の

典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
の
契
約
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
規
定
群
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
の
要
否
に
つ
い
て
、
請
負
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
（
第
四
八
、
一
）
や
、
準
委
任
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
（
第
四
九
、
五
）
と
の
関
係
な
ど
に
も
留
意

し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
二
二
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

八
五

そ
の
場
合
の
規
定
の
内
容
と
し
て
、
例
え
ば
、
後
記
二
か
ら
七
ま
で
の
よ
う
に
、
役
務
提
供
者
及
び
役
務
受
領
者
の
義
務
の
内
容
、

役
務
提
供
者
が
報
酬
を
請
求
す
る
た
め
の
要
件
、
任
意
解
除
権
の
有
無
等
が
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
取

引
の
実
態
に
対
す
る
影
響
や
、
役
務
受
領
者
の
立
場
が
弱
い
場
合
と
役
務
提
供
者
の
立
場
が
弱
い
場
合
と
を
一
律
に
扱
う
こ
と
は
適
当

で
な
い
と
の
指
摘
な
ど
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。」

（
ｂ
）　
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
関
す
る
規
律

新
た
に
創
設
さ
れ
る
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
関
す
る
規
律
に
関
し
て
は
、
民
法
部
会
は
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の
新

た
な
受
け
皿
規
定
を
設
け
る
と
し
た
場
合
に
、
役
務
受
領
者
お
よ
び
役
務
提
供
者
に
よ
る
任
意
解
除
権
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
と
り
わ
け

役
務
受
領
者
に
よ
る
任
意
解
除
権
に
つ
い
て
、
役
務
受
領
者
を
長
期
間
に
わ
た
り
役
務
提
供
型
契
約
に
拘
束
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、
任
意

解
除
権
の
理
論
的
な
根
拠
、
役
務
提
供
者
が
不
測
の
損
害
を
受
け
る
恐
れ
、
役
務
提
供
者
が
弱
い
立
場
に
あ
る
場
合
の
役
務
受
領
者
に
よ

る
優
越
的
地
位
を
利
用
し
た
解
除
権
の
濫
用
な
ど
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
す
る
こ
と
の
意
見
を
求
め
た
。
こ
こ
で
は
、
前
述
の

民
法
改
正
検
討
委
員
会
の
基
本
方
針
が
示
す
立
法
提
案
（【3.2.8.10

】、【3.2.8.11

】）
と
の
関
連
性
は
と
く
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ

が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
論
点
の
立
て
方
で
あ
る
。

○
中
間
論
点
整
理

　
第
五
〇
、
五
「
任
意
解
除
権
に
関
す
る
規
律
」

「
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
の
新
た
な
受
皿
規
定
を
設
け
る
と
し
た
場
合
に
、
役
務
受
領
者
に
よ
る
任
意
解
除
権
を
認
め
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
役
務
受
領
者
を
長
期
間
に
わ
た
り
役
務
提
供
型
契
約
に
拘
束
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、
任
意
解
除
権
の
理
論
的
な
根

（
二
二
一
）
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八
六

拠
、
役
務
提
供
者
が
不
測
の
損
害
を
受
け
る
お
そ
れ
、
役
務
提
供
者
が
弱
い
立
場
に
あ
る
場
合
の
役
務
受
領
者
に
よ
る
優
越
的
地
位
を

利
用
し
た
解
除
権
濫
用
の
お
そ
れ
な
ど
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
役
務
提
供
者
に
よ
る
任
意
解
除
権
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
役
務
提
供
者
を
長
期
間
役
務
提
供
に
拘
束
す
る
こ
と

の
妥
当
性
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

任
意
解
除
権
を
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
行
使
し
た
者
の
損
害
賠
償
義
務
の
存
否
及
び
範
囲
に
つ
い
て
、
注
文
者
に
よ
る
請
負
の

任
意
解
除
（
第
四
八
、
六
）
な
ど
と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。」

（
ｃ
）　
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
定
の
編
成
方
針

民
法
部
会
に
お
け
る
当
初
の
審
議
で
は
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
特
段
の
方
向
性
と
い
っ
た
も
の
は

示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
間
論
点
整
理
の
段
階
で
、
民
法
部
会
は
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の
新
た
な
受
け
皿

規
定
を
設
け
る
と
し
た
場
合
に
、
①
適
用
対
象
が
限
定
さ
れ
た
新
た
な
典
型
契
約
と
し
て
設
け
る
方
式
、
②
よ
り
抽
象
度
の
高
い
独
立
の

典
型
契
約
と
す
る
方
式
、
ま
た
は
、
③
役
務
提
供
型
の
既
存
の
典
型
契
約
を
包
摂
す
る
総
則
的
規
定
を
置
き
、
こ
れ
を
既
存
の
典
型
契
約

に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
契
約
に
も
適
用
す
る
方
式
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
三
方
式
に
つ
い
て
、
既
存
の
典
型
契
約
と
の
関
係
、

雇
用
類
似
の
役
務
提
供
型
契
約
の
扱
い
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
す
る
こ
と
の
意
見
を
求
め
た
。

○
中
間
論
点
整
理

　
第
五
〇
、
八
「
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
編
成
方
式
」

「
雇
用
、
請
負
、
委
任
又
は
寄
託
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
の
契
約
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供

（
二
二
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

八
七

型
の
新
た
な
受
皿
規
定
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
皿
規
定
を
適
用
対
象
が
限
定
さ
れ
た
新
た
な
典
型
契
約
と
し
て
設
け
る
方
式
や
、

よ
り
抽
象
度
の
高
い
独
立
の
典
型
契
約
と
す
る
方
式
、
役
務
提
供
型
の
既
存
の
典
型
契
約
を
包
摂
す
る
総
則
的
規
定
を
置
き
、
こ
れ
を

既
存
の
典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
契
約
に
も
適
用
す
る
方
式
が
あ
り
得
る
が
、
こ
れ
ら
の
編
成
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
規

定
の
具
体
的
な
内
容
、
既
存
の
典
型
契
約
と
の
関
係
、
雇
用
類
似
の
役
務
提
供
型
契
約
の
扱
い
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し

て
は
ど
う
か
。」

イ
．
委
任
の
任
意
解
除
に
関
す
る
規
律
、
準
委
任
の
規
定
の
見
直
し

以
上
の
よ
う
に
、
中
間
論
点
整
理
で
は
、
役
務
提
供
型
契
約
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
契
約
を
対
象
と
す
る
一
般
規
定
の
創
設
を
企
図
す

る
と
と
も
に
、
併
せ
て
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の
新
た
な
受
け
皿
規
定
を
設
け
る
場
合
と
そ
の
編
成
の
方
式
が
議
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
委
任
の
任
意
解
除
、
お
よ
び
準
委
任
の
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
連
携
す
る
よ
う
な
形
で
、
論
点
整

理
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
中
間
論
点
整
理
で
は
、「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
に
つ
い
て
、
従
前
の
判
例
法
理
の
展
開
を
踏
ま
え
、
そ
の

規
律
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
委
任
者
の
任
意
解
除
権
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
る
か
ど
う
か
、
更
に
検
討
す
る
こ
と
の
意
見
が
求

め
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
の
具
体
的
な
規
律
の
内
容
と
し
て
、
委
任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
委
任
者
は
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
解
除
に
よ
っ
て
受
任
者
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
専
ら
受
任
者
ま
た
は
第

三
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
任
意
解
除
権
を
行
使
で
き
な
い
と
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
有
償
委
任
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
任
意
解
除
権
を
放
棄
し
た
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
当
事
者
は
任
意
解

（
二
二
三
）
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八
八

除
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
、
無
償
委
任
に
お
い
て
は
、
解
除
権
の
放
棄
は
書
面
を
も
っ
て
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
前
述
の
民
法
改
正
検
討
委
員
会
が
基
本
方
針
で
示
し
た
考
え
方
（【3.2.8.10

】、【3.2.8.11 （
43
）

】）
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い

（
44
）

。

次
に
、
準
委
任
に
つ
い
て
は
、
中
間
論
点
整
理
で
は
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の
受
け
皿
的
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
前

提
に
、
準
委
任
を
第
三
者
と
の
間
で
法
律
行
為
で
な
い
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
定
す
る
考
え
方
の
当
否
に
つ
き
、
更

に
検
討
す
る
こ
と
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

○
中
間
論
点
整
理

　
第
四
九
、
四
（
１
）
委
任
契
約
の
任
意
解
除
権
（
民
法
六
五
一
条
）

「
委
任
契
約
の
任
意
解
除
権
（
民
法
第
六
五
一
条
）
判
例
は
、
委
任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
場
合
に
は
委
任
者
は
原
則
と

し
て
民
法
第
六
五
一
条
に
基
づ
く
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
及
び
委
任
者
が
解
除
権
自
体

を
放
棄
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
に
基
づ
く
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
の
解
釈
や
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
律
を
明
確
に
す
る
た
め
、
委

任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
し
て
い
る
場
合
の
委
任
者
の
任
意
解
除
権
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
場
合
の
具
体
的
な
規
定
内
容
と
し
て
、
①
委
任
が
委
任
者
の
利
益
だ
け
で
な
く
受
任
者
の
利
益
を
も

目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
委
任
者
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
解
除
に
よ
っ
て
受
任
者
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
専
ら
受
任
者
又
は
第
三
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
任
意
解
除
権
を
行

使
で
き
な
い
と
す
る
考
え
方
、
②
有
償
委
任
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
任
意
解
除
権
を
放
棄
し
た
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に

（
二
二
四
）



委
任
に
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任
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解
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任
者
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長
谷
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）
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は
、
当
該
当
事
者
は
任
意
解
除
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
、
無
償
委
任
に
お
い
て
は
、
解
除
権
の
放
棄
は
書
面
を

も
っ
て
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
の
当
否
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。」

○
中
間
論
点
整
理

　
第
四
九
、
五

　
準
委
任
（
民
法
六
五
六
条
）

「
準
委
任
に
は
、
種
々
の
役
務
提
供
型
契
約
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
内
容
は
こ
れ
ら
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
必
ず
し
も
妥
当
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
役
務
提
供
型
契
約
の
全
て
を
準
委
任
に
包
摂
す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
役
務
提
供
型
契
約
の
受
皿
的
な
規
定
（
後
記
第
五
〇
、
一
）
等
を
設
け
る
場
合
に
、
例
え
ば
、
準
委
任
の
意
義
（
適
用
範

囲
）
を
「
第
三
者
と
の
間
で
法
律
行
為
で
な
い
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
」
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
が
明
瞭
で
な
い
と
の
指
摘
や
、
第
三
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
契
約
と
当
事
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
契
約
と
が
異
な
る
典
型
契
約
に
該
当
す
る
の
は
不
均
衡
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
準
委
任
を
「
第
三
者
と
の
間
で
法

律
行
為
で
な
い
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
」
と
す
る
考
え
方
の
当
否
に
つ
い
て
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の

受
皿
規
定
を
設
け
る
場
合
の
そ
の
規
定
内
容
と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
準
委
任
に
つ
い

て
準
用
す
べ
き
委
任
の
規
定
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。」

（
２
）

　中
間
試
案
と
委
任
の
任
意
解
除

ア
．
概
要

民
法
部
会
に
お
け
る
審
議
は
、
前
述
の
中
間
論
点
整
理
と
こ
れ
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
界
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
第
二
ス

テ
ー
ジ
の
審
議
に
入
っ
た
。
役
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
九
月
一
八
日
開
催
の
民
法
部
会
第
五
七
回
会
議
で
審
議
さ
れ
た

（
45
）

。

（
二
二
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

九
〇

同
会
議
で
は
、
ま
ず
、【
部
会
資
料
46
】
第
三
「
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
）
総
論
」
に
基
づ
き
、
民
法
制

定
当
時
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
内
容
と
す
る
契
約
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
役
務
提
供
を
目
的

と
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
雇
用
・
請
負
・
委
任
ま
た
は
寄
託
に
該
当
し
な
い
も
の
を
対
象
と
し
、
報
酬
に
関
す
る
規
定
な
ど
を
設
け
る

と
い
う
考
え
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
、【
部
会
資
料
47
】
第
一
「
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
契
約
の

受
皿
規
定
」
に
基
づ
き
、
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
型
の
新
た
な
受
皿
規
定
を
設
け
る
と
し
た
場
合
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
規
定

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
検
討
を
要
す
る
と
し
て
、
役
務
提
供
者
や
役
務
受
領
者
の
義
務
に
関
す
る
規
律
な
ど
七
つ
の
項
目
が
挙

げ
ら
れ
た

（
46
）

。

民
法
部
会
に
お
け
る
審
議
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
限
り
、
新
た
な
役
務
提
供
型
契
約
の
出
現
へ
の
対
応
と
し
て
、
既
存
の
役
務
提

供
に
関
す
る
典
型
契
約
以
外
に
、
新
た
な
契
約
類
型
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
役
務
提
供
型
に
属
す
る
既
存
の
典
型
契

約
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
請
負
の
う
ち
仕
事
が
物
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
類
型
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
請
負
か
ら
切
り
離
し
て
委
任
ま
た

は
準
委
任
と
結
合
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
機
能
分
担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
中
心
に
、
検
討
が
加
え
ら
れ

た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
中
間
論
点
整
理
（
第
五
〇
、
五
）
に
沿
い
な
が
ら
、

役
務
提
供
受
領
者
と
役
務
提
供
者
に
つ
い
て
任
意
解
除
権
の
規
定
を
整
理
し
、
解
除
を
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る

と
い
う
も
の
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
規
定
を
設
け
る
方
向
で
の
議
論
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る

（
47
）

。

（
二
二
六
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

九
一

○
【
部
会
資
料
47
】　
第
一
、
四
「
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
関
す
る
規
律
」

（
１
）　
役
務
受
領
者
に
よ
る
解
除

役
務
受
領
者
に
よ
る
解
除
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
甲
案
】
役
務
受
領
者
は
、
い
つ
で
も
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

【
乙
案
】
役
務
受
領
者
に
よ
る
解
除
に
つ
い
て
、
以
下
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
役
務
受
領
者
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
　
期
間
の
定
め
の
な
い
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は
、
役
務
受
領
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）　
役
務
提
供
者
に
よ
る
解
除

ア
　
役
務
提
供
者
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
し

て
は
ど
う
か
。

イ
　
期
間
の
定
め
の
な
い
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は
、
役
務
提
供
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規

定
を
設
け
る
も
の
と
し
て
は
ど
う
か
。

ウ
　
無
償
の
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
は
、
役
務
提
供
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
る

も
の
と
し
て
は
ど
う
か
。

（
３
）　
解
除
を
し
た
者
の
損
害
賠
償

役
務
提
供
契
約
の
当
事
者
が
上
記
（
１
）
又
は
（
２
）
に
基
づ
い
て
契
約
の
解
除
を
し
た
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
、
解
除
が
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
し
て
は
ど
う
か
。」

（
二
二
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

九
二

○
【
部
会
資
料
47
】　
第
一
、
六
「
そ
の
他
の
規
定
の
要
否
」

「
役
務
提
供
契
約
の
解
除
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
解
除
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。」

○
【
部
会
資
料
47
】　
第
一
、
七
「
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
編
成
方
式
」

「
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
配
置
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

【
甲
案
】
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
及
び
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
定
を
並
列
し
て
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。

【
乙
案
】
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
定
を
役
務
提
供
型
の
契
約
に
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
と
位
置
づ
け
、
雇
用
、
請
負
、

委
任
及
び
寄
託
に
関
す
る
部
分
に
は
、
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
定
を
修
正
す
る
規
定
や
、
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
規
定

が
扱
っ
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
規
定
の
み
を
置
く
も
の
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
の
中
間
論
点
整
理
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
界
か
ら
の
意
見
等
は
、
役
務
提
供
型
の
既
存
の
典
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、

委
任
、
寄
託
）
を
包
摂
す
る
一
般
的
な
総
則
規
定
を
置
き
、
こ
れ
を
既
存
の
典
型
契
約
に
該
当
し
な
い
役
務
提
供
型
契
約
に
も
適
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
賛
成
す
る
意
見
は
ご
く
僅
か
で
、
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
意
見
や
反
対
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め
た

（
48
）

。
役
務
提
供
の
主

体
、
客
体
、
提
供
す
る
役
務
の
内
容
な
ど
は
多
様
で
あ
り
、
役
務
提
供
型
の
契
約
は
様
々
で
あ
る
こ
と
、
役
務
提
供
型
契
約
と
さ
れ
る
も

の
に
は
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
当
事
者
間
に
情
報
や
交
渉
力
な
ど
の
点
で
格
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
契
約
に
つ

い
て
そ
の
共
通
則
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
一
般
的
な
総
則
規
定
を
も
っ
て
一
律
に
規
律
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
そ

（
二
二
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

九
三

の
主
た
る
理
由
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
民
法
部
会
は
、
そ
の
後
、
役
務
提
供
型
契
約
に
共
通
す
る
一
般
規
定
の
創
設
を
断
念
し
、
ま
た
、
準
委

任
に
代
わ
る
役
務
提
供
契
約
の
新
た
な
受
け
皿
規
定
に
つ
い
て
も
定
立
を
見
送
っ
た

（
49
）

。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
民
法
部
会
は
、
次
に
述

べ
る
よ
う
に
、
中
間
試
案
の
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
構
想
に
代
わ
り
得
る
も
の
と
し
て
準
委
任
の
規
定
を
維
持
し
た
う
え
で
、
こ
れ

に
役
務
提
供
型
契
約
の
解
除
に
関
す
る
規
律
を
新
た
に
設
け
、
既
存
の
典
型
契
約
相
互
の
振
分
け
と
受
け
皿
規
定
と
し
て
の
役
割
を
担
わ

せ
る
提
案
し
て
お
り
、
以
後
、
焦
点
は
、
こ
の
点
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
50
）

。

イ
．
中
間
試
案
の
決
定
と
委
任
の
任
意
解
除

民
法
部
会
は
、
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
二
五
年
二
月
二
六
日
開
催
の
第

七
一
回
会
議
で
中
間
試
案
を
決
定
し
、
二
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
す
こ
と
に
し
た

（
51
）

。
中
間
試
案
で
は
、
委
任
の
解
除
や
任

意
解
除
権
に
関
す
る
規
律
は
、
改
正
前
民
法
五
六
一
条
の
体
裁
と
規
律
を
基
本
的
に
維
持
す
る
も
の
と
し
、
民
法
部
会
は
同
条
一
項
の
改

正
を
見
送
っ
た
。
ま
た
、
無
償
と
有
償
の
区
別
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
同
条
二
項
で
、「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的

と
す
る
委
任
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
委
任
者
に
よ
り
任
意
解
除
さ
れ
う
る
こ
と
を
明
文
で
規
定
し
た
う
え
で
、
損
害
賠
償
を
要
求
し
つ
つ
、

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
れ
ば
賠
償
す
る
必
要
が
な
い
と
し
た

（
52
）

。
こ
れ
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
従
前
の
判
例
法
理
を
踏
襲
し
、
そ
れ
を
簡

潔
に
明
文
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
考
え
方
は
前
述
の
民
法
改
正
検
討
委
員
会
が
基
本
方
針
の
中
で
示
し
た
立
法
提

案
（【3.2.8.10

】【3.2.8.11

】）
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
判
例
法
理
の
命
題
は
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
二
二
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

九
四

○
中
間
試
案

　
第
四
一
、
五
（
１
）

「
委
任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
（
そ
の
利
益
が
専
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）

に
お
い
て
、
委
任
者
が
同
条
第
一
項
に
よ
る
委
任
の
解
除
を
し
た
と
き
は
、
委
任
者
は
、
受
任
者
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
。」

ウ
．
受
け
皿
と
し
て
の
準
委
任
の
規
定
の
見
直
し

前
述
し
た
よ
う
に
、
民
法
部
会
は
、
新
種
の
契
約
を
含
む
役
務
提
供
型
契
約
に
共
通
す
る
一
般
規
定
の
創
設
を
断
念
し
、
準
委
任
に
代

わ
る
役
務
提
供
契
約
の
新
た
な
受
け
皿
規
定
の
定
立
を
見
送
っ
た
が
、
中
間
試
案
の
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
提
案
に
代
わ
り
得
る
も

の
と
し
て
準
委
任
の
規
定
を
維
持
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
関
す
る
規
律
を
新
た
に
設
け
、
既
存
の
典
型
契
約
相

互
の
振
分
け
と
受
け
皿
規
定
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ
る
提
案
を
行
っ
た

（
53
）

。

○
中
間
試
案

　
第
四
一
、
六
（
１
）（
２
）
ア
・
イ
・
ウ

　
準
委
任
（
民
法
六
五
六
条
関
係
）

（
１
）　
民
法
第
六
五
六
条
の
規
律
を
維
持
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
る
も
の
と
す
る
。

法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
で
あ
っ
て
、［
受
任
者
の
選
択
に
当
た
っ
て
、
知
識
、
経
験
、
技
能
そ
の
他
の
当
該
受
任
者
の
属

性
が
主
要
な
考
慮
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
］
に
つ
い
て
は
、
前
記
一
（
自
己
執
行
義
務
）、
民
法
第

六
五
一
条
、
第
六
五
三
条
（
委
任
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。）
を
準
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
２
）　
上
記
（
１
）
の
準
委
任
の
終
了
に
つ
い
て
、
次
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
二
三
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

九
五

ア
　
当
事
者
が
準
委
任
の
期
間
を
定
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
い
つ
で
も
解
約
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
準
委
任
契
約
は
、
解
約
の
申
入
れ
の
日
か
ら
［
二
週
間
］
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。

イ
　
当
事
者
が
準
委
任
の
期
間
を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
直
ち
に
契

約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
当
事
者
の
一
方
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

ウ
　
無
償
の
準
委
任
に
お
い
て
は
、
受
任
者
は
、
い
つ
で
も
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）　
民
法
第
六
五
六
条
の
現
状
を
維
持
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

こ
の
中
間
試
案
に
お
い
て
示
さ
れ
た
民
法
部
会
の
立
法
提
案
は
、
こ
れ
ま
で
準
委
任
と
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
委
任
の
規
定
を

す
べ
て
準
用
す
る
の
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
類
型
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
こ
れ
を
維
持
す
る
一
方
、
委
任
の
規
定
を
全
面
的
に
準
用
す
る

の
が
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
類
型
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
一
部
の
規
律
の
準
用
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
方
針
を
建
て
、

そ
の
う
え
で
、
委
任
の
規
定
を
全
面
的
に
準
用
す
る
の
が
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
類
型
を
切
り
分
け
る
基
準
、
当
該
類
型
に
お
い
て

準
用
が
排
除
さ
れ
る
規
定
、
お
よ
び
、
当
該
類
型
の
契
約
の
終
了
に
関
し
て
規
律
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

立
法
提
案
に
即
し
て
、
以
下
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
お
こ
う
。
中
間
試
案
四
一
、
六
に
よ
れ
ば
、
準
委
任
は
、
①
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
条
項
の
形
を
採
り
な
が
ら
、［
受
任
者
の
選
択
に
当
た
っ
て
、
知
識
、
経
験
、
技
能
そ
の
他
の
当
該
受
任
者
の
属
性
が
主
要
な
考
慮
要

素
に
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
］
と
、
②
そ
れ
以
外
の
も
の
に
区
別
さ
れ
、
①
の
解
除
に
つ
い
て
は
委
任
の
規
定
（
改
正
前
民
法

六
五
一
条
に
よ
る
各
当
事
者
の
任
意
解
除
権
を
認
め
る
）
を
準
用
す
る
（
四
一
、
六
（
１
））。
②
で
有
償
の
準
委
任
の
終
了
に
つ
い
て
は
雇
用
と

（
二
三
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

九
六

同
じ
規
律
（
各
当
事
者
と
も
期
間
の
定
め
の
な
い
場
合
は
解
約
の
申
入
れ
か
ら
二
週
間
の
経
過
に
よ
り
契
約
が
終
了
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場

合
に
は
即
時
解
除
が
で
き
る
。
雇
用
に
関
す
る
改
正
前
民
法
六
二
七
条
一
項
、
六
二
八
条
参
照
）
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
（
四
一
、
六
（
２
）
の
ア

お
よ
び
イ
）。
ま
た
、
無
償
の
準
委
任
に
つ
い
て
は
、
受
任
者
に
対
す
る
契
約
の
拘
束
力
を
緩
和
し
、
受
任
者
は
い
つ
で
も
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
特
則
を
設
け
る
も
の
と
し
た
（
四
一
、
六
（
２
）
ウ
）。
中
途
で
終
了
し
た
場
合
の
具
体
的
な
報
酬
請
求
権
の
存

否
に
つ
い
て
は
、
請
負
・
委
任
・
雇
用
・
寄
託
の
各
契
約
に
お
い
て
、
履
行
割
合
型
と
成
果
完
成
型
に
分
け
、
報
酬
請
求
権
の
規
律
を
設

け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
立
法
提
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
界
の
意
見
等
は
、
多
種
多
様
な
役
務
提
供
契
約
を
上
記
の
基
準
で
二
分
し
規
律
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
反
対
す
る
意
見
や
懐
疑
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た

（
54
）

。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
間
試
案
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な

限
定
を
加
え
る
こ
と
は
概
念
の
不
明
確
さ
を
招
く
結
果
と
な
る
こ
と
、
多
種
多
様
な
準
委
任
契
約
に
つ
い
て
信
頼
関
係
に
基
づ
く
か
否
か

の
区
別
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
、
信
頼
関
係
を
有
す
る
か
否
か
と
い
っ
た
契
約
類
型
ご
と
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
今
後
増
加
し
て
行
く
で

あ
ろ
う
役
務
提
供
型
の
受
け
皿
の
役
割
を
担
い
続
け
ざ
る
を
得
な
い
準
委
任
に
紛
争
類
型
別
処
理
を
持
ち
込
み
、
厄
介
な
問
題
を
抱
え
込

む
こ
と
に
な
る
、
な
ど
の
点
に
あ
っ
た
。

中
間
試
案
の
公
表
後
、
準
委
任
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
民
法
部
会
で
引
き
続
き
検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
成
案
を
み
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た

（
55
）

。
従
っ
て
ま
た
、
そ
の
余
の
論
点
に
つ
い
て
も
、
議
論
は
十
分
深
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
終
結
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
ま
と
め
ら
れ
た
要
綱
仮
案
に
お
い
て
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
準
委
任
に
つ
い
て
改
正
前
民
法
の
規
定
（
民
法
六
五
六

条
）
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
も
の
と
し

（
56
）

、
こ
れ
が
改
正
法
に
も
受
け
継
が
れ
る
形
と
な
っ
た
。

（
二
三
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

九
七

（
３
）

　要
綱
仮
案
・
要
綱
案
と
「
受
任
者
の
利
益
」

中
間
試
案
の
公
表
後
、
民
法
部
会
の
審
議
は
最
終
段
階
に
入
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
第
三
ス
テ
ー
ジ
）。
委
任
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
論
点
の

絞
り
込
み
が
行
わ
れ
た
結
果
、
要
綱
仮
案
で
ま
と
め
ら
れ
る
段
階
で
は
、
三
項
目
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

（
57
）

。
中
間
試

案
で
は
六
項
目
が
検
討
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
半
数
に
ま
で
絞
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
民
法
部
会
の
審
議
で
は
、
受

任
者
に
自
己
執
行
義
務
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
報
酬
に
関
す
る
規
律
を
ど
の
よ
う
に
規
律
す
る
か
、
そ
し
て
、
委
任
契
約
の
任
意
解
除
権

（
改
正
前
民
法
六
五
一
条
）
を
従
前
の
判
例
法
理
に
即
し
て
整
理
統
合
し
、
ど
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
規
律
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
議
論

さ
れ
た
。
こ
の
三
項
目
以
外
に
、
委
任
者
の
死
亡
に
よ
る
委
任
の
終
了
と
委
任
事
務
の
継
続
、
受
任
者
の
忠
実
義
務
な
ど
は
、
重
要
な
論

点
で
あ
り
、
本
来
検
討
す
べ
き
項
目
と
思
わ
れ
た
が
、
す
べ
て
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

委
任
の
解
除
と
任
意
解
除
権
に
関
し
て
見
れ
ば
、
中
間
試
案
が
公
表
さ
れ
て
以
降
の
立
法
提
案
の
推
移
は
、
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
要
綱
仮
案
の
立
場
を
見
て
お
こ
う
。
要
綱
仮
案
は
、
中
間
試
案
が
示
し
た
立
場
に
沿
っ
て
、
従
前
の
判
例
法
理
を
規
律
と
し
て

明
文
化
し
た
。
要
綱
仮
案
に
よ
る
と
、
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
利
益
は
「
受
任
者
の
利
益
」
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も

に
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
契
約
で
あ
っ
て
も
任
意
解
除
権
の
行
使
を
認
め
、
た
だ
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
受
任
者
の
不

利
益
は
損
害
賠
償
で
填
補
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
民
法
部
会
は
、
要
綱
仮
案
の
「
取
り
ま
と
め
に
向
け
た
検
討
」
か
ら
「
た
た
き
台
」
に
至
る
ま
で
は
、
委
任
を
解
除
し
た
者
が

相
手
方
に
対
し
て
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
損
害
の
範
囲
を
「
相
手
方
の
損
害
」
と
規
定
し
て
い
た

（
58
）

。
し
か
し
、
相
手
方
に
不
利
な
時

期
に
委
任
を
解
除
し
た
場
合
の
損
害
は
、
解
除
の
時
期
が
不
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
損
害
の
み
を
指
し
、
解
除
自
体
か
ら
生
ず
る
損

害
を
含
ま
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
を
解
除
し
た
場
合
の
損
害
は
、
委
任
契
約
が
解
除
さ

（
二
三
三
）
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れ
な
け
れ
ば
受
任
者
が
得
た
と
認
め
ら
れ
る
利
益
（
委
任
事
務
の
処
理
に
よ
っ
て
受
任
者
が
得
ら
れ
る
利
益
）
か
ら
、
受
任
者
が
債
務
を
免
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
控
除
し
た
も
の
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
損
害
に
含
ま

れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
要
綱
仮
案
の
原
案
・
二
次
案
で
は
、「
相
手
方
の
損
害
」
に
「
受
任
者
が
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
」
と
い
う
文
言
が
括
弧
書
き
で
付
け
加
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
得
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
報
酬
が
損
害
と
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
い
う
解
釈
を
封
ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
要
綱
仮
案
（
案
）
の
段
階
で
括
弧
書
き
を
削
除
し
、
改
正
前
の
民
法
六
五
一
条
二
項
と
同
様
に
「
損
害
」
と
の
み
記
載
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
、
要
綱
仮
案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

○
民
法
部
会
第
八
一
回
会
議
に
お
け
る
審
議

　【
部
会
資
料
72
Ａ
】　
第
二
、
三
七
・
イ

民
法
第
六
五
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
の
解
除
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
解
除
を
し
た

者
は
、
相
手
方
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ア
　
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
の
解
除
を
し
た
と
き
。

イ
　
委
任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
（
専
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
に
お

い
て
、
委
任
者
が
委
任
の
解
除
を
し
た
と
き
。

○
要
綱
仮
案

　
第
三
六
、
三

民
法
第
六
五
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
の
解
除
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
解
除
を
し
た
者
は
、
相
手
方

の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
二
三
四
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

九
九

（
１
）　
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
を
解
除
し
た
と
き
。

（
２
）　
委
任
者
が
受
任
者
の
利
益
（
専
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
を
も
目
的
と
す
る
委
任
を
解
除
し
た
と
き
。

次
に
、
要
綱
案
を
見
て
お
こ
う
。
要
綱
案
で
は
、
要
綱
仮
案
に
お
け
る
本
文
の
文
言
が
重
複
を
避
け
て
、
二
か
所
で
整
理
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
、
要
綱
仮
案
第
三
六
、
三
の
本
文
「
・
・
・
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
解
除
を
し

た
者
は
・
・
・
」
か
ら
「
・
・
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
・
・
・
」
に
修
正
し
た
。
第
二
に
、
同
三
の
（
１
）「
当
事
者
の

一
方
が
」
を
削
除
し
た
。
こ
れ
以
外
に
は
、
要
綱
仮
案
に
修
正
・
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
要
綱
案
が
、
平
成
二
七
年
二
月
二
四
日
開
催
の
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
、
正
式
に
要
綱
と
し
て
採
択
さ
れ
、
民
法

部
会
で
の
審
議
は
終
了
し
た
。

○
要
綱
案

　
第
三
六
、
三

民
法
第
六
五
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
の
解
除
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
１
）　
相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
を
解
除
し
た
と
き
。

（
２
）　
委
任
者
が
受
任
者
の
利
益
（
専
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
を
も
目
的
と
す
る
委
任
を
解
除
し
た
と
き
。

（
二
三
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
〇
〇

（
４
）

　改
正
法
六
五
一
条
の
制
定
公
布
と
委
任
者
の
任
意
解
除
権

前
述
し
た
よ
う
に
、
法
務
省
は
、
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
要
綱
に
基
づ
き
法
律
案
を
作
成
し
、
こ
れ
が
内
閣
の
閣
議

決
定
を
経
て
、
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
、
内
閣
よ
り
第
一
八
九
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
国
会
の
審
議
に
若
干
の
時
間
を
要
し
た

が
、
法
律
案
は
、
平
成
二
七
年
五
月
、
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
し
た
。

制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
を
見
る
と
、
同
条
二
項
二
号
は
、
同
条
一
項
と
併
せ
て
読
む
な
ら
ば
、
委
任
が
「
受
益
者
の
利

益
」
を
も
目
的
と
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
委
任
者
に
よ
る
自
由
な
委
任
の
解
除
（
任
意
解
除
）
を
認
め
た
う
え
で
、
解
除
か
ら
生
ず
る

問
題
を
、
解
除
権
自
体
の
存
否
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
要
否
の
問
題
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

「
受
任
者
の
利
益
」
と
い
っ
て
も
、
委
任
は
準
委
任
を
含
む
広
範
で
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
内
容
と
し
て
お
り
、

決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
契
約
の
中
に
は
、
準
委
任
を
通
じ
て
委
任
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
に
、
と
り
わ
け
委
任
者
に
よ
る
任
意
解
除

権
の
行
使
に
つ
い
て
不
適
切
な
も
の
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
今
次
の
債
権
法
改
正
の
機
運
に
乗
っ
て
、
準

委
任
の
規
定
の
見
直
し
や
守
備
範
囲
の
制
限
と
い
う
立
法
提
案
へ
と
展
開
し
て
行
っ
た
。

改
正
法
六
五
一
条
の
立
法
過
程
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
中
間
試
案
の
公
表
を
も
っ
て
一
つ
の
方
向
性
な
い
し
流
れ
が
で
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
実
は
、
民
法
部
会
の
設
置
に
先
立
ち
て
組
織
さ
れ
た
民
法
改
正
検
討
委
員
会
の
基
本
方
針
が
示
し
た
立
法
提
案
が
、
そ
の

後
の
動
向
を
支
配
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
民
法
部
会
の
設
置
後
、
同
部
会
に
お
い
て
審
議
の
た
め
問
題
提
起
と
検
討
課
題
が
示
さ

れ
る
も
の
の
、
大
筋
で
の
方
向
性
は
あ
る
程
度
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。
た
だ
、
民
法
部
会
で
誤
算
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

は
、
中
間
論
点
整
理
お
よ
び
中
間
試
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
界
か
ら
の
意
見
等
を
受
け
て
、
新
種
の
契
約
を
含
む
役
務
提
供
型
契
約

に
共
通
す
る
一
般
規
定
の
創
設
と
準
委
任
に
代
わ
る
役
務
提
供
契
約
の
新
た
な
受
け
皿
規
定
の
定
立
、
そ
し
て
、
こ
れ
と
連
動
す
る
よ
う

（
二
三
六
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
〇
一

に
行
っ
て
い
た
準
委
任
の
規
定
の
見
直
し
が
す
べ
て
断
念
さ
れ
、
方
向
性
を
失
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
任
の
任
意
解
除
を
定
め
た
改
正
前
民

法
六
五
一
条
の
検
討
に
す
べ
て
が
託
さ
れ
た
印
象
を
受
け
る
。
制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
は
、
同
条
一
項
で
改
正
前
民
法

六
五
一
条
の
体
裁
と
規
律
を
維
持
し
、
表
面
上
は
従
前
の
判
例
法
理
を
踏
ま
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
条
二
項
、
と
り
わ

け
同
条
二
項
二
号
は
、「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
解
除
に
関
す
る
従
前
の
判
例
法
理
を
大
雑
把
に
ま
と
め
る
も
の
に

す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
、
こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う

（
59
）

。

四
　
改
正
法
六
五
一
条
の
法
意
と
「
受
任
者
の
利
益
」
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
任
意
解
除

１
　
改
正
法
六
五
一
条
の
意
義

改
正
法
六
五
一
条
は
、
委
任
契
約
の
当
事
者
が
契
約
を
何
時
で
も
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
解
除
を
原
因

と
し
て
相
手
方
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
と
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
の
免
責
を
定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
、
委
任
の

各
当
事
者
に
自
由
な
委
任
の
解
除
を
認
め
る
が
（
同
条
一
項
）、
①
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
を
解
除
し
た
と
き

（
同
条
二
項
一
号
）、
ま
た
は
、
②
委
任
者
が
受
任
者
の
利
益
（
も
っ
ぱ
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
も
目
的
と
す
る
委
任
を
解

除
し
た
と
き
は
（
同
条
二
項
二
号
）、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」（
同
条
二
項
た
だ
し
書
）
が
な
い
限
り
、
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
。
改
正
前
民
法
六
五
一
条
と
の
違
い
は
、
今
回
の
債
権
法
改
正
に
あ
た
り
、
改
正
法
六
五
一
条
に
上
記
②
を
付
加
し
た
点
に
あ
る
。

②
の
解
除
の
場
合
に
は
、
解
除
権
行
使
の
時
期
の
当
・
不
当
に
関
わ
ら
ず
、
委
任
者
が
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
上

記
①
の
解
除
の
場
合
に
は
、
解
除
の
時
期
が
不
当
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
損
害
に
限
ら
れ
る
が
、
上
記
②
の
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な

限
定
は
な
く
、
契
約
が
解
除
さ
れ
な
け
れ
ば
受
任
者
が
得
た
と
認
め
ら
れ
る
利
益
か
ら
受
任
者
が
債
務
を
免
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
利

（
二
三
七
）
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五
巻
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）

一
〇
二

益
を
控
除
し
た
も
の
が
損
害
と
な
る

（
60
）

。

２
　
改
正
法
六
五
一
条
の
法
意
と
解
除
で
き
な
い
委
任

（
１
）

　従
前
の
判
例
法
理
の
命
題

委
任
の
任
意
解
除
を
め
ぐ
っ
て
は
、
改
正
前
民
法
六
五
一
条
が
制
定
さ
れ
る
際
の
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
の
当
初
よ
り
、
無
償
委

任
と
有
償
委
任
と
を
区
別
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
同
条
一
項
は
無
償
委
任
の
み
を
対
象
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（
61
）

。
委
任
は

も
っ
ぱ
ら
委
任
者
の
利
益
の
た
め
に
設
定
さ
れ
、
か
つ
、
無
償
と
し
た
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
任
者
は
い
つ
で
も
解
除
で
き
る

と
考
え
ら
れ
、
任
意
解
除
を
認
め
て
も
無
償
の
受
任
者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
た
。
し
か
し
、
民
法
典
施
行
の
直
後

か
ら
、
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
解
除
権
放
棄
特
約
を
伴
っ
て
行
わ
れ
る
担
保
権
設
定
や
取
立
て
委
任
に
関
す
る
紛
争
事
例
を
通
し
て
、
受

任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
知
り
、
受
益
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
に
あ
っ
て
は
解
除
権
の
行
使
が
禁
止
な

い
し
制
限
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た

（
62
）

。

こ
の
点
、
判
例
は
、
改
正
前
民
法
六
五
一
条
に
い
う
委
任
の
任
意
解
除
に
関
し
て
、
民
法
典
施
行
後
の
早
い
段
階
か
ら
、
一
方
で
、
委

任
の
自
由
な
解
除
を
肯
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
は
受
任
者
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
こ
と
が
あ
る
と
の

理
由
で
、
一
定
の
場
合
に
委
任
の
自
由
な
解
除
（
任
意
解
除
）
が
制
限
さ
れ
る
と
し
て
き
た

（
63
）

。
そ
の
際
、
判
例
が
判
断
基
準
と
し
て
用
い

た
の
が
「
受
任
者
の
利
益
」
で
あ
る

（
64
）

。
た
だ
し
、
判
例
は
、
特
殊
な
有
償
委
任
に
あ
っ
て
は
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
で

あ
っ
て
も
、
受
任
者
が
著
し
く
不
誠
実
な
行
動
に
出
た
な
ど
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
れ
ば
、
委
任
の
解
除
を
可
能
と
し
て
い
る

（
65
）

。

ま
た
、
判
例
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
委
任
者
が
「
委
任
契
約
の
解
除
権
自
体
を
放
棄
し
た
も
の
と
は
解
さ

（
二
三
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
〇
三

れ
な
い
事
情
」
が
あ
る
と
き
は
、
委
任
の
任
意
解
除
を
認
め
て
き
た

（
66
）

。
さ
ら
に
、
判
例
の
中
に
は
、
委
任
者
が
「
委
任
契
約
の
解
除
権
自

体
を
放
棄
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
事
情
」
が
あ
る
と
き
は
、
委
任
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

（
67
）

。

こ
の
よ
う
な
判
例
の
展
開
を
見
る
と
、
従
前
の
判
例
は
、
受
任
者
の
利
益
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
委
任
解
除
の

要
件
と
の
関
連
で
も
っ
ぱ
ら
解
除
権
行
使
の
存
否
に
か
か
ら
し
め
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
委
任
者
に
よ
る
任
意
解
除
を
肯
定
し
た
う
え
で
、

不
利
な
時
期
の
解
除
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
受
任
者
の
利
益
を
損
害
賠
償
の
可
否
と
い
う
形
で
扱
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
判
例
は
、
受
任
者
の
利
益
と
報
酬
を
厳
格
に
区
別
し
、
報
酬
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
受
任
者
の
利
益
を
厳
格
に
捉
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
顧
問
料
支
払
特
約
が
付
さ
れ
、
通
常
は
相
当
期
間
の
契
約
継
続
が
予
定
さ
れ
る
税
理
士
顧
問
契
約
に
お
い
て
、
判
例
は
、
依
頼
者

か
ら
継
続
的
、
定
期
的
に
支
払
わ
れ
る
顧
問
料
が
税
理
士
の
事
務
所
経
営
の
安
定
に
資
す
る
と
し
て
も
、
同
契
約
は
受
任
者
の
利
益
を
も

目
的
と
す
る
委
任
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る

（
68
）

。
下
級
審
裁
判
例
に
は
、
同
様
の
見
地
か
ら
、
不
動
産
取
引
仲
介
契
約
や

販
売
委
託
契
約
に
お
け
る
事
務
処
理
そ
の
も
の
は
委
任
者
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
仲
介
ま
た
は
委
託
手
数
料
の
約
束
を

も
っ
て
受
任
者
の
利
益
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る

（
69
）

。
た
だ
し
、
別
荘
地
の
所
有
者
の
一
部
が
管
理
業
者
と
の
委
託
業

務
契
約
を
解
除
し
た
事
案
で
は
、
受
任
者
に
は
任
意
解
除
権
の
制
限
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
利
益
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
し
な
が
ら
も
、
相
互
依
存
関
係
を
認
定
し
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
信
義
則
や
権
利
濫
用
を
根
拠
に
委
任
者
側
の
解
除

権
が
制
約
を
受
け
る
と
す
る
も
の
が
あ
る

（
70
）

。
ま
た
、
約
款
な
ど
を
根
拠
に
、
委
任
契
約
の
解
除
権
自
体
を
放
棄
し
て
い
た
と
は
解
さ
れ
な

い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
受
任
者
が
負
担
し
た
費
用
の
償
還
を
認
め
な
が
ら
解
除
を
有
効
と
し
た
も
の
が
あ
る

（
71
）

。

こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
改
正
前
民
法
六
五
一
条
の
下
で
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
展
開
を
見
て
感
ず
る

（
二
三
九
）
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二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
〇
四

こ
と
は
、
判
例
は
「
受
益
者
の
利
益
」
を
も
っ
て
委
任
の
任
意
解
除
の
制
約
原
理
と
し
な
が
ら
も

（
72
）

、
委
任
契
約
の
目
的
の
軽
重
の
み
で
解

除
権
行
使
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
受
任
者
が
著
し
く
不

誠
実
な
行
動
に
出
る
な
ど
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
る
と
き
は
、
委
任
者
に
お
い
て
委
任
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
た

だ
、
こ
の
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
の
判
断
基
準
が
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
、
そ
の
論
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
判
例

は
、「
委
任
者
が
委
任
契
約
の
解
除
権
自
体
を
放
棄
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
事
情
」
が
あ
る
場
合
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
な
く

と
も
、
な
お
契
約
の
解
除
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
「
事
情
」
が
何
を
指
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
不
明
瞭
な
部
分
が
少
な

く
な
い
。

（
２
）

　主
要
学
説
と
「
受
任
者
の
利
益
」
概
念

こ
の
問
題
に
対
す
る
学
説
の
見
解
を
見
て
お
こ
う
。
学
説
に
は
、
従
前
の
判
例
法
理
の
展
開
を
踏
ま
え
、
準
委
任
を
含
む
す
べ
て
の
委

任
を
対
象
に
改
正
前
民
法
六
五
一
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
者
が
い
る

（
73
）

。
学
説
の
見
解
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
受
任
者
の
受
け
取
る
報
酬
と
受
任
者
の
利
益
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
受
任
者
の
利
益
と
は
委
任
者
と
受
任
者
の
利

益
と
の
間
に
債
権
の
確
保
な
い
し
担
保
関
係
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
が
あ
る
場
合
を
い
い
、
受
任
者
の
利
益
に
よ
り
同
条
の
解
除
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
受
任
者
の
利
益
と
は
何
か
を
明
確
に
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
。

例
え
ば
、
来
栖
三
郎
は
、
有
償
委
任
と
い
う
だ
け
で
民
法
六
五
一
条
の
適
用
が
な
い
と
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
し
、
委
任
を
普
通

の
委
任
と
特
殊
な
委
任
と
に
分
け
、
普
通
の
委
任
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
報
酬
が
成
功
報
酬
の
形
を
と
っ
て
い
る
よ
う
な
委
任
者
に
事
務

（
二
四
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
〇
五

処
理
の
費
用
を
償
還
す
る
義
務
が
な
い
場
合
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
場
合
、
お
よ
び
、
事
業
経
営
の
委
任
の
よ
う
に
何
時
で
も
解
除
し
う

る
と
し
た
の
で
は
受
任
者
に
苛
酷
で
あ
り
、
委
任
者
が
解
除
す
る
に
は
相
当
の
予
告
期
間
を
お
く
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
解
除
そ
の

も
の
が
必
ず
し
も
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
特
殊
な
委
任
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
債
権
担
保
の
目
的
を
も
っ

て
す
る
債
権
取
立
の
委
任
の
場
合
、
受
任
者
の
権
利
の
保
全
の
た
め
に
委
任
契
約
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
受
任
者
に
は
極
め
て
大
き
な

利
益
が
あ
り
、
不
解
除
特
約
が
な
く
て
も
委
任
の
解
除
は
で
き
ず
、
た
と
え
解
除
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
の
効
力
は
生
じ
な
い
と
す
る

（
74
）

。

末
川
博
は
、
純
粋
な
委
任
と
そ
れ
以
外
の
委
任
と
に
分
け
、
純
粋
な
委
任
は
常
に
委
任
者
の
利
益
と
な
る
の
に
対
し
、
委
任
が
有
償
で

あ
っ
て
、
受
任
者
が
事
務
処
理
に
対
す
る
報
酬
を
受
け
る
場
合
に
は
、
受
任
者
の
利
益
の
た
め
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
受
任
者
が
利
益
を

有
す
る
場
合
に
は
、
他
の
行
為
と
結
び
つ
く
か
ま
た
は
事
務
処
理
と
は
違
っ
た
別
の
内
容
を
混
合
し
て
い
る
と
し
て
、
委
任
に
関
す
る
規

定
の
み
で
規
律
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
委
任
者
が
一
方
的
に
委
任
の
解
除
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

（
75
）

。

類
型
論
を
説
く
の
は
、
広
中
俊
雄
と
戒
能
通
孝
で
あ
る
。
広
中
俊
雄
は
、
委
任
に
は
民
法
六
五
一
条
の
適
用
さ
れ
な
い
類
型
の
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
委
任
の
解
除
は
、
請
負
型
の
も
の
に
つ
い
て
は
改
正
前
民
法
六
四
一
条
、
雇
傭
型
の
も
の
に
つ
い
て
は
改
正
前
民
法

六
二
七
条
・
六
二
八
条
（
注
意
さ
れ
る
類
似
規
定
と
し
て
商
法
五
〇
条
一
項
・
二
項
）、
ま
た
、
不
動
産
に
関
す
る
委
任
事
務
の
処
理
に
受
任
者

の
当
該
不
動
産
の
利
用
が
対
価
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
賃
貸
借
の
解
除
に
関
す
る
準
則
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
準
則
と
し
て

用
い
ら
れ
る
と
す
る

（
76
）

。
戒
能
通
孝
は
、
委
任
を
含
む
継
続
的
契
約
を
、
組
合
型
の
団
体
契
約
、
委
任
型
の
純
粋
に
信
頼
関
係
に
基
づ
く
契

約
、
お
よ
び
、
賃
貸
借
・
雇
用
型
の
物
・
賃
料
な
い
し
労
働
力
の
保
全
関
係
に
基
づ
く
契
約
の
三
種
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
類
型

に
即
し
て
解
除
原
因
を
求
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る

（
77
）

。

こ
れ
ら
の
学
説
を
一
瞥
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
委
任
の
中
に
は
改
正
法
六
五
一
条
一
項
の
適
用
さ
れ
な
い
類
型
の
も
の
が
あ
る
と
い
う

（
二
四
一
）
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一
〇
六

の
が
学
説
の
共
通
し
た
認
識
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
い
ま
だ

定
説
と
い
っ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３
）

　解
除
で
き
な
い
委
任
と
「
受
益
者
の
利
益
」

改
正
法
六
五
一
条
は
、
条
文
上
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
で
あ
っ
て
も
、
委
任
者
は
自
由
に
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
後
は
す
べ
か
ら
く
損
害
賠
償
の
要
否
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
委
任
は
準
委
任
を
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
内
容
と
す
る
か
ら
、
受
任
者
の

利
益
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
受
任
者
の
利
益
に
着
眼
す
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
が
損
害
賠
償
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
委
任
契
約
の
中
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
受
任
者
ま
た
は
そ
の
相
手
方
な
ど
第
三
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
委
任
も
の
も
あ
れ
ば
、
委
任

者
の
利
益
の
み
な
ら
ず
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
も
あ
り
、
ま
た
、
受
任
者
の
利
益
は
ご
く
僅
か
で
、
も
っ
ぱ
ら
委
任
者
の

利
益
を
図
る
委
任
も
あ
る
。
委
任
者
の
任
意
解
除
も
ま
た
、
受
任
者
の
利
益
の
種
類
・
性
質
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
り
扱
い
は
大
き
く
異
な

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
が
、
中
間
試
案
の
提
示
し
た
考
え
方
に
沿
い
な
が
ら
も
、
従
前
の
判
例

法
理
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
、
条
文
上
の
体
裁
と
規
律
が
改
正
前
民
法
六
五
一
条

一
項
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
更
の
こ
と
、
同
条
一
項
の
も
と
で
も
、
委
任
者
に
よ
る
委
任
の
任
意
解
除
の
可
否

は
引
き
続
き
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
学
説
に
は
、
そ
の
点
を
指
摘
す
る
者
も
い
る

（
78
）

。
ま
た
、
学
説
に
は
、
改
正

法
六
五
一
条
二
項
二
号
は
従
前
の
判
例
法
理
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
な
変
更
は
な
い
と
述
べ
る
者
も
い
る

（
79
）

。

考
え
方
の
基
本
的
な
筋
道
を
示
す
な
ら
ば
、
委
任
の
利
益
が
受
任
者
ま
た
は
そ
の
相
手
方
な
ど
第
三
者
に
あ
る
場
合
、
委
任
者
か
ら
の

（
二
四
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
〇
七

一
方
的
な
解
除
の
意
思
表
示
は
受
任
者
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
委
任
の
任
意
解
除
を
原
則
不
可
と
し
、
た

だ
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
に
限
り
解
除
が
許
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
解
除
権
自
体
の
成
否
が
受
任
者
側
の
利

益
と
委
任
者
側
の
や
む
を
得
な
い
事
由
の
存
否
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
委
任
が
受
任
者
の
利
益
を
も
図
る
場
合

に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
委
任
の
利
益
が
委
任
者
に
あ
る
以
上
、
委
任
の
本
質
か
ら
し
て
、
委
任
者
に
よ
る
解
除
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
委
任
の
任
意
解
除
を
原
則
可
と
し
た
う
え
で
、
解
除
に
よ
り
受
任
者
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
正
当
事
由

の
な
い
限
り
委
任
者
は
賠
償
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
解
除
権
自
体
の
成
否
で
は
な
く
、
損
害
賠

償
責
任
の
存
否
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
契
約
関
係
の
清
算
と
い
う
観
点
か
ら
当
事
者
双
方
の
利
益
が
考
慮
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
委
任
者
と
受
任
者
の
双
方
の
利
益
そ
の
他
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
委
任
者
の
利
益
が
大
き
い
と
評
価

さ
れ
る
と
き
は
委
任
者
に
任
意
解
除
を
認
め
た
う
え
で
、
改
正
法
六
五
一
条
二
項
二
号
は
不
利
益
を
被
る
受
任
者
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き

も
の
と
し
た
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
得
る
と
す
れ
ば
、
改
正
法
六
五
一
条
の
解
釈
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
受
任
者
の
継
続
性
の
利
益
の
内
容
・
程
度
に
応

じ
て
類
型
的
な
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
解
除
を
認
め
た
う
え
で
の
金
銭
的
損
害
賠
償
の
処
理
で
十
分
な
場
合
、
②
代
替

的
利
益
で
は
な
く
解
除
の
可
否
自
体
が
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
場
合
、
お
よ
び
、
③
原
則
と
し
て
解
除
が
排
除
さ
れ
る
場
合
を
区
別
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

（
80
）

。
そ
の
際
の
具
体
的
な
考
慮
要
素
と
し
て
は
、
委
任
者
お
よ
び
受
益
者
の
双
方
の
利
益
の
ほ
か
、

報
酬
と
利
益
の
厳
格
な
区
別
、
委
任
の
目
的
、
解
除
権
放
棄
特
約
の
明
示
・
黙
示
の
有
無
、
お
よ
び
、
請
負
や
雇
用
な
ど
の
他
の
役
務
提

供
契
約
と
の
比
較
な
ど
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
が
精
査
さ
れ
、
解
除
権
自
体
の
成
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
改
正
法
六
五
一
条
二
項
二
号
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
委
任
の
い
か
な
る
場
合
に
も
委
任
者
に
よ
る
自
由

（
二
四
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
〇
八

な
任
意
解
除
が
可
能
で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
同
条
一
項
と
同
条
二
項
、
と
り
わ
け
同
条
二
項
二
号
と
の
間
に
は
、
改

正
前
民
法
六
五
一
条
の
場
合
と
同
様
、「
解
除
が
で
き
な
い
委
任
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
81
）

。
こ
の

よ
う
な
委
任
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
契
約
関
係
の
清
算
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
金
銭
的
損
害
賠
償
や
補
償
な
ど
の
代
替
措
置
が

必
要
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
後
述
の
五
で
触
れ
る
。

３
　「
受
任
者
の
利
益
」
と
損
害
賠
償
の
要
否

新
た
に
制
定
公
布
さ
れ
た
改
正
法
六
五
一
条
の
も
と
で
は
、
受
任
者
の
利
益
（
も
っ
ぱ
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
も
目

的
と
す
る
委
任
に
お
い
て
、
委
任
者
が
契
約
を
任
意
解
除
し
た
場
合
、
委
任
者
は
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
い
限
り
、
相
手
方
に
生
じ
た

損
害
の
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
改
正
法
六
五
一
条
二
項
二
号
）。
こ
の
場
合
、
受
任
者
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
報
酬
が
損
害

に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
、
事
案
に
応
じ
て
決
せ
ら
れ
る
と
の
理
由
か
ら
、
明
文
で
規
定
す
る
こ
と
が
見
送
ら
れ
た

（
82
）

。
同

条
の
立
案
段
階
で
は
、
当
初
、
報
酬
が
損
害
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
疑
問
が
示
さ

れ
た
た
め

（
83
）

、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
84
）

。
同
二
号
の
法
文
で
は
、「
受
任
者
の
利
益
」
に
は
受
任
者
が
受
け
る
報
酬
は
含
ま
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
（
同
二
号
の
括
弧
書
）、
受
任
者
の
得
べ
か
り
し
報
酬
は
原
則
と
し
て
損
害
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
85
）

。

改
正
前
民
法
五
六
一
条
の
前
身
で
あ
る
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
五
二
条
は
、「
委
任
者
ノ
ミ
ノ
利
益
ノ
為
ニ
委
任
セ
シ
代
理
ノ
廃
罷
ハ

謝
金
ヲ
諾
約
シ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
モ
委
任
者
ハ
何
時
ニ
テ
モ
随
意
ニ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、
有
償
委
任
と
解
除
と
の
関
係
を
規

律
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た

（
86
）

。
委
任
が
単
に
有
償
委
任
と
い
う
だ
け
で
は
委
任
者
の
任
意
解
除
権
の
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

（
二
四
四
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
〇
九

い
こ
と
は
、
す
で
に
旧
民
法
の
当
時
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

委
任
契
約
が
解
除
さ
れ
て
も
、
報
酬
は
事
務
処
理
の
対
価
で
あ
り
、
受
任
者
が
そ
れ
ま
で
行
っ
た
事
務
処
理
に
対
し
て
報
酬
は
支
払
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
得
べ
か
り
し
報
酬
を
失
っ
て
も
そ
れ
が
直
ち
に
損
害
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
受
任
者
の
利

益
」
と
い
う
概
念
は
、
解
除
権
自
体
の
存
否
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
要
否
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
従
来
、

受
任
者
の
利
益
を
認
め
な
か
っ
た
事
案
で
も
、
こ
れ
を
広
く
認
定
す
る
最
近
の
裁
判
例
の
も
と
で
は
、
委
任
者
と
受
任
者
と
の
間
の
利
害

を
調
整
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
委
任
者
に
よ
る
任
意
解
除
が
許
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
や
む
を
得
ざ
る
事
由
に
よ
る
損
害
賠
償
の
要
否
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
委
任
な
ど
の
継
続
的
契
約
に
お
い
て
は
、
当
初
の
合
意
に
よ
る
関
係
継
続
が
合
理
性
を
失
っ
て
リ
ス

ク
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
る
契
約
関
係
の
清
算
と
い
う
段
階
で
は
、
そ
の
リ
ス
ク
の
分
配
が
重
要
な
問
題
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い

（
87
）

。

五
　
残
さ
れ
た
課
題
と
議
論
の
方
向
性

１
　
や
む
こ
と
を
得
ざ
る
事
由
の
考
慮
要
素

契
約
関
係
の
解
消
に
は
、
契
約
書
の
中
で
更
新
拒
絶
に
関
す
る
定
め
が
あ
り
、
か
か
る
規
定
を
利
用
し
て
継
続
的
契
約
の
解
消
を
図
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
更
新
拒
絶
に
同
意
し
な
い
相
手
方
は
、
解
消
者
に
よ
る
更
新
拒
絶
の
意
思
表
示
の
無
効
を
争
う
こ
と
も
で
き

る
が
、
更
新
拒
絶
が
で
き
な
い
特
段
の
事
情
を
主
張
・
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
段
の
事
情
と
し
て
は
、
被
解
消
者
が
相
応
の
投
資
を

行
っ
た
こ
と
や
そ
の
回
収
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
営
業
努
力
を
も
っ
て
販
路
拡
大
や
利
益
増
大
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
、
当
該
契
約
に

（
二
四
五
）
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一
一
〇

は
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
が
基
礎
に
あ
り
、
信
頼
関
係
は
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
で
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、
契
約
関
係
の
解
消
を
前
提
と
し
た
対
応
策
の
要
否
で
あ
る
。
解
消
者
は
経
済
の
合
理
性

に
基
づ
き
契
約
の
解
消
を
望
ん
で
い
る
が
、
他
方
、
相
手
方
で
あ
る
被
解
消
者
に
お
け
る
契
約
継
続
へ
の
期
待
を
保
護
す
る
必
要
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
契
約
に
定
め
ら
れ
た
要
件
に
従
う
だ
け
で
は
足
り
ず
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
（
88
）

。
や
む
を
得
な
い
事
由
と
は
、
契
約
を
継
続
し
難
い
重
大
な
事
由
で
あ
り
、
相
手
方
の
背
信
行
為
や
当
事
者
双
方
の
責
に
帰
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
事
情
変
更
な
ど
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る

（
89
）

。
や
む
を
得
な
い
事
由
を
要
求
す
る
の
は
、
解
消
者
が
当
該
契
約
を
恣
意
的
に
終
了
さ

せ
、
そ
れ
に
よ
り
相
手
方
で
あ
る
被
解
消
者
が
こ
れ
ま
で
の
投
資
を
回
収
で
き
な
い
な
ど
の
不
利
益
を
被
る
の
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。

解
消
者
の
側
で
な
お
更
新
拒
絶
を
な
し
う
る
や
む
を
得
な
い
事
由
を
主
張
・
立
証
す
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
の
存
否

は
被
解
消
者
側
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
解
消
者
側
の
事
情
も
勘
案
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
や
む
を
得
な
い
事
由
の
要
件
は
、
役

務
提
供
者
側
の
恣
意
を
許
さ
ず
、
受
領
者
側
の
法
的
・
経
済
的
地
位
を
安
定
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
両
当
事
者
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、

受
領
者
側
が
契
約
関
係
か
ら
離
脱
を
望
む
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
学
説
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
の
存
否
は
法
定
解
除
や

期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
の
解
除
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
法
定
解
除
の
指
導
理
念
は
信
頼
関
係
の
破
壊
で
あ
る
と
の
見
解

（
90
）

や
、
事
業
者

間
の
契
約
に
お
い
て
は
解
約
特
約
な
ど
の
効
力
を
認
め
つ
つ
、
契
約
の
種
類
・
内
容
、
当
事
者
の
属
性
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
、
信
義
則
、

権
利
濫
用
な
ど
の
法
理
を
適
用
し
、
合
理
的
な
範
囲
で
中
途
解
約
権
の
行
使
を
制
限
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
す
る
見
解

（
91
）

も
有
力
で
あ

る
。思

う
に
、
契
約
離
脱
の
自
由
と
こ
れ
に
対
す
る
契
約
継
続
の
利
益
の
確
保
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
者
間
契
約
の
場
合
で
あ

れ
ば
、
解
除
権
者
側
に
お
け
る
契
約
離
脱
の
事
由
と
し
て
、
収
益
改
善
の
た
め
の
事
業
内
容
の
変
更
や
取
引
相
手
方
の
変
更
、
合
理
的
な

（
二
四
六
）
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一
一
一

予
告
期
間
の
提
供
、
金
銭
的
補
償
等
が
必
要
と
さ
れ
る
。
一
方
、
相
手
方
に
お
け
る
契
約
継
続
の
利
益
と
し
て
は
、
法
的
・
経
済
的
な
地

位
の
安
定
性
、
資
本
投
下
の
状
況
、
合
理
的
な
予
告
期
間
の
有
無
、
不
測
の
損
害
等
の
発
生
の
可
能
性
と
そ
れ
に
対
す
る
補
償
等
の
要
否

等
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
消
費
者
を
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
受
領
者
と
す
る
役
務
提
供
契
約
の
場
合
に
は
、
契
約
関
係
か
ら
の
離

脱
の
容
易
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
事
由
を
必
要
と
す
る
と
の
考
え
方
は
却
っ
て
離
脱
の
自
由
を
困
難
な
も
の
と
す

る
こ
と
に
な
る
。
両
当
事
者
の
合
理
的
な
利
益
調
整
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
消
費
者
が
解
除
権
者
の
場
合
に
は
、
離
脱
の
容
易

さ
を
求
め
、
反
対
に
、
消
費
者
が
解
除
権
者
の
相
手
方
の
場
合
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
の
有
無
、
お
よ
び
、
解
除
権
者
側
に
お
け
る

離
脱
の
自
由
に
つ
い
て
の
正
当
性
な
い
し
道
理
的
理
由
の
存
在
を
必
要
と
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

（
92
）

。
や
む
を
得
な
い
事
由
の
法
理
は
、

元
来
、
賃
貸
人
の
解
除
権
を
制
限
し
、
賃
借
人
保
護
の
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
継
続
的
契
約
に
お
い
て
は
で
き
る
限
り
契
約
の
継
続

性
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
沿
革
な
い
し
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
消
費
者
が

解
除
権
者
の
相
手
方
と
な
る
場
合
に
は
、
解
除
権
者
の
側
に
や
む
を
得
な
い
事
由
の
有
無
を
求
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
合
理
な
取
り
扱

い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

２
　
特
定
商
取
引
法
に
お
け
る
中
途
解
約
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
規
制
と
の
関
係

現
代
社
会
で
は
、
取
引
の
対
象
が
モ
ノ
か
ら
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
に
伴
い
、
苦
情
相
談
も
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す

る
も
の
が
増
大
し
て
い
る
。
継
続
的
役
務
提
供
に
関
し
て
中
途
解
約
を
中
心
と
す
る
問
題
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
三

年
に
実
施
さ
れ
た
消
費
者
保
護
に
関
す
る
行
政
監
察
が
エ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
や
英
会
話
教
室
の
中
途
解
約
や
前
払
い
に
係
る
苦
情
問
題

を
取
り
上
げ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る

（
93
）

。
エ
ス
テ
や
外
国
語
会
話
教
室
な
ど
の
継
続
的
役
務
は
、
そ
の
性
質
上
、
受
け
て
み
な
い
と
効
果
が

（
二
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
一
二

わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
受
け
て
み
た
と
こ
ろ
効
果
が
思
わ
し
く
な
い
と
か
、
中
途
解
約
を
行
な
い
た
く
な
る
こ
と
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
消
費
者
は
債
務
不
履
行
を
立
証
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
満
足
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

客
観
的
に
立
証
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
か
ら
、
委
任
の
任
意
解
除
を
定
め
た
改
正
前
民
法
六
五
一
条
を
適
用
し
て
、
事
業
者

が
信
頼
で
き
な
い
と
思
え
ば
、
事
業
者
に
債
務
不
履
行
が
な
く
て
も
、
何
時
で
も
一
方
的
に
当
該
契
約
を
解
除
（
中
途
解
約
）
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
条
は
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
事
業
者
側
が
契
約
書
中
に
中
途
解
約
を
禁
止
す
る
条
項
や
違
約

金
条
項
な
ど
の
特
約
を
予
め
定
め
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
は
中
途
解
約
が
認
め
ら
れ
な
い
と
か
、
高
額
な
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
こ
れ
が
苦
情
・
相
談
の
増
加
を
も
た
ら
し
た

（
94
）

。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
を
背
景
と
し
て
、
平
成
一
一
年
四
月
、
訪
問
販
売
法
の
改
正
に
よ
り
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
内
容
・
期

間
・
契
約
金
額
が
政
令
で
指
定
さ
れ
た
役
務
）
に
つ
い
て
新
た
な
一
章
が
設
け
ら
れ
、
エ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、
外
国
語
会
話
教
室
、
学
習
塾
、

家
庭
教
師
派
遣
の
指
定
四
役
務
を
対
象
に
、
書
面
交
付
義
務
、
広
告
規
制
、
禁
止
行
為
・
指
示
対
象
行
為
な
ど
の
行
為
規
制
と
そ
の
違
反

に
対
す
る
罰
則
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、
中
途
解
約
権
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
規
制
な
ど
、
強
い
規
制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
95
）

。

特
定
継
続
的
役
務
と
は
、
国
民
の
日
常
生
活
に
係
る
取
引
に
お
い
て
有
償
で
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
役
務
で
あ
っ
て
、
役
務
の
性
質
上
、

役
務
受
領
者
の
身
体
の
美
化
・
知
識
・
技
能
の
向
上
そ
の
他
の
目
的
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
が
確
実
で
な
い
も
の
に
該
当
す
る
役
務
の
う

ち
、
政
令
で
指
定
さ
れ
た
役
務
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
た
の
が
、
中
途
解
約
お
よ
び
損
害
賠
償
額
の
上
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
る

（
改
正
訪
問
販
売
法
一
七
条
の
一
〇
）。
そ
の
後
、
訪
問
販
売
法
は
、
平
成
一
二
年
、
特
定
商
取
引
法
と
改
称
さ
れ
た
が
、
特
定
継
続
的
役
務

提
供
の
中
途
解
約
権
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
に
関
す
る
規
定
は
特
定
商
取
引
法
に
も
受
け
継
が
れ
た
（
同
法
四
九
条
）。
そ
し
て
、
平
成

一
五
年
、
従
来
の
指
定
四
役
務
に
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
と
「
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
」
が
追
加
さ
れ
、
規
制
対
象
が
六
種
類
に
拡
大
さ

（
二
四
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
一
三

れ
た
。
平
成
二
八
年
に
は
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供
に
関
す
る
規
制
対
象
に
「
美
容
医
療
」
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
中
途
解
約
制
度

に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
変
更
は
な
い
。

特
定
商
取
引
法
が
設
け
る
中
途
解
約
制
度
は
、
指
定
四
役
務
に
適
用
範
囲
を
限
定
し
つ
つ
、
継
続
的
役
務
提
供
の
不
確
実
性
に
伴
う
リ

ス
ク
配
分
の
見
地
か
ら
、
中
途
解
約
を
権
利
と
し
て
強
行
法
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
契
約
自
由
の
原
則
や
委
任
契
約
に

関
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
判
例
法
理
か
ら
見
る
と
、
解
除
権
放
棄
特
約
の
効
力
を
認
め
ず
、
や
む
を
得
な
い
事
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

解
除
で
き
る
と
し
た
こ
と
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
ま
た
は
違
約
金
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
も
一
定
額
以
上
の
請
求
が
で
き
な
い
と
し
た
こ

と
、
お
よ
び
、
中
途
解
約
に
関
す
る
規
定
は
強
行
規
定
と
し
て
当
事
者
の
合
意
・
特
約
に
よ
っ
て
排
除
で
き
な
い
こ
と
に
、
そ
の
意
義
が

あ
る
。

今
日
の
役
務
提
供
契
約
は
、
準
委
任
を
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
で
あ
り
、
消
費
者
・
事
業
者
間
に
著
し
い
不
均
衡
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
特
定
商
取
引
法
が
ど
の
よ
う
な
役
務
提
供
契
約
を
規
制
対
象
と
す
る
の
か
、
委
任
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
準
委
任
の
性
質
や
信

頼
の
崩
壊
に
ど
の
程
度
踏
み
込
ん
で
中
途
解
約
権
を
要
件
化
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
立
法
論
的
に
も
検
討
す
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
解
釈
論
に
お
い
て
も
、
契
約
の
拘
束
力
の
例
外
を
認
め
る
以
上
、
民
法
の
み
な
ら
ず
、
特
定
商
取
引
法
や
消
費
者
契
約
法
な
ど
の

契
約
法
全
体
の
中
で
の
体
系
的
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
学
説
に
は
、
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
関
し
て
、
委
任
の
任

意
解
除
と
そ
の
例
外
で
あ
る
や
む
を
得
な
い
事
由
の
ル
ー
ル
を
持
ち
込
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
見
解
を
述
べ
る
も
の
が
多
い
。
慎

重
論
が
論
拠
と
す
る
の
は
、
委
任
の
任
意
解
除
は
無
償
委
任
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
有
償
委
任
で
あ
る
継
続
的
役
務
提
供
契

約
に
は
改
正
前
民
法
六
五
一
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
か

（
96
）

、
委
任
は
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
基
礎
と
す
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
継
続
的
役
務
提
供
契
約
に
お
け
る
消
費
者
と
事
業
者
の
関
係
は
事
業
を
中
心
と
し
た
信
頼
関
係
で
あ
り
、
本
来
の
対
人
的
信
頼

（
二
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
一
四

関
係
と
は
異
な
る

（
97
）

と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
実
際
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
消
費
者
保
護
の
見
地
か
ら
、
特
定
商
取
引

法
や
消
費
者
契
約
法
な
ど
を
用
い
て
中
途
解
約
を
行
う
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
指
定
役
務
に
つ
い
て
は
改
正
法
六
五
一
条
の
規
定
を
持
ち

出
す
必
要
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
慎
重
論
を
説
く
論
者
の
見
解
は
や
や
荒
削
り
の
感
を
否
め
ず
、
委
任
に
関
す
る
従
来
の
民
法

理
論
や
判
例
法
理
と
の
整
合
性
な
ど
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
い
え
よ
う

（
98
）

。

３
　
金
銭
的
損
害
賠
償
と
補
償

継
続
的
契
約
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
自
由
に
認
め
な
い
と
い
う
解
決
、
言
い
換
え
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
け
れ
ば
契

約
の
解
消
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
当
事
者
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る

（
99
）

。
解
消
を
認
め
て
も
、
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
が

で
き
る
な
ら
ば
、
被
解
消
者
の
救
済
に
な
る
。
ま
た
、
継
続
的
契
約
を
一
方
当
事
者
か
ら
中
途
解
約
す
る
場
合
な
ど
を
想
定
し
て
、
違
約

金
な
ど
の
名
目
を
付
し
た
金
銭
支
払
条
項
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
100
）

。

継
続
的
契
約
の
解
消
に
お
い
て
損
害
賠
償
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
内
容
は
、
抽
象
的
に
は
、
契
約
が
継
続
し
て
い
た
ら
得
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
論
じ
る
代
表
的
学
説
は
、
継
続
的
契
約
の
存
続
に
よ
っ
て
当
事
者
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益

の
喪
失
、
継
続
的
契
約
の
解
消
に
よ
っ
て
す
で
に
投
下
し
た
資
本
が
無
駄
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
失
（
具
体
的
に
は
、
当
該
契
約
の
た
め

に
発
生
・
増
加
し
た
人
員
、
施
設
、
備
品
の
費
用
、
販
売
広
告
費
用
、
余
っ
た
在
庫
、
取
引
開
始
時
に
支
払
っ
た
営
業
権
の
対
価
な
ど
）
を
挙
げ
る

（
101
）

。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
履
行
利
益
の
賠
償
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
説
に
は
、
信
頼
利
益
の
賠
償
し
か
認
め
な
い
と

す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る

（
102
）

。
履
行
利
益
と
信
頼
利
益
の
概
念
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償
の
範
囲
を
画
す
る
道
具
概
念
と
し
て
の
有
用
性
に

限
界
を
指
摘
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
り
、
学
説
の
状
況
は
混
沌
と
し
て
い
る

（
103
）

。

（
二
五
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
一
五

思
う
に
、
継
続
的
契
約
に
お
け
る
損
害
は
、
一
般
に
、
一
定
量
の
品
物
を
発
注
し
た
が
、
そ
れ
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
品
物

の
価
額
が
損
害
と
な
り
、
そ
れ
を
転
売
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
転
売
利
益
が
損
害
で
あ
る
。
継
続
的
契
約
で
は
、
契
約
期
間
内
に
お
い
て

投
資
を
す
る
と
か
、
在
庫
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
契
約
が
解
消
さ
れ
る
と
こ
れ
ら
が
失

わ
れ
た
利
益
と
な
り
、
契
約
期
間
を
延
長
す
れ
ば
そ
の
分
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

継
続
的
契
約
の
解
消
に
お
い
て
、
解
消
者
の
側
に
契
約
解
消
に
つ
き
相
応
の
理
由
が
あ
り
、
他
方
、
相
手
方
に
よ
る
相
応
の
投
資
や
そ

の
回
収
の
必
要
性
、
営
業
努
力
や
利
益
増
大
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
と
は
別
に
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
と

同
時
に
、
相
手
方
に
財
産
的
な
補
償
を
与
え
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

（
104
）

。
た
だ
、
こ
の
補
償
が
、
損
害
賠
償
と
何
が
異
な

る
か
は
、
別
途
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
継
続
的
契
約
に
お
い
て
補
償
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
補
償
は
金
銭
的
賠
償
に
限
ら

ず
、
そ
れ
以
外
の
代
償
措
置
を
含
み
、
か
つ
、
契
約
解
消
の
結
果
で
は
な
く
、
要
件
と
し
て
解
消
の
可
否
を
判
断
す
る
重
要
な
要
素
の
一

つ
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
補
償
は
、
細
か
な
損
害
立
証
を
せ
ず
と
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
基
本
的
に

は
事
後
の
賠
償
と
は
異
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

六
　
結

　
び

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
委
任
の
解
除
を
め
ぐ
る
問
題
の
う
ち
、
改
正
法
六
五
一
条
の
出
来
上
が
る
ま
で
を
、
債

権
法
改
正
に
現
わ
れ
た
部
会
資
料
や
議
事
録
な
ど
の
各
種
資
料
を
手
掛
か
り
に
そ
の
痕
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
同
条
の
立
法
趣
旨
（
同
条
一

項
）
を
明
ら
か
に
し
、
受
益
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
任
意
解
除
（
同
条
二
項
二
号
）
の
可
否
お
よ
び
制
約
原
理
に
つ
い
て
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。
改
正
法
六
五
一
条
の
規
律
に
よ
る
と
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
は
同
人
の
不
誠
実
な
行
動
と
い
っ
た

（
二
五
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
一
六

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
み
委
任
者
に
よ
り
解
除
さ
れ
る
と
い
っ
た
判
例
法
理
の
命
題
は
、
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
条
は
、

同
条
一
項
お
よ
び
同
条
二
項
二
号
を
併
せ
て
読
む
と
、
条
文
上
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
で
あ
っ
て
も

任
意
解
除
が
可
能
で
あ
り
、
後
は
す
べ
か
ら
く
損
害
賠
償
の
要
否
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に

即
断
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
委
任
は
、
委
任
者
・
受
任
者
双
方
の
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
、
そ
の
人
で
あ
る
か
ら
委
任
し
、
ま
た
引

き
受
け
る
と
い
う
も
の
で
、
信
頼
が
少
し
で
も
崩
れ
た
ら
効
力
が
失
わ
れ
る
か
ら
、
理
由
な
し
の
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う

な
委
任
の
特
質
に
由
来
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
の
委
任
は
準
委
任
も
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
任
意
解
除
を
一
律
に
論
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
改
正
法
六
五
一
条
二
項
二
号
は
、
委
任
者
と
受
任
者
の
双
方
の
利
益
そ
の
他
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
委
任

者
の
利
益
が
大
き
い
と
評
価
さ
れ
る
と
き
は
委
任
者
に
任
意
解
除
を
認
め
た
う
え
で
、
不
利
益
を
被
る
受
任
者
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
も

の
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
委
任
の
す
べ
て
の
場
合
に
、
委
任
者
に
よ
る
委
任
の
自
由
な
任
意
解
除
を
肯

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
委
任
者
に
よ
る
委
任
の
任
意
解
除
の
可
否
は
引
き
続
き
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
改
正
法
六
五
一
条
の
解
釈
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
受
任
者
側
に
お
け
る
契
約
継
続
の
利
益
の
内
容
・
程
度
に
応
じ
た
類
型
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
基
準
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
委
任
契
約
の
解
除
と
い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
、
個
々
の
契
約
に
内

在
す
る
信
頼
の
程
度
に
応
じ
て
改
正
法
六
五
一
条
の
適
用
の
可
否
を
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
委
任
契
約
の

解
除
と
の
対
比
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。
信
頼
関
係
の
破
壊
と
は
別
の
理
由
で
、
あ
る
い
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
の
解
消
と
い
う

（
二
五
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
一
七

場
合
に
は
、
契
約
解
除
の
通
則
を
定
め
た
規
定
（
改
正
前
民
法
五
四
一
条
、
改
正
法
五
四
一
条
）
の
補
充
的
適
用
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
解
除
に
つ
い
て
は
、
今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
抜
本
的
な
改
正
が
行
わ
れ
、
改
正
法
五
四
一
条
は
債
務
者
の
帰
責
事
由
を
不
要

と
す
る
と
と
も
に
、
債
務
不
履
行
に
あ
る
契
約
当
事
者
を
当
該
契
約
の
拘
束
力
か
ら
解
放
す
る
制
度
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
今
次
の
債
権

法
改
正
に
よ
り
、
改
正
法
六
五
一
条
と
改
正
法
五
四
一
条
は
債
権
者
を
契
約
の
拘
束
力
か
ら
解
放
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
の
基
盤
を
与

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
委
任
に
お
け
る
任
意
解
除
と
い
う
問
題
を
考
え
る
う
え
で
は
、
改
正
法
五
四
一
条
の
補
充
的
適
用
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う

（
105
）

。

今
日
、
委
任
は
、
事
務
処
理
の
委
託
（
準
委
任
）
を
含
み
、
広
範
か
つ
多
種
多
様
な
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
内
容
と
す
る
こ
と
か
ら
、
委

任
の
任
意
解
除
の
適
法
性
が
問
わ
れ
る
場
合
に
、
単
に
「
受
益
者
の
利
益
」
と
い
っ
た
だ
け
で
は
何
ら
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
改
正
法
六
五
一
条
は
、
様
々
な
意
見
の
間
で
論
議
と
調
整
が
重
ね
ら
れ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
異

論
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
学
説
・
判
例
・
実
務
に
よ
る
法
形
成
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
改
正
さ

れ
な
か
っ
た
規
定
を
含
め
て
規
範
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
今
後
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
の
研
究
が
契
機
と
な

り
、
更
な
る
議
論
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
1
）	

山
本
豊
編
『
新
注
釈
民
法
（
14
）
債
権
（
７
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
二
頁
［
山
本
豊
］。
役
務
提
供
契
約
が
ロ
ー
マ
法
の

locatioconductio

か
ら
中
世
お
よ
び
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
学
を
通
じ
て
典
型
契
約
と
な
る
過
程
に
つ
き
、
山
本
豊
編
・
同
書
三
─
八
頁
［
山
本
］。

（
2
）	

山
本
豊
編
・
前
掲
注（
１
）三
五
〇
頁
以
下
［
山
本
］。

（
3
）	

委
任
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
「
法
律
行
為
の
委
託
」
を
目
的
と
す
る
委
任
で
は
な
く
、「
法
律
行

（
二
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
一
八

為
で
な
い
事
務
の
委
託
」
に
関
す
る
も
の
（
準
委
任
）
で
あ
る
。
準
委
任
に
関
す
る
裁
判
例
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
山
本
編
・
前
掲
注（
一
）三
五
三

頁
、
三
五
七
頁
以
下
［
山
本
］。
問
題
と
さ
れ
る
契
約
が
準
委
任
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
最
判
平
成
一
八
・
一
一
・
二
七
民
集
六
〇

巻
九
号
三
四
三
七
頁
（
大
学
在
学
契
約
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）	
最
近
の
論
考
と
し
て
、
都
筑
満
雄
「
混
合
契
約
論
を
見
る
視
点
─
各
種
契
約
の
一
般
理
論
か
ら
の
視
座
─
」
民
事
研
修
六
八
二
号
（
二
〇
一
四

年
）
二
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
、
宮
本
健
蔵
「
混
合
契
約
お
よ
び
複
合
契
約
と
契
約
の
解
除
」
法
学
志
林
九
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
頁
以
下
、

湯
浅
道
男
「
混
合
契
約
お
よ
び
非
典
型
契
約
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
か
」
椿
寿
夫
編
『
講
座
・
現
代
契
約
と
現
代
債

権
法
の
展
望

　
第
五
巻
〈
契
約
の
一
般
的
課
題
〉』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
三
頁
以
下
な
ど
。
な
お
、
混
合
契
約
に
関
す
る
初
期
の
学
説
に

つ
い
て
は
、
山
本
豊
編
・
前
掲
注（
１
）一
一
─
一
三
頁
［
山
本
］
参
照
。

（
5
）	

法
制
審
議
会
民
法
部
会
・
第
一
六
回
会
議
議
事
録
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
二
七
頁
以
下
。
民
法
部
会
の
議
事
録
は
、
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ
（
省
議
・
審
議
会
記
録

／
過
去
の
審
議
会
等
）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
民
法
部
会
議
事
録
に
つ
き
同
じ
。
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
議
論
は
今
回
の
債
権
法
改
正
に

お
い
て
精
力
的
に
行
わ
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
議
論
の
推
移
と
学
説
の

整
理
に
つ
き
、
手
嶋
豊
「
役
務
提
供
契
約
」
安
永
正
昭
ほ
か
監
修
『
債
権
法
改
正
と
民
法
学
Ⅲ
契
約
（
２
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
八
年
）
二
九
九

頁
以
下
、
と
く
に
三
一
七
─
三
一
九
頁
。
役
務
提
供
契
約
に
関
す
る
諸
外
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
、R

einhard	Z
im

m
erm

ann

（hrsg.

）,Service	

C
ontracts,M

ohr	S
iebeck,2010

に
所
収
の
各
論
稿
を
参
照
。

（
6
）	

最
判
昭
和
四
〇
・
一
二
・
一
七
集
民
八
一
号
五
六
一
頁
。
同
旨
、
最
判
昭
和
四
三
・
九
・
二
〇
判
時
五
三
八
号
五
一
頁
。

（
7
）	

最
判
昭
和
五
六
・
一
・
一
九
民
集
三
五
巻
一
号
一
頁
。

（
8
）	

最
判
昭
和
五
六
・
二
・
五
判
時
九
九
六
号
六
三
頁
。

（
9
）	

従
前
の
判
例
法
理
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
貞
之
「
委
任
の
解
除
に
関
す
る
判
例
法
理
の
条
文
化
と
半
強
行
法
規
性
」
日
本
法
学

八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
五
三
頁
以
下
。

（
10
）	

本
稿
の
三
２
（
１
）
で
取
り
上
げ
る
。

（
11
）
長
谷
川
貞
之
「
役
務
提
供
型
の
典
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
）
総
論
」
円
谷
峻
編
『
民
法
改
正
案
の
検
討

　
第
三
巻
』（
成
文
堂
、

（
二
五
四
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
一
九

二
〇
一
三
年
）
二
五
二
頁
以
下
。

（
12
）	

長
谷
川
貞
之
「
新
民
法
と
強
行
法
・
任
意
法
─
請
負
・
委
任
に
お
け
る
契
約
不
適
合
責
任
、
解
除
を
中
心
に
─
」
近
江
幸
治=

椿
寿
夫
編
『
強

行
法
・
任
意
法
の
研
究
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
三
一
三
頁
以
下
。

（
13
）	
長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
七
三
頁
以
下
。

（
14
）	

長
谷
川
貞
之
「
委
任
に
お
け
る
任
意
解
除
権
の
規
範
構
造
」
日
本
法
学
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
九
頁
以
下
。

（
15
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
五
三
頁
以
下
。

（
16
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
12
）三
一
三
頁
以
下
。

（
17
）	

長
谷
川
貞
之
「
委
任
契
約
の
解
消
と
任
意
解
除
権
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ1151

号
（
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下
。

（
18
）	

本
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
五
年
に
わ
た
り
明
治
大
学
法
科
大
学
院
で
開
講
さ
れ
た
寄
付
講
座
「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
動

向
」
に
お
い
て
筆
者
が
「
役
務
提
供
契
約
─
請
負
・
委
任
を
中
心
に
」
と
題
し
て
行
っ
た
各
年
度
の
報
告
と
そ
れ
を
ま
と
め
た
講
義
録
が
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。
各
年
度
の
報
告
と
講
義
録
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
法
科
大
学
院
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
次
の
册
子
体
の
該
当
箇
所
を
参
照
さ
れ
た

い
。『
二
〇
一
一
年
度
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
動
向
』（
二
〇
一
二
年
）
三
三
九
頁
以
下
、『
二
〇
一
二
年
度
同
』（
二
〇
一
三
年
）
三
三
八
頁
以
下
、

『
二
〇
一
三
年
度
同
』（
二
〇
一
四
年
）
三
七
二
頁
以
下
、『
二
〇
一
四
年
度
同
』（
二
〇
一
五
年
）
二
〇
九
頁
以
下
、『
二
〇
一
五
年
度
同
』

（
二
〇
一
六
年
度
）
二
七
八
頁
以
下
。

（
19
）	

筒
井
健
夫
＝
村
松
秀
樹
『
一
問
一
答
・
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
八
年
）
一
頁
以
下
、
筒
井
健
夫
「
債
権
法
改
正
の

経
緯
と
概
要
」
ジ
ュ
リ
一
五
一
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
六
頁
以
下
。

（
20
）	

今
次
の
債
権
法
改
正
に
お
け
る
論
点
の
変
遷
に
つ
き
、
小
澤
吉
徳
「
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
実
務
へ
の
影
響
（
総
論
）
～
く
ら
し
の
中
の
法
律
家

『
司
法
書
士
』
の
役
割
～
」
月
報
司
法
書
士
五
五
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
頁
以
下
。

（
21
）	

そ
の
成
果
物
は
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
』〈
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
六
号
〉（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九

年
）（
以
下
、「
基
本
方
針
」
と
い
う
）、
同
編
『
詳
解
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅴ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）（
以
下
、「
詳
解
Ⅴ
」
と
い
う
）

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
二
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
二
〇

（
22
）	

法
制
審
議
会
に
お
け
る
民
法
部
会
の
設
置
と
そ
の
審
議
方
法
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
一
部
に
異
論
が
あ
る
。
加
藤
雅
信
『
民
法
（
債
権
法
）
改

正
─
民
法
典
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
23
）	
筒
井
＝
村
松
・
前
掲
注（
19
）五
頁
、
筒
井
・
前
掲
注（
19
）一
七
頁
。

（
24
）	
国
会
で
の
審
議
経
過
に
つ
き
、
筒
井
＝
村
松
・
前
掲
注（
19
）八
頁
以
下
、
筒
井
・
前
掲
注（
19
）一
八
─
一
九
頁
。

（
25
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
12
）三
一
三
頁
以
下
、
三
一
七
頁
。

（
26
）	

法
制
審
議
会
民
法
部
会
・
第
一
六
回
会
議
議
事
録
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
二
七
頁
以
下
。
議
事
録
は
、
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ
（
省
議
・
審
議
会
記
録
／
過
去
の
審

議
会
等
）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
民
法
部
会
議
事
録
に
つ
き
同
じ
。

（
27
）	

【
部
会
資
料
17
─
２
】
一
頁
。
部
会
資
料
は
、
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ
（
省
議
・
審
議
会
記
録
／
過
去
の
審
議
会
等
）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
以
下
、

部
会
資
料
に
つ
き
同
じ
。

（
28
）	

詳
し
く
は
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
12
）三
三
〇
頁
以
下
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
七
二
頁
以
下
。

（
29
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
で
は
、
特
殊
の
委
任
と
し
て
、
媒
介
契
約
、
仲
立
契
約
、
取
次
契
約
な
ど
を
民
法
典
で
規
律
す
る
構
想
も
立
て
ら
れ
て

い
た
。
民
法
改
正
検
討
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
一
三
三
頁
以
下
、
四
八
七
頁
以
下
。

（
30
）	

手
嶋
・
前
掲
注（
５
）二
九
九
頁
以
下
。
委
任
や
信
託
な
ど
の
契
約
に
特
徴
的
な
要
素
で
あ
る
信
頼
を
基
礎
と
し
た
契
約
（
信
認
型
契
約
）
に
関

す
る
規
律
に
つ
い
て
は
、
今
次
の
債
権
法
改
正
で
は
ま
っ
た
く
構
想
に
入
っ
て
い
な
い
。
信
認
型
契
約
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
貞
之
「
信

認
関
係
と
忠
実
義
務
─
信
認
型
契
約
の
創
設
を
構
想
す
る
立
場
か
ら
の
提
言
─
」
円
谷
峻
編
著
『
社
会
の
変
容
と
民
法
典
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇

年
）
三
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
31
）	

法
典
編
纂
の
基
本
方
針
は
、「
法
典
調
査
ノ
方
針
」
に
よ
る
と
、
規
範
に
つ
い
て
は
「
原
則
変
則
及
疑
義
ヲ
生
ス
ヘ
キ
事
項
ニ
関
ス
ル
規
則
」

を
掲
げ
る
に
と
ど
め
、「
細
密
ノ
規
定
」
は
定
め
な
い
こ
と
と
し
（
一
一
条
）、
概
念
に
つ
い
て
は
「
立
法
上
特
ニ
定
解
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
」
を
除
き

「
定
義
種
別
引
例
等
」
は
削
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
一
三
条
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
広
中
俊
雄
編
著
『
日
本
民
法
典
資
料
集
成
（
１
）』（
信
山

社
、
二
〇
〇
五
年
）
八
八
四
頁
。
併
せ
て
、
金
山
直
樹
ほ
か
「
法
典
調
査
会
に
学
ぶ
（
１
）（
２
完
）」
ジ
ュ
リ
一
三
三
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
六

頁
以
下
、
一
三
三
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
二
頁
以
下
参
照
。

（
二
五
六
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
二
一

（
32
）	

法
典
調
査
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た
「
法
典
調
査
ノ
方
針
」
第
一
三
条
。
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『〈
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書

一
二
〉
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』（
商
事
法
務
、
一
九
八
八
年
）
三
頁
、
二
七
頁
以
下
。

（
33
）	
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
き
、
中
田
裕
康
「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
対
立
軸
」
松
久
三
四
彦
ほ
か
編
著
『
社
会
の
変
容
と
民
法
の
課
題
［
上
巻
］』

〈
瀬
川
信
久
先
生
・
吉
田
克
己
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
〉（
成
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
三
七
一
頁
以
下
、
三
八
二
頁
。

（
34
）	

立
法
で
規
律
す
る
こ
と
は
、
規
範
内
容
を
明
確
に
し
、
安
定
性
・
透
明
性
を
高
め
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
具
体
的
に
規
定

す
る
と
、
将
来
の
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
硬
直
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
法
律
を
常
に
機
動
的
に
改
正
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
抽
象
的

な
規
定
に
す
る
と
、
明
確
性
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
方
向
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
規
律
の
対
象
に
応
じ
て
、

立
法
に
よ
る
規
律
と
判
例
に
よ
る
規
律
と
の
役
割
分
担
が
重
要
と
な
る
。
民
事
立
法
学
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
法
律
時
報
一
二
月
臨
時
増
刊
号

（
一
九
八
一
年
）『
民
事
立
法
学
』（
日
本
評
論
社
）
に
所
収
の
各
論
稿
を
参
照
。

（
35
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
基
本
方
針
］
三
五
七
頁
～
三
六
三
頁
、
同
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
三
頁
～
四
四
頁
。

（
36
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
三
頁
。

（
37
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
一
五
頁
。

（
38
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
五
三
頁
以
下
、
二
五
五
頁
。

（
39
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
九
〇
頁
。

（
40
）	

民
法
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
21
）［
詳
解
Ⅴ
］
四
五
頁
（
請
負
）、
九
〇
頁
（
準
委
任
）。
基
本
方
針
に
よ
れ
ば
、
請
負
は
、「
当
事
者
の

一
方
が
あ
る
仕
事
を
完
成
し
、
そ
の
目
的
物
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
い
、
相
手
方
が
そ
の
仕
事
の
結
果
に
対
し
て
そ
の
報
酬
を
支
払
う
義
務
を
負
う

契
約
」
と
定
義
さ
れ
る
（【3.2.9.01

】）。
一
方
、
準
委
任
は
、「
当
事
者
の
一
方
（
委
任
者
）
が
そ
の
相
手
方
（
受
任
者
）
に
対
し
、
第
三
者
と
の

間
で
法
律
行
為
で
な
い
事
務
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
場
合
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（【3.2.10.02

】）。

（
41
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
五
六
頁
。

（
42
）	

中
間
論
点
整
理
は
、
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ
（
省
議
・
審
議
会
記
録
／
過
去
の
審
議
会
等
）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
遅
れ
て
公
表
さ
れ
た
「
民
法
（
債

権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
の
補
足
説
明
」（
二
〇
一
一
年
五
月
二
五
日
）
で
は
「
議
事
の
概
況
等
」
と
し
て
民
法
部
会
で
の

（
二
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
二
二

審
議
状
況
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。
こ
の
補
足
説
明
は
、
商
事
法
務
編
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理

の
補
足
説
明
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）	
民
法
改
正
検
討
委
員
会
の
「
基
本
方
針
」（
前
掲
注（
21
））
は
、
役
務
受
領
者
は
役
務
が
完
了
す
る
前
で
あ
れ
ば
何
時
で
も
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
の
場
合
、
役
務
提
供
者
は
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
一
定
額
を
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

（【3.2.8.10
】）。
役
務
提
供
者
に
つ
い
て
は
、
有
償
と
無
償
と
の
場
合
を
区
別
し
、
有
償
の
役
務
提
供
契
約
の
場
合
、
役
務
提
供
者
の
任
意
解
除
権

を
否
定
す
る
甲
案
と
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
に
解
除
を
認
め
る
乙
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
併
記
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
無
償
の
役
務
提
供

契
約
の
場
合
に
は
、
役
務
提
供
者
は
一
定
の
場
合
を
除
い
て
何
時
で
も
解
除
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（【3.2.8.11

】）。

（
44
）	

商
事
法
務
編
・
前
掲
注（
42
）三
八
四
─
三
八
六
頁
。

（
45
）	

【
部
会
資
料
46
】
九
二
頁
以
下
、【
部
会
資
料
47
】
一
頁
以
下
。

（
46
）	

な
お
、
受
任
者
が
受
け
た
損
害
の
賠
償
義
務
（
改
正
前
民
法
六
五
〇
条
三
項
）（【
部
会
資
料
46
】
二
、
二
（
２
））、
委
任
事
務
の
処
理
が
中
途

で
終
了
し
た
場
合
の
報
酬
請
求
権
（【
部
会
資
料
46
】
二
、
三
（
４
））
お
よ
び
役
務
提
供
の
履
行
が
不
可
能
な
場
合
の
報
酬
請
求
権
（【
部
会
資
料

47
─
１
】
三
（
４
））
に
つ
い
て
は
、
分
科
会
で
補
充
的
に
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
47
）	

【
部
会
資
料
47
─
１
】
四
お
よ
び
【
部
会
資
料
47
─
１
】
六
。

（
48
）	

中
間
論
点
整
理
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
界
の
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
第
四
七
「
役
務
提
供
型
契
約
（
雇
用
、
請
負
、
委
任
、
寄
託
）
総
論
」

【
部
会
資
料
33
─
７
】
一−

一
一
頁
、
第
五
〇
の
一
「
新
た
な
受
皿
規
定
の
要
否
」【
部
会
資
料
33
─
７
】
二
二
四
─
二
三
七
頁
、
第
五
〇
の
八
「
役

務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
規
定
の
編
成
方
針
」【
部
会
資
料
33
─
７
】
二
七
九
─
二
八
二
頁
な
ど
。
こ
れ
ら
の
意
見
等
は
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会

［
編
］『「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、

二
〇
一
二
年
）
で
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
お
り
、
閲
覧
に
は
便
利
で
あ
る
。

（
49
）	

【
部
会
資
料
57
】
三
三
頁
以
下
。

（
50
）	

【
部
会
資
料
41
─
６
】（
１
）（
２
）
ア
・
イ
・
ウ
。

（
51
）	

商
事
法
務
編
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
（
概
要
付
き
）』〈
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
三
号
〉（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）

（
二
五
八
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
二
三

一
頁
以
下
。

（
52
）	

【
第
41
─
５
】（
１
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
商
事
法
務
編
・
前
掲
注（
41
）一
七
八
─
一
七
九
頁
参
照
。

（
53
）	
【
第
41
─
６
】（
１
）（
２
）。

（
54
）	

【
部
会
資
料
71
─
６
】
一
五
四
─
一
五
七
頁
。

（
55
）	

【
部
会
資
料
73
Ｂ
】
六
頁
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
き
、
山
本
豊
編
・
前
掲
注（
１
）三
六
一
頁
［
山
本
］
参
照
。

（
56
）	

要
綱
仮
案
第
三
六
の
三
。

（
57
）	

要
綱
仮
案
第
三
六
、
一
─
三
。

（
58
）	

【
部
会
資
料
72
Ａ
─
１
】
三
。

（
59
）	

改
正
法
六
五
一
条
の
立
法
経
緯
に
関
し
て
は
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
12
）三
三
〇
頁
以
下
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
七
二
頁
以
下
で
も
簡
単
な

外
観
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

（
60
）	

松
尾
憲
博
「
委
任
」
松
尾
憲
博=
山
野
目
章
『
新
債
務
法
が
重
要
判
例
に
与
え
る
影
響
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
）
一
七
六

頁
以
下
、
一
七
七
頁
。
な
お
、
民
法
部
会
で
の
議
論
に
つ
き
、【
部
会
資
料
73
Ａ
】
一
七
頁
参
照
。

（
61
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
14
）五
二
─
五
三
頁
、
七
一
─
七
七
頁
、
七
八
頁
以
下
。

（
62
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
六
二
─
二
六
八
頁
。

（
63
）	

改
正
前
民
法
六
五
一
条
に
関
す
る
裁
判
例
の
分
析
と
整
理
に
つ
き
、
石
堂
典
秀
「
委
任
契
約
に
お
け
る
『
受
任
者
の
利
益
』
概
念
に
つ
い
て

（
１
）」C

H
U
K
Y
O
	L

A
W

Y
E
R
	

一
八
巻
（
二
〇
一
三
年
）
一
七
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
、
中
田
裕
康
「
民
法
六
五
一
条
に
よ
る
委
任
の
解
除
」
法
教

一
二
九
号
（
一
九
九
一
年
）
三
七
頁
以
下
（
後
に
同
『
継
続
的
取
引
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
三
〇
頁
以
下
所
収
）、
柳
勝
司
「
委
任

者
に
よ
る
委
任
契
約
の
解
除
」
名
城
法
学
四
四
巻
三
号
（
一
九
九
五
年
）
二
四
頁
以
下
な
ど
も
併
せ
て
参
照
。

（
64
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
六
二
─
二
六
四
頁
。

（
65
）	

前
掲
注（
６
）最
判
昭
和
四
〇
・
一
二
・
一
七
、
前
掲
注（
６
）最
判
昭
和
四
三
・
九
・
二
〇
。

（
66
）	

前
掲
注（
７
）最
判
昭
和
五
六
・
一
・
一
九
。

（
二
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
二
四

（
67
）	

前
掲
注（
７
）最
判
昭
和
五
六
・
一
・
一
九
。

（
68
）	

最
判
昭
和
五
八
・
九
・
二
〇
判
タ
五
一
三
号
一
五
一
頁
。

（
69
）	
東
京
地
判
昭
和
四
三
・
二
・
二
七
判
時
五
三
三
号
四
六
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
四
七
・
九
・
二
二
判
タ
二
八
八
号
三
三
二
頁
、
大
阪
地
判
昭
和

五
五
・
一
一
・
二
八
判
例
タ
四
四
〇
号
一
三
三
頁
な
ど
。

（
70
）	

東
京
地
判
平
成
二
二
・
二
・
一
六
判
タ
一
三
三
六
号
一
六
九
頁
。
本
判
決
は
、
受
任
者
の
管
理
行
為
が
全
体
と
し
て
本
件
別
荘
地
内
の
不
動
産

所
有
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
大
半
の
不
動
産
所
有
者
は
受
任
者
と
の
本
件
管
理
契
約
を
継
続
し
て
お
り
、
直
ち
に
管

理
費
の
減
収
が
管
理
業
務
の
停
滞
を
招
来
す
る
事
態
は
想
定
し
難
い
こ
と
か
ら
、
解
除
を
有
効
と
し
た
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
不
動
産
販
売
管
理
契

約
に
お
い
て
は
、
不
動
産
仲
介
業
者
で
あ
る
受
任
者
が
そ
の
成
約
か
ら
取
得
す
る
手
数
料
な
ど
は
受
任
者
の
利
益
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
が
（
最

判
昭
和
四
三
・
九
・
三
集
民
九
二
号
一
六
九
頁
）、
通
常
の
媒
介
契
約
以
上
に
受
任
者
が
費
用
を
投
下
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
点
が
考
慮
さ

れ
て
受
任
者
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
神
戸
地
判
昭
和
三
〇
・
二
・
二
二
ジ
ュ
リ
一
五
二
号
九
二
頁
、
前
掲
注（
69
）大
阪
地
判
昭
和

四
七
・
九
・
二
二
、
前
掲
注（
69
）大
阪
地
判
昭
和
五
五
・
一
一
・
二
八
な
ど
。

（
71
）	

東
京
地
判
平
成
一
九
・
五
・
二
四
【L

L
IID

06232248

】（
石
堂
・
前
掲
注（
63
）五
五
─
五
六
頁
）。

（
72
）	

最
高
裁
は
、
単
な
る
有
償
委
任
は
受
任
者
の
利
益
を
も
目
的
と
す
る
場
合
に
あ
た
ら
な
い
と
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
（
前
掲
最
判
昭
和

四
三
・
九
・
三
）。
税
理
士
顧
問
契
約
に
お
い
て
は
、
報
酬
支
払
に
つ
き
特
有
の
事
情
が
あ
っ
て
も
、
か
か
る
契
約
は
受
任
者
の
利
益
の
た
め
に
締
結

さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
委
任
者
は
契
約
解
除
に
あ
た
っ
て
受
任
者
に
そ
の
理
由
を
告
知
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
し
た
（
最
判
昭
和

五
八
・
九
・
二
〇
判
時
一
一
〇
〇
号
五
六
頁
）。

（
73
）	

学
説
の
整
理
と
し
て
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
六
九
─
二
七
一
頁
。

（
74
）	

来
栖
三
郎
『
契
約
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
）
五
四
九
頁
以
下
、
と
く
に
五
五
一
─
五
五
四
頁
。

（
75
）	

末
川
博
「
委
任
の
解
除
」
民
商
三
巻
四
号
（
一
九
三
六
年
）
六
二
三
頁
以
下
、
六
三
八
─
六
三
九
頁
。

（
76
）	

広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講
義
［
第
六
版
］』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
二
九
〇
頁
、
二
九
三
頁
、
三
四
六
─
三
四
七
頁
。
な
お
、
同
「
委
任
契

約
の
『
解
除
』」
民
商
四
八
巻
一
号
（
一
九
六
三
年
）
三
七
頁
以
下
、
四
五
─
四
六
頁
も
併
せ
て
参
照
。

（
二
六
〇
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
二
五

（
77
）	

戒
能
通
孝
『
債
権
各
論
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
四
六
年
）
三
三
頁
以
下
。

（
78
）	

山
本
豊
編
・
前
掲
注（
１
）三
一
七
頁
以
下
、
三
二
六
頁
［
一
木
孝
之
］。

（
79
）	
直
井
義
典
「
注
文
者
に
よ
る
請
負
契
約
の
任
意
解
除
」
安
永
正
昭
ほ
か
監
修
『
債
権
法
改
正
と
民
法
学
Ⅲ
契
約
（
２
）』（
商
事
法
務
、

二
〇
一
八
年
）
二
六
七
頁
以
下
、
二
九
五
頁
。

（
80
）	

吉
田
邦
彦
『
契
約
各
論
講
義
（
契
約
法
Ⅱ
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
〇
六
─
二
〇
八
頁
。
な
お
、
類
型
論
的
考
察
に
つ
き
、
山
本
豊

編
・
前
掲
注（
１
）三
二
二
頁
［
一
木
］
参
照
。

（
81
）	

本
文
に
い
う
「
解
除
で
き
な
い
委
任
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
大
島
俊
之
「
性
質
上
解
約
で
き
な
い
委
任
契
約
─
判
例
に
よ
る
民
法
六
五
一
条

一
項
の
制
限
」
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
二
七
巻
一
号
（
一
九
八
一
年
）
六
九
頁
以
下
、
同
「《
解
除
で
き
な
い
委
任
》
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
」

椿
寿
夫
編
『
講
座
・
現
代
契
約
と
現
代
債
権
の
展
望

　
第
五
巻
〈
契
約
の
一
般
的
課
題
〉』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
五
三
頁
、
二
六
三
頁

以
下
に
詳
し
い
。

（
82
）	

【
部
会
資
料
81
─
２
】
四
九
頁
。

（
83
）	

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
・
第
九
一
回
議
事
録
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
五
七
頁
［
道
垣
内
弘
人
発
言
］。
任
期
途
中
で
解
任
さ
れ
た
取
締
役
は

残
存
期
間
中
の
報
酬
全
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
会
社
法
三
三
九
条
二
項
と
の
関
係
が
問
題
視
さ
れ
た
。
会
社
法
三
三
九
条
二
項
に
関

す
る
会
社
法
上
の
解
釈
論
に
つ
き
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
［
第
六
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
三
九
五
頁
。
な
お
、
中
田
・
前
掲
注

（
81
）五
三
五
頁
参
照
。

（
84
）	

な
お
、
本
稿
の
三
３
（
３
）
を
参
照
。

（
85
）	

松
尾
（
憲
）・
前
掲
注（
59
）一
七
八
頁
。

（
86
）	

旧
民
法
と
委
任
の
任
意
解
除
権
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
・
前
掲
注（
14
）六
四
頁
以
下
。

（
87
）	

中
田
裕
康
『
契
約
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
一
八
五
頁
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
素
材
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
組
織
的
契
約
と
配
分

的
正
義
に
着
眼
し
て
リ
ス
ク
配
分
に
言
及
す
る
も
の
に
、
中
原
太
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
組
織
型
契
約
』
論
の
動
向
」
廣
瀬
久
和
先
生
古
稀
記

念
『
人
間
の
尊
厳
と
法
の
役
割
：
民
法
・
消
費
者
法
を
超
え
て
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
）
七
三
頁
以
下
。
解
除
の
効
果
と
し
て
、
委
任
契
約
の
各

（
二
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
二
六

当
事
者
間
に
は
原
状
回
復
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
（
改
正
前
民
法
五
四
五
条
三
項
、
改
正
法
五
四
五
条
四
項
）、
契
約
関
係
の
清
算
と

い
う
観
点
か
ら
は
不
当
利
得
（
民
法
七
〇
三
条
、
七
〇
四
条
）
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
こ
の
点
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
両
者
の
関

係
に
つ
き
、
近
江
幸
治
「
民
法
理
論
の
い
ま
（
１
）

─
実
務
へ
の
架
橋
と
い
う
課
題
（
１
）」
判
例
時
報
二
三
九
六
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
一
六

頁
以
下
は
示
唆
に
富
ん
だ
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

（
88
）	

清
水
建
成
＝
相
澤
麻
美
「
企
業
間
に
お
け
る
継
続
的
契
約
の
解
消
に
関
す
る
裁
判
例
と
判
断
枠
組
み
」
判
タ
一
四
〇
六
号
（
二
〇
一
五
年
）

二
九
頁
以
下
、
松
井
秀
征
「
継
続
的
契
約
の
解
消
と
補
償
措
置
」〈
落
合
誠
一
先
生
古
稀
記
念
〉『
商
事
法
の
新
し
い
礎
石
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四

年
）
四
三
一
頁
以
下
な
ど
。

（
89
）	

飯
村
佳
夫
「
継
続
的
取
引
の
中
止
・
解
除
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
二
六
〇
号
（
一
九
八
二
年
）
四
八
頁
以
下
、
四
九
頁
。

（
90
）	

川
越
憲
治
『
新
版
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
の
判
例
分
析
』〈
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
六
号
〉（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
五
二
頁
。

（
91
）	

升
田
純
『
現
代
取
引
社
会
に
お
け
る
継
続
的
契
約
の
法
理
と
判
例
』（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
〇
頁
、
同
「
契
約
自
由
の
原
則

の
下
に
お
け
る
継
続
的
契
約
の
実
務
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
九
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
六
頁
以
下
、
五
四
頁
。

（
92
）	

椿
久
美
子
「
約
定
解
除
・
解
約
と
契
約
の
終
了
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
四
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
九
四
頁
以
下
、
一
〇
〇
─
一
〇
二
頁
。

（
93
）	

丸
山
絵
美
子
「
業
法
中
の
民
事
ル
ー
ル
の
意
義
と
消
費
者
契
約
法
・
民
法
─
特
定
継
続
的
役
務
規
制
を
題
材
に
」
消
費
者
法
研
究
五
号

（
二
〇
一
八
年
）
一
三
三
頁
以
下
、
一
三
七
頁
。

（
94
）	

中
田
裕
康
「
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
問
題
点
（
上
）（
中
）（
下
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
九
九
号
八
頁
以
下
、
六
〇
一
号
三
〇
頁
以
下
、
六
〇
二
号

三
九
頁
以
下
（
い
ず
れ
も
一
九
九
六
年
）（
後
に
同
・
前
掲
注（
63
）『
継
続
的
取
引
の
研
究
』
二
八
八
頁
以
下
所
収
）
な
ど
。

（
95
）	

本
改
正
の
立
法
担
当
者
に
よ
る
解
説
と
し
て
、
加
藤
庸
之
＝
小
泉
秀
親
「
改
正
訪
問
販
売
法
お
よ
び
改
正
割
賦
販
売
法
の
概
要
（
１
）
～

（
４
・
完
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
六
六
号
一
七
頁
以
下
、
六
六
八
号
二
四
頁
以
下
、
六
七
一
号
四
一
頁
以
下
（
い
ず
れ
も
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
96
）	

丸
山
恵
美
子
「
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
解
消
に
関
す
る
一
考
察
（
３
）」
法
学
六
一
巻
五
号
（
一
九
九
七
年
）
一
三
七
頁
以
下
、
一
八
九
頁
、

同
「
消
費
者
契
約
と
し
て
の
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
解
消
─
解
約
の
要
件
・
効
果
と
正
当
化
根
拠
」
私
法
六
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
七
一
頁
以

下
、
一
七
五
頁
な
ど
。

（
二
六
二
）



委
任
に
お
け
る
委
任
者
の
任
意
解
除
と
「
受
任
者
の
利
益
」（
長
谷
川
）

一
二
七

（
97
）	

中
田
・
前
掲
注
（
94
）［
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
〇
二
号
］
三
九
頁
以
下
。

（
98
）	

本
文
の
指
摘
に
つ
き
、
中
田
裕
康
「
特
定
継
続
的
役
務
提
供
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
」
ク
レ
ジ
ッ
ト
研
究
二
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
八
頁
以

下
、
四
一
頁
（
後
に
同
・
前
掲
注（
63
）『
継
続
的
取
引
の
研
究
』
二
一
八
頁
以
下
所
収
）。
総
論
的
考
察
と
し
て
、
執
行
秀
幸
「
契
約
の
終
了
に
お
け

る
消
費
者
契
約
と
事
業
者
間
契
約
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
三
五
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
一
頁
以
下
、
岡
田
希
世
子
「
継
続
的
役
務
提
供
契
約
に
お
け

る
解
除
を
め
ぐ
る
問
題
」
宮
崎
産
業
大
学
・
経
営
学
論
集
二
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
一
頁
以
下
、
圓
山
茂
夫
「
特
商
法
に
よ
る
特
定
継
続
的

役
務
提
供
の
規
制
─
中
途
解
約
の
問
題
を
中
心
に
」
法
教
三
一
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
九
八
頁
以
下
な
ど
。
な
お
、
松
本
恒
雄
「
サ
ー
ビ
ス
契
約
の

法
理
と
課
題
」
法
教
一
八
一
号
（
一
九
九
五
年
）
六
五
頁
以
下
、
同
「
継
続
的
役
務
取
引
と
中
途
解
約
」
法
セ
ミ
四
六
二
号
（
一
九
九
三
年
）
六
頁

以
下
参
照
。

（
99
）	

難
波
譲
治
「
継
続
的
契
約
の
解
消
と
損
害
賠
償
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
三
九
号
（
二
〇
一
九
年
）
九
四
頁
。

（
100
）	

林
紘
司
「
企
業
間
提
携
契
約
に
お
け
る
違
約
金
条
項
の
意
義
に
つ
い
て
」
判
タ
一
四
〇
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
六
頁
以
下
。

（
101
）	

福
永
政
彦
「
継
続
的
取
引
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
」
判
タ
四
九
六
号
（
一
九
八
三
年
）
三
二
頁
以
下
、
三
六
頁
。
特
約
店
契
約
な
ど
に
お
い

て
は
、
投
資
回
収
の
利
益
、
在
庫
残
存
に
よ
っ
て
損
害
を
被
ら
な
い
利
益
、
失
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
利
益
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
102
）	

荒
木
新
五
「
継
続
的
取
引
関
係
の
態
様
と
そ
の
解
消
（
２
）」
債
権
管
理
二
九
号
（
一
九
九
〇
年
）
二
五
頁
以
下
な
ど
。

（
103
）	

石
井
教
文
「
継
続
的
取
引
の
解
消
と
損
害
賠
償
責
任
」
法
時
六
九
巻
三
号
（
一
九
九
七
年
）
八
三
頁
以
下
、
八
六
頁
）

（
104
）	

松
井
・
前
掲
注
（
88
）
四
五
六
頁
以
下
、
難
波
・
前
掲
注
（
99
）
一
〇
〇
頁
。

（
105
）	

長
谷
川
・
前
掲
注（
９
）二
八
一
─
二
八
五
頁
お
よ
び
長
谷
川
・
前
掲
注（
17
）七
─
八
頁
で
簡
単
な
検
討
を
行
っ
た
が
、
改
正
法
六
五
一
条
と
改

正
法
五
四
一
条
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
は
、
効
果
論
、
と
り
わ
け
契
約
関
係
の
清
算
と
い
う
観
点
か
ら
、
原
状
回
復
義
務
の
内
容
、
損
害
賠
償

の
可
否
と
の
関
係
な
ど
に
踏
み
込
ん
で
、
更
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
二
六
三
）





民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
二
九

民
法
一
〇
二
条
論

─
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
を
め
ぐ
る
思
索
と
し
て

─

清
　
　
水
　
　
恵
　
　
介

一
　
序

　
論

　
─

　
債
権
法
改
正
に
よ
る
成
年
後
見
法
へ
の
限
定
的
影
響

二
　
民
法
一
〇
二
条
の
制
定
段
階

　
─

　
立
法
趣
旨
再
考
を
含
め
て

　（
一
）　
法
典
調
査
会
の
審
議

　（
二
）　
大
審
院
判
例
の
出
現

　（
三
）　
立
法
趣
旨
再
考

　
─

　
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
の
非
不
利
益
性
と
取
消
否
定

三
　
成
年
後
見
制
度
の
抜
本
改
正

　
─

　
パ
タ
ー
ン
の
増
加
に
よ
る
実
質
的
影
響

四
　
民
法
一
〇
二
条
の
改
正

　
─

　
取
消
し
の
可
否
を
め
ぐ
る
審
議
経
過

　（
一
）　
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
案

論
　
説

（
二
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
三
〇

　（
二
）　
民
法
改
正
研
究
会
案

　（
三
）　
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
審
議

　（
四
）　
小

　
括

五
　
検

　
討

　（
一
）　
序

　
説

　
─

　
法
定
代
理
に
お
け
る
取
消
肯
定
案
の
批
判
的
考
察

　（
二
）　
本
文
と
た
だ
し
書
の
峻
別
の
当
否

　（
三
）　
本
人
の
不
利
益
性
の
実
質
的
検
討

　（
四
）　
法
定
代
理
人
の
適
格
性
と
法
定
代
理
権
の
代
行
・
消
滅

　（
五
）　
任
意
代
理
と
法
定
代
理
の
質
的
相
違

　（
六
）　
本
稿
の
結
論

六
　
結

　
語

一
　
序

　
論

　
─

　
債
権
法
改
正
に
よ
る
成
年
後
見
法
へ
の
限
定
的
影
響

今
般
の
い
わ
ゆ
る
債
権
法
改
正
（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
四
号
に
よ
る
も
の
）
は
、
契
約
に
関
す
る
規
定
を
中
心
に
、「
債
権
関
係
の
規
定
」

を
見
直
す
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら

（
１
）

、
民
法
第
一
編
、
民
法
総
則
の
規
定
の
う
ち
、
代
理
を
含
む
法
律
行
為
の
規
定
（
第
五
章
）
は
検
討

対
象
と
さ
れ
た
も
の
の
、
行
為
能
力
を
含
む
人
の
規
定
（
第
二
章
）
は
検
討
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た

（
２
）

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
民
法
と
い
う
一
つ
の
法
律
の
中
で
、
検
討
対
象
の
人
為
的
な
線
引
き
を
す
る
と
、
時
と
し
て
、
そ
の
境
界
線

上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
規
定
の
検
討
を
鈍
ら
せ
る
要
因
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
規
定
の
一
例
と
し
て
、
民
法
一
〇
二
条

（
二
六
六
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
三
一

が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
は
検
討
対
象
の
範
囲
内
で
あ
り
、
行
為
能
力
は
検
討
対
象
の
範
囲
外
で
あ
る
と
い
う
中
で
、
代
理
人

の
行
為
能
力
を
扱
う
民
法
一
〇
二
条
は
、
そ
の
境
界
線
上
の
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
条
は
、
法
律
行
為
の
章
中

の
代
理
の
節
（
民
法
九
九
条
以
下
）
に
置
か
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
検
討
対
象
に
含
め
ら
れ
、
し
か
も
、
数
年
に
わ
た
る
審
議
の
末
に
全
面
改

正
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
本
改
正
が
創
設
し
た
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
は
、「
制
限
行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て

し
た
行
為
」
の
取
消
し
を
認
め
る
旨
の
明
文
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
主
に
（
保
佐
・
補
助
を
含
め
た
広
義
の
）
成
年
後
見
の
場
面
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
般
の
改
正
の
検
討
対
象
か
ら
明
ら
か
に
外
さ
れ
た
は
ず
の
成
年
後
見
関
係
規
定
に
対
し
て
、
限
定
的
な
が
ら

も
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
の
立
法
論
的
当
否
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
も
の
の

（
３
）

、
今
般
の
改
正
論
議
を
内
在
的
に

観
察
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
論
議
の
中
で
は
十
分
に
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
成
年
後
見
法
な
い
し
は
法
定
代
理
法
、
あ

る
い
は
代
理
法
一
般
の
視
点
か
ら
の
同
条
の
再
評
価
を
試
み
、
同
条
を
め
ぐ
る
今
般
の
議
論
を
外
在
的
に
観
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
、
同
条
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
意
味
に
お
い
て
、
改
正
を
加
え
ず
現
状
維
持
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

以
下
、
民
法
一
〇
二
条
（
改
正
後
の
同
条
本
文
）
の
制
定
段
階
で
の
審
議
を
踏
ま
え
た
立
法
趣
旨
の
再
考
を
試
み
た
後
（
二
）、
制
定
後

の
主
な
法
改
正
と
し
て
、
現
行
成
年
後
見
制
度
の
制
定
に
よ
る
影
響
を
考
察
し
（
三
）、
今
般
の
債
権
法
改
正
に
お
け
る
議
論
を
整
理
し

た
上
で
（
四
）、
分
析
の
視
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
同
条
の
あ
り
方
に
関
す
る
上
記
の
管
見
を
提
示
す
べ
く
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す

る
（
五
）。

（
二
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
三
二

二
　
民
法
一
〇
二
条
の
制
定
段
階

　
─

　
立
法
趣
旨
再
考
を
含
め
て

（
一
）　
法
典
調
査
会
の
審
議

現
行
民
法
一
〇
二
条
（
改
正
後
の
同
条
本
文
）
の
立
法
趣
旨
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
、
法
典
調
査
会
で
の
審
議
を
参
照
し
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、
同
条
は
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
四
条
が
、「
代
理
ハ
無
能
力
者
ニ
モ
有
効
ニ
之
ヲ
委
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
然
レ
ト
モ
其
代
理
人
ハ

委
任
者
ニ
対
シ
テ
ハ
無
能
力
者
ノ
制
限
ア
ル
責
任
ノ
ミ
ヲ
負
担
ス
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
任
意
代
理
に
限
定
し
た
規
定
で
あ
っ
た
の
を
、

法
定
代
理
も
含
め
た
代
理
共
通
の
規
定
と
す
る
趣
旨
で
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
四
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
法
典
調
査
会
に

お
い
て
、「
代
理
人
ハ
能
力
者
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
但
代
理
人
カ
無
能
力
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
代
理
人
ハ
本
人
ニ
対
シ
テ
無
能
力
者
ニ
特
別

ナ
ル
責
任
ノ
ミ
ヲ
負
フ
」
と
の
規
定
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
に
由
来
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
、
法
定
代
理
を
含
め

た
民
法
一
〇
二
条
の
妥
当
性
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
４
）

。

こ
の
審
議
で
は
、
提
案
者
の
富
井
政
章
よ
り
、
冒
頭
に
お
い
て
、
今
日
の
教
科
書
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
一
般
的
な
立
法
趣
旨

が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
⒜
代
理
人
と
い
う
者
は
本
人
に
代
わ
っ
て
行
為
を
な
す
者
で
あ
り
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
権
利
を
得
、
義
務

を
負
う
者
は
代
理
人
で
な
く
本
人
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
に
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
⒝
た
と
え
無
能

力
者
で
あ
っ
て
も
自
己
を
代
理
す
る
の
に
適
任
で
あ
る
と
思
慮
し
た
以
上
は
こ
れ
に
代
理
を
委
任
す
る
の
に
何
の
差
支
え
も
な
い
と
い
う

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
富
井
は
、
法
定
代
理
（
議
事
上
は
「
法
律
上
ノ
代
理
」）
に
つ
い
て
は
⒝
の
趣
旨
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、

「
廣
イ
規
定
ニ
シ
テ
置
イ
タ
方
ガ
實
際
便
利
デ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ
タ
」
と
し
た
。
ま
た
、「
若
シ
委
任
ニ
限
ル
規
定
ト
シ
テ
置
ケ
バ
法
律
上
ノ

（
二
六
八
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
三
三

代
理
ニ
付
テ
ハ
一
々
反
對
ノ
規
定
ヲ
掲
ゲ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
も
の
の
、
そ
の
必
要
は
な
い
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
無
能
力
の
原
因
中

に
お
い
て
、
ま
ず
禁
治
産
者
（
現
在
の
成
年
被
後
見
人
）
は
代
理
権
消
滅
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
民
法
一
一
一
条
一
項
二
号
）、
残
る
未

成
年
者
と
準
禁
治
産
者
（
現
在
の
被
保
佐
人
）
も
、
法
定
代
理
の
最
も
主
な
後
見
に
つ
い
て
は
旧
民
法
人
事
編
（
一
八
〇
条
一
号
・
二
号
）
に

特
別
規
定
が
あ
っ
て
後
見
人
は
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
準
禁
治
産
者
で
あ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
な
っ
て
お
り
、
た
ぶ

ん
そ
の
規
定
が
採
用
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
（
制
定
当
初
の
民
法
九
〇
八
条
一
号
・
二
号
、
平
成
一
一
年
改
正
前
民
法
八
四
六
条
一
号
・
二
号
）、

失
踪
（
不
在
者
財
産
管
理
人
）
の
場
合
は
実
際
、
裁
判
所
が
未
成
年
者
又
は
準
禁
治
産
者
を
選
任
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

も
し
万
が
一
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
未
成
年
者
と
い
い
又
は
準
禁
治
産
者
と
い
う
も
の
を
裁
判
所
が
適
任
者
と
み
た
の
で
あ
る
か
ら
別
段
弊

害
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
理
由
付
け
は
、
当
時
の
規
定
に
照
ら
し
て
も
み
て
も
、
や
や
粗
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
定
代

理
人
と
制
限
行
為
能
力
者
（
審
議
当
時
の
無
能
力
者
）
が
同
一
人
の
属
性
と
し
て
競
合
す
る
に
至
る
場
面
は
、
法
定
代
理
人
を
制
限
行
為
能

力
者
の
保
護
者
（
親
権
者
と
後
見
人
〔
未
成
年
後
見
人
・
成
年
後
見
人
〕）
に
限
っ
た
と
し
て
も
理
論
上
一
〇
パ
タ
ー
ン
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
う

ち
、
富
井
が
指
摘
し
た
パ
タ
ー
ン
は
、
親
権
者
・
後
見
人
が
禁
治
産
者
（
成
年
被
後
見
人
）
に
な
る
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
未
成
年
者
・
準

禁
治
産
者
が
後
見
人
に
な
る
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
計
四
パ
タ
ー
ン
（
後
記
表
１
の
２
・
６
・
７
・
９
）
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他

の
パ
タ
ー
ン
、
と
り
わ
け
、
未
成
年
者
・
禁
治
産
者
（
成
年
被
後
見
人
）・
準
禁
治
産
者
（
被
保
佐
人
）
が
親
権
者
に
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１

の
１
・
３
・
５
）
や
親
権
者
・
後
見
人
が
準
禁
治
産
者
（
被
保
佐
人
）
に
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
８
・
10
）
の
よ
う
に
、
反
対
の
規
定
が
必

ず
し
も
な
い
よ
う
な
も
の
に
は
何
ら
言
及
が
な
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
上
記
の
た
だ
し
書
（
債
権
法
改
正
後
の
た
だ
し
書
と
は
異
な
る
「
但
代
理
人

カ
無
能
力
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
代
理
人
ハ
本
人
ニ
対
シ
テ
無
能
力
者
ニ
特
別
ナ
ル
責
任
ノ
ミ
ヲ
負
フ
」
と
す
る
も
の
）
の
削
除
説
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が

（
二
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
三
四

紛
糾
し
た
た
め
（
そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
、
た
だ
し
書
が
削
除
さ
れ
た
。）、
種
々
の
パ

タ
ー
ン
を
め
ぐ
る
議
論
が
深
め
ら
れ
な
い
ま

ま
、「
代
理
人
ハ
能
力
者
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
セ

ス
」
と
の
広
汎
な
射
程
を
も
つ
規
定
と
し
て

制
定
さ
れ
る
と
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
の
審
議
中
に
富
井
が
、
禁
治
産
者
（
成

年
被
後
見
人
）
は
代
理
権
消
滅
の
原
因
で
あ

る
か
ら
、
初
め
か
ら
禁
治
産
者
は
代
理
人
と

な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
当
初
述
べ
て
い
た

の
を
間
違
い
と
認
め
て
訂
正
し
、
初
め
か
ら

代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の

と
代
理
権
が
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
別
の

も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
に
至
っ
た
点

（
５
）

に
鑑
み

て
も
、
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
に

な
る
場
面
と
、
法
定
代
理
人
が
制
限
行
為
能

表 １　現行民法制定時のパターン
パターン 制定当時の帰結

1 未成年者が親権者になる 当該親権者の親権者・未成年後見人による親権代行の規定
（制定当初の民法 895 条・934 条 2 項本文、現行民法 833
条・867 条 1 項）が用意されたものの、当該親権者の親権
者・未成年後見人が不存在であるため、当該親権者自らが
法定代理人となる場合があり得る。

2 未成年者が後見人になる 欠格事由（制定当初の民法 908 条 1 号、戦後改正後の 846
条 1 号、現行民法 847 条 1 号）に当たり、法定代理人とな
らない。

3 禁治産者が親権者になる 民法 102 条の射程範囲？
4 禁治産者が後見人になる 欠格事由（制定当初の民法 908 条 2 号、戦後改正後の 846

条 2 号、平成 11 年改正法により削除）に当たり、法定代
理人とならない。

5 準禁治産者が親権者にな
る

民法 102 条の射程範囲？

6 準禁治産者が後見人にな
る

欠格事由（制定当初の民法 908 条 2 号、戦後改正後の 846
条 2 号、平成 11 年改正法により削除）に当たり、法定代
理人とならない。

7 親権者が禁治産者になる 代理権消滅事由（民法 111 条 1 項 2 号）に当たり、法定代
理人とはならない。親権行使を否定した大審院判例（大判
明治 39 年 4 月 2 日民録 12 輯 553 頁）がある（後述）。

8 親権者が準禁治産者にな
る

民法 102 条の射程範囲？ただし、親権行使を否定した大審
院判例（大判明治 39 年 4 月 2 日民録 12 輯 553 頁）がある

（後述）。
9 後見人が禁治産者になる 代理権消滅事由（民法 111 条 1 項 2 号）に当たり、法定代

理人とはならない。
10 後見人が準禁治産者にな

る
民法 102 条の射程範囲？ただし、親権行使を否定した大審
院判例（大判明治 39 年 4 月 2 日民録 12 輯 553 頁）の射程
範囲？

（
二
七
〇
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
三
五

力
者
に
な
る
場
面
と
は
区
別
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
の
、
当
該
訂
正
の
発
言
が
同
条
の
審
議
の
最
終
盤
に
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
区
別
を
踏
ま
え
た
議
論
も
つ
い
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
二
）　
大
審
院
判
例
の
出
現

こ
う
し
た
法
典
調
査
会
で
の
審
議
の
不
完
全
さ
は
、
民
法
制
定
後
一
〇
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
早
く
も
露
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
審

院
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
二
日
判
決
（
民
録
一
二
輯
五
五
三
頁
）
は
、「
未
成
年
者
ノ
父
又
ハ
母
カ
禁
治
産
者
又
ハ
準
禁
治
産
者
ナ

ル
ト
キ
ハ
又
親
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
當
然
ト
ス
」
と
判
示
し
、
つ
ま
り
は
、
親
権
者
が
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

に
な
る
と
の
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
七
・
八
）
に
つ
い
て
、
民
法
一
〇
二
条
に
は
よ
ら
ず
、
法
定
代
理
人
と
し
て
の
地
位
を
否
定
す
る
立
場

を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
理
由
は
比
較
的
詳
細
で
あ
り
、
現
代
語
で
表
記
す
る
な
ら
ば
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

代
理
人
が
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
の
を
原
則
と
す
る
理
由
は
、
代
理
行
為
は
直
接
に
本
人
に
対
し
て
そ
の
効
力
を
生
じ
、
代

理
人
に
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
た
め
、
代
理
人
と
な
っ
た
無
能
力
者
の
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
無
能

力
者
の
た
め
に
設
け
た
法
定
代
理
の
規
定
は
実
に
本
人
が
無
能
力
で
あ
る
ゆ
え
に
そ
の
本
人
を
保
護
す
る
た
め
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

も
し
こ
の
場
合
に
も
代
理
人
が
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
の
原
則
を
適
用
し
、
無
能
力
者
を
し
て
他
の
無
能
力
者
を
代
理
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
代
理
人
と
な
っ
た
無
能
力
者
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
も
、
本
人
た
る
無

能
力
者
の
保
護
は
こ
れ
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
本
人
保
護
の
必
要
上
設
け
た
立
法
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は

（
二
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
三
六

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
数
個
の
法
条
（
制
定
当
時
の
民
法
八
九
五
条
・
九
三
四
条
二
項
が
定
め
る
親
権
代
行
と
同
九
〇
八
条
が
定
め

る
後
見
人
の
欠
格
事
由
）
に
お
い
て
親
権
者
又
は
後
見
人
は
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
た
理
由
で
あ
っ
て
、
父
又

は
母
が
禁
治
産
者
又
は
準
禁
治
産
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
い
と
い
え
ど
も
特
に
こ
れ
を
除
外
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
を
許

し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
明
文
が
な
い
ゆ
え
に
反
対
に
解
す
べ
き
と
す
れ
ば
、
子
を
有
す
る
ま
で
に
成
長
し
た

未
成
年
者
す
ら
な
お
親
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
反
し
、
心
神
喪
失
の
常
況
に
あ
る
禁
治
産
者
は
か
え
っ
て
当
該
未
成
年
者
に
代

わ
っ
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
、
ま
た
、
法
律
は
禁
治
産
者
又
は
準
禁
治
産
者
の
保
護
の
み
を
厚
く
し
て
そ
の

子
の
保
護
は
少
し
も
こ
れ
を
顧
み
な
い
が
如
き
不
当
な
主
義
を
採
っ
た
も
の
と
な
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
到
底
こ
れ
を
是
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
っ
と
も
、
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
と
な
っ
た
父
・
母
（
親
権
者
）
の
保
護
者
（
成
年
後
見
人
・
保
佐
人
）
の
親
権
代
行
に
関
す
る
規

定
が
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
未
成
年
の
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
が
な
い
と
き
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
未
成
年
後
見
を
開
始
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
判
決
は
、
準
禁
治
産
者
（
被
保
佐
人
）
が
親
権
者
の
名
義
で
し
た
借
財
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
大
審
院
は
、
民
法
一
〇
二
条
に
よ
り
取
消
し
を
否
定
し
た
原
判
決
を
破
毀
し
て
控
訴
院
に
差
し
戻
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
禁
治
産
者
に
関
す
る
判
示
部
分
は
傍
論
と
な
る
。
実
際
上
も
、
準
禁
治
産
者
の
場
合
と
は
異
な
り
、
法
定
代
理
人
と
し
て

の
親
権
者
が
禁
治
産
者
と
な
れ
ば
、
当
時
の
法
律
も
現
行
法
上
も
代
理
権
は
消
滅
す
る
た
め
（
民
法
一
一
一
条
一
項
二
号
）、
取
消
し
の
可

否
以
前
に
無
権
代
理
と
な
り
、
そ
も
そ
も
民
法
一
〇
二
条
の
適
用
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
前
記
法
典
調
査
会

（
二
七
二
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
三
七

の
審
議
に
お
い
て
も
、
同
条
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
指
摘
済
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
判
決
は
、
事
案
の
と
お
り
、
親
権
者
が
準
禁
治
産
者
と
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
８
）
に
つ
い
て
民
法
一
〇
二
条

を
適
用
せ
ず
、
親
権
者
・
後
見
人
が
禁
治
産
者
と
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
７
・
９
）
と
同
様
の
解
決
を
準
禁
治
産
者
に
も
拡
張
し
た
点

に
意
義
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
代
理
権
共
通
の
消
滅
事
由
を
定
め
る
民
法
一
一
一
条
一
項
二
号
を
、
法
定
代
理
権
に
つ
い
て
は
禁
治
産

宣
告
（
後
見
開
始
審
判
）
だ
け
で
な
く
、
準
禁
治
産
宣
告
（
保
佐
開
始
審
判
）
に
も
準
用
す
る
に
等
し
い
解
決
を
し
た
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
判
決
の
趣
旨
は
、
後
見
人
が
準
禁
治
産
者
に
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
10
）
に
も
及
ぼ
し
得
る
た
め
、
行
為
能
力
制
度

上
の
法
定
代
理
に
お
け
る
民
法
一
〇
二
条
の
射
程
範
囲
は
、
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
が
親
権
者
と
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
３
・
５
）

と
、
未
成
年
者
が
親
権
者
と
な
り
（
表
１
の
１
）、
か
つ
、
当
該
未
成
年
者
に
親
権
者
・
未
成
年
後
見
人
が
い
な
い
た
め
に
親
権
代
行
が
な

さ
れ
な
い
パ
タ
ー
ン
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

（
６
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
は
い
ず
れ
も
、
前
記
法
典
調
査
会
の
審
議
に
は
表
れ
て

こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
三
）　
立
法
趣
旨
再
考
　
─
　
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
の
非
不
利
益
性
と
取
消
否
定

前
記
法
典
調
査
会
の
審
議
に
お
い
て
富
井
が
説
い
た
⒜
⒝
二
つ
の
立
法
趣
旨
は
、
今
日
、
よ
り
洗
練
さ
れ
る
方
向
で
以
下
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
⒜
に
つ
い
て
は
、「
代
理
人
が
契
約
を
結
ん
で
も
、
そ
の
効
果
は
本
人
に
帰
属
す
る
か
ら
、
代
理
人
自
身
に
不
利
益
は
及

ば
ず
、
制
限
能
力
者
保
護
の
制
度
趣
旨
を
妥
当
さ
せ
る
必
要
が
な
い
」
と
説
か
れ
、
⒝
に
つ
い
て
は
、「
あ
え
て
制
限
能
力
者
を
代
理
人

に
選
ん
だ
本
人
が
リ
ス
ク
を
負
え
ば
よ
い
と
い
え
る
」
な
ど
と
説
か
れ
る

（
７
）

。
こ
れ
を
さ
ら
に
定
式
化
す
れ
ば
、
⒜
は
、
効
果
帰
属
を
受
け

（
二
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
三
八

な
い
代
理
人
の
非
不
利
益
性
を
意
味
し
、
⒝
は
、
自
ら
代
理
人
を
選
任
し
た
本
人
の
不
利
益
の
甘
受
を
意
味
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
基
本
書
・
教
科
書
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
こ
れ
ら
の
立
法
趣
旨
は
、
制
限
行
為
能
力
を
理
由
と
す
る
取
消
し

が
否
定
さ
れ
る
こ
と
の
正
当
化
根
拠
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
ず
、
取
消
し
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
す
べ
き
目
的
を
語
る
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
民
法
一
〇
二
条
は
、
法
律
行
為
の
一
種
で
あ
る
代
理
行
為
に
つ
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
制
限
行
為
能
力
を
理
由
と
す
る

代
理
行
為
の
取
消
し
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
否
定
す
る
例
外
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
取
消
し

を
否
定
で
き
る
根
拠
よ
り
も
先
に
、
ま
ず
は
原
則
通
り
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
生
じ
る
で
あ
ろ
う
不
都
合
が
語
ら
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
不
都
合
と
は
、
通
常
、
制
限
行
為
能
力
者
と
の
間
で
代
理

行
為
を
し
た
取
引
の
相
手
方
の
不
都
合
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
取
消
し
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
相
手
方
の
取
引
の
安
全
が

一
定
程
度
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
民
法
一
〇
二
条
が
達
成
す
べ
き
目
的
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
結
論
は
、
別
の
観
点
か
ら
も
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
記
の
立
法
趣
旨
⒜
に
い
う
代
理
人
の
非
不
利
益
性
は
、
確
か
に
、
代
理
の
本
来
的
効
果
（
法
律
効
果
の
本
人
へ
の
直
接
的
帰
属
）
か
ら

は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
代
理
の
付
随
的
効
果
に
鑑
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

民
法
一
一
七
条
が
定
め
る
無
権
代
理
人
の
責
任
は
、
本
人
で
は
な
く
代
理
人
自
身
に
損
害
賠
償
責
任
等
の
効
果
が
帰
属
す
る
例
外
事
由

で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
通
じ
て
代
理
人
に
な
お
不
利
益
が
及
ぶ
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、
確
か
に
、
制
限
行
為
能
力
は

同
条
の
免
責
事
由
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
制
限
行
為
能
力
者
た
る
代
理
人
は
不
利
益
を
免
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

こ
の
規
定
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
代
理
人
の
非
不
利
益
性
を
語
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
て
無
権
代
理
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
第
三
者
を

（
二
七
四
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
三
九

犠
牲
に
し
て
制
限
行
為
能
力
者
を
保
護
す
る
必
要
性
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
ド
イ
ツ
民
法
一
七
九
条
三
項
た
だ
し
書
が
定
め
て
い
る
の

と
同
様
に
、
能
力
者
と
同
一
の
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
と
説
か
れ
て
い
る

（
８
）

。
こ
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
よ
り
い
っ
そ
う
代
理
人
の
非
不

利
益
性
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
原
則
通
り
、
制
限
行
為
能
力
を
理
由
に
代
理
行
為
を
取
り
消
せ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
結
果
的
に
無
権
代

理
人
の
責
任
は
遡
及
し
て
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
制
限
行
為
能
力
者
自
身
の
保
護
は
達
成
可
能
で
あ
り
、
免
責
規
定

は
不
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
一
一
七
条
二
項
（
債
権
法
改
正
後
の
同
条
二
項
三
号
）
が
免
責
を
認
め
る
趣
旨
と
し
て
一
般
に
説
か
れ

る
制
限
行
為
能
力
者
の
保
護
は
、
直
接
的
な
免
責
規
定
を
置
く
こ
と
の
ほ
か
に
、
原
則
通
り
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
達
成
で

き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
や
は
り
、
代
理
人
の
非
不
利
益
性
の
み
か
ら
取
消
否
定
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
取
消
否
定
は
あ
く
ま
で

相
手
方
の
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
基
礎
づ
け
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
一
〇
二
条
は
、
代
理
取
引
に
お
け
る
制
限
行

為
能
力
（
に
よ
る
取
消
し
の
）
リ
ス
ク
か
ら
相
手
方
を
解
放
す
る
意
義
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
相
手
方
と
し
て
は
、
本
人
と
の
直
接
取
引
で

は
な
く
、
代
理
人
と
の
取
引
で
あ
る
限
り
、
当
該
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
か
ど
う
か
を
逐
一
確
か
め
ず
と
も
取
引
で
き
、
そ
の
分
だ

け
取
引
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

代
理
取
引
に
つ
い
て
の
み
こ
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
な
ぜ
正
当
化
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
代
理
制
度
の
信
頼
維
持
の
観
点
か
ら
基

礎
づ
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
表
見
代
理
（
民
法
一
〇
九
条
・
一
一
〇
条
・
一
一
二
条
）
の
み
な
ら
ず
、
無
権
代
理
人
の
責
任
（
同
一
一
七
条
）、

さ
ら
に
は
催
告
権
（
同
一
一
四
条
）・
取
消
権
（
同
一
一
五
条
）
も
ま
た
、
本
人
と
の
直
接
取
引
に
は
み
ら
れ
な
い
代
理
取
引
独
自
の
相
手
方

保
護
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
全
体
と
し
て
代
理
制
度
の
信
頼
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
。
代
理
取
引
は
、
本
来
、
本
人
・
代
理

（
二
七
五
）



日
本
法
学
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八
十
五
巻
第
二
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（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
四
〇

人
間
の
代
理
関
係
と
代
理
人
・
相
手
方
間
の
代
理
行
為
が
正
常
に
連
結
し
て
初
め
て
有
効
性
を
確
保
で
き
る
取
引
で
あ
っ
て
、
本
人
・
相

手
方
間
の
直
接
取
引
と
比
べ
て
元
来
リ
ス
ク
の
高
い
取
引
形
態
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
保
護
規
定
を
用
意
す
る
こ
と
で
制
度
の
信
頼
性

を
高
め
、
代
理
取
引
の
活
用
を
促
し
、
取
引
全
体
の
活
発
化
を
企
図
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

民
法
一
〇
二
条
も
ま
た
、
上
記
一
連
の
保
護
規
定
と
同
様
に
、
代
理
取
引
に
お
け
る
制
限
行
為
能
力
リ
ス
ク
か
ら
相
手
方
を
解
放
す
る

こ
と
で
、
代
理
制
度
の
信
頼
維
持
に
寄
与
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
同
条
の
達
成
目
的
で
あ
り
、
前
記
⒜
⒝
の
立
法
趣
旨

は
、
そ
の
達
成
手
段
と
し
て
の
取
消
否
定
を
正
当
化
す
る
た
め
の
根
拠
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
と
お
り
、
民
法
一
一
七
条
責
任
が
免
責
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
相
手
方
に
と
っ
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
と
の
代

理
取
引
が
無
権
代
理
と
な
っ
た
場
合
に
責
任
追
及
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
、
こ
の
リ
ス
ク
を
も
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
代
理
取
引
で
あ
っ
て
も
当
該
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
か
否
か
を
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
の

リ
ス
ク
は
あ
く
ま
で
無
権
代
理
に
よ
る
リ
ス
ク
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
制
限
行
為
能
力
を
理
由
と
す
る
取
消
し
の
リ
ス
ク
と
は
一
応
区
別
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
と
し
て
は
、
か
か
る
無
権
代
理
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、
基
本
的
に
は
、
代
理
人
が
代
理

権
を
有
す
る
か
否
か
に
注
意
を
向
け
れ
ば
足
り
、
仮
に
無
権
代
理
と
な
っ
て
も
追
認
の
余
地
が
あ
る
ほ
か
、
前
述
し
た
催
告
権
・
取
消

権
・
表
見
代
理
に
よ
る
保
護
も
あ
り
得
る
た
め
、
民
法
一
一
七
条
責
任
の
み
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
も
、
制
限
行
為
能
力
者
保
護

の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
制
約
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

（
９
）

。

（
二
七
六
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
四
一

三
　
成
年
後
見
制
度
の
抜
本
改
正

　
─

　
パ
タ
ー
ン
の
増
加
に
よ
る
実
質
的
影
響

制
定
後
、
民
法
一
〇
二
条
に
影
響
を
及
ぼ
す
次
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
改
正
民
法
に
よ
り
抜
本

的
改
正
を
受
け
た
成
年
後
見
制
度
で
あ
る
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
民
法
一
〇
二
条
の
文
言
自
体
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
以
下
の
三
つ
の
改
正
点
に
よ
り
実
質
的
な
影

響
が
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
改
正
前
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
佐
人
の
代
理
権
付
与
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
（
民
法
八
七
六
条
の
四
）。

こ
の
点
か
ら
、
常
に
で
は
な
い
も
の
の
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
代
理
権
付
与
審
判
に
よ
っ
て
、
保
佐
人
も
一
種
の
法
定
代
理
人
と
な
り

得
る
こ
と
と
な
り
、
保
佐
人
自
身
が
保
佐
開
始
審
判
を
受
け
て
被
保
佐
人
と
な
っ
た
場
合
の
よ
う
に
、
法
定
代
理
人
と
制
限
行
為
能
力
者

の
競
合
パ
タ
ー
ン
が
そ
の
分
だ
け
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
後
記
表
２
の
３
・
７
・
11
・
23
・
24
）。

第
二
に
、
補
助
類
型
を
創
設
し
た
点
で
あ
る
（
民
法
八
七
六
条
の
六
以
下
）。
す
な
わ
ち
、
事
理
弁
識
能
力
が
「
著
し
く
」
と
ま
で
は
い

え
な
い
が
「
不
十
分
」
で
あ
る
者
（
被
補
助
人
）
に
つ
い
て
開
始
さ
れ
る
補
助
の
類
型
を
創
設
し
、
能
力
の
程
度
に
応
じ
た
後
見
・
保

佐
・
補
助
の
三
段
階
で
の
弾
力
的
運
用
を
可
能
と
す
る
改
正
を
施
し
た
。
そ
し
て
、
保
佐
人
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
の
代
理
権
付
与
審
判
を
可
能
と
し
た
こ
と
か
ら
（
民
法
八
七
六
条
の
九
）、
補
助
人
も
ま
た
一
種
の
法
定
代
理
人
と
な
り
得
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
の
新
類
型
と
し
て
の
被
補
助
人
と
、
法
定
代
理
人
の
新
類
型
と
し
て
の
補
助
人
が
同
時
に
創
設

さ
れ
、
他
の
類
型
と
の
組
合
せ
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
多
く
の
新
た
な
競
合
パ
タ
ー
ン
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
２
の
４
・
８
・
12
～

16
・
19
・
22
・
25
～
28
）。

（
二
七
七
）
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四
二

第
三
に
、
成
年
被
後
見
人
（
か
つ
て
の
禁
治
産
者
）
と
被
保
佐
人
（
か
つ
て
の
準
禁
治
産
者
）
を
後
見
人
・
保
佐
人
の
欠
格
事
由
か
ら
外
し

た
点
で
あ
る
（
民
法
八
四
七
条
・
八
七
六
条
の
二
第
二
項
参
照
）。
こ
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
は
欠
格
事
由
規
定
の
存
在
に
よ
り
、
制
限
行
為
能

力
者
が
法
定
代
理
人
と
な
り
得
な
か
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
競
合
可
能
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
表
２
の
６
・
７
・
10
・
11
）。

こ
う
し
て
増
加
し
た
競
合
パ
タ
ー
ン
中
、
成
年
後
見
の
分
野
で
欠
格
事
由
と
し
て
残
さ
れ
た
未
成
年
者
の
場
合
（
表
２
の
２
～
４
）
と
、

引
き
続
き
法
定
代
理
権
の
消
滅
事
由
と
さ
れ
て
い
る
後
見
開
始
審
判
の
場
合
（
表
２
の
17
・
20
・
23
・
26
）
と
を
除
い
た
と
し
て
も
、
な
お

残
る
二
一
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
競
合
可
能
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
き
民
法
一
〇
二
条
を
適
用
し
、
取
消
し
が
否
定
さ
れ
る
余
地
が

あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
条
制
定
当
初
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
（
表
１
の
１
・
３
・
５
、
表
２
の
１
・
５
・
９
に
対
応
）
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
て
い
た
の
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
極
め
て
大
き
な
変
化
と
い
え
る
。

し
か
も
、
制
定
時
の
法
典
調
査
会
の
審
議
に
お
い
て
、「
一
々
反
對
ノ
規
定
ヲ
掲
ゲ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
必
要
が
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
も
の
の
う
ち
、
欠
格
事
由
の
点
は
、
そ
の
範
囲
が
未
成
年
者
の
み
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
も
は
や
理
由
と
し
て
強
固
な
も
の
と

は
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
現
実
的
に
も
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
る
知
的
障
害
者
等
に
子
が
生
ま
れ
、
親
権
者
に
な
る
と
の
事
例
（
表
２
の

５
・
９
・
13
）
の
ほ
か
、
晩
婚
化
等
に
よ
る
親
権
者
の
高
齢
化
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
後
見
人
と
し
て
の
子
の
高
齢
化
、
さ
ら
に

は
専
門
職
後
見
人
の
高
齢
化
に
よ
り
、
親
権
者
や
後
見
人
等
が
制
限
行
為
能
力
者
に
な
る
と
の
事
例
（
表
２
の
18
・
19
・
21
・
22
・
24
・

25
・
27
・
28
）
を
生
じ
る
可
能
性
は
、
一
〇
〇
年
以
上
前
の
民
法
制
定
当
初
よ
り
も
明
ら
か
に
増
大
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 （

二
七
八
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
四
三

表 2　現在のパターン
パターン 帰　結

1 未成年者が親権者になる （表 1 の 1）親権代行者（民法 833 条・867 条 1 項）の
不存在により、当該親権者自らが法定代理人となる場
合があり得る。

2 未成年者が後見人になる （表 1 の 2）欠格事由（民法 847 条 1 号）に当たり、法
定代理人とならない。

3 未成年者が保佐人になる 欠格事由（民法 876 条の 2 第 2 項・847 条 1 号）に当
たり、法定代理人とならない。

4 未成年者が補助人になる 欠格事由（民法 876 条の 7 第 2 項・847 条 1 号）に当
たり、法定代理人とならない。

5 成年被後見人が親権者にな
る

（表 1 の 3）

6 成年被後見人が後見人にな
る

（表 1 の 4）平成 11 年改正法による欠格事由規定の削
除

7 成年被後見人が保佐人にな
る

平成 11 年改正法による欠格事由規定の削除

8 成年被後見人が補助人にな
る

9 被保佐人が親権者になる （表 1 の 5）
10 被保佐人が後見人になる （表 1 の 6）平成 11 年改正法による欠格事由規定の削

除
11 被保佐人が保佐人になる 平成 11 年改正法による欠格事由規定の削除
12 被保佐人が補助人になる
13 被補助人が親権者になる
14 被補助人が後見人になる
15 被補助人が保佐人になる
16 被補助人が補助人になる
17 親権者が成年被後見人にな

る
（表 1 の 7）民法 111 条 1 項 2 号による代理権消滅

18 親権者が被保佐人になる （表 1 の 8）親権行使否定の大審院判例（大判明治 39
年 4 月 2 日民録 12 輯 553 頁）

19 親権者が被補助人になる
20 後見人が成年被後見人にな

る
（表 1 の 9）民法 111 条 1 項 2 号による代理権消滅

21 後見人が被保佐人になる （表 1 の 10）親権行使否定の大審院判例（大判明治 39
年 4 月 2 日民録 12 輯 553 頁）の射程範囲？

22 後見人が被補助人になる
23 保佐人が成年被後見人にな

る
民法 111 条 1 項 2 号による代理権消滅

24 保佐人が被保佐人になる
25 保佐人が被補助人になる
26 補助人が成年被後見人にな

る
民法 111 条 1 項 2 号による代理権消滅

27 補助人が被保佐人になる
28 補助人が被補助人になる

（
二
七
九
）
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二
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）

一
四
四

四
　
民
法
一
〇
二
条
の
改
正

　
─

　
取
消
し
の
可
否
を
め
ぐ
る
審
議
経
過

今
般
の
債
権
法
改
正
は
、
以
上
に
述
べ
た
状
況
に
お
い
て
、
民
法
一
〇
二
条
を
改
正
す
る
と
の
立
法
判
断
を
下
し
た
。
具
体
的
に
は
、

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
改
正
に
よ
り
現
代
語
化
さ
れ
た
当
時
の
条
文
「
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
を
全

面
的
に
見
直
し
、「
制
限
行
為
能
力
者
が
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
は
、
行
為
能
力
の
制
限
に
よ
っ
て
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
制
限
行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
の
規
定

に
改
め
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
立
法
過
程
は
数
年
間
に
わ
た
り
多
段
階
で
行
わ
れ
た
た
め
、
以
下
、
同
条
の
実
質
審
議
が
行
わ
れ
た
い
く
つ
か
の

場
面
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
、
と
り
わ
け
、
そ
の
審
議
の
中
で
、
制
限
行
為
能
力
を
理
由
と
す
る
法
定
代
理
行
為
の
取
消
し
を
め
ぐ
り
、

い
か
な
る
利
益
衡
量
が
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）　
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
案

民
法
一
〇
二
条
の
改
正
過
程
を
理
解
す
る
上
で
、
法
制
審
議
会
の
部
会
が
立
ち
上
が
る
前
身
と
し
て
組
織
さ
れ
た
民
法
（
債
権
法
）
改

正
検
討
委
員
会
の
策
定
に
か
か
る
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
に
ま
で
遡
る
の
が
有
益
で
あ
る
。

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
同
委
員
会
は
、
同
年
一
二
月
の
第
一
回
全
体
会
議
を
皮
切
り
に
二
年
を
超
え
る
検

討
を
重
ね
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
五
月
、
六
四
二
項
目
に
及
ぶ
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

こ
の
中
で
、
代
理
人
の
行
為
能
力
に
関
す
る
方
針
は
、【
１
．
５
．
27
】
に
あ
る
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
掲
げ
る
。

（
二
八
〇
）



民
法
一
〇
二
条
論
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清
水
）

一
四
五

【
１
．
５
．
27
】（
代
理
人
の
行
為
能
力
）

〈１〉
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

〈2〉
【
１
．
５
．
24
】
に
基
づ
き
本
人
に
対
し
て
直
接
に
そ
の
効
力
を
生
ず
べ
き
法
律
行
為
は
、
そ
の
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

＊
次
の
よ
う
に
定
め
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。

〈１〉
本
人
は
、
制
限
行
為
能
力
者
に
代
理
権
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、【
１
．
５
．
24
】
に
基
づ
き
本
人
に
対

し
て
直
接
に
そ
の
効
力
を
生
ず
べ
き
法
律
行
為
は
、
そ
の
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
妨
げ
ら

れ
な
い
。

〈2〉
法
令
の
規
定
に
よ
っ
て
代
理
権
を
有
す
る
者
（
以
下
「
法
定
代
理
人
」
と
い
う
。）
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
定
代

理
人
が
本
人
の
名
で
し
た
法
律
行
為
は
、
当
該
法
定
代
理
人
が
自
己
の
名
で
し
た
の
で
あ
れ
ば
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
た
限
り
で
、

こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

民
法
九
九
条
に
相
当
す
る
上
記
【
１
．
５
．
24
】（
代
理
の
基
本
的
要
件
）
を
前
提
に
、
現
行
法
に
対
応
す
る

〈1〉
に
加
え
て
、
そ
の
法
律

効
果
面
を
明
ら
か
に
す
る

〈2〉
を
加
え
た
も
の
を
本
案
と
し
た
も
の
の
、
同
時
に
、
＊
以
下
の
案
を
併
記
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
＊

〈2〉
の
案
は
、
法
定
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
と
き
は
、「
当
該
法
定
代
理
人
が
自
己
の
名
で
し
た
の
で
あ
れ
ば
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
た
限
り
で
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
前
記
の
最
終
的
な
改
正
内
容
（
改
正
後
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し

書
）
に
近
い
案
を
す
で
に
こ
の
段
階
で
提
示
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
四
六

こ
こ
に
至
る
議
論
の
詳
細
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
具
体
的
な
立
案
は
五
つ
に
分
か
れ
た
準
備
会
が
担
当
し
、
そ
の
中
で
「
代

理
」
に
関
す
る
方
針
の
策
定
は
、
条
件
・
期
限
を
除
く
法
律
行
為
を
担
当
し
た
第
二
準
備
会
の
役
割
と
な
っ
て
い
た

（
10
）

。
こ
の
第
二
準
備
会

は
、
全
体
会
議
と
並
行
し
て
三
〇
回
の
議
事
を
重
ね
、
こ
の
間
、
代
理
に
関
す
る
検
討
を
三
巡
さ
せ
て
い
る

（
11
）

。
そ
の
上
で
、
平
成
二
一

（
二
〇
〇
九
）
年
一
月
一
日
二
四
日
開
催
の
第
一
四
回
全
体
会
議
に
「
代
理
及
び
授
権
」
に
関
す
る
基
本
方
針
が
提
案
さ
れ
、
翌
二
五
日
開

催
の
第
一
五
回
全
体
会
議
で
審
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
体
会
議
へ
の
提
案
当
時
は
、
本
案
と
＊
案
は
逆
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
法
定
代
理
人
が
制

限
行
為
能
力
者
で
あ
る
と
き
の
取
消
肯
定
の
方
針
の
方
が
本
案
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
加
藤
雅
信
教
授
の
提
案

（
12
）

を
参
考
に

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
13
）

。
こ
の
加
藤
案
に
よ
れ
ば
、「
平
成
一
一
年
改
正
後
の
民
法
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者

そ
の
者
は
保
護
さ
れ
る
が
、
制
限
行
為
能
力
者
を
法
定
代
理
人
と
す
る
本
人
は
、
そ
の
制
限
行
為
能
力
者
の
判
断
能
力
の
不
十
分
さ
か
ら

生
ず
る
危
険
を
そ
の
ま
ま
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
た
め
、「
平
成
一
一
年
の
改
正
に
よ
り
、
行
為
無
能
力
制
度
が
制
限
行
為

能
力
制
度
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
一
〇
二
条
の
改
正
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
か
か
る
提
案
を
行
う
。
そ

し
て
、「
と
く
に
、
親
権
者
が
後
発
的
に
後
見
開
始
の
審
判
を
受
け
た
と
き
に
は
本
人
保
護
が
は
か
ら
れ
る
の
に
対
し
」、「
子
の
出
生
当

初
か
ら
成
年
被
後
見
人
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
る
危
険
を
子
が
負
担
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
保
護

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。

こ
の
批
判
は
、
前
記
（
表
２
）
で
示
す
な
ら
ば
、
パ
タ
ー
ン
５
（
代
理
権
付
与
）
と
パ
タ
ー
ン
17
（
代
理
権
消
滅
）
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
指

摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
教
授
が
的
確
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
判
断
能
力
の
不
十
分
さ
が
子
の
財
産
の
管
理
の
失
当
、
危
険

を
招
い
た
と
き
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
親
権
者
の
財
産
管
理
権
の
喪
失
を
宣
告
で
き
」（
民
法
八
三
五
条
）、
し
か
も
、
そ
の
後
の
平
成

（
二
八
二
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
四
七

二
三
（
二
〇
一
一
）
年
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
親
権
停
止
審
判
（
同
八
三
四
条
の
二
）
等
に
よ
る
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
も
、
審
判
前
に
「
親
権
者
と
し
て
な
し
た
行
為
は
有
効
で
あ
り
、
本
人
で
あ
る
未
成
年
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
は
、
な
お
存

在
し
て
い
る
」。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
第
二
準
備
会
は
支
持
し
、
こ
れ
を
本
案
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
提
案
を
審
議
し
た
第
一
五
回
全
体
会
議
で
は
、
む
し
ろ
＊
案
が
二
二
名
中
一
六
名
の
支
持
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
元
の

本
案
が
＊
案
と
な
っ
た

（
14
）

。

そ
こ
で
の
議
事
内
容
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
最
終
的
な
提
案
文
書
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。

「
法
定
代
理
に
関
す
る
限
り
、
現
民
法
一
〇
二
条
お
よ
び
一
一
一
条
一
項
二
号
に
相
当
す
る
規
定
を
見
直
す
た
め
に
は
、
親
族
法
の
改

正
を
含
め
て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
本
委
員
会
の
作
業
対
象
は
債
権
法
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
親
族
法
は
当
面
の
対

象
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
民
法
一
〇
二
条
お
よ
び
一
一
一
条
一
項
二
号
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
親
族
法
を
含
め
た
抜
本
的
な
改

正
を
提
案
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
全
面
的
な
見
直
し
は
将
来
の
課
題
と
す
る
ほ
か
な
い
。」

す
な
わ
ち
、
積
極
的
な
意
図
に
お
い
て
現
行
法
を
維
持
す
る
と
の
意
見
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
親
族
法
を
含
め
た
検
討
を
求
め
る
慎
重

な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
二
）　
民
法
改
正
研
究
会
案

当
時
、
前
記
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
の
活
動
と
並
行
し
て
、
別
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
民
法
全
体
の
改
正
が
検
討
さ

（
二
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
四
八

れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
前
述
し
た
加
藤
雅
信
教
授
を
代
表
と
す
る
民
法
改
正
研
究
会
で
あ
る
。
同
研
究
会
の
発
足
自
体
は
民
法
（
債
権
法
）

改
正
検
討
委
員
会
よ
り
も
一
年
早
い
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
一
〇
月
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
同
委
員
会
よ
り
も
先
ん
じ
て
、
平
成

二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
一
〇
月
に
『
日
本
民
法
改
正
試
案
』（
日
本
私
法
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
た
第
一
次
案

（
16
））

を
提
示
し
、
そ
の
後
も
、

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
月
の
『
日
本
民
法
典
財
産
法
改
正
試
案
』（
第
二
次
案

（
17
））、

同
年
一
〇
月
の
『
民
法
改
正
国
民
・
法
曹
・
学
界

有
志
案
』（
第
三
次
案

（
18
））、

さ
ら
に
は
民
法
総
則
部
分
に
つ
き
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月
の
『
日
本
民
法
典
改
正
案
Ⅰ
』（
第
四
次

案
（
19
））

と
、
数
次
に
わ
た
る
改
正
案
を
公
表
し
て
き
た
。

そ
の
後
に
明
ら
か
と
さ
れ
た
第
一
次
案
前
の
条
文
案
を
含
め
る
と
、
民
法
一
〇
二
条
を
め
ぐ
る
同
研
究
会
の
提
案
は
以
下
の
と
お
り
推

移
し
た
。

　
　
⒜
　
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
二
月
一
八
日
事
務
局
案

Ｎ
条
：
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
定
代
理
人
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

自
ら
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
法
定
代
理
人
ま
た
は
本
人
は
そ
の
代
理
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
⒝
　
日
本
民
法
改
正
試
案
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
第
一
次
案
）

六
三
条
　
代
理
人
の
行
為
能
力
等

（
二
八
四
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
四
九

六
三
条
①
：
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

六
三
条
②
：
親
権
者
、
後
見
人
、
保
佐
人
及
び
補
助
人
は
、
そ
の
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被

保
佐
人
及
び
被
補
助
人
に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
親
権
に
服
す
る
子
の
（
新
）
第
九
条
（
未
成
年
者
の
法
律
行
為
）、（
新
）
第

十
三
条
（
成
年
被
後
見
人
の
法
律
行
為
）、（
新
）
第
十
六
条
（
被
保
佐
人
の
法
律
行
為
）
及
び
（
新
）
第
十
九
条
（
被
補
助
人
の
法
律
行

為
）
に
つ
き
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
。

　
　
⒞
　
日
本
民
法
典
財
産
法
改
正
試
案
（
二
〇
〇
九
年
一
月
、
第
二
次
案
）

六
四
条
　
代
理
人
の
行
為
能
力
等

六
四
条
①
：
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

六
四
条
②
：
親
権
者
、
後
見
人
、
保
佐
人
及
び
補
助
人
は
、
そ
の
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被

保
佐
人
及
び
被
補
助
人
に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
親
権
に
服
す
る
子
の
（
新
）
第
九
条
（
未
成
年
者
の
法
律
行
為
）、（
新
）
第

十
三
条
（
成
年
被
後
見
人
の
法
律
行
為
）、（
新
）
第
十
六
条
（
被
保
佐
人
の
法
律
行
為
）
及
び
（
新
）
第
十
九
条
（
被
補
助
人
の
法
律
行

為
）
に
基
づ
く
同
意
権
、
代
理
権
又
は
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
五
〇

　
　
⒟
　
民
法
改
正
国
民
・
法
曹
・
学
界
有
志
案
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
第
三
次
案
）

六
五
条
　
代
理
人
の
行
為
能
力
等

六
五
条
①
：
任
意
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

六
五
条
②
：
制
限
行
為
能
力
者
が
、
法
定
代
理
人
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
理
権
の
範
囲
は
、
自
ら
が
単
独
で
し
う
る

行
為
に
限
ら
れ
る
。

六
五
条
③
：
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
制
限
行
為
能
力
者
の
後
見
人
、
保
佐
人
及
び
補
助
人
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
制
限
行
為
能

力
者
に
対
し
て
有
す
る
同
意
権
、
代
理
権
又
は
取
消
権
を
本
人
の
た
め
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
五
条
④
：
未
成
年
者
の
子
が
出
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
未
成
年
者
の
子
の
親
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
第
八
百
三
十
三
条

（
子
に
代
わ
る
親
権
の
行
使
）
又
は
第
八
百
六
十
七
条
（
未
成
年
被
後
見
人
に
代
わ
る
親
権
の
行
使
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
⒠
　
日
本
民
法
典
改
正
案
Ⅰ
（
二
〇
一
六
年
六
月
、
第
四
次
案
）

　
　（
代
理
人
の
行
為
能
力
等
）

第
五
十
六
条
　
任
意
代
理
人
は
、
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
家
庭
裁
判
所
は
、
制
限
行
為
能
力
者
を
法
定
代
理
人
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
制
限
行
為
能
力
者
は
、
親
権
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
自
ら
が
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
親
権
を

（
二
八
六
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
五
一

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
限
行
為
能
力
者
が
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法

定
代
理
人
又
は
同
意
権
者
が
、
そ
の
制
限
行
為
能
力
者
の
未
成
年
の
子
の
た
め
に
、
制
限
行
為
能
力
者
に
対
し
て
有
す
る
同
意
権
、

代
理
権
又
は
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
成
年
の
子
が
親
権
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
第
八
百
三
十
三
条
（
子
に
代
わ
る
親
権
の
行
使
）
又
は

第
八
百
六
十
七
条
（
未
成
年
被
後
見
人
に
代
わ
る
親
権
の
行
使
）
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５
　
第
八
百
三
十
九
条
（
未
成
年
後
見
人
の
指
定
）
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
制
限
行
為
能
力
者
が
未
成
年
後
見
人
に
指
定
さ

れ
た
と
き
は
、
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
れ
ら
提
案
の
推
移
か
ら
わ
か
る
の
は
、
当
初
の
⒜
事
務
局
案
は
、
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
【
１
．
５
．
27
】
＊

〈2〉
の
案
と
同
じ
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
と
お
り
加
藤
雅
信
教
授
の
見
解
に
由
来
す
る
案
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
教
授
は
民
法
改
正
研
究
会
の
代
表
者

で
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
事
務
局
案
と
し
て
提
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
務
局
案
に
対
し
て
は
、
同
研
究
会
で
反
対
論
が
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
磯
村
保
教
授
は
、
次
の
よ
う

に
主
張
し
た

（
20
）

。

行
為
能
力
の
制
限
を
受
け
る
者
が
法
定
代
理
人
と
な
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
な
い
し
適
当
か
。
こ
の
可
能
性
を
認
め
た
う
え

で
不
利
益
を
受
け
る
本
人
の
保
護
を
考
え
る
よ
り
も
、
そ
の
可
能
性
を
排
除
す
る
方
が
よ
り
直
截
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

は
、
事
務
局
案
の
た
だ
し
書
を
削
除
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
二
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
五
二

こ
う
し
た
議
論
の
結
果
、
⒝
第
一
次
案
以
降
、
法
定
代
理
に
お
け
る
取
消
肯
定
案
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
⒟
第
三

次
案
で
は
、
代
理
権
行
使
の
範
囲
を
、
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
が
自
ら
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
に
限
る
旨
の

提
案
（
六
五
条
二
項
）
が
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
⒠
第
四
次
案
で
は
、
親
権
者
や
遺
言
で
指
定
さ
れ
た
未
成
年
後
見
人
を
除
き
、
そ
も
そ

も
家
庭
裁
判
所
が
制
限
行
為
能
力
者
を
法
定
代
理
人
に
選
任
で
き
な
い
と
の
提
案
に
達
し
た
（
五
六
条
三
項
前
段
）。

こ
の
よ
う
に
、
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
の
規
律
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
代
理
人
と
な
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
取
消
否
定
案
や
取
消
肯
定
案
の
ほ
か
、
代
理
権
の
範
囲
を
限
定
し
た
り
、
そ
も
そ
も
代
理
人
と
し
て
選
任
で
き
な
い
も
の
と
し
た
り
す

る
別
案
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
研
究
会
の
各
種
提
案
は
、
こ
う
し
た
案
の
多
様
性
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
決

し
難
い
微
妙
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）　
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
審
議

つ
ぎ
に
、
具
体
的
な
立
法
提
案
に
結
び
つ
い
た
法
制
審
議
会
の
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
お
け
る
審
議
経
過
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
同
部
会
で
の
審
議
は
、
前
述
し
た
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
や
民
法
改
正
研
究

会
案
の
う
ち
「
民
法
改
正
国
民
・
法
曹
・
学
界
有
志
案
」（
第
三
次
案
）
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
中
間
的
な
論
点
整
理
」（
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
五
月
）、「
中
間
試
案
」（
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
二
月
）、「
要
綱
案
」（
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
二
月
）
を
段
階
的
に
と

り
ま
と
め
る
形
で
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
経
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
民
法
一
〇
二
条
に
関
す
る
実
質
審
議
が
行
わ
れ
た
部
分
を
適
宜
採

り
上
げ
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
⒜
　
中
間
的
な
論
点
整
理
（
第
一
ス
テ
ー
ジ
）

ま
ず
、「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
に
向
け
た
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
法
一
〇
二
条
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
検
討
事
項
が
示
さ
れ
た

（
21
）

。

（
二
八
八
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
五
三

民
法
第
一
〇
二
条
は
、
代
理
人
は
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
規
律
に
対
し
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
を
保
護
す
る
た
め
の
法
定
代
理
人
と
し
て
他
の
制
限
行
為
能
力
者
が
就
任
し
た
場
合
に
は
、

本
人
の
保
護
と
い
う
法
定
代
理
制
度
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
定
代
理

に
つ
い
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
っ
て
も
法
定
代
理
人
に
就
任
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
つ
つ
、
本
人
保
護
の
た
め
に
、
そ
の
代
理
権

の
範
囲
を
自
ら
が
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
法
定
代
理
人
に
つ
い
て
は
、
法
定
の
欠
格
事
由
や
公
的
機
関
に
よ
る
選
任
や
解
任
の
手
続
に
よ
り
、
当
該
資

格
等
に
ふ
さ
わ
し
い
判
断
能
力
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
行
法
の
規
律
を
改
正
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え

方
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

こ
の
基
本
的
内
容
は
、
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
第
33
の
１
⑶
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
形
で
概
ね

維
持
さ
れ
た
。

民
法
第
一
〇
二
条
は
、
代
理
人
は
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
規
定
す
る
が
、
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
に
他
の

制
限
行
為
能
力
者
が
就
任
し
た
場
合
に
は
、
本
人
の
保
護
と
い
う
法
定
代
理
制
度
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
法
定
代
理
に
つ
い
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
に
就
任
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
と
し
つ
つ
、
本
人
保
護
の
た
め
に
、

そ
の
代
理
権
の
範
囲
を
自
ら
が
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
に
限
定
す
る
な
ど
の
制
限
を
新
た
に
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
更

（
二
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
五
四

に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

こ
こ
で
は
、
前
述
の
民
法
改
正
研
究
会
の
第
三
次
案
が
採
用
し
た
代
理
権
の
範
囲
を
限
定
す
る
考
え
が
紹
介
さ
れ
、
検
討
の
対
象
と
し

て
明
示
さ
れ
た

（
22
）

。

　
⒝
　
中
間
試
案
（
第
二
ス
テ
ー
ジ
）

し
か
し
、「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
後
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
形
で
、
三
つ
の
考
え
方
が
併
記
さ
れ
る
に
至
る

（
23
）

。

代
理
人
は
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
規
定
し
て
い
る
民
法
第
一
〇
二
条
に
つ
い
て
は
、
法
定
代
理
（
特
に
制
限
行
為
能
力

者
の
法
定
代
理
）
に
適
用
さ
れ
る
場
面
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
甲
案
】　
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
に
就
任
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
と
し
つ
つ
、
そ
の
代
理
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
、
法
定
代

理
人
で
あ
る
制
限
行
為
能
力
者
が
自
己
を
当
事
者
と
し
て
し
た
の
で
あ
れ
ば
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
限
度
で
、
本
人
又
は
民
法
第

一
二
〇
条
第
一
項
の
取
消
権
者
が
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

【
乙
案
】　
制
限
行
為
能
力
者
が
法
定
代
理
人
に
就
任
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
と
し
つ
つ
、
そ
の
代
理
権
の
範
囲
に
つ
い
て
、
法
定
代
理

人
で
あ
る
制
限
行
為
能
力
者
が
自
己
を
当
事
者
と
し
て
す
る
の
で
あ
れ
ば
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
為
の
範
囲
に
制
限
す
る
旨

の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

【
丙
案
】　
代
理
人
は
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
規
定
（
民
法
第
一
〇
二
条
）
を
維
持
し
、
甲
案
、
乙
案
の
よ
う
な
立
法

的
措
置
を
講
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
二
九
〇
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
五
五

す
な
わ
ち
、
甲
案
は
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
の
＊
案
（
加
藤
雅
信
提
案
）、
乙
案
は
民
法
改
正
研
究
会
の
第
三
次
案
、
丙
案
は
同

「
基
本
方
針
」
の
本
案
に
近
い
現
状
維
持
案
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
部
会
第
三
三
回
会
議
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
岡
正
晶
弁
護
士
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
所
属
）
よ
り
、「
法
定
代
理
に
つ
い
て

行
為
能
力
者
に
限
る
」
と
の
案
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
弁
護
士
会
の
議
論
で
出
て
き
た
の
で
紹
介
す
る
と
の
話
が
あ
り

（
24
）

、
つ

ま
り
は
、
民
法
改
正
研
究
会
の
第
四
次
案
に
近
い
案
（
い
わ
ば
丁
案
）
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
き
く
異
な
る
四
つ
の
考
え
方
が
並
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
議
論
が
な
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
こ
の
第
三
三
回
会

議
（
議
事
録
一
一
～
一
五
頁
）
と
、
そ
の
約
一
月
後
に
開
催
さ
れ
た
第
一
分
科
会

（
25
）

第
一
回
会
議

（
26
）（

議
事
録
三
八
～
四
三
頁
）
で
の
審
議
が
、
最

終
的
な
法
律
案
の
方
向
性
を
決
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
議
事
の
中
で
は
、
山
本
敬
三
幹
事
が
、
丙
案
を
支
持
さ
れ
る
方
が
学
者
サ
イ
ド
で
は
多
か
っ
た
と
述
べ
つ
つ
も
、
同
人
が
主
査
を

務
め
た
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
第
二
準
備
会
で
の
提
案
と
同
様
、
甲
案
を
支
持
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
ほ
か
、
弁
護
士

（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）
の
中
井
康
之
委
員
が
、
弁
護
士
会
で
は
甲
案
の
支
持
が
な
く
、
乙
案
と
丙
案
が
多
い
と
述
べ
つ
つ
も
、
自
身
の
意

見
と
し
て
は
甲
案
を
支
持
す
る
。
鹿
野
菜
穂
子
幹
事
も
ま
た
、
迷
い
も
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
甲
案
の
支
持
に
ま
わ
り

（
27
）

、
中
井
委
員
は
、
さ

ら
に
、
本
条
に
関
す
る
議
事
の
最
後
、
念
押
し
す
る
か
の
よ
う
に
、
以
下
の
と
お
り
の
丙
案
批
判
を
展
開
す
る
。

丙
案
の
前
提
と
い
う
の
は
、
何
も
規
定
し
な
い
、
す
な
わ
ち
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
い
う
規
定
を
維
持
す
る
か
ら
、

法
定
代
理
人
に
制
限
行
為
能
力
者
が
選
任
さ
れ
て
も
、
そ
の
行
わ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
取
消
し
も
代
理
権
の
範
囲
の
制
限
も
な
い
、
甲

案
で
も
乙
案
で
も
な
い
と
い
う
解
釈
を
採
る
と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
結
局
、
こ
れ
は
取
引
安
全
の
保

（
二
九
一
）
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本
法
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八
十
五
巻
第
二
号
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〇
一
九
年
九
月
）

一
五
六

護
を
結
果
的
に
は
図
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
本
人
の
保
護
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
自
身
は
丙

案
は
疑
問
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
が
取
引
の
安
全
の
保
護
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
で
、
本
人
の
保
護
も
一
定
の
レ
ベ
ル

で
図
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
親
族
法
の
改
正
を
待
つ
と
い
う
よ
り
は
、
丁
案
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
甲
案
か
乙
案
で

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
同
部
会
第
六
四
回
会
議
に
出
さ
れ
た
「
中
間
試
案
の
た
た
き
台
⑴
」（
部
会
資
料
五
三
）
以
降
は
、
甲
案
を
主
軸
と
し
て

「
中
間
試
案
」
を
と
り
ま
と
め
る
と
の
方
向
性
が
確
定
的
と
な
っ
た

（
28
）

。

第
４
の
２
　
代
理
人
の
行
為
能
力
（
民
法
第
一
〇
二
条
関
係
）

民
法
第
一
〇
二
条
の
規
律
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
。

⑴
　
制
限
行
為
能
力
者
が
代
理
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
は
、
行
為
能
力
の
制
限
に
よ
っ
て
は

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

⑵
　
上
記
⑴
に
か
か
わ
ら
ず
、
制
限
行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
定
代
理

人
が
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
が
当
該
法
定
代
理
人
を
当
事
者
と
し
て
し
た
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
本
人
又
は
民
法
第
一
二
〇
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
二
九
二
）
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⒞
　
要
綱
案
（
第
三
ス
テ
ー
ジ
）

こ
う
し
た
流
れ
は
、
第
三
ス
テ
ー
ジ
に
も
引
き
継
が
れ
、
部
会
第
九
〇
回
会
議
に
出
さ
れ
た
「
要
綱
仮
案
の
原
案
（
そ
の
１
）」（
部
会

資
料
七
九−
一
、
七
九−

二
、
七
九−

三
）
の
段
階
で
す
で
に
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
と
同
じ
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。

第
３
の
３
　
代
理
人
の
行
為
能
力
（
民
法
第
一
〇
二
条
関
係
）

民
法
第
一
〇
二
条
の
規
律
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
。

制
限
行
為
能
力
者
が
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
は
、
行
為
能
力
の
制
限
に
よ
っ
て
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
制
限

行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
注
１
）
民
法
第
一
三
条
第
一
項
に
掲
げ
る
行
為
（
被
保
佐
人
が
そ
の
保
佐
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
）
に
次
の
行
為
を
加
え

る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
民
法
第
一
三
条
第
一
項
に
掲
げ
る
行
為
を
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
す
る
こ
と
。

（
注
２
）
民
法
第
一
二
〇
条
第
一
項
に
次
の
規
律
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

制
限
行
為
能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
は
、
当
該
他
の
制
限
行
為
能
力
者
又
は
そ
の
承
継
人

も
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
部
会
第
九
七
回
会
議
に
出
さ
れ
た
「
要
綱
案
の
原
案
（
そ
の
１
）」（
部
会
資
料
八
四−

一
）
に
お
い
て
、
改
正
後
民
法
一
〇
二

条
た
だ
し
書
に
基
づ
く
取
消
し
の
取
消
権
者
に
つ
き
、
こ
れ
を
規
律
す
る
同
一
二
〇
条
一
項
の
内
容
を
、「
行
為
能
力
の
制
限
に
よ
っ
て

（
二
九
三
）
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取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
行
為
は
、
制
限
行
為
能
力
者
（
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
制

限
行
為
能
力
者
を
含
む
。）
又
は
そ
の
代
理
人
、
承
継
人
若
し
く
は
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
限
り
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
す
る
要
綱
案
に
改
め

（
29
）

、
こ
れ
が
最
終
的
な
改
正
法
と
な
っ
た
。

（
四
）　
小
　
括

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
民
法
一
〇
二
条
、
と
り
わ
け
同
条
た
だ
し
書
の
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
取
消
肯
定
を
主
張
す
る
加
藤
雅
信
案

が
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
委
員
会
に
お
い
て
も
、
民
法
改
正
研
究
会
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
出
発
点
に
お
い
て
は
叩
き
台
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
案
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
で
は

一
転
し
て
有
力
メ
ン
バ
ー
の
支
持
の
下
、
中
間
試
案
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
方
向
で
の
立
法
に
結
び
付
く
と
の
特
異
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
も

の
と
し
て
整
理
で
き
よ
う
。

五
　
検

　
討

（
一
）　
序
　
説
　
─
　
法
定
代
理
に
お
け
る
取
消
肯
定
案
の
批
判
的
考
察

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
が
行
っ
た
代
理
行
為
の
効
力
に
つ
い

て
は
、
本
人
保
護
を
重
視
し
て
取
消
し
を
肯
定
す
る
か
、
取
引
安
全
を
重
視
し
て
取
消
し
を
否
定
す
る
か
が
一
つ
の
分
析
軸
と
な
る
た
め
、

こ
れ
は
民
法
の
意
思
表
示
規
定
に
底
流
す
る
意
思
主
義
と
表
示
主
義
と
の
調
整
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
環
と
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
は
、
取
引
の
動
的
安
全
を
重
視
し
本
人
を
犠
牲
に
し
て
で
も
相
手
方
を
保
護
し
て
き
た
か
つ
て
の
解
釈
論
か
ら
の
揺
り
戻
し
と
し

（
二
九
四
）
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て
、
本
人
に
帰
責
性
が
な
い
以
上
、
相
手
方
を
犠
牲
に
し
て
で
も
本
人
を
保
護
す
べ
き
と
の
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
る
の
が
近
時
の
傾
向
と

も
い
え

（
30
）

、
今
般
の
改
正
に
よ
る
取
消
肯
定
案
（
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
）
の
採
用
も
、
そ
の
延
長
に
お
い
て
理
解
し
得
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
代
理
制
度
の
信
頼
維
持
と
い
う
本
来
的
な
立
法
趣
旨
（
前
記
二
（
三
）
参
照
）
か
ら
は
、
上
記
近
時
の
傾
向
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
な
お
相
手
方
の
取
引
安
全
を
重
視
し
て
取
消
し
を
否
定
す
る
立
場
を
採
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　
本
文
と
た
だ
し
書
の
峻
別
の
当
否

ま
た
、
前
述
し
た
民
法
一
〇
二
条
の
一
般
的
な
立
法
趣
旨
で
あ
る
、
自
ら
代
理
人
を
選
任
し
た
本
人
の
不
利
益
の
甘
受
（
立
法
趣
旨
⒝
）

と
の
点
が
法
定
代
理
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
取
消
し
を
否
定
す
れ
ば
本
人
の
保
護
に
な
ら
な
い
と
の
点
も
、
そ
の
こ
と
と
、「
制
限
行
為

能
力
者
が
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
」
の
取
消
肯
定
と
が
完
全
に
対
応
し
、
そ
の
他
の
「
制
限
行
為
能
力

者
が
代
理
人
と
し
て
し
た
行
為
」
は
取
消
否
定
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
峻
別
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
峻
別
し
て
よ
い

か
は
や
や
疑
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
の
い
く
つ
か
の
問
題
を
指
摘
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
任
意
後
見
契
約
が
発
効
し
た
後
の
本
人
や
、
代
理
権
付
与
審
判
の
み
で
同
意
権
付
与
審
判
を
経
な
い
補
助
類
型
に
お
け
る
被

補
助
人
は
、
分
類
上
、
制
限
行
為
能
力
者
に
あ
た
ら
な
い
た
め
（
被
補
助
人
に
つ
き
、
民
法
二
〇
条
一
項
括
弧
書
（
債
権
法
改
正
後
は
同
一
三
条

一
項
一
〇
号
括
弧
書
）
参
照
）、
そ
の
よ
う
な
者
が
法
定
代
理
人
に
な
っ
た
場
合
や
、
法
定
代
理
人
が
そ
の
よ
う
な
者
に
な
っ
た
場
合
は
、

取
消
権
は
付
与
さ
れ
な
い
た
め
に
当
然
に
取
消
否
定
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
者
も
事
理
弁
識
能
力
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
に
は
違
い
な
く
、
そ
の
者
を
無
条
件
に
法
定
代
理
人
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
は
や
は
り
本
人
の
保
護
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

が
な
お
問
題
と
な
り
得
る
。
と
り
わ
け
、
任
意
後
見
の
場
合
は
、
法
定
後
見
に
対
す
る
優
先
性
（
任
意
後
見
法
四
条
一
項
二
号
、
一
〇
条
一

項
）
が
あ
る
た
め
に
、
本
来
は
成
年
後
見
類
型
相
当
の
能
力
（
事
理
弁
識
能
力
を
欠
く
常
況
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
本
人
の
利
益
の
た
め

（
二
九
五
）
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特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
で
な
け
れ
ば
任
意
後
見
契
約
が
発
効
し
、
本
人
は
完
全
行
為
能
力
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
、（
任
意
後
見
契
約
上
の
）
当
該
本
人
に
よ
っ
て
法
定
代
理
権
を
行
使
さ
れ
る
こ
と
で
効
果
が
帰
属
す
る
方
の
本
人
は
、
今
般

の
改
正
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
の
立
法
者
が
懸
念
す
る
「
本
人
の
保
護
に
な
ら
な
い
」
事
態
に
実
質
的
に
直
面
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

代
理
行
為
が
無
条
件
に
認
め
ら
れ
、
取
消
し
も
否
定
さ
れ
る
結
果
、
不
利
益
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
に
、（
未
成
年
者
以
外
の
）
制
限
行
為
能
力
者
が
任
意
後
見
人
に
な
っ
た
場
合
や
、
任
意
後
見
人
が
（
未
成
年
者
・
成
年
被
後
見
人
以
外

の
）
制
限
行
為
能
力
者
に
な
っ
た
場
合
に
、
任
意
後
見
人
は
あ
く
ま
で
委
任
契
約
に
基
づ
く
任
意
代
理
人
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、
こ
れ

ら
の
場
合
の
本
人
は
、
任
意
後
見
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
が
し
た
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
民
法
一
〇
二
条
本
文
）
と

の
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
場
合
の
本
人
は
自
ら
代
理
人
を
指
名
し
て
い
る
た
め
、
制
限
行
為
能
力
者
の
代
理
行
為
に
よ
る
不
利
益

を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
の
理
屈
に
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
、
任
意
後
見
契
約
締
結
当
時
は
制
限
行
為
能
力
者
で
は
な

か
っ
た
者
を
任
意
後
見
受
任
者
と
す
る
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、
当
該
受
任
者
が
保
佐
・
補
助
開
始
審
判
を
受
け
て
制
限
行

為
能
力
者
と
な
っ
た
り
、
任
意
後
見
契
約
の
発
効
後
に
任
意
後
見
人
と
な
っ
た
者
が
保
佐
・
補
助
開
始
審
判
を
受
け
て
制
限
行
為
能
力
者

と
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
も
、
将
来
、
制
限
行
為
能
力
者
に
な
る
よ
う
な
者
を
指
名
し
た
と
し
て
、
な
お
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
と
い
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
第
二
の
点
の
延
長
上
の
問
題
と
し
て
、
純
粋
な
委
任
契
約
等
に
よ
る
任
意
代
理
人
が
、
途
中
で
保
佐
・
補
助
開
始
審
判
を
受

け
て
制
限
行
為
能
力
者
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
保
佐
・
補
助
の
開
始
は
代
理
権
消
滅
事
由
で
な
い
以
上
、
こ
れ
に
よ
る
不
利
益
も
甘
受
す

べ
き
と
い
え
る
の
か
も
問
題
と
な
ろ
う
。
す
で
に
被
保
佐
人
や
被
補
助
人
と
な
っ
て
い
る
者
に
あ
え
て
任
意
代
理
権
を
本
人
自
ら
付
与
し

（
二
九
六
）
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た
場
合
は
、
こ
れ
に
よ
る
不
利
益
は
本
人
自
ら
甘
受
す
べ
き
と
す
る
取
消
否
定
の
趣
旨
が
妥
当
す
る
も
の
の
、
逆
の
時
系
列
で
、
任
意
代

理
権
を
付
与
し
た
後
に
被
保
佐
人
・
被
補
助
人
と
な
っ
た
よ
う
な
場
合
は
、
果
た
し
て
同
様
の
趣
旨
が
妥
当
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
、
任
意
代
理
人
が
事
後
的
に
制
限
行
為
能
力
者
と
な
る
リ
ス
ク
は
、
相
手
方
に
転
嫁
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
本
人

が
負
う
べ
き
と
解
す
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
定
代
理
人
が
事
後
的
に
制
限
行
為
能
力
者
と
な
る
場
合
（
表
２
の
18
・
19
・
21
・
22
・

24
・
25
・
27
・
28
）
の
リ
ス
ク
も
ま
た
本
人
が
負
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
同
様
に
取
消
否
定
を
導
く
こ
と
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
些
末
な
点
か
も
し
れ
な
い
も
の
の
、
代
理
権
付
与
審
判
の
み
で
同
意
権
付
与
審
判
を
経
な
い
補
助
類
型
に
お
け
る
補
助
人
が

保
佐
・
補
助
審
判
を
受
け
て
制
限
行
為
能
力
者
に
な
っ
た
場
合
や
、
逆
に
制
限
行
為
能
力
者
が
か
か
る
補
助
人
に
な
っ
た
場
合
は
、
第
一

に
挙
げ
た
ケ
ー
ス
と
は
異
な
り
、
法
定
代
理
人
は
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
り
、
取
消
可
能
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
被

補
助
人
は
制
限
行
為
能
力
者
に
当
た
ら
な
い
た
め
に
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
に
い
う
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代

理
人
」
と
は
い
え
ず
、
同
条
本
文
の
原
則
に
従
っ
て
取
消
否
定
と
な
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
代
理
権
付
与
審
判

は
被
補
助
人
本
人
の
同
意
を
前
提
と
す
る
た
め
（
民
法
八
七
六
条
の
九
第
二
項
・
八
七
六
条
の
四
第
二
項
）、
実
質
的
に
任
意
代
理
に
近
い
と
の

理
屈
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
形
跡
は
み
ら
れ
ず
、
立
法
の
手
落
ち
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
五
に
、
第
四
の
点
の
延
長
上
の
問
題
と
し
て
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
が
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
」

と
定
め
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
他
の
法
定
代
理
に
お
い
て
は
取
消
否
定
と
な
る
が
そ
れ
で
よ
い
か
が
問
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
裁
判
所
が

選
任
し
た
不
在
者
財
産
管
理
人
（
民
法
二
五
条
一
項
）
が
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
代
理
行
為
の
取
消
し
を
否
定
す
る
こ

と
で
生
ず
る
不
利
益
を
不
在
者
本
人
は
甘
受
す
べ
き
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
定
代
理
制
度
間
で
効
果
を
区
別
す
る
こ
と
の
合
理
性

が
問
わ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
点
も
法
制
審
の
部
会
に
お
い
て
特
段
の
議
論
は
み
ら
れ
な
い
。

（
二
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
六
二

（
三
）　
本
人
の
不
利
益
性
の
実
質
的
検
討

さ
ら
に
は
、
民
法
一
〇
二
条
が
想
定
す
る
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
は
事
理
弁
識
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

者
に
よ
る
代
理
行
為
は
本
人
に
と
っ
て
類
型
的
に
不
利
益
と
な
り
得
る
と
短
絡
的
に
捉
え
て
よ
い
か
と
の
問
題
提
起
も
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
事
理
弁
識
能
力
が
不
十
分
と
の
定
義
を
超
え
て
、
制
限
行
為
能
力
者
は
、
あ
く
ま
で
民
法
上
の
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
制

度
の
発
動
を
前
提
と
す
る
存
在
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
成
年
後
見
制
度
に
属
す
る
後
見
・
保
佐
・
補
助
の

三
類
型
は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
保
護
者
と
し
て
の
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
が
選
任
さ
れ
る
。
ま
た
、

開
始
後
の
後
見
人
等
の
事
務
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
関
与
を
前
提
に
置
く
な
ら
ば
、
適
任
者
で
あ
る

と
の
裁
判
所
の
判
断
を
経
由
し
て
選
任
さ
れ
た
後
見
人
等
が
仮
に
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
選
任
後
に
制
限
行
為
能
力

者
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
取
引
の
相
手
方
に
お
い
て
、
か
か
る
司
法
判
断
を
尊
重
し
、
当
該
後
見
人
等
に
は
覆
る
こ
と
の
な
い
有
効
な
代

理
取
引
を
行
う
権
限
が
あ
る
と
信
頼
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
リ
ス
ク
を
本
人
保
護
の
理
由

の
み
か
ら
、
安
易
に
取
引
の
相
手
方
へ
と
転
嫁
す
べ
き
で
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
上
記
の
三
類
型
に
あ
っ
て
は
、
制
限
行
為
能
力
者
が
単
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
後
見
人
等
の
存
在
と
と
も
に

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
見
人
等
に
よ
る
、
取
り
消
し
得
る
行
為
の
追
認
（
民
法
一
二
二
条
）
や
事
前
の
同
意
権
行
使
等
を
通
じ
て
、

制
限
行
為
能
力
者
本
人
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
ら
な
い
取
引
が
志
向
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

（
31
）

に
鑑
み
れ
ば
、
当
該
制
限
行
為
能
力
者
が
法

定
代
理
人
と
し
て
し
た
取
引
が
そ
の
者
に
と
っ
て
の
本
人
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
ら
な
い
と
の
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り
発
生
し
た
法
定
代
理
権
が
適
正
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
の
確
保
は
、
当
該
裁
判
所
の
監
督
か
、

あ
る
い
は
当
該
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
意
に
選
任
さ
れ
る
後
見
等
監
督
人
の
監
督
に
委
ね
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
後
見
法
の
精
神
で

（
二
九
八
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
六
三

あ
っ
た
と
い
え
る
。
制
限
行
為
能
力
者
に
よ
る
法
定
代
理
行
為
の
取
消
し
を
肯
定
し
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
当
該
制
限
行
為
能
力
者
の

後
見
人
等
に
委
ね
る
と
、
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
後
見
人
が
被
保
佐
人
に
な
っ
た
場
合
（
表
２
の
21
）

に
、
当
該
後
見
人
の
た
め
に
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
重
要
な
財
産
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該
後
見
人
（
被
保

佐
人
）
の
保
佐
人
が
有
す
る
同
意
権
（
民
法
一
三
条
一
項
本
文
）
と
、
当
該
後
見
人
の
た
め
の
後
見
監
督
人
が
有
す
る
同
意
権
（
同
八
六
四
条

本
文
）
と
が
競
合
し
、
そ
の
行
使
関
係
を
め
ぐ
っ
て
か
え
っ
て
複
雑
な
法
律
問
題
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。

（
四
）　
法
定
代
理
人
の
適
格
性
と
法
定
代
理
権
の
代
行
・
消
滅

加
え
て
、
本
問
題
は
、
本
人
（
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
に
い
う
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」）
の
帰
責
性
を
問
題
と
す
る
以
前
に
、
法
定
代

理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
の
代
理
人
適
格
性
が
問
題
と
な
り
得
る
点
に
も
特
殊
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
人
・
相
手
方
間
の
利

益
衡
量
を
通
じ
た
取
消
し
の
肯
定
・
否
定
で
は
割
り
切
れ
な
い
第
三
の
立
場
と
し
て
、
代
理
人
の
権
限
縮
小
や
適
格
性
の
否
定
と
い
っ
た

考
え
方
（
前
記
法
制
審
部
会
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
い
う
乙
案
や
丁
案
）
も
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
立
法
論
に
お
け
る
利
益
衡
量

は
必
ず
し
も
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

⒜
　
欠
格
事
由
の
廃
止
と
適
格
性
の
個
別
審
査

こ
の
点
に
関
し
、
ま
ず
、
平
成
一
一
年
改
正
法
が
、
成
年
被
後
見
人
（
か
つ
て
の
禁
治
産
者
）
と
被
保
佐
人
（
か
つ
て
の
準
禁
治
産
者
）
を

後
見
人
等
の
欠
格
事
由
か
ら
外
し
た
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
こ
れ
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
の
阻
害
要
因
を
除
去
し
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
沿
わ
せ
る
こ
と
と
、
い
ず
れ
家
庭
裁
判
所
の
選
任
・
監
督
と
い
う
個
別
的
な
能
力
審
査
の
手
続
に
よ
り
、
そ
の
職

務
に
相
応
し
い
判
断
能
力
が
制
度
的
に
担
保
で
き
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
こ
と
と
を
趣
旨
と
す
る

（
32
）

。
こ
う
し
た
動
向
は
、
近
時
の
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
受
け
た
欠
格
条
項
適
正
化
の
新
た
な
法
律
（
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

（
二
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
六
四

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
）
に
も
受
け
継
が
れ
、
同
法
律
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
る
こ
と
の
み
で
一
律
に
欠
格
事
由

と
す
る
の
で
は
な
く
、
心
身
の
故
障
等
の
状
況
を
個
別
的
、
実
質
的
に
審
査
し
て
、
制
度
ご
と
に
必
要
な
能
力
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
各
種
の
法
律
を
全
面
的
に
見
直
し
て
い
る
。

い
ち
早
く
見
直
さ
れ
た
後
見
人
等
の
欠
格
事
由
廃
止
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
欠
格
事
由
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
逆

に
法
定
代
理
人
と
し
て
の
適
格
性
を
常
に
示
す
と
い
う
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。「
制
度
ご
と
に
必
要
な
能
力
」
と
い
う
意
味
で
は
、

自
己
財
産
の
管
理
能
力
を
示
す
は
ず
の
行
為
能
力
と
他
者
財
産
の
管
理
能
力
を
示
す
は
ず
の
法
定
代
理
人
の
能
力
と
は
制
度
上
異
な
り
得

る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
で
す
ら
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
を
広
く
認
め
る
こ
と

は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
合
致
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
の
み
で
適
格
性
を
無
条
件
に
認
め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
で
あ
ろ

う
。⒝

　
法
定
代
理
権
の
代
行

こ
の
点
に
関
し
て
、
親
権
者
・
未
成
年
後
見
人
の
親
権
代
行
に
関
す
る
規
律
（
民
法
八
三
三
条
、
八
六
七
条
）
が
参
考
と
な
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
子
を
も
っ
た
未
成
年
者
が
そ
の
子
の
親
権
者
と
し
て
法
定
代
理
権
を
行
使
し
得
る
と
こ
ろ
、
当

該
未
成
年
者
に
親
権
者
や
未
成
年
後
見
人
が
い
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
者
が
当
該
未
成
年
者
に
代
わ
っ
て
親
権
を
代
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

自
分
自
身
が
親
権
に
服
し
て
お
り
な
が
ら
、
そ
の
上
に
ま
た
そ
の
子
を
し
て
そ
の
親
権
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る
こ
と
を
趣

旨
と
す
る
規
定
で
あ
る

（
33
）

。
戦
後
の
家
族
法
改
正
に
よ
り
、
未
成
年
者
の
婚
姻
に
よ
る
成
年
擬
制
の
規
定
（
民
法
七
五
三
条
）
が
新
設
さ
れ

て
、
子
を
も
つ
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
婚
姻
を
す
れ
ば
成
年
に
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
場
合
は
親

権
代
行
の
規
律
は
及
ば
な
く
な
っ
た
た
め

（
34
）

、
そ
の
適
用
範
囲
は
戦
前
よ
り
狭
く
な
っ
た
と
は
い
え
る
も
の
の
、
い
わ
ば
制
限
行
為
能
力
者

（
三
〇
〇
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
六
五

（
未
成
年
者
）
の
法
定
代
理
人
（
親
権
者
）
適
格
を
否
定
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
、「
代
わ
っ
て
親
権
を
行
う
」
と
の
み
定
め
、
代
行
さ
れ
る
子
を
も
つ
未
成
年
者
が
法
定
代

理
権
を
失
う
と
ま
で
は
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
居
所
指
定
や
職
業
許
可
の
よ
う
な
親
子
間
の
内
部
関
係
に
お
け
る
親
権
行
使
と
は

異
な
り
、
対
外
的
な
代
理
権
に
関
し
て
は
、
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
も
、
当
該
未
成
年
者
の
親
権
者
・
未
成
年
後
見
人
の
法
定
代
理
権
と

併
存
す
る
形
で
な
お
当
該
未
成
年
者
に
お
い
て
行
使
で
き
る
と
の
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
当
該
未
成
年
者

の
代
理
行
為
は
無
権
代
理
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る

（
35
）

。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
規
律
は
、
未
成
年
者
が
親
権
者
に
な
る
よ
う
な
場
合
の
み
な
ら
ず
、
成
年
後
見
に
お
け
る
三
類
型
の
制
限
行

為
能
力
者
が
親
権
者
に
な
る
よ
う
な
場
合
（
表
２
の
５
・
９
・
13
）
や
、
さ
ら
に
は
、
お
よ
そ
法
定
代
理
人
が
事
後
的
に
制
限
行
為
能
力
者

に
な
る
よ
う
な
場
合
（
表
２
の
17
～
28
）
一
般
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
民
法
八
三
三
条
等
の
前
記

趣
旨
を
一
般
化
し
、
自
分
自
身
が
後
見
人
等
の
保
護
に
服
し
て
お
り
な
が
ら
、
そ
の
上
に
ま
た
そ
の
本
人
を
し
て
当
該
制
限
行
為
能
力
者

の
保
護
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
後
見
人
等
に
、
当
該
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理

権
を
代
行
さ
せ
る
べ
き
こ
と
と
な
ら
な
い
か
と
の
問
題
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
た
だ
し
書
が
適
用
さ
れ
、
法
定
代
理
人
と
し
て
の
制
限
行
為
能
力
者
が
し
た
代
理
行
為
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
そ
の
取
消
権
は
、
当
該
制
限
行
為
能
力
者
の
ほ
か
、
本
人
に
当
た
る
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」
に
与
え
ら

れ
る
ば
か
り
か
（
改
正
後
の
民
法
一
二
〇
条
一
項
括
弧
書
）、
当
該
制
限
行
為
能
力
者
の
代
理
人
で
あ
る
後
見
人
等
に
も
与
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
場
合
の
後
見
人
等
の
取
消
権
は
、
も
は
や
直
接
的
な
保
護
対
象
で
あ
る
当
該
制
限
行
為
能
力
者
の
た
め
に
で
は
な
く
、
本
人

た
る
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
自
体
、
当
該
後
見
人
等
が
当
該
制
限
行

（
三
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
六
六

為
能
力
者
に
付
与
さ
れ
る
取
消
権
を
代
行
し
、
当
該
本
人
た
る
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」
を
間
接
的
に
保
護
す
る
仕
組
み
を
創
出
す
る

に
等
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
保
佐
人
・
補
助
人
の
同
意
権
に
つ
い
て
も
、
民
法
一
三
条
一
項
一
号
か
ら
九
号
ま
で
に
列
挙

さ
れ
た
重
要
な
財
産
行
為
を
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
代
理
人
と
し
て
す
る
こ
と
を
同
意
の
対
象
と
し
て
追
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
改

正
後
の
同
条
一
項
一
〇
号
、
一
七
条
一
項
た
だ
し
書
）、
こ
れ
も
ま
た
、
法
定
代
理
人
た
る
制
限
行
為
能
力
者
の
保
佐
人
・
補
助
人
が
本
人
た

る
「
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」
の
た
め
に
同
意
権
を
行
使
し
、
そ
の
者
を
間
接
的
に
保
護
す
る
仕
組
み
と
い
え
る

（
36
）

。
こ
う
し
た
仕
組
み
の

延
長
で
、
法
定
代
理
権
の
代
行
と
い
う
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
法
一
〇
二
条
を
改
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
、
か

か
る
立
法
の
可
能
性
も
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⒞
　
法
定
代
理
権
の
消
滅
事
由

ま
た
、
法
定
代
理
人
の
適
格
性
の
問
題
に
関
連
し
て
、
現
在
、
制
限
行
為
能
力
者
の
類
型
中
、
後
見
開
始
審
判
だ
け
が
代
理
権
の
消
滅

事
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
民
法
一
一
一
条
一
項
二
号
）
の
見
直
し
も
検
討
に
値
し
よ
う
。
前
述
し
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
と

の
抵
触
も
問
題
と
な
り
得
る
が
、
他
方
で
、
前
述
し
た
大
審
院
判
例
（
前
掲
大
判
明
治
三
九
年
四
月
二
日
）
は
、
こ
れ
を
現
行
法
に
置
き
換

え
る
な
ら
ば
、
親
権
者
・
後
見
人
が
被
保
佐
人
に
な
る
パ
タ
ー
ン
（
表
２
の
18
・
21
）
に
つ
い
て
も
法
定
代
理
人
と
し
て
の
地
位
を
否
定

し
、
つ
ま
り
は
、
上
記
の
代
理
権
消
滅
事
由
に
保
佐
開
始
審
判
を
追
加
す
る
に
等
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
を
現
行
法
下

で
ど
う
評
価
す
べ
き
か
も
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
被
保
佐
人
が
親
権
者
に
な
っ
た
り
、
被
保
佐
人
が
（
適
格
審
査
の
上
で
）
後
見
人
に
な
っ
た
り
す
る
場
面
（
表
２
の
９
・
10
）

で
代
理
権
が
当
然
に
消
滅
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
以
上
、
親
権
者
・
後
見
人
が
事
後
的
に
保
佐
開
始
審
判
を
受
け
て
被
保
佐
人
と
な
る

場
面
は
、
取
引
の
相
手
方
を
制
限
行
為
能
力
リ
ス
ク
か
ら
解
放
し
、
相
手
方
は
逐
一
能
力
制
限
の
有
無
を
確
認
し
な
く
て
も
よ
い
と
の
本

（
三
〇
二
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
六
七

稿
の
立
場
を
前
提
と
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
代
理
権
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
相
手
方
と
し
て
、
親
権
者
・
後
見
人

の
代
理
権
証
明
を
求
め
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
と
し
て
も
、
後
見
登
記
を
通
じ
た
親
権
者
・
後
見
人
自
身
の
能
力
証
明
を
求
め
る
こ
と
ま

で
は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
保
佐
類
型
の
場
合
は
外
見
上
も
被
保
佐
人
で
あ
る
と
の
判
別
が
つ
く
と
は
限
ら
ず
、
制
限
行
為
能
力
者
で
あ

る
と
見
抜
け
な
か
っ
た
と
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
本
人
保
護
は
、「
後
見
の
任
務
に
適
し
な

い
事
由
」
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
後
見
人
の
解
任
を
し
た
り
（
民
法
八
四
六
条
）、
権
限
の
「
行
使
が
困
難
又
は
不

適
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
管
理
権
喪
失
や
親
権
喪
失
・
停
止
の
審
判
を
し
た
り
す
る
こ
と
で

（
同
八
三
四
条
～
八
三
五
条
）、
図
る
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、
民
法
が
三
類
型
中
、
後
見
開
始
審
判
の
み
を
代
理
権
消
滅
事
由
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
が
本
人
保
護

の
観
点
か
ら
の
例
外
事
由
と
し
て
説
明
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
成
年
後
見
類
型
の
場
合
は
、
判
断
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
た
め
に
本

人
に
不
利
な
取
引
が
な
さ
れ
や
す
く
、
そ
の
た
め
、
成
年
被
後
見
人
を
一
律
に
法
定
代
理
人
と
し
て
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
分
、
相
手
方
に
と
っ
て
は
、
無
権
代
理
や
意
思
無
能
力
無
効
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
取
引
の
安
全
を
害
す
る
こ
と
と
な

る
も
の
の
、
同
類
型
の
場
合
は
、
保
佐
・
補
助
類
型
と
比
べ
て
も
、
外
見
上
、
成
年
被
後
見
人
で
は
な
い
か
と
の
判
断
は
つ
き
や
す
く
、

あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
回
避
は
可
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
手
方
の
取
引
安
全
に
と
っ
て
の
や
む
を
得
な
い
例
外
的
制
約
で
あ
る
と
の

説
明
で
あ
る

（
37
）

。

（
五
）　
任
意
代
理
と
法
定
代
理
の
質
的
相
違

最
後
に
、
法
定
代
理
に
あ
っ
て
も
、
制
限
行
為
能
力
者
が
し
た
代
理
行
為
の
取
消
し
を
否
定
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
こ
と
の
論
拠

と
し
て
、
任
意
代
理
と
法
定
代
理
と
の
質
的
相
違
を
指
摘
し
た
い
。

（
三
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
六
八

任
意
代
理
と
法
定
代
理
の
基
本
的
相
違
は
代
理
権
付
与
が
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
か
否
か
で
あ
り
、
今
般
の
改
正
で
も
、
こ
の
相
違
か

ら
、
制
限
行
為
能
力
者
の
代
理
行
為
の
取
消
し
を
否
定
す
る
か
肯
定
す
る
か
を
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
問
題
の
利
益
衡
量
を
行
う
上
で
重
要
な
両
代
理
の
本
質
的
相
違
は
、
本
人
自
ら
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
何
ら
妨
げ
ら
れ

て
い
な
い
か
否
か
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
任
意
代
理
に
お
い
て
は
、
本
人
自
ら
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
何
ら
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
的
自
治
の
拡
充
の
観
点
か
ら
他
者
に
代
理
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
定
代
理
に
お
い
て
は
、
本

人
自
ら
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
に
何
ら
か
の
妨
げ
が
あ
る
も
の
の
、
私
的
自
治
の
補
充
の
観
点
か
ら
他
者
に
代
理
権
を
（
法
律
上
）
付
与

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
法
定
代
理
に
お
い
て
は
、
本
人
と
の
直
接
取
引
が
敬
遠
さ
れ
、
法
定
代
理
人
と
の
取
引
に
よ
ら
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
引
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
と
、
本
人
が
取
引
社
会
か
ら
忌
避
さ
れ
、
処
分
不
能
の
財
産
を
生
ず
る
と
の
副

作
用
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
点
に
、
任
意
代
理
と
比
較
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
人
と
の

直
接
取
引
に
は
意
思
無
能
力
無
効
の
リ
ス
ク
が
伴
う
た
め
、
こ
れ
を
回
避
し
て
法
定
代
理
人
と
の
取
引
が
志
向
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

安
易
に
無
権
代
理
に
し
た
り
取
消
し
を
認
め
た
り
す
る
と
、
取
引
の
安
全
が
妨
げ
ら
れ
、
本
人
が
取
引
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
か
ね
な
い
リ

ス
ク
を
秘
め
て
い
る
。
代
理
行
為
の
取
消
し
に
よ
る
一
時
の
本
人
保
護
は
、
か
え
っ
て
総
体
的
な
本
人
保
護
に
は
役
立
た
な
い
と
も
い
え

よ
う
。

ま
た
、
法
定
代
理
の
一
般
的
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
財
産
管
理
権
と
の
結
び
付
き
を
指
摘
で
き
る
。
委
任
状
に
よ
る
一
回
き
り
の
法

律
行
為
の
代
理
を
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
任
意
代
理
と
は
異
な
り
、
法
定
代
理
の
場
合
は
、
親
権
・
後
見
を
典
型
と
し
て
、
有
体
財

産
の
物
理
的
管
理
を
含
め
た
財
産
管
理
行
為
を
伴
う
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
定
代
理
人
の
適
格
性
と
述
べ
る
場

合
に
は
、
単
な
る
一
回
的
な
意
思
表
示
を
行
う
能
力
だ
け
で
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

（
三
〇
四
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
六
九

任
意
代
理
と
対
置
さ
れ
る
べ
き
は
法
定
財
産
管
理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
対
比
の
中
で
取
消
し
の
肯
否
や
適
格
性
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
六
）　
本
稿
の
結
論

以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
法
定
代
理
（
法
定
財
産
管
理
）
の
場
合
は
、
代
理
行
為
の
取
消
し
に
よ
る
相
手
方
へ
の
リ
ス
ク
転
嫁
は
、

代
理
を
認
め
た
法
制
度
の
枠
内
で
事
前
に
回
避
す
べ
き
が
穏
当
で
あ
る
。
民
法
一
〇
二
条
の
本
来
的
な
立
法
趣
旨
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
本
文
・
た
だ
し
書
の
適
切
な
切
り
分
け
に
成
功
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
、
取
消
否
定
に
よ
る
本
人
の
不
利
益
性
の
過
小
評

価
、
法
定
代
理
人
の
適
格
性
や
法
定
代
理
権
の
代
行
・
消
滅
を
め
ぐ
る
立
法
態
度
と
の
対
比
等
に
鑑
み
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
民
法

一
〇
二
条
は
、
改
正
前
の
条
文
の
方
が
む
し
ろ
合
理
的
で
あ
り
、
法
制
審
に
お
け
る
丙
案
（
現
状
維
持
案
）
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
り
、

こ
れ
を
積
極
的
な
意
味
に
お
い
て
維
持
す
べ
き
と
い
う
の
が
本
稿
の
差
し
当
た
り
の
結
論
と
な
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
、
同
条
の
立
法
趣
旨
が
厳
密
な
意
味
で
捉
え
切
れ
て
お
ら
ず
、
代
理
制
度
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
も
曖
昧
な
ま
ま
、

本
人
保
護
を
重
視
し
て
取
消
し
を
肯
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
取
引
安
全
を
重
視
し
て
取
消
し
を
否
定
す
る
か
と
い
っ
た
二
項
対
立
に
近
い

図
式
の
中
で
の
議
論
に
終
始
し
た
た
め
、
今
般
の
改
正
が
加
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
も
、

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
元
の
と
こ
ろ
へ
た
ま
た
ま
舞
い
戻
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

六
　
結

　
語

数
百
条
に
わ
た
る
今
般
の
債
権
法
改
正
の
中
で
、
た
っ
た
一
ヶ
条
を
取
り
出
し
た
だ
け
で
も
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
利
益
衡
量
が
潜
ん
で

（
三
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
七
〇

い
る
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
検
討
対
象
の
範
囲
外
に
は
み
出
す
可
能
性
の
あ
る
境
界
線
上
の
規
定
の
検
討
は
や
は
り
、
将
来
の
検
討
に
委

ね
る
と
い
う
の
が
賢
い
選
択
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
指
摘
し
た
他
に
も
、
改
正
後
の
民
法
一
〇
二
条
本
文
が
、
そ
の
効
果

を
代
理
行
為
の
取
消
否
定
に
限
定
し
、
代
理
権
授
与
行
為
の
取
消
し
の
遡
及
効
否
定

（
38
）

に
言
及
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
な
ど
、
何
か
と
不

可
解
な
点
が
多
い
立
法
で
も
あ
っ
た
。

改
正
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
文
言
を
ベ
ー
ス
と
し
た
運
用
を
始
め
る
ほ
か
な
い
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
種
々
の
パ
タ
ー
ン
や
考
慮
要
素
に

鑑
み
、
柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
39
）

。

（
1
）	

法
制
審
議
会
第
一
六
〇
回
会
議
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
八
日
開
催
）
で
提
案
さ
れ
た
諮
問
第
八
八
号
参
照
。

（
2
）	

「
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
お
け
る
今
後
の
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
」（
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
四
）
参
照
。

（
3
）	

こ
れ
に
関
連
し
て
改
正
さ
れ
た
民
法
一
三
条
一
項
一
〇
号
、
一
二
〇
条
一
項
括
弧
書
も
必
要
に
応
じ
て
採
り
上
げ
る
。

（
4
）	

参
照
し
易
い
原
典
と
し
て
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
』
三
五

～
四
二
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
三
年
）。
ま
た
、
民
法
一
〇
二
条
の
審
議
を
紹
介
す
る
先
行
業
績
と
し
て
、
柳
勝
司
「
委
任
契
約
に
お
け

る
代
理
（
三
）」
名
城
法
学
四
一
巻
二
号
九
六
頁
以
下
（
一
九
九
一
年
）、
大
村
敦
志
『
民
法
読
解
総
則
編
』
三
七
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）、

中
山
知
己
「
代
理
人
の
能
力
に
つ
い
て
」
椿
寿
夫
＝
伊
藤
進
編
『
代
理
の
研
究
』
三
九
七
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
5
）	

確
か
に
、
当
時
の
民
法
に
照
ら
し
て
も
、
禁
治
産
者
は
後
見
人
の
欠
格
事
由
で
あ
っ
た
た
め
、
未
成
年
者
や
準
禁
治
産
者
と
同
様
、
法
定
代
理

人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
任
意
代
理
人
に
な
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
他
方
、
法
定
代
理
人
で
あ
れ
、
任
意
代
理
人
で
あ
れ
、
就
任
後
の

禁
治
産
宣
告
（
後
見
開
始
審
判
）
は
代
理
権
の
消
滅
事
由
と
さ
れ
る
（
民
法
一
一
一
条
一
項
二
号
）。

（
6
）	

も
ち
ろ
ん
、
不
在
者
財
産
管
理
人
が
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
に
な
る
パ
タ
ー
ン
な
ど
、
行
為
能
力
制
度
外
の
法
定
代
理
に
も
射
程
が
及
び
得

る
が
、
こ
の
点
は
今
回
の
債
権
法
改
正
で
も
議
論
が
及
ん
で
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
後
に
若
干
の
検
討
を
加
え
る
に
と
ど
め
る
。

（
三
〇
六
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
七
一

（
7
）	

内
田
貴
『
民
法
Ⅰ
〔
第
四
版
〕』
一
六
二
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
8
）	

於
保
不
二
雄
ほ
か
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑷
』
三
七
七
頁
〔
中
川
淳
＝
小
川
富
之
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
）	
他
に
も
、
代
理
人
と
な
っ
た
制
限
行
為
能
力
者
が
顕
名
を
怠
っ
た
こ
と
で
当
該
制
限
行
為
能
力
者
と
の
直
接
取
引
と
み
な
さ
れ
（
民
法
一
〇
〇

条
本
文
）、
そ
の
結
果
、
後
に
制
限
行
為
能
力
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
る
リ
ス
ク
（
前
記
法
典
調
査
会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
が
質
問
さ
れ
、

直
接
取
引
と
み
な
さ
れ
た
以
上
、
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。）
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
相
手
方
が
悪
意
又
は
有
過
失
の
場
合
に
代

理
取
引
と
し
て
扱
わ
れ
（
同
条
た
だ
し
書
）、
そ
の
場
合
は
取
消
し
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
善
意
無
過
失
ゆ
え
に
直
接
取
引
と
し
て
し

か
み
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
そ
も
そ
も
相
手
方
は
当
該
代
理
人
を
当
事
者
本
人
と
み
て
い
た
以
上
、
一
般
の
直
接
取
引
の
場
合
と
同
様
に
、
制
限
行

為
能
力
に
よ
る
リ
ス
ク
は
甘
受
せ
ざ
る
を
得
ず
、
問
題
は
生
じ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
10
）	

第
二
準
備
会
は
、
山
本
敬
三
を
主
査
と
し
て
、
磯
村
保
・
横
山
美
夏
・
内
田
貴
・
筒
井
健
夫
を
合
わ
せ
た
五
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
代
理
の

研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
久
間
毅
は
第
五
準
備
会
の
構
成
員
と
な
っ
た
た
め
、
第
二
準
備
会
で
の
審
議
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

（
11
）	

二
〇
〇
七
年
六
月
二
三
日
（
第
六
回
）、
七
月
二
七
日
（
第
七
回
）、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
日
（
第
二
二
回
）、
九
月
六
日
（
第
二
三
回
）、
九
月

七
日
（
第
二
四
回
）、
一
二
月
二
六
日
（
第
二
八
回
）
に
お
い
て
代
理
が
検
討
さ
れ
た
。

（
12
）	

加
藤
雅
信
『
新
民
法
大
系
Ⅰ
〔
第
二
版
〕』
三
〇
一
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
、
初
版
二
〇
〇
二
年
）。

（
13
）	

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅰ
』
二
一
〇
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
14
）	

二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
事
務
局
長
作
成
に
か
か
る
「
提
案
審
議
（
第
一
読
会
）
の
覚
書
（
第
一
五
回
全
体
会
議
）」
四
頁
参
照
（
民
法
（
債

権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
、
二
〇
一
九
年
九
月
五
日
最
終
確
認
）。

（
15
）	

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
13
）詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅰ
二
〇
九
頁
。

（
16
）	

民
法
改
正
研
究
会
『
民
法
改
正
と
世
界
の
民
法
典
』
四
九
三
頁
以
下
（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
17
）	

加
藤
雅
信
「
日
本
民
法
典
財
産
法
改
正
試
案
」
判
タ
一
二
八
一
号
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
九
年
）、
民
法
改
正
研
究
会
・
前
掲
注（
16
）民
法
改
正

と
世
界
の
民
法
典
五
四
五
頁
以
下
。

（
18
）	

民
法
改
正
研
究
会
編
『
民
法
改
正
国
民
・
法
曹
・
学
界
有
志
案
（
法
律
時
報
増
刊
）』
一
一
〇
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
三
〇
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
七
二

（
19
）	

民
法
改
正
研
究
会
『
日
本
民
法
典
改
正
案
Ⅰ
』
一
頁
以
下
（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
20
）	

民
法
改
正
研
究
会
・
前
掲
注（
19
）日
本
民
法
典
改
正
案
Ⅰ
四
七
二
頁
以
下
。

（
21
）	
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
一
二
回
会
議
の
議
事
録
及
び
「
民
法
（
債

権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
検
討
事
項
⑻
」（
部
会
資
料
一
三−

二
）
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
22
）	

こ
の
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
の
公
表
に
際
し
て
行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
二
二
の
団
体
・
個
人
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
（「『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
』
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
（
各
論
４
）」（
部
会
資
料
三
三−

五
））。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
の
団
体
・
個
人
（
日
司
連
、
東
弁
、
二
弁
、
兵
庫
県
弁
、
親
和
会
、
弁
護
士
個
人
）
か
ら
代
理
権
の
範
囲
限
定
に
賛
成

す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
八
の
団
体
（
札
幌
弁
、
仙
台
弁
、
横
浜
弁
、
愛
知
県
弁
、
大
阪
弁
、
福
岡
弁
、
堂
島
有
志
、
日
大
民
研
・
商
研
）

か
ら
現
状
維
持
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
最
高
裁
や
弁
護
士
個
人
か
ら
も
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

検
討
対
象
と
し
て
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
取
消
肯
定
案
（
最
終
的
な
改
正
案
）
を
積
極
的
に
提
示
す
る
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
代
理
権
範
囲
限
定
案
に
対

し
て
誘
導
的
に
賛
成
を
示
す
意
見
と
こ
れ
に
反
対
し
て
現
状
維
持
を
示
す
意
見
と
に
大
き
く
二
分
化
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
現
状
維
持
の
意
見
が

多
い
状
況
で
あ
っ
た
。

（
23
）	

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
〇
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
三
三
回
会
議
の
議
事
録
及
び
「
民
法

（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
論
点
の
検
討
⑵
」（
部
会
資
料
二
九
）
五
八
頁
以
下
参
照
。

（
24
）	

前
掲
注
（
二
三
）
部
会
第
三
三
回
会
議
議
事
録
一
一
頁
。

（
25
）	

第
一
分
科
会
は
、
分
科
会
長
に
中
田
裕
康
、
委
員
に
内
田
貴
・
中
井
康
之
・
永
野
厚
郎
、
幹
事
に
岡
崎
克
彦
・
鹿
野
菜
穂
子
・
高
須
順
一
・
筒

井
健
夫
・
山
本
敬
三
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

（
26
）	

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
一
月
八
日
開
催
の
第
一
分
科
会
第
一
回
会
議
の
議
事
録
参
照
。

（
27
）	

こ
の
議
事
の
四
年
以
上
前
の
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
三
月
四
～
五
日
、
鹿
野
幹
事
は
、
前
述
の
民
法
改
正
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

磯
村
保
と
と
も
に
、
民
法
一
〇
二
条
維
持
を
主
張
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
民
法
改
正
研
究
会
・
前
掲
注（
19
）日
本
民
法
典
改
正
案
Ⅰ
四
七
二
頁
参

照
）。

（
三
〇
八
）



民
法
一
〇
二
条
論
（
清
水
）

一
七
三

（
28
）	

こ
の
「
中
間
試
案
」
の
公
表
に
際
し
て
行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
⑴
に
つ
き
二
五
、
⑵
に
つ
き
二
二
の
団
体
・
個
人
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
（「『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
（
各
論
１
）」（
部
会
資
料

七
一−
二
））。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
、
取
消
肯
定
案
を
提
示
す
る
⑵
に
つ
き
、
一
二
の
団
体
・
個
人
（
最
高
裁
（
多
数
）、
日
弁
連
、
日
弁

連
消
費
者
委
、
東
弁
、
二
弁
、
広
島
弁
、
平
田
総
合
、
慶
大
、
個
人
四
名
）
か
ら
賛
成
の
意
見
が
出
さ
れ
、
一
〇
の
団
体
・
個
人
（
札
幌
弁
、
横
浜

弁
、
長
野
弁
、
大
阪
弁
、
愛
知
弁
司
法
制
度
調
査
委
、
堂
島
、
日
大
、
個
人
三
名
）
か
ら
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
現
状
維
持
の
意
見
が
多
く
取

消
肯
定
案
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
へ
の
意
見
か
ら
一
転
し
て
、
微
妙
な
が
ら
も
取
消
肯
定
案
に
賛
成
す
る
意
見

が
多
数
と
な
っ
た
。

（
29
）	

原
案
の
表
現
で
は
、「
当
該
他
の
制
限
行
為
能
力
者
」
の
代
理
人
に
は
取
消
し
が
認
め
ら
れ
な
い
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
が
ち
で
あ
り
、
現

に
、
部
会
第
九
〇
回
会
議
や
第
九
五
回
会
議
で
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
る
質
問
が
複
数
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
修
正
を
加
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
30
）	

代
理
に
関
す
る
一
例
と
し
て
、
法
定
代
理
権
に
つ
い
て
表
見
代
理
が
成
立
す
る
か
を
め
ぐ
る
議
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
肯
定
説

が
通
説
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
近
時
は
否
定
説
が
有
力
と
み
ら
れ
る
（
拙
著
「
後
見
上
の
無
権
代
理
と
本
人
へ
の
帰
責
」
小
野
幸
二
先
生
古
稀
記

念
『
二
一
世
紀
の
家
族
と
法
』
二
六
三
頁
以
下
（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
）。

（
31
）	

後
見
人
等
よ
り
み
れ
ば
、
本
人
の
自
由
な
行
動
に
委
ね
た
上
で
、
本
人
に
不
利
益
な
取
引
を
事
後
的
に
取
り
消
し
て
清
算
を
図
る
よ
り
も
、
本

人
に
不
利
益
な
取
引
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
適
宜
助
言
を
し
つ
つ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
方
が
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
ひ
い
て
は
本
人
の
利
益
と

も
な
る
。

（
32
）	

小
林
昭
彦
＝
原
司
『
平
成
一
一
年
民
法
一
部
改
正
法
等
の
解
説
』
二
三
三
頁
以
下
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
33
）	

於
保
不
二
雄
ほ
か
編
『
新
版
注
釈
民
法
�
〔
改
訂
版
〕』
一
七
三
頁
〔
明
山
和
夫
＝
國
府
剛
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
34
）	

も
っ
と
も
、
成
年
年
齢
の
引
下
げ
に
関
す
る
平
成
三
〇
年
改
正
法
に
よ
り
婚
姻
適
齢
と
成
年
年
齢
と
が
一
八
歳
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
民

法
七
五
三
条
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
施
行
）。

（
35
）	

於
保
不
二
雄
ほ
か
編
・
前
掲
注（
33
）新
版
注
釈
民
法
�
一
七
九
頁
。

（
三
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
七
四

（
36
）	

こ
れ
に
関
連
し
て
、
補
助
類
型
で
の
同
意
権
付
与
審
判
に
お
い
て
、
同
意
の
対
象
と
な
る
行
為
の
範
囲
を
民
法
一
三
条
一
項
列
挙
行
為
の
一
部

と
す
る
に
あ
た
り
（
同
一
七
条
一
項
た
だ
し
書
）、
同
一
三
条
一
項
一
〇
号
の
み
を
除
外
す
る
こ
と
が
可
能
か
が
問
わ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
己

の
財
産
管
理
に
あ
た
っ
て
は
補
助
人
の
同
意
を
要
す
る
と
し
つ
つ
も
（
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
保
佐
に
お
け
る
原
則
的
な
同
意
の
対
象

範
囲
と
ま
っ
た
く
同
じ
に
な
る
。）、
他
者
（
他
の
制
限
行
為
能
力
者
）
の
財
産
管
理
に
あ
た
っ
て
は
補
助
人
の
同
意
を
要
し
な
い
と
す
る
扱
い
の
当

否
で
あ
る
。
文
理
解
釈
か
ら
は
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
運
用
を
認
め
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
が
あ
ろ
う
。

（
37
）	

フ
ラ
ン
ス
法
は
、
民
法
一
〇
二
条
の
制
定
時
に
参
照
さ
れ
た
条
文
の
一
つ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
九
九
〇
条
本
文
が
、「
未
開
放
の
未
成

年
者
は
、
受
任
者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
を
維
持
し
つ
つ
も
、
二
〇
一
六
年
制
定
の
債
務
法
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た

代
理
の
規
定
中
、「
代
理
人
の
権
限
は
、
そ
の
者
が
無
能
力
と
な
り
、
又
は
禁
止
を
課
さ
れ
る
場
合
に
は
、
終
了
す
る
」（
訳
文
に
つ
き
、
荻
野
奈
緒

ほ
か
訳
「
フ
ラ
ン
ス
債
務
法
改
正
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
民
法
典
の
改
正
」
同
志
社
法
学
六
九
巻
一
号
二
九
四
頁
（
二
〇
一
七
年
）
参
照
）
と
定
め

（
民
法
典
一
一
六
〇
条
）、
つ
ま
り
は
、
未
成
年
者
が
代
理
人
に
な
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
代
理
人
が
無
能
力
者
に
な
っ
た
場
合
は
代
理
権
が
消
滅
す

る
も
の
と
し
て
両
場
面
を
区
別
す
る
。

（
38
）	

我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
』
三
五
二
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
〔
第
四
版
〕』
二
四
七
頁
（
弘
文
堂
、

一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
39
）	

本
来
は
、
創
立
一
三
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
「
民
法
一
三
〇
条
論
」
を
展
開
し
た
か
っ
た
も
の
の
（
同
条
も
今
回
改
正
を
受
け
た
条
文
の
一
つ
で

あ
る
。）、
現
在
の
関
心
が
よ
り
強
い
「
民
法
一
〇
二
条
論
」
と
し
た
。
た
だ
、
思
い
返
せ
ば
、
著
者
の
本
学
へ
の
入
学
が
今
か
ら
二
八
年
前
の
創
立

一
〇
二
周
年
の
年
（
平
成
三
年
）
で
あ
っ
た
。
本
学
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
じ
つ
け
な
が
ら
こ
れ
で
責
め
を
塞
げ
れ
ば
と
願
う
。

（
三
一
〇
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
七
五

私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由

岡

　
　田

　
　俊

　
　幸

Ⅰ
　
は
じ
め
に

Ⅱ
　
二
〇
一
五
年
七
月
一
八
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
三
部
会
決
定

Ⅲ
　
検
討

Ⅳ
　
結
語

Ⅰ
　
は
じ
め
に

「
基
本
権
＝
憲
法
上
の
権
利
に
関
す
る
現
在
の
憲
法
学
の
状
況
を
、
…
…
憲
法
に
関
心
を
も
つ
広
い
読
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
伝
え
、

確
実
な
知
識
と
知
的
刺
激
を
与
え
る

（
１
）

」
こ
と
を
意
図
し
て
最
近
出
版
さ
れ
た
教
科
書
に
お
い
て
、
工
藤
達
朗
は
、「
私
有
地
で
あ
っ
て
も
、

論
　
説

（
三
一
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
七
六

一
般
公
衆
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
場
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
た
る
性
質
を
帯
有
す
る
と
き
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
具
体
的
状
況
に
応
じ
た
比
較
衡
量
の
結
果
、
表
現
行
為
の
規
制
が
許
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
」
と
す
る
、

吉
祥
寺
駅
構
内
ビ
ラ
配
布
事
件
（
最
判
昭
和
五
九
年
一
二
月
一
八
日
刑
集
三
八
巻
一
二
号
三
〇
二
六
頁
）
に
お
い
て
伊
藤
正
巳
裁
判
官
補
足
意
見

が
唱
え
た
理
論
は
「
集
会
の
自
由
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
私
人
の
土
地
・
建
物
で
も
、
一
般
市
民
が
自
由
に

利
用
で
き
る
場
所
で
あ
る
と
き
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
そ
の
所
有
者
や
管
理
者
も
表
現
の
自
由
を
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
」
り
、「
そ
の
場
合
に
は
、
集
会
を
妨
げ
る
結
果
と
な
る
権
利
行
使
は
違
法
（
債
務
不
履
行
で
あ
れ
、
不
法
行
為
で
あ

れ
）
と
解
さ
れ
よ
う
」
と
い
う
極
め
て
意
欲
的
な
、
ま
さ
に
「
知
的
刺
激
を
与
え
る
」
解
釈
論
を
示
し
て
い
る

（
２
）

。
筆
者
は
、
工
藤
が
示
し

た
解
釈
論
か
ら
知
的
刺
激
を
与
え
ら
れ
、
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
解
釈
論
は
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
妥
当
で
あ
る
が
、
こ

の
解
釈
論
に
は
さ
ら
に
解
明
を
要
す
る
い
く
つ
の
問
題
点
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
ま
ず
、

「
私
人
の
土
地
・
建
物
」
の
場
合
、
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
権
・
管
理
権
に
基
づ
い
て
私
人
の
利
用
を
自
由
に
排
除
で
き
る
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る

（
３
）

の
で
あ
る
か
ら
、「
私
人
の
土
地
・
建
物
で
も
、
一
般
市
民
が
自
由
に
利
用
で
き
る
場
所
で
あ
る
と
き
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
そ
の
所
有
者
や
管
理
者
も
表
現
の
自
由
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
は
何
故
か
、
そ
の
根
拠
を
示
す
必
要

が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
記
の
解
釈
論
を
具
体
的
事
件
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
上
記
の
解
釈
論
を
細
部
の
点
ま
で
さ
ら
に
精
密
化
す
る
作

業
を
行
う
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
、
所
有
者
が
自
己
の
所
有
地
を
集
会
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
上
記
の
解
釈
論
を
具
体

的
事
案
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
精
密
化
す
る
作
業
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、「
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ

ブ
」
決
定
と
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
二
〇
一
五
年
七
月
一
八
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
三
部
会
決
定

（
４
）

（
以
下
「
一
五
年
部
会
決

（
三
一
二
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
七
七

定
」
と
い
う
。）
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
何
故
な
ら
、
一
五
年
部
会
決
定
は
、
工
藤
が
示
し
た

上
記
解
釈
論
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
を
考
察
す
る
作
業
を
今
後
進
め
る
上
で
極
め
て
有
意
義
な
参
考
資
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
、
一
五
年
部
会
決
定
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
（
Ⅱ
）。
つ
ぎ
に
、
学
説
上
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、

上
記
決
定
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
（
Ⅲ
）。
最
後
に
、
本
稿
が
行
っ
た
作
業
の
成
果
を
整
理
す
る

（
Ⅳ
）。

Ⅱ
　
二
〇
一
五
年
七
月
一
八
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
三
部
会
決
定

（
一
）　
一
五
年
部
会
決
定
が
扱
っ
た
事
件
の
事
実
関
係
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
件
仮
命
令
発
布
の
申
立
人
は
、
二
〇
一
五
年
七

月
二
〇
日
一
八
時
一
五
分
か
ら
一
八
時
三
〇
分
ま
で
、
ド
イ
ツ
南
部
の
都
市
パ
ッ
サ
ウ
の
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
広
場
（
以
下
、「
本
件
広
場
」

と
い
う
。）
で
集
会
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
た
。
本
件
広
場
は
街
の
中
心
部
に
あ
り
、
歩
行
者
専
用
（
自
動
車
進
入
禁
止
）
区
域
の
南
端
に
位

置
し
て
い
る
。
本
件
広
場
は
、
診
療
所
、
喫
茶
店
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
及
び
映
画
館
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
本
件
広
場

は
、
公
衆
の
通
行
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
た
。G

m
bH

 &
 C

o. K
G

が
本
件
広
場
の
所
有
権
を
有
し
て
お
り
、
国
の
資
本
参
加
は
な
い
。

計
画
さ
れ
て
い
る
集
会
は
、「
自
由
の
た
め
の
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
下
で
行
わ
れ
る
。「
自
由
の
た
め
に

飲
み
干
そ
う
！
」
と
い
う
号
令
を
合
図
と
し
て
、
集
会
参
加
者
は
、
各
自
一
本
の
缶
ビ
ー
ル
を
開
け
、
こ
れ
を
出
来
る
限
り
早
く
空
に
な

る
ま
で
飲
み
、
そ
の
後
、
申
立
人
の
演
説
と
集
会
参
加
者
の
議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
集
会
に
よ
っ
て
、
民
間
警
備
保
障
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
増
加
に
よ
っ
て
国
家
の
暴
力
独
占
の
喪
失
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
自
由
権
の
制
限
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に

（
三
一
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
七
八

注
意
を
喚
起
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
（R

n. 1

）。

本
件
広
場
の
所
有
者
は
、
本
件
集
会
と
は
関
係
な
く
、
申
立
人
に
対
し
て
、
本
件
広
場
へ
の
無
期
限
の
立
入
禁
止
を
発
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る

（
５
）

。
申
立
人
は
、
本
件
広
場
の
所
有
者
が
申
立
人
に
対
し
て
発
し
た
立
入
禁
止
を
本
件
集
会
の
実
施
時
間
に
つ
い
て
廃
棄
し
、
ビ
デ

オ
装
置
に
よ
る
同
広
場
の
監
視
を
本
件
集
会
の
実
施
時
間
に
つ
い
て
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
パ
ッ
サ
ウ
区
裁
判
所
及
び
パ
ッ
サ
ウ

地
方
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
訴
え
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
件
集
会
が
実
施
さ
れ
る
と
、
本
件
広
場
が
ゴ
ミ
で
溢
れ
て
汚
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
酔
っ
払
っ
た
集
会
参
加
者
が
多
く
現
れ
る
危
険
も
あ
る
か
ら
、
土
地
所
有
者
の
所
有
権
が
集
会
の
自
由
に
優

越
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
区
裁
判
所
は
、
土
地
所
有
者
の
申
立
て
を
受
け
て
、
同
じ
理
由
に
よ
り
、
計
画
し
て
い
る
集
会
を
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
宣
伝
す
る
こ
と
を
申
立
人
に
禁
じ
た
（R

n. 2

）。
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
仮
の
権
利
保
護
を
求
め
た
。

（
二
）　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
区
裁
判
所
決
定
及
び
地
方
裁
判
所
決
定
を
破
棄
し
（
主
文
一
）、
申
立
人
が
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日
、

「
自
由
の
た
め
の
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
」
と
い
う
集
会
の
実
施
時
間
（
約
一
八
時
一
五
分
か
ら
約
一
八
時
三
〇
分
ま
で
）
に
つ
い
て
、

本
件
広
場
の
敷
地
に
立
ち
入
り
、
申
立
人
の
主
催
す
る
集
会
を
実
施
す
る
目
的
で
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
に
は
集
会
参
加
者
一
人
に
つ
き
一
缶
の
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
主
文
二
）。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
の
発
布
を
申
立
て
は
適
法
で
あ
り
、
憲
法
異
議
の
訴
え
は
現
時
点
に
お
い
て
不
適
法
で
も
な
く
、
ま
た
、

明
ら
か
に
理
由
が
な
い
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
（R

n. 4

）。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

（
ａ
）　
本
件
広
場
の
所
有
者
は
、
私
法
人
と
し
て
基
本
権
主
体
で
あ
り
、
基
本
法
一
九
条
三
項
の
基
準
に
従
っ
て
、
自
ら
が
発
し
た
立

入
禁
止
に
つ
い
て
、
自
己
の
基
本
権
、
と
く
に
基
本
法
一
四
条
に
基
づ
く
自
己
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
申
立
人
が
関
連
す
る
民
事
裁
判
手
続
に
お
い
て
集
会
の
自
由
を
援
用
で
き
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
た
し
か
に
、
集
会
の
自

（
三
一
四
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
七
九

由
は
、
任
意
の
場
所
へ
の
立
入
権
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
、
集
会
の
自
由
は
、
市
民
に
対
し
て
、
公
衆
が
一
般
的
に
出
入

り
で
き
な
い
場
所
、
又
は
、
外
形
的
状
況
か
ら
し
て
す
で
に
特
定
の
目
的
に
限
定
し
て
出
入
り
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
へ
の
立
入
り
を

認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
集
会
の
自
由
は
、
公
衆
の
一
般
的
通
行
に
開
放
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
け
る
集
会
の
実
施
を

保
障
し
て
い
る
。
今
日
、
公
共
の
道
路
（S

traße

）、
通
路
（W

ege

）
及
び
広
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
滞
在
、
出
会
い
、
散

策
、
消
費
及
び
余
暇
利
用
の
場
所
で
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
（
屋
根
付
き
商
店
街
の
通
路
）、
又
は
、
民
間
の
投
資

家
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
広
場
の
よ
う
な
別
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
施

設
の
敷
地
で
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な
基
本
権
拘
束
が
存
在
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
又
は
、
間
接
的
第

三
者
効
力
の
方
法
で
私
人
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
集
会
の
自
由
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
は
後
者
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
集
会
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
所
は
、
私
人
が
所
有
し
て
い
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
公
衆
の
通
行

に
開
か
れ
て
お
り
、
地
方
裁
判
所
の
事
実
認
定
に
よ
る
と
、
散
策
、
滞
在
及
び
出
会
い
の
空
間
を
造
り
出
す
も
の
で
、
そ
れ
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
嚮
導
像
に
合
致
す
る
（R

n. 5
）。

私
的
な
土
地
所
有
者
と
し
て
、G

m
bH

 &
 C

o. K
G

は
、
国
家
権
力
の
よ
う
に
直
接
的
に
基
本
権
に
拘
束
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
権
は
、
客
観
的
な
原
理
と
し
て
効
力
を
発
揮
し
、
集
会
の
自
由
は
、
間
接
的
第
三
者
効
力
の
方
法
に

よ
り
、
衡
量
を
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
こ
の
拘
束
の
射
程
範
囲
は
、
実
践
的
整
合
性
の
原
則
に
よ
っ
て
、

互
い
に
対
立
す
る
基
本
権
を
調
整
し
な
が
ら
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
確
認
し
た
よ
う
に
、
私
人
は
、
基
本

権
の
間
接
的
第
三
者
効
力
を
手
段
と
し
て
、
自
ら
も
基
本
権
を
有
す
る
と
し
て
も
、
国
家
と
類
似
の
範
囲
又
は
ま
さ
に
同
じ
範
囲
に
お
い

て
、
基
本
権
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
く
に
、
私
人
が
、
実
際
上
の
観
点
か
ら
見
て
、
伝
統
的
に
国
家
が
有
し
て

（
三
一
五
）
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一
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九
月
）

一
八
〇

き
た
地
位
に
匹
敵
す
る
義
務
的
地
位
又
は
保
証
人
地
位
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
う
で
あ
る
。
保
障
内
容
及
び
事
案
類
型
に
応
じ
て
、
私
人

の
間
接
的
基
本
権
拘
束
は
国
家
の
基
本
権
拘
束
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
か
、
又
は
同
等
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
保
護
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
民
間
企
業
が
、
公
共
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
諸
条
件
の
用
意
を
自
ら
引
き
受

け
、
以
前
は
実
際
上
国
家
だ
け
に
配
分
さ
れ
て
い
た
機
能
を
遂
行
し
始
め
た
と
き
に
問
題
と
な
る
（R

n. 6

）。

こ
の
こ
と
か
ら
今
日
、
集
会
の
自
由
又
は
意
見
表
明
の
自
由
と
、
公
衆
の
通
行
に
開
放
し
、
そ
れ
に
よ
り
一
般
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
所
を
創
出
し
た
民
間
企
業
の
基
本
権
と
の
関
係
に
関
し
て
、
よ
り
詳
細
に
何
を
引
き
出
す
の
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

こ
れ
ま
で
判
断
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
原
則
に
基
づ
い
て
私
人
相
互
の
こ
の
基
本
権
衝
突
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
迅
速
手
続
の
方
法
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
命
令
の
申
立
て
に
関
す
る
判
断
に
際
し
て
は
、

む
し
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
具
体
的
個
別
事
件
に
つ
い
て
の
結
果
衡
量
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

n. 7

）。

（
ｂ
）　
本
件
広
場
の
所
有
者
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
、
申
立
人
に
対
す
る
立
入
禁
止
が
存
続
し
、
後
に
憲
法
異
議
の
訴
え
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、
申
立
人
は
、
集
会
の
自
由
の
基
本
権
を
望
ん
で
い
る
仕
方
で
行
使
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
申
立
人
が
、

本
件
広
場
に
立
ち
入
り
、
望
ん
で
い
る
仕
方
で
そ
れ
を
利
用
し
、
そ
れ
故
に
集
会
を
計
画
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
後
に
憲

法
異
議
の
訴
え
に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、
─
時
間
的
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
─
本
件
土
地
の
所
有
者

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（R

n. 8

）。

本
件
に
お
い
て
は
、
立
入
禁
止
か
ら
帰
結
さ
れ
る
集
会
実
施
の
事
実
上
の
禁
止
は
申
立
人
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
。
申
立
人
は
、
意

図
し
て
い
る
集
会
を
選
択
し
た
場
所
で
、
か
つ
選
択
し
た
時
間
に
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
間
警
備
保
障
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
本
件

広
場
の
監
視
と
所
有
者
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
飲
酒
の
禁
止
を
踏
ま
え
、
自
由
権
の
制
限
の
増
大
と
国
内
の
治
安
維
持
の
民
営
化
と
い

（
三
一
六
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
八
一

う
集
会
の
テ
ー
マ
の
内
容
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
申
立
人
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
集
会
場
所
は
特
別
の
重
要
性
を
有
す
る
。
た
し
か
に
、

集
会
の
自
由
の
基
本
権
は
、
私
的
権
利
に
依
拠
し
た
立
入
禁
止
を
潜
脱
で
き
る
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
申
立
人
の
目
的
で
は
な
い
。
申
立
人
は
、
本
件
広
場
に
お
い
て
、
た
ん
に
短
期
間
に
限
り
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
図

す
る
集
会
を
行
う
た
め
に
滞
在
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
申
立
人
に
対
し
て
、
当
該
集
会
は
、
他
の
場
所
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う

に
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
反
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
基
本

法
八
条
一
項
は
、
何
時
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
様
式
に
お
い
て
集
会
を
実
施
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
自
ら
決
定
す
る
権
利
を
保
障
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
集
会
の
自
由
に
は
、
行
事
の
場
所
に
関
す
る
自
己
決
定
権
も
含
ま
れ
る
。
市
民
は
、
ど
こ
で
、
そ

の
関
心
事
を
─
必
ず
し
も
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
と
し
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
特
定
の
場
所
又
は
施
設
と
の
関
連
性
に
も
目
を
向
け

て
─
最
も
有
効
に
引
き
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

n. 9

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
土
地
所
有
者
の
所
有
権
の
同
等
の
侵
害
は
、
本
件
に
お
い
て
は
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
集
会
は
、
約

一
五
分
間
に
限
定
さ
れ
、
一
つ
の
場
所
か
ら
動
か
な
い
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
申
立
人
は
、
自
ら
及
び
世
話
人
を
使
っ
て
、
本
件
広

場
が
ゴ
ミ
で
溢
れ
た
り
、
酔
っ
払
っ
た
集
会
参
加
者
が
現
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。
申
立
人
は
、
一
般
の

人
々
に
対
し
て
で
は
な
く
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
集
会
の
宣
伝
を
行
い
、
集
会
へ
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
見
通
す
こ
と

が
で
き
る
程
度
の
数
の
人
々
─
当
時
一
四
〇
人
─
で
あ
る
こ
と
を
説
得
的
に
説
明
し
た
。
申
立
人
は
、
当
初
か
ら
、
当
該
地
域
の
集
会
管

轄
官
庁
と
協
力
し
、
裁
判
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
異
議
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
参
加
者
に
対
し
て
し
か
る

べ
き
行
動
を
直
ち
に
指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
慮
し
て
き
た
。
集
会
管
轄
官
庁
は
、
集
会
法
上
の
疑
問
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
制
限
的
処
分
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
制
限
的
処

（
三
一
七
）
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分
は
、
本
件
に
お
い
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
全
面
禁
止
と
比
較
し
て
よ
り
緩
や
か
な
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
関
与
す
る
す
べ
て
の
人
の

基
本
権
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
（R

n. 10

）。

（
ｃ
）　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
申
立
人
の
計
画
し
て
い
る
行
事
を
宣
伝
す
る
こ
と
を
申
立
人
に
禁
止
し
た
諸
決
定
も
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
計
画
さ
れ
て
い
る
集
会
の
事
実
上
の
禁
止
と
同
じ
よ
う
に
、
本
件
の
特
殊
な
状
況
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
者
の
所
有
権
が

優
越
す
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
集
会
の
宣
伝
の
禁
止
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
（R

n. 11

）。

（
ｄ
）　
申
立
人
は
、
集
会
の
時
間
に
つ
い
て
集
会
場
所
の
ビ
デ
オ
監
視
の
中
止
を
求
め
て
い
る
が
、
十
分
な
立
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
る
（R

n. 12

）。

（
三
）　
以
上
が
、
一
五
年
部
会
決
定
の
内
容
で
あ
る

（
６
）

。
一
五
年
部
会
決
定
は
、
結
論
と
し
て
、
申
立
人
が
、
他
人
の
所
有
す
る
土
地
に

お
い
て
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
集
会
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
点
に
お
い
て
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。
つ
ぎ
に
、
同
決
定

に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅲ
　
検
討

一
　
一
五
年
部
会
決
定
の
意
義

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決

（
７
）

（
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
。
以
下
「
一
一
年
判
決
」
と
い
う
。）
と
一
五
年
部

会
決
定
と
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
一
一
年
判
決
は
、
市
民
運
動
家
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
の
敷
地
内
で
デ
モ
行
進
や
意
見
表
明
（
ビ

ラ
配
布
等
）
を
し
な
い
よ
う
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
を
経
営
す
る
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
が
市
民
運
動
家
に
対
し
て
空
港
へ
の
立
入
禁

（
三
一
八
）
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（
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田
）

一
八
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止
を
発
し
た
と
い
う
事
案
に
関
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
一
年
判
決
は
、
公
的
主
体
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
私
法
形
態
の
公

私
共
同
経
営
企
業
は
、
国
が
単
独
所
有
を
し
て
い
る
、
私
法
の
形
態
で
組
織
さ
れ
た
公
共
企
業
体
と
同
じ
よ
う
に
、
直
接
的
基
本
権
拘
束

に
服
す
る
（
主
文
一
）
と
の
解
釈
を
示
し
た

（
８
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
と
、
公
私
共
同
経
営
企
業
が
公
的
主
体
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て

い
る
場
合
に
当
た
る
の
は
、
資
本
金
の
半
分
以
上
が
公
的
主
体
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
（S

. 246 f.

）。
立
入
禁
止
が
発

せ
ら
れ
た
当
時
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ア
ム
マ
イ
ン
市
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
、
合
計
で
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
の
株

式
の
約
七
〇
％
を
保
有
し
て
い
た
（S

. 227 f.

）。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
の
資
本
金
の
五
〇
％
以
上
が
公
的
主
体

に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
は
直
接
的
に
基
本
権
に
拘
束
さ
れ
（S

. 250

）、
同
社
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、

空
港
へ
の
立
入
禁
止
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
自
己
の
基
本
権
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（S

. 244

）
と
判
断
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
五
年
部
会
決
定
は
、
国
家
の
資
本
参
加
の
な
い
純
粋
な
私
法
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
に
お
け
る
集
会
が
問
題
と

な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
一
一
年
判
決
の
事
案
と
は
異
な
る
。
一
五
年
部
会
決
定
は
、「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
広
場
の
所
有

者
は
、
私
法
人
と
し
て
基
本
権
主
体
で
あ
り
、
基
本
法
一
九
条
三
項
の
基
準
に
従
っ
て
、
自
ら
が
発
し
た
立
入
禁
止
に
つ
い
て
、
自
己
の

基
本
権
、
と
く
に
基
本
法
一
四
条
に
基
づ
く
自
己
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
示
し
て
お
り

（
９
）

、
一
五
年
部
会
決
定
は
、

一
一
年
判
決
が
扱
っ
て
い
な
い
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
」
を
真
正
面
か
ら
扱
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
独
自
の
意
義
が
あ
る
。

二
　
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由

（
一
）　
一
一
年
判
決
は
、「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
」
に
つ
い
て
も
傍
論
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。
以
下
、
一
一
年
判
決
と

同
判
決
を
め
ぐ
る
学
説
の
状
況
を
紹
介
・
検
討
す
る
作
業
を
行
う
。
ま
ず
、
一
一
年
判
決
前
の
判
例
・
学
説
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。

（
三
一
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
八
四

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
二
九
日
の
判
決
に
お
い
て
、
ヘ
ァ
ツ
ォ
ー
ク
（R

om
an H

erzog

）
の
見
解

（
10
）

を
引
用
し
つ
つ
、

集
会
の
場
所
及
び
時
間
に
関
す
る
自
己
決
定
権
は
、
集
会
場
所
に
関
す
る
法
的
使
用
権
限
を
前
提
と
し
て
お
り
、
基
本
法
八
条
は
、
一
般

法
原
則
に
よ
っ
て
は
存
在
し
な
い
利
用
権
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
、
言
い
換
え
る
と
、
場
所
の
自
由
な
選
択
権
は
、
他
人
の
所
有
地

を
意
の
ま
ま
に
利
用
す
る
権
利
を
含
ま
な
い
、
と
説
示
し
て
い
た

（
11
）

。
学
説
に
目
を
向
け
る
と
、
デ
ー
ペ
ン
ホ
イ
ア
ー
（O

tto D
epenheuer

）

は
、
二
〇
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
基
本
法
八
条
の
注
釈
に
お
い
て
、
集
会
の
自
由
は
、
自
己
の
土
地
と
公
共
の
土
地
に
─
後
者
は
一
般
使

用
に
供
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
─
限
り
及
ぶ
の
で
あ
り
、
他
人
の
土
地
に
お
い
て
集
会
を
行
う
権
利
は
存
在
し
な
い
と
説
い
て
い

る
（
12
）

。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
集
会
法
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
基
本
法
八
条
一
項
の
保
障
す
る
「
場
所
に
関
す
る
形
成
の
自

由
」
に
よ
っ
て
土
地
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
私
人
に
求
め
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
デ
モ
行
進
を
実
施
す
る
た
め
に
私
人

の
所
有
す
る
土
地
を
必
要
と
す
る
場
合
、
主
催
者
は
、
─
推
定
的
同
意
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
別
と
し
て
─
所
有
者
と
の

私
法
上
の
合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
に
お
い
て
は
、
デ
モ
行
進
が
公
衆
に
出
入
り
が
許
さ
れ
た
私
有

地
で
実
施
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
私
的
所
有
者
は
、
当
初
は
す
べ
て
の
人
に
認
め
て
い
た
立
入
権
を
デ
モ
行
進
参
加
者
に
つ
い
て
撤

回
す
る
こ
と
も
私
法
上
自
由
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る

（
13
）

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
ド
イ
ツ
国
法
学
者
協
会
大
会
の
第
四
テ
ー
マ
「
民
主

的
公
共
性
の
浸
食
」
の
第
一
報
告
に
お
い
て
私
人
の
所
有
す
る
公
共
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
困
難
を
論
点
と
し
て
提
示
し
た
ホ
ル
ツ
ナ
ー

ゲ
ル
（B

ernd H
olznagel

）
も
、
私
有
地
に
お
い
て
集
会
を
行
う
権
利
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
議
論
を
組
み
立
て
て
い
る

（
14
）

。

（
二
）　
こ
の
よ
う
な
判
例
・
学
説
の
状
況
に
お
い
て
、
二
〇
一
〇
年
に
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
集
会
法
模
範
草

案
（
15
）

が
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
私
有
地
で
公
衆
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
は
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な

く
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
（
二
一
条
）
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
（S

. 20

）
は
注
目
に
値
す
る
。
二
〇
〇
六
年
の
第
一
次
連

（
三
二
〇
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
八
五

邦
制
改
革
ま
で
は
、
連
邦
が
、
集
会
法
に
関
す
る
競
合
的
立
法
権
限
を
有
し
て
お
り
、
連
邦
の
立
法
者
は
、
す
で
に
一
九
五
三
年
に
集
会

法
を
制
定
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
の
連
邦
制
改
革
に
よ
り
、
集
会
法
に
関
す
る
立
法
権
限
は
連
邦
か
ら
ラ
ン
ト
に
移
っ
た
。
集
会
法
研

究
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
の
状
況
を
「
集
会
法
の
継
続
的
発
展
と
現
代
化
の
た
め
の
機
会
」
を
捉
え
、「
ラ
ン
ト
立
法
者
に
と
っ
て
の
模
範
」

と
し
て
役
立
つ
集
会
法
草
案
を
詳
細
な
理
由
を
付
し
て
作
成
し
た
の
で
あ
る
（S

. 2

）。

同
案
は
、
集
会
法
を
「
今
日
的
展
開
」
を
考
慮
し
つ
つ
見
直
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
試
み
の
一
つ

が
、
ま
さ
に
「
私
有
化
さ
れ
た
公
共
空
間
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
は
問
題
意
識
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

集
会
の
自
由
は
、
多
く
の
場
合
、
公
共
空
間
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
公
有
地
を
必
要
と
し
て
い
る
。
公
共
空
間
の
私
有
化
─
例
え
ば
、

歩
行
者
専
用
区
域
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
私
有
化
─
が
、
伝
統
的
に
集
会
の
自
由
の
行
使
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
場
所
で
集

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
事
態
を
招
来
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
立
法
者
は
、
私
人
の
所
有
す
る
公
共
の
場
所
で
通
行
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
も
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
基
本
法
八
条
に
基
づ
く
憲
法
上
の
基
準
を
上
記

の
空
間
に
つ
い
て
も
具
体
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
、
と
（S

. 9 f.

）。

そ
し
て
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
は
、
模
範
草
案
二
一
条
の
規
定
の
提
案
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
ａ
）　
集
会
の
自
由
の
民
主
的
機
能
に
と
っ
て
、
私
有
化
さ
れ
た
公
共
空
間
は
、
公
的
主
体
が
所
有
す
る
公
共
空
間
と
同
じ
よ
う
な
重

要
性
を
獲
得
し
て
い
る
。
私
人
の
所
有
す
る
公
共
空
間
が
、
従
来
の
公
共
空
間
と
併
存
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
こ
と
は
と
く
に
当
て
は
ま
る
。
オ
ー
バ
ー
ハ
オ
ゼ
ン
（O

berhausen

）
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

C
entro

の
よ
う
な
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
16
）

の
場
合
、
市
中
心
部
に
お
け
る
従
来
の
公
共
空
間
の
部
分
的
な
代
用
で
あ
る
と
言

え
る
。
集
会
の
自
由
が
、
公
共
空
間
の
私
有
化
と
い
う
条
件
の
下
で
も
そ
の
自
由
保
障
的
か
つ
民
主
的
機
能
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
と
、

（
三
二
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
八
六

公
共
空
間
の
私
有
化
は
、
公
共
空
間
に
お
け
る
集
会
の
自
由
の
行
使
が
私
的
所
有
者
の
承
諾
だ
け
に
依
拠
す
る
と
い
う
事
態
を
招
来
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
模
範
草
案
二
一
条
の
規
定
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
集
会
の
自
由
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
（S

. 90

）。

（
ｂ
）　
基
本
権
が
私
的
所
有
権
に
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
は
憲
法
上
承
認
さ
れ
て
お
り
、
私
的
所
有
権
が
基
本
権
上
の
拘
束
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
意
見
の
一
致
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
集
会
の
自
由
が
私
有
地
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
影
響
を

与
え
る
の
か
は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
集
会
の
自
由
が
一
般
使
用
に
供
さ
れ
て
い
る
公
道
及
び
公
共
の
広
場
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
公
道
及
び
公
共
の
広
場
は
、
通
行
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
目
的
と
は
無
関
係
に
、
誰
で
も
出
入
り
が
可

能
で
あ
る
。
通
行
目
的
は
、
通
行
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
に
関
す
る
機
能
的
一
般
性
を
通
し
て
「
一
般
的
公
共
性
」
を
創
出
す
る
。

ま
さ
に
そ
の
通
行
目
的
に
よ
っ
て
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
は
「
一
般
的
公
共
性
の
空
間
」
に
な
る
。
通
行
目
的
と
結
び
付
い

た
そ
の
一
般
的
公
共
性
は
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
に
、
現
存
す
る
一
般
的
公
共
性
に
照
準
を
当
て
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

形
態
と
い
う
宿
命
的
性
格
を
与
え
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
一
般
使
用
の
通
行
機
能
は
利
用
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
交
流
も
包

含
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
一
般
使
用
を
通
し
て
、
と
く
に
基
本
権
の
政
治
的
機
能
も
公
道
及
び
公
共
の

広
場
に
関
す
る
法
体
系
に
流
入
す
る
（S

. 91

）。

（
ｃ
）　
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
法
八
条
に
と
っ
て
、
法
令
が
、
一
般
的
通
行
機
能
に
基
づ
い
て
一
般
的
公
共
性
を
創
出
し
て
い
る
場
所

を
い
か
な
る
法
体
系
に
位
置
付
け
て
い
る
の
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
法
令
の
上
位
に
位
置
す
る
憲
法
に
基
づ
い
て
、
集
会
の
自

由
は
、
一
般
的
通
行
機
能
に
基
づ
い
て
一
般
的
公
共
性
を
創
出
し
て
い
る
す
べ
て
の
場
所
に
及
ぶ
（S

. 91

）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
公
的
主
体
の
所
有
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
規
範
の
階
梯
性
か
ら
し
て
も
、
法
令
に
よ
る
公
共
物
指
定
の
内

容
だ
け
に
照
準
を
合
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
導
か
れ
る
。
む
し
ろ
、
公
共
物
指
定
に
加
え
て
、
実
際
上
の
一
般
的
通
行
利
用
が
重
要

（
三
二
二
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
八
七

と
な
る
（S

. 91 f.

）。
つ
ぎ
に
、
私
人
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
通
行
機
能
と
、
こ
れ
を
通
し
て
創
出
さ
れ
る
一
般
的
公

共
性
と
の
機
能
的
連
関
性
か
ら
、
基
本
法
八
条
の
射
程
範
囲
が
導
出
さ
れ
る
。
集
会
の
自
由
は
、
公
道
及
び
公
共
の
広
場
と
同
等
の
仕
方

で
一
般
公
衆
の
一
般
使
用
に
供
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
私
有
地
に
も
及
ぶ
。
一
般
公
衆
に
一
般
使
用
と
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
通
行
目
的

の
た
め
に
開
放
さ
れ
た
私
有
地
は
、
基
本
法
八
条
に
基
づ
い
て
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
集
会
に
開
放
さ
れ
る
。
そ
の
範
囲
に
お
い
て
、
集

会
の
実
施
が
所
有
者
の
承
諾
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（S
. 92

）。

（
ｄ
）　
集
会
の
自
由
か
ら
、
私
人
の
所
有
す
る
土
地
で
公
衆
の
通
行
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
集
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
受
忍

す
る
義
務
が
私
人
に
生
じ
る
が
、
こ
の
義
務
に
よ
っ
て
、
他
人
を
財
産
の
利
用
か
ら
排
除
す
る
権
限
を
含
ん
で
い
る
所
有
権
は
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
所
有
者
の
排
除
権
限
は
、
基
本
法
一
四
条
二
項
に
基
づ
く
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
の
観
点
か
ら
内
容
的
に
形

成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
際
、
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
は
、
所
有
物
又
は
そ
の
利
用
の
社
会
的
関
連
性

が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
重
要
性
を
増
す
。
公
道
及
び
公
共
の
広
場
に
お
け
る
の
と
同
等
の
仕
方
で
一
般
公
衆
に
開
放
さ
れ
て
い
る
私
有

地
の
場
合
、
土
地
の
通
行
機
能
を
通
し
て
、
と
く
に
商
業
上
の
利
益
も
開
拓
さ
れ
る
。
こ
の
利
益
は
、
公
衆
に
一
般
的
通
行
を
認
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
土
地
の
社
会
的
関
連
性
は
、
一
般
公
衆
に
通
行
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
上

回
る
も
の
は
な
い
仕
方
で
増
大
す
る
の
で
、
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
か
ら
、
所
有
権
は
公
共
空
間
の
機
能
を
選
択
的
に
引
き
受
け
る
こ
と

を
保
障
し
な
い
こ
と
が
導
出
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
公
共
の
通
行
機
能
の
有
す
る
商
業
上
の
利
点
と
と
も
に
公
共
の
通
行
用
地
の
有
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
機
能
も
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
に
合
致
す
る
（S

. 91 f.

）。

以
上
が
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
模
範
草
案
二
一
条
の
内
容
と
そ
の
提
案
理
由
で
あ
る
。
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
は
、「
公
共
空
間
の

私
有
化
」
と
い
う
条
件
の
下
で
、
基
本
権
の
第
三
者
効
力
を
梃
子
と
し
て
、
集
会
の
自
由
が
私
的
所
有
権
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る

（
三
二
三
）
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一
八
八

（（
ａ
）
及
び
（
ｂ
））。
そ
し
て
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
は
、
通
行
目
的
は
、
通
行
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
に
関
す
る
機
能
的
一
般

性
を
通
し
て
「
一
般
的
公
共
性
」
を
創
出
し
、
通
行
目
的
に
よ
っ
て
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
は
「
一
般
的
公
共
性
の
空
間
」

に
な
る
か
ら
、
集
会
の
自
由
は
、
一
般
的
通
行
機
能
に
基
づ
い
て
一
般
的
公
共
性
を
創
出
し
て
い
る
す
べ
て
の
場
所
に
及
ぶ
と
解
す
る

（（
ｂ
）
及
び
（
ｃ
））。
他
方
、
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
所
有
権
は
制
約
さ
れ
る
が
、
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
か
ら
、
所

有
権
は
公
共
空
間
の
機
能
を
選
択
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
を
保
障
し
て
お
ら
ず
、
公
共
的
通
行
機
能
の
有
す
る
商
業
上
の
利
点
と
と
も
に

公
衆
の
通
行
に
供
さ
れ
た
土
地
の
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
機
能
も
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
所
有
権
の
社
会
的
拘

束
に
合
致
す
る
と
主
張
し
て
い
る
（（
ｄ（

17
）））。

（
三
）　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
一
年
判
決
は
、「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
」
に
つ
い
て
も
傍
論
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

基
本
法
八
条
一
項
は
、
行
事
の
場
所
、
時
間
、
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
自
己
決
定
権
を
保
障
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
は
、

自
己
の
関
心
事
を
─
場
合
に
よ
っ
て
は
特
定
の
場
所
又
は
施
設
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
─
最
も
効
果
的
に
、
引
き
立
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（S

. 250 f.

）。
た
だ
し
、
集
会
の
自
由
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
任
意
の
場

所
へ
の
立
入
権
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
、
集
会
の
自
由
は
、
公
衆
が
一
般
的
に
出
入
り
で
き
な
い
場
所
、
又
は
、
外
形
的

状
況
か
ら
し
て
す
で
に
特
定
の
目
的
に
限
定
し
て
出
入
り
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
へ
の
立
入
り
を
市
民
に
認
め
る
も
の
で
は
な
い
（S

. 

251

）。
こ
れ
に
対
し
て
集
会
の
自
由
は
、「
一
般
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
た
」
場
所
に
お
け
る
集
会
の
遂
行
を
保
障
し
て
い
る
（S

. 251

）。

こ
の
こ
と
は
、
道
路
法
の
規
定
と
は
別
個
独
立
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
公
道
に
当
て
は
ま
る
。
公
道
は
、
市
民
が
そ
の
関
心
事
を
と
く

（
三
二
四
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
八
九

に
効
果
的
に
公
衆
に
知
ら
し
め
、
こ
れ
に
関
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、「
本
来
的
で
あ
り
、

か
つ
、
歴
史
的
に
モ
デ
ル
を
形
成
し
て
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
地
域
の
中
心
部
の
道
路
及
び
広
場
は
、
今
日
、
情
報
交

換
及
び
意
見
交
換
の
場
所
で
あ
り
、
人
の
交
流
が
不
断
に
行
わ
れ
る
場
所
と
見
な
さ
れ
る
（S

. 251

）。
同
じ
こ
と
は
、
公
道
以
外
の
場
所

で
、
一
般
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
、
一
般
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
が
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
当
て
は
ま
る
。
今
日
、
公

共
の
道
路
、
通
路
及
び
広
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
又
は
そ
の
他
の
出
会
い
の
場

所
と
い
っ
た
別
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の
敷
地
で
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
基
本
権
抱
束
が
存
在
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
又
は
、
間
接
的
第
三
者
効
力
の
方
法
に
よ
っ
て
私
人
に
要
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
集
会
の
自
由
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（S

. 252

）。

こ
の
よ
う
な
多
数
意
見
に
対
し
て
、
シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
の
少
数
意
見
は
、
多
数
意
見
は
、
事
案
の
解
決
に
必
要
が
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
私
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
の
理
解
を
促
し
て
い

る
が
、
そ
の
際
に
、
こ
の
事
案
類
型
に
お
い
て
は
所
有
権
（
基
本
法
一
四
条
）
が
基
本
権
上
の
対
抗
的
地
位
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
が
視

野
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。
同
裁
判
官
は
、
二
つ
の
基
本
権
の
衝
突
状
況
が
、
基
本
権
の
保
護
範
囲
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
及
び
出
会
い
の
場
所
に
も
一
般
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
範
囲
の
段
階
で
集
会
の
自
由
に
有
利
に

解
決
さ
れ
て
お
り
、
所
有
権
は
、
集
会
の
実
施
方
法
に
関
連
し
て
正
当
化
の
段
階
で
の
み
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
裁
判
官
は
、
多
数
意
見
に
お
い
て
は
、
私
人
も
国
家
権
力
と
同
じ
よ
う
な
基
本
権
拘
束
を
受
け
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
お
り
、
私
的
所
有
者
は
、
間
接
的
第
三
者
効
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
基
本
法
八
条
が
直
接
的
に
適
用
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
十
分
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
も
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

（
三
二
五
）
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一
九
〇

裁
判
官
は
、
多
数
意
見
は
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
が
集
会
法
模
範
草
案
の
基
礎
と
し
た
「
法
政
策
上
の
考
え
」
を
「
憲
法
解
釈
の
方
法

に
よ
っ
て
」
取
り
上
げ
た
と
批
判
し
て
い
る
（S

. 274 ff.

）。

（
四
）　
一
一
年
判
決
に
関
す
る
学
説
の
見
解
は
対
立
し
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
、
シ
ェ
ン
ケ
（W

olf-R
üdiger S

chenke

）
は
、

二
〇
一
三
年
の
論
文
に
お
い
て
、「
集
会
の
自
由
の
構
成
要
件
上
の
膨
張
」
は
必
然
的
に
「
所
有
者
の
処
分
権
限
の
著
し
い
制
限
」
と
結

び
付
く
と
指
摘
し

（
18
）

、
一
一
年
判
決
（
多
数
意
見
）
を
批
判
し
て
い
る
。
シ
ェ
ン
ケ
は
、
一
一
年
判
決
が
、
私
人
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
ア
ー
ケ
ー
ド
に
お
い
て
公
衆
の
通
行
を
認
め
る
ケ
ー
ス
に
も
基
本
法
八
条
を
適
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
意
図
し
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
と
、
一
一
年
判
決
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
シ
ェ
ン
ケ
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
上
記
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
他
の
訪
問
者
の
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
行
為
の
自
由
の
み
な
ら
ず
、
集
会
の
実
施
を
承
諾
し
て
い
な
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
又
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
事
業
者
の
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
自
由
で
民
主
的
な
基
本
秩
序
に
は
、
集
会
の
自
由
の
み
な
ら
ず
、

所
有
権
の
保
障
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
権
相
互
間
に
お
け
る
基
本
権
保
護
を
一
方
の
基
本
権
の
保
護
範
囲
の
犠
牲
に
お
い
て
他
方

の
基
本
権
の
保
護
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
事
柄
の
性
質
か
ら
し
て
「
憲
法
の
変
遷
」
を
含
意
す
る
も
の

で
あ
り
、
特
別
の
正
当
化
を
必
要
と
す
る
が
、
基
本
法
八
条
の
「
民
主
的
・
機
能
的
解
釈
」
に
お
い
て
も
正
当
化
の
根
拠
は
説
明
さ
れ
て

い
な
い
、
と

（
19
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
ホ
フ
マ
ン
＝
リ
ー
ム
（W

olfgang H
offm

ann-R
iem

）
は
、
一
一
年
判
決
（
多
数
意
見
）
を
引
用
し
つ
つ
、
私
的
処
分

権
に
服
す
る
空
間
が
公
共
空
間
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
は
集
会
の
自
由
に
も
開
放
さ
れ
る
が
、
公
衆
の
一
般
的
通
行
の
た
め
に
─
例

え
ば
、
娯
楽
又
は
買
い
物
を
目
的
と
し
て
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）、
又
は
公
共
の
通
行
手
段
の
利
用
の
た
め
（
空
港
又
は
駅
の
敷
地
で
一

般
的
に
立
入
り
の
で
き
る
部
分
）
な
ど
─
た
ん
に
実
際
上
開
放
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
集
会
目
的
に
よ
る
そ
の
利
用
を
私
法
上
の

（
三
二
六
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
九
一

処
分
権
の
み
を
根
拠
と
し
て
排
除
し
た
り
、
許
可
の
留
保
に
服
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
「
基
本
法
八
条
の
客
観
法
上
の
内
容
」
に
反
す
る

の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
所
有
者
の
権
限
の
行
使
は
集
会
の
自
由
の
基
本
権
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
ホ
フ

マ
ン
＝
リ
ー
ム
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
一
般
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
て
い
る
私
有
地
の
部
分
を
集
会
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
、

基
本
権
行
使
の
現
実
的
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
と
く
に
、
私
人
が
運
営
す
る
空
間
が
、
公
道
及
び
公
共
の
広
場
と

同
じ
よ
う
に
一
般
的
通
行
に
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
機
能
的
に
、
伝
統
的
に
公
的
主
体
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
空
間
の
代

わ
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
で
あ
る
。
通
行
機
能
を
有
す
る
土
地
─
道
路
の
み
な
ら
ず
、
商
店
の
間
の
通
路
や
広
場
も
─
は
、

法
的
な
運
営
主
体
を
問
わ
ず
、
集
会
に
も
開
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
売
店
、
飲
食
店
、
娯
楽
の
た
め
の
空
間
を
有
す
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
目
的
の
限
定
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
出
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
機
能
的
に
公
共
空
間
で
あ
り
、

そ
れ
故
、
私
法
上
の
処
分
権
を
有
す
る
者
が
集
会
の
よ
う
な
典
型
的
な
公
共
的
活
動
を
排
除
す
る
た
め
に
は
「
特
別
の
理
由
」
が
必
要
で

あ
る
、
と

（
20
）

。

（
五
）　
一
五
年
部
会
決
定
は
、
集
会
の
自
由
は
、
公
衆
の
一
般
的
通
行
を
認
め
て
い
る
場
所
に
お
け
る
集
会
の
遂
行
を
保
障
し
て
お
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
又
は
、
民
間
の
投
資
家
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
も
、
私
人
が

所
有
し
て
い
る
場
合
は
間
接
的
第
三
者
効
力
を
媒
介
と
し
て
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
集
会
の
自
由
は
除
外
さ
れ
な

い
と
説
示
し

（
21
）

、
一
一
年
判
決
の
示
し
た
解
釈
論
を
踏
襲
し
た
。
一
五
年
部
会
決
定
は
、
一
一
年
判
決
に
対
す
る
一
部
の
学
説
の
批
判
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
私
有
地
が
一
般
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
き
、
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
集
会
を
実
施
で
き
る
場
合
が

あ
り
得
る
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、
当
該
私
有
地
の
所
有
者
が
、
当
該
私
有
地
が
集
会
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
受
忍
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
確
認
し
た

（
22
）

。
一
五
年
部
会
決
定
の
意
義
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う

（
23
）

。
（
三
二
七
）
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こ
う
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
一
年
判
決
及
び
一
五
年
部
会
決
定
に
よ
っ
て
、
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
私
有
地
で
あ
っ
て

も
、
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
か
れ
て
い
る
場
所
に
及
び
、
さ
ら
に
、
基
本
権
の
間
接
的
第
三
者
効
力
に
よ
り
、
民
法
上
の
規
定
（
民

法
九
〇
三
条
一
文
、
一
〇
〇
四
条
）
の
解
釈
に
際
し
て
集
会
の
自
由
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
調
整

（
一
）　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
る
と
、
私
有
地
が
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
た
場
所
で
あ

る
と
き
、
当
該
私
有
地
の
所
有
者
は
、
当
該
私
有
地
が
集
会
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
得

る
。
そ
こ
で
、
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
た
私
有
地
の
所
有
者
が
集
会
の
た
め
に
当
該
私
有
地
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
受
忍
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
と
、
そ
う
で
は
な
い
ケ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
区
別
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
五
年
部
会
決
定
は
、
集
会
の
自
由
は
、
私
的
所
有
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
基
本
権
の
間
接
的
第
三
者
効
力
に

よ
り
、
衡
量
を
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
人
の
基
本
権
拘
束
の
射
程
範
囲
は
、
実
践
的
整
合
性
の
原
則
に
よ
っ
て
、

互
い
に
対
立
す
る
基
本
権
を
調
整
し
つ
つ
、
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
24
）

、
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
集
会
の
自
由
又
は
意
見
表
明
の
自
由

と
、
公
衆
の
通
行
に
開
放
し
、
そ
れ
に
よ
り
一
般
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
を
創
出
し
た
民
間
企
業
の
基
本
権
と
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
調
整
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
判
断
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
原
則
に
基
づ

い
て
私
人
相
互
の
基
本
権
衝
突
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
仮
命
令
の
手
続
に
お
い
て
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い

（
25
）

、
と
説
示
す
る
に
と
ど
ま
り
、
問
題
の
解
決
を
先
送
り
し
た
。
そ
し
て
、
一
五
年
部
会
決
定
は
、「
仮
命
令
の
申
立
て
に
関
す
る
判

（
三
二
八
）
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有
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三

断
に
際
し
て
は
、
む
し
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
具
体
的
個
別
事
件
に
つ
い
て
の
結
果
衡
量
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
26
）

」
と
説
示
し
、
仮
命
令
の

実
質
的
要
件
の
存
否
を
判
断
す
る
た
め
に
他
の
事
件
に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
基
準
を
用
い
て
当
該
事
件
を
処
理
し
た

（
27
）

。

一
五
年
部
会
決
定
は
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
原
則
に
基
づ
い
て
私
人
相
互
の
基
本
権
衝
突
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

問
題
の
解
決
を
先
送
り
し
た
が
、
一
五
年
部
会
決
定
が
、
私
的
所
有
者
が
自
己
の
土
地
に
お
け
る
集
会
の
実
施
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
否
か
は
、
具
体
的
事
件
に
お
い
て
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
の
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

（
28
）

。
今
後
さ
ら
に
詰
め
た
議
論
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
比
較
衡
量
に
際

し
て
の
具
体
的
準
則
の
明
確
化
で
あ
る
。
以
下
、
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
比
較
衡
量
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を

参
考
と
し
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う

（
29
）

。

（
二
）　
ま
ず
、
土
地
の
私
的
所
有
者
が
、
集
会
を
行
う
た
め
に
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
を

拒
否
し
た
場
合
、
こ
の
拒
否
は
、
集
会
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
制
約
と
評
価
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
年
判
決
は
、
公
道
は
、
市

民
が
そ
の
関
心
事
を
と
く
に
効
果
的
に
公
衆
に
知
ら
し
め
、
こ
れ
に
関
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
、「
本
来

的
で
あ
り
、
か
つ
、
歴
史
的
に
モ
デ
ル
を
形
成
し
て
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
地
域
の
中
心
部
の
道
路
及
び
広
場
は
、
今

日
、
情
報
交
換
及
び
意
見
交
換
の
場
所
で
あ
り
、
人
の
交
流
が
不
断
に
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る

（
30
）

が
、
公
道
以
外
の
場
所
で
、
一
般
公
衆
の

通
行
に
開
放
さ
れ
、
一
般
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
が
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る

（
31
）

と
説
示
し
て
い

る
。
一
般
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
は
、
集
会
の
自
由
の
「
伝
統
的
な
活
動
場
所
」
で
あ
り
、
集
会
の
自
由
を
最
も
効
果
的
に
行

使
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
集
会
を
開
催
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
、
重
大
な
不
利
益
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
32
）

。

（
三
二
九
）
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一
九
四

（
三
）　
つ
ぎ
に
、
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
比
較
衡
量
に
際
し
て
、
集
会
参
加
者
に
と
っ
て
当
該
集
会
場
所
の
も
つ
重
要
性
、
つ
ま

り
、
集
会
参
加
者
の
関
心
事
と
集
会
の
場
所
と
の
関
連
性
が
一
つ
の
重
要
な
考
慮
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
五
年
部
会
決
定
は
、
民
間
警
備
保
障
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
広
場
の
監
視
と
所
有
者
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
飲
酒
の
禁
止
を
踏
ま
え
、

自
由
権
の
制
限
の
増
大
と
国
内
の
治
安
維
持
の
民
営
化
と
い
う
集
会
の
テ
ー
マ
の
内
容
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
申
立
人
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
集
会
場
所
は
特
別
の
重
要
性
を
有
す
る
と
説
示
し
て
お
り

（
33
）

、
同
決
定
は
、
集
会
参
加
者
の
関
心
事
が
集
会
場
所
と
直
接
的
に
関
連
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
場
所
に
お
い
て
集
会
を
禁
止
し
た
と
き
は
、
集
会
の
自
由
を
侵
害
す
る
程
度
が
重
大
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

ヴ
ェ
ン
ト
（H

enning W
endt

）
は
、
一
一
年
判
決
直
後
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
衡
量
に
関
す
る

準
則
と
し
て
、
集
会
の
目
的
が
公
有
地
に
お
い
て
は
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
他
人
の
財
産
に
お
い
て
集
会
を

行
う
権
利
が
あ
り
、
そ
れ
故
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
現
在
の
生
活
関
係
に
よ
る
と
、
民
間
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
求
め
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
各
々
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
の
関
連
性
を
示
し
て
い
る
集
会
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

「
一
般
政
治
上
の
デ
モ
行
進
」
に
お
い
て
は
そ
の
使
用
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
準
則
を
提
示
し
た

（
34
）

。
ヴ
ェ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う

に
説
く
。
集
会
の
自
由
は
、
公
共
の
意
見
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
の
そ
の
重
要
性
を
根
拠
と
し
て
特
別
の
ラ
ン
ク
を
有
す
る
の
に
対

し
て
、
所
有
権
の
保
障
は
、
具
体
的
な
所
有
物
の
種
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
が
異
な
る
。
所
有
権
は
、
社
会
的
関
連
性
及
び
社
会
的

機
能
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
広
範
な
制
限
に
服
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
所
有
者
は
、
自
己
の
利
益
の
た
め
に
公
衆

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
利
用
に
供
し
て
お
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「
滞
在
及
び
出
会
い
の
場
」
に
な
る
こ
と
を
商
業
的
に
役
立
て
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
所
有
者
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
集
会
の
自
由
の
行
使
に
と
っ
て
必
要

（
三
三
〇
）
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な
公
共
性
が
成
立
す
る
こ
と
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
所
有
者
の
自
律
的
決
定
に
基
づ
い
て
特

別
の
社
会
的
機
能
を
有
し
、
高
い
社
会
的
関
連
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
所
有
権
と
集
会
と

自
由
と
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
集
会
の
自
由
は
よ
り
高
い
重
要
性
を
有
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
個
別
の
事
件
に
お
い

て
集
会
の
自
由
が
常
に
優
越
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
立
す
る
基
本
権
の
衡
量
は
「
実
践
的
整
合
性
の
原
則
」
に
よ
っ

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
つ
の
基
本
権
を
出
来
る
限
り
傷
付
け
な
い
よ
う
な
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
私
的

空
間
に
お
い
て
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
集
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
集
会
の
目
的
が
公
有
地
に
お
い
て
は
同
じ
よ
う
な

仕
方
で
達
成
で
き
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
私
的
空
間
と
集
会
の
目
的
と
の
関
連
性
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
集
会
の
目
的

は
公
有
地
に
お
い
て
は
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
し
か
に
、
上
記
の
デ
モ
行
進
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
事
業
者
や
店
舗
に
と
っ
て
と
く
に
負
担
と
な
る
が
、
上
記
の
デ
モ
行
進
は
、
店
舗
の
前
で
実
施
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
目
標

を
達
成
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
政
治
的
内
容
を
有
す
る
集
会
は
、
通
常
は
事
業
者
に
と
っ
て
よ
り
負
担
の
少
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
集
会
は
、
公
有
地
に
お
い
て
も
同
じ
程
度
に
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

（
35
）

。
な
お
、
ヴ
ェ
ン
ト
は
、
公
共

生
活
が
圧
倒
的
大
部
分
に
お
い
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
及
び
他
の
私
有
地
に
移
動
し
て
い
る
場
合
に
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
に

よ
っ
て
の
み
広
い
範
囲
の
公
衆
に
自
分
の
主
張
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
私
有
地
に
お
い
て
一
般
政
治
上
の
デ
モ
行
進
を
所
有
者

の
意
思
に
反
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ェ
ン
ト
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
公
的
生
活

の
重
要
な
部
分
は
公
有
地
で
行
わ
れ
て
い
る

（
36
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
（S

ebastian S
chulenberg

）
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
権
利
を
公
共
的
意
見
形
成
過
程
に

と
っ
て
の
公
有
地
と
私
有
地
と
の
「
機
能
的
同
等
性
」
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
る
と
す
る
と
、
集
会
の
テ
ー
マ
に
と
っ
て
集
会
の
場
所
が
特

（
三
三
一
）
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別
の
重
要
性
を
有
す
る
場
合
に
の
み
集
会
の
た
め
に
私
有
地
の
利
用
を
認
め
る
見
解
は
、
上
記
の
根
拠
付
け
と
矛
盾
す
る
、
と
主
張
す
る
。

シ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
上
記
の
見
解
に
よ
る
と
、
公
有
地
は
、
特
別
の
根
拠
付
け
を
す
る
こ
と
な
く
つ
ね
に
基
本

法
八
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
場
所
の
選
択
の
自
由
の
対
象
と
な
る
の
に
対
し
て
、
私
有
地
の
利
用
は
つ
ね
に
個
別
の
事
案
に
お
け

る
特
別
の
根
拠
付
け
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
有
地
が
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
嚮
導
像
に

合
致
す
る
と
き
は
、
市
民
は
、
集
会
の
自
由
の
行
使
に
際
し
て
、
自
己
の
裁
量
で
公
有
地
の
み
な
ら
ず
私
有
地
も
使
用
で
き
る
権
利
を
有

す
る
は
ず
で
あ
る
。
集
会
の
テ
ー
マ
と
私
有
地
と
の
特
別
の
関
連
性
を
求
め
る
こ
と
が
公
有
地
と
私
有
地
と
の
機
能
的
同
等
性
に
適
合
し

な
い
こ
と
は
、
あ
る
場
所
が
集
会
の
テ
ー
マ
と
関
連
性
を
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
多
く
の
人
々
が
出
入
り
し
て
い
る
た
め
、
当
該
集

会
が
人
々
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
と
、
特
に
明
確
に
な
る
、
と

（
37
）

。

一
五
年
部
会
決
定
は
、
当
該
集
会
を
他
の
場
所
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
効
果
的
に
実
施
で
き
る
と
反
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説

示
す
る
と
と
も
に
、
集
会
の
自
由
に
は
行
事
の
場
所
に
関
す
る
自
己
決
定
権
も
含
ま
れ
、
市
民
は
、
そ
の
関
心
事
を
最
も
有
効
に
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り

（
38
）

、
一
五
年
部
会
決
定
が
ヴ
ェ
ン
ト
の
見
解
を
採
用
し
て

い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
五
年
部
会
決
定
が
、
集
会
参
加
者
の
関
心
事
と
集
会
の
場
所

と
の
関
連
性
を
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
利
益
衡
量
に
お
け
る
一
つ
の
考
慮
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
レ
ン
ベ

ル
ク
は
、
集
会
の
場
所
が
、
集
会
の
目
的
を
象
徴
的
に
示
す
ほ
ど
に
集
会
の
関
心
事
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
集
会
の
自
由
と

所
有
権
と
の
利
益
衡
量
に
お
い
て
場
所
の
選
択
に
「
特
別
の
重
要
性
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
説
き
、
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
広

場
の
選
択
に
集
会
の
目
的
と
の
関
係
で
特
別
の
重
要
性
を
付
与
し
て
い
る
一
五
年
部
会
決
定
は
、
上
記
の
考
え
方
と
同
方
向
で
あ
る
と
分

析
し
て
い
る

（
39
）

。

（
三
三
二
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
九
七

集
会
参
加
者
の
関
心
事
と
集
会
の
場
所
と
の
関
連
性
を
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
利
益
衡
量
に
お
け
る
一
つ
の
考
慮
要
素
と
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
争
い
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
集
会
参
加
者
の
関
心
事
と
集
会
の
場

所
と
の
関
連
性
に
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
利
益
衡
量
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
重
み
を
与
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
さ
ら
に
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
現
状
で
あ
る
。

（
四
）　
一
一
年
判
決
は
、「
保
障
内
容
と
事
案
類
型
」
に
よ
っ
て
は
、
私
人
の
間
接
的
基
本
権
拘
束
が
、
国
家
の
基
本
権
拘
束
と
ほ
ぼ

等
し
く
な
る
か
、
ま
た
は
同
等
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
説
示
す
る
。
一
一
年
判
決
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保
護
に
つ

い
て
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
は
、
と
く
に
、
民
間
企
業
が
、
公
共
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
と
な
る
諸
条
件
の
調
達
を
自

ら
引
き
受
け
、
生
存
配
慮
の
任
務
と
し
て
以
前
は
国
家
に
配
分
さ
れ
て
い
た
機
能
─
例
え
ば
、
電
信
・
電
話
業
務
の
保
障
─
を
果
た
し
て

い
る
場
合
で
あ
る

（
40
）

。
一
五
年
部
会
決
定
も
、
一
一
年
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
民

間
企
業
が
、
公
共
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
諸
条
件
の
用
意
を
自
ら
引
き
受
け
、
以
前
は
実
際
上
国
家
だ
け
に
配
分
さ
れ
て
い

た
機
能
を
遂
行
し
始
め
た
場
合
、
私
人
の
間
接
的
基
本
権
拘
束
が
国
家
の
基
本
権
拘
束
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
か
、
ま
た
は
同
等
に
な
る
こ

と
も
あ
り
得
る
と
説
示
し
て
い
る

（
41
）

。
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
私
人
が
伝
統
に
国
家
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
き
た
機
能
を
引
き
受
け
た
と

き
は
、
私
人
は
自
己
の
所
有
す
る
土
地
で
集
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う

（
42
）

。
こ
の
考

え
方
に
対
し
て
は
「
重
大
な
疑
問
」
が
あ
る
と
説
く
学
説

（
43
）

も
あ
り
、
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
五
）　
さ
ら
に
、
学
説
に
お
い
て
は
、
集
会
に
よ
っ
て
私
人
に
経
済
的
損
失
を
与
え
る
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
私
的
所

有
権
の
利
用
は
濫
用
と
評
価
さ
れ
、
所
有
権
に
有
利
な
衡
量
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
44
）

。

（
三
三
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

一
九
八

Ⅳ
　
結
語

以
上
に
お
い
て
紹
介
・
検
討
し
た
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
ａ
）　
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
、
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
場
所
に
及
ぶ
（
た
だ
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
反
対
説
も
あ
る
。）。
集
会
の
自
由
は
、
基
本
権
の
間
接
的
第
三
者
効
力
に
よ
り
、
私
法
上
の
規
定
の
解
釈
に
際
し
て
、

考
慮
さ
れ
る
。

（
ｂ
）　
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
所
有
権
が
制
限
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
基
本
法
一
四
条
二
項
に
基
づ
く
社
会
的
拘
束

と
し
て
容
認
さ
れ
る
。

（
ｃ
）　
私
有
地
に
お
い
て
当
該
私
有
地
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
で
集
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
要
件
は
、
集
会
が
実

施
さ
れ
る
私
有
地
の
部
分
が
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
ｄ
）　
上
記
の
要
件
を
充
た
し
た
場
合
に
、
具
体
的
な
個
別
事
件
に
お
け
る
集
会
の
自
由
と
所
有
権
と
の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
、
私
有

地
に
お
い
て
当
該
私
有
地
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
で
集
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
工
藤
が
示
し
た
解
釈
論
は
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
の
判

例
・
学
説
は
、
工
藤
が
示
し
た
解
釈
論
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
補
強
証
拠
と
な
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
踏
ま
え
て
、

日
本
国
憲
法
二
一
条
の
保
障
す
る
集
会
の
自
由
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
な
る

（
45
）

。

（
三
三
四
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

一
九
九

（
1
） 

渡
辺
康
行
・
宍
戸
常
寿
・
松
本
和
彦
・
工
藤
達
朗
『
憲
法
Ⅰ
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
は
し
が
き
。

（
2
） 

渡
辺
ほ
か
・
前
掲
注
（
１
）
二
七
〇
頁
［
工
藤
達
朗
］。
筆
者
は
最
近
出
版
さ
れ
た
教
科
書
・
概
説
書
を
調
べ
て
み
た
が
、
私
有
地
に
お
け
る

集
会
の
自
由
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
教
科
書
・
概
説
書
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
し
て
工
藤
の
示
し
た
解
釈
論
に
は
新
規
性
が
あ
り
、

こ
の
解
釈
論
は
ま
さ
に
「
知
的
刺
激
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
夥
し
い
数
の
教
科

書
・
概
説
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
教
科
書
・
概
説
書
が
存
在
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

る
論
文
と
し
て
、
皿
海
一
樹
「
私
的
な
空
間
で
の
集
会
権
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
（
要
旨
）」
法
学
研
究
（
龍
谷
大
学
）
一
三
号

（
二
〇
一
一
年
）
一
九
一
頁
以
下
が
あ
り
、
塚
本
哲
之
「
集
会
・
結
社
の
自
由
」
阪
口
正
二
郎
・
毛
利
透
・
愛
敬
浩
二
編
『
な
ぜ
表
現
の
自
由
か
─

理
論
的
視
座
と
現
況
へ
の
問
い
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七
年
）
九
四
頁
以
下
（
一
〇
三
頁
以
下
）
も
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
に
言
及
し

て
い
る
。

（
3
） 

「
憲
法
学
界
の
俊
英
と
誰
も
が
認
め
る
方
々
」（
長
谷
部
恭
男
編
『
注
釈
日
本
国
憲
法
（
二
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
ⅰ
頁
［
長
谷
部
恭

男
］）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
権
威
あ
る
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
国
や
地
方
公
共
団
体
が
当
該

財
産
の
所
有
者
・
管
理
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
国
や
地
方
公
共
団
体
を
私
人
と
同
一
視
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
は
、
そ

の
所
有
権
・
管
理
権
に
基
づ
い
て
私
人
の
利
用
を
自
由
に
排
除
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
屈
を
徹
底
す
れ
ば
、
道
路
、
公
園
、
市
民
会
館
の

所
有
権
・
管
理
権
を
有
す
る
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
れ
ら
が
自
己
の
所
有
・
管
理
に
属
す
る
財
産
で
あ
る
以
上
、
そ
も
そ
も
私
人
に
よ
る
利
用

を
拒
ん
で
も
よ
く
、
ま
た
仮
に
私
人
に
よ
る
利
用
を
認
め
る
場
合
も
、
誰
に
対
し
て
い
か
な
る
条
件
で
そ
の
利
用
を
認
め
る
か
決
め
る
権
限
を
有
す

る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。［
改
行
］
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
理
解
は
誤
っ
て
い
る
。
…
…
国
家
な
い
し
政
府
が
公
共
財

産
を
所
有
・
管
理
す
る
こ
と
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、
私
人
が
私
有
財
産
を
所
有
・
管
理
す
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
く
、
国
家
な
い
し

政
府
は
公
共
の
福
祉
を
達
成
す
る
た
め
に
公
共
財
産
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
私
有
財
産
の
所
有
者
・
管
理
者
と
は
異
な
っ
て
好
き
勝

手
に
管
理
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。」（
長
谷
部
編
・
前
掲
注
（
３
）
四
四
〇
頁
［
阪
口
正
二
郎
］）

　
　
こ
の
説
明
は
、
国
家
な
い
し
政
府
に
よ
る
公
共
財
産
の
所
有
・
管
理
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
私
有
財
産
の
所
有
・
管
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も

（
三
三
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
〇
〇

の
で
は
な
い
が
、
こ
の
説
明
は
、
私
人
は
、
国
家
な
い
し
政
府
と
は
異
な
り
、
自
己
の
所
有
・
管
理
に
属
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
権
・
管

理
権
に
基
づ
い
て
他
の
私
人
の
利
用
を
自
由
に
排
除
で
き
る
、
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
他
の
私
人
に
よ
る
利
用
を
拒
ん
で
も
よ
く
、
ま
た
仮
に
他
の
私

人
に
よ
る
利
用
を
認
め
る
場
合
も
、
誰
に
対
し
て
い
か
な
る
条
件
で
そ
の
利
用
を
認
め
る
か
決
め
る
権
限
を
有
す
る
（
私
有
財
産
の
所
有
者
・
管
理

者
は
好
き
勝
手
に
管
理
で
き
る
？
）
と
の
見
解
を
自
明
の
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
か
り
に
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
正
し
い
と
す
る
と
、

本
文
で
示
し
た
工
藤
の
解
釈
論
は
、「
憲
法
学
界
の
俊
英
と
誰
も
が
認
め
る
方
々
」
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
権
威
あ
る
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
お

い
て
示
さ
れ
た
見
解
と
真
正
面
か
ら
衝
突
・
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
工
藤
の
示
し
た
解
釈
論
に
は
独
自
性

が
あ
り
、
こ
の
解
釈
論
は
ま
さ
に
「
知
的
刺
激
を
与
え
る
」
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
4
） N

JW
 2015, 2485 f.; D

Ö
V

 2016, 81 ff.; B
V

erfG
, E

instw
eilige A

nordnung vom
 18. Juli 2015 – １ B

vQ
 25/15 –, juris. 

以
下
、

こ
の
決
定
の
引
用
は
、
決
定
に
付
さ
れ
て
い
る
欄
外
番
号
を
本
文
で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
な
お
、
こ
の
決
定
に
考
察
を
加
え
る
論
文
と
し
て
、

以
下
に
引
用
す
る
も
の
の
ほ
か
、R

obert F
rau, O

rtsrecht im
 E

inkaufszentrum
, L

K
V

 2016, S
. 445; C

h
ristoph

er U
n

seld, A
gora 

G
m

bH
 &

 C
o K

G
: w

enn V
ersam

m
lungsfreiheit P

rivateigentum
 sticht, V

erfB
log, 2015/9/11, https://verfassungsblog.de/agora-

gm
bh-co-kg-w

enn-versam
m

lungsfreiheit-privateigentum
-sticht/

が
あ
る
。
ま
た
、M

ich
ael K

n
iesel/

F
ran

k B
rau

n
/

C
h

ristoph
 

K
eller, B

esonderes P
olizei- und O

rdnungsrecht, 2018, S
. 33 f./R

n. 134 ff.

は
、
こ
の
決
定
を
肯
定
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
5
） 

S
ebastian

 S
ch

u
len

berg, D
er „B

ierdosen-F
lashm

ob für die F
reiheit “ : Z

u V
ersam

m
lungen auf G

rundstücken im
 E

igentum
 

P
rivater, D

Ö
V

 2016, S
. 55 (56)

の
記
述
に
よ
る
。

（
6
） 

本
件
に
関
連
し
て
さ
ら
に
二
つ
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
三
部
会
決
定

（B
V

erfG
, A

blehnung einstw
eilige A

nordnung vom
 20. Juli 2015 – １ B

vQ
 25/15 –, juris

）
で
あ
る
。
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
広
場
の
土
地
所

有
者
は
、
第
三
部
会
決
定
に
対
し
て
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
九
日
に
異
議
を
申
し
立
て
、
仮
命
令
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
を
求
め
た
（R

n. ４

）。

第
三
部
会
は
、
執
行
停
止
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
部
会
が
決
定
す
る
と
説
示
し
た
（R

n. 5

）
上
で
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日
に
、
申
立
人

（
土
地
所
有
者
）
の
申
述
は
上
記
決
定
に
お
い
て
行
わ
れ
た
結
果
衡
量
か
ら
離
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
執
行
停
止
の

申
立
て
を
斥
け
た
（R

n. ６

）。
も
う
一
つ
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
（B

V
erfG

E
 139, 378; B

V
erfG

, 

（
三
三
六
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

二
〇
一

B
eschluss vom

 20. Juli 2015 – １ B
vQ

 25/15 –, juris

）
で
あ
る
。
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
広
場
の
土
地
所
有
者
は
、
部
会
の
仮
命
令
に
対
し
て
、

二
〇
一
五
年
七
月
一
九
日
に
異
議
を
申
し
立
て
る
と
と
も
に
、
仮
命
令
の
執
行
停
止
を
求
め
た
（R

n. ４

）。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
異
議
に
つ
い
て

は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
九
三
ｄ
条
二
項
三
文
及
び
三
二
条
三
項
に
基
づ
い
て
法
廷
が
判
断
す
る
と
説
示
し
た
（R

n. 5

）
後
、
憲
法
異
議
の
訴
え

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
訴
訟
の
相
手
方
は
異
議
申
立
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
異
議
申
立
て
は
不
適
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
（R

n. ６

）。
こ
の
決
定

に
よ
る
と
、
異
議
申
立
人
の
範
囲
は
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
九
四
条
一
項
、
二
項
及
び
四
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
憲
法
機
関
及
び
官
庁
」
に
限
定

さ
れ
る
（R

n. ６
）。

（
7
） B

V
erfG

E
 128, 226. 

以
下
、
こ
の
判
決
の
引
用
は
、
本
文
中
に
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
石
村
修

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
飛
行
場
に
お
け
る
集
会
・
デ
モ
規
制
─
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
─
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
鈴
木
秀
美
・
畑
尻
剛
・
宮
地
基

編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
七
二
頁
以
下
（
初
出
、
自
治
研
究
八
九
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
七

頁
以
下
）
に
よ
る
紹
介
・
解
説
が
あ
る
。
ま
た
、
同
判
決
の
主
要
部
分
に
つ
い
て
、
石
村
修
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
飛
行
場
に
お
け
る
集
会
・
デ
モ
規

制
」
専
修
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
専
修
大
学
法
科
大
学
院
）
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
三
頁
以
下
に
よ
っ
て
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 

公
私
共
同
経
営
企
業
（gem

ischtw
irtschaftliche U

nternehm
en

）
の
基
本
権
拘
束
は
、
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
重
要
論
点
の
一
つ

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
紹
介
・
検
討
し
た
論
文
と
し
て
、
石
村
修
『
基
本
権
の
展

開
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
七
年
）
四
六
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
人
権
（
基
本
権
）
と
私
法
上
の
公
的
主
体
─
混
合
企
業
へ
の
人
権
適
用
─
」
法
学
新

報
一
二
〇
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
頁
以
下
）
が
あ
る
。

（
9
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – １ B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 5.

（
10
） 

R
om

an
 H

erzog, in: T
heodor M

aunz/G
ünter D

ürig, K
om

m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 8 (L
fg. 26 1987) R

n. 78.

（
11
） B

V
erw

G
E

 91, 135 (138 f.). 

連
邦
通
常
裁
判
所
も
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
上
記
判
決
を
引
用
し
て
、
集
会
場
所
に
関
す
る
決
定
は
、
集
会
場

所
に
関
す
る
法
的
利
用
権
限
を
前
提
と
し
て
お
り
、
一
般
法
原
則
に
よ
っ
て
は
存
在
し
な
い
利
用
権
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る

（N
JW

 2006, S
. 1054 ff. (1055); B

G
H

, U
rteil vom

 20. Januar 2006 – V
 Z

R
 134/05–, juris, R

n. 14

）。

（
12
） 

O
tto D

epen
h

eu
er, in: T

heodor M
aunz/G

ünter D
ürig, K

om
m

entar zum
 G

rundgesetz, A
rt. 8 (L

fg. 48 2006) R
n. 63. 

（
三
三
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
〇
二

（
13
） 

A
lfred

 D
ietel/

K
u

rt G
in

zel/
M

ich
ael K

n
isel, D

em
onstrations- und V

ersam
m

lungsfreiheit, 14. A
ufl., 2005, S

. 42/R
n. 52.

（
14
） 

B
ern

d
 H

olzn
agel, E

rosion dem
okratischer Ö

ffentlichkeit?, V
V

D
S

tR
L

 68, 2009, S
. 381 (390 f.). 

本
文
で
述
べ
た
解
釈
と
同
じ

趣
旨
の
解
釈
を
採
る
学
説
と
し
て
、M

ich
ael K

n
iesel, in: H

ans L
isken/E

rhard D
enninger (H

rsg.), H
andbuch des P

olizeirechts, 3. 

A
ufl., 2001, S

. 620 f./H
 R

n. 53; F
lorian

 von
 A

lem
an

n
/

F
abian

 S
ch

effczyk, A
ktuelle F

ragen der G
estaltungsfreiheit von 

V
ersam

m
lungen, JA

 2013, S
. 407 (408)

が
あ
る
。

（
15
） 

A
rbeitskreis V

ersam
m

lu
n

gsrech
t, M

usterentw
urf eines V

ersam
m

lungsgesetzes (M
E

 V
ersG

), 2010. 

以
下
、
同
書
の
引
用
は
、

本
文
中
に
同
書
の
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
な
お
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、C

hristoph E
nders, W

olfgang 

H
offm

ann-R
iem

, R
alf P

oscher, M
ichael K

niesel, H
elm

uth S
chulze-F

ielitz

の
五
名
で
あ
り
、
協
力
者
と
し
てM

athias H
ong

の
名
前
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

W
olfram

 H
öfl

in
g/

G
esin

e K
roh

n
e, V

ersam
m

lungsrecht in B
ew

egung, JA
 2012, S

. 734 (739)

は
、
一
般
的
通
行
に
開
放
さ
れ
て

い
る
私
有
の
屋
根
付
き
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、C

entro

に
加
え
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
に
あ
る
ソ
ニ
ー
・
セ
ン
タ
ー
を

挙
げ
て
い
る
。

（
17
） 

A
n

d
reas G

orn
ik, D

ie B
indung der B

etreiber öffentlicher R
äum

e an die K
om

m
unikationsgrundrechte, 2017, S

. 393 ff.,

（401

）

は
、
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
模
範
草
案
二
一
条
を
検
討
し
、
同
草
案
に
よ
っ
て
「
高
権
的
に
公
共
物
指
定
さ
れ
た
空
間
」
に
固
執
し
な
い
で
「
実
際

上
の
公
共
性
」
と
関
係
付
け
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
公
共
性
が
創
出
さ
れ
た
場
合
の
所
有
権
と
そ
の
社
会
的
拘
束
に
対
す
る
硬
直
化
し
て
い

な
い
新
た
な
見
方
が
他
の
基
本
権
に
と
っ
て
手
本
と
し
て
役
立
ち
、
公
共
空
間
の
法
を
公
物
法
の
限
界
か
ら
解
放
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。

（
18
） 

W
olf-R

ü
d

iger S
ch

en
ke, D

er S
chutzbereich des A

rt. ８ G
G

, in : D
irk H

anschel/S
ebastian G

raf K
ielm

ansegg/U
w

e K
ischel/

C
hristian K

oenig/R
alph A

lexander L
orz (H

rsg.), M
ensch und R

echt F
estschrift für E

ibe R
iedel zum

 70. G
eburtstag, 2013,  

S
. 473 (489 f.).

（
19
） 

S
ch

en
ke, a. a. O

 (F
n. 18), S

. 491.

（
20
） 

W
olfgan

g H
offm

an
n

-R
iem

, V
ersam

m
lungsfreiheit, in: D

etlef M
erten/H

ans-Jürgen P
apier, H

andbuch der G
rundrechte in 

（
三
三
八
）



私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
（
岡
田
）

二
〇
三

D
eutschland und E

uropa, B
d. Ⅳ

, §
106 R

n. 85.
（
21
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – 1 B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 5.

（
22
） 

M
ich

a
el S

a
ch

s, G
rundrechte:A

usstrahlung der V
ersam

m
lungsfreiheit auf die zivilrechtlichen G

rundlagen der 

E
igentüm

erbefugnisse, JuS
 2015, S

. 954 (955)

は
、
公
衆
の
通
行
に
開
放
さ
れ
た
土
地
の
私
的
所
有
者
の
権
限
に
対
す
る
集
会
の
自
由
の
間

接
効
力
を
確
立
し
た
点
に
一
五
年
部
会
決
定
の
意
義
を
見
出
す
。

（
23
） 

C
h

ristoph
 S

m
ets, S

taatsgleiche G
rundrechtsbindung P

rivater aus F
unktionsnachfolge?, N

V
w

Z
 2016, S

. 35 ff.

は
、
本
文
に

お
い
て
一
五
年
部
会
決
定
の
意
義
と
述
べ
た
点
を
同
決
定
の
欠
点
と
見
る
。
同
論
文
は
、
一
五
年
部
会
決
定
は
、「
機
能
承
継
に
基
づ
く
私
人
の
国

家
同
等
の
基
本
権
拘
束
」
と
い
う
新
た
な
基
本
権
拘
束
の
類
型
を
創
出
し
た
と
分
析
し
た
（S

. 35

）
上
で
、
同
決
定
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
理
論
を
完
全
な
私
人
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
第
三
者
効
力
の
拡
大
、
所
有
権
の
価
値
の
低
下
、
さ
ら
に
は
、
私
有
地
が

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
国
家
と
同
等
の
拘
束
を
受
け
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
法
的
不
安
定
性
を
も
た
ら
す
と
批
判
す
る
（S

. 37 

f.

）。
集
会
の
自
由
の
最
大
化
は
、
原
理
的
に
同
価
値
的
で
あ
り
、「
純
粋
な
」
私
的
所
有
権
の
場
合
に
は
む
し
ろ
優
位
す
る
所
有
権
と
対
立
す
る
。

こ
の
同
等
性
は
、
間
接
的
第
三
者
効
力
の
拡
張
的
運
用
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
基
本
権
を
有
す
る
私
人
と
基
本
権
に
拘
束
さ
れ
る
国

家
と
い
う
原
理
的
区
別
は
、
集
会
の
自
由
に
有
利
な
私
的
所
有
権
の
制
限
と
い
っ
た
問
題
は
立
法
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る

（S
. 38

）。

（
24
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – 1 B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 6.

（
25
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – 1 B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 7.

（
26
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – 1 B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 7.

（
27
） 

仮
命
令
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
畑
尻
剛
・
工
藤
達
朗
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
［
第
二
版
］』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
五
頁

以
下
（
畑
尻
剛
）
を
参
照
。
衡
量
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
書
二
一
九
頁
以
下
に
説
明
が
あ
る
。

（
28
） 

H
artm

u
t B

ren
n

eisen
/

C
h

istian
 A

rn
d

t, V
ersam

m
lungen auf privaten F

lächen im
 L

ichte der aktuellen R
echtsprechung, 

N
ordÖ

R
 2016, S

. 269 (274)

は
、
ラ
ン
ト
の
立
法
者
は
判
例
を
受
け
入
れ
、
規
範
の
明
確
性
の
た
め
に
私
有
地
で
行
わ
れ
る
集
会
に
関
す
る
統

（
三
三
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
〇
四

一
的
な
ル
ー
ル
を
創
出
す
る
こ
と
が
「
望
ま
し
い
」
と
説
い
て
い
る
。

（
29
） 

R
olf S

ch
m

id
t, G

rundrechte, 21. A
ufl., 2017, S

. 299 f. /R
n. 617d

は
、
土
地
所
有
者
が
自
己
の
土
地
を
公
衆
の
通
行
に
一
般
的
に
開

放
し
た
場
合
に
お
い
て
、
集
会
か
ら
施
設
の
安
全
及
び
機
能
遂
行
能
力
に
対
す
る
危
険
が
生
じ
な
い
と
き
は
、
基
本
法
八
条
一
項
と
結
び
付
い
た
民

法
一
〇
〇
四
条
二
項
に
基
づ
く
受
忍
義
務
が
生
じ
る
と
主
張
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
五
年
部
会
決
定
に
お
い
て
、
自
説
に
「
近
づ
い
た
」
と

分
析
し
て
い
る
（R

olf S
ch

m
id

t, P
olizei- und O

rdnungsrecht, 18. A
ufl., 2016, S

. 388 f. /R
n. 1058

に
も
同
じ
記
述
が
あ
る
。）。
こ
の
説

に
お
い
て
示
さ
れ
た
判
断
枠
組
み
は
、
比
較
衡
量
の
基
準
よ
り
も
集
会
の
自
由
に
有
利
な
基
準
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
30
） B

V
erfG

E
 128, 226 (251).

（
31
） B

V
erfG

E
 128, 226 (252).

（
32
） 

本
文
の
論
述
は
、M

aria S
ch

arlau, S
chutz von V

ersam
m

lungen auf privatem
 G

rund, 2018, S
. 240 f.

の
論
述
を
参
考
に
し
た
。

（
33
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – １ B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 9.

（
34
） 

H
en

n
in

g W
en

d
t, R

echt zur V
ersam

m
lung auf frem

dem
 E

igentum
?, N

V
w

Z
 2012, S

. 606 (610). 

な
お
、M

ax Joite, Ö
ffentlicher 

R
aum

 im
 B

ereich privaten E
igentum

s, B
ucerius L

aw
 Journal 3, 2011, S

. 100 (105)

は
、
ヴ
ェ
ン
ト
の
見
解
と
類
似
し
た
見
解
を
示
し

て
い
る
。
同
論
文
に
よ
る
と
、
集
会
が
著
し
い
不
利
益
を
被
る
こ
と
な
く
公
道
又
は
公
有
地
に
移
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
こ
れ
は
、

私
人
に
場
所
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
比
し
て
、
所
有
権
を
よ
り
制
約
し
な
い
手
段
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
主
催
者
の
追
求
し
て
い
る
集
会
場
所
の
拒

否
は
、
比
例
性
を
失
し
た
解
決
策
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
集
会
の
内
容
と
集
会
場
所
と
の
内
容
的
関
連
性
は
場
所
の
選
択
の
自
由
を
強
化
す
る

の
で
、
こ
の
結
び
付
き
は
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
35
） 

W
en

d
t, a. a. O

 (F
n. 34), S

. 608.

（
36
） 

W
en

d
t, a. a. O

 (F
n. 34), S

. 608.

（
37
） 

S
ch

u
len

berg, a. a. O
 (F

n. 5), S
. 58 f.

（
38
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – １ B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 9.

（
39
） 

S
ch

u
len

berg, a. a. O
 (F

n. 5), S
. 59.

（
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五

（
40
） B

V
erfG

E
 128, 226 (249 f.).

（
41
） B

V
erfG

, E
instw

eilige A
nordnung vom

 18. Juli 2015 – １ B
vQ

 25/15 –, juris, R
n. 6.

（
42
） 

In
o A

u
gsberg/

S
teffen

 A
u

gsberg/
T

h
om

as S
ch

w
aben

bau
er, K

lausurtraining V
erfassungsrecht, 2. A

ufl., 2016

は
、
学
生
向

け
の
司
法
試
験
対
策
演
習
書
で
あ
る
が
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
例
九
「“B

usiness Im
provem

ent D
istrict “

に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」

（S
. 238 ff.

）
は
、「
私
人
が
伝
統
に
国
家
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
き
た
機
能
を
引
き
受
け
た
」
ケ
ー
ス
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
例
九
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。
Ｘ
州
は
、
市
中
心
部
に
お
け
る
商
業
利
用
を
改
善
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
を
制

定
し
た
。
法
四
条
に
基
づ
き
、
Ｘ
州
の
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
に
よ
り
、
市
中
心
部
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
商
業
改
善
地
区
（B

usiness 

Im
provem

ent D
istricts

）
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
業
改
善
地
区
に
指
定
さ
れ
る
と
、
同
地
区
の
土
地
所
有
者
は
、
一
定
の
期
間
、
道
路

清
掃
と
い
っ
た
環
境
改
善
の
た
め
の
措
置
に
加
え
て
、
例
え
ば
歩
道
の
維
持
補
修
及
び
改
修
に
関
連
す
る
建
築
上
の
措
置
の
た
め
に
費
用
を
負
担
す

る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
市
は
、
同
法
五
条
一
項
に
基
づ
き
、
条
例
に
よ
り
、
私
的
土
地
所
有
者
に
当
該
商
業
改
善
地
区
に
あ
る
道
路

の
一
般
使
用
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
私
的
運
営
者
団
体
が
設
立
さ
れ
、
同
団
体
が
こ
の
地
区
の
利
用

規
程
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
法
五
条
二
項
に
基
づ
き
、
利
用
規
程
は
、
一
般
の
人
々
に
よ
る
道
路
の
使
用
が
引
き
続
き
保
障
さ
れ
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｓ
市
は
、
歩
行
者
専
用
区
域
と
し
て
整
備
さ
れ
た
中
央
商
店
街
（
Ｋ
通
り
）
を
商
業
改
善
地
区
に
指
定
す
る
こ

と
と
し
、
同
地
区
の
土
地
所
有
者
と
事
前
の
話
し
合
い
を
始
め
た
。
土
地
所
有
者
は
、
計
画
に
賛
成
し
、
法
律
の
規
定
に
従
っ
て
運
営
者
団
体
を
設

立
し
た
。
運
営
者
団
体
の
定
め
た
利
用
規
程
四
条
に
よ
る
と
、
Ｋ
通
り
に
お
け
る
デ
モ
行
進
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ビ
ラ
な
ど
の
配
布

は
、
商
業
上
の
通
行
が
実
際
に
妨
げ
ら
れ
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
Ｓ
市
は
、
Ｋ
通
り
を
商
業
改
善
地
区
に
指

定
し
、
一
般
使
用
を
運
営
者
団
体
に
委
ね
る
条
例
を
制
定
し
た
。
Ｓ
市
の
市
民
で
あ
る
Ｂ
は
、
商
業
改
善
地
区
の
設
立
は
「
公
益
の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー

ル
」
と
結
び
付
い
て
い
る
と
考
え
、
不
信
感
を
も
っ
て
事
態
を
観
察
し
て
き
た
。
Ｂ
は
、
二
〇
人
の
同
志
と
と
も
に
商
業
改
善
地
区
の
設
立
に
公
の

場
で
抗
議
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ
は
、
市
民
運
動
を
し
て
い
る
仲
間
と
と
も
に
、
商
業
改
善
地
区
の
設
立
後
の
第
一
土
曜
日
に
、
ホ
イ
ッ

ス
ル
と
横
断
幕
を
も
っ
て
Ｋ
通
り
に
入
り
、
そ
こ
で
公
共
空
間
の
私
有
化
に
反
対
す
る
示
威
運
動
と
Ｋ
通
り
を
商
業
改
善
地
区
に
指
定
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
署
名
活
動
を
行
っ
た
。
運
営
者
団
体
の
理
事
会
は
、
商
業
上
の
通
行
を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
の
種
の
行
事
は
、
利
用
規
則
に
反
し
、
私
有

（
三
四
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
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六

地
に
お
い
て
は
許
さ
れ
な
い
と
宣
言
し
た
。
デ
モ
参
加
者
が
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
、
運
営
者
団
体
は
、
デ
モ
参
加
者
に
「
広
場
へ
の
立
入
禁

止
」
を
発
し
、
民
間
の
警
備
員
に
よ
っ
て
デ
モ
参
加
者
を
商
業
改
善
地
区
の
敷
地
か
ら
退
去
さ
せ
た
。
Ｂ
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
基
本
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
主
張
し
、
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
敗
訴
し
た
。
裁
判
所
は
、
①
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
区
に
関
し
て
立
入
請
求
権
は
存
在
し
な
い
、 

②
Ｂ
が
商
業
改
善
地
区
の
民
間
事
業
者
に
対
し
て
自
己
の
基
本
権
を
援
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
未
解
決
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
少
な
く

と
も
、
商
店
の
所
有
者
の
経
済
的
利
益
が
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、
Ｋ
通
り
に
お
い
て
行
事
を
行
う
Ｂ
の
利
益
に
優
越
す
る
も
の
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
、
③
Ｓ
市
に
お
い
て
は
、
Ｋ
通
り
以
外
に
も
数
多
く
の
公
道
が
あ
り
、
Ｂ
は
そ
こ
で
デ
モ
行
進
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
。

Ｂ
は
、
こ
の
判
決
も
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
自
己
の
権
利
の
侵
害
で
あ
る
と
考
え
、
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

こ
の
事
例
問
題
に
つ
い
て
、
大
要
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（
訴
訟
要
件
、
判
決
に
対
す
る
憲
法
異
議
に
お
け
る
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
審
査
の
範
囲
な
ど
の
一
般
的
解
説
は
除
く
。）。
運
営
者
団
体
は
、
道
路
に
つ
い
て
の
基
盤
整
備
責
任
の
引
き
受
け
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
国
家

が
行
っ
て
い
た
任
務
を
行
使
し
て
い
る
が
、
国
の
行
政
機
構
の
一
体
的
構
成
要
素
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
集
会
の
自
由
が
法
律
の
解
釈
の
枠
内

に
お
い
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
基
本
権
の
拘
束
力
は
間
接
的
に
の
み
存
在
す
る
（
運
営
者
団
体
の
直

接
的
基
本
権
拘
束
は
否
定
さ
れ
る
。）。
本
件
に
お
い
て
は
、
国
家
が
、
も
と
も
と
自
ら
直
接
に
行
使
し
て
い
た
任
務
領
域
を
（
部
分
的
）
私
有
化
に

よ
っ
て
民
間
企
業
に
移
譲
し
た
場
合
は
、
こ
の
こ
と
が
基
本
権
の
空
洞
化
の
密
か
な
進
行
を
招
来
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
論
証
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
任
務
の
移
譲
は
、
引
き
続
き
市
民
が
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
利
益
を
適
切
に
行
使
で
き
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

衆
が
自
由
に
立
入
り
で
き
る
広
場
に
お
い
て
集
会
を
行
う
可
能
性
は
、
た
と
え
こ
の
広
場
が
現
在
は
民
間
企
業
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
し
て

も
、
上
記
の
利
益
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
基
本
権
は
私
法
関
係
に
お
い
て
も
他
の
私
人
に
対
す
る
主
観
的
権
利
を
成
立
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。
法
五
条
二
項
に
よ
る
と
、
私
的
運
営
者
団
体
の
利
用
規
程
は
、
一
般
の
人
々
に
よ
る
道
路
の
使
用
が
引
き
続
き
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
法
の
目
的
に
よ
る
と
、
公
衆
が
出
入
り
で
き
る
場
所
の
使
用
に
関
し
て
、
私
有
化
の
前
後
で
実
質
的
な
違

い
は
存
在
し
て
は
な
ら
ず
、
公
道
及
び
公
共
の
広
場
の
伝
統
的
一
般
使
用
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
一
般
使
用
も
含
ま
れ
る
こ
と
は
一
般
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
一
般
使
用
に
は
、
集
会
の
権
利
も
含
ま
れ
る
。
法
律
上
の
規
定
は
、
基
本
法
の
基
準
に
適

合
す
る
読
み
方
を
す
る
と
、
私
有
化
の
実
施
後
も
一
般
の
人
々
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
一
般
使
用
を
保
障
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
基
本

（
三
四
二
）
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二
〇
七

法
に
照
ら
し
て
、
法
律
上
の
規
定
は
、
私
的
事
業
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
集
会
の
自
由
の
十
分
な
考
慮
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
民
法
上
の
差
止
請
求
権
の
存
否
は
基
本
権
保
護
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
民
事
裁
判
所

の
判
決
が
、
基
本
権
地
位
の
誤
っ
た
考
慮
に
基
づ
く
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
運
営
者
団
体
の
経
済
的
利
益
の
重

要
性
を
適
切
に
強
調
す
る
と
と
も
に
、
Ｂ
が
集
会
を
実
施
す
る
た
め
に
他
の
公
共
空
間
を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

Ｂ
の
不
利
益
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
Ｂ
の
抗
議
目
的
に
と
っ
て
、B

usiness Im
provem

ent D
istricts

に
反
対
す
る
デ
モ
行
進
を
新
設
さ
れ
た
商
業
改
善
地
区
の
す
ぐ
近
く
で
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
。
デ
モ
行
進
を
ま

さ
に
選
択
し
た
場
所
で
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
集
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
─
そ
れ
自
体
と
し
て
基
本
法
八
条
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
て
い
る
─
に
と
っ
て
決
し
て
些
末
な
事
柄
で
は
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
考
慮
せ
ず
、
こ
の
点
に
お
い

て
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
誤
っ
て
確
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
判
決
を
下
す
過
程
で
、
憲
法
上
批
判
さ
れ
る
仕
方
で
集
会
の
自
由

の
射
程
範
囲
と
重
要
性
を
見
誤
り
、
Ｂ
の
基
本
権
地
位
を
侵
害
し
た
。
従
っ
て
、
憲
法
異
議
の
訴
え
に
は
理
由
が
あ
る
。

（
43
） 

C
lau

s D
ieter C

lassen, S
taatsrecht Ⅱ

, 2018, S
. 165/R

n. 10/75. 

ク
ラ
ッ
セ
ン
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
伝
統
的
に
国
家
に
よ
っ
て

行
使
さ
れ
て
き
た
任
務
の
引
き
受
け
も
私
人
の
特
別
の
責
任
を
根
拠
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

伝
統
的
に
国
家
が
遂
行
し
て
き
た
任
務
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
私
人
の
責
任
を
根
拠
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、
個
人
と
国
家
の
関

係
を
逆
転
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
（C

lassen, a. a. O
 (F

n. 43), S
. 99/R

n. ６/39

）。

（
44
） 

S
ch

u
len

berg, a. a. O
 (F

n. 5), S
. 59; S

ch
arlau, a. a. O

 (F
n. 32), S

. 242.

（
45
） 

私
有
地
に
お
け
る
「
集
会
の
自
由
」
に
関
連
し
て
、
私
有
地
に
お
け
る
「
表
現
の
自
由
」
の
問
題
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
石
埼
学
「
表
現
の
自
由
と
駅
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
四
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
二
四
頁
以
下
、
中
川
律
「
駅
前
の
表
現
の
自
由
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
七
四
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
四
三
頁
以
下
、
同
「
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
街
宣
活
動
事
件
」
阪
口
ほ
か
編
・
前
掲
注（
２
）二
三
五
頁
以
下
、
成
澤

孝
人
「
駅
前
広
場
に
お
け
る
ビ
ラ
配
り
と
鉄
道
会
社
の
規
制
権
限
」
新
・
判
例
解
説
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
一
六
号
二
七
頁
以
下
に
よ
っ
て
す
で
に
検
討
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。

（
三
四
三
）





英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
〇
九

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、
米
国The Accountable Capitalism

 
A

ct
に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務

─
株
主
主
権
の
変
容
、
買
収
防
衛
策
の
司
法
判
断
基
準
の
接
点

─

藤
　
　
川
　
　
信
　
　
夫

一
．
問
題
意
識

二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

論
　
説

（
三
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
〇

五�

．
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T

he�A
ccountable�C

apitalism
�A

ct

、eB
ay�D

om
estic�

H
oldings

判
決
─

六�

．
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

七
．
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
展
望
に
向
け
て
─
ま
と
め
を
か
ね
て
─

一
．
問
題
意
識

１
．
本
原
稿
は
、
英
国
や
米
国
に
お
け
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
に
動
き
に
焦
点
を
当
て
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
改
訂
、

米
国
の
企
業
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
司
法
判
断
基
準
な
ど
近
年
の
判
例
も
加
え
て
比
較
法
的
に
考
察
を
行
い
、
世
界
的
な
収
斂
化
の
傾
向

を
探
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
米
国
、
英
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
従
来
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
が
、
近
年
共
通
し

て
新
た
な
視
点
か
ら
企
業
価
値
向
上
に
向
け
取
締
役
会
の
責
任
、
変
容
す
る
株
主
主
権
等
に
各
々
対
応
せ
ん
と
し
て
い
る
。
異
な
る
法
秩

序
形
成
や
制
度
改
革
手
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
司
法
判
断
基
準
を
交
え
て
考
察
し
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
つ
い
て
俯
瞰
を
得
ん
と
す
る
。

２
．
日
本
で
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
以
来
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
環
と
し
て
機
関
投
資
家
に
対
し
て
企
業
と
の
対
話
を
行
い
、

中
長
期
的
視
点
か
ら
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
を
求
め
る
投
資
原
則
と
し
て
二
〇
一
四
年
二
月
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
上
場
企
業
に
対
し
て
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
株
主
、
従
業
員
、
顧
客
、
取
引
先
、

地
域
社
会
等
）
と
適
切
に
協
働
し
つ
つ
実
効
的
な
経
営
戦
略
に
よ
り
中
長
期
的
収
益
力
の
改
善
を
図
る
行
動
原
則
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

（
三
四
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
一

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
以
下
、「
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
」
と
い
う
）
が
策
定
さ
れ
た
（
二
〇
一
五
年
六
月
適
用
開
始

（
１
））。

３
．
日
本
版
コ
ー
ド
が
範
と
す
る
英
国
の
二
つ
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
改
訂
あ
る
い
は
改
訂
に
向
け
た
動
き
が
出
さ
れ
、
英
国

二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
た
め
の
取
締
役
の
義
務
（D

uty�to�prom
ote�the�success�of�the�com

pany

）

を
基
礎
と
す
る
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
に
あ
る
と
も
思
料
さ
れ
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
に
よ
り
株
主

第
一
主
義
を
標
榜
し
て
き
た
米
国
に
お
い
て
も
、
民
主
党
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
か
らT

he�A
ccountable�C

apitalism
�A

ct

（
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
）
が
出
さ
れ
、
米
国
社
会
に
お
い
て
拡
大
す
る
経
済
的
格
差
・
不
平
等
を
克
服
す
べ
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
利
益
に
配
慮
し
た
経
営
を
求
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
通
じ
て
資
本
主
義
の
機
能
不
全
を
解
決
せ
ん
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
民
間

ベ
ー
ス
な
が
ら
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
策
定
も
進
め
ら
れ
る
。
両
国
と
も
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
至
上
目
標
に
据
え
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
も
平
仄
が
取
れ
る
内
容
と
い
え
よ
う
。
欧
米
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
不
正
会
計
な

ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
方
向
転
換
を
図
る
過
程
に
あ
る
。
ま
た
米
国
で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
、
支

配
株
主
等
に
か
か
る
司
法
判
断
が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
関
す
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
適
用
、
株
主
の
忠
実
義
務
等
を
含

め
議
論
が
交
錯
す
る
状
況
下
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
取
締
役
の
対
株
主
責
任
の
み
な
ら
ず
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
責
任
に
か
か
る

考
察
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
英
国
や
米
国
に
お
け
る
企
業
価
値
向
上
を
共
通
項
と
す
る
新
し
い
動
き
に
焦
点
を
当
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
英
国
な
ら
び
に
米
国
に
お
け
る
最
新
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
含
む
法

制
度
の
在
り
方
、
更
に
は
司
法
判
断
等
に
焦
点
を
当
て
て
包
括
的
に
考
察
を
進
め
、
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
制
度
改
革
の
展
望
を
図
り
た
い
。

（
三
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
二

二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

１
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
と
問
題
意
識

（
１
）　
英
国
の
二
つ
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
改
訂
の
動
き
が
出
さ
れ
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る

た
め
の
取
締
役
の
義
務
を
基
礎
と
し
た
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、
三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題
の
順
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
）　
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

二
〇
一
八
年
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
に
対
し
て
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、
戦
略
と
企
業
価
値
の

整
合
・
維
持
な
ら
び
に
企
業
文
化
創
造
、
専
門
性
と
多
様
性
を
備
え
た
取
締
役
会
の
刷
新
と
後
継
者
育
成
計
画
、
報
酬
委
員
会
に
お
け
る

従
業
員
報
酬
や
関
連
ポ
リ
シ
ー
の
考
慮
等
を
求
め
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
、
後
継
者
計
画
策
定
と
監
督
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
員
報
酬
、
任
意
の
諮
問
型
委
員
会
、
取
締
役
会
構
成
の
項

目
に
お
け
る
開
示
な
ら
び
に
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
二
〇
一
八
年
改
訂
後
も
な
お
抱
え
る
課
題
と
し
て
示
唆
を
受
け

る
べ
き
内
容
と
思
料
さ
れ
る
。
特
に
取
締
役
会
議
長
と
独
立
・
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
分
担
な
ど
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
も
参
照

さ
れ
よ
う
。

我
が
国
の
場
合
、
公
開
会
社
法
を
有
さ
ず
、
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
補
完
と
合
わ
せ
、
上
場
規
則
で
あ
る
日
本
版
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
よ
っ
て

上
場
企
業
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
付
け
を
進
め
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
会
社
法
と
は
分
断
し
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
で
英
国
で
は
、

二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
非
上
場
企
業
へ
の
コ
ー
ド
適
用
拡
大
、
従
業
員
・
顧
客
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー

（
三
四
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
三

ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
リ
ス
ク
等
を
含
む
戦
略
報
告
書
策
定
の
関
連
が
示
さ
れ
、
会
社
の
成
功
促
進
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
考
慮
義
務
を
規

定
す
る
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
質
的
義
務
化
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）　
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

二
〇
一
八
年
二
月
末
に
か
け
て
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
改
訂
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
背
景
の
一
つ
に
は
、
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
改
正
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
議
決
権
行
使
助
言

会
社
の
透
明
性
の
向
上
の
た
め
の
規
制
導
入
と
国
内
法
整
備
を
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
で
は
コ
ー
ド
の
見
直
し
と
適
用
範
囲
拡
大
な
ら
び
に
一
部
はC

om
ply�or�E

xplain

か
ら
脱
却
しA

pply�and�

E
xplain

へ
と
コ
ー
ド
適
用
の
実
質
化
が
進
め
ら
れ
る
。
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ

び
議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
含
む
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
く
対
象
と
す
る
他
、
実
効
的
な
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
推
進
、
利
益
相
反
管
理
方
針
の
開
示
と
行
動
規
範
策
定
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
組
織
目
的
等
の
設
定
な
ら
び
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
の
同
質
化
が
窺
え
、
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
至
上
課
題
と
す
る
こ
と
が
一
層
明
確
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
年
金
基
金
に
対
す
る
実
質
的
な
義
務
化
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
今
後
の
改
訂
に
も
影
響
を
与
え
る
項
目

と
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

２
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
改
訂
の
構
成

F
inancial�R

eporting�C
ouncil

（
英
国
財
務
報
告
評
議
会�

Ｆ
Ｒ
Ｃ
）
は
二
〇
一
八
年
七
月
一
六
日
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
（A

�U
K
�C

orporate�G
overnance�C

ode

（
以
下
、「
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
」
と
い
う
）
の
改
訂
版
を
公
表
し
た
。
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

（
三
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
四

以
降
開
始
の
会
計
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。

構
成
を
み
る
と
五
章
か
ら
な
り
、
各
章
は
各
々P

rinciples

（
一
八
項
目
、
原
則
）、P

rovisions

（
四
一
項
目
、
条
項
（
各
則
））
の
二
段

階
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
比
較
し
て
、P

rinciples

は
基
本
原
則
、P

rovisions

は
原
則
に
相
当
し
、
補
助
原
則
に
当

た
る
部
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
前
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
はM

ain�P
rinciples

（
一
八
項
目
）、S

upporting�P
rinciples

（
一
二
項
目
）、C

ode�

P
rovisions

（
五
五
項
目
）
の
三
段
階
構
成
で
あ
っ
た
が
、
改
訂
に
よ
り
項
目
数
も
簡
略
化
さ
れ
た
。
五
つ
の
章
は
、
一
．B

oard�

L
eadership�and�C

om
pany�P

urpose

（
取
締
役
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
会
社
の
目
的
）、
二
．D

ivision�of�R
esponsibilities

（
責
任
の
分

担
）、
三
．C

om
position,�S

uccession�and�E
valuation

（
構
成
、
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
評
価
）、
四
．A

udit,�R
isk�and�Internal�C

ontrol

（
監
査
、
リ
ス
ク
、
内
部
統
制
）、
五
．R

em
uneration

（
報
酬
）
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
各
原
則
の
適
用
（apply

）
を
義

務
付
け
、
各
条
項
は
原
則
の
実
現
手
段
と
し
（C

om
ply�or�E

xplain

）、
条
項
が
規
定
す
る
実
務
レ
ベ
ル
で
は
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
。
我
が

国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
形
式
か
ら
実
質
を
目
指
す
も
の
と
し
て
二
〇
一
八
年
六
月
改
訂
に
よ
っ
て
項
目
数
が
増
え
て
精
緻
さ
を
加
え
つ
つ
あ
る
こ
と

と
逆
方
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
は
必
ず
し
も
詳
細
な
内
容
を
規
定
せ
ず
、
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
内
容
を
委
ね
た
部
分
も
多
い
と

思
料
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
版
を
嚆
矢
と
す
る
従
前
の
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
役
割
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
点
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
内
容
自
体
で
は
全
般
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
姿
勢
が
窺
え
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
の
入
り
交
じ
っ
た
改
革
時
期
と
も
い

え
る
（
私
見
）。

３
．
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
と
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
示
唆

（
１
）　
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
改
訂
の
要
諦

英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
の
根
幹
を
纏
め
る
と
、（
ａ
）
取
締
役
会
に
対
し
て
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
求
め
る
。（
ｂ
）
取

（
三
五
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
五

締
役
会
に
戦
略
と
企
業
価
値
を
整
合
さ
せ
る
企
業
文
化
の
創
造
、
長
期
間
に
亘
り
企
業
価
値
が
維
持
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
を

求
め
る
。（
ｃ
）
能
力
、
経
験
を
有
し
、
建
設
的
な
課
題
認
識
を
持
つ
適
切
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
多
様
性
推
進
の
た
め
に
取
締
役

会
の
刷
新
と
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
継
者
育
成
）
計
画
着
手
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。（
ｄ
）
報
酬
委
員
会
は
取
締
役
報
酬
を
決
定
す
る

に
際
し
て
、
従
業
員
報
酬
や
関
連
ポ
リ
シ
ー
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
改
訂
に
よ
り
コ
ー
ド
はshorter�and�sharper

（
よ
り
簡
潔
か
つ
よ
り
明
確
）
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
遵
守
の
困
難
さ
は
逆
に
上
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
る

（
３
）

。

①
従
業
員
の
経
営
関
与

　
条
項
三
で
は
、
取
締
役
会
は
労
働
者
（w

orkforce

）
の
意
向
を
収
集
す
る
方
法
を
確
立
す
べ
き
と
す
る
。
メ

イ
首
相
は
労
働
者
代
表
の
取
締
役
選
任
を
法
制
化
す
る
と
公
約
し
て
い
た
た
が
、
任
意
の
選
択
肢
と
し
て
示
さ
れ
た
に
留
ま
る
。
②
取
締

役
の
責
務
に
関
す
る
開
示
条
項
四
で
は
、
取
締
役
会
は
労
働
者
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
の
状
況
や
会
社
法
一
七
二
条
に

関
す
る
考
慮
要
素
が
取
締
役
会
の
意
思
決
定
に
い
か
に
影
響
し
た
か
を
説
明
す
べ
き
と
す
る
。
③
株
主
総
会
に
お
け
る
反
対
票
の
考
慮
条

項
六
で
は
、
株
主
総
会
議
案
に
二
〇
％
超
の
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
た
場
合
、
株
主
に
理
由
を
調
査
す
る
た
め
に
い
か
な
る
行
動
を
と
る
か

を
説
明
す
べ
き
と
す
る
。
④
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
原
則
Ｊ
で
は
、
経
営
幹
部
の
任
命
に
当
た
り
性
別
、
社
会
、
民
族
的
背
景
、
知
識
、
経
験

等
個
人
的
長
所
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
る
べ
き
と
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
一
層
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。
条
項
二
三
で
は
、
年
次

報
告
書
に
経
営
幹
部
の
性
別
比
率
に
関
す
る
記
載
を
求
め
、
プ
ロ
セ
ス
の
適
正
化
の
み
な
ら
ず
、
結
果
の
開
示
も
求
め
て
い
る
。
⑤
取
締

役
会
の
実
効
性
評
価
条
項
二
一
で
は
、
取
締
役
会
実
効
性
評
価
を
毎
年
行
う
べ
き
で
、
三
年
毎
に
外
部
機
関
を
利
用
す
べ
き
と
し
、
全
企

業
に
外
部
評
価
を
求
め
て
い
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
で
は
外
部
評
価
の
要
件
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
務
で
は
自
社
内
評
価
、
外
部
評

価
、
外
部
評
価
か
つ
個
別
取
締
役
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
概
ね
三
段
階
に
分
け
て
取
締
役
会
評
価
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
⑥
報
酬
委
員
会
委
員
長

の
経
験
要
件
条
項
三
二
で
は
、
報
酬
委
員
会
委
員
長
は
就
任
前
に
報
酬
委
員
を
一
二
カ
月
以
上
経
験
す
べ
き
と
す
る
。
監
査
委
員
会
や
指

（
三
五
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
六

名
委
員
会
で
は
か
か
る
要
件
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
も
、
株
主
総
会
で
多
数
の
反
対
投
票
を
受
け
た
企
業
の

対
応
策
の
開
示
（
条
項
六
）、
実
効
性
評
価
に
お
け
る
外
部
評
価
導
入
（
条
項
二
一
）
な
ど
は
検
討
課
題
と
な
ろ
う

（
４
）

。

（
２
）　
従
業
員
の
経
営
関
与
、
従
業
員
・
労
働
組
合
と
の
対
話

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
は
従
業
員
の
経
営
関
与
が
注
視
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。
メ
イ
政
権
は
二
〇
一
六
年
発
足
当
初
か
ら
労
働
者
階
級

（ordinary�w
orking�class

）
の
た
め
の
政
治
を
標
榜
し
、
役
員
報
酬
と
取
締
役
会
の
改
革
を
唱
え
、
取
締
役
会
に
従
業
員
の
意
見
が
届
く

シ
ス
テ
ム
と
し
て
三
つ
の
手
法
が
規
定
さ
れ
た
（
条
項
五
）。
取
締
役
会
は
①
従
業
員
代
表
の
取
締
役
招
聘
、
②
従
業
員
に
諮
問
す
る
正
式

会
議
の
設
置
、
③
従
業
員
と
の
対
話
を
担
当
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
配
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
組
合
せ
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
選
択
し
な
い
場
合
は
、
代
替
策
を
実
効
的
で
あ
る
と
す
る
理
由
を
説
明
す
る
。
条
項
五
の
上
位
の
原
則
Ｄ
で
は
、
企
業
が
株

主
お
よ
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
、
取
締
役
会
は
関
係
者
に
対
し
実
効
的
対
話
を
行
う
と
共
に
取
締
役
会
の

参
画
を
働
き
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
主
要
上
場
企
業
の
取
締
役
会
は
一
〇
名
程
度
の
取
締
役
で
構
成
さ
れ
、
約
三
分
の
二
が
非

業
務
執
行
取
締
役
（
社
外
取
締
役
）、
三
分
の
一
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
な
ど
業
務
執
行
取
締
役
と
な
っ
て
い
る
。

①
従
業
員
代
表
の
取
締
役
招
聘
に
つ
い
て
、
従
業
員
を
代
表
し
選
任
さ
れ
た
取
締
役
（
従
業
員
取
締
役
（em

ployee�director

））
が
従
業

員
各
層
、
各
事
業
所
で
同
僚
と
対
話
し
、
現
場
の
取
組
や
課
題
を
理
解
し
て
取
締
役
会
に
従
業
員
の
視
点
（perspective

）
の
移
入
を
図

る
。
ド
イ
ツ
の
監
査
役
会
（supervisory�board

）
に
お
い
て
は
従
業
員
代
表
が
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
シ
ス
テ
ム
を
採
っ
て
い
る
。
従

業
員
取
締
役
は
取
締
役
と
し
て
株
主
に
対
し
特
定
の
法
的
責
任
を
負
う
た
め
、
従
業
員
代
表
の
立
場
と
の
利
益
相
反
が
懸
念
さ
れ
る
。
目

的
が
従
業
員
の
利
害
を
代
表
す
る
こ
と
よ
り
従
業
員
の
目
線
や
評
価
を
取
締
役
会
に
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
取
締
役
会
で
明
確
に

す
れ
ば
両
立
し
う
る
と
の
意
見
も
あ
る

（
６
）

。
②
従
業
員
に
諮
問
す
る
正
式
な
会
議
の
設
置
は
、
産
業
・
職
業
別
労
働
組
合
と
は
別
に
、
自
社

（
三
五
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
七

従
業
員
か
ら
直
接
意
見
や
助
言
を
求
め
る
正
式
な
場
を
設
け
、
取
締
役
会
に
対
し
て
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
各
社

の
実
情
に
則
し
柔
軟
な
設
計
、
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。
③
従
業
員
と
の
対
話
を
担
当
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
配
置
は
、
従
業
員
と
対

話
す
る
役
割
を
付
与
す
る
も
の
で
実
現
可
能
性
が
高
い
選
択
と
な
る
。
従
業
員
担
当
取
締
役
は
従
業
員
、
労
働
組
合
の
対
話
を
通
じ
て
議

論
し
、
満
足
度
調
査
な
ど
に
ア
セ
ク
ス
し
て
従
業
員
の
見
方
や
評
価
を
取
締
役
会
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
利
益
相
反
あ
る
い
は

非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
の
独
立
性
を
失
う
懸
念
も
あ
る
。
英
国
企
業
の
経
営
層
で
は
抵
抗
感
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
我
が

国
で
は
従
業
員
が
取
締
役
に
内
部
昇
進
し
取
締
役
会
の
大
半
を
占
め
る
な
ど
雇
用
慣
行
、
社
会
構
造
の
相
違
が
背
景
に
あ
り
、
従
業
員
に

比
し
株
主
の
位
置
付
け
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
是
正
を
図
る
過
程
に
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
重
視
す
る
対
象
が
英
国
と
や

や
異
な
る
感
も
あ
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
（T

he�C
om

panies�A
cts�of�the�U

K
�

二
〇
〇
六
）
第
一
七
二
条
（
１
）
で
は

（
７
）

、
株
主
優
先

は
不
変
で
あ
る
が
、
従
業
員
の
利
益
を
取
締
役
が
株
主
全
体
の
利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
場
合
の
考
慮
要
素
に
と
し
、
議
論
・
意
思
決
定

に
お
い
て
従
業
員
の
視
点
を
取
り
入
れ
ん
と
す
る
。
英
国
の
試
み
は
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
従
業
員
重
視
の
内
容
に
つ
き
示
唆

を
与
え
て
い
る
。

（
３
）　
英
国
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
に
お
け
る
開
示
な
ら
び
に
説
明
責
任

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
つ
い
て
個
別
項
目
毎
に
検
討
す
る

（
８
）

。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
二
〇
一
八
年
改
訂
を
経
て
、
な
お
も
抱
え
る
課
題
と
し
て

示
唆
を
受
け
認
識
す
べ
き
内
容
と
も
い
え
よ
う
か
。

①
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任

改
訂
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
、
取
締
役
の
選
任
は
正
式
か
つ
厳
正
で
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
原
則
Ｊ
）。

解
任
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
な
い
が
、
取
締
役
個
人
が
実
効
的
に
貢
献
を
継
続
し
て
い
る
か
が
評
価
さ
れ
、
年
次
報
告
書
で
公
表
さ
れ
る

（
三
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
八

こ
と
（
原
則
Ｌ
）、
毎
年
評
価
が
さ
れ
（
条
項
二
一
）、
取
締
役
選
任
の
判
断
も
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
（
条
項
一
八
）、
実
効
的
な
貢
献
が
な
い

に
も
拘
わ
ら
ず
再
任
さ
れ
た
場
合
は
投
資
家
等
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
同
一
八
）
と
合
わ
せ
、
取
締
役
再
任
に
つ
い
て
は

積
極
的
、
実
質
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
も
、
原
則
三−

一
（
ⅳ
）、（
ⅴ
）、
補
充
原
則
四−

三
②
、
③
が
規
定
さ
れ
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
解
任
の
客
観
性
・
適
時
性
・

透
明
性
あ
る
手
続
き
の
確
立
を
求
め
て
い
る
。
招
集
通
知
の
参
考
書
類
に
候
補
者
と
す
る
理
由
を
記
載
す
る
上
場
企
業
が
増
加
し
つ
つ
も
、

定
型
・
雛
型
的
な
記
載
が
多
く
、
実
効
的
な
貢
献
内
容
、
候
補
者
と
す
る
積
極
的
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
に
な
る
。

②
　
後
継
者
計
画
策
定
と
監
督

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
、
指
名
委
員
会
の
責
務
と
し
て
後
継
者
計
画
整
備
が
規
定
さ
れ
（
原
則
Ｊ
）、
実
績
と
客
観
的
基
準
に
基
づ
き
多

様
性
を
促
進
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
後
継
者
計
画
の
監
督
は
指
名
委
員
会
の
責
務
で
（
条
項
一
七
）、
後
継
者
計
画
策
定
と
取
組
み

の
責
任
を
負
い
、
内
容
を
年
次
報
告
書
で
開
示
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（
原
則
二
三
）。
我
が
国
で
も
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
以
外
の

機
関
構
成
に
お
い
て
任
意
・
諮
問
型
指
名
委
員
会
設
置
が
要
請
さ
れ
て
い
る
が
（
補
充
原
則
四−

一
〇
①
）、
後
継
者
計
画
に
か
か
る
趣
旨

を
織
り
込
み
、
機
動
性
、
効
率
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

③
　
役
員
報
酬

（
ⅰ
）　
報
酬
方
針
の
策
定

　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
成
功
促
進
義
務
と
絡
め
て
報
酬
方
針

（R
em

uneration�P
olicy

）
と
実
践
が
長
期
か
つ
持
続
的
成
功
を
促
進
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
設
計
は
長
期
戦

略
達
成
と
明
確
に
結
び
つ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
原
則
Ｐ
）。
長
期
的
業
績
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
具
体
的
説
明
も
求
め
ら
れ
る
（
条
項

（
三
五
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
九

四
〇
、
条
項
四
一
）。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
報
酬
と
中
長
期
・
長
期
の
業
績
の
関
連
性
と
説
明
は
要
求
さ
れ
ず
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
設

計
を
図
る
上
で
関
連
性
に
か
か
る
説
明
は
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
重
要
に
な
ろ
う
。

（
ⅱ
）　
報
酬
の
決
定
手
続
き

　
報
酬
決
定
に
お
い
て
当
該
取
締
役
は
自
身
の
報
酬
決
定
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
（
原
則
Ｑ
）。
報
酬
委

員
会
の
責
務
の
中
に
は
、（
ａ
）
従
業
員
の
報
酬
お
よ
び
関
連
方
針
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
お
よ
び
賞
与
が
企
業
文
化
と
整
合
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
（
条
項
三
三
）、（
ｂ
）
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
依
頼
、（
ｃ
）
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
方
針
、
構
造
お

よ
び
業
績
基
準
に
つ
い
て
の
戦
略
的
正
当
性
の
説
明
（
条
項
四
一
）、（
ｄ
）
株
主
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
報
酬
方
針
お
よ
び
結
果
に

対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
の
監
督
（
同
）、（
ｅ
）
従
業
員
へ
の
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
と
報
酬
方
針
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
の

説
明
（
同
四
一
）、（
ｆ
）
報
酬
の
結
果
に
対
す
る
取
締
役
会
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
の
監
督
（
同
四
一
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
略
や

企
業
文
化
の
重
視
、
従
業
員
に
対
す
る
配
慮
な
ど
取
締
役
会
の
役
割
の
再
確
認
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

（
ⅲ
）　
非
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬

　
非
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
は
定
額
と
す
べ
き
で
、
取
締
役
会
議
長
お
よ
び
非
業
務
執
行
取
締

役
の
報
酬
は
関
与
の
時
間
と
責
任
を
反
映
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
ま
た
は
業
績
連
動
的
要
素
を
含
む
べ
き
で
な
い
（
条
項
四
一
）。
我

が
国
に
お
い
て
も
考
慮
す
べ
き
内
容
と
い
え
る
。

（
ⅳ
）　
株
式
報
酬
の
導
入

　
我
が
国
の
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
自
社
株
報
酬
を
内
容
と
す
る
報
酬
制
度
導
入
が
示
さ
れ
て
い
る
（
補
充
原
則

四−

二
①
）。
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
も
業
務
執
行
取
締
役
の
株
式
長
期
保
有
を
促
進
す
べ
く
株
式
報
酬
の
導
入
が
求
め
ら
れ
（
条
項
三
六
）、

長
期
保
有
株
主
の
利
益
に
合
致
す
る
業
務
執
行
に
よ
り
長
期
株
主
の
投
資
を
招
致
せ
ん
と
す
る
。
英
国
の
長
期
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
で

は
事
後
交
付
型
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ェ
ア
（P

erform
ance�S

hare�P
S

）
が
一
般
的
で
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
減
少
傾
向
に
あ
る

（
９
）

。

我
が
国
会
社
法
で
は
取
締
役
報
酬
総
額
を
株
主
総
会
で
決
定
す
る
も
の
の
（
会
社
法
三
六
一
条
一
項
）、
取
締
役
間
の
分
配
は
実
務
上
代

（
三
五
五
）



日
本
法
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　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
〇

表
取
締
役
に
一
任
さ
れ
、
専
断
的
決
定
と
な
る
実
務
も
多
い
。
原
則
Ｑ
を
直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
も
あ
ろ
う
が
、
報
酬
決
定

な
ら
び
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
透
明
性
確
保
を
図
り
、
任
意
の
報
酬
委
員
会
設
置
な
ど
で
企
業
目
標
や
戦
略
達
成
と
整
合
性
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

④
　
任
意
の
諮
問
型
委
員
会

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
指
名
・
報
酬
・
監
査
委
員
会
の
存
在
を
前
提
と
し
、
指
名
委
員
会
で
は
独
立
業
務
執
行
取
締
役
を
過
半
数
、
報
酬

委
員
会
な
ら
び
に
監
査
委
員
会
で
は
独
立
業
務
執
行
取
締
役
を
三
名
以
上
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
小
規
模
上
場
会
社
の
特
則
で
は

指
名
委
員
会
の
規
定
は
な
い
が
、
報
酬
委
員
会
と
監
査
委
員
会
で
各
二
名
以
上
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
構
成
上
位

一
五
〇
社
で
は
三
委
員
会
設
置
会
社
が
一
〇
〇
％
、
リ
ス
ク
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
、
社
会
的
責
任
等
の
委
員
会

（
10
）

を
加
え
て
四
以
上
の
委
員
会

を
設
置
す
る
会
社
は
五
八
・
七
％
に
達
し
、
指
名
委
員
会
委
員
長
は
四
一
・
二
％
が
女
性
で
あ
る
な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
進
展
も
窺
わ
れ

る
。我

が
国
の
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
コ
ー
ド
で
は
、
任
意
の
独
立
諮
問
委
員
会
設
置
が
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
お

い
て
推
奨
さ
れ
、C

om
ply�or�E

xplain

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
後
継
者
計
画
策
定
、
客
観
性
・
透
明
性
・
適
時
性
を
持
っ
た
報
酬
体

系
の
構
築
な
ど
任
意
の
諮
問
型
委
員
会
設
置
は
有
用
で
あ
り
、
設
置
を
行
わ
な
い
こ
と
を
積
極
的
意
味
合
い
と
し
てE

xplain

す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
図
る
上
で
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
規
定
は
参
考
と
な
ろ
う
。

⑤
　
英
国
に
お
け
る
取
締
役
会
構
成

（
ⅰ
）　
英
国
に
お
け
る
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
選
任
状
況

　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
緩
和
措
置
が
な
く
な
り
、
全
プ
レ
ミ
ア
ム
上

場
会
社
に
お
い
て
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
人
数
を
半
数
以
上
と
す
べ
き
と
さ
れ
（
条
項
一
一
）、
業
務
執
行
取
締
役
は
取
締
役
会
議
長

（
三
五
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
一

を
兼
務
す
べ
き
で
な
い
（
条
項
九
、二
〇
一
六
年
コ
ー
ド
条
項A

.2.1 （
11
））。

米
国
に
お
い
て
も
監
督
と
執
行
の
機
能
の
分
離
徹
底
の
主
旨
か
ら

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
会
長
（
議
長
）
の
分
離
は
従
前
よ
り
議
論
と
な
っ
て
き
た
が
、
業
務
執
行
を
担
う
代
表
取
締
役
が
議
長
を
務
め
る
事

例
も
依
然
と
し
て
多
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
限
ら
ず
業
務
執
行
取
締
役
（E

xecutive�D
irector

）
全
員
に
つ
い
て
分
離
徹
底
を
図
ら
ん
と
す
る
英

国
の
取
り
組
み
は
参
考
と
し
得
る
。

（
ⅱ
）　
取
締
役
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
多
様
性
の
内
容
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
加
え
て
社
会
的
民
族
的
背

景
、
経
験
的
知
識
や
個
人
的
長
所
（
技
能
・
経
験
）
な
ど
に
拡
大
さ
れ
（
原
則
Ｊ
）、F

T
S
E
350

銘
柄
の
九
五
％
が
一
名
以
上
の
女
性
取
締

役
を
有
し
て
い
る
（G

rant�T
hornton

調
査
）。
も
っ
と
も
女
性
取
締
役
の
多
く
は
非
業
務
執
行
取
締
役
に
留
ま
り
、
業
務
執
行
取
締
役
の

比
率
は
少
な
い

（
12
）

。
女
性
の
経
営
幹
部
育
成
に
時
間
が
か
か
り
、
先
ず
は
社
外
か
ら
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
女
性
を
招
聘
す
る
実
態
が

あ
ろ
う
。
長
期
的
視
点
に
立
ち
企
業
文
化
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
我
が
国
も
企
業
価
値
、
戦
略
と
結
び
付
け
て

議
論
す
る
必
要
性
が
高
じ
よ
う
。

４
．
二
〇
一
六
年G

reen P
aper

と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
─
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
原
則
主
義
の
変
容
─

（
１
）　
二
〇
一
六
年Green Paper

に
み
る
会
社
法
制
改
正
の
方
向
性

二
〇
一
六
年
メ
イ
政
権
はB

rexit

後
を
睨
ん
で
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper （

13
）

を
策
定
し
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
規
制
の
強
化
、

英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
規
律
を
前
提
に
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
締
役
会
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
等
に

反
映
さ
せ
る
枠
組
み
の
模
索
、
大
規
模
非
公
開
企
業
（large�privately-held�businesses

）
等
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
に
つ
い
て
、
会
社
法
改
正
の
要
否
を
含
め
所
要
の
見
直
し
を
行
う
方
針
が
表
明
さ
れ
た

（
14
）

。
非
上
場
企
業
へ
の
コ
ー
ド
適
用
拡
大
、
従
業

員
・
顧
客
の
考
慮
は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
規
制
の
方
向
性
と
も
整
合
す
る
。

（
三
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
二

英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
一
項
の
義
務
を
取
締
役
が
い
か
に
履
行
し
て
い
る
か
を
株
主
が
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
、
年

次
報
告
書
の
一
部
と
し
て
戦
略
報
告
書
を
作
成
し
株
主
に
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
四
一
四
Ａ
条
・
四
一
四
Ｃ
条
一

項
）。
上
場
会
社
等
の
規
律
と
し
て
、
事
業
の
展
開
・
業
績
・
現
状
を
理
解
す
る
た
め
に
戦
略
報
告
書
に
事
業
の
基
本
的
な
方
向
性
と
将
来

の
事
業
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
、
業
績
と
事
業
状
況
、
環
境
・
雇
用
問
題
、
社
会
・
共
同
体
・
人
権
に
か
か
る
課
題
に
関
す
る
情
報

を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
に
関
す
る
情
報
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
（
同
法
四
一
四
Ｃ
条
）。
も
っ
と
も
英
国
二
〇
〇
六

年
会
社
法
一
七
二
条
一
項
は
、
義
務
の
履
行
方
法
を
詳
細
に
規
定
せ
ず
、
各
社
が
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
対
応
を
柔
軟
に
採
れ

る
と
い
う
長
所
を
有
す
る
が
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
・
利
害
を
考
慮
す
る
と
い
う
困
難
な
職
務
を
取
締
役
に
義
務
付
け
、
利
害

関
係
人
と
し
て
年
金
受
給
者
を
明
示
せ
ず
そ
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
な
い

（
15
）

リ
ス
ク
も
あ
る
（
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper,�para.2.8

）。

（
２
）　
英
国
二
〇
一
六
年Green Paper
の
提
案
と
我
が
国
へ
の
示
唆
─
私
見
を
交
え
て
─

英
国
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

が
示
す
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
し
、
①
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
報
酬
規
制
強
化
と
連
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る

（
16
）

。
②
ド
イ
ツ
等
大
陸
諸
国
が
労
働
者
の
経
営

参
加
を
法
制
化
す
る
中
で
、
英
国
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
代
表
と
し
て
取
締
役
選
任
案
を
提
示
し
た
こ
と
は
方
針
転
換
と
い
え
、

保
護
法
益
と
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
か
と
の
新
た
な
問
題
を
提
起
す
る

（
17
）

。

英
国
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

が
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
反
映
さ
せ
る
方
法
を
探
っ
て
い
る
こ
と
は
我
が
国

会
社
法
下
で
は
馴
染
み
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
株
式
会
社
の
利
益
あ
る
い
は
企
業
価
値
の
構
成
要
素
を
如
何
に
立
法
に
織
り
込
む
か
、
会

社
本
質
論
と
も
関
連
す
る
課
題
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
実
務
（
経
済
価
値
・
社
会
価
値
、
環
境
価
値
、
統
合
報
告
）
あ
る

い
は
国
連
の
定
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable�D
evelopm

ent�G
oals

）
と
も
関
連
す
る
重
要
な
内
容
と
な
る
。
更
に
株
式
会
社
と
し
て
我

（
三
五
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
三

が
国
法
制
度
で
は
公
開
・
非
公
開
を
区
分
せ
ず

（
18
）

、
こ
れ
に
対
し
て
大
規
模
合
同
会
社
な
ど
と
の
適
切
な
区
分
け
を
如
何
に
設
定
す
る
か
等

の
本
質
的
な
規
制
強
化
の
課
題
に
も
繋
が
っ
て
く
る
。

以
下
は
私
見
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
陣
側
、
株
主
側
の
双
方
か
ら
の
改
善
提
案
を
図
る
英
国G

reen�P
aper

の
提
案
・
議
論
手
法
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
の
反
映
、
重
視
に
向
け
、
我
が
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
を
図
る
具
体
的
手
法
と
し
て
参
考
と
な

ろ
う
。
単
な
る
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
、
あ
る
い
は
独
立
社
外
取
締
役
会
議
の
設
定
に
限
ら
ず
、
明
確
に
当
該
独
立
社
外
取
締
役

が
一
般
株
主
あ
る
い
は
少
数
株
主
の
利
益
代
表
で
も
な
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
弁
者
と
し
て
の
立
場
を
法
的
に
明
確
化
す
る
点
で
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
会
社
法
上
の
根
拠
規
定
の
な
い
ま
ま
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
概
念
の
統
一
も
図
ら
ず
上
場
規
則
化
さ

れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
な
い
に
し
て
も
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
取
締
役
会
に
お
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
利
害
対
立
の
代
弁
者
と
い
う
新
た
な
問
題
が
法
的
な
根
拠
を
伴
っ
て
生
じ
、

他
の
取
締
役
と
の
利
益
相
反
問
題
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
一
般
的
義
務
と
の
相
克
な
ど
が
危
惧
さ
れ
、
更

に
多
数
決
に
向
け
て
人
数
配
分
な
ど
を
如
何
に
決
定
す
る
の
か
、
指
名
委
員
会
で
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
メ
ン
バ
ー
構
成
が
重
要
に
な
る

が
取
締
役
会
で
決
定
す
る
か
等
の
課
題
を
生
じ
る
。
特
定
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
代
弁
す
る
独
立
社
外
取
締
役
は
一
名
と
な
る

の
で
あ
れ
ば
少
数
に
留
ま
り
、
多
数
派
の
意
見
に
流
さ
れ
か
ね
な
い
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
代
表
取
締
役
と
し
て
代
表
権
を
付
与
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
非
業
務
執
行
取
締
役
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
は
法
的
に
整
合
性
が
と
れ
る
か
。
正
し
く
社
外
取
締
役
に
業
務
執
行
を
委
託
す
る

と
い
う
今
般
の
我
が
国
会
社
法
の
改
正
点
に
も
繋
が
る
議
論
と
な
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
担
う
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
部
門
な

ど
の
特
定
業
務
を
抱
え
る
業
務
執
行
取
締
役
を
充
て
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
考
え
に
く
い
。
こ
う
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
向
け
た
新
し
い
問

題
も
生
じ
て
こ
よ
う
か
。
も
っ
と
も
従
業
員
で
な
く
債
権
者
利
益
を
代
表
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
従
業
員
と

（
三
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
四

異
な
り
、
外
部
の
存
在
で
も
あ
り
会
社
の
業
績
向
上
等
と
背
反
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
場
合
も
代
表
権
付
与
ま
で
は
想
定
し
に

く
い
。
英
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
の
趣
旨
へ
の
接
近
は
、
米
国
のT
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

に
お
い
て
も
見
ら
れ
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
視
な
ど
本
来
コ
モ
ン
ロ
ー
で
あ
る
米
国
・
英
国
に
お
け
る
修
正
あ
る
い
は
世
界
的
な
収
斂
の
大
き
な
流

れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
幾
つ
か
の
克
服
す
べ
き
法
制
度
上
の
課
題
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

５
．
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
け
る
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
質
的
義
務
化
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

（
１
）　
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
開
示
と
戦
略
報
告
書

G
reen�P

aper

に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
発
表
は
二
〇
一
七
年
八
月
に
な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
会
社
法

改
正
に
よ
っ
て
英
国
年
次
報
告
書
の
一
部
分
で
あ
る
戦
略
報
告
書
（S

trategic�report

）
提
出
の
対
象
企
業
の
範
囲
が
改
訂
さ
れ
、

二
〇
一
七
年
以
降
Ｅ
Ｕ
非
財
務
開
示
指
令
（
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
が
施
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
（L

ondon�S
tock�

E
xchange

（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
））
は
新
興
市
場
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
（A

lternative�Investm
ent�M

arket

）
企
業
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
適
用
を
開
示
す
べ

き
こ
と
を
述
べ
、
二
〇
一
八
年
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
、G

uidance�on�B
oard�E

ffectiveness

改
訂
、
更
にS

trategic�report

改
訂
が
発

せ
ら
れ
た
。
英
国
会
社
法
や
Ｅ
Ｕ
法
制
を
含
め
た
制
度
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
た
い

（
19
）

。

英
国
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
と
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
二
つ
の
コ
ー
ド
を
繋
ぐ
機
能
と
し
て
開
示
が
重
視
さ
れ
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
よ
り
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
、
モ
ニ
タ
ー
す
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
二
〇
一
三
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
年
次
報
告
書
を
体
系
化
し
、

S
trategic�report

、C
orporate�governance�report

、R
em

uneration�report

、F
inancial�statem

ents

、M
anagem

ent�report

の
五
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。S

trategic�report

で
は
非
財
務
情
報
と
し
て
事
業
戦
略
、
リ
ス
ク
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（key�perform

ance�

indicator

主
要
業
績
評
価
指
標
）
等
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。

（
三
六
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
五

二
〇
一
六
年G

reen�paper

で
は
、
役
員
報
酬
が
高
額
で
企
業
が
株
主
の
声
を
聞
か
な
い
こ
と
、
経
営
者
の
資
質
と
し
て
従
業
員
あ
る

い
は
顧
客
の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
こ
と
、
非
上
場
企
業
に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
届
か
な
い
こ
と
を
示
し
、
特
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
て
、
①
報
酬
委
員
会

強
化
お
よ
び
従
業
員
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
と
の
給
与
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
記
載
す
る
こ
と
、
従
業
員
や
顧
客
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を

取
締
役
会
の
責
任
と
し
て
明
記
さ
せ
る
こ
と
、
従
業
員
代
表
を
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
、
②
報
酬
議
案
に
反
対
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
の
開
示
、
経
営
陣
報
酬
と
従
業
員
給
与
の
中
央
値
の
比
率
を
年
次
財
務
報
告
書
に
お
い
て
公
表
す
るP

ayratio

の
開
示
（P

ay�

ratio�reporting （
20
））、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
の
明
確
化
、
③S

trategic�report

に
関
し
て
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
の
全
企
業
に
適
用
し
、

公
的
に
影
響
の
あ
る
企
業
等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
他
団
体
と
の
議
論
を
求
め
て
い
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
規

定
自
体
は
改
正
さ
れ
な
い
が
、
課
題
の
具
現
化
の
た
め
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
年
次
報
告
書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、S

trategic�report

に
よ
り
説

明
責
任
が
課
さ
れ
該
当
企
業
に
お
い
て
は
必
須
要
件
と
し
て
変
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　
欧
州
非
財
務
開
示
指
令
（
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
調
和

欧
州
非
財
務
開
示
指
令
（N
on-F

inancial�R
eporting�D

irective�N
F
R
D

）
は
、
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
の
上
場
企
業
、
銀
行
・
保
険
会

社
を
対
象
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
非
財
務
情
報
の
開
示
を
求
め
る
も
の
で
、
二
〇
一
八
年
年
次
報
告
書
よ
り
適
用
さ
れ
、
先
駆
的
な
国
に
対
し
て
は

国
内
法
に
よ
る
上
乗
せ
規
制
も
認
め
る
。C

om
ply�or�E

xplain
の
ス
タ
ン
ス
を
採
ら
ず
、
非
財
務
情
報
は
義
務
的
開
示
と
な
り
、
適
時

適
切
か
つ
総
合
的
な
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（environm

ent,social,governance

）
に
関
す
る
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
セ

ス
の
開
示
も
要
求
さ
れ
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
開
示
に
よ
っ
て
従
業
員
に
よ
る
犯
罪
防
止
、
企
業
の
腐
敗
活
動
の
責
任
な
ど
を
評
価
す

る
機
能
を
備
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

（
21
）

。

英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
要
件
の
実
現
に
つ
き
、
英
国S

trategic�report
の
方
向
性
と
大
き
な
相
違
は
な
い
と
考
え
、
会
社
法
改

（
三
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
六

正
とS

trategic�report

改
訂
に
よ
り
対
処
を
図
ら
ん
と
し
て
、
①
二
〇
一
六
年
末
会
社
法
改
正
に
よ
りS

trategic�report

開
示
対
象

企
業
を
拡
大
し
、
②S

trategic�report

は
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
な
ら
び
にG

reen�P
aper

の
双
方
に
併
せ
て
改
訂
を
図
る
べ
く
、
二
〇
一
七
年
八

月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
Ｅ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
対
処
を
両
立
さ
せ
る
べ
く
、
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の

要
求
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
要
件
に
近
接
す
る
こ
と
、G

reen�P
aper

の
求
め
るC

orporate�G
overnance�R

eform

の
施
策
はS

trategic�report

の
要
件
に
織
り
込
め
る
こ
と
か
ら
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
を
活
用
し
て
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
お
よ

びS
trategic�report

改
訂
の
形
で
実
現
す
る
手
法
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る

（
22
）

。

報
酬
議
案
の
問
題
点
と
し
て
、G

reen�P
aper

で
は
高
額
で
あ
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
や
投
資
家
と
し
て
は
、
役
員
報
酬

が
投
資
家
の
意
見
を
反
映
せ
ず
、
複
雑
な
方
式
で
計
算
が
な
さ
れ
収
益
低
下
を
反
映
で
き
ず
収
益
改
善
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
に
く

い
こ
と
、
法
的
拘
束
力
が
な
く
ポ
リ
シ
ー
策
定
と
報
酬
支
払
い
の
年
度
が
ず
れ
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る
。

６
．
英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
課
題

（
１
）　
取
締
役
会
議
長
と
独
立
・
非
業
務
執
行
取
締
役

英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
確
定
版
が
発
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
版
か
ら
の
修
正
点
は
、
①
小
型
・
非
上
場
企
業
へ

の
適
用
と
し
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
最
終
的
にP

rem
ium

�listing
企
業
の
み
を
対
象
と
し
、F

T
S
E
350

以
外
に
つ
い
て
免
除
項
目
も
残
し
た
。

P
rivate�large

企
業
に
は
別
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
は
新
興
市
場
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
（A

lternative�Investm
ent�M

arket

）

企
業
に
対
し
て
中
小
企
業
向
け
コ
ー
ド
（Q

uoted�C
om

panies�A
lliance

：Q
C
A

公
開
企
業
連
盟
）
を
用
い
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

P
rem

ium
�listing

企
業
へ
の
改
訂
コ
ー
ド
適
用
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
企
業
の
Ｑ
Ｃ
Ａ
コ
ー
ド
に
よ
る
報
告
は
二
〇
一
九
年
一
月
よ
り
義
務
化
さ
れ

る
。
②
取
締
役
会
議
長
の
独
立
の
定
義
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
議
長
の
分
離
に
つ
い
て

（
23
）

、
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
異
な
り
、
取
締
役
会
議
長
は
非
業
務
執

（
三
六
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
七

行
取
締
役
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
ず
と
制
約
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

条
項
九
に
お
い
て
、
取
締
役
会
議
長
は
条
項
一
〇
の
列
挙
事
項
の
該
当
性
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る
指
名
時
点
で
独
立
性
を
有
す
る
べ
き

で
あ
る
。
取
締
役
会
議
長
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
役
割
は
同
一
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
退
任
後
に
同
じ
会
社
の
取

締
役
会
議
長
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
外
的
に
取
締
役
会
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
指
名
前
に
主
要
株
主
に
相
談
す
べ
き
で
あ
る
。
取

締
役
会
は
指
名
の
際
、
全
株
主
に
理
由
を
説
明
しw

ebsite

に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
条
項
一
〇
で
は
、
取
締
役
会
は
独
立
性
を
有
す
る

と
考
え
る
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
年
次
報
告
書
で
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
傾
向
、
損
な
わ
れ
て
い
る
と
窺

わ
れ
る
状
況
は
必
ず
し
も
限
定
的
で
な
い
が
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
。（
ａ
）
直
近
五
年
間
に
お
い
て
当
該
会
社
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
会
社
の
従
業
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。（
ｂ
）
直
近
三
年
間
に
お
い
て
当
該
会
社
と
重
要
な
業
務
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

直
接
の
関
係
の
他
、
当
該
会
社
と
関
係
を
有
す
る
者
の
共
同
経
営
者
、
株
主
、
取
締
役
、
幹
部
社
員
（senior�em

ployee

）
で
あ
っ
た
場

合
も
含
む
。（
ｃ
）
当
該
会
社
か
ら
役
員
報
酬
と
別
に
追
加
報
酬
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
、
業
績
連
動
報
酬
を
受
け
ま
た
は
受
け
た
こ

と
が
あ
る
。
当
該
会
社
の
年
金
制
度
の
構
成
員
で
あ
る
。（
ｄ
）
当
該
会
社
の
顧
問
（advisor

）、
取
締
役
、
幹
部
社
員
の
近
親
者
で
あ
る
。

（
ｅ
）
他
の
会
社
ま
た
は
団
体
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
取
締
役
の
相
互
派
遣
が
あ
る
か
、
他
の
取
締
役
ら
と
重
要
な
関
係
を
有
す
る
者
で

あ
る
。（
ｆ
）
主
要
株
主
の
代
表
者
で
あ
る
。（
ｇ
）
最
初
に
指
名
さ
れ
た
日
か
ら
九
年
を
超
え
て
取
締
役
と
し
て
職
務
を
行
っ
て
い
る
。

上
記
に
該
当
す
る
か
、
他
の
関
連
す
る
事
情
に
該
当
す
る
場
合
で
、
取
締
役
会
が
な
お
当
該
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
独
立
性
を
有

す
る
と
判
断
す
る
場
合
、
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
条
項
一
一
で
は
、
取
締
役
会
議
長
を
除
く
取
締
役
会
の
構
成
員
の
う

ち
半
数
以
上
は
、
取
締
役
会
が
独
立
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
非
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
三
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
八

（
２
）　
英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
向
け
た
対
応

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
実
践
に
向
け
た
対
応
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
開
示
に
関
し
、
企
業
や
投
資
家
と
議

論
し
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
構
築
を
図
る
べ
く
、F

inancial�R
eporting�L

A
B （

24
）

の
取
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
二
〇
一
八

年
八
月S

trategic�report

ガ
イ
ダ
ン
ス
最
終
版

（
25
）

に
添
付
さ
れ
た
年
次
報
告
書
の
概
要
で
は
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
な
ら

び
に
非
財
務
情
報
へ
の
言
及
が
さ
れ
、S

trategic�report

の
提
出
対
象
者
に
つ
い
て
Ｐ
Ｉ
Ｅ
（
非
上
場
企
業
）
を
含
む
も
の
へ
と
変
更
さ

れ
た
。

７
．
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
か
か
る
二
〇
一
八
年
規
則
に
よ
る
改
正
会
社
法
四
一
四
条
Ｃ
Ｚ
Ａ
条
新
設
─S

trategic 

report

の
開
示
強
制
に
か
か
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
─

二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
一
七
二
条
に
お
い
て
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
と
共
にfairness

（
株
主
間
公
平
取
扱
義
務
）
が

示
さ
れ
て
い
る
点
が
注
視
さ
れ
る

（
26
）

。
二
〇
一
八
年
規
則
に
よ
る
改
正
会
社
法
四
一
四
条
Ｃ
Ｚ
Ａ
条
新
設
に
つ
い
て
、S

trategic�report

は
取
締
役
が
会
社
の
成
功
に
向
け
て
行
動
す
る
義
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
会
社
法
一
七
二
条
の
規
定
す
る
考
慮
す
べ
き
六
つ
の
事
項

に
つ
い
て
取
締
役
が
い
か
な
る
配
慮
を
し
た
か
に
関
す
る
記
載
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

を
受
け
て
、

S
trategic�report

の
開
示
強
制
に
か
か
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
か
ら
も
図
ら
れ
た
も
の
で
、w

ebsite

の
閲
覧

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
義
務
付
け
て
い
る
。

S
trategic�report

は
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
を
統
合
し
て
情
報
提
供
を
図
り
、
関
連
性
に
つ
い
て
投
資
家
に
説
明
す
る
た
め
に
経

営
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
リ
ス
ク
、
従
業
員
、
社
会
・
環
境
に
関
す
る
情
報
等
が
記
載
さ
れ
る
。
会
社
事
業
を

公
正
に
レ
ビ
ュ
ー
し
、
直
面
し
て
い
る
主
要
リ
ス
ク
、
不
確
実
性
に
つ
き
事
業
規
模
と
複
雑
さ
に
応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
分

（
三
六
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
九

析
を
行
う
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
的
な
要
素
を
会
社
法
に
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
会
社
法
上
の
成
功
に
向
け
た
取
締
役
の
義
務
と
開
示
に
つ
い
て
結
合
を

図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
有
価
証
券
報
告
書
で
は
主
要
リ
ス
ク
の
他
、
類
似
の
情
報
開
示
が
大
部
分
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、

戦
略
的
視
点
か
ら
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
の
統
合
、
会
社
事
業
の
公
正
な
レ
ビ
ュ
ー
、
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

統
合
報
告
書
に
し
て
も
戦
略
的
観
点
と
い
う
位
置
付
け
は
強
い
と
は
言
え
な
い
。
開
示
の
統
一
性
も
含
め
、
投
資
家
の
視
点
か
ら
か
か
る

戦
略
報
告
書
の
開
示
強
制
を
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
行
う
こ
と
は
参
考
と
さ
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

８
．
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
利
益
の
考
慮
義
務

（
１
）　
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
義
務
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
で
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
広
範
な
受
け
皿
を
直
接
に
は
採
用
し
に
く
く
、
他
方
英
国
は
純
粋

株
主
主
義
を
脱
し
て
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
捕
捉
範
囲
を
拡
大
し
た
と
評
せ
よ
う
。
株
主
利
益
と
し
つ
つ
、
無
条
件
か
つ

短
期
的
な
も
の
で
な
く
、
長
期
的
観
点
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
、
社
会
・
環
境
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
注
意
を
用
い
て
事
業
が
構
築

さ
れ
、
初
め
て
達
成
が
さ
れ
る
（inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
）。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
第
一
項
各
号
に
お
い
て
法
文
が
限
定
列

挙
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
も
提
示
さ
れ
、
第
一
項
本
文
の
み
の
方
が
一
般
的
記
載
と
し
て
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る

（
27
）

。
今
般
の
改
正
で
は
従
業
員
利
益
に
配
慮
を
見
せ
て
い
る
が
、
今
後
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
へ
の
対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
首
肯
さ
れ
る
指
摘
で
あ
ろ
う
。

（
２
）　
米
国
、
我
が
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
対
比

英
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
米
国
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
立
法
提
案
に
比
し
て
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
す
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
忠
実

義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義
務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的
株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。

（
三
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
〇

忠
実
義
務
に
拘
泥
し
た
場
合
に
支
配
株
主
に
従
属
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
こ
の
点
で
も
先
見
性
の
あ
る
優
れ
た
考
え
方
と
い
え
る
。
我
が

国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
冒
頭
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
株
主
が
併
記
さ
れ
、inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
平
仄
が
と
れ
た
内
容
に
な
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
あ

る
い
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
問
題
へ
の
対
応
に
も
柔
軟
性
を
有
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
ろ
う
（
私
見
）。

三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

１
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
並
行
し
て
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
八
年
二
月
末
に
か
け
て
英
国
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
改
訂
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

（
28
）

。
主
要
な
質
問
と
し
て
、
①

投
資
家
等
の
立
場
毎
の
相
違
を
踏
ま
え
て
期
待
さ
れ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
や
役
割
を
分
け
て
明
記
す
る
か
、
あ
る
い
は
コ
ー
ド

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
別
々
に
発
出
す
る
か
。
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
の
議
論
と
平
仄
が
合
う
も
の
で
、
年
金
基
金
に
対
し
て
は

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
義
務
化
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
回
答
は
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（
プ
ロ
ク
シ
ー
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
役
割
に
特
別
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
②
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
コ
ピ
ー
し
た
方
が
良
い
も
の
が

あ
る
か
。
多
く
の
回
答
は
、
会
社
法
一
七
二
条
が
取
締
役
に
対
し
て
求
め
る
内
容
を
投
資
家
に
も
義
務
化
す
る
こ
と
に
賛
同
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

受
入
れ
機
関
に
対
し
て
自
社
、
投
資
プ
ロ
セ
ス
、
投
資
先
企
業
の
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
如
何
に
考
慮
し
た
か
等
に
つ
き
報
告
す

る
こ
と
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
③
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
、
あ
る
い
は
よ
り
広
範
な
社
会
的
影
響
を
明
示
的
に
参
照
す
る
か
。
④

Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
投
資
家
に
対
し
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
報
告
、
業
績
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
明
示
的
に
要
求
す
る
か
。
大
半
の
回
答

（
三
六
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
一

は
、
重
要
性
に
基
づ
く
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
。
⑤
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
フ
ァ
ン
ド
の
目
的
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
フ
ァ
ン
ド
毎
に
開
示
す
る
よ
う
に
求
め
る
か
。
大
半
の
回
答
は
、
特
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
自
主
的
に
開
示
す
る
こ
と
に
つ
き
、

透
明
性
を
高
め
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
は
有
益
と
し
て
支
持
す
る
が
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
増
、
雛
型
的
記
載
（boilerplate

）

に
陥
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
特
に
②
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
コ
ー
ド
内
容
の
同
質
化
を
通
じ
、
取
締
役
に
お
け
る
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
考
慮
義
務
の
み
な
ら
ず
、
株
主
に
つ
い
て
も
会
社
に
対
す
る
成
功
促
進
あ
る
い
は
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た

忠
実
義
務
の
内
容
を
要
求
す
る
も
の
と
評
せ
よ
う
か
（
私
見
）。

２
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令

（
１
）　
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
と
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
の
関
係

英
国
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
背
景
に
二
〇
一
〇
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
策
定
し
、
二
〇
一
二
年
改
訂
を
経
て
二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
新
た
な

改
訂
案
を
公
表
し
た
。
持
続
的
価
値
を
与
え
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
発
展
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
と
し
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
合
わ
せ
構
成
の

見
直
し
を
実
施
し
、
原
則
の
み
をA

pply�and�E
xplain

と
し
て
適
用
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指

令
（S

hareholder�R
ights�D

irective�S
R
D

Ⅱ

）
は
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
透
明
性
の

向
上
の
た
め
の
規
制
（
一
部
の
規
定
に
つ
い
て
はC

om
ply�or�E

xplain

）
を
導
入
し
た

（
29
）

。

英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
と
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
等
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
①
欧
州
で
は
根
拠
法
令
等
を
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
と
し
、
二
〇
一
七
年

六
月
施
行
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
ま
で
に
加
盟
国
で
は
国
内
法
整
備
が
必
要
と
な
る
。
手
法
は
一
部
規
定
に
つ
い
て
はC

om
ply�or�

E
xplain

の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
を
導
入
し
て
い
る

（
30
）

。
②
英
国
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
正
案
を
根
拠
法
令
等
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
時
期
は
二
〇
一
九
年
一
月
に
公
表
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
に
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
手
法
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
同

（
三
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
二

様
に
一
部
の
規
定
にC

om
ply�or�E

xplain

を
導
入
し
て
い
る
が
、
適
用
を
義
務
付
け
の
是
非
に
つ
い
て
は
意
見
を
募
集
し
て
い
る
。
位

置
付
け
と
し
て
は
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
を
受
け
た
国
内
法
と
な
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
金
融
機
関
等
の
業
者
や
分
野
の
規
則
等
が
記
載
さ

れ
、
改
訂
案
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
取
組
み
の
最
低
限
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
位
置
付
け
る
予
定
で
あ
る
。
③
改
訂
案
に
つ
い
て
、

二
〇
一
九
年
夏
に
確
定
の
予
定
で
あ
る
。
手
法
に
つ
い
て
、
原
則
部
分
はA

pply�and�E
xplain

、
条
項
等
はC

om
ply�or�E

xplain

が

採
用
さ
れ
る
。
位
置
付
け
は
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
よ
り
も
更
に
高
い
水
準
を
要
求
し
て
い
る
（
上
乗
せ
規
制
）。

（
２
）　
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
開
示
規
制

（
イ
）　
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
Ⅱ
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
に
お
け
る
開
示
規
制

　
株
主
権
利
指
令
Ⅱ
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
は
二
〇
一
七
年
六
月
に
改
訂
さ

れ
、
加
盟
国
は
二
〇
一
九
年
六
月
ま
で
に
国
内
法
整
備
が
求
め
ら
れ
る

（
31
）

。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
適
用
に
つ
い
て
、
加
盟
国
は
行
動
規

範
に
従
う
議
決
権
行
使
助
言
会
社
が
当
該
行
動
規
範
の
適
用
に
関
す
る
実
効
的
な
報
告
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
前
文

（
26
）

、
第
一
条

（
１
）（
ａ
）
２
）。
加
盟
国
は
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
を
含
む
対

話
方
針
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
毎
年
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
三
ｇ
条
）。
加
盟
国
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
お
い
て
以
下
の

内
容
を
毎
年
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
三
ｊ
条
）。（
ⅰ
）
利
用
し
て
い
る
手
法
、
モ
デ
ル
の
特
徴
。（
ⅱ
）
主
な
情
報
源
。（
ⅲ
）

議
決
権
行
使
助
言
等
の
質
（
ス
タ
ッ
フ
の
適
格
性
を
含
む
）
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
。（
ⅳ
）
各
国
市
場
、
法
規
制
、
対
象
企
業
に
か
か
る

固
有
の
事
情
の
考
慮
の
有
無
・
内
容
。（
ⅴ
）
市
場
毎
の
議
決
権
行
使
助
言
方
針
の
特
徴
。（
ⅵ
）
対
象
企
業
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

対
話
の
有
無
・
内
容
。（
ⅶ
）
利
益
相
反
管
理
方
針
。

（
ロ
）　
英
国
に
お
け
る
開
示
規
制
─
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
─

　
二
〇
一
九
年
一
月
公
表
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
で

は
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
へ
の
適
用
に
つ
い
て
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
議
決

（
三
六
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
三

権
行
使
助
言
会
社
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
対
象
と
す
る
（［
本
コ
ー
ド
の
適
用
］
二
．）。
機
関
投
資
家
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

署
名
者
は
ど
の
助
言
会
社
を
利
用
し
、
ど
の
範
囲
で
助
言
等
が
署
名
者
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
利
用
さ
れ
る
か
を
示
す
べ
き
で

あ
る
（
条
項
二
四
）。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
対
応
で
は
、
署
名
者
は
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
よ
う
投
資
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
果
た
し
（
原
則
Ｂ
）、
署
名
者
は
顧
客
利
益
を
優
先
す
る
利
益
相
反
管
理
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
原
則
Ｄ
）。
サ
ー
ビ
ス
の
正
確
性
と
品
質
に
つ
い
て
顧
客
に
周
知
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
役
務
を
提
供
す
る
の
に
適
切
な
経
験
、
適
格
性

を
確
保
す
べ
き
こ
と
、
利
益
相
反
管
理
方
針
の
開
示
と
行
動
規
範
策
定
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
指
針
一−

六
）。

３
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
年
金
基
金
へ
の
実
質
的
な
義
務
化
の
問
題

Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
に
お
い
て
は
株
主
の
権
利
の
実
行
な
ら
び
に
責
任
に
関
し
て
、
企
業
側
は
株
主
に
つ
い
て
知
る
権
利
の
必
要
性
が
あ
り

大
量
保
有
す
る
場
合
に
加
盟
国
間
で
の
開
示
に
繋
が
る
こ
と
、P

roxy�voting

（
議
決
権
の
代
理
行
使
）
の
環
境
整
備
や
電
子
化
と
透
明
性

向
上
、
更
にP

roxy�advisors

の
透
明
性
向
上
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
お
よ
び
透
明
性
向
上
、
重
要
な
議
決
権
行
使
の
開
示
や

役
員
報
酬
お
よ
び
関
連
当
事
者
間
取
引
の
議
決
権
の
質
的
向
上
、
投
資
家
資
産
の
開
示
等
に
資
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
年
金
基
金
（pension�funds

）
へ
の
実
質
的
な
義
務
化
の
問
題
が
出
さ
れ
、
株
主
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
関

与
拡
大
が
財
務
や
非
財
務
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
の
開
示
の
改
善
に
繋
が
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
就
中
従
業
員
の
関

与
の
拡
大
が
上
場
企
業
の
長
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
奨
励
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る

（
32
）

。
英
国
で
は
二
〇
一
五
年
に
年
金
基
金
に
対
し
て

Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
義
務
化
す
べ
き
か
、
特
に
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
（T

rustee

）
と
し
て
の
信
託
形
態
フ
ァ
ン
ド
の
受
託
者
に
対
し
て
規
制
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｆ
（T

he�N
ational�A

ssociation�of�P
ension�F

unds
）
の
反
対
に
遭
い
見
送
ら
れ
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｐ
は
続
け
て

T
rustee ’s�investm

ent�duties

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、P

ension�T
rustee

が
持
つ
べ
き
責
任
投
資
に
か
か
る
投

（
三
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
四

資
方
針
（
年
金
法
に
基
づ
く
投
資
原
則
書S

tatem
ent�of�Investm

ent�P
rinciples�S

IP

）
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
特
定
項
目
を
義
務
付
け
す
る
こ

と
に
意
見
を
求
め
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
の
義
務
付
け
が
実
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
上
の
区
分
け
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
役
割
を
明
記
し
て
、

Ｄ
Ｗ
Ｐ
の
領
域
な
が
ら
年
金
基
金
の
義
務
化
に
つ
い
て
対
応
を
準
備
す
る
こ
と
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
と
調
和
を
図
り
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
開
示
、
議
決
権
行

使
結
果
の
開
示
を
義
務
付
け
す
る
方
向
で
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
、
改
訂
後
にT

iering

（
運
用
機
関
評
価

（
33
）

）
を
図
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

４
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
とA

pply and E
xplain

（
１
）　
コ
ー
ド
の
見
直
し
と
適
用
範
囲
拡
大
な
ら
び
にA

pply and Explain

英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
の
内
容
は
二
〇
一
二
年
改
訂
以
降
の
実
務
動
向
、
二
〇
一
七
年
改
正
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
を
踏
ま
え
て
機
関
投
資
家
に
よ
る

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
高
度
な
期
待
を
示
し
て
い
る

（
34
）

。
全
体
の
構
成
、
章
立
て
を
見
直
し
、
英
国
二
〇
一
八
年
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
に

沿
っ
て
原
則
（P

rinciples

）、
条
項
（
各
則
）（P

rovisions

）
に
整
理
し
、
指
針
（G

uidance

）
を
設
け
た
。
条
項
に
関
し
て
はC

om
ply�or�

E
xplain

が
求
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
内
容
を
示
す
原
則
に
つ
い
て
は
適
用
し
た
う
え
で
の
態
様
を
示
すA

pply�and�E
xplain

が
新

し
く
求
め
ら
れ
る
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
で
あ
るC

om
ply�or�E

xplain

か
ら
の
一
部
脱
却
を
図
る
も
の
と
し
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
運
用
機
関
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
等
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
適
用
さ
れ
る
規
律
が
区
別
さ
れ
、
各
則
で

も
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
運
用
機
関
の
内
容
が
個
別
に
示
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
章
を
新
設
し
て
い
る
。
コ
ー
ド
適
用
範
囲

を
拡
大
し
、
上
場
株
式
の
み
な
ら
ず
非
上
場
株
式
や
債
券
な
ど
に
投
資
す
る
場
合
も
機
関
投
資
家
が
影
響
力
や
権
利
を
有
す
る
場
合
は
適

用
対
象
と
な
る
。
コ
ー
ド
適
用
の
実
質
化
を
目
指
す
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

（
三
七
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
五

（
２
）　
組
織
目
的
等
の
設
定
な
ら
び
に
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
の
同
質
化

機
関
投
資
家
は
組
織
目
的
を
設
定
し
、
目
的
や
戦
略
、
価
値
観
、
組
織
文
化
が
い
か
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
こ
と
に

繋
が
る
か
に
つ
い
て
開
示
す
べ
き
と
す
る
（
原
則
Ａ
）。
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
組
織
文
化
や
組
織
活
動
全
体
に
対
し
て
コ
ー
ド

の
精
神
を
織
り
込
む
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
趣
旨
と
い
え
る
。
機
関
投
資
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を

果
た
す
観
点
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
切
な
方
針
、
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
（
条
項
三
）、
組
織
と
し
て
の
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
確

保
し
て
い
る
か
を
説
明
す
べ
き
こ
と
（
条
項
五
）
規
定
さ
れ
る
。
内
容
・
趣
旨
が
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
同
様
と
な
り
、
か
つ
詳
細
に
な
り
つ
つ

あ
る
感
を
受
け
る
。
経
営
者
が
担
う
べ
き
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
と
機
関
投
資
家
が
担
うF

iducialy�D
uty （

35
）

あ
る
い
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
に
関
し
て
、
名
宛
人
は
異
な
る
が
受
託
者
責
任
と
称
し
て
包
摂
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
、
持
続
的
成
長
と
企
業
価
値
向
上
を
目

指
し
て
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
上
で
当
然
示
さ
れ
る
方
向
性
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
３
）　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮

機
関
投
資
家
は
気
候
変
動
問
題
を
含
む
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
い
か
に
考
慮
し
て
い
る
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
原
則
Ｅ
）。
機

関
投
資
家
に
よ
る
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
結
び
付
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
増
加
を
踏
ま
え
、
長
期
的
視
点
に
立
つ
べ
く
投
資
時
間
軸
（tim

e�

horizon

）
に
関
す
る
開
示
を
求
め
て
い
る
（
条
項
一
〇
）。

５ 

．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
お
け
る
新
た
な
定
義
と
深
化
─
二
〇
一
九
年
一
月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書

を
踏
ま
え
て
─

（
１
）　
二
〇
一
九
年
一
月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書

改
訂
作
業
が
進
め
ら
れ
る
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
関
し
て
、C

onsulting�on�a�revised�U
K
�S

tew
ardship�C

ode

（
二
〇
一
九
年
一
月
）
を
基

（
三
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
六

に
今
後
の
課
題
な
ど
を
更
に
探
っ
て
い
き
た
い

（
36
）

。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書
のIntroduction

と
し
て
は
、
以
下
の
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る

（
37
）

。
①
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
金
融
危
機
に
か
か
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
基
に
し
て
、
最
初
に
二
〇
一
〇
年
投
資
家
と
最
終
受
益
者
の

long-term
�return

を
改
善
す
べ
く
策
定
さ
れ
た
。
②
二
〇
一
二
年
の
前
回
改
訂
か
ら
英
国
に
お
け
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
投
資
家
を
引
き
付
け
て
き
た
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
経
営
の
意
思
決
定
（decision-m

aking

）
の
不

十
分
さ
、
業
績
低
迷
も
ま
た
窺
え
る
。
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（effective�stew

ardship

）
の
発
揮
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
は

経
営
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
、
経
済
に
お
け
るcapital�allocation

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ひ
い
て
は
投
資
家
や

社
会
、
持
続
的
な
経
済
成
長
（sustainable�econom
ic�grow

th

）
を
支
え
る
こ
と
に
繋
が
ろ
う
。
③
顧
客
に
対
し
て
機
関
投
資
家
の
責
任
を

果
た
す
上
で
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
る
。
特
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
か
に
責
任
を
果
た
し

て
い
る
か
に
関
す
る
よ
り
質
の
高
い
情
報
を
得
る
こ
と
に
対
し
て
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
か
ら
出
さ
れ
る
要
望
を
備
え
た
市
場
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
英
国
金
融
資
本
市
場
の
質
と
誠
実
性
（quality�and�integrity

）
の
維
持
と
改
善
を
図
る
こ
と
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

の
署
名
機
関
な
ら
び
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
注
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
④
二
〇
一
九
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
ド
ラ
フ
ト
案
策
定
に
お
い
て
、
一
七
〇
の
機

関
投
資
家
等
を
訪
問
し
、feedback

を
得
た
。
ま
た
英
国
、
カ
ナ
ダ
に
活
動
の
基
礎
を
置
き
、
欧
州
や
ア
ジ
ア
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い

る
投
資
家
と
も
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

①
二
〇
一
二
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は
受
益
者
、
経
済
お
よ
び
社
会
に
持
続
可
能
な
価
値
を
生
み
出
す
た
め
の

機
関
投
資
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
亘
る
責
任
あ
る
資
本
の
配
分
お
よ
び
管
理
で
あ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
は
資
産
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
監
視
、
発
行
者
の
関
与
、
重
要
な
問
題
を
説
明
す
る
た
め
の
保
持
と
活
動
の
結
果
に
関
す
る
公
開
さ
れ
た
報
告
が

含
ま
れ
る

（
38
）

。
新
し
い
定
義
は
受
益
者
の
資
産
を
受
託
す
る
と
い
う
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
主
な
目
的
を
特
定
し
、
同
時
に
投
資
の
意
思

（
三
七
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
七

決
定
と
上
場
株
式
以
外
の
資
産
へ
の
投
資
を
含
め
、
規
範
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
②
目
的
・
価
値
・
文
化
（P

urpose,�values�and�

culture
）
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
署
名
者
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
組
織
的
目
的
、
戦
略
、
価
値

お
よ
び
文
化
を
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
目
標
は
、
顧
客
ま
た
は
受
益
者
に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
こ
と

を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
目
的
の
焦
点
は
ド
ラ
フ
ト
案
を
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
一
致
さ
せ
、
事
業
全
体
に
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
行
動
が
確
実
に
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。
③
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
投
資
ア
プ
ロ
ー
チ
の
統
合
（Integration�of�

stew
ardship�and�investm

ent�approach

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
如
何
に
し
て
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
投
資
の
意
思
決
定
、
権
限
（m

andate

）
の
設
計
や
そ
の
他
の
活
動
を
含
む
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
統
合
す
る
か
に

つ
い
て
よ
り
高
い
基
準
を
設
定
し
て
い
る
。
④
上
場
株
式
を
超
え
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（S

tew
ardship�beyond�listed�equity

）
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
英
国
上
場
株
式
市
場
を
株
主
に
と
り
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然

と
し
て
資
本
は
投
資
家
が
異
な
る
期
間
や
投
資
期
間
、
権
利
や
影
響
力
の
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
る
様
々
な
資
産
の
ク
ラ
ス
に
投
資
さ
れ
、

債
券
や
イ
ン
フ
ラ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
等
（such�as�fixed-incom

e�bonds�and�infrastructure�equity

）、
上
場
株
式
以
外
の
資
産
へ
の
投
資
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
署
名
者
は
資
本
が
ど
の
よ
う
に
投
資
さ
れ
た
と
し
て
も
、
利
用
可
能
な
資
源
、
権
利
お
よ
び
影
響
力
を

用
い
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
す
る

こ
と
（R

ecognising�the�im
portance�of�environm

ental,�social�and�governance�

（E
S
G

）�issues

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
二
〇
一
二

年
以
降
、
持
続
可
能
な
金
融
、
責
任
あ
る
投
資
お
よ
び
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
重
要
な
進
展
を
反
映
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
現
在
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
に
つ
い
て
明
確
に
言
及
し
て
い
る
。
署
名
者
は
自
身
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
際
に
気
候

変
動
を
含
む
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
受
益
者
の
投
資
期
間
に
合
わ
せ
た
ス
チ
ュ

（
三
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
八

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
お
よ
び
投
資
の
意
思
決
定
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
需
要
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
⑥
投
資
チ
ェ
ー
ン
内
の
様
々
な
事
業
体
の
明
確
な
期
待
に
つ
い
て
、
コ
ー
ド
の
将
来
の
方
向
性
に
関
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
（
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
）
の
回
答
者
の
大
半
は
、
投
資
業
界
に
お
け
る
様
々
な
事
業
体
の
役
割
に
合

わ
せ
て
よ
り
明
確
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ド
ラ
フ
ト
案
は
よ
り
詳
細
な
規
定
と
指
針
を
通
じ
て
こ
れ
に
対
処
し
て

い
る
。
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（investm

ent�com
m
unity

）
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（investm

ent�consultants

）、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（proxy�advisers

）、
お
よ

び
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（service�providers

）
を

含
ん
で
い
る
。
コ
ー
ド
は
単
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
コ
ー
ド
の
署
名
者
が
各
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
目
的
、
受
益

者
お
よ
び
顧
客
へ
の
義
務
を
果
た
す
た
め
の
活
動
に
沿
っ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
⑦
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ

と
連
携
し
た
再
構
築
（R

estructuring�to�align�w
ith�the�U

K
�C

orporate�G
overnance�C

ode

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
の
構
造
は
番
号
付

き
の
セ
ク
シ
ョ
ン
、
原
則
、
規
定
に
補
足
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
伴
う
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
連
携
に
よ
り
二
〇
一
九
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ

は
成
功
し
た
企
業
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
貢
献
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
信
頼
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。
元
来
が
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
契
機
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
経
て
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
質
化
の
観
点
か
ら
も
内
容
の
同
質
化
が
進
み
、
機
関
投
資
家
と
経
営
陣
に
か
か
る
規
律
の
一
体
的
把
握

に
逆
戻
り
つ
つ
あ
る
と
も
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。
⑧
よ
り
厳
格
な
報
告
要
件
（M

ore�rigorous�reporting�requirem
ents

）
に
つ
い
て
、
全

て
の
署
名
者
は
、
自
ら
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
な
ら
び
に
定
め
ら
れ
た
目
的
を
ど
の
程
度
効
果
的
に
達
成
し
た
か
に
関
す
る
評
価

に
つ
い
て
、
公
衆
へ
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
報
告
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
規
範
に
署
名
し
た
際
の
方
針
と
実
務
に
関
す
る

（
三
七
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
九

声
明
（a�P

olicy�and�P
ractice�S

tatem
ent

）
お
よ
び
年
次
活
動
と
成
果
報
告
（an�annual�A

ctivities�and�O
utcom

es�R
eport

）
で
あ
る
。

ま
た
単
一
の
コ
ー
ド
（s�single�code

）
を
維
持
し
つ
つ
も
、
受
託
者
責
任
（fiduciary�responsibilities

）
を
有
す
る
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
お
よ
び
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
議
決
権
行
使
助
言
会
社
お
よ
び
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て

は
、
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
役
割
と
責
任
に
応
じ
て
原
則
と
条
項
を
区
別
し
て
適
用
し
て
い
る
。

（
２
）　Investor Forum

に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
対
比

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
革
、
な
ら
び
に
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
深
化
を
企

図
す
る
ケ
イ
報
告
書
（T

he�K
ay�R

eview
�of�U

K
�E

quity�m
arket�and�L

ong-T
erm

�D
ecision （

39
））

を
嚆
矢
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
設
立
の

Investor�F
orum （

40
）

に
お
い
て
複
数
の
投
資
家
の
協
働
に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
推
進
さ
れ
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法

一
七
二
条
を
踏
ま
え
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
深
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
ケ
イ
報
告
書
の
提
言
に
お
い
て
は
、Investor�F

orum

は
投
資
家
に
よ
る
集
団
的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（to�facilitate�collective�engagem

ent�by�investors

）
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
四
年
設
立
後
も
課
題
が

な
お
存
続
し
て
い
る
。
資
本
市
場
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
（short-term

ism
�in�equity�m

arkets

）、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
捻
じ
れ

（the�m
isalignm

ent�of�incentives （
41
））、

仲
介
か
ら
派
生
す
る
信
頼
の
問
題
な
ど
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
か
か
る
課
題
に
引
き
続
き
取
組
む
こ
と
を

模
索
し
て
い
る

（
42
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
複
数
の
投
資
家
と
の
協
働
に
よ
っ
て
企
業
の
問
題

解
決
を
目
指
す
も
の
で
、
本
質
的
に
は
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
は
異
質
な
要
素
も
含
む
が
、
も
っ
と
も
近
時
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
フ
ァ

ン
ド
に
お
い
て
は
取
締
役
派
遣
、
更
に
は
私
的
和
解
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
結
果
的
に
企
業
価
値
向
上
と
い
う
対
象
企
業
と
同
一
の
方

向
性
に
進
む
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
方
向
性
と
も
合
致
す
る
（
私
見
）。
そ
の
際
、
情
報
の
非
対
称
性
な
ど

（
三
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
〇

も
新
し
い
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

６
．
利
益
相
反
モ
デ
ル
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
機
能
発
揮

我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
導
入
と
二
〇
一
五
年
会
社
法
改
正
を
踏
ま
え
、
株
主
保
有
状
況
に
即
し
た
株
主
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on�E
xecutive�

D
irector�N

E
D

）
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
三
つ
の
利
益
相
反
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る

（
43
）

。
①
株
主
分
散
状
況
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取

締
役
主
導
型
利
益
相
反
処
理
。
②
支
配
株
主
主
導
型
利
益
相
反
処
理
。
支
配
株
主
型
の
利
益
相
反
処
理
は
支
配
株
主
対
一
般
株
主
の
ヨ
コ

の
利
益
相
反
処
理
で
あ
り
、
支
配
株
主
が
不
当
に
一
般
株
主
か
ら
搾
取
さ
れ
な
い
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
面
の
手
当
て
が
論
点
と
な
る
。
一
方
、

株
主
分
散
の
状
況
下
で
は
総
株
主
対
業
務
執
行
者
の
タ
テ
の
利
益
相
反
処
理
が
課
題
と
な
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
職
責
は
ヨ
コ
の
利
益
相
反
処
理

で
検
討
さ
れ
、
欧
米
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
一
定
の
行
動
規
範
の
下
で
行
う
関
与
に
対
し
て
法
的
効
果
が
付
与
さ
れ
る
。
米
国
で
は
独
立
し
た

Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
了
承
す
れ
ば
経
営
判
断
原
則
（business�judgm

ent�rule

）
が
適
用
さ
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
行
う
審
査
プ
ロ
セ
ス
の
み
が
司
法
審
査
の

対
象
と
な
る
。
独
立
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
不
在
の
場
合
は
、
完
全
公
正
規
準
（entire�fairness

）
基
準
が
適
用
さ
れ
、
会
社
側
は
勝
訴
に
持
ち

込
み
に
く
く
な
る
。
②
類
型
で
は
支
配
株
主
が
利
益
も
最
も
享
受
し
主
要
株
主
が
責
任
を
負
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
り
、
一
般
株
主
に
対
す

る
利
益
相
反
処
理
は
別
途
手
当
て
を
図
る
。S

upervisory�B
oard

は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
と
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
り
構
成
し
、

M
anagem

ent

層
の
業
務
執
行
を
監
視
す
る
。
米
国S

outhern�P
eru

事
案
（
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
支
配
株
主
に
お
け
る
当
該
企
業
に

対
す
る
忠
実
義
務
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
る
中
、
②
類
型
の
提
示
の
意
味
合
い
は
企
業
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
い
て
大
き
い
と
思
料
さ
れ

る
（
私
見
）。
③
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
機
関
投
資
家
）
主
導
型
利
益
相
反
処
理

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
機
能
発
揮
型
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
個
人
株
主

を
機
関
投
資
家
が
束
ね
、
機
関
投
資
家
同
士
も
シ
テ
ィ
に
お
い
て
纏
ま
っ
て
い
く
方
策
で
従
来
の
英
国
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
我
が
国
が
③

類
型
の
利
益
相
反
処
理
を
進
め
る
に
当
た
り
、
課
題
と
し
て
は
機
関
投
資
家
同
士
の
ヨ
コ
の
連
係
が
十
分
で
な
い
環
境
が
あ
り
、
金
商
法

（
三
七
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
一

上
の
大
量
保
有
報
告
規
制
の
重
要
提
案
行
為
の
範
囲
の
問
題
も
あ
り
話
し
合
い
が
進
展
し
に
く
い
面
が
あ
る
こ
と
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
規
制

の
面
で
構
成
要
件
主
義
、
課
徴
金
の
二
重
形
式
主
義
を
採
用
し
諸
外
国
に
比
し
広
範
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
英
国
に
比
し

て
個
人
株
主
の
多
さ
も
難
点
と
な
ろ
う
。
加
え
て
③
類
型
の
利
益
相
反
処
理
を
図
る
場
合
、
大
株
主
に
対
す
る
情
報
請
求
権
の
存
在
が
不

可
欠
と
な
り
、
会
社
法
上
の
手
当
も
検
討
課
題
と
な
る
。
株
式
状
況
に
応
じ
て
各
上
場
企
業
に
お
け
る
そ
の
時
点
の
最
適
モ
デ
ル
を
柔
軟

に
構
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
法
制
と
し
て
は
全
モ
デ
ル
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
図
る
こ
と
と
な
る

（
44
）

。
今
後
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い

て
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
条
項
を
提
示
す
る
こ
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
よ
る
私
的
和
解
な
ら
び
にW

olf�P
ack

の
動
向
が
意

義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。

７
．
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
と
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
課
題

英
国
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
を
通
じ
て
、
①
基
本
原
則
の
み
に
限
定
さ
れ
る
か
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
上
場
市
場
規
模
に
関
わ
ら
ず
一

律
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
適
用
さ
れ
、
機
関
投
資
家
が
実
質
不
在
で
あ
る
中
小
規
模
企
業
に
対
し
、
現
状
の
モ
デ
ル
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
が
な
し
得

る
か
が
課
題
と
な
り
、
設
立
直
後
あ
る
い
は
上
場
間
も
な
い
企
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
②
次
に
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と

し
つ
つ
、
取
締
役
会
議
長
に
か
か
る
独
立
性
の
定
義
等
が
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
記
載
さ
れ
た
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
動
き
と
し
て
今
後
の
影
響
な
ど
が

注
視
さ
れ
る
。
③
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
開
示
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、F

R
C
�S

trategicr�report

と
欧
州
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
同
一

化
が
進
展
す
る
場
合
、
彼
我
の
企
業
に
お
い
て
投
資
家
を
共
有
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
企
業
と
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
意
義
は
見
い
出
せ
る
。
④
今
後
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
に
お
い
て
、
欧
州
指
令
な
ど
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
開

示
要
件
が
注
目
を
集
め
る
。
⑤
関
連
省
庁
で
共
通
の
目
的
を
有
し
、
整
合
性
の
あ
る
対
応
を
試
み
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
と
一
貫
性
を
持
た

せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
優
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
Ｅ
Ｕ
あ
る
い
は
英
国
政
府
全
体
に
お
け
る
整
合
性
を
と
り
つ
つ
、
コ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
企

（
三
七
七
）
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）

二
四
二

業
開
示
、
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
め
て
総
合
的
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
も
長
く
、
意
見
も
反
映
さ
せ
て

お
り
、
規
制
当
局
と
対
象
企
業
の
対
話
も
深
ま
り
を
み
せ
て
い
る

（
45
）

。
特
に
③
に
つ
い
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
場
合
に
は
Ｅ
Ｕ
一
般

デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
と
同
様
に
、
共
通
化
尺
度
と
し
て
も
国
際
財
務
報
告
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）・
国
際
会
計
基
準
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
等

の
会
計
面
の
み
な
ら
ず
、
開
示
法
制
全
般
の
平
仄
合
わ
せ
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
有
す
る
。
④
の
点
も
、
我
が
国
の
運
用
企
業
は
直
接
・

間
接
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

１
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
と
問
題
意
識

（
１
）　
続
い
て
米
国
の
最
新
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
関
し
て
、
従
前
の
株
主
万
能
主
義
か
ら
長
期
的
企
業
価
値
向
上
へ
の
転
換
が
窺
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
な
ら
び
に
司
法
判
断
（
ケ
ー
ス
ロ
ー
）
の
面
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
持
た
な

い
と
さ
れ
る
米
国
に
お
い
て
も
、
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、
我
が
国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
も
親
和
性
の
あ
る
法
案

提
出
、
支
配
株
主
に
か
か
る
議
決
権
行
使
等
に
か
か
る
裁
判
例
が
相
次
い
で
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

以
下
で
は
、
四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─
、
五
．
米
国
に
お
け
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T

he�A
ccountable�C

apitalism
�A

ct

、eB
ay�D

om
estic�H

oldings

判
決
─
、
六
．
米

国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容

の
契
機
の
順
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
三
七
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
三

（
２
）　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

米
国
で
は
、
注
意
義
務
に
関
し
て
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
事
実
上
の
免
責
が
図
ら
れ
、
緩
や
か
な
運
用
が
な
さ
れ
て
き
た
。
受
認

者
の
行
為
規
範
の
水
準
と
司
法
審
査
の
基
準
が
乖
離
し
、
法
に
よ
る
作
用
と
し
て
信
認
義
務
を
通
じ
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
コ
ー
ド
の
機

能
が
実
質
的
に
果
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
る
。
本
来
は
厳
格
責
任
で
あ
る
べ
き
忠
実
義
務
に
つ

い
て
、
適
用
範
囲
拡
大
に
伴
い
規
範
化
概
念
と
し
て
柔
軟
な
扱
い
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
で
あ
り
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
の
接
点
と
も
な
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

忠
実
義
務
に
関
連
し
て
、
支
配
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
の
忠
実
義
務
な
ら
び
に
完
全
公
正
基
準
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
少
数
株
主

重
視
が
議
論
さ
れ
、
株
主
主
権
万
能
の
修
正
の
流
れ
が
顕
現
し
つ
つ
あ
る
。
忠
実
義
務
の
下
位
的
要
求
と
し
て
誠
実
義
務
を
位
置
付
け
る

司
法
判
断
も
出
さ
れ
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
看
取
で
き
る
。

（
３
） 　
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T

he A
ccountable Capitalism

 A
ct

、eBay D
om

estic 

H
oldings

判
決
─

米
国
で
は
英
国
や
我
が
国
の
よ
う
に
政
府
主
導
で
は
な
く
、
民
間
団
体
主
導
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
原
則
が
制
定
さ
れ
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
弱
い
。
半
面
で
、
民
主
党
主
導
に
よ
り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
し
た

経
営
を
求
め
、
連
邦
政
府
認
定
を
義
務
付
け
る
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
が
二
〇
一
八
年
八
月
提
出
さ
れ
た
。
従
業
員
の
経

営
参
加
、
政
治
献
金
の
制
限
等
に
よ
る
株
主
主
権
か
ら
の
脱
却
、
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
な
ど
、
本
来
は
コ
ー
ド
の
盛
り
込
ま
れ
る
は
ず
の
内
容
を
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
枠
内
に
収
め
、
実
質
的
に
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
機
能
も
担
っ
て

い
る
点
、
注
視
さ
れ
る
。
受
託
者
責
任
と
長
期
企
業
価
値
向
上
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
規
制
改
革
な
ど
も
議
論
さ
れ
、
株
主

（
三
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
四

第
一
主
義
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
、
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
（
短
期
主
義
）
の
是
正
、
英
国
二
〇
〇
六
年

会
社
法
一
七
二
条
と
共
通
す
る
取
締
役
の
義
務
の
法
制
度
化
に
向
け
た
動
き
と
思
料
さ
れ
る
。
上
場
規
則
に
よ
り
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト
を
図
ら
ん
と
す
る
我
が
国
の
方
向
性
と
も
異
な
っ
て
い
よ
う
。

（
４
） 　
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

続
い
て
米
国
に
お
け
る
判
例
に
よ
る
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
動
向
に
つ
い
て
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
を
通
じ
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
秩

序
の
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。eB

ay�D
om

estic�H
oldings

判
決

（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
取
締
役
が
株
主
利
益
最
大
化
を
図
る
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
他
方
でT

hird�

P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS

otheby ’s
社
の
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
判
断
（
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
中
長
期

的
利
益
最
大
化
の
視
点
か
ら
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、
短
期
的
利
益
の
実
現
行
動
に
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
助
力
し
な
い
と
の

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
買
収
防
衛
策
の
有
用
性
の
再
考
察
と
し
て
、
ユ
ノ
カ
ル
判
決
（
一
九
八
五
年
）、
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
（
一
九
八
八
年
）

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
米
国
に
お
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
掲
の
通
り

W
olf�P

ack

に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
経
営
陣
の
協
働
化
を
通
じ
、
近
年
廃
止
の
方
向
に
あ
る
買
収
防
衛
策
に
企
業
価
値
向
上
の
視
点

か
ら
な
お
新
た
な
有
益
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
（
石
崎
泰
哲
弁
護
士
）、
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
も
今
後
の
改
訂
を
通
し
て
、
機
関

投
資
家
に
お
け
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
す
る
素
地
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
三
八
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
五

２
．
米
国
信
認
義
務
に
お
け
る
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
不
分
明
、
行
為
規
範
と
司
法
審
査
基
準
の
乖
離

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
し
て
忠
実
義
務
、
対
会
社
の
受
託
者
責
任
、
支
配
株
主
と
株
主
間
の
差
別
化
な
ら
び
に
完
全
公

正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
義
務
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
配
慮
義
務
等
に
つ
い
て
、
私
見
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い

（
46
）

。
効
果
的
な
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
達
成
と
柔
軟
性
の
維
持
に
関
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
論
じ
る
際
、
社
会
規
範
等
の
法
以
外
の
要
素
も
無

視
で
き
ず

（
47
）

、
社
会
規
範
と
法
は
相
互
に
作
用
す
る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
。
注
意
義
務
に
お
け
る
行
為
基
準
と
審
査
基
準
の
分
岐
に
関
し

て
、
取
締
役
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
緩
や
か
な
司
法
審
査
基
準
が
望
ま
し
い
と
し
つ
つ
、
行
為
規
範
自
体
は
厳
格
な
ま
ま
と
す
る
こ
と
が

問
題
と
な

（
48
）

る
（
49
）

。
環
境
変
化
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
明
確
な
行
為
規
範
の
提
供
が
意
味
を
持
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

米
国
に
お
け
る
会
社
法
上
の
信
認
義
務
に
お
け
る
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
の
扱
い
に
つ
い
て
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
含
め
て
内
容

と
境
界
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き
た

（
50
）

。
受
託
者
義
務
（fiduciary�duty

）
に
つ
い
て
は
、
注
意
義
務
（duty�of�C

are

）、
忠
実
義
務
（duty�of�

R
oyalty

）、
自
己
執
行
義
務
（duty�not�to�delegate

）、
分
別
管
理
義
務
（segregation�rule

）
の
四
つ
の
義
務
が
中
心
的
か
つ
重
要
な
義
務

と
さ
れ
る

（
51
）

。
一
般
的
に
受
託
者
の
信
認
義
務
は
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
を
主
体
に
構
成
さ
れ
、
近
時
は
情
報
開
示
義
務
（duty�of��

disclosure

）、
誠
実
義
務
（duty�of�good�faith

）
を
包
摂
す
る
傾
向
も
あ
る
。
忠
実
義
務
は
利
益
相
反
取
引
、
自
己
取
引
を
禁
じ
る
も
の

で
、
多
数
派
株
主
を
利
す
る
取
引
を
含
み
、
忠
実
義
務
違
反
に
対
し
て
は
取
締
役
の
責
任
軽
減
・
免
除
（
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
会
社
法
一
〇
二
条

（
ｂ
）（
７
））、
免
責
・
賠
償
責
任
保
険
適
用
（
Ｄ
＆
Ｏ
）（
同
一
四
五
条
）
が
な
い

（
52
）

。
取
締
役
の
信
認
義
務
違
反
を
問
う
場
合
、
完
全
公
正
基

準
（entire�fairness�test

）、
経
営
判
断
原
則
、
中
間
的
基
準
が
用
い
ら
れ
、
完
全
公
正
基
準
は
利
益
相
反
取
引
な
ど
に
お
け
る
厳
格
な
基

準
で
あ
る
。
中
間
的
基
準
は
、
対
的
買
収
の
支
配
権
争
い
な
ど
の
局
面
で
取
締
役
の
行
為
の
公
正
・
合
理
性
に
つ
い
て
、
取
締
役
に
立
証

責
任
が
課
せ
ら
れ
る
（
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
レ
ブ
ロ
ン
判
決
な
ど

（
53
））。

（
三
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
六

注
意
義
務
に
関
し
て
、
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
事
実
上
の
免
責
が
図
ら
れ
（
注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
）、
緩
や
か
な
運
用
が
な
さ

れ
て
き
た
が
、
重
過
失
を
認
め
たS

m
ith�v.�V

an�G
orkom

（
一
九
八
五
年
）
判
決
以
降
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
保
険
料
高
騰
、
社
外
取
締
役
不

足
な
ど
の
現
象
が
起
こ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
に
お
い
て
免
責
規
定
が
規
定
さ
れ
る
に
至
り
、
適
用
除
外
規
定
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ

て
き
た
。
注
意
義
務
に
関
し
、
受
認
者
の
行
為
規
範
の
水
準
と
司
法
審
査
の
基
準
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
、
注
意
義
務
に
つ
い

て
緩
や
か
な
司
法
審
査
の
基
準
を
正
当
化
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
取
締
役
の
行
為
規
範
自
体
を
緩
や
か
な
司
法
審
査
の
基
準
に
合
わ

せ
ら
れ
な
い
か
、
考
察
対
象
と
な
る

（
54
）

。
私
見
で
あ
る
が
、
米
国
で
は
法
に
よ
る
作
用
が
及
ぶ
部
分
が
英
国
に
比
し
多
く
な
る
と
は
い
え
、

信
認
義
務
を
通
じ
て
英
国
の
統
合
規
範
な
ど
コ
ー
ド
の
機
能
を
実
質
的
に
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
料
さ
れ
る
。

他
方
で
忠
実
義
務
に
つ
い
て
は
厳
格
責
任
の
は
ず
が
、
適
用
範
囲
拡
大
に
伴
い
規
範
化
概
念
に
つ
い
て
柔
軟
な
扱
い
に
変
化
し
、
こ
の

結
果
、
注
意
義
務
の
境
界
が
不
分
明
と
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
主
観
的
側
面
の
判
断
が
入
り
込
む
と
共
に
、
第
一
義
的
に
は
企
業
に
お
け

る
自
主
的
な
法
令
遵
守
体
制
（
内
部
統
制
）
に
か
か
る
部
分
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
主
に
職
責
を
担
う
内
容
で
あ
ろ
う
（
私
見
）。R

ed�F
lag

（
危

険
な
徴
候
）
と
異
な
り
、
消
極
的
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、
戦
略
面
等
の
積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
判
断
事
項
も
対
象
と
し
て
扱
う
も
の
で

あ
る
。
誠
実
（good�faith

）
義
務
の
接
点
と
も
な
り
、D

isney

事
件
判
決

（
55
）

が
参
照
さ
れ
、
社
外
取
締
役
と
機
関
権
限
配
分
論
の
議
論
に
も

繋
が
る
。
社
外
取
締
役
は
株
主
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
長
期
的
企
業
価
値
の
体
現
者
で
あ
る
べ
き
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど

経
営
陣
と
緊
張
関
係
に
立
つ
の
で
な
く
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
共
通
の
機
能
を
担
う
べ
く
株
主
総
会
、
取
締
役
会
に
お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の

機
関
権
限
の
あ
り
方
を
構
成
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
株
主
自
身
が
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
果
た
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
含
め
自
主
的
な
規

律
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
必
要
性
が
あ
り
、
米
国
に
お
け
る
近
時
の
株
主
第
一
主
義
の
修
正
局
面
の
動
き
と
も
表
裏
の
問
題
と
な
る
。

（
三
八
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
七

３
．
忠
実
義
務
の
規
範
化
な
ら
び
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正

注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
分
類
に
つ
い
て
、L

ym
an�Johnson

教
授
は
取
締
役
の
責
任
免
除
に
関
す
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
般
会
社
法

一
〇
二
条
（
ｂ
）（
７
）
を
対
象
と
し
、
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
概
念
上
の
区
分
に
つ
き
明
確
か
を
問
い
、
忠
実
義
務
の
再
検
討
を
試
み
る

（
56
）

。

忠
実
義
務
は
概
念
が
明
確
で
狭
い
は
ず
の
と
こ
ろ
、
本
来
は
豊
か
な
規
範
的
要
素
を
含
み
、
損
害
賠
償
に
関
し
て
は
狭
く
し
て
解
釈
す
る
。

loyalty

、care

な
ど
道
徳
規
範
的
語
彙
で
表
さ
れ
る
信
認
義
務
が
、
社
会
規
範
と
会
社
法
の
相
互
作
用
の
鍵
と
な
る

（
57
）

。
立
法
論
と
し
て

デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）（
７
）
に
お
け
る
忠
実
義
務
の
責
任
免
除
の
例
外
に
つ
き
、
取
締
役
が
直
接
ま
た
は
間
接
に
そ

の
違
反
か
ら
利
益
を
獲
得
す
る
場
合
ま
た
は
取
締
役
が
故
意
ま
た
は
思
慮
分
別
を
欠
い
て
（recklessly

）
不
当
な
行
為
を
な
し
た
場
合
に

限
定
す
る
べ
く
修
正
す
る
こ
と
、
適
正
な
忠
実
性
（due�loyalty

）
の
概
念
に
よ
る
絞
り
を
か
け
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
り
司
法
判
断
に
お
い
て
緩
和
さ
れ
て
き
た
注
意
義
務
に
対
比
し
て
、
忠
実
義
務
は
利
益
相
反
等
の
局
面
で
無

過
失
責
任
と
し
て
厳
格
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
規
範
化
概
念
導
入
、
責
任
免
除
規
定
の
存
在
な
ど
柔
軟
に
扱
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
注
意
義
務

と
忠
実
義
務
の
不
明
確
化
を
招
来
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
責
任
免
除
規
定
の
適
用
除
外
事
由
に
絞
り
を
か
け
て
き
た
も
の
と
思
料
さ

れ
る
（
私
見
）。
衡
平
法
上
の
救
済
ま
た
は
限
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
を
基
礎
づ
け
つ
つ
、
裁
判
官
はloyalty

と
い
う
規
範
意
識
の
中
で
柔

軟
に
実
務
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。

他
方
英
国
で
は
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
に
お
い
て
取
締
役
の
一
般
的
義
務
の
中
に
企
業
価
値
最
大
化
に
関
連
し
た
内
容
が
明
記
さ
れ
、

積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
義
務
の
側
面
を
担
い
、
忠
実
義
務
と
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
相
互
補
完
的
な
形
で
規
定
さ
れ
る
。
法
に
よ
る
強

制
を
強
め
て
い
る
と
い
え
、
具
体
的
内
容
と
な
る
規
範
的
要
素
は
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
発
出
さ
れ
て
い
る
。
英
国
に
お
け
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局

面
と
も
評
せ
よ
う
。

（
三
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
八

翻
っ
て
我
が
国
会
社
法
は
米
国
法
を
継
受
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
策
定
に
よ
り
米
国
法
体
系
か
ら
や
や
離
れ
英
国

形
式
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
。
忠
実
義
務
の
規
範
化
等
に
関
す
る
判
例
形
成
は
未
達
領
域
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｇ
に
よ
り
補
っ
て
い
く
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
我
が
国
で
は
米
国
の
信
認
義
務
が
占
め
る
上
位
概
念
の
位
置
付
け
に
善
管
注
意
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
、
米
国
同
様
の
議
論

は
さ
れ
に
く
い
。
銀
行
取
締
役
の
有
す
る
融
資
局
面
な
ど
高
度
の
善
管
注
意
義
務
の
問
題
な
ど
も
然
り
で
あ
ろ
う

（
58
）

。
我
が
国
独
自
の
動
機

付
け
・
領
域
、
検
討
課
題
の
中
で
議
論
す
る
べ
き
で
、
英
国
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
の
コ
ー
ド
の
引
き
写
し
作
業
に
終
始
し
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

４
．
株
主
主
権
万
能
の
修
正
と
支
配
株
主
の
忠
実
義
務
・
完
全
公
正
基
準
─
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
少
数
株
主
重
視
─

支
配
株
主
に
か
か
る
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
な
ら
び
に
多
面
性
と
株
主
間
差
別
化
を
中
心
に
検
討
す
る
。
米
国S

outhern�P
eru

事
件

（
59
）

で
は
支
配
株
主
の
忠
実
義
務

（
60
）

に
関
し
て
、
取
締
役
の
義
務
の
う
ち
完
全
公
正
基
準
が
注
目
さ
れ
る
。
裁
判
官
が
公
正
価
格
算
定
に
大

き
く
関
与
し
、
第
三
者
特
別
委
員
会
が
Ｆ
Ａ
で
あ
るG

oldm
an�S

achs

の
評
価
を
丸
呑
み
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
対
し
て
裁
判
官
自
ら

が
算
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
社
外
取
締
役
の
独
立
性
の
強
化
と
支
配
株
主
に
よ
る
株
主
主
権
の
基
づ
く
考
え
方
で
な
く
、
社
外
役
員

の
真
の
専
門
性
と
少
数
株
主
に
も
配
慮
し
た
公
正
性
を
重
視
す
る
案
件
と
し
て
示
唆
す
る
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
取
締
役
の
責
任
・

義
務
に
つ
い
て
、
米
国
の
よ
う
に
受
託
者
責
任
を
中
心
に
構
成
す
る
場
合
、
忠
実
義
務
、
注
意
義
務
な
ど
が
主
で
あ
る
が
、
忠
実
義
務
に

つ
い
て
は
対
象
が
支
配
株
主
に
対
し
て
で
な
く
、
少
数
株
主
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
も
考
慮
し
、
完
全
公
正
価
格
ル
ー
ル
に
よ
る

修
正
局
面
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
支
配
株
主
に
よ
る
株
主
主
権
万
能
主
義
の
修
正
と
し
て
英
国
会
社
法
改
正
な
ど
に
み
る
利
害
関
係
人
の

重
視
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
。
社
外
取
締
役
の
独
立
性
強
化
と
支
配
株
主
の
株
主
主
権
に
基
づ
く
考
え
方
で
な
く
、
専

（
三
八
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
九

門
性
と
少
数
株
主
に
配
慮
し
た
公
正
性
を
重
視
す
る
案
件
と
し
て
示
唆
す
る
点
が
多
い
。
米
国
の
受
託
者
責
任
に
お
い
て
忠
実
義
務
あ
る

い
は
誠
実
義
務
に
関
す
る
修
正
局
面
に
あ
り
、
株
主
主
権
が
明
白
な
米
国
に
お
い
て
少
数
株
主
や
利
害
関
係
者
の
利
益
に
つ
い
て
デ
ラ
ウ

エ
ア
裁
判
所
が
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の
の
実
態
的
に
考
慮
に
入
れ
つ
つ
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
支
配
株
主
と
経
営
陣
が
対
立
関
係

が
あ
る
上
場
企
業
に
お
い
て
、
多
面
的
な
企
業
価
値
を
考
慮
し
積
極
的
修
正
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。
日
米
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
受
託
者
責
任
の
考
え
方
等
の
近
接
性
を
示
し
て
い
よ
う
が

（
61
）

、
我
が
国
で
は
公
正
価
格
算
定
の
妥
当
性
、
少
数
株
主
権
の
縮
減
防
止
等

は
と
も
か
く
、
価
格
算
定
自
体
を
証
券
市
場
理
論
等
を
実
際
に
駆
使
し
て
裁
判
所
が
算
定
す
る
局
面
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
62
）

。

ま
たeB

ay

訴
訟
（
二
〇
一
〇
年
）
の
事
案
な
ど
は
、
支
配
株
主
で
は
な
く
と
も
一
定
程
度
の
保
有
数
が
あ
り
、
逆
に
そ
の
株
主
第
一
主
義

が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
、
結
論
に
つ
い
て
は
株
主
第
一
主
義
を
求
め
て
逆
で
あ
る
が
、
問
題
の
本
質
で
は
共
通
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

５
．
支
配
少
数
株
主
と
株
主
間
差
別
化

金
融
危
機
等
を
背
景
に
、
善
良
な
る
経
営
陣
の
想
定
す
る
企
業
価
値
最
大
化
と
支
配
株
主
の
追
求
す
る
株
主
価
値
と
の
間
に
ズ
レ
が
生

じ
る
場
合
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
経
営
判
断
原
則
は
基
本
的
に
は
一
般
株
主
と
経
営
陣
が
対
立
す
る
局
面
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
支
配

株
主
と
経
営
陣
が
一
体
の
場
合
に
は
、
少
数
株
主
や
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
り
、P

rincipal�A
gent

問
題
も
検
討

さ
れ
よ
う
。
経
営
意
思
決
定
の
迅
速
化
を
目
指
す
動
き
と
共
に
、
支
配
少
数
株
主
が
経
営
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
相
克
が
生
じ
易
く
、
利
害
が
強
調
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
嫌
気
す
る
支
配
株
主
主
導
の
非
公
開
化
が

進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
（
私
見
）。

６
．
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
序
列
、
誠
実
（good faith

）
義
務
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

取
締
役
の
職
務
執
行
に
際
し
て
法
的
に
求
め
ら
れ
る
適
切
な
動
機
・
認
識
の
意
義
を
誠
実
性
（good�faith

）
と
し
て
考
察
せ
ん
と
す
る

（
三
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
〇

研
究
が
進
め
ら
れ
、
信
認
義
務
の
規
範
の
中
の
忠
実
義
務
、
注
意
義
務
、
重
過
失
（gross�negligence

）、
権
限
濫
用
な
ど
の
相
互
関
係
が

検
討
さ
れ
る

（
63
）

。
忠
実
義
務
は
取
締
役
の
利
益
相
反
禁
止
義
務
に
限
定
さ
れ
ず
、
会
社
利
益
の
積
極
的
増
進
に
専
念
す
べ
き
積
極
的
作
為
義

務
を
含
む
こ
と
が
学
説
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
判
例
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
注
意
義
務
は
積
極
的
利
益
増
進
の
動
機
を
持
つ
取

締
役
が
動
機
の
実
現
の
た
め
に
注
意
と
技
能
を
尽
く
し
、
慎
重
に
行
動
す
べ
き
義
務
を
意
味
す
る
。
忠
実
義
務
が
充
足
さ
れ
て
注
意
義
務

が
成
立
す
る
序
列
関
係
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
存
否
が
渾
然
と
し
て
司
法
審
査
さ
れ
る
場
面
が
存
在
す
る

（
64
）

。

忠
実
義
務
に
つ
い
て
は
、
①
会
社
の
利
益
は
総
株
主
の
利
益
の
増
進
と
解
し
て
既
存
株
主
の
利
益
を
害
す
る
取
引
、
株
主
間
の
差
別
的

取
扱
い
は
忠
実
義
務
違
反
に
な
り
う
る
と
解
さ
れ
、
差
止
請
求
等
の
救
済
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
損
害
を
要
件
と
し
な
い
取
締

役
に
対
す
る
一
般
的
差
止
請
求
を
認
容
す
る
議
論
に
繋
が
る
こ
と
、
②
取
締
役
は
会
社
と
株
主
に
対
し
信
認
義
務
を
負
う
と
説
明
す
る
場

合
、
少
数
派
株
主
に
対
し
て
取
締
役
が
義
務
を
負
う
根
拠
と
内
容
に
つ
き
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
誠
実
性
の
欠
如
が
争
わ
れ

る
場
面
に
取
締
役
の
監
視
義
務
懈
怠
が
あ
る
が
、
判
例
等
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④
忠
実
義
務
規
範
に
含
ま
れ
る
競
業
避
止

義
務
の
説
明
が
な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
忠
実
義
務
の
下
位
的
要
求
と
す
るD

isney

事
件
判
決
の
検
討
も
含
め
、
信

認
義
務
の
考
察
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
え
よ
う
。
主
観
的
な
規
範
領
域
を
問
題
と
し
、
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
境
界
が
不
分

明
と
な
り
、
忠
実
義
務
が
柔
軟
性
を
有
し
て
適
用
領
域
が
拡
大
す
る
反
面
、
注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
状
態
が
本
来
厳
格
な
忠
実
義
務
に

及
ぼ
す
影
響
に
も
検
討
が
必
要
と
な
る
。
他
方
、
経
営
判
断
領
域
と
し
て
経
営
陣
の
不
可
侵
と
さ
れ
た
戦
略
面
の
判
断
に
司
法
判
断
が
及

び
、
取
締
役
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
の
本
来
的
な
監
視
責
任
の
担
い
手
は
ど
う
な
る
か
、
両
方
の
義
務
が
混
然
化
す
る
中
で
注
意
義
務

の
ミ
ス
テ
リ
ー
の
解
消
に
向
か
う
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
論
点
を
抱
え
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、

（
三
八
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
一

英
国
会
社
法
に
お
け
る
一
般
的
義
務
規
定
と
も
整
合
性
を
持
っ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
流
れ
の
中
で

顕
現
化
し
て
き
た
論
点
と
も
い
え
る
。

五
．
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視

─T
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

、�eB
ay�D

om
estic�H

oldings

判
決
─

１
．
米
国
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
受
容

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
に
お
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
経
営
陣
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

対
話
に
向
け
た
動
き
が
窺
え
る
。
独
立
社
外
取
締
役
が
、
株
主
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
（
執
事
）
と
し
て
経
営
陣
か
ら
独
立
し
て
経
営
戦
略
に

踏
み
込
み
意
見
交
換
を
行
う
方
向
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
65
）

。
コ
ー
ド
の
実
質
化
、
義
務
化
の
内
容
が
米
国
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
し
て
顕
現

し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
方
で
我
が
国
で
は
上
場
企
業
に
限
定
し
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
（
上
場
規
則
）
と
し
て
導
入
し
、
徐
々
に
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
手
法
と
思
料
さ
れ
、
早
急
か
つ
柔
軟
に
成
果
を
上
げ
社
会
的
な
コ
ス
ト
軽
減
に
も
繋
が
る
。
近
時
の

F
inT

ech

に
お
け
るR
egulatory�S

andbox

（
治
験
の
場
）
に
類
似
し
た
考
え
方
と
な
ろ
う
か
。

２
．
米
国
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
制
定

（
１
）　
民
間
団
体
主
導
の
コ
ー
ド
制
定

政
府
に
よ
る
公
定
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
米
国
に
お
い

て
、
二
〇
一
七
年
一
月
主
要
機
関
投
資
家
お
よ
び
運
用
会
社
が
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

（
三
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
二

ナ
ン
ス
の
推
進
す
る
た
め
に
自
主
団
体
で
あ
るInvestor�S

tew
ardship�G

roup

（
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
を
設
立
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
原
則
を
制
定
し
た

（
66
）

。
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
発
効
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
上
場
企
業
に
対
し
二
〇
一
八
年
の

株
主
総
会
前
ま
で
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
米
国
で
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
準
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
機
関
投
資
家

は
社
内
体
制
、
対
象
先
選
定
な
ど
独
自
方
法
に
よ
り
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

（
２
）　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則

原
則
Ａ
：
機
関
投
資
家
は
議
決
権
行
使
お
よ
び
対
話
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
策
定
・
開
示
し
、
議
決
権
行
使
お
よ
び
対
話
活
動

結
果
に
つ
い
て
も
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｂ
：
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
運
用
機
関
が
ど
の
よ
う
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果

た
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｃ
：
機
関
投
資
家
は
、
利
益
相
反
（
潜
在
的
な
も
の
を
含
む
）
を
回
避
す
る
た
め

の
手
続
き
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｄ
：
議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
助
言
会
社
が
利
益
相
反
管
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｅ
：
企
業
と
の
対
話
が
不
調
と
な
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
を
企
業
に
対
し

開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｆ
：
機
関
投
資
家
は
、
協
働
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
共
通
の
問
題
へ
の
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則

原
則
一
：
取
締
役
会
は
、
株
主
に
対
し
て
説
明
責
任
を
負
う
。
原
則
二
：
株
主
は
、
経
済
的
持
分
に
比
例
し
た
議
決
権
を
行
使
す
る
権

利
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
原
則
三
：
取
締
役
会
は
、
株
主
に
応
対
し
、
株
主
視
点
を
理
解
す
る
た
め
に
積
極
的
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
原
則
四
：
取
締
役
会
は
、
強
力
で
独
立
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
造
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
原
則
五
：
取
締
役
会
は
、
そ
の
有
効
性

を
高
め
る
た
め
の
体
制
と
慣
行
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
六
：
取
締
役
会
は
、
会
社
の
長
期
戦
略
に
沿
っ
た
経
営
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
原
則
二
に
つ
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
に
支
配
権
保
持
の
た
め
議
決
権
種
類
株
式
を
発
行
す

（
三
八
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
三

る
事
例
が
増
加
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取
引
委
員
会
）
は
一
九
八
八
年
自
己
規
制
機
関
（
証
券
取
引
所
）
に
一
株
一
議
決
権
以
上
の
議
決
権
を

有
す
る
新
株
を
発
行
し
た
会
社
の
上
場
お
よ
び
取
引
を
禁
じ
る
規
則
一
九
ｃ−

四
を
採
択
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
経
済
団
体
ビ
ジ
ネ
ス
・

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
敗
訴
し
、
撤
回
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
自
主
ル
ー
ル
の
形
で
規
則
一
九
ｃ−

四
と
同
等
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
に
な
る

（
67
）

。

３
．The A

ccountable C
apitalism

 A
ct

、B
enefit C

orporations M
odel

（
１
）　T

he A
ccountable Capitalism

 A
ct

米
国
で
は
民
間
主
導
の
コ
ー
ド
策
定
と
別
に
、
民
主
党
主
導
に
よ
り
株
主
の
み
な
ら
ず
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
し
た
経
営

を
求
め
、
連
邦
政
府
か
ら
の
認
定
取
得
を
義
務
付
け
る
法
案A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

（
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案�

Ａ
Ｃ
Ａ
）
が

二
〇
一
八
年
八
月
提
出
さ
れ
た

（
68
）

。

①
　
背
景
と
意
図

T
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

は
米
国
で
拡
大
す
る
経
済
的
格
差
・
不
平
等
を
克
服
す
べ
く
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
通
じ
て
資

本
主
義
の
機
能
不
全
を
解
決
せ
ん
と
す
る
（dem

ocratic�socialism

）。
か
か
る
機
能
不
全
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
価
値
バ
ラ
ン
ス
か
ら
株
主
第
一
主
義
へ
変
化
し
た
こ
と
に
始
ま
る

（
69
）

。
そ
の
弊
害
と
し
て
、（
ａ
）
利
益
の
株
主
配
分
の
増
加
（
一
九
八
〇

年
代
五
〇
％
以
下
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
九
三
％
）
が
あ
り
、S

&
P
500

の461

社
を
み
て
も
自
社
株
買
い
は＄

4trillion

（
利
益
の
五
四
％
）、
配

当
は＄

2.9trillion

（
利
益
の
三
九
％
）
に
達
し
た
。（
ｂ
）
事
業
拡
大
の
た
め
の
再
投
資
が
減
少
し
、
国
際
競
争
力
低
下
、
従
業
員
の
可
処

分
所
得
の
低
下
に
繋
が
っ
た
。（
ｃ
）
富
裕
層
へ
の
集
中
と
格
差
拡
大
に
よ
り
、
上
位
一
〇
％
の
富
裕
層
が
全
株
式
の
八
四
％
を
所
有
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

（
三
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
四

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
へ
の
回
帰
が
図
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
主
た
る
推
進
力
と
し
つ
つ
、
経
済
シ
ス
テ
ム
で
労
働
者
に

優
先
順
位
を
付
け
る
べ
く
、
株
主
に
与
え
る
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
排
除
、
企
業
の
政
治
活
動
の
抑
制
、
労
働
者
か
ら
も
戦
略
的
決

断
の
意
見
を
得
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

②
　
法
案
の
要
点

（
ａ
）
年
間
売
上
高$100

億
企
業
は
、
連
邦
政
府
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（U

nited�S
tates�C

orporations

）
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
。（
ｂ
）
商
務
省
内
に
設
置
さ
れ
るO

ffi
ce�of�U

S
C
s

が
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
認
定
、
評
価
を
行
い
、
違
反
企
業
に
は
認
定
を
取
消
す
。（
ｃ
）

Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
は
株
主
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
、
顧
客
、
地
域
社
会
な
ど
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
、B

enefit�C
orporations�M

odel

が
参
考
に
さ
れ
る
。（
ｄ
）
取
締
役
会
は
、
少
な
く
と
も
四
〇
％
が
従
業
員
か
ら
従
業
員
に
よ

り
選
出
さ
れ
る
。（
ｅ
）
取
締
役
、
執
行
役
は
報
酬
の
得
た
自
社
株
式
に
つ
い
て
五
年
以
内
の
売
却
、
三
年
以
内
の
会
社
に
よ
る
買
戻
し

も
不
可
と
な
る
。（
ｆ
）
政
治
献
金
す
る
場
合
、
株
主
七
五
％
以
上
な
ら
び
に
取
締
役
七
五
％
以
上
の
賛
成
に
よ
る
承
認
が
求
め
ら
れ
る
。

背
景
に
はC

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission

（
二
〇
一
〇
）
の
司
法
判
断
が
存
在
す
る

（
70
）

。

（
ｄ
）
の
従
業
員
参
加
は
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
主
旨
を
共
通
に
す
る
が
、
従
業
員
に
よ
る
選
出
を
求
め
る
な
ど
一
層
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
の

影
響
を
受
け
た
内
容
と
な
る
。
従
業
員
主
権
の
必
要
性
は
、
我
が
国
も
欧
米
の
よ
う
に
企
業
経
営
を
専
門
と
す
る
経
営
経
験
者
の
流
動
的

な
市
場
形
成
が
進
む
な
ど
環
境
が
変
化
す
れ
ば
、
様
相
は
異
な
ろ
う
か
（
私
見
）。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
経
営

を
法
的
に
支
援
す
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
と
し
て
当
該
法
案
に
賛
同
も
得
ら
れ
、
既
存
会
社
の
移
行
も
含
め
税
制
上
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
検
討
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る

（
71
）

。
反
面
、
連
邦
政
府
が
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
認
定
企
業
の
管
理
を
行
う
点
で
経
営
の
自
由
の
阻
害
に

当
た
る
点
で
反
対
意
見
も
出
さ
れ
る
。

（
三
九
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
五

（
２
）　Benefit Corporations M

odel

、eBay D
om

estic H
oldings

判
決

ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
提
唱
はB

enefit�C
orporations�M

odel

（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
の
着
想
が
あ
り
、
二
〇
一
〇
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
初
め
て
法

制
化
さ
れ
、
三
三
州
と
Ｄ
Ｃ
で
法
的
に
認
め
ら
れ
た
新
た
な
法
人
形
態
で
あ
る

（
72
）

。
株
主
の
み
な
ら
ず
顧
客
、
従
業
員
、
関
東
な
ど
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
も
法
的
側
面
か
ら
追
及
を
可
能
と
す
る
。
従
来
のC

-C
orporation （

73
）

同
様
に
税
制
面
の
優
遇
措
置
は
な
さ
れ
な

い
。近

年
、eB

ay

（eB
ay�D

om
estic�H

oldings,�Inc.�v.�N
ew

m
ark

（S
ept.�9,�2010 （

74
）））

訴
訟
に
お
い
て
株
主
第
一
主
義
に
よ
りeB

ay

側
に
有

利
な
判
決
が
出
さ
れ
、
公
益
重
視
の
経
営
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
多
様
な
価
値
観
を
有
す
る
企
業
が
法
的
保
護
の
下
で
自
由

に
経
済
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
規
定
内
容
は
州
毎
に
異
な
る
が
、
①
目
的
は
公
共
の
利

益
拡
大
で
特
定
の
公
共
利
益
を
目
的
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
②
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
で
は
取
締
役
、
執
行
役
は
経
営
判
断
に
当

た
り
株
主
、
従
業
員
、
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
等
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
す
る
。
③
透
明
性

（transparency

）
で
は
年
間
活
動
を
第
三
者
の
基
準
に
基
づ
き
会
社
自
身
が
評
価
し
、
結
果
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
透
明
性
を
持
っ
て

公
開
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｍ
は
現
在
七
千
社
を
超
え
る
企
業
が
採
用
し
て
い
る
が
、
大
半
が
社
会
貢
献
の
価
値
観
を
有
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
の
起
業
家
で
、

基
準
が
充
足
で
き
ず
株
主
と
摩
擦
を
生
じ
る
例
も
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
①C

-C
orporation

が
定
款
変
更
を
行
い
、
株
主
同
意
を
得

て
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
。
②
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
は
九
〇
％
の
株
主
同
意
を
要
す
る
。
③
事
業
拡
大
に
よ
る
子
会
社
保
有
、
Ｍ
＆

Ａ
等
の
規
則
が
明
確
で
は
な
い
。
④
長
期
的
利
益
と
社
会
的
責
任
に
か
か
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

（
三
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
六

（
３
）　
米
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
多
様
性
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

C
-C

orporation�M
odel

に
お
け
る
株
主
第
一
主
義
に
対
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
多
様
性
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
長
期
的
企
業
価
値

向
上
に
向
け
た
経
営
を
行
う
企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
も
企
業
自
身
が
独
自
の
価
値
観
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
を
認
識
し
つ
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
経
営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
る

（
75
）

。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
根
幹
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
、
こ
の
点
で
は
改
革
の
方
向
性
を
寧
ろ
先
取
り
し
た
も
の
と
も

評
し
得
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向
上
を
指
向

し
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
た
法
制
度
整
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
英
国
の
一
連
の
改
革
を
範
と
し
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
世
界
的
収
斂
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
（
私
見
）。

B
enefit�C

orporations

法
に
関
し
て
、
第
三
者
基
準
に
よ
る
評
価
お
よ
び
報
告
を
求
め
て
実
質
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
確
保
を

図
っ
て
い
る
が
、
社
会
的
利
益
の
追
求
自
体
を
強
制
す
る
も
の
で
な
く
、
第
三
者
基
準
の
設
定
者
自
身
に
よ
る
継
続
的
監
督
も
当
該
基
準

自
体
の
内
容
の
質
を
担
保
す
る
法
的
な
仕
組
み
も
な
い
た
め
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て
の
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る

（
76
）

。

４
．
従
業
員
発
言
の
拡
大
と
受
託
者
責
任

Ａ
Ｃ
Ａ
の
内
容
に
つ
い
て
、
従
業
員
発
言
の
拡
大
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（U

nited�S
tates�C

orporations

）
に
お
け
る
取
締
役
会
構
成
と
受
託
者

責
任
、
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
等
の
関
連
か
ら
検
討
を
深
め
た
い
。
Ａ
Ｃ
Ａ
は
、
同
法
成
立
後
一
年
以
内
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
協
議
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ

の
取
締
役
の
四
〇
％
以
上
は
同
社
の
従
業
員
か
ら
選
出
す
る
内
容
の
規
則
策
定
を
要
請
す
る
（
Ａ
Ｃ
Ａ
第
六
条
）。
労
働
省
に
対
し
て
は
商

務
省
と
連
携
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
遵
守
し
な
い
場
合
、
労
働
省
は
同

（
三
九
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
七

取
締
役
に
対
し
て
罰
金
を
科
す
、
ま
た
は
商
務
省
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
免
許
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
は
一
般
的
な

公
共
の
便
益
を
追
及
す
る
主
体
と
し
て
、
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
最
善
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
取
締
役
は
社
会
に
対
す
る
受
託
者
責
任
を
負
う
主
体
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る

（
77
）

。
ド
イ
ツ
共
同

決
定
制
度
（
二
層
制
）
に
お
い
て
監
査
役
会
に
お
け
る
株
主
代
表
は
株
主
総
会
で
選
出
さ
れ
、
従
業
員
代
表
は
当
該
企
業
の
従
業
員
お
よ

び
労
働
者
組
合
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る

（
78
）

。
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
は
共
同
決
定
法
を
評
価
し
、
株
主
至
上
主
義
（S

hareholders ’�C
apitalism

）

か
ら
一
般
的
な
公
共
の
便
益
を
追
及
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
公
益
）
資
本
主
義
（P

ublic�Interest�C
apitalism

）
に
転
換
す
る
こ
と
で

生
活
水
準
向
上
、
持
続
的
経
済
成
長
を
目
指
し
て
い
る

（
79
）

。

５
．
米
国
の
受
託
者
責
任
と
長
期
企
業
価
値
向
上
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
規
制
改
革
提
言

政
治
献
金
に
か
か
るC

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission

（
二
〇
一
〇
）
の
司
法
判
断
に
関
連
し
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議

員
は
言
論
の
自
由
が
個
人
の
み
な
ら
ず
法
人
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
と
い
う
同
判
決
の
正
当
性
に
疑
問
を
呈
し
、
法
人
は
道
徳
的
な
米

国
国
民
で
は
な
い
と
す
る
。
Ａ
Ｃ
Ａ
第
八
条
で
は
米
国
株
式
会
社
が
同
要
件
を
充
足
し
な
い
場
合
、
株
主
は
同
社
を
提
訴
で
き
、
商
務
省

は
同
社
の
免
許
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
か
ら
自
社
株
買
い
規
制
（
一
九
八
二
年
策
定
の
一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
（
ｂ
）（
18
））
の
改
革
を
提
言

（
80
）

し
、
連
邦
議
会
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（P

roxy�A
dvisory�F

irm

）
に
焦
点
を
置
き
提
言
を
行
っ
た
。
代
表
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（Institutional�

S
hareholder�S

ervices

）、
グ
ラ
ス
ル
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
手
資
産
運
用
会
社
の
二
〇
一
七
年
議
決
権
行
使
数
の
八
五
％
以
上
が
推
奨
に

従
っ
て
い
る
な
ど
、
事
実
上
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
準
策
定
者
の
地
位
に
あ
る
半
面
、
会
社
提
案
に
反
対
の
姿
勢
を
示
す
場
合
に
し
ば
し
ば

（
三
九
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
八

誤
解
や
事
実
誤
認
が
あ
る
と
さ
れ

（
81
）

、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
上
場
を
躊
躇
す
る
要
因
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
の
改
善
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
も
提
供
し
、
潜
在
的
な
利
益
相
反
の
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。

連
邦
下
院
で
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
お
よ
び
透
明
性
法
案
（C

orporate�G
overnance�R

eform
�and�

T
ransparency�A

ct�of�2017

）
が
可
決
さ
れ
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
の
義
務
付
け
、
正
確
か
つ
客
観
的
な
提
言
を
行
う

専
門
性
と
能
力
の
証
明
の
義
務
付
け
、
発
行
体
に
対
し
て
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
応
す
る
時
間
を
十
分
与
え
る
こ
と
を
主
な
内
容
と

す
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
米
国
上
場
企
業
の
決
算
を
四
半
期
か
ら
半
期
決
算
に
変
更
す

る
こ
と
の
影
響
の
調
査
を
指
示
し
、
柔
軟
性
や
コ
ス
ト
削
減
、
雇
用
促
進
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
短
期
主

義
の
是
正
と
も
い
え
、
透
明
性
法
案
の
方
向
性
と
も
整
合
す
る
。
現
下
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
方
向
性
は
、
米
国
上
場
企
業
が
長
期
的
視

点
か
ら
企
業
価
値
向
上
を
促
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
内
部
統
制
、
監
査
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
整
備
あ
る
い
は
開
示
強
化
等

の
形
式
面
の
み
な
ら
ず
、
上
場
企
業
数
が
過
去
二
〇
年
間
で
半
減
す
る
事
態
を
受
け
、
公
開
市
場
の
競
争
力
向
上
に
向
け
た
施
策
を
進
め

つ
つ
あ
る

（
82
）

。
株
主
第
一
主
義
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
、
米
国
で
は
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
の
修
正
、
英

国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
と
共
通
性
を
有
す
る
取
締
役
の
義
務
を
法
制
度
化
せ
ん
と
す
る
動
き
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

法
案
の
反
響
は
大
き
く
、
企
業
価
値
向
上
に
関
し
て
上
場
規
則
に
よ
り
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
図
ら
ん
と
す
る
我
が
国
の
方

向
性
と
も
異
な
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
に
お
い
て
、
企
業
の
柔
軟
性
を
求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
の
対
応
と
し
て
法
案
化
を
試

み
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
内
容
が
実
質
的
に
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
取
り
込
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
（
私
見
）。

（
三
九
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
九

六
．
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

１
．eB

ay D
om

estic H
oldings

判
決
（
二
〇
一
〇
年
）
と
ユ
ノ
カ
ル
基
準
、
支
配
株
主
の
信
認
義
務
違
反

eB
ay

事
件
判
決
に
お
い
て
、
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
適
用
な
ど
が
改
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
衡
平
法
裁
判
所

は
本
件
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
が
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
二
つ
の
要
件
を
充
足
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
小
規
模
閉
鎖
会
社craigslist

社
に
お
い
て
取

締
役
で
あ
る
創
設
者C

raig�N
ew

m
ark

とJim
�B

uckm
aster

が
導
入
し
た
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
（
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
）
を
無
効
と
判
示
し
て
い
る

（
83
）

。

無
償
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
標
榜
し
て
経
済
的
利
益
の
積
極
的
追
求
を
指
向
す
る
原
告
少
数
派
株
主
に
よ
る
支
配

権
取
得
を
防
ぐ
べ
く
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
を
採
択
し
た
取
締
役
ら
に
つ
き
、
信
認
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
の
無
効
の
主
張

が
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
充
足
が
否
定
さ
れ
、
原
告
主
張
が
認
容
さ
れ
た

（
84
）

。

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
は
、（
ａ
）
期
差
取
締
役
会
（classified�board,�staggered�board （

85
））

導
入
は
本
件
に
お
い
て
買
収
防
衛
策

と
解
さ
れ
ず
、
経
営
判
断
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。（
ｂ
）
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
は
防
衛
策
と
し
て
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
下
で
審
査
さ
れ
る
。（
ｃ
）

新
株
発
行
は
古
典
的
な
利
益
相
反
取
引
で
あ
り
、
完
全
公
正
（entire�fairness

）
基
準
で
審
査
さ
れ
る
と
判
じ
た
。（
ａ
）
に
つ
い
て
、
取

締
役
会
を
通
じ
競
業
行
為
者
が
自
由
に
情
報
を
共
有
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
は
正
当
で
合
理
的
事
業
目
的
が
認
め
ら
れ
、
信
認
義
務

違
反
は
肯
定
さ
れ
な
い
。
他
方
、（
ｃ
）
に
つ
い
て
はN

ew
m
ark

、B
uckm

aster

間
に
本
件
対
抗
措
置
の
以
前
か
ら
相
互
に
先
買
権
を
認

め
る
合
意
が
あ
り
、（
ｃ
）
は
会
社
の
先
買
権
に
置
換
す
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、eB

ay

社
は
既
に
株
主
間
の
先
買
権
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、（
ｃ
）
の
措
置
に
よ
り
改
め
てcraigslist

社
へ
の
先
買
権
付
与
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
株
発
行
の

（
三
九
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
〇

対
価
は
不
平
等
で
公
正
で
は
な
い
等
と
さ
れ
た
結
果
、
本
件
新
株
発
行
は
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件eB

ay

事
件
判
決
は
、
取
締
役
が
株
主
利
益
最
大
化
を
図
る
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し

（
86
）

、
経
営

者
側
が
株
主
利
益
以
外
の
目
的
に
つ
い
て
、
関
連
性
を
主
張
せ
ず
前
面
に
押
し
出
せ
ば
信
認
義
務
違
反
を
認
定
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な

る
（
87
）

。２
．
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
受
容

（
１
）　W

olf Pack
の
司
法
判
断
─
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
ブ
ラ
ウ
シ
ス
判
決
─

（
イ
）　T

hird�P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS
otheby ’s

社
の
買
収
防
衛
策

　
株
式
大
量
保
有
報
告
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
形
で

複
数
フ
ァ
ン
ド
が
協
調
的
意
思
の
下
に
独
自
に
株
式
を
買
い
進
め
る
対
応
（W

olf�P
ack

）
に
対
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例

は
低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
敵
対
的
買
収
防
衛
策

（
88
）

を
肯
定
し
、
経
営
陣
に
よ
る
自
己
防
衛
の
肯
定
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の

活
動
阻
止
の
何
れ
で
も
な
く
、
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
中
長
期
的
利
益
の
最
大
化
の
視
点
に
立
っ
て
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、

当
該
戦
略
に
対
し
脅
威
と
な
り
得
る
短
期
的
利
益
の
実
現
行
動
に
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
助
力
し
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。T

hird�P
oint

事
件
（
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ドT

hird�P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS

otheby ’s

社
の
買
収
防
衛
策
に
つ
い
て
、
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
裁
判
例
は
上
場
企
業
側
が
当
該
時
点
の
株
主
構
成
で
株
主
総
会
で
の
決
選
投
票
を

行
う
た
め
に
必
要
な
行
為
を
広
く
許
容
す
る
法
解
釈
を
展
開
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
の
関
係
で
議
決
権
の
一
〇
％
と
い
う

低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
買
収
防
衛
策
を
肯
定
し
た

（
89
）

。
こ
の
点
で
は
、e-B

ay

判
決
と
は
逆
の
結
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
ロ
）　
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容

　
ユ
ノ
カ
ル
判
決
（U

nocal�C
orp.�v.�

M
esa�P

etroleum
�C

o.1985

）
の
基
準
、
更
に
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
（B

lasius�Industries,�Inc.�v.�A
tlas�C

orp.1988

）
に
よ
る
基
準
に
つ
い
て

（
三
九
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
一

更
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ユ
ノ
カ
ル
基
準
（T

he�U
nocal�standard

）
は
、
二
つ
の
段
階
（tw

o�prongs

）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
注
）。

一
つ
は
合
理
性
テ
ス
ト
で
、
取
締
役
会
が
企
業
の
方
針
お
よ
び
有
効
性
に
対
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
だ
け
の
合
理
的
な
根
拠

が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
よ
り
充
足
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
取
締
役
会
は
法
的
に
認
め
ら
れ
る
脅
威
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（m

ust�articulate （
90
））。

ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
二
つ
目
の
段
階
は
比
例
性
テ
ス
ト
（a�proportionality�test

）
で
、
取
締
役
会
の
防
御
的
対
応
は
提
示
さ
れ
た
脅
威

に
対
し
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
よ
り
充
足
さ
れ
る
。
比
例
性
の
レ
ビ
ュ
ー
更
に
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
第
一
に
、
裁
判

所
は
取
締
役
会
の
防
衛
的
行
為
が
排
除
的
ま
た
は
威
圧
的
の
何
れ
か
の
点
で
過
激
で
あ
る
（draconian,�by�being�either�preclusive�or�

coercive

）
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
脅
威
に
対
す
る
取
締
役
会
の
対
応
が
過
激
で
は
な
か
っ
た
場
合
、
裁

判
所
は
そ
の
後
、
取
締
役
会
の
行
動
は
提
起
さ
れ
た
脅
威
に
対
す
る
合
理
的
な
対
応
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

（
91
）

。
被
告
で
あ
る
取
締
役
会
は
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
下
で
の
合
理
性
を
証
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

ユ
ノ
カ
ル
判
決
か
ら
派
生
す
る
基
準
と
し
て
、
議
決
権
の
実
効
性
を
妨
害
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
と
す
る
防
衛
策
に
関
す
る
ブ
ラ
シ
ウ

ス
基
準
（
一
九
八
八
年
）
が
あ
り
、
買
収
者
の
委
任
状
合
戦
を
著
し
く
妨
害
す
る
目
的
で
行
う
防
衛
策
と
し
て
有
事
に
お
い
て
取
締
役
会

定
数
を
増
加
し
株
主
の
議
決
権
行
使
を
妨
げ
る
場
合
は
経
営
者
の
保
身
を
助
長
す
る
も
の
で
過
剰
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
の
下
で

は
防
衛
策
は
否
定
さ
れ
る
方
向
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
は
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
適
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
取
締
役
会
が
中
長
期
的
利

益
の
最
大
化
か
ら
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、
こ
れ
を
否
定
し
て
ユ
ノ
カ
ル
基
準
に
基
づ
き
判
断
を
下
し
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策

に
関
す
る
一
定
の
許
容
性
を
示
し
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
取
締
役
選
解
任
の
議
案
等
へ
の
反
対
投
票
を
念
頭
に
置
い
た
対
処
と
異
な
り
、

米
国
に
お
い
て
も
徐
々
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
受
容
の
契
機
に
も
繋
が
ろ
う
。

（
三
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
二

（
２
）　
買
収
防
衛
策
の
有
用
性
の
再
考
察
な
ら
び
にW

olf Pack

と
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

我
が
国
株
主
総
会
で
は
近
時
は
買
収
防
衛
策
の
廃
止
を
行
う
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。
反
面
で
買
収
防
衛
策
に
な
お
も
残
る
意
義
と
し

て
、
市
場
買
付
け
は
公
開
買
付
制
度
の
対
象
で
な
く
、
強
圧
性
が
排
除
さ
れ
な
い
買
付
け
も
可
能
で
、
自
社
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
対
等

な
立
場
で
フ
ァ
ン
ド
等
買
付
者
側
と
交
渉
や
協
議
を
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
フ
ァ
ン
ド
の
買
増
し
を
止
め
る
措
置
は
重
要
な
意
味
合
い
を

持
つ

（
92
）

。
即
ち
買
収
防
衛
策
に
よ
り
経
営
陣
の
交
渉
力
が
一
定
程
度
確
保
さ
れ
、
対
決
型
で
な
く
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
対
話
・
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
図
ら
れ
経
営
陣
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
建
設
的
な
合
意
形
成
が
行
わ
れ
る
た
め
の
道
程
と
な
ろ
う
。

フ
ァ
ン
ド
従
業
員
出
身
取
締
役
は
独
立
社
外
取
締
役
で
は
な
く
、
特
定
株
主
の
利
益
代
表
で
あ
る
が
、
情
報
格
差
等
の
障
害
が
開
示
規

制
等
の
更
な
る
整
備
で
克
服
で
き
れ
ば
、
彼
我
の
差
異
は
あ
れ
、
な
お
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
経
営
陣
と
の
協
働
態
勢
の
構

築
が
対
話
等
に
よ
り
可
能
と
な
る
余
地
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
議
決
権
行
使
行
動
に
か
か
る
環
境
変
化
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
お
い

て
機
関
投
資
家
の
議
決
権
を
取
り
込
むW

olf�P
ack

の
可
能
性
を
引
き
上
げ
、W

olf�P
ack

に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
経
営
陣
の
協

働
化
を
通
じ
て
、
企
業
価
値
向
上
の
道
程
を
つ
け
る
意
味
合
い
か
ら
買
収
防
衛
策
に
も
な
お
新
た
な
有
益
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
「
機
関
投
資
家
は
適
切
な
場
合
に
他
の
投
資
家
と
協
調
し
て
行
動
す
べ
き
」
と
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
推

奨
す
る
原
則
に
つ
い
て
、
有
益
な
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
が
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
指
針
（
四−

四
）
に
漸
く
盛
り
込
ま
れ
、
機
関
投
資
家
に

お
い
て
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
素
地
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

（
三
九
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
三

七
．
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
展
望
に
向
け
て
─
ま
と
め
を
か
ね
て
─

１
．
本
稿
で
は
、
英
国
な
ら
び
に
米
国
に
お
け
る
近
時
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
に
焦
点
を
当
て
、
英
国
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
改
訂
、
更
に

は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
に
向
け
た
最
新
の
議
論
を
検
討
し
た
。
米
国
で
は
株
主
主
権
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
へ
の
変
容
に
つ
い
て
議
員
立

法
提
案
な
ら
び
に
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
判
例
理
論
の
考
察
を
進
め
た
。
両
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
乖
離

し
て
い
た
が
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
収
斂
化
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
取
締
役
会
の
責
任
あ
る
い
は

株
主
主
権
へ
の
対
応
な
ど
の
他
、
従
業
員
に
関
し
て
経
営
へ
の
関
与
強
化
を
推
進
せ
ん
と
す
る
点
で
も
共
通
す
る
。
法
秩
序
形
成
や
制
度

改
革
手
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
が
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
俯
瞰
に
も
大
い
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

英
国
で
は
我
が
国
が
範
と
す
る
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
動
き
と
並
行
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促

進
す
る
た
め
の
取
締
役
の
義
務
を
基
礎
と
す
る
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
と
株
主
至
上
主
義
を
貫
い
て
き
た
る
米
国
に
お
い
て
も
、
民
主
党
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
か
ら
説
明
責
任
あ

る
資
本
主
義
法
案
が
出
さ
れ
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
と
不
平
等
の
克
服
に
向
け
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
を
通
じ
て
、
過
重
な
配
当
負
担
等
に
よ
る
成
長
投
資
の
減
少
な
ど
資
本
主
義
の
機
能
不
全
の
解
決
に
向
け
た
抜
本
的
な
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ユ
ノ
カ
ル
基
準
や
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
の
適
用
を
通
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
あ
る
い
は
支
配
株
主
の
議
決
権
行
使

な
ど
に
関
す
る
新
し
い
司
法
判
断
も
出
さ
れ
、
議
論
が
交
錯
す
る
状
況
に
あ
る
。
背
景
に
はW

olf�P
ack

と
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

取
締
役
の
対
株
主
責
任
の
み
な
ら
ず
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
責
任
に
か
か
る
忠
実
義
務
の
考
察
等
も
存
在
す
る
。

米
国
は
施
策
面
か
ら
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向
上
が
試

（
三
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
四

行
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
一
定
の
法
制
整
備
が
指
向
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
注
意
義
務
や
忠
実
義
務

に
か
か
る
概
念
の
規
範
化
、
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成
に
向
か
う
も
の
と
思
料
さ

れ
る
。

他
方
、
英
国
のinclusive

（
包
括
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
し
つ
つ
、
忠
実
義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義

務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的
株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
つ
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

我
が
国
は
英
国
を
模
範
と
し
つ
つ
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
進
め
ら
れ
る
が
、
会
社
法
に
根
拠

を
置
い
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
形
を
と
ら
ず
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方
、
グ
ル
ー
プ
ガ
ン
ナ
ン
ス
な
ど
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
面

の
課
題
も
残
る
。
各
国
が
共
通
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
点
が
株
主
主
権
か
ら
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か

ら
企
業
価
値
向
上
へ
移
る
過
程
に
あ
る
と
思
料
さ
れ
、
各
々
異
な
る
歴
史
や
背
景
の
下
で
金
融
資
本
主
義
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
、
そ
の
克

服
に
向
け
て
制
度
改
革
を
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
で
は
、
改
め
て
項
目
ご
と
に
要
諦
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

２
．
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
を
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
同
じ
く
コ
モ
ン
ロ
ー
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
米
国
と
異
な
り
取
締
役
の
受
託
者
責
任
の
枠
内
に
お
い
て
企
業
価
値
向
上
と
い

う
共
通
認
識
の
も
と
、
広
範
な
取
締
役
の
一
般
的
義
務
を
規
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
お
い
て
は
、

会
社
の
成
功
に
向
け
て
行
動
す
る
取
締
役
の
義
務
に
つ
い
て
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
応
し
て
六
つ
の
事
項
を
考
慮
し
つ
つ
株

主
全
体
の
利
益
の
た
め
に
誠
実
と
考
え
る
方
法
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
旨
が
示
さ
れ
る
。
意
思
決
定
に
よ
り
長
期
的
に
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
結
果
、
従
業
員
の
利
益
、
顧
客
等
の
関
係
を
育
成
す
る
必
要
性
、
地
域
社
会
お
よ
び
環
境
に
対
し
会
社
の
活
動
が
与
え
る
影
響
、
事

業
上
の
行
為
に
つ
い
て
会
社
が
評
価
を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
株
主
間
に
お
い
て
公
正
に
行
為
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
り
、

（
四
〇
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
五

最
後
の
点
は
相
反
す
る
背
景
を
背
負
っ
た
全
取
締
役
に
つ
い
て
、
社
外
取
締
役
を
一
律
に
想
定
す
る
の
で
な
く
、
企
業
価
値
最
大
化
の
た

め
の
忠
実
義
務
を
一
層
明
確
化
す
る
内
容
の
も
の
と
い
え
る
が
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
定
め
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

３
．
米
国
で
は
、
判
例
法
で
緩
和
さ
れ
た
注
意
義
務
と
対
照
的
に
忠
実
義
務
で
は
適
用
の
厳
格
化
が
指
向
さ
れ
た
が
、
範
囲
と
し
て
は

柔
軟
に
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
コ
ー
ド
を
持
た
な
い
米
国
に
と
り
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
で
捕
捉
し
き
れ
な
い
領
域
に
対
し

て
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
の
範
疇
に
お
い
て
柔
軟
性
な
対
応
を
可
能
と
す
る
。

英
国
で
は
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
効
性
確
保
の
視
点
か
ら
、
業
界
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
成
な
ど
規
範
意
識
の
高
揚
に
向

け
た
動
き
も
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
制
度
設
計
上
も
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
七
二
条
は
法
文
が
限
定
列
挙
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
規
定
の
あ
り
方
に
疑
問
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
改
正
で
は
従
業
員
の
利
益
に
配
慮
を
見
せ
て
い
る
が
、
今

後
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
首
肯
さ
れ
る
指
摘
で
あ
る
。

４
．
株
主
に
関
し
て
支
配
株
主
、
あ
る
い
は
過
半
数
に
は
到
達
し
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
、
そ
れ
も
機
関
投
資
家
か
フ
ァ
ン
ド
か
な

ど
多
様
性
を
持
つ
事
例
に
か
か
る
米
国
の
司
法
判
断
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
社
外
取
締
役
が
株
主
の
利
益
代
表
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
か
ら
経
営
陣
と
の
合
意
あ
る
い
は
私
的
和
解
に
よ
り
送
り
込
ま
れ
た
場
合
な
ど
、
総
体
的
に
当
該
企
業
の
長
期
的
利
益
か
、
短

期
的
利
益
か
、
あ
る
い
は
利
益
計
上
に
関
し
て
も
派
遣
元
の
フ
ァ
ン
ド
に
結
果
的
に
有
利
と
な
り
か
ね
な
い
計
数
処
理
方
法
か
等
、
社
外

取
締
役
間
で
も
事
実
上
差
異
が
生
じ
か
ね
ず
、
情
報
格
差
、
非
対
称
性
等
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
の
課
題
も
生
じ
る
。

注
意
義
務
で
は
包
含
し
に
く
い
領
域
で
あ
り
、
ま
た
米
国
で
は
注
意
義
務
に
お
け
る
過
失
認
定
に
は
緩
い
歴
史
も
あ
る
。

支
配
株
主
に
か
か
る
忠
実
義
務
、
株
主
間
の
差
別
化
の
問
題
は
近
時
、
米
国
判
例
上
も
少
な
か
ら
ぬ
議
論
と
な
っ
て
き
た
（S

outhern�

P
eru

事
件
）。
支
配
株
主
、
分
散
株
主
等
に
よ
り
株
主
が
担
う
べ
き
対
会
社
義
務
も
内
容
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
利
益
相
反
モ
デ
ル
に

（
四
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
六

よ
る
四
類
型
化
の
試
み
も
さ
れ
る
。
支
配
株
主
の
場
合
、
取
締
役
派
遣
も
監
視
に
止
ま
ら
ず
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
全
責
任
を
担
う
。
他
方

フ
ァ
ン
ド
で
は
改
善
要
求
を
突
き
付
け
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
な
ど
の
リ
タ
ー
ン
期
待
、
私
的
和
解
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
行

動
を
と
り
得
る
。
情
報
格
差
の
問
題
は
い
ず
れ
の
類
型
も
あ
り
得
る
が
、
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

多
様
な
株
主
利
益
を
代
表
す
る
社
外
取
締
役
を
含
む
取
締
役
会
が
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
目
指
す
べ
き
規
定
と
し
て
英
国
で
は

二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
が
存
在
し
、
同
条
を
前
提
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
コ
ー
ド
に
お
い
て
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
柔
軟
な
対

応
が
図
ら
れ
、
他
方
米
国
で
は
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
っ
て
忠
実
義
務
の
扱
い
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
形
が
と
ら
れ
て
き
た
。
英
国
で
は
ダ
ブ

ル
コ
ー
ド
に
お
い
て
株
主
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
等
の
多
様
化
の
傾
向
を
柔
軟
に
反
映
で
き
、
取
締
役
会
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
み
な

ら
ず
、
企
業
価
値
向
上
を
図
る
戦
略
的
意
思
決
定
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
最
終
の
防
衛
線
（third�line�of�defense

）
と
し
て
リ
ス

ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
担
わ
し
め
る
根
幹
の
構
造
と
な
っ
て
い
る

（
93
）

。

５
．
我
が
国
で
も
忠
実
義
務
の
内
容
面
に
つ
い
て
拡
大
し
、
利
益
相
反
防
止
に
止
ま
ら
ず
、
企
業
価
値
向
上
を
コ
ー
ド
に
義
務
化
す
る

規
定
を
置
き
、
注
意
義
務
を
含
む
受
託
者
責
任
と
は
別
に
並
列
さ
せ
る
制
度
設
計
が
想
定
で
き
な
い
か
（
異
質
説
に
よ
る
）。
問
題
意
識
と

し
て
一
石
を
投
じ
た
い
。
半
面
で
、
忠
実
義
務
の
有
す
る
本
来
の
厳
格
性
が
緩
む
こ
と
は
避
け
た
い
た
め
、
コ
ー
ド
に
よ
る
対
応
が
望
ま

し
い
。

６
．
政
府
に
よ
る
公
定
の
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
な
い
米
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
八
年
一
月
主
要
機
関
投
資
家
お
よ
び
運
用
会
社
は
投

資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
めInvestor�S

tew
ardship�G

roup

（
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
を
設
立
し
、
機
関
投
資
家
向
け
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
原
則
を
制
定
し
た
。

Ｅ
Ｕ
と
異
な
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
準
が
存
在
せ
ず
、
各
機
関
投
資
家
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
社
内
体
制
、
対
象

（
四
〇
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
七

先
の
選
定
方
法
な
ど
独
自
の
方
法
に
よ
り
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
面
で
も
徐
々
に
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

収
斂
の
兆
し
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

７
．
世
界
的
な
景
気
停
滞
下
、
パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
増
え
投
資
家
に
協
調
行
動
化
が
進
ん
で
お
り
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
依
存
度
も

高
ま
る
中
、
米
国
下
院
で
二
〇
一
七
年
一
二
月
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
お
よ
び
透
明
性
法
案
（C

orporate�G
overnance�

R
eform

�and�T
ransparency�A

ct�of�2017

）
が
可
決
さ
れ
、
助
言
会
社
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
な
ら
び
に
正
確
か
つ
客
観
的
な
提
言
を
行
う
専
門
性

と
能
力
の
証
明
を
義
務
付
け
、
発
行
体
に
対
し
て
助
言
会
社
に
対
応
す
る
時
間
を
十
分
与
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
五
月

一
七
日
改
正
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
で
も
助
言
会
社
に
関
す
る
規
律
が
設
け
ら
れ
た
。
機
関
投
資
家
が
助
言
会
社
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
情

報
処
理
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
す
る
一
方
、
分
散
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
外
国
人
投
資
家
の
議
決
権
行
使
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
一

層
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る

（
94
）

。

８
．
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
広
範
な
受
け
皿
を
採
用
し
に
く
く
、
他
方
英
国
は
純
粋
株
主
主

義
を
脱
し
て
一
七
二
条
の
捕
捉
範
囲
を
拡
大
し
た
と
さ
れ
る
。
英
国
の
場
合
、
元
来
は
組
合
契
約
的
結
合
が
主
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と

い
う
特
徴
も
あ
る
。
米
国
の
よ
う
に
忠
実
義
務
に
拘
泥
す
れ
ば
、
勢
い
支
配
株
主
な
ど
株
主
間
の
差
別
化
、
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
義

務
と
い
う
議
論
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
英
国
の
制
度
設
計
の
利
点
を
生
か
し
、
我
が
国
の
場
合
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条

の
内
容
で
あ
る
企
業
価
値
向
上
遵
守
義
務
を
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
規
定
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
柔
軟
に
対
応
で
き
よ
う
か
。
内
容
面
の
精
査
は
、

今
後
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
、
実
務
指
針
に
委
ね
る
こ
と
と
な
る
。
経
済
産
業
省
が
積
極
的
に
取
り
ま
と
め
つ
つ
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
類
型
化
な
ど
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
比
重
が
増
し
て
い
こ
う
。

我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
実
質
化
を
進
め
る
上
で
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。
受
託
者
責
任
を
負
う
株
主
に
お
い
て

（
四
〇
三
）
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）

二
六
八

W
olf�P

ack

戦
術
を
駆
使
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
支
配
株
主
を
両
極
と
し
、
社
外
取
締
役
の
担
う
忠
実
性
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
取
締

役
の
忠
実
義
務
イ
コ
ー
ル
株
主
の
忠
実
義
務
に
重
な
り
か
ね
な
い
場
合
、
取
締
役
会
の
健
全
か
つ
効
率
的
な
機
能
発
揮
の
た
め
に
も
情
報

格
差
是
正
な
ど
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
規
制
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
両
面
か
ら
誘
導
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
も
合
わ
せ
柔
軟
性
、
自
主
性
維
持
か
ら
有
益
な
手
法
と
な
ろ
う
。

９
．
米
国
に
お
け
る
株
主
に
か
か
る
忠
実
義
務
を
検
討
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
法
的
に
ヨ
コ
の
関
係
を
重
視
し
、
株
主
相
互
間
の
誠
実
義

務
違
反
・
株
主
間
差
別
化
と
み
る
立
場
と
の
親
和
性
か
ら
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
が
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
り
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看

取
で
き
よ
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
異
な
り
支
配
株
主
で
は
長
期
的
視
点
で
メ
リ
ッ
ト
追
求
を
図
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
情
報
格
差
に
よ
る
利
益
獲
得
、

他
の
株
主
と
の
利
益
相
反
は
要
因
と
し
て
少
な
く
な
ろ
う
。
対
話
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
が
進
め
、
機
関
投
資
家
に
求

め
る
行
動
と
支
配
株
主
に
よ
る
経
営
へ
の
圧
力
に
つ
い
て
は
本
来
異
質
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
支
配
株
主
の
関
連
事
案
に
お
い
て
、

コ
ー
ド
の
中
で
経
営
陣
に
対
し
て
規
律
付
け
を
図
る
内
容
と
し
て
は
、
単
に
主
要
株
主
あ
る
い
は
三
分
の
二
の
多
数
を
超
え
る
株
主
の
賛

意
を
得
れ
ば
ば
よ
い
と
す
る
の
で
な
く
、
結
果
と
し
て
は
取
締
役
会
評
価
（board�evaluation

）
に
お
い
て
適
切
な
評
価
を
行
い
、
改
善

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
図
る
こ
と
が
主
に
な
ろ
う
。
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
に
か
か
る
最
高
裁
決
定

（
95
）

に
対
し
て
、
単
純
な
株
主
主
権
主
義
に
対

し
て
我
が
国
に
お
い
て
も
神
田
秀
樹
教
授
な
ど
か
ら
批
判
が
さ
れ
る

（
96
）

。
社
外
取
締
役
の
独
立
性
と
専
門
性
の
相
克
・
ジ
レ
ン
マ
、
完
全
公

正
原
則
と
忠
実
義
務
の
考
察
な
ど
が
鍵
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

経
営
陣
が
支
配
株
主
の
た
め
に
受
託
者
責
任
を
果
た
す
べ
き
、
と
単
純
に
言
え
る
ケ
ー
ス
で
も
な
く
、
支
配
株
主
も
ま
た
少
数
株
主
の

利
益
に
資
す
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
株
主
自
身
に
対
会
社
の
忠
実
義
務
を
認
め
て
い
く
制
度
設
計
も
検
討
さ
れ
る
。

（
四
〇
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
九

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
に
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
冒
頭
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
経
営
陣
、
多
様
な
株
主
と

も
協
同
し
て
企
業
価
値
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

10
．
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
前
提
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
概
念
の
導
入
が
有
用
に
な
ろ
う
。
支
配
株
主
派

遣
の
社
外
取
締
役
に
対
し
て
も
協
働
し
て
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
取
締
役
会
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
に
は
、
企
業
価
値
向
上
の
意
味
合

い
の
共
通
認
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（W

eighted�A
verage�C

ost�of�C
apital�

加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
）、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ

（C
apital�A

sset�P
ricing�M

odel�

資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
）
な
ど
資
本
コ
ス
ト
の
内
容
も
株
主
属
性
等
に
よ
り
相
違
し
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（R

eturn�on�

E
quity�

自
己
資
本
利
益
率
）、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
（R

eturn�on�Invested�C
apital�

投
下
資
本
利
益
率
）
な
ど
目
標
値
に
関
す
る
認
識
の
統
一
も
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
一
層
の
形
成
が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
整
備
が
Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
実

質
化
、
義
務
化
の
視
点
か
ら
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
揮
の
た
め
に
前
提
と
し
て
重
要
と
な
る
。
こ
の
面
で
は
長
期
的
株
主
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
促
進
に
関
す
る
改
正
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
利
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
仲
介
機
関
に
対
し
て
上
場
会
社
の
在
り
方
に

つ
い
て
包
括
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
、
〇
・
五
％
以
上
の
持
株
比
率
を
有
す
る
株
主
が
誰
か
を
知
る
権
利
を
会
社
に
与
え
、
も
は
や
株

主
の
匿
名
性
を
否
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

（
97
）

。
こ
こ
か
ら
、
背
後
に
い
る
真
の
株
主
を
特
定
す
る
必
要
性
も
生
じ

よ
う

（
98
）

。
11
．
近
時
、S
outhern�P

eru

事
件
に
お
け
る
支
配
株
主
の
株
主
と
し
て
の
忠
実
義
務
の
ほ
か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
か
か
る

T
hirdP

oint

事
件
な
ら
び
にe-B

ay

事
件
に
お
い
て
は
共
通
し
て
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
等
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

通
し
て
、
株
主
の
企
業
価
値
向
上
義
務
や
株
主
第
一
主
義
の
あ
り
方
な
ど
が
米
国
に
お
い
て
議
論
と
な
っ
て
き
た
。T

hirdP
oint

事
件

で
は
株
主
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
厳
し
い
判
断
が
出
さ
れ
、e-B

ay

事
件
で
は
株
主
第
一
主
義
の
判
断
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
株
主

（
四
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
〇

第
一
主
義
に
対
し
て
米
国
資
本
主
義
の
将
来
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
ウ
ォ
ー
レ
ン
法
案
（T

he�A
ccountable�C

apitalism
�A

ct�A
C
A

）
が
提

出
さ
れ
、
多
く
の
州
法
で
公
益
会
社
モ
デ
ル
（B

enefit�C
orporations�M

odel

）
の
規
定
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
支
配
株
主
に
対

し
て
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
認
め
た
と
思
わ
れ
るS

outhern�P
eru

事
件
も
近
時
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
見
錯
綜
し
た
事
案
の
整
合
性
を
と
る
考
察
と
し
て
、
閉
鎖
会
社
の
特
殊
性
に
よ
り
、e-B

ay

事
件
の
場
合
は
支
配
株
主
で

は
な
い
が
、
無
視
は
で
き
な
い
シ
ェ
ア
を
有
す
る
株
主
で
あ
り
、
ま
た
短
期
的
利
益
追
求
に
走
っ
て
い
た
訳
で
も
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
と
も
相
違
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
支
配
株
主
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
場
合
、
各
々
企
業
価
値
向
上
を
至
上
と
す
る
企
業

理
念
に
か
か
る
中
立
性
の
点
に
疑
問
が
あ
り
、
支
配
株
主
の
場
合
は
短
期
的
視
点
で
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
利
益
相
反
性
を
内
包
し

て
い
る
。
こ
の
点
で
もe-B

ay

事
件
と
は
内
実
が
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

12
．
米
国
に
お
い
て
受
託
者
責
任
あ
る
い
は
信
認
義
務
の
内
容
と
し
て
の
忠
実
義
務
、
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
重
ね
た
規
範
化
の

概
念
が
進
み
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
提
案
に
も
繋
が
り
、
経
済
成
長
に
向
け
た
米
国
資
本
主
義
の
転
機
に
向
け
た
流
れ
に
連
な
る
と
も
い

え
る
。
民
間
機
関
の
自
主
的
な
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
制
定
と
平
行
し
て
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
お
け
る
規
範
化
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
化
の
動
き
が
出

た
こ
と
に
な
る
が
、
英
国
流
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
な
く
、
形
式
的
に
は
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
主
体
の
米
国
で
あ
く
ま
で
ハ
ー
ド
ロ
ー
の

枠
内
の
法
制
度
と
し
て
形
成
が
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
で
は
コ
ー
ド
が
上
場
規
則
と
し
て
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
有

し
て
い
る
が
、
米
国
の
民
間
機
関
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
は
同
じ
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
解
し
て
も
、
模
範
的
コ
ー
ド
と
し
て
の
性
格
に
留
ま
る
点
で

も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

13
．
米
国
の
忠
実
義
務
、
英
国
のinclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
の
共
通
点
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
事
実
上
の
受
容
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
米
国
に
お
け
る
支
配
株
主
に
か
か
る
裁
判
例
、
会
社
に
対
す
る
忠
実

（
四
〇
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
一

義
務
な
ら
び
に
株
主
間
差
別
化
の
検
討
を
通
じ
て
、
忠
実
義
務
に
お
い
て
適
用
に
柔
軟
さ
を
認
め
、
従
来
は
注
意
義
務
の
一
部
と
さ
れ
た

誠
実
執
行
義
務
（D

uty�of�good�faith

）
に
つ
き
、
意
図
的
な
義
務
の
怠
慢
（intentional�dereliction�of�duty

）
あ
る
い
は
意
識
的
な
義
務

の
軽
視
（conscious�disregard�for�one ’s�responsibilities

）
の
領
域
に
対
し
て
は
責
任
減
免
等
条
項
の
適
用
が
否
定
さ
れ
て
い
る
（W

alt�

D
isney

事
件
判
決
）。

注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
か
ら
の
解
放
、
主
と
し
て
重
過
失
に
限
定
さ
れ
責
任
追
及
に
緩
慢
で
あ
っ
た
注
意
義
務
か
ら
誠
実
義
務
を
分

離
す
る
姿
勢
と
も
見
ら
れ
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
き
意
図
的
な
義
務
の
怠
慢
や
意
識
的
な
義
務
の
軽
視
が
あ
れ
ば
忠
実
義
務
違

反
と
な
り
、
責
任
減
免
条
項
の
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
忠
実
義
務
違
反
に
該
当
す
る
か
は
利
益
相
反
の
場
合
に
限
定
さ
れ
な
い

と
し
て
単
純
な
二
分
法
を
排
し
、
会
社
に
と
っ
て
最
善
な
利
益
に
向
け
誠
実
に
執
行
し
て
い
る
か
を
基
準
と
す
る
。
注
意
義
務
か
ら
誠
実

義
務
を
外
し
、
反
面
で
は
本
来
的
な
忠
実
義
務
適
用
の
拡
大
傾
向
の
中
、
あ
く
ま
で
も
本
来
の
厳
格
性
を
維
持
す
べ
く
誠
実
義
務
と
し
て

要
求
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
お
け
る
二
律
性
の
顕
現
化
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。
経
営
陣
の
判
断
の
積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
義

務
・
責
任
追
及
の
制
度
形
成
と
も
い
え
、
日
米
の
み
な
ら
ず
、
英
国
法
制
と
も
考
え
方
が
接
近
し
て
き
つ
つ
あ
る
。
我
が
国
で
の
善
管
注

意
義
務
の
精
緻
な
検
討
、
取
締
役
等
の
職
務
の
明
確
化
の
受
容
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

米
国
に
お
い
て
施
策
面
か
ら
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向

上
が
試
行
さ
れ
、
本
来
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
一
定
の
法
制
整
備
が
指
向
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
適
用
領
域
は

限
定
的
と
も
な
ろ
う
が
、
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
と
し
て
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー

へ
の
流
れ
と
言
え
な
く
も
な
い
（
私
見
）。
他
方
、
英
国
のinclusive

（
包
括
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
立
法
提
案
に
比

し
て
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
忠
実
義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義
務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的

（
四
〇
七
）
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五
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二
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（
二
〇
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年
九
月
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二
七
二

株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
忠
実
義
務
に
拘
泥
し
た
場
合
に
は
支
配
株
主
に
従
属
す
る
危
険
性
が
あ

り
、
こ
の
点
で
も
先
見
性
の
あ
る
優
れ
た
考
え
方
と
い
え
よ
う
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
冒
頭
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
株
主
が
併
記
さ
れ
て
い

る
が
、inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
平
仄
が
と
れ
た
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
。

14
．
最
後
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
、
更
に
ケ
ー
ス
ロ
ー
（
判
例
に
よ
る
規
範
形
成
）
に
つ
い
て
比
較
法
的
に
ま
と
め
を
図
っ
て
お
き
た
い
。

米
国
は
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
と
い
う
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成
に
向
か
い
、
実
態
に
合
わ
せ
る
べ
く

規
範
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
の
概
念
に
つ
き
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
取
り
組
み
が
窺
え
る
。
支
配
株
主
の
忠
実
義
務
に
関
し
て
も

ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
っ
て
規
範
化
概
念
の
流
れ
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
な
る
展
開
が
注
視
さ
れ
る
。
民
間
機
関
の
ダ
ブ

ル
コ
ー
ド
策
定
は
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
上
場
規
則
の
よ
う
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
な
く
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
は
展
開
し
に
く
い
面

が
あ
る
。
英
国
は
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
と
会
社
法
に
よ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
こ
の
領
域
で
は
先
行
す
る
が
、
短
期
主
義
に
よ
る
ジ

レ
ン
マ
が
実
際
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
点
で
課
題
が
残
る
。
企
業
価
値
向
上
義
務
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
経
済
成
長
に
必
ず
し
も
繋
が
っ
て
は
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
英
国
研
究
者
か
ら
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
99
）

。

我
が
国
は
英
国
を
模
範
と
し
つ
つ
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
で
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
進
め
ら
れ
、
政
府
主
導
で
コ
ー
ド
改
訂
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
発
出
な
ど
精
力
的
、
継
続
的
な
政
策
フ
ォ
ロ
ー
が
な
さ
れ
る
が
、
会
社
法
に
根
拠
を
置
い
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
形
を
と
ら

ず
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含
め
会
社
法
と
概
念
の
不
統
一
性
も
存
在
し
、
金
商
法
と
コ
ー
ド
に
関
す
る
根
本
的
設
計
の
問
題
点
も
指

摘
さ
れ
る

（
100
）

。
上
場
規
則
と
し
て
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
形
成
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
依
ら
な
い
限
り
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
の
課
題
は
残
る
。
会
社
法
上
、
三
つ
の
ガ
バ
ナ
ン

（
四
〇
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
三

ス
形
態
の
選
択
が
可
能
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
はC

om
ply�or�E

xplain

、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
よ
り
柔
軟
な
個
別
企
業
の
改

革
手
法
を
容
認
す
る
が
、
各
国
の
施
策
面
で
も
こ
う
し
た
最
終
的
な
共
通
の
改
革
目
標
に
向
け
柔
軟
さ
を
保
ち
つ
つ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
収
斂
）、
コ
ー
ド
の
実
質
化
等
に
向
け
た
動
き
が
各
々
異
な
る
金
融
資
本
主
義
の
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
克
服
に
向
け
て

現
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

15
．
重
畳
的
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
とF

unctional�C
onvergence

　
我
が
国
で
は
上
場
規
則
と
し
て
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
先
行
に
よ
り
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
誘
導
も
含
む
政
策
効
果
を
内
包
さ
せ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
並
行
さ
せ
、
ソ
フ

ト
ロ
ー
の
み
に
着
目
す
れ
ば
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
重
畳
的
、
連
関
的
に
組
み
合
わ
せ
た
我
が
国
独
自
の
ソ
フ

ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
よ
う
。
世
界
各
国
と
は
法
制
度
面
の
相
違
は
残
し
つ
つ
、
機
能
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
収
斂
（F

unctional�

C
onvergence

）
の
顕
現
化
と
も
思
料
さ
れ
る
。

コ
ー
ド
の
上
場
規
則
化
に
よ
っ
て
社
外
独
立
取
締
役
の
導
入
、
任
意
で
は
あ
る
が
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
設
置
等
を
義
務
付
け
、
社
外

独
立
取
締
役
の
機
能
向
上
も
図
る
な
ど
米
国
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
り
進
め
つ
つ
あ
る
現
在
、
同
方
向
に
沿
っ
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
し
、
実
務
面
の
醸
成
と
司
法
判
断
の
誘
導
も
図
り
、
会
社
法
に
直
接
に
基
盤
を
持
っ
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
な

い
が
、
大
き
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
設
計
が
企
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
取
で
き
る
。
我
が
国
独
自
の

ソ
フ
ト
ロ
ー
主
体
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
設
計
と
し
て
注
視
さ
れ
よ
う
。

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
は
「
公
正
な
Ｍ
＆
Ａ
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
─
企
業
価
値
の
向
上
と
株
主
利
益
の
確
保
に
向
け
て
─
」

（
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日

（
101
）

）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
や
支
配
株
主
に
よ
る
上
場
子
会
社
の
買
収
を
念
頭
に
、
利
益
相
反

防
止
措
置
と
し
てM

ajority-of-the-M
inority�V

oting

、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、
特
別
委
員
会
の
具
備
等
を
掲
げ
て
い
る
。

（
四
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
四

米
国
に
お
け
る
支
配
株
主
と
レ
ブ
ロ
ン
基
準
・
義
務

（
102
）

に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
従
来

の
我
が
国
の
司
法
判
断
で
は
二
〇
一
三
年
レ
ッ
ク
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
損
害
賠
償
請
求
事
件
東
京
高
裁
判
決

（
103
）

に
見
る
通
り
、
基
本
的

に
は
総
会
の
判
断
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
米
国
判
例
理
論
を
そ
の
ま
ま
移
植
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
制
度
全
体
の
相
違
を
勘
案

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
104
）

。
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
判
決

（
105
）

に
お
い
て
総
会
の
圧
倒
的
多
数
の
判
断
を

重
視
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
株
主
価
値
向
上
と
企
業
価
値
向
上
の
異
同
性
の
把
握
と
共
に
、
予
て
二
〇
〇
八
年
企
業
価
値
研
究
会
報
告

書
（
106
）

に
お
い
て
過
剰
な
重
視
で
あ
る
と
し
て
批
評
が
出
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
た
る
会
社
法
に
直
接
の
基
盤
は
置
か
な
い
も
の
の
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
上
場
規
則

と
し
て
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
も
っ
て
機
能
し
つ
つ
あ
り
、
独
立
社
外
取
締
役
導
入
、
そ
の
果
た
す
べ
き
機
能
の
明
確
化
、
任

意
で
は
あ
る
が
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
設
置
義
務
付
け
な
ど
米
国
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
設
計
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
構
築
に
向
け
て
、
徐
々
に

上
場
企
業
に
お
け
る
変
化
を
誘
導
し
、
基
盤
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
は
グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
107
）

、
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
相
次
ぐ
詳
細

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
弱
い
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
は
あ
る
が
、
特
に
実
務
面
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
変
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
司
法
判
断
の
拠
り
所
と
な
り
う
る
こ
と
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

（
108
）

。
我
が
国
は
、
独
自
に
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

メ
ン
ト
に
お
い
て
強
弱
の
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
主
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
を
進
め
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
と
し
て
の
司
法
判
断
も

徐
々
に
米
国
判
例
の
方
向
に
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
法
制
度
全
体
の
在
り
方
を
変
化
さ
せ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
も
一
層
発
揮
さ

せ
ん
と
す
る
方
向
性
が
窺
え
よ
う
。

即
ち
金
融
庁
主
導
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
上
場
規
則
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
相
次
ぐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
出

と
い
う
暗
黙
の
省
庁
間
連
携
か
ら
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
み
な
ら
ず
、
一
定
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
方
向

（
四
一
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
五

付
け
も
進
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
重
視
の
米
国
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
と
誘
導
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
配
株
主
と
レ
ブ
ロ
ン
基
準
に
か
か
る
利
益

相
反
防
止
措
置
と
し
て
米
国
判
例
法
理
を
念
頭
に
置
い
たM

ajority-of-the-M
inority�V

oting

、
特
別
委
員
会
の
具
備
が
機
能
を
発
揮

し
、
且
つ
今
後
の
司
法
判
断
に
お
い
て
も
実
効
性
を
持
て
る
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
全
体
の
法
制
度
の
転
換
を

徐
々
に
図
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
主
導
で
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
転
換
を
促
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
一
層
実
効
性
を
発
揮
す
る
と
い
うP

D
C
A

の
関
係
が
看
取
で
き
よ
う
か
。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
盛

り
込
み
つ
つ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
更
な
る
深
化
に
向
け
た
政
府
主
導
の
独
自
性
の
あ
るF

unctional�C
onvergence （

109
）

と
し
て
把
握
で
き
、
更
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
1
）�

金
融
庁
長
官
遠
藤
俊
英
「
今
後
の
金
融
行
政
に
つ
い
て
」
証
券
経
済
学
会
全
国
大
会
講
演
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
一
日
於
神
奈
川
大
学
）
一
─

六
八
頁
。

（
2
）�

「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
の
概
要
二
〇
一
八
年
六
月
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

と
の
比
較
」B

U
S
IN

E
S
S
�L

A
W

Y
E
R
S

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
）。F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�A
�U

K
�

C
orporate�G

overnance�C
ode�that�is�fit�for�the�future,�16�July�2018,�1-15pp.

（
3
）�

鈴
木
裕
「
日
英
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
動
向
」
大
和
総
研
・
金
融
資
本
市
場
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
九
日
）
一
─
六
頁
、
同
「
株
主
総

会
で
反
対
票
が
多
い
場
合
の
対
応
」
大
和
総
研
・
金
融
資
本
市
場
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
六
日
）
一
─
三
頁
。

（
4
）�

大
杉
謙
一
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
実
務
上
の
課
題
～
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
の
視
点
も
含
め
て
～
」
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
、

双
日
（
株
）
法
務
部
長
守
田
達
也
コ
メ
ン
ト
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
）。

（
5
）�

江
木
聡
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
に
見
る
『
従
業
員
重
視
』」
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
・
年
金
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

二
六
八
号
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
日
）
一
─
五
頁
。

（
四
一
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
六

（
6
）�C

O
R
P
O
R
A
T
E
�G

O
V
E
R
N
A
N
C
E
�R

E
F
O
R
M

（2017

）�. “T
he�G

overnm
ent�response�to�the�green�paper�consultation ”26-27pp.

（
7
）�

（
１
）
会
社
の
取
締
役
は
、
当
該
会
社
の
社
員
全
体
の
利
益
の
た
め
に
当
該
会
社
の
成
功
（success

）
を
促
進
す
る
可
能
性
が
最
も
大
き
い
で

あ
ろ
う
と
誠
実
に
考
え
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
そ
の
よ
う
に
行
為
す
る
に
当
た
り
特
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ａ
）
一
切
の
意
思
決
定
に
よ
り
長
期
的
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
結
果
（the�likely�consequences�of�any�

decision�in�the�long�term

）、（
ｂ
）
当
該
会
社
の
従
業
員
の
利
益
、（
ｃ
）
供
給
業
者
、
顧
客
そ
の
他
の
者
と
当
該
会
社
と
の
事
業
上
の
関
係

（business�relationship

）
の
発
展
を
促
す
必
要
性
、（
ｄ
）
当
該
会
社
の
享
業
（operations

）
の
も
た
ら
す
地
域
社
会
（the�com

m
unity

）
お

よ
び
環
境
へ
の
影
響
、（
ｅ
）
当
該
会
社
が
そ
の
事
業
活
動
（business�conduct

）
の
水
準
の
高
さ
に
か
か
る
評
判
を
維
持
す
る
こ
と
の
有
用
性

（desirability

）、（
ｆ
）
当
該
会
社
の
社
員
相
互
間
の
取
扱
い
に
お
い
て
公
正
に
行
為
す
る
必
要
性
（
第
一
七
二
条
第
一
項
）。（
２
）
会
社
の
目
的

（the�purposes

）
が
、
そ
の
社
員
の
利
益
以
外
の
目
的
か
ら
成
る
と
き
、
ま
た
は
社
員
の
利
益
以
外
の
目
的
を
含
む
限
り
に
お
い
て
、
第
一
項
は
、

当
該
会
社
の
社
員
の
利
益
の
た
め
に
当
該
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
と
は
、
当
該
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
し
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
３
）
本
条
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
は
、
取
締
役
に
対
し
一
定
の
状
況
に
お
い
て
当
該
会
社
の
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
し
ま
た
は
当
該
会
社
の
債
権

者
の
利
益
に
お
い
て
行
為
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
一
切
の
法
規
（enactm

ent

）
ま
た
は
コ
モ
ン
ロ
ー
・
ル
ー
ル
（rule�of�law

）
に
従
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
効
力
を
有
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
制
研
究
会
（
代
表
者
川
島
い
づ
み
・
中
村
信
男
・
田
中
庸
介
）「
イ
ギ
リ
ス
二
〇
〇
六
年
会
社

法
（
２
）」『
比
較
法
学
』
四
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
九
─
二
三
三
頁
。

（
8
）�

須
磨
美
月
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
改
訂
の
概
要
─
日
本
企
業
は
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
か

ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
─
」
資
料
版
商
事
法
務
四
一
四
号
（
二
〇
一
八
年
九
月
）
二
四
─
五
三
頁
を
参
照
し
た
。
改
訂
内
容
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
上

田
亮
子
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
日
本
へ
の
示
唆
」
月
刊
資
本
市
場
三
九
五
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
二
四
─
三
四
頁
。

（
9
）�K
P
M

G
�B

eard�L
eadership�C

entre,�G
uide�to�D

irectors ’�R
em

uneration�2017,28p.

（
10
）�

須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
〇
─
四
一
頁
。

（
11
）�

も
っ
と
も
実
務
上
、F

T
S
E
350

銘
柄
で
み
て
ご
く
少
数
に
留
ま
っ
て
い
る
（
三
〇
五
社
中
一
二
社
）。
須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
二
頁
。

（
12
）�

上
田
亮
子
・
前
掲
注（
８
）三
一
─
三
三
頁
。

（
四
一
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
七

（
13
）�T

he�D
epartm

ent�for�B
usiness,�E

nergy�and�Industrial�S
trategy,�C

orporate�G
overnance�R

eform
�G

reen�P
aper

（N
ovem

ber�

2016

）�1-57pp.
（
14
）�
中
村
信
男
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
社
法
改
正
構
想
─
二
〇
一
六
年
緑
書
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
」
に
示
さ
れ
た
会
社
法
改

正
構
想
の
概
観
と
示
唆
─
」
比
較
法
学
五
一
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
七
五
─
一
一
一
頁
参
照
。

（
15
）�H

ouse�of�C
om

m
ons,�W

ork�and�P
ensions�and�B

usiness,�Innovation�and�S
kills�C

om
m
ittees,�B

H
S
,�F

irst�R
eport�of�the�W

ork�

and�P
ensions�C

om
m
ittee�and�F

ourth�R
eport�of�the�B

usiness,�Innovation�and�S
kills�C

om
m
ittee�of�S

ession�201617,H
C
54.

（
16
）�C

hizu�N
akajim

a,�P
roposals�for�corporate�governance�reform

�and�crack

─dow
n�on�irresponsible�business�in�the�U

K
,�the�

C
om

pany�L
aw

yer,�V
ol.�38,�N

o.�3,�94p�

（2017

）.

（
17
）�

中
村
・
前
掲
注（
14
）一
〇
六
─
一
一
一
頁
。

（
18
）�

上
村
達
男
「
株
式
会
社
法
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
人
間
復
興
）
を
求
め
て
」
早
稲
田
大
学
最
終
講
義
（
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日
）
参
照
。

（
19
）�

三
井
千
絵
「
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
論
点
と
現
地
の
反
応
、
日
本
で
も
考
慮
す
る
べ
き
点
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
七
日
）
一
─
二
九
頁
を
参
照
し
た
。
改
訂
に
至
る
経
緯
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）�T

he�D
epartm

ent�for�B
usiness,�E

nergy�and�Industrial�S
trategy,�C

orporate�G
overnance�R

eform
�G

reen�P
aper

（N
ovem

ber�

2016

）,29-30pp.

（
21
）�https://hom

e.kpm
g/jp/ja/hom

e/insights/2014/04/eu-non-financial-reporting-140407.htm
l.�

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
「
非
財
務
情
報

開
示
を
義
務
付
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
案
承
認
」（
二
〇
一
四
年
四
月
七
日
）。
拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
─
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
と
統
合
報
告
、
海
外
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
、
二
〇
一
五

年
英
国
現
在
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
な
ど
─
」
政
経
研
究
五
三
巻
二
号

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
）
三
二
七
─
四
〇
四
頁
。

（
22
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）九
─
一
七
頁
、
一
二
頁
。

（
23
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�T
he�U

K
�C

orporate�G
overnance�C

ode�,�July�2018,�pp6-7.D
eloitte,F

R
C
�issues�new

�U
K
�

（
四
一
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
八

C
orporate�G

overnance�C
ode,�July�2018,1-12pp.

須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
八
─
四
九
頁
。

（
24
）�

三
井
千
絵
・
前
掲
注（
19
）一
七
─
一
八
頁
。

（
25
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�G
uidance�on�the�S

trategic�R
eport,�July�2018,1-98pp.

（
26
）�
洗
練
さ
れ
た
株
主
価
値
最
大
化
論
と
称
さ
れ
る
。
神
作
裕
之
「
企
業
の
持
続
的
成
長
と
会
社
法
・
金
商
法
上
の
い
く
つ
か
の
論
点
」
東
京
大
学

比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
務
と
最
新
諸
論
点
─
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
─
』（
二
〇
一
九
年

二
月
二
七
日
）
四
六
頁
。

（
27
）�

杉
浦
保
友
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
の
下
で
の
取
締
役
に
よ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
利
益
考
慮
義
務
」
杉
浦
保
友
編
『
Ｅ
Ｕ
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
４
企
業

の
社
会
的
責
任
』
勁
草
書
房
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
一
九
七
─
二
二
八
頁
参
照
。

（
28
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）二
〇
─
二
八
頁
。

（
29
）�D

irective�

（E
U

）�2017/828�of�the�E
uropean�P

arliam
ent�and�of�the�C

ouncil�of�17�M
ay�2017,�A

m
ending�D

irective�2007/36/

E
C
�as�regards�the�encouragem

ent�of�long-term
�S

hareholder�engagem
ent.�C

om
m
ission�Im

plem
enting�R

egulation�

（E
U

）�

2018/1212�of�3�S
eptem

ber�2018�laying�dow
n�m

inim
um

�requirem
ents�im

plem
enting�the�provisions�of�D

irective�2007/36/E
C
�of�

the�E
uropean�P

arliam
ent�and�of�the�C

ouncil�as�regards�shareholder�identification,�the�transm
ission�of�inform

ation�and�the�

facilitation�of�the�exercise�of�shareholders�rights.

神
作
・
前
掲
注（
26
）一
─
五
〇
頁
。

（
30
）�

金
融
庁
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
第
一
九
回
）
補
足
資

料
一
─
七
頁
。

（
31
）�

金
融
庁
・
前
掲
注（
30
）補
足
資
料
四
頁
。

（
32
）�C

onsultation�on�changes�to�the�Investm
ent�R

egulations�follow
ing�the�L

aw
�C

om
m
ission ’s�report� ‘F

iduciary�D
uties�of�

Investm
ent�Interm

ediaries ’�P
ublic�C

onsultation,�26�F
ebruary�2015.�

水
口
剛
「
イ
ギ
リ
ス
機
関
投
資
家
に
み
る
環
境
・
社
会
に
配
慮
し
た

投
資
行
動
の
研
究
」
産
業
研
究
（
高
崎
経
済
大
学
地
域
科
学
研
究
所
紀
要
）
五
一
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
二
七
─
四
〇
頁
。

（
33
）�F

R
C
,�T

iering�of�S
tew

ardship�C
ode�S

ignatories.

三
井
千
絵
「
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
のT

iering

（
運
用
機
関
評
価
）、
日
系
運
用
会
社T

ier１

（
四
一
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
九

に
な
る
」
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
八
日
）。

（
34
）�

「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
案
」
商
事
法
務
．
二
一
九
一
号
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
）
五
五
頁
。

（
35
）�
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
い
う
関
係
性
が
曖
昧
な
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
資
連
鎖
に
お
け
る
よ
り
広
範
で
複
雑
な
関
係
を
捉
え
、

上
場
会
社
の
価
値
向
上
を
通
じ
て
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
や
最
終
受
益
者
の
利
益
に
資
す
る
と
い
う
最
終
目
的
の
達
成
を
目
指
さ
ん
と
す
る
。
受
託

者
責
任
（fiduciary�duty

）
で
は
な
く
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
な
の
か
、
受
託
者
責
任
の
限
界
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
広
範
囲
の

関
係
性
の
網
羅
に
つ
い
て
、
上
田
亮
子
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
金
融
庁
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
資
料
（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
）
一
─
三
三
頁
。

（
36
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�C
onsulting�on�a�revised�U

K
�S

tew
ardship�C

ode,30�January�2019.�P
roposed�R

evision�to�the�

U
K
�S

tew
ardship�C

ode,�1-27pp.�A
nnex�A

:�P
roposed�R

evisions�to�the�U
K
�S

tew
ardship�C

ode�-�R
evised�U

K
�S

tew
ardship�C

ode.�

A
nnex�B

:�P
roposed�R

evisions�to�the�U
K
�S

tew
ardship�C

ode�-�S
um

m
ary�of�C

hanges.

（
37
）�

前
掲
注（
36
）FR

C
,�P

roposed�R
evision�to�the�U

K
�S

tew
ardship�C

ode,1-3pp,�p10.

（
38
）�C

onsulting�on�a�revised�U
K
�S

tew
ardship�C

ode,2-3pp.

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書
の
翻
訳
に
か
か
る
文
責
は
全
て
筆
者
に
あ
る
。

（
39
）�K

ay,�J.� “T
he�K

ay�R
eview

�of�U
K
�E

quity�m
arket�and�L

ong-T
erm

�D
ecision ”�Investor�M

anagem
ent�A

ssociation,[2012.,K
ay,J.�

“B
uilding�a�C

ulture�of�L
ong-T

erm
�E

quity�Investm
ent-Im

plem
entation�of�the�K

ay�R
eview

:�P
rogress�R

eport, ”�B
IS

.

拙
稿
「
日
本

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
転
換
点
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
─
英
国
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
向
け
た
改
革
の
功
罪
、
真
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
原
点
回
帰
─
」『
危
険
と
管
理
』
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
Ｒ
Ｍ
双
書
三
六
集
四
八
巻
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
〇
日
）
五
二
─
六
三
頁
。

（
40
）�w

w
w
.investorforum

.org.uk/about/history/.�Investor�F
orum

に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
特
徴
と
し
て
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
幅
広
い
投
資
家
と
の
協
働
が
あ
げ
ら
れ
る
。
株
主
意
見
を
直
接
取
締
役
会
に
伝
達
し
、
長
期
的
解

決
策
を
創
出
す
る
た
め
のH

ub�&
�S

poke

モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
村
澤
竜
一
「
機
関
投
資
家
に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

K
P
M

G
�Insight

二
九
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
一
─
四
頁
。

（
41
）�

会
計
監
査
人
が
被
監
査
会
社
の
経
営
者
に
選
任
さ
れ
、
監
査
契
約
を
締
結
し
て
経
営
者
か
ら
会
計
監
査
人
に
対
し
て
監
査
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

（
四
一
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
〇

こ
と
。（
社
）
日
本
監
査
役
協
会
第
九
回
有
識
者
懇
談
会
議
事
要
旨
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
四
日
）
一
─
一
一
頁
。

（
42
）�

前
掲
注（
36
）FR

C
,�P

roposed�R
evision�to�the�U

K
�S

tew
ardship�C

ode,6p.
（
43
）�
武
井
一
浩
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
法
制
上
の
課
題
」
神
作
裕
之
編
『
企
業
法
制
の
将
来
展
望-

資
本
市
場
制
度
の

改
革
へ
の
提
言
─
２
０
１
４
年
度
版
』
財
経
詳
報
社
（
二
〇
一
三
年
）
三
六
八
─
三
七
一
頁
。

（
44
）�

武
井
・
前
掲
注（
43
）三
七
〇
─
三
七
一
頁
。

（
45
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）二
七
─
二
八
頁
。

（
46
）�

拙
稿
「
忠
実
義
務
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
考
察
─
米
国
の
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
と
英
国
会
社
法
の
一
般
的
義
務
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved�P
ersons

制
度
等
の
接
点
─
」
日
本
法
学
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
一
月
）
四
三
九
─
四
九
二
頁
。

（
47
）�

大
杉
謙
一
「
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
・
再
論
（
下
そ
の
一
）
─
お
よ
び
『
日
本
的
経
営
』
の
法
と
経
済
学
─
」
都
法

四
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
五
頁
、
一
九
二
頁
。）K

arolina�E
riksson,�C

orporate�G
overnance�in�the�E

uropean�U
nion:�P

ost-

E
nron,�15�B

ond�L
.�R

ev.�158,�168�
（2003

）.�

メ
ル
ビ
ン
・
Ａ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ー
グ
（
川
口
恭
弘
訳
）「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
法
制
の
改
革
」

民
商
一
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
）
三
八
九
頁
、
三
九
一
頁
以
下
。

（
48
）�

仮
屋
広
郷
「
取
締
役
の
注
意
義
務
と
経
営
判
断
原
則
─
人
間
観
と
法
の
役
割
─
」
一
橋
法
学
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
七
、一
二
二
頁

以
下
。

（
49
）�W

iniam
�T

�A
llen,�T

he�C
orporate�D

irector ’s�F
iduciary�D

uty�of�C
are�and�the�B

usiness�Judgm
ent�R

ule�under�U
.S

.�C
orporate�

L
aw

,�in�C
om

parative�C
orporate�G

overnance:�T
he�S

tate�of�the�A
rt�and�E

m
erging�R

esearch�307,�330�

（H
optet�al.eds.1998

）.

（
50
）�

酒
井
太
郎
「
米
国
会
社
法
学
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
規
範
（
１
）」「
米
国
会
社
法
学
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
規
範
（
２
・
完
）」

一
橋
法
学
一
一
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
四
九
─
一
六
六
頁
、
一
二
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
八
九
─
二
三
〇
頁
参
照
。
酒
井
太
郎

「
取
締
役
の
誠
実
性
（good�faith

グ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ス
）
を
め
ぐ
る
米
国
会
社
法
学
の
近
時
の
議
論
」
徳
本
穰
・
徐
治
文
・
佐
藤
誠
・
田
中
慎
一
・

笠
原
武
朗
編
森
淳
二
朗
先
生
退
職
記
念
論
文
集
『
会
社
法
の
到
達
点
と
展
望
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
八
年
五
月
）
一
八
九
─
二
〇
八
頁
。

（
51
）�

神
田
秀
樹
「
い
わ
ゆ
る
受
託
者
責
任
に
つ
い
て
：
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
へ
の
構
想
」
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ

（
四
一
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
一

ビ
ュ
ー
」M

arch-2001.98-110

頁
。
田
岡
絵
里
子
「
忠
実
義
務
か
ら
み
た
信
認
関
係
の
内
容
と
そ
の
性
質
」
早
稲
田
法
学
五
八
巻
二
号

（
二
〇
〇
八
年
）
三
五
九
─
四
一
二
頁
。

（
52
）�
青
井
信
「
Ｍ
＆
Ａ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
慶
応
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
金
融
市
場
論
（
二
〇
一
一
年
）
一
─
五
〇
頁
。

（
53
）�
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
報
告
書
「
企
業
価
値
報
告
書
～
公
正
な
企
業
社
会
の
ル
ー
ル
形
成
に
向
け
た
提
案
～
」（
二
〇
〇
五
年
五
月

二
七
日
）
一
─
一
二
七
頁
。

（
54
）�

野
田
博
「
法
規
範
と
社
会
規
範
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
取
締
役
の
信
認
義
務
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
─
」
ソ
フ
ト
ロ
ー
理
論
研

究
会
（
東
京
大
学
）（
二
〇
〇
四
年
九
月
二
四
日
）
一
─
二
〇
頁
。

（
55
）�In�re�T

he�W
alt�D

isney�C
om

pany�D
erivative�L

itigation,906�A
.2d�27�

（2006

）.

正
木
義
久
・
野
崎
竜
一
「
日
米
の
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ

リ
ー
義
務
の
変
容
と
比
較
」
商
事
法
務
一
八
〇
四
号
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
三
〇
─
四
一
頁
。

（
56
）�Johnson,�L

ym
an,�A

fter�E
nron:�R

em
em

bering�L
oyalty�D

iscourse�in�C
orporate�L

aw
.�D

elaw
are�Journal�of�C

orporate�L
aw

,�

V
ol.�28,�N

o.�1,�27-73pp,�2003.E
m
erald�P

artners�v.�B
erlin,�787�A

.2d�85�

（D
el.�2001

）.

酒
井
・
前
掲
注（
50
）一
八
六
─
一
九
四
頁
。

（
57
）�

野
田
博
「
エ
ン
ロ
ン
後
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
論
議
の
一
断
面
」
一
橋
法
学
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
九
─
一
〇
四
頁
。

（
58
）�

拙
稿
「
銀
行
取
締
役
の
追
加
融
資
責
任
に
関
す
る
考
察
─
東
和
銀
行
損
害
賠
償
請
求
等
訴
訟
事
件
と
関
連
事
案
の
検
討
な
ら
び
に
米
国
の
比
較

法
的
研
究
を
通
じ
て
─
」
法
学
紀
要
第
五
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
五
五
─
一
六
二
頁
。

（
59
）�C

ourt�of�C
hancery�of�D

elaw
are.�Inre�S

O
U
T
H
E
R
N
�P

E
R
U
�C

O
P
P
E
R
�C

O
R
P
O
R
A
T
IO

N
�S

H
A
R
E
H
O
L
D
E
R
�D

E
R
IV

A
T
IV

E
�

L
IIG

A
T
IO

N
.�C

.A
.N

o.961-C
S
.�S

ubm
itted:July�15,�2011.D

ecided:�O
ct.�14,�2011.�R

evised:D
ec.20,�2011.

（W
E
S
T
�L

A
W

）.

（
60
）�

支
配
株
主
の
忠
実
義
務
に
関
し
て
、
支
配
株
主
の
権
限
濫
用
行
為
の
規
制
に
つ
き
我
が
国
は
明
文
規
定
が
な
く
、
不
法
行
為
責
任
説
、
忠
実
義

務
説
、
事
実
上
の
取
締
役
説
の
法
理
解
釈
が
さ
れ
る
。
忠
実
義
務
説
（
出
口
正
義
『
株
主
権
法
理
の
展
開
』
文
眞
堂
（
一
九
九
一
年
）
三
頁
他
）
で

は
支
配
株
主
に
忠
実
義
務
を
認
め
る
が
、
有
限
責
任
と
い
う
立
法
上
の
難
点
も
指
摘
さ
れ
る
。
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
４
版
）』
二
一
頁

（
有
斐
閣
二
〇
一
一
年
）。
事
実
上
の
取
締
役
と
み
て
監
視
義
務
と
構
成
す
る
判
例
も
み
ら
れ
る
。
京
都
地
判
平
成
四
・
二
・
五
（
判
時
一
三
七
六
号

一
一
〇
頁
・
金
判
八
八
〇
号
二
四
頁
）、
大
阪
地
判
平
成
二
三
・
一
〇
・
三
一
（
判
時
二
一
三
五
号
一
二
一
頁
）。
事
実
上
の
取
締
役
説
も
四
二
九
条

（
四
一
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
二

に
包
摂
さ
れ
、
更
に
別
途
、
株
主
の
権
利
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
（
会
社
法
一
二
〇
条
）
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
私
見
）。

（
61
）�

拙
稿
「
金
融
危
機
後
の
国
際
金
融
法
規
制
の
展
望
と
新
た
な
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
に
向
け
て
」
奥
島
孝
康
先

生
古
稀
記
念
『
現
代
企
業
法
学
の
理
論
と
動
態
第
一
巻
《
下
巻
》』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
六
九
三
─
七
五
九
頁
。

（
62
）�
最
三
小
決
平
二
一
・
五
・
二
九
金
判
一
三
二
六
号
三
五
頁
参
照
。

（
63
）�

酒
井
太
郎
・
前
掲
注（
50
）四
九
─
一
六
六
頁
、
八
九
─
二
三
〇
頁
参
照
。

（
64
）�

酒
井
太
郎
・
前
掲
注（
50
）七
八
〇
─
七
八
三
頁
。
太
田
洋
・
矢
野
正
紘
「
対
抗
的
買
収
提
案
へ
の
対
応
に
際
し
て
の
取
締
役
の
行
動
準
則

〔
上
〕〔
中
〕〔
下
〕
─
わ
が
国
で
レ
ブ
ロ
ン
「
義
務
」
は
認
め
ら
れ
る
か
─
」
商
事
法
務
一
八
八
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
頁
・
一
八
八
五
号

（
二
〇
〇
九
年
）
三
八
頁
・
一
八
八
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
劉
小
勇
「
ア
メ
リ
カ
判
例
法
に
お
け
るR

evlon

基
準
の
変
遷
─
取
締
役
が
株
主
の
た

め
に
株
式
売
却
の
最
高
価
格
を
得
る
責
任
」
六
甲
台
五
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
九
頁
。

（
65
）�

田
村
俊
夫
「
米
国
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
新
潮
流
─
何
を
話
す
か
、
誰
と
話
す
か
─
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
七
年
六
月

二
七
日
）。

（
66
）�

金
融
庁
・
前
掲
注（
30
）補
足
資
料
二
頁
。「
米
機
関
投
資
家
団
体
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
を
制
定
。

26
機
関
が
既
に
賛
同
」
ニ
ュ
ー
ラ
ル
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
（
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
）。

（
67
）�U

nveils�F
ram

ew
ork�of�G

uiding�P
rinciples�w

ith�E
xpectation�of�L

ong-T
erm

�V
alue�C

reation,�Investor�P
rotection�$17�

T
rillion�in�A

U
M

�R
epresented�by�U

.S
.�and�International�Investors,�Investor�S

tew
ardship�G

roup�L
aunches�S

tew
ardship�

F
ram

ew
ork�for�2018.https://sustainablejapan.jp/2017/02/17/am

erican�-stew
ardship�-corporate-governance-principles/�25615.

（
68
）�

佐
藤
剛
（
全
米
取
締
役
協
会
員
）「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
の
魂
の
戦
い
─
『
株
主
第
一
主
義
』vs

『
ス
テ
ー
ク
ホ
ウ
ル
ダ
ー
の
価
値
の
バ

ラ
ン
ス
』
─
」
経
営
行
動
研
究
学
会
報
告
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
三
日
）
一
─
四
頁
を
参
照
し
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
法
案
、B

enefit�C
orporation�

M
odel

な
ど
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

（
69
）�

“A
ccountable�C

apitalism
�A

ct ”

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
Ｈ
Ｐ
）。

https://w
w
w
.w

arren.senate.gov/im
o/m

edia/doc/A
ccountable%

20C
apitalism

%
20A

ct%
20O

ne-P
ager.pdf.

（
四
一
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
三

（
70
）�C

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission,�558�U

.S
.�310�

（2010

）.�C
itizens�U

nite.

政
治
資
金
規
正
の
一
部
規
定
に
つ
い
て

合
衆
国
憲
法
第
一
条
の
言
論
の
自
由
に
反
し
、
違
憲
と
し
て
連
邦
宣
教
委
員
会
を
提
訴
し
た
。
最
高
裁
で
は
五
対
四
の
票
決
でC

itizensU
nited

勝
訴
と
な
り
、
米
国
企
業
の
政
治
献
金
の
支
出
時
期
に
関
す
る
制
限
は
事
実
上
撤
廃
さ
れ
、
ロ
ビ
ー
活
動
と
株
主
や
経
営
者
の
利
益
最
大
化
を
促
す

法
制
度
策
定
を
助
長
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
岡
田
功
太
「
米
国
の
社
会
及
び
環
境
に
対
し
て
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
」
野
村
資
本
市
場

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
八
─
九
頁
。

（
71
）�https://w

w
w
.gsgboards.com

/

（
72
）�

佐
藤
・
前
掲
注（
68
）二
頁
。
鈴
木
由
紀
子
「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
課
題
」
商
学
研
究
三
三
号
（
二
〇
一
七
年
三

月
）
九
三
─
一
〇
八
頁
を
参
照
し
た
。“E

lizabeth�W
arren�has�a�plan�to�save�capitalism

”V
ox�M

edia,�Inc.�A
ug�15,�2018.

（
73
）�

米
国
で
は
州
法
に
お
い
て
以
下
の
企
業
タ
イ
プ
を
選
択
で
き
る
。
連
邦
税
法S

ubchapterC

に
よ
り
課
税
さ
れ
るC

-C
orporation

が
最
も

一
般
的
で
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
上
場
企
業
が
該
当
す
る
。
個
人
経
営
（S

olo�P
roprietorship

）、C
-C

orporation

、S
-C

orporation

、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（P

artnership

）、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（L

im
ited�L

iability�C
om

pany

）。https://w
w
w
.bengoshiusa.com

/start_up/entity.htm
.

（
74
）�eB

ay�D
om

estic�H
oldings,�Inc.�v.�N

ew
m
ark,�C

.A
.�N

o.�3705-C
C
�

（D
el.�C

h.�S
ept.�9,�2010

）.

（
75
）�

佐
藤
・
前
掲
注（
68
）四
頁
。

（
76
）�

髙
橋
真
弓
「
営
利
法
人
形
態
に
よ
る
社
会
的
企
業
の
法
的
課
題
（
１
）：
英
米
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
法
人
の
検
討
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」

一
橋
法
学
第
一
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
七
月
一
〇
日
）
二
五
二
─
二
八
八
頁
を
参
照
し
た
。
同
二
八
二
頁
（
注
224
）。D

ana�B
rakm

an�

R
eiser,�T

heorizing�F
orm

s�for�S
ocial�E

nterprise,�62�E
m
ory�L

.�J.�681,�692�

（2013

）,at726-727.

（
77
）�

岡
田
功
太
「
米
国
の
社
会
及
び
環
境
に
対
し
て
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
一
─

一
二
頁
参
照
。

（
78
）“W

hy�do�A
m
erican�C

E
O
s�m

ake�tw
ice�as�m

uch�as�G
erm

an�C
E
O
s? ”�F

ortune,�N
ovem

ber�4th�2014.

（
79
）�

岡
田
・
前
掲
注（
77
）七
─
八
頁
。

（
80
）�

一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
（
ｂ
）（
18
）
に
お
い
て
、
市
場
に
お
け
る
自
己
株
式
取
得
が
相
場
操
縦
に
該
当
し
な
い
と
規
定
さ
れ
、

（
四
一
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
四

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
（
規
則
の
適
用
除
外
）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
以
降
は
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い
。D

ivision�of�T
rading�and�

M
arkets:�A

nsw
ers�to�F

requently�A
sked�Q

uestions�C
oncerning�R

ule�10b-18�

（"S
afe�H

arbor"�for�Issuer�R
epurchases

）.�https://w
w
w
.

sec.gov/divisions/m
arketreg/r10b18faq0504.htm

.

（
81
）�
岡
田
功
太
・
吉
川
浩
史
「
米
財
務
省
に
よ
る
資
本
市
場
の
包
括
的
な
規
制
・
制
度
改
革
提
言
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�

W
inter

）
一
─
一
五
頁
。

（
82
）�

岡
田
功
太
「
米
国
上
場
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
係
る
最
近
の
議
論
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
一

─
一
〇
頁
。S

teven�K
.�V

ogel�

（P
rofessor,�U

niversity�of�C
alifornia,�B

erkeley,�2018/10/04

）「
ア
メ
リ
カ
で
物
議｢

日
本
型
経
営｣

法

案
の
衝
撃
内
容
株
主
重
視
か
ら
対
極
な
動
き
が
出
て
き
た
」
東
洋
経
済
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
二
〇
一
九
年
五
月
九
日
）
一
─
三
頁
。

（
83
）�

矢
崎
淳
司
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
」
法
学
会
雑
誌
五
三
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
三
一
日
）
六
九
─

一
一
〇
頁
参
照
。

（
84
）�

髙
橋
真
弓
・
前
掲
注（
76
）二
三
七
─
二
八
八
頁
、
二
七
五
─
二
七
六
頁
（
注
195
）
参
照
。

（
85
）�

矢
崎
淳
司
・
前
掲
注（
83
）・
九
三
─
九
七
頁
。
衡
平
法
裁
判
所
は
、
期
差
取
締
役
会
（classified�board,�staggered�board

）
に
関
し
て
信

認
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
適
用
に
対
す
る
逆
風
の
傾
向
が
出
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、eB

ay

事
件
判
決

と
方
向
が
合
致
す
る
。
か
か
る
傾
向
に
対
す
る
修
正
と
し
て
、staggered�board

を
取
り
上
げ
て
お
り
、dem

ocratic�socialism

の
方
向
性
と
軌

を
一
に
し
て
い
よ
う
（
私
見
）。
①
期
差
取
締
役
会
が
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
の
実
証
研
究
も
出
さ
れ
る
。K

.J.�M
artijn�C

rem
ers�&

�S
im

one�

M
.S

epe,�T
he�S

hareholder�V
alue�of�E

m
pow

ered�B
oards,�68�S

tan.�L
.�R

ev.�67�

（2016

）67-148pp.

②shareholders ’�em
pow

erm
ent

に

対
す
る
修
正
の
一
つ
と
し
てstaggered�board

を
把
握
し
、short-term

�shareholder

とm
arket�pressures

か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
集
合
的
株

主
を
考
え
て
取
締
役
、
経
営
陣
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
長
期
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
し
て
結
果
的
に
株
主
価
値
も
増
大
す
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。

（
86
）�W

illiam
�H

.�C
lark,�Jr.�and�E

lizabeth�K
�B

abson,�H
ow

�B
enefit�C

orporations�are�R
edefining�the�P

urpose�of�B
usiness�

C
orporations,�38�W

m
.�M

itchell�L
.�R

ev.�817,�842�

（2012

）,at�828.

高
橋
・
前
掲
注（
76
）二
七
六
─
二
七
九
頁
（
注
202
）
─
（
注
206
）。

（
四
二
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
五

（
87
）�J.�H

askell�M
urray,�C

hoose�Y
our�O

w
n�M

aster:�S
ocial�E

nterprise,�C
ertifications,�and�B

enefit�C
orporation�S

tatutes,�2�A
m
.�

U
.�B

us.�L
.�R

ev.�1,�37�

（2012

）,at�15.
（
88
）�
山
田
剛
志
「
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
隆
盛
と
株
主
の
権
利
」
前
掲
注（
26
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実

務
と
最
新
諸
論
点
─
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
─
』
一
─
三
七
頁
参
照
。

（
89
）�T

hird�P
oint�L

L
C
�v.�W

R
�C

.A
.�N

o.�9469-V
C
P
�

（D
el.�C

h.�M
ay�2,�2014

）.IN
�T

H
E
�C

O
U
R
T
�O

F
�C

H
A
N
C
E
R
Y
�O

F
�T

H
E
�

S
T
A
T
E
�O

F
�D

E
L
A
W

A
R
E
,�T

H
IR

D
�P

O
IN

T
�L

L
C
�v.�W

IL
L
IA

M
�F

.�R
U
P
R
E
C
H
T
�and�S

O
T
H
E
B
Y

’S
,�a�D

elaw
are�corporation,�

C
.A

.�N
o.�9469-V

C
P
,�M

ay�02�2014,�T
ransaction�ID

�55389863,C
ase�N

o.�M
ulti-C

ase,�1-64pp.

石
﨑
泰
哲
「
近
時
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

フ
ァ
ン
ド
の
動
き
と
日
本
の
上
場
会
社
に
求
め
ら
れ
る
対
応
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所M

&
A

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
一
月
号
）
五
─

九
頁
を
参
照
し
た
。
買
収
防
衛
策
導
入
に
つ
い
て
、
経
営
陣
と
の
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
新
し
い
有
用
性
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。

（
90
）�A

ir�P
rods.�&

�C
hem

s.,�Inc.�v.�A
irgas,�Inc.,�16�A

.3d�48,�92�

（D
el.�C

h.�2011

）.

（
91
）�U

nitrin,�Inc.�v.�A
m
.�G

en.�C
orp.,�651�A

.2d�1361,�1367�

（D
el.�1995

）.

（
92
）�

石
﨑
・
前
掲
注（
89
）八
─
九
頁
。

（
93
）�Im

plem
enting�enterprise�risk�m

anagem
ent�:�from

�m
ethods�to�applications,�Jam

es�L
am

,�author.�2017�H
oboken,�N

ew
�Jersey�:�

John�W
iley�&

�S
ons,1-405pp.�

拙
稿
「
金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
─
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監

査
な
ら
び
にF

inT
ech

関
連
法
制
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
考
察
─
」
日
本
法
学
八
三
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
一
月
三
一
日
）
一
─
六
〇
頁
。

（
94
）�

尾
崎
悠
一
「
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
月
刊
資
本
市
場
三
九
二
号
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
三
六
─
四
七
頁
。

（
95
）�

最
二
小
決
平
成
一
九
・
八
・
七
民
集
六
一
巻
五
号
二
二
一
五
頁
。

（
96
）�

経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
（
座
長
：
神
田
秀
樹
教
授
）『
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
』（
平
成
二
〇
年
六

月
三
〇
日
）
一
─
一
七
頁
。

（
97
）�

神
作
裕
之
・
前
掲
注（
26
）一
八
頁
。

（
98
）�

拙
稿
「
英
国
企
業
法
制
に
お
け
る
新
た
な
登
記
制
度P

S
C
�R

egim
e

（people�w
ith�significant�control

）
に
か
か
る
考
察
」
千
葉
商
大
論

（
四
二
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
六

叢
五
六
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
一
三
五
─
一
五
四
頁
。

（
99
）�John�B

uchanan,�R
esearch�A

ssociate�,�C
entre�for�B

usiness�R
esearch,U

niversity�of�C
am

bridge

「
分
岐
点
が
迫
っ
て
い
る
日
本

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
）、
拙
稿
・
前
掲
注

（
39
）五
二
─
六
三
頁
。

（
100
）�

神
作
裕
之
「
金
商
法
の
観
点
か
ら
見
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
研
究
記
録

第
五
五
号
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
）
一
─
一
二
九
頁
。

（
101
）�

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
「
公
正
な
Ｍ
＆
Ａ
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
─
企
業
価
値
の
向
上
と
株
主
利
益
の
確
保
に
向
け
て
─
」（
二
〇
一
九

年
六
月
二
八
日
）
一
─
四
七
頁
。

（
102
）�R

evlon,�Inc.�v.�M
acA

ndrew
s�&

�F
orbes�H

oldings�Inc.,�506�A
.2d�173

（D
el.�1986

）.

（
103
）�

東
京
高
判
平
成
二
五
年
四
月
一
七
日
判
時
二
一
九
〇
号
九
六
頁
。

（
104
）�

飯
田
秀
総
「
企
業
買
収
に
お
け
る
対
象
会
社
の
取
締
役
の
義
務
─
買
収
対
価
の
適
切
性
に
つ
い
て
─
」
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
」
通
巻
第
一
二
一
号
（
二
〇
一
五
年
三�

月
）
一
三
五
─
一
五
八
頁
参
照
。

（
105
）�

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
最
高
裁
決
定
（
二
〇
〇
七
年
八
月
七
日
）
民
集
六
一
巻
五
号
二
二
一
五
頁
。

（
106
）�

二
〇
〇
八
年
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
（
座
長
神
田
秀
樹
教
授
）「
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
」

（
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
）
一
─
一
七
頁
。

（
107
）�

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
「�

グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
二
〇
一
九
年
六

月
二
八
日
）
一
─
一
四
二
頁
。

（
108
）�

坂
本
里
和
経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
長
「『
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
』（
グ
ル
ー
プ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
～

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
六
日
）
参
照
。

（
109
）�T

ypes�of�C
onvergence

と
し
て
、C

onvergence�on�L
egal�F

orm

、C
onvergence�on�F

unction

の
二
つ
の
要
素
の
充
足
の
有
無
か
ら
、

（
四
二
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
七

F
orm

al�C
onvergence

、F
unctional�C

onvergence

、F
aux�C

onvergence

、N
o�C

onvergence

に
四
区
分
し
、F

aux�C
onvergence

で
は
形

式
的
な
収
束
は
あ
る
が
、
機
能
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
偽
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（F

aux�C
onvergence

）
と
称
し
て
い
る
。
他
方
で
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
在
り
方
に
は
ロ
ー
カ
ル
な
独
自
性
の
存
在
は
容
認
さ
れ
、F

unctional�C
onvergence

で
は
形
式
は
異
な
る
も
の
の
機
能
は
同
じ
で
あ
る
。

外
国
の
制
度
を
採
用
す
る
場
合
に
、
歪
曲
に
取
り
込
む
こ
と
が
問
題
と
な
る
（「
悪
魔
が
潜
む
」）。D

an�P
uchniak,�A

ssociate�P
rofessor,�

N
ational�U

niversity�of�S
ingapore,� “S

tew
ardship�in�A

sia�and�S
ingapore ”

講
演
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｍ
＆
Ａ
の
国
際
的
な
動

向
』
東
京
大
学
第
五
九
回
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
）。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
他
の
講
演
は
、R

oger�B
arker,�

H
ead�of�C

orporate�G
overnance,�Institute�of�D

irectors,�U
K
,� “C

orporate�G
overnance�and�Institutional�Investors�:�D

o�S
tew

ardship�

C
odes�m

ake�any�difference�? ”

ほ
か
。
更
にF

orm
al

、F
unctional

、C
ontractual

、H
ybrid

、N
orm

ative

、
そ
し
てInstitutional

の
各

C
onvergence

間
の
相
違
に
つ
い
て
、G

ilson

教
授
とC

offee

教
授
はF

unctional�C
onvergence

がF
orm

al�C
onvergence

よ
り
も
起
こ
り
や

す
い
と
す
る
。R

onald�J.�G
ilson,�G

lobalizing�C
orporate�G

overnance:�C
onvergence�of�F

orm
�or�F

unction,�49�A
M

.�J.�C
O
M

P
.�L

.�

329,�337–45�

（2001

）;�John�C
.�C

offee,�T
he�F

uture�as�H
istory:�T

he�P
rospects�for�G

lobal�C
onvergence�in�C

orporate�G
overnance�

and�its�Im
plications,�93�N

W
.�U

.�L
.�R

E
V
.�641,�679–80�

（1999

）.�G
ilson

教
授
に
よ
れ
ば
、
形
式
面
を
変
化
さ
せ
る
に
は
コ
ス
ト
も
か
か
り
、

競
争
条
件
の
圧
力
に
晒
さ
れ
て
い
る
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
は
業
績
低
下
を
気
に
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
ま
たF

orm
al

とF
unctional

の
二
元
論
の

C
onvergence

（dualism

）
は
、H

ybrid�C
onvergence

に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
（is�supplem

ented�w
ith�the�concept�of�hybrid�convergence

）

こ
と
に
つ
い
て
、P

aul�R
ose,�E

U

　C
om

pany�L
aw

�C
onvergence�P

ossibilities�A
fter�C

entros,11�T
R
A
N
S
N
A
T

’L
�L

.�&
�C

O
N
T
E
M

P
.�

P
R
O
B
S
.121,�134–35�

（2001

）（explaining� “hybrid ”�convergence�in�the�post-C
entros�landscape

）.�S
ee�M

athias�M
.�S

iem
s,�

C
onvergence�in�C

orporate�G
overnance:�A

�L
exim

etric�A
pproach,�T

he�Journal�of�C
orporation�L

aw
,V

ol.35:4,�June�7,2010,729-756pp.

［
本
稿
は
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
］

（
四
二
三
）





組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

二
八
九

組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性

─
あ
ず
み
の
里
事
件
を
手
が
か
り
に

─

船

　
　山

　
　泰

　
　範

一
　
本
稿
の
課
題

二
　
訴
因
変
更
問
題
の
前
提

三
　
過
失
犯
に
お
け
る
期
待
可
能
性

四
　
期
待
可
能
性
論
の
機
能

五
　
結
び
に
か
え
て

論

　説

（
四
二
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
九
〇

一
　
本
稿
の
課
題

㈠

　本
稿
の
ね
ら
い

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
あ
ず
み
の
里
事
件
と
呼
ば
れ
る
特
養
に
お
け
る
介
護
者
の
業
務
上
過
失
致
死
事
件
の
解
明
を
通
し
て
、
組
織
内
で

の
個
人
の
過
失
犯
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
理
論
的
問
題
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
、
犯
罪
の
成
立
要
件
を
全
体
的
に
捉
え

る
視
座
が
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
介
護
施
設
に
お
け
る
事
故
死
は
一
年
間
で
一
五
〇
〇
件
を
超
え
て
お
り

（
１
）

、
高
齢
社
会
を

迎
え
た
わ
が
国
に
お
い
て
、「
介
護
と
刑
事
責
任
」
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

㈡

　あ
ず
み
の
里
事
件
の
経
緯

あ
ず
み
の
里
事
件
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
２
）

。
Ａ
子
（
被
告
人
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ず
み
の
里
に
准
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
、
利
用
者
に
対
す
る
看
護
お
よ
び
介
護
業
務
に
従
事
し
て
い
た
。
平
成
二
五
年
一
二
月
一
二
日
、
一
階
食
堂
に
お
い
て
間
食
を
提

供
す
る
際
、
Ａ
子
は
、
各
利
用
者
に
提
供
す
べ
き
間
食
の
形
態
を
確
認
し
て
提
供
す
べ
き
な
の
に
、
Ｂ
子
（
八
五
歳
）
に
対
す
る
形
態

（
ゼ
リ
ー
）
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
ド
ー
ナ
ツ
を
配
膳
す
る
と
い
う
過
ち
を
お
か
し
た
。
Ｂ
子
は
ド
ー
ナ
ツ
を
摂
取
し
、
喉
頭
な
い
し
気
管

内
異
物
に
よ
る
窒
息
に
起
因
す
る
心
肺
停
止
状
態
に
陥
り
、
平
成
二
六
年
一
月
一
六
日
、
低
酸
素
脳
症
に
よ
り
死
亡
し
た
。
な
お
、
間
食

の
配
膳
業
務
は
主
と
し
て
介
護
士
Ｃ
子
が
担
当
し
て
お
り
、
Ａ
子
は
そ
の
手
伝
い
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｂ
子
に
対
し
て
配
膳

を
す
る
際
に
、
Ａ
子
は
Ｃ
子
か
ら
何
ら
の
注
意
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

Ａ
子
の
み
が
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
（
刑
二
一
一
条
）
で
起
訴
さ
れ
た
。

公
判
の
経
過
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
本
公
判
で
は
、
二
度
の
訴
因
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
も
と
も
と
の
平
成
二
七
年
四
月
二
七
日
の

（
四
二
六
）
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起
訴
状
朗
読
に
お
い
て
は
、
Ａ
子
に
は
、
Ｂ
子
の
食
事
中
の
動
静
を
注
視
し
て
、
食
物
誤
嚥
に
よ
る
窒
息
等
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

業
務
上
の
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
他
の
利
用
者
へ
の
食
事
介
助
に
気
を
取
ら
れ
、
Ｂ
子
の
食
事
中
の
動
静
を
注
視
し
な
い

ま
ま
Ｂ
子
を
放
置
し
た
過
失
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
二
八
年
九
月
一
六
日
、
検
察
官
は
、
Ａ
子
に
は
間
食
の
形
態
確
認

義
務
が
あ
り
、
漫
然
と
ド
ー
ナ
ツ
を
提
供
し
た
過
失
が
あ
る
と
い
う
予
備
的
訴
因
の
追
加
請
求
を
し
、
そ
れ
が
、
平
成
二
九
年
一
月
一
九

日
、
裁
判
所
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
平
成
三
〇
年
七
月
三
〇
日
、
検
察
官
は
、
Ａ
子
の
注
視
義
務
の
開
始

時
期
を
、
こ
れ
ま
で
Ａ
子
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
し
た
時
か
ら
と
し
て
い
た
の
を
、
Ａ
子
が
Ｂ
子
に
ド
ー
ナ
ツ
を
配
っ
た
時
か
ら
と
、
前
倒

し
す
る
訴
因
変
更
を
請
求
し
、
九
月
一
四
日
、
裁
判
所
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
件
の
争
点
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
①
被
害
者
が
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
原
因
は
、
ド
ー
ナ
ツ
を
摂
取
し
て
窒
息
状
態
に
陥
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
、
と
い
う
因
果
関
係
。
②
被
告
人
は
、
ど
の
点
に
つ
い
て
過
失
が
認
め
ら
れ
る
か
。

平
成
三
一
年
三
月
二
五
日
、
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
は
、
①
の
因
果
関
係
を
認
め
た
上
で
、
②
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
ド
ー
ナ

ツ
を
摂
取
す
る
際
に
被
告
人
が
こ
れ
を
注
視
し
て
窒
息
を
防
止
す
べ
き
義
務
違
反
と
い
う
主
位
的
訴
因
の
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
間

食
を
配
膳
す
る
際
に
利
用
者
に
提
供
す
る
間
食
の
形
態
を
確
認
し
て
窒
息
事
故
等
を
防
止
す
べ
き
義
務
違
反
と
い
う
予
備
的
訴
因
の
過
失

は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
有
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。
刑
罰
は
罰
金
二
〇
万
円
で
あ
っ
た

（
４
）

。

被
告
人
側
が
控
訴
を
申
し
立
て
て
い
る
。

（
四
二
七
）
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二
　
訴
因
変
更
問
題
の
前
提

㈠

　因
果
関
係
の
問
題

あ
ず
み
の
里
事
件
に
つ
い
て
は
、
ド
ー
ナ
ツ
を
摂
取
し
て
窒
息
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
被
害
者
の
心
肺
停
止
状
態
の
原
因
と
い
え
る
か
、

疑
問
が
残
る
。
ド
ー
ナ
ツ
に
よ
る
窒
息
と
い
う
構
図
は
、
も
と
も
と
Ａ
子
自
身
や
ま
わ
り
の
人
達
に
も
思
い
込
み
と
し
て
あ
り
、
弁
護
側

が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
情
報
が
拡
散
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
第
一
一
回
の
公
判
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
三
日
）
で

は
、
救
急
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
診
断
書
を
書
い
た
医
師
は
、
直
接
の
死
因
は
、
脳
に
一
定
時
間
酸
素
が
い
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
低

酸
素
脳
症
で
あ
る
が
、
心
肺
停
止
状
態
の
原
因
は
、
窒
息
以
外
に
も
脳
梗
塞
か
心
室
細
動
が
考
え
得
る
、
と
証
言
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
５
）

。

私
が
入
手
し
て
い
る
「
報
道
用
判
決
要
旨
」
で
は
、
因
果
関
係
の
事
実
認
定
は
簡
略
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
論

評
は
、
今
の
と
こ
ろ
差
し
控
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
仮
に
被
告
人
に
な
ん
ら
か
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
過
失
行
為
と
被
害
者
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
犯
罪
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
点
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
こ
う
。

㈡

　訴
因
変
更
問
題
の
基
は
事
実
認
定
に
あ
る

１
　
訴
因
変
更
は
、
被
告
人
を
不
安
定
な
立
場
に
追
い
込
ま
な
い
範
囲
で
、
検
察
官
に
審
理
の
途
中
で
訴
追
内
容
の
変
更
を
認
め
る
制

度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
変
更
を
許
さ
な
い
と
、
検
察
官
は
真
実
の
発
見
の
た
め
に
別
訴
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
、

被
告
人
の
防
御
は
脅
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
法
は
、
公
訴
事
実
の
同
一
性
を
限
度
と
し
て
、
訴
因
の
追
加
・
撤
回
・
変
更
を
許
す
こ
と
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
真
実
の
発
見
と
手
続
的
保
障
の
ほ
ど
よ
い
調
和

（
６
）

」
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
本
件
で

（
四
二
八
）
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は
、
事
件
発
生
か
ら
一
審
判
決
言
渡
し
ま
で
五
年
余
を
要
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
長
期
化
の
要
因
と
し
て
二
度
の
訴
因
変
更
を
め
ぐ
る
弁

護
側
・
検
察
側
の
攻
防
が
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
き
、
被
告
人
の
心
的
動
揺
は
決
し
て
少
な
く
な
く
、
防
御
上
大
き
な
負
担
を
負
わ

せ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

（
７
）

。

と
こ
ろ
で
、
本
件
に
お
け
る
訴
因
変
更
問
題
の
基
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
言
わ
ず
も
が
な
、
本
件
に

お
い
て
過
失
犯
の
成
立
を
、
ど
こ
に
、
い
か
よ
う
に
認
め
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
論
点
は
、
時
間
に
関
わ
る
捉
え
方
と
、
過
失

犯
の
主
体
を
ど
う
捉
え
る
か
（
誰
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
か
）
の
二
つ
で
あ
る
。
順
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

２
　
本
判
決
が
過
失
と
し
て
認
定
し
た
事
実
は
、
利
用
者
に
提
供
す
る
間
食
の
形
態
を
確
認
せ
ず
に
提
供
し
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

主
位
的
訴
因
で
あ
る
注
視
義
務
を
否
定
し
て
、
ド
ー
ナ
ツ
を
提
供
し
た
時
点
で
の
こ
と
に
も
っ
て
い
っ
た
の
は
、
間
食
を
利
用
者
に
提
供

す
れ
ば
、
利
用
者
は
何
時
食
べ
は
じ
め
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
七
人
が
全
員
食
べ
は
じ
め
た
ら
、
注
視
す
る
こ
と

が
大
変
に
な
る
、
と
い
う
点
を
考
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
誤
っ
た
間
食
を
提
供
し
た
時
点
で
過
失
を
認
め
る
の
は
、
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
事
実

認
定
を
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
で
、
誤
り
に
気
づ
い
て
間
食
を
取
り
替
え
た
り
、
利
用
者
が
ド
ー
ナ
ツ
を
頬
張
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に

気
づ
い
て
止
め
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
過
失
犯
は
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
事
実
認
定
の
方
法
は
、
過
失
犯
と
故
意
犯
の
犯
罪
惹
起
態
様
の
違
い
に
目
を
瞑
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
故
意

犯
に
お
い
て
故
意
行
為
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
特
別
な
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
法
益
侵
害
結
果
の
発
生
に
向
け
た
事
実
が
進
行
す
る
。

た
と
え
ば
、
自
分
の
前
に
座
っ
て
い
る
人
の
殺
害
を
意
図
し
て
、
そ
の
人
が
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
る
隙
に
紅
茶
に
青
酸
カ
リ
を
入
れ
た
と

す
れ
ば
、
相
手
は
戻
っ
て
き
て
紅
茶
を
飲
む
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
か
ら
、
青
酸
カ
リ
を
入
れ
た
時
点
で
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
あ
り
と

（
四
二
九
）
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し
て
、
そ
の
段
階
で
殺
人
の
未
遂
を
認
め
て
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
過
失
犯
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
注
意
義
務
違
反
が
重
な
っ

て
結
果
発
生
に
至
る
こ
と
が
あ
り
、
一
点
の
注
意
義
務
の
み
で
過
失
犯
の
成
立
を
捉
え
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。「
過
失
犯
は
未
完
結

の
構
成
要
件

（
８
）

」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
故
意
犯
と
過
失
犯
の
差
異
に
着
目
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。

右
の
点
を
、
過
失
犯
に
お
け
る
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
措
置
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル

ク
事
件
に
関
し
て
、
差
戻
後
第
一
審
判
決
（
徳
島
地
判
昭
四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
七
）
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

森
永
乳
業
徳
島
工
場
の
製
造
課
長
と
し
て
は
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
飲
用
者
が
乳
児
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
万
が
一
に
も
ド
ラ
イ
ミ

ル
ク
に
有
毒
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
。
第

一
に
、
有
毒
物
混
入
を
避
け
る
た
め
に
は
、
規
格
品
を
発
注
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
清
罐
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
工
業
用
第
二
燐
酸

ソ
ー
ダ
を
発
注
し
た
と
こ
ろ
に
注
意
義
務
違
反
が
あ
る

（
９
）

。
そ
し
て
、
第
二
に
、
工
業
用
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
原
料
牛
乳
に
安
定
剤
と
し
て

添
加
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
使
用
前
に
容
器
ご
と
に
そ
れ
が
間
違
い
な
く
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
適
切
な

化
学
的
検
査
を
実
施
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
使
用
さ
れ
た
の
は
、
松
野
製
剤
と
い
わ
れ
る
日

本
軽
金
属
清
水
工
場
の
産
業
廃
棄
物
に
由
来
す
る
も
の
で
、
砒
素
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
れ
は
判
例
の
指
摘

し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
製
造
過
程
で
異
物
・
毒
物
が
混
入
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
工
場
か
ら
の
出
荷
前
に
視
認
や

化
学
的
検
査
も
な
さ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

第
二
・
第
三
の
注
意
義
務
を
尽
く
せ
ば
結
果
発
生
は
回
避
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
の
注
意
義
務
違
反
だ
け
で
結
論
を
出
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
時
間
帯
（
製
造
か
ら
出
荷
ま
で
の
間
）
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
過
失
犯
は
、
故
意
犯
と
異
な
り
、
一
定
の
時
間
帯
の
中
で
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
被
告
人
に
つ
い
て
も
、

（
四
三
〇
）
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間
食
の
形
態
を
確
認
せ
ず
、
ド
ー
ナ
ツ
を
提
供
し
た
ら
そ
れ
で
過
失
犯
成
立
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
短
兵
急
な
判
断
方
法
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
判
例
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
ド
ー
ナ
ツ
が
窒
息
の
原
因
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
時
窒
息
し
た
か
定
か
で
な
い
が
、
介
助
者
は

そ
の
時
点
ま
で
注
視
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
誤
っ
た
間
食
の
提
供
を
し
た
ら
、
そ
の
時
点
で
過
失
犯
が
成
立
し
て

し
ま
い
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
私
た
ち
は
多
く
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
を
同
時
に
見
守
る
に
は
五
感
を
す
べ
て

使
っ
て
い
る
ん
で
す

（
10
）

。」
と
い
う
介
護
現
場
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
無
視
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
判
決
が
、
過
失
犯

の
成
立
時
期
を
間
食
提
供
の
時
点
に
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、「
被
害
者
は
、
被
告
人
ら
が
気
付
か
ぬ
う
ち
に
窒
息
し
て
い
た
」
と
い

う
事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
注
視
義
務
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
判
決
が
、
主
位
的
訴
因
の
判
断
に
あ

た
っ
て
、
当
時
被
告
人
が
食
事
全
介
助
の
必
要
な
利
用
者
の
食
事
介
助
中
で
あ
る
こ
と
や
、
被
害
者
が
周
囲
の
者
が
窒
息
に
気
付
き
得
る

言
動
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
主
位
的
訴
因
の
過
失
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
論
理
矛
盾
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

被
告
人
の
注
視
に
現
実
的
な
限
界
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
過
失
犯
の
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
で
は
な
く
、
期
待
可
能
性
と
し
て
有

責
性
レ
ベ
ル
で
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
節
を
換
え
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
判
明
し
た
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
検
察
官
が
約
三
年
半
の
間
に
訴
因
変
更
を
二
度
も
し
て
被
告
人
を
苦
し
め
た
元

凶
は
、
捜
査
の
当
初
か
ら
公
訴
判
断
の
段
階
に
お
い
て
、
事
件
の
全
貌
を
見
渡
し
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
過
失
責
任
が
あ
る
の
か
と
い
う
、

実
体
法
上
の
判
断
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
、
捜
査
当
局
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
実
体
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、
も
う
一
つ
、
過
失
責
任
を
負
わ
す
の
は
被
告
人
だ
け
な
の
か
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
判

決
も
、
量
刑
の
部
分
で
、「
本
件
の
責
任
が
全
て
被
告
人
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
量
刑
に
と
ど
ま
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
犯
罪
主
体
は
誰
か
と
い
う
基
本
問
題
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
段
階
で
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
と
い
う

（
四
三
一
）
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六

ほ
か
な
い
。
弁
護
人
は
被
告
人
の
防
御
に
専
念
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
被
告
人
を
支
援
す
る
大
き
な
活
動
が
展
開
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
視
点
が
表
に
出
て
こ
な
い
の
は
奈
辺
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

㈢

　過
失
の
共
同
正
犯

本
件
公
訴
か
ら
離
れ
て
、
犯
罪
主
体
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
主
体
と
し
て
は
、
Ａ
子
ば
か
り
で
な
く
、
Ｃ
子
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
件
が
発
生
し

た
食
堂
で
は
、
利
用
者
一
七
名
が
九
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
別
れ
て
座
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
介
助
職
員
と
し
て
は
、
Ｃ
子
（
介
護
士
）
と
、

そ
の
と
き
た
ま
た
ま
手
が
空
い
て
い
て
自
分
か
ら
手
伝
い
に
入
っ
た
Ａ
子
（
准
看
護
師
）
が
い
た
の
で
あ
る
。
Ａ
子
は
、
食
事
全
介
助
の

Ｄ
に
ス
プ
ー
ン
で
一
口
ず
つ
ゼ
リ
ー
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
Ｂ
子
に
は
背
を
向
け
る
格
好
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｂ
子
は
、

Ａ
子
ら
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
窒
息
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ｂ
子
が
ぐ
っ
た
り
し
て
意
識
を
失
っ
て
い
た
の
を
、
排
せ
つ
介
助
を

終
え
て
入
っ
て
き
た
介
護
職
員
が
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

Ｃ
子
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
子
と
Ａ
子
は
、
連
係
プ
レ
ー
で
一
七
名
の
利
用
者
の
全
体
に
気
を
配
り
つ
つ
、
個
別
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
そ
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て
目
配
り
を
し
て
い
た

（
11
）

と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
関
係
か
ら
み
る
と
、
Ａ
子
と
Ｃ
子
は
、
事
故
防
止
の
た
め
に
相
互
利
用
・
補
充
関
係
に
あ
る
行
為
者
の
間
柄
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
者
の
間
で
は
、
共
同
し
て
結
果
を
回
避
す
る
よ
う
な
注
意
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
相
互
に
連
絡

し
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
結
果
回
避
を
す
る
よ
う
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
は
、
も
は
や
個
々
の
独
立
の

注
意
義
務
で
は
な
く
、
共
同
正
犯
の
要
件
で
あ
る
①
共
同
実
行
の
意
思
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
注
意
義
務
を
尽

く
さ
ず
、
共
同
作
業
上
、
落
ち
度
あ
る
行
為
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
②
共
同
実
行
の
事
実
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合

（
四
三
二
）
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に
、
①
と
②
の
二
つ
の
要
件
が
充
た
さ
れ
れ
ば
、
過
失
の
共
同
正
犯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
件
に
お
い
て
、
Ａ
子
と
Ｃ
子
に
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
共
同
正
犯
に
問
う
の
が
実
態
に
合
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
当
事
者
の
考
え
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
Ｃ
子
自
身
が
、
Ａ
子
一
人
が
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
理
屈
に

合
わ
な
い
と
述
べ
て
い
る

（
12
）

し
、
形
態
確
認
義
務
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
ら
、
む
し
ろ
そ
の
責
任
は
自
分
の
方
に
あ
る
筈
だ
と
述
べ
て
い
る

点
か
ら
、
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。

過
失
犯
の
共
同
正
犯
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
そ
れ
を
是
認
し
て
い
る
（
京
都
地
判
昭
四
〇
・
五
・
一
〇
下
刑
集
七
・
五
・
八
五
五
、
東
京
地
判

平
四
・
一
・
二
三
判
時
一
四
一
九
・
一
三
三
）。

㈣

　管
理
過
失

本
件
の
犯
罪
主
体
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
管
理
過
失
が
問
わ
れ
る
施
設
管
理
者
で
あ
る
。
間
食
の
提
供
の
し
か
た
に
つ
い
て
、

あ
る
特
養
で
は
、
利
用
者
の
安
全
を
考
え
て
、
間
食
を
全
員
に
い
っ
ぺ
ん
に
提
供
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
一
人
の
介
助
者
の
前
に
二

人
の
利
用
者
を
座
ら
せ
て
食
事
を
見
守
り
、
終
っ
た
ら
次
の
二
人
と
い
う
方
式
を
採
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
人
全
員
に
提
供

し
て
二
人
で
ど
う
や
っ
て
見
守
る
か
と
い
う
問
題
設
定
に
こ
だ
わ
る
硬
直
し
た
考
え
方
を
変
え
て
い
く
必
要
の
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
。
特
養
な
ど
の
介
護
施
設
で
は
、
限
ら
れ
た
人
数
で
利
用
者
に
対
処
し
て
い
る
が
、
個
々
の
職
員
の
工
夫
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
施
設
管
理
者
が
事
故
防
止
に
向
け
た
人
的
・
物
的
な
配
慮
を
す
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
判
決
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
配
膳

す
べ
き
間
食
の
形
態
を
容
易
に
確
認
で
き
る
職
場
の
体
制
」
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
回
避
措
置
は
管
理
者
が
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
件
で
は
、
組
織
体
の
中
で
一
番
弱
い
立
場
の
准
看
護
師
で
あ
る
Ａ
子
が
起
訴
さ
れ
、
特
養
あ
ず
み
の
里
の
管
理
者
の

（
四
三
三
）
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管
理
体
制
の
不
備
が
問
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
権
力
的
立
場
の
者
が
起
訴
さ
れ
に
く
い
わ
が
国
の
「
検
察
司
法
」
の
弊
害
の
一
端
が
見
え

る
と
い
え
る

（
13
）

。

現
場
の
行
為
者
が
処
罰
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
を
管
理
し
監
督
す
る
立
場
の
者
が
罪
を
免
れ
る
の
は
、
わ
が
国
で
は
割
合
と
多
い
。
明
石

花
火
大
会
の
歩
道
橋
事
故
に
お
け
る
刑
事
司
法
上
の
処
理
に
も
そ
れ
が
見
え
る
。
こ
の
事
故
は
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
七
月
二
六

日
、
兵
庫
県
明
石
市
の
朝
霧
歩
道
橋
で
花
火
大
会
の
参
加
者
が
雑
踏
の
中
で
転
倒
す
る
な
ど
し
て
、
一
一
人
が
死
亡
し
、
一
八
三
人
が
傷

害
を
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
神
戸
地
検
は
、
警
察
署
の
現
地
指
揮
官
と
開
催
し
た
市
の
幹
部
を
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
し

な
が
ら
、
所
轄
警
察
本
部
で
指
揮
・
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
所
轄
警
察
署
の
署
長
・
副
署
長
に
つ
い
て
は
不
起
訴
と
し
て
い
る

（
14
）

。

ち
な
み
に
、
管
理
過
失
は
個
人
責
任
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
組
織
体
あ
る
い
は
法
人
の
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
い

（
15
）

。
し
た
が
っ
て
、

現
在
の
法
制
度
の
下
で
、
十
分
対
応
で
き
る
問
題
で
あ
る
。

判
例
で
は
、
ホ
テ
ル
の
最
高
権
限
者
と
し
て
防
火
防
災
の
管
理
業
務
を
遂
行
す
べ
き
立
場
に
あ
る
者
に
つ
い
て
、
不
特
定
多
数
の
人
が

宿
泊
等
す
る
ホ
テ
ル
は
火
災
発
生
の
危
険
を
常
に
は
ら
ん
で
い
て
、
か
つ
同
ホ
テ
ル
の
防
火
防
災
対
策
が
人
的
・
物
的
に
不
備
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
以
上
、
一
旦
火
災
が
起
こ
れ
ば
、
本
格
的
な
火
災
に
発
展
し
て
建
物
に
不
案
内
な
宿
泊
客
等
に
死
傷
の
危
険
の
及
ぶ

お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
を
予
見
し
得
た
は
ず
で
あ
る
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の
が
あ
る

（
16
）（

最
決
平

二
・
一
一
・
六
刑
集
四
四
・
八
・
七
四
四
、
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
火
災
事
件
）。
こ
れ
は
、
管
理
過
失
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。 （

四
三
四
）
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三
　
過
失
犯
に
お
け
る
期
待
可
能
性

㈠

　学
説
は
検
察
官
に
対
抗
す
る
法
理

前
節
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
は
、
被
告
人
の
救
済
と
い
う
点
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
か
。
二
の
㈡
な
い
し
㈢
で
議
論
し

て
き
た
こ
と
は
、
畢
竟
す
る
に
、
Ａ
子
に
つ
い
て
過
失
犯
の
構
成
要
件
該
当
性
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
被
告
人
救
済
に
役
立
つ

も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
二
の
㈢
は
、
事
件
の
実
態
に
即
し
て
み
た
と
き
、
Ａ
子
だ
け
が
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
妥
当
で
な

く
、
Ｃ
子
も
共
同
正
犯
と
な
る
べ
き
も
の
と
の
論
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
と
、
二
の
㈣
は
、
介
護
活
動
が
組
織
体
と
し
て
な
さ
れ

る
場
合
、
現
場
の
行
為
者
で
は
な
く
、
施
設
管
理
者
こ
そ
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
義
務
を
尽
く
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
被

告
人
救
済
の
一
つ
の
法
理
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
の
主
眼
は
、
私
な
り
の
見
地
か
ら
被
告
人
救
済
の
法
理
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
検
討
に
先

立
っ
て
、
学
説
の
相
当
数
が
、
不
当
な
検
察
官
の
起
訴
に
対
す
る
対
抗
理
論
と
し
て
打
ち
立
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

一
例
と
し
て
、
可
罰
的
違
法
性
理
論
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
理
論
は
、
あ
る
行
為
が
一
見
す
る
と
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
実
質
的
に
は
構
成
要
件
が
予
定
す
る
よ
う
な
違
法
性
を
有
せ
ず
、
刑
罰
を
も
っ
て
対
処
す
る
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
、

そ
も
そ
も
構
成
要
件
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
無
罪
と
す
る
考
え
方

（
17
）

で
あ
る
。
こ
の
理
論
が
主
張
さ
れ
た
時
代
背
景
と
し
て
は
、
昭
和
二
〇

年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
労
働
争
議
や
公
害
反
対
運
動
に
伴
っ
て
人
々
の
衝
突
が
あ
っ
た
と
き
、
検
察
官
が
と
か
く
労
働
者
・
住

民
側
を
起
訴
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
友
炭
鉱
事
件
は
、
炭
鉱
の
婦
人
部
長
が
、
労
働
争
議
に
お
い
て
、
闘

争
か
ら
離
脱
し
、
経
営
者
側
に
つ
い
て
操
業
を
開
始
し
た
一
部
組
合
員
の
行
動
に
憤
慨
し
、
す
で
に
組
合
員
に
よ
っ
て
線
路
上
の
す
わ
り

（
四
三
五
）
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三
〇
〇

込
み
に
よ
る
炭
車
阻
止
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
、
他
の
組
合
員
と
と
も
に
、「
こ
こ
を
通
る
な
ら
自
分
達
を
轢
き
殺
し

て
通
れ
」
と
怒
号
し
て
、
炭
車
の
運
転
士
ら
を
し
て
運
転
を
断
念
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
婦
人
部
長
は
、
威
力
業
務
妨
害
罪

（
二
三
四
条
）
で
起
訴
さ
れ
た
。
最
高
裁
は
、
組
合
の
事
実
上
の
分
裂
と
い
う
特
異
な
事
態
の
も
と
に
お
い
て
な
さ
れ
、
か
つ
、
行
為
が
被

告
人
に
よ
り
計
画
的
に
遂
行
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
、「
被
告
人
の
判
示
行
為
は
、
い
ま
だ
違
法
に
刑
法

二
三
四
条
に
い
う
威
力
を
用
い
て
人
の
業
務
を
妨
害
し
た
も
の
と
い
う
に
足
り
ず
」
と
し
て
、
威
力
業
務
妨
害
罪
に
当
た
ら
な
い
と
し
た

の
で
あ
る
（
最
判
昭
三
一
・
一
二
・
一
一
刑
集
一
〇
・
一
二
・
一
六
〇
五
）。
そ
の
ほ
か
、
法
益
侵
害
が
軽
微
な
場
合
に
も
、
こ
の
法
理
は
用
い

ら
れ
る

（
18
）

。

こ
の
よ
う
に
可
罰
的
違
法
性
論
は
、
犯
罪
成
立
要
件
の
最
初
に
あ
る
構
成
要
件
に
、
不
処
罰
の
方
向
で
一
定
の
実
質
性
を
与
え
て
処
罰

範
囲
を
抑
制
す
る
機
能
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
19
）

。
学
説
上
は
議
論
が
あ
っ
た
が
、
今
日
こ
の
言
葉
が
表
立
っ
て
使
わ
れ
な
い
の
は
、

む
し
ろ
刑
事
司
法
の
実
務
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
初
は
、
検
察
官
の
公
訴
を
批
判
す
る
趣
旨
を
含
ん
で

い
た
が
、
他
方
、
検
察
官
の
起
訴
猶
予
や
警
察
に
お
け
る
微
罪
処
分
（
刑
訴
二
四
六
条
）
に
理
論
的
根
拠
を
提
供
す
る
役
割
も
あ
っ
た
と

い
え
る
。

学
説
が
検
察
官
に
対
抗
す
る
と
い
う
の
は
、
公
訴
が
も
っ
ぱ
ら
検
察
官
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
起
訴
独
占
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
（
刑
訴
二
四
七
条
）。
検
察
官
は
、
検
察
官
同
一
体
の
原
則
に
の
っ
と
り
中
央
集
権
的
な
組
織
体
と
し
て
活
動
す
る
た
め
、
官

僚
主
義
的
な
独
善
に
陥
る
危
険
も
存
在
す
る

（
20
）

の
で
あ
る
。
あ
る
元
検
察
官
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
組
織
と
し
て
活
動
す
る
か
ら
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
口
に
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
、
事
の
よ
し
あ
し
と
い
う
規
範
を
押
し
つ
ぶ
す
力
の
論
理
の
働
く
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
、

と
思
う
の
で
あ
る
。

（
四
三
六
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
〇
一

㈡

　期
待
可
能
性
論
の
適
用

１
　
本
件
に
関
し
て
は
、
前
述
（
二
の
㈣
）
の
よ
う
な
管
理
過
失
の
法
理
に
よ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
被
告
人
Ａ
子
に
は
業
務
上
過
失
致
死

罪
の
構
成
要
件
該
当
性
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
犯
罪
が
成
立
・
・

す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に
違
法
性
や
有
責
性
の

検
討
が
待
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

私
は
、
Ａ
子
に
は
、
有
責
性
の
段
階
で
、
期
待
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
む
ろ
ん
、
第
一
審
段

階
に
お
い
て
、
弁
護
側
か
ら
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
論
点
を
考
察
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、

本
件
の
現
場
に
お
い
て
Ａ
子
と
と
も
に
介
助
に
関
わ
っ
て
い
た
Ｃ
子
が
、
座
談
会
の
中
で
、「
最
善
を
尽
く
し
て
も
防
ぎ
よ
う
の
な
い
事

態
と
い
う
も
の
が
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
点

（
21
）

で
あ
る
。
以
下
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

２
　
期
待
可
能
性
論
は
、
今
日
、
刑
法
理
論
と
し
て
誰
も
が
支
持
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
有
責
性
の
段
階
に
お
い
て
、
超
法
規
的
な

阻
却
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

（
22
）

。

期
待
可
能
性
と
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
行
為
者
が
実
際
に
行
な
っ
た
行
為
以
外
の
他
の
適
法
な
行
為
を
行
為
者
に
期
待
で
き

な
い
よ
う
な
場
合
、
行
為
者
へ
の
非
難
を
控
え
よ
う
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
行
為
者
が
置
か
れ
た
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
行
為
者
個
人

を
責
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
か
ら
、
有
責
性
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
。

期
待
可
能
性
が
発
見
さ
れ
る
前
は
、
有
責
性
の
要
素
は
、
責
任
能
力
と
故
意
・
過
失
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
要
素
が
含
ま
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
責
性
は
、
規
範
的
観
点
か
ら
そ
の
人
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
23
）

。

期
待
可
能
性
が
裁
判
に
お
い
て
最
初
に
主
張
さ
れ
た
事
案
は
、
一
九
世
紀
末
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
過
失
犯
が
問
わ
れ
た
暴
れ
馬
事
件

（
四
三
七
）
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三
〇
二

で
あ
っ
た

（
24
）

。
事
件
に
お
け
る
現
場
の
御
者
は
、
し
っ
ぽ
の
癖
の
悪
い
馬
を
替
え
て
ほ
し
い
と
雇
主
に
訴
え
て
い
た
が
、
雇
主
は
一
向
に
耳

を
貸
さ
ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
御
者
が
勝
手
に
馬
を
替
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
致
し
方
な
く
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
案
の
定
、

馬
が
御
者
の
手
綱
に
し
っ
ぽ
を
巻
き
つ
け
た
た
め
、
御
者
は
制
御
が
で
き
な
く
な
り
、
馬
車
が
暴
走
し
て
通
行
人
に
大
け
が
を
負
わ
せ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
例
で
は
、
御
者
が
雇
主
に
事
故
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
の
に
、
雇
主
は
そ
の
忠
告
を
聴
か
ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
御

者
が
そ
の
店
を
辞
め
れ
ば
家
族
を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
こ

の
よ
う
な
立
場
の
御
者
を
被
告
人
と
す
る
こ
と
自
体
、
検
察
官
の
不
見
識
を
示
す
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
起
訴
そ
の
も
の
を
裁
判
官

が
無
効
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
裁
判
官
は
弁
護
人
の
見
解
を
受
け
容
れ
て
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
理
は
、

御
者
に
は
、
実
際
に
惹
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
行
為
以
外
の
適
法
な
行
為
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
以
上
、
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
を
控
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

暴
れ
馬
事
件
の
判
決
で
は
御
者
を
無
罪
と
す
る
こ
と
で
終
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
で
は
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
者
は
い
な
か
っ

た
の
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
雇
主
は
、
自
分
の
店
の
業
務
に
関
し
て
、
事
故
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
見
し
な
が
ら
、

雇
主
と
し
て
の
適
切
な
配
慮
を
せ
ず
に
放
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
管
理
義
務
を
怠
っ
た
も
の
と
し
て
、
管
理
過
失
に
問
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

３
　
こ
こ
で
、
期
待
可
能
性
論
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
期
待
可
能
性
論
は
、
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
の
責
任
の
有
無
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本
来
誰
が
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
四
三
八
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
〇
三

わ
が
国
の
事
例
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
戦
前
の
事
例
で
あ
る
が
、
第
五
柏
島
丸
事
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
瀬
戸
内
海
で
、
職
場
に
向
か

う
乗
客
を
多
数
乗
せ
た
船
が
沈
没
し
た
事
例
で
あ
る
。
船
長
は
、
か
ね
が
ね
船
主
に
対
し
、
定
員
超
過
の
運
行
を
避
け
た
い
と
述
べ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
船
主
は
儲
け
の
み
を
考
え
て
一
向
に
聴
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。
実
際
の
運
行
に
お
い
て
、
取
締
の
警
官
は
出
航
時
刻
の

励
行
の
み
に
専
念
し
て
定
員
に
つ
い
て
は
寛
大
で
あ
っ
た
た
め
、
定
員
の
五
倍
余
の
人
を
満
載
し
て
出
航
し
、
途
中
、
後
方
か
ら
航
行
し

て
き
た
発
動
機
船
の
波
し
ぶ
き
を
避
け
よ
う
と
乗
客
が
片
側
に
殺
到
し
た
こ
と
か
ら
、
海
水
が
浸
入
し
て
船
は
沈
没
し
、
二
八
名
が
溺
死

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
案
で
、
船
長
の
み
が
業
務
上
過
失
往
来
危
険
罪
（
一
二
九
条
二
項
）
と
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起

訴
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
、「
被
告
の
み
の
責
任
な
り
と
し
て
、
こ
れ
に
厳
罰
を
加
ふ
る
に
つ
い
て
は
大
い
に
考
慮
の
余
地
あ
り
」
と
し
て
、

罰
金
三
〇
〇
円
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
（
大
判
昭
八
・
一
一
・
二
一
刑
集
一
二
・
二
〇
七
二
）。
こ
の
判
例
は
、
船
長
の
行
為
に
つ
い
て
、

期
待
可
能
性
が
な
い
と
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
が
、
そ
の
考
え
方
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る

（
25
）

。
そ
し
て
、
判
決
が
、
被
告

の
み
の
責
任
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
言
外
に
、
船
の
運
行
の
相
当
な
危
険
性
を
察
知
し
な
が
ら
、
金
儲
け
の
た
め
に
事
故
回

避
の
た
め
の
方
策
を
採
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
船
主
に
こ
そ
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

４
　
Ａ
子
に
つ
い
て
、
犯
罪
成
立
要
件
全
体
の
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。

Ａ
子
は
、
第
一
に
、
Ｂ
子
に
対
す
る
間
食
の
形
態
を
確
認
す
る
注
意
を
怠
り
、
ゼ
リ
ー
で
は
な
く
誤
っ
て
ド
ー
ナ
ツ
を
提
供
し
た
と
い

う
間
食
形
態
確
認
義
務
違
反
と
い
う
過
失
が
あ
る
。
第
二
に
、
ド
ー
ナ
ツ
摂
取
の
際
の
注
視
義
務
を
怠
る
と
い
う
過
失
が
あ
る
。
Ａ
子
は
、

こ
れ
ら
の
一
連
の
過
失
行
為
に
よ
っ
て
、
Ｂ
子
に
窒
息
を
生
じ
さ
せ
、
結
果
と
し
て
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
構
成
要

件
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
Ａ
子
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
過
失
行
為
を
犯
す
以
外
の
他
の
適
法
な
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な

（
四
三
九
）
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三
〇
四

か
っ
た
か
ら
、
期
待
可
能
性
な
し
と
し
て
、
有
責
性
が
阻
却
さ
れ
、
犯
罪
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

①
　
本
件
施
設
に
お
け
る
間
食
の
配
膳
業
務
は
、
主
と
し
て
介
護
士
の
Ｃ
子
が
担
当
し
て
お
り
、
准
看
護
師
Ａ
子
は
そ
の
手
伝
い
に

入
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｂ
子
に
配
膳
す
る
際
に
も
、
Ａ
子
は
Ｃ
子
か
ら
何
ら
の
注
意
も
受
け
て
い
な
い
。

②
　
本
件
施
設
で
は
、
配
膳
す
べ
き
間
食
の
形
態
を
容
易
に
確
認
で
き
る
職
場
の
体
制
と
な
っ
て
い
な
い
。

③
　
当
時
、
Ａ
子
は
、
食
事
全
介
助
の
必
要
な
利
用
者
の
食
事
介
助
中
で
あ
っ
た
。

④
　
食
堂
内
に
は
、
Ｂ
子
の
他
に
、
食
事
介
助
や
動
向
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
者
も
多
く
居
た
。

⑤
　
も
し
も
Ｂ
子
が
窒
息
で
あ
っ
た
ら
、
む
せ
た
り
、
咳
き
込
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
、
窒
息
を
生
じ
た
こ
と
を
他
人
に
知
ら
せ
る
た
め

の
、
い
わ
ゆ
る
窒
息
サ
イ
ン

（
26
）

な
ど
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
子
と
し
て
は
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
結
果
が
発
生
し
た
点
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
。
そ
れ
は
、
第

一
に
は
、
本
件
は
、
二
の
㈢
で
触
れ
た
よ
う
に
、
Ａ
子
だ
け
で
な
く
Ｃ
子
の
行
為
も
含
め
て
捉
え
る
べ
き
過
失
の
共
同
正
犯
の
問
題
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
右
の
①
〜
⑤
は
、
Ａ
子
を
と
り
ま
い
て
い
た
周
囲
の
諸
事
情
に
照
し
た
と
き
、
Ａ
子
に
は
い
か

ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
行
為
者
を
と
り
ま
い
て
い
た
周
囲
の
諸
事
情

（
27
）

」
は
、
構
成
要
件
該
当
性
の
要

素
で
は
な
く
、
行
為
者
の
有
責
性
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
子
と
し
て
は
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
お
り
、
他
の
適
法
行
為

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
期
待
可
能
性
な
し
と
し
て
無
罪
で
あ
る
。

結
局
、
Ａ
子
に
つ
い
て
は
、
仮
に
構
成
要
件
上
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
有
責
性
段
階
の
判
断
に
お
い
て
、
期

待
可
能
性
が
な
い
た
め
に
、
有
責
性
が
阻
却
さ
れ
、
犯
罪
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
け
る
第
一
審
公
判
で
は
、
こ
の
よ
う
な
犯

罪
成
立
要
件
全
体
を
見
据
え
た
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

（
四
四
〇
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
〇
五

な
お
、
右
の
よ
う
な
私
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
構
成
要
件
的
過
失
で
議
論
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
と
、
行
為
者
個
人
が
注
意
義
務
を
尽
く
し
え
な
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
た
か
は
、
別
に
議
論
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
、
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

四
　
期
待
可
能
性
論
の
機
能

㈠

　裁
判
実
務
に
お
け
る
学
説
不
足

あ
ず
み
の
里
事
件
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
、
過
失
犯
に
関
し
て
期
待
可
能
性
の
法
理
に
よ
り
無
罪
、
と
い
う
筋
立
て
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
弁
護
人
が
公
判
に
お
い
て
、
こ
の
法
理
の
主
張
を
し
な
か
っ
た
た
め
と

推
測
さ
れ
る
。
私
は
、
本
件
の
公
判
を
傍
聴
し
て
お
ら
ず
、
最
終
弁
論
も
見
て
い
な
い
か
ら
、
臆
測
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
仮

に
そ
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
判
決
が
触
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
判
決
要
旨
に
は
そ
の
よ
う
な
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
、
他
の
事
例
を
参
酌
し
て
み
る
と
、
弁
護
・
検
察
の
両
当
事
者
に
お
い
て
、
主
張
す
べ
き
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
い

わ
ば
裁
判
実
務
に
お
け
る
学
説
不
足
は
、
け
し
て
稀
な
こ
と
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
オ
ウ
ム
真
理
教
友
達
殺
人
事
件
に
お
い
て
は
、
弁
護
人
は
、
被
告
人
の
た
め
に
、
緊
急
避
難
と
期
待
可
能
性
を
論
点
と
し

て
、
無
罪
主
張
を
し
て
い
る
。
裁
判
結
果
と
し
て
は
、
緊
急
避
難
も
期
待
可
能
性
も
認
め
ら
れ
ず
、
過
剰
避
難
と
し
て
刑
が
減
軽
さ
れ
、

（
四
四
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
〇
六

執
行
猶
予
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
（
東
京
地
判
平
八
・
六
・
二
六
判
時
一
五
七
八
・
三
九
）。
た
だ
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
、

絶
対
的
強
制
下
の
行
動
と
し
て
、
そ
も
そ
も
行
為
と
い
え
な
い
た
め
犯
罪
に
当
た
ら
な
い

（
28
）

、
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
人
の
生
命
と
い
う
法
益
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
加
害
者
の
行
為
と
は
い
え
な
い
と
す
る
主
張
は
し
に
く
い
に
違
い
な
い
。
し
か

し
、
刑
法
は
、
行
為
選
択
の
自
由
が
あ
っ
て
こ
そ
、
規
範
的
観
点
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
い
う
評
価
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
的
強
制

下
の
行
動
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
教
団
の
絶
対
的
存
在
で
あ
る
教
祖
と
そ
の
幹
部
に
監
禁
さ
れ
、

教
祖
か
ら
友
達
を
殺
害
し
な
け
れ
ば
お
ま
え
も
殺
す
と
脅
さ
れ
た
本
事
例
こ
そ
、
そ
の
適
例
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
判
決
の
中
に
は
学
説
の
誤
用
と
称
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
を
言
い
出
す
と
、
あ
ら
探
し
み
た
い
に
な
っ
て
気
持

が
悪
い
が
、
一
例
を
示
し
て
お
こ
う
。
自
救
行
為
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
で
あ
る
が
、
最
高
裁
判
決
の
中
に
、
傍

論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
窃
盗
の
被
害
者
が
窃
盗
犯
人
か
ら
現
場
で
贓
物
を
取
り
戻
す
行
為
に
つ
い
て
自
救
行
為
と
し
て
許
さ
れ
る
旨
の

記
述
が
あ
る
（
最
大
判
昭
二
四
・
五
・
一
八
判
例
体
系
三
〇
・
七
九
九
）。
し
か
し
、
こ
の
事
例
を
自
救
行
為
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
財
物
を
奪
わ
れ
て
も
（
そ
の
意
味
で
、
既
遂
に
は
な
っ
て
い
る
）、
被
害
者
が
犯
行
現
場
か
ら
追
い
か
け
た
り
、
被
害
者
の
要
請
に

応
じ
て
警
察
官
や
私
人
が
追
い
か
け
て
い
る
限
り
、
財
物
が
奪
取
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
法
益
に
対
す
る
侵
害
の
急
迫
性
は
い

ぜ
ん
と
継
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
窃
盗
犯
人
が
、
財
物
を
得
て
こ
れ
を
取
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
犯
人
が
暴
行
・
脅
迫
を
す
る
場
合
に
、
そ
れ
が
事
後
強
盗
罪
（
二
三
八
条
）
を
構
成
す
る
と
い
う
立
法
の
趣
旨
は
、
被
害
者
が
取
り

返
そ
う
と
す
る
行
為
自
体
を
正
当
な
も
の
と
し
て
（
違
法
で
な
い
と
し
て
）、
評
価
す
る
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
高

裁
の
示
し
た
例
は
、
自
救
行
為
で
は
な
く
、
正
当
防
衛
の
一
例
な
の
で
あ
る
。
自
救
行
為
の
典
型
例
は
、
被
害
者
が
、
盗
ま
れ
た
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
加
害
者
を
一
週
間
後
に
見
つ
け
て
、
暴
力
を
用
い
て
取
り
返
す
よ
う
な
行
為
で
あ
る
。

（
四
四
二
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
〇
七

さ
て
、
本
題
に
戻
っ
て
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
学
説
が
必
要
に
応
じ
て
主
張
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

㈡

　期
待
可
能
性
論
が
主
張
さ
れ
な
い
わ
け

本
公
判
に
お
い
て
、
弁
護
人
が
期
待
可
能
性
論
を
利
用
し
て
被
告
人
を
無
罪
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
最
高
裁
判
所
が
こ
の
法
理
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、
主
張
を
し
て
も
勝
目
は
な
い
と
思
っ
た
の
か
。
た
し
か

に
、
最
高
裁
に
お
い
て
、
こ
の
理
論
に
よ
っ
て
無
罪
と
し
た
例
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
判
例
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

〔
ア
〕　
失
業
保
険
料
不
納
付
事
件
（
東
芝
川
岸
工
場
事
件
）
で
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
期
待
可
能
性
論
に
よ
っ
て
無
罪
と
さ
れ
た
（
東

京
高
判
昭
二
八
・
一
〇
・
二
九
高
刑
集
六
・
一
一
・
一
五
三
六
）。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
は
、
従
来
の
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
・
高
等
裁
判
所
の

諸
判
例
は
、「
い
ま
だ
期
待
可
能
性
の
理
論
を
肯
定
又
は
否
定
す
る
判
断
を
示
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
し
て
、
こ
の
理
論
の

適
用
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
（
最
判
昭
三
三
・
七
・
一
〇
刑
集
一
二
・
一
一
・
二
四
七
一
）。
そ
の
上
で
、
最
高
裁
は
、
会
社
の
工
場
長
が
、
会

社
の
代
理
人
と
し
て
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、「
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
」
と
い
う
の
は
、「
事
業
主
に
お
い
て
、
右
代

理
人
等
が
納
付
期
日
に
保
険
料
を
現
実
に
納
付
し
う
る
状
態
に
置
い
た
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
そ
の
納
付
期
日
に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合

を
い
う
も
の
と
解
す
る
」
と
し
た
上
で
、
本
件
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。

犯
罪
の
成
立
要
件
と
し
て
は
、
有
責
性
よ
り
前
に
遡
っ
て
構
成
要
件
該
当
性
の
レ
ベ
ル
で
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

〔
イ
〕　
三
菱
新
入
礦
業
所
事
件
は
、
労
働
争
議
に
際
し
、
労
働
組
合
の
組
合
長
ら
が
、
会
社
側
幹
部
に
暴
行
・
脅
迫
・
不
法
監
禁
を
し

た
と
し
て
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
違
反
に
問
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
控
訴
審
で
は
、
前
半
の
暴
行
・
脅
迫
の
み
を
切
り
離
し

て
、
こ
れ
を
期
待
可
能
性
が
な
い
も
の
と
し
て
無
罪
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
こ
の
法
理
の
適
用
を
拒
否
し
た
の
で
あ

る
（
最
判
昭
三
三
・
一
一
・
四
刑
集
一
二
・
一
五
・
三
四
三
九
）。

（
四
四
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
〇
八

た
だ
し
、
こ
の
判
決
に
は
垂
水
克
己
裁
判
官
の
少
数
意
見
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
見
て
お
こ
う
。

垂
水
意
見
で
は
、
本
人
が
義
務
履
行
不
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
犯
罪
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
本
件
に
お

い
て
は
、
約
束
を
守
ら
な
い
会
社
幹
部
を
詰
問
・
非
難
・
激
怒
す
る
こ
と
は
「
自
由
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
対
し
暴
行
、
脅
迫
を
加
え
る

こ
と
は
法
の
厳
然
と
し
て
禁
止
す
る
と
こ
ろ
で
あ
」
る
と
す
る
。
組
合
長
ら
は
、「
当
時
、
か
よ
う
な
行
動
に
出
で
な
い
自
由
を
持
ち
そ

れ
が
可
能
な
状
態
に
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、
期
待
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
が
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、「
も
し
、
或
る
下
級
裁
判
所
の
判
決
や
上
告
趣
旨
で
示
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
一
学
者

の
示
し
た
期
待
可
能
性
論
が
最
高
裁
判
所
の
心
（
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
）
を
捉
え
る
な
ら
こ
れ
は
受
け
い
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す

る
。」
と
締
め
括
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
私
は
、
積
極
的
に
捉
え
よ
う
と
思
う
。
最
高
裁
が
蹴
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
に
へ
こ
た
れ
ず
、
き
ち
ん
と
理
論
の
意
義
、

理
論
構
成
、
適
用
限
界
を
示
し
て
挑
戦
し
て
み
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
よ
う
に
。

〔
ウ
〕　
か
つ
て
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
窃
盗
事
件
に
関
し
て
、
貧
困
で
や
む
な
く
窃
盗
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
期
待
可
能
性
な

し
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
失
業
保
険
料
不
納
付
事
件
に
お
い
て
、
検
事
の
上
告
趣
旨
中
に
含
ま
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
こ
れ
を
二
つ
の
理
由
で
斥
け
て
い
る
（
最
判
昭
二
六
・
一
一
・
二
九
判
例
要
旨
集
五
・
一
二
）。
第
一
は
、

そ
も
そ
も
原
審
に
お
い
て
被
告
人
側
は
期
待
可
能
性
の
主
張
を
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
原
判
決
も
そ
の
点
に
つ
い
て
な
ん
ら
判
断
を
与

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
ら
主
張
し
て
も
だ
め
だ
と
す
る
。
第
二
は
、「
貧
困
」
と
い
う
状
態
は
、
犯
罪
原
因
上
の
情
状

に
す
ぎ
な
く
、
犯
罪
の
主
観
的
責
任
に
関
係
が
な
い
か
ら
、
責
任
（
有
責
性
）
を
阻
却
し
な
い
と
す
る
。

こ
の
第
二
点
の
論
理
に
は
反
論
す
る
。
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
他
人
の
物
を
盗
ま
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
状
況
に
お
ち
い
っ
た
と

（
四
四
四
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
〇
九

き
、
や
む
を
得
ず
盗
み
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
許
す
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
ち
い
っ
た
と
き
、
人
は
い
け

な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
、
心
の
中
で
ず
い
ぶ
ん
と
苦
し
ん
だ
上
で
人
の
物
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
人
は
規
範
面
で
闘
い
、
主

観
面
で
究
極
の
選
択
を
し
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
が
姉
と
子
の
た
め
に
パ
ン
を
盗
む
よ
う
な
事
情

（
29
）

は
ど
こ

に
も
、
い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。

柏
木
千
秋
先
生
は
、
国
が
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
貧
困
の
ゆ
え
に
罪
を
犯
さ
ね
ば
な
ら
な
い
人
が
い
な
い
よ
う
な
状
況
を

つ
く
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
趣
旨
を
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

（
30
）

。
つ
き
つ
め
て
考
え
て
い
け
ば
、
も
っ
と
も
な
見
解
だ
と
思
う
。

㈢

　期
待
可
能
性
論
を
機
能
的
に
考
え
て
み
る

１
　
期
待
可
能
性
論
が
法
律
上
の
論
理
で
あ
り
、
か
つ
、
超
法
規
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
裁
判
所
を
納
得
さ
せ
る
だ
け
の
備
え
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
刑
法
理
論
に
お
い
て
、
超
法
規
的
阻
却
事
由
を
認
め
る
の
は
、
犯
罪
成
立
要
件
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
抵
抗
が
強
い
。

た
と
え
ば
、
安
楽
死
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
認
め
る
べ
き
と
し
た
二
つ
の
判
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
高
判
昭
三
七
・
一
二
・
二

高
刑
集
一
五
・
九
・
六
七
四
と
横
浜
地
判
平
七
・
三
・
二
八
判
時
一
五
三
〇
・
二
八
で
あ
る
。
前
者
は
息
子
が
父
親
に
対
し
行
な
っ
た
も

の
（
31
）

、
後
者
は
医
師
が
患
者
に
対
し
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
要
件
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
要
件
を
充
た
せ
ば
違

法
性
が
阻
却
さ
れ
、
無
罪
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
事
例
と
も
、
具
体
的
事
件
の
解
決
と
し
て
は
、
要
件
を
欠
く
と
し

て
有
罪
と
し
て
い
る
。

２
　
被
告
人
に
有
利
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
理
論
は
、
訴
訟
法
の
分
野
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
公
訴
権
濫
用
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

検
察
官
の
訴
追
裁
量
権
の
逸
脱
に
関
し
て
、
公
訴
の
提
起
自
体
を
無
効
な
ら
し
め
る
場
合
が
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
判
例
は
長
ら

（
四
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
一
〇

く
そ
の
採
用
を
拒
否
し
て
き
た
が
、
チ
ッ
ソ
補
償
交
渉
事
件
に
関
し
て
、
そ
の
理
論
的
可
能
性
を
よ
う
や
く
承
認
し
た
の
で
あ
っ
た
（
最

決
昭
五
五
・
一
二
・
一
七
刑
集
三
四
・
七
・
六
七
二
）。
た
だ
し
、
具
体
例
へ
の
あ
て
は
め
は
認
め
ず
、
か
え
っ
て
、「
た
と
え
ば
公
訴
の
提
起

自
体
が
職
務
犯
罪
を
構
成
す
る
よ
う
な
極
限
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
例
示
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
、
実
務
に
お
い
て
、
公
訴
権
濫

用
論
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
効
果
と
し
て
は
被
告
人
に
有
利
に
働
く
が
、
理
論
上
は
「
令
状
主
義
の
精
神
」
を
活
か
す
方
向
で
、
違
法
収
集
証
拠
の
排
除
法

則
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
事
例
は
、
被
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
当
日
の
午
後
七
時
に
警
察
署
で
任
意
に
採
取
さ
れ
た
尿
の
鑑
定
書
の
証
拠

能
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
被
疑
者
が
午
前
中
か
ら
ど
の
よ
う
な
捜
査
上
の
扱
い
を
受
け
て
き
た
か
と
い
う
点
と
、
捜

査
官
の
行
な
っ
た
こ
と
の
両
者
を
踏
ま
え
た
検
討
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
疑
者
の
逮
捕
時
に
逮
捕
状
の
呈
示
が
な
く
、
逮
捕
状
の

緊
急
執
行
も
な
さ
れ
て
い
な
い
違
法
が
あ
る
の
に
加
え
、
警
察
官
が
そ
れ
を
糊
塗
す
る
た
め
に
、
逮
捕
状
に
虚
偽
内
容
を
記
し
た
上
、
内

容
虚
偽
の
捜
査
報
告
書
を
作
成
し
、
さ
ら
に
公
判
廷
に
お
い
て
警
察
官
が
事
実
と
反
す
る
証
言
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
警
察
官

の
態
度
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
①
逮
捕
手
続
の
違
法
の
程
度
は
、
令
状
主
義
の
精
神
を
潜
脱
し
没
却
す
る
よ
う
な
重
大
な
も
の
で
あ

り
、
②
こ
の
よ
う
な
違
法
な
逮
捕
に
密
接
に
関
連
す
る
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
お
け
る
違
法
捜
査
抑
制
の
見
地
か
ら
相
当
で

な
い
と
し
て
、
証
拠
能
力
を
否
定
し
、
無
罪
と
し
た
の
で
あ
る
（
最
判
平
一
五
・
二
・
一
四
刑
集
五
七
・
二
・
一
二
一
）。

３
　
裁
判
所
は
、
超
法
規
的
な
理
論
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ

の
点
で
は
、
期
待
可
能
性
論
に
は
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
起
訴
さ
れ
た
行
為
者
の
罪
責
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
行
為
者
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
適
法

行
為
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
か
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
そ
の
行
為
状
況
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
採
っ
た
か

（
四
四
六
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
一
一

を
要
素
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
暴
れ
馬
事
件
で
は
、
御
者
の
雇
主
の
態
度
に
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
し
、
失

業
保
険
料
不
納
付
事
件
で
は
、
代
理
人
で
あ
る
工
場
長
に
き
ち
ん
と
保
険
料
分
を
渡
し
て
い
な
い
東
京
の
本
社
の
経
理
担
当
こ
そ
責
め
を

負
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
期
待
可
能
性
が
問
題
と
な
る
事
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
織
体
や
業
界
の
構
造
そ
の
も
の
に
解
決
す
べ
き
課
題
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
本
件
の
あ
ず
み
の
里
事
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
特
養
に
お
け
る
人
員
不
足
、
そ
の
前
提
の
一
つ
と
な
る
働
く
者
の
給

与
の
低
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
遡
っ
て
そ
の
要
因
を
辿
れ
ば
、
福
祉
行
政
の
貧
困
と
い
う
政
治
上
の
課
題
に
行
き
着
く
。
た
だ
し
、

個
人
責
任
の
視
点
で
行
き
着
く
の
は
、
特
養
の
施
設
長
あ
る
い
は
特
養
を
経
営
す
る
会
社
の
責
任
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
裁
判
所
は
、
起
訴
さ
れ
た
訴
因
に
対
し
て
の
み
、
有
罪
・
無
罪
の
判
断
を
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
量
刑
の
段
階
に
な
る
と
、

発
生
し
た
法
益
侵
害
に
つ
い
て
被
告
人
個
人
が
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
他
者
の
関
与
の
度
合
を
調
べ
る
必

要
が
で
て
く
る
。
そ
の
過
程
で
、
事
件
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

五
　
結
び
に
か
え
て

介
護
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
個
人
の
刑
事
責
任
を
検
討
す
る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
問
題
の
根
底
に
、
介
護
に
関
わ
る
組
織

体
に
構
造
的
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
に
用
い
た
道
具
は
、
個
人
の
有
責
性
を
明
ら
か
に
す
る
法
理
で
あ
る

期
待
可
能
性
理
論
で
あ
っ
た
。
個
別
の
事
例
に
対
す
る
評
釈
を
通
し
て
学
説
が
実
務
に
影
響
を
与
え
る
手
法
も
、
一
定
の
役
割
を
有
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る

（
32
）

。

（
四
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
一
二

刑
事
裁
判
で
は
、
検
察
・
弁
護
の
双
方
が
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
に
関
し
て
攻
防
を
闘
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
の
み
に
囚
わ
れ

て
い
る
と
、
事
件
の
全
体
構
造
あ
る
い
は
本
体
を
見
逃
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
コ
ス
ト
コ
事
件
の
検
証
を
し
た
際
に

も
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た

（
33
）

。

こ
れ
は
、
あ
る
い
は
、
構
造
的
な
過
失
に
関
わ
る
基
本
問
題
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
点
に
心
を
留
め
、
擱
筆

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
1
）	

厚
生
労
働
省
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
七
年
度
の
一
年
間
に
、
転
倒
な
ど
の
事
故
で
死
亡
し
た
入
所
者
が
、
特
養
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
で
は
七
二
二
施
設
で
一
一
一
七
人
、
老
健
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）
で
は
二
七
五
施
設
で
四
三
〇
人
、
計
一
五
四
七
人
で
あ
っ
た
（
読
売

新
聞
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日
朝
刊
）。

（
2
）	

長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
平
成
三
一
年
三
月
二
五
日
判
決
の
報
道
用
判
決
要
旨
に
よ
る
。

（
3
）	

特
養
あ
ず
み
の
里
業
務
上
過
失
致
死
事
件
裁
判
で
無
罪
を
勝
ち
取
る
会
『
い
ま
、
介
護
の
未
来
の
た
め
に
。』（
平
成
三
〇
年
）。
以
下
、
勝
ち

取
る
会
・
前
掲
注（
３
）と
し
て
引
用
す
る
。

（
4
）	

前
掲
注（
２
）。

（
5
）	

今
井
恭
平
「
問
わ
れ
る
の
は
、
福
祉
か
？
刑
事
責
任
か
？
」
勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）一
七
頁
。

（
6
）	

田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
法
〔
新
版
〕』（
平
成
四
年
・
有
斐
閣
）
七
頁
。

（
7
）	

被
告
人
の
防
御
に
実
質
的
な
不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
著
し
く
、
裁
判
の
公
平
を
損
な
う
お
そ
れ
が
顕
著
な
場
合
に
は
、
公
判
の
結
審
直
前

に
な
さ
れ
た
訴
因
変
更
の
請
求
を
、
裁
判
所
は
許
可
し
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
福
岡
高
那
覇
支
判
昭
五
一
・
四
・
五
判
タ

三
四
五
・
三
二
一
）。

（
8
）	

田
宮
・
前
掲
注（
６
）一
九
七
頁
。

（
9
）	

製
造
課
長
は
、
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
粉
乳
の
品
質
向
上
の
た
め
に
安
定
剤
と
し
て
添
加
使
用
す
る
こ
と
を
開
発
し
た
責
任
者
で
あ
っ
た
（
徳
島

（
四
四
八
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
一
三

地
判
昭
四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
一
四
）。

（
10
）	

勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
11
）	
勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
12
）	
勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
13
）	

日
本
の
検
察
官
は
、「
上
向
き
の
訴
追
は
弱
」
く
、
下
向
き
に
は
強
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著
、
平
山
真
理
子
訳
「
日
本
の
『
蜘
蛛
の
巣
』
司
法
と
検
察
の
活
動
」
後
藤
昭
責
任
編
集
『
刑
事
司
法
を
担
う
人
々
』（
平
成

二
九
年
・
岩
波
書
店
）
二
九
頁
。

（
14
）	

そ
の
後
、
副
署
長
（
署
長
は
す
で
に
死
亡
）
は
、
神
戸
検
察
審
査
会
に
よ
る
二
度
の
起
訴
相
当
議
決
（
検
審
四
一
条
の
六
第
一
項
に
よ
り
、
二

度
目
は
起
訴
議
決
と
い
わ
れ
る
）
を
受
け
て
、
指
定
弁
護
士
に
よ
っ
て
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
で
は
過
失
は
認
め
ら

れ
ず
、
時
効
に
よ
り
免
訴
と
さ
れ
た
（
神
戸
地
判
平
二
五
・
二
・
二
〇
判
例
集
未
登
載
）。
最
高
裁
で
上
告
棄
却
と
さ
れ
、
免
訴
が
確
定
し
た
（
最

決
平
二
八
・
七
・
一
二
刑
集
七
〇
・
六
・
四
一
一
）。

（
15
）	

立
法
論
と
し
て
、
企
業
犯
罪
に
対
し
法
人
処
罰
あ
る
い
は
組
織
体
処
罰
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
問
題
は
、
規
範
的
感
銘
力
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
で
あ
る
。

（
16
）	

評
釈
と
し
て
、
船
山
泰
範
『
刑
法
の
役
割
と
過
失
犯
論
』（
平
成
一
九
年
・
北
樹
出
版
）
二
一
九
頁
以
下
。

（
17
）	

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
昭
和
五
〇
年
・
弘
文
堂
）
一
一
七
頁
。

（
18
）	

一
厘
事
件
に
関
し
て
、
判
例
は
、「
零
細
な
る
反
法
行
為
は
、
犯
人
に
危
険
性
あ
り
と
認
む
べ
き
特
殊
の
情
況
」
が
な
い
限
り
犯
罪
に
な
ら
な

い
と
し
た
（
大
判
明
四
三
・
一
〇
・
一
一
刑
録
一
六
・
一
六
二
〇
）。

（
19
）	

藤
木
・
前
掲
注（
17
）一
一
九
頁
は
、「
実
質
的
に
は
、
構
成
要
件
概
念
の
縮
小
解
釈
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。

（
20
）	

田
宮
・
前
掲
注（
６
）一
六
七
頁
。

（
21
）	

勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
22
）	

佐
伯
千
仭
『
刑
法
に
於
け
る
期
待
可
能
性
の
思
想
』（
昭
和
二
二
年
・
有
斐
閣
）
二
頁
。

（
四
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
一
四

（
23
）	

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
・
第
三
版
』（
平
成
二
年
・
創
文
社
）
二
六
四
頁
。

（
24
）	R

G
S
t.	30,	25

（
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
判
例
集
三
〇
巻
二
五
頁
）

（
25
）	
団
藤
・
前
掲
注（
23
）三
二
四
頁
。

（
26
）	
窒
息
サ
イ
ン
と
は
、「
自
分
の
喉
を
親
指
と
人
指
し
指
で
つ
か
む
」
な
ど
の
行
動
を
い
う
（
勝
ち
取
る
会
・
前
掲
注（
３
）二
五
頁
）。

（
27
）　
佐
伯
・
前
掲
注（
22
）は
し
が
き
一
頁
は
、
期
待
可
能
性
の
思
想
を
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
従
来
の
刑
法
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
ど

う
し
て
も
、
刑
事
責
任
が
あ
り
刑
罰
を
免
れ
得
な
い
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
な
場
合
の
中
に
も
、
そ
の
際
の
行
為
者
を
と
り
ま
い
て
ゐ
た
周
囲
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

諸
事
情

・
・
・

に
照
せ
ば
、
そ
の
行
為
よ
り
他
の
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
な
や
う
な
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
認
め
、
且
こ
の
や
う
な

行
為
者
に
つ
い
て
は
も
は
や
刑
事
責
任
を
認
む
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
」（
傍
点
は
筆
者
）。

（
28
）	

私
の
犯
罪
論
で
は
、
構
成
要
件
該
当
性
と
い
う
評
価
の
前
に
、
評
価
を
す
る
べ
き
対
象
と
し
て
「
行
為
」
を
選
び
出
す
立
場
を
と
っ
て
い
る

（
船
山
泰
範
『
刑
法
の
礎
・
総
論
』
平
成
二
六
年
・
法
律
文
化
社
、
四
頁
）。

（
29
）	

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
著
、
豊
島
与
志
雄
訳
（
昭
和
六
二
年
・
岩
波
文
庫
）。

（
30
）	

柏
木
千
秋
『
刑
法
総
論
』（
昭
和
五
七
年
・
有
斐
閣
）
一
九
八
頁
。
念
の
た
め
に
本
文
を
引
用
し
て
お
く
。
貧
困
を
原
因
と
す
る
犯
罪
「
に
対

す
る
責
任
非
難
は
、
…
…
長
期
的
視
野
に
立
て
ば
や
は
り
不
合
理
な
も
の
と
な
る
。」。

（
31
）	

構
成
要
件
と
し
て
は
、
い
ま
だ
尊
属
殺
人
罪
（
二
〇
〇
条
）
が
存
在
し
た
時
代
に
、
嘱
託
殺
人
罪
（
二
〇
二
条
）
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。

（
32
）	

緑
大
輔
「
刑
事
訴
訟
法
学
と
実
務
─
刑
事
訴
訟
法
学
の
『
守
備
範
囲
』
を
め
ぐ
っ
て
」
法
律
時
報
九
一
巻
九
号
五
一
頁
。

（
33
）	

船
山
泰
範
「
建
築
設
計
・
施
行
に
お
け
る
刑
事
責
任
─
コ
ス
ト
コ
事
件
を
手
が
か
り
に
─
」
法
学
紀
要
（
平
成
三
〇
年
）
五
五
頁
。

〔
追
記
〕
脱
稿
後
、
民
事
事
件
で
あ
る
が
、
過
失
を
、
①
ど
の
時
点
で
、
②
何
に
つ
い
て
認
め
る
か
（
二
の
㈡
）
に
つ
い
て
、
参
考
と
な

る
判
例
が
見
い
出
さ
れ
た
の
で
、
追
記
す
る
。

事
案
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
で
、
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
児
童
七
四
人
、
教
職
員
一
〇
人
が
死
亡
し
た
大
川
小

（
四
五
〇
）



組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性
（
船
山
）

三
一
五

学
校
事
件
で
あ
る
（
河
北
新
報
報
道
部
『
止
ま
っ
た
刻と

き

　
検
証
・
大
川
小
事
故
』
令
和
元
年
七
月
、
岩
波
書
店
）。
第
一
審
の
仙
台
地
裁
は
、
現
場

の
教
職
員
は
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
午
後
三
時
三
〇
分
頃
（
七
分
前
）、
津
波
襲
来
を
予
見
で
き
た
と
し
て
、
児
童
の
避
難
誘
導
に
過

失
が
あ
っ
た
と
し
た
（
平
成
二
八
年
十
〇
月
二
六
日
）。
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
の
仙
台
高
裁
は
、
注
意
義
務
に
つ
い
て
、
市
教
委
や
校
長

ら
は
地
域
住
民
が
有
し
て
い
た
平
均
的
な
知
識
お
よ
び
経
験
よ
り
は
る
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
事
前
に

避
難
経
路
や
方
法
を
定
め
て
い
れ
ば
、
津
波
を
回
避
で
き
た
は
ず
だ
と
し
て
、
過
失
を
認
め
た
の
で
あ
る
（
平
成
三
〇
年
四
月
二
六
日
判
時

二
三
八
七
・
三
一
）。

（
四
五
一
）





船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
一
七

船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と

海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義

南

　
　
　
　
　健

　
　悟

第
一
章

　
問
題
の
所
在

　
第
一
節

　
は
じ
め
に

　
第
二
節

　
船
員
の
労
働
関
係

　
第
三
節

　
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
労
判
一
一
九
三
号
五
頁
〔
協
和
海
運
ほ
か
事
件
〕

　
第
四
節

　
問
題
提
起

第
二
章

　
船
員
法
四
三
条
の
立
法
史

　
第
一
節

　
昭
和
一
二
年
改
正
前
商
法
五
八
四
条
と
そ
の
立
法
趣
旨

　
第
二
節

　
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
の
制
定

論
　
説

（
四
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
一
八

　
第
三
節

　
昭
和
二
二
年
改
正
船
員
法

　
第
四
節

　
学
説
上
の
評
価
と
そ
の
後
の
改
正
審
議

　
第
五
節

　
小
括
―
船
員
法
四
三
条
の
趣
旨

第
三
章

　
船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨

　
第
一
節

　
海
上
労
働
契
約
の
構
造
と
船
員
法
四
三
条

　
第
二
節

　
船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
の
場
合

　
第
三
節

　
船
舶
所
有
者
の
会
社
分
割
の
場
合

第
四
章

　
陸
上
労
働
契
約
に
対
す
る
船
員
法
四
三
条
の
類
推
適
用
の
可
能
性

第
五
章

　
結
び
に
代
え
て

第
一
章

　
問
題
の
所
在

第
一
節
　
は
じ
め
に

通
常
、
使
用
者
で
あ
る
会
社
が
事
業
を
譲
渡
し
た
り
、
会
社
を
分
割
し
た
り
す
る
場
合
、
そ
の
使
用
者
と
労
働
者
の
労
働
契
約
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
が
そ
の
事
業
を
譲
渡
し
た
場
合
、
当
該
事
業
譲
渡
に
よ

り
、
労
働
契
約
は
事
業
の
譲
受
会
社
に
自
動
的
に
承
継
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
の
譲
渡
会
社
・
譲
受
会
社
・
労
働
者
の
三
者
間
の
合
意

に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
譲
渡
会
社
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
は
、
譲
受
会
社
に
承
継
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
譲
渡
会
社
と
譲

受
会
社
間
の
事
業
譲
渡
は
、
あ
く
ま
で
特
定
承
継
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
民
法
六
二
五
条
一
項
が
適
用
さ
れ
、
労
働
者
の
同
意
が

（
四
五
四
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
一
九

必
要
で
あ
り

（
１
）

、
ま
た
、
事
業
譲
渡
の
契
約
当
事
者
間
に
お
い
て
、
移
転
さ
れ
る
事
業
に
関
係
す
る
労
働
者
に
係
る
労
働
契
約
関
係
を
移
転

し
な
い
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
２
）

。
他
方
で
、
会
社
分
割
の
場
合
に
は
、
会
社
分
割
が
（
部
分
的
）
包
括
承
継
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
労
働
者
の
同
意
な
く
、
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
承
継
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
、
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
。

他
方
で
、
そ
の
使
用
者
が
一
般
の
事
業
会
社
で
は
な
く
、
海
運
会
社
の
よ
う
な
船
舶
所
有
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
様
相
は
異
な
る
。
す

な
わ
ち
、
労
働
法
の
世
界
に
は
特
定
の
産
業
の
分
野
を
対
象
と
し
た
法
制
が
存
在
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
船
員
法
が
挙
げ
ら
れ
る

（
３
）

。
船

舶
を
所
有
し
、
当
該
船
舶
を
運
送
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
よ
う
な
会
社
が
、
船
員
を
雇
用
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
会
社
（
船
舶

所
有
者
）
と
船
員
と
の
間
の
雇
入
契
約
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
で
は
な
く
、
船
員
法
が
適
用

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
船
舶
所
有
者
た
る
使
用
者
の
変
更
の
場
合
、
船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
間
の
雇
入
契
約
に
つ
い
て
は
、
別
の
規
制
が

存
在
す
る
。
船
員
法
四
三
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
項
で
「
相
続
そ
の
他
の
包
括
承
継
の
場
合
を
除
い
て
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
雇
入
契
約
は
終
了
す
る
。」
と
し
た
上
で
、
同
二
項
に
お
い
て
「
前
項
の
場
合
に
は
、
雇
入
契
約
の
終
了
の
時
か
ら
、
船
員
と

新
所
有
者
と
の
間
に
従
前
と
同
一
条
件
の
雇
入
契
約
が
存
す
る
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
船
員
は
、
前
条
の
規
定
に
準
じ
て
雇

入
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
本
条
に
よ
れ
ば
、
船
舶
所
有
者
（
使
用
者
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
労
働
者

た
る
船
員
の
雇
入
契
約
は
前
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
は
終
了
し
、
他
方
で
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
従
前
と
同
一
条
件
の
雇
入
契
約
が

締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
船
員
法
四
三
条
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
場
面
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
学
説
及
び

裁
判
例
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
陸
上
労
働
者
の
場
合
に
事
業
（
営

業
）
譲
渡
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
を
認
め
る
一
つ
の
根
拠
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た

（
４
）

。
し
か
し
、
実
際
に
、
直
接
的
に

（
四
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
二
〇

適
用
さ
れ
た
事
案
は
公
刊
裁
判
例
で
は
近
時
に
至
る
ま
で
な
く
、
そ
の
適
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
船
員
法
四
三
条
の
意
義
や
そ
の
適
用
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
船
員
の
労
働
関
係

と
こ
ろ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
、
船
員
の
労
働
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
陸
上
の
労
働
者
に
当
た
る
船
員
と

は
、
日
本
船
舶
又
は
日
本
船
舶
以
外
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に
乗
り
組
む
船
長
及
び
海
員
並
び
に
予
備
船
員
を
い
う
と
さ
れ
る

（
船
員
一
条
一
項
）。
そ
し
て
、
そ
の
海
員
と
は
、
船
内
で
使
用
さ
れ
る
船
長
以
外
の
乗
組
員
で
労
働
の
対
償
と
し
て
給
料
そ
の
他
の
報
酬

を
支
払
わ
れ
る
者
と
さ
れ
（
同
二
条
一
項
）、
ま
た
予
備
船
員
と
は
、
日
本
船
舶
又
は
日
本
船
舶
以
外
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に

乗
り
組
む
た
め
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
船
内
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
い
う
と
さ
れ
る
（
同
二
項
）。
一
方
で
、
陸
上
に
お
け
る
使
用

者
に
当
た
る
も
の
を
船
員
法
で
は
船
舶
所
有
者
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
に
お
い
て
労
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
船
員
を
雇
用
し
て

い
る
者
を
船
舶
所
有
者
と
呼
ぶ

（
５
）

。
し
た
が
っ
て
、
船
員
の
労
働
関
係
に
お
い
て
は
、「
船
員
」
を
労
働
者
と
し
て
、「
船
舶
所
有
者
」
を
使

用
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
船
舶
所
有
者
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
船
舶
共
有
の
場
合
に
は
、
船
舶
管
理
人
（
商
法

六
九
七
条
以
下
参
照
）、
船
舶
貸
借
（
商
法
七
〇
一
条
以
下
参
照
）
の
場
合
に
は
船
舶
借
入
人

（
６
）

に
も
適
用
さ
れ
る
（
船
員
五
条

（
７
）

）。

次
に
、
陸
上
の
労
働
契
約
に
当
た
る
契
約
を
雇
入
契
約
と
い
う
（
船
員
三
一
条
等
参
照
）。
そ
の
た
め
、
船
員
と
船
舶
所
有
者
と
の
間
の

契
約
は
労
働
契
約
と
は
呼
ば
れ
ず
に
雇
入
契
約
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、
一
八
七
九
年
施
行
の
西
洋
形
商
船
海
員
雇
入
雇
止
規
則
に

由
来
し
、
こ
の
よ
う
な
用
語
法
は
、
一
般
的
な
雇
用
契
約
（
労
働
契
約
）
の
締
結
及
び
解
除
と
は
異
な
る
意
味
を
持
つ
船
員
法
特
有
の
表

現
で
あ
る

（
８
）

。
船
舶
所
有
者
と
船
員
と
が
雇
入
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
雇
入
契
約
の
相
手
方
と
な
ろ
う

（
四
五
六
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
二
一

と
す
る
者
に
対
し
て
、
①
船
舶
所
有
者
の
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所
、
②
給
料
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ

て
、
雇
入
契
約
の
内
容
と
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
書
面
を
交
付
し
て
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
船
員
三
二
条
一
項
）。
そ
し
て
、
船
長
は
、
雇
入
契
約
の
成
立
、
終
了
、
更
新
又
は
変
更
し
た
場
合
に
は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
船
員
三
七
条
）。
さ
ら
に
国
土
交
通
大
臣
は
、

雇
入
契
約
の
成
立
等
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
雇
入
契
約
が
航
海
の
安
全
又
は
船
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反

す
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
及
び
当
事
者
の
合
意
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
（
船
員
三
八
条
）。
一
方
で
、

雇
入
契
約
の
終
了
に
つ
い
て
は
、
法
定
の
終
了
事
由
（
船
員
三
九
条
、
四
三
条
一
項
）
の
ほ
か
、
船
舶
所
有
者
か
ら
の
解
除
事
由
の
規
定

（
船
員
四
〇
条
）、
船
員
か
ら
の
解
除
事
由
の
規
定
（
船
員
四
一
条
、
四
三
条
二
項
後
段
）
が
あ
る
。

な
お
、
船
員
の
労
働
関
係
は
、
し
ば
し
ば
二
重
契
約
制
と
も
呼
ば
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
船
員
法
は
船
舶
に
乗
り
組
む
た
め
に
採
用
さ

れ
た
も
の
の
、
未
だ
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
な
い
者
を
「
予
備
船
員
」
と
し
、
船
舶
所
有
者
と
予
備
船
員
と
の
間
の
関
係
を
「
雇
用
契

約
」
と
し
て
、
船
舶
所
有
者
と
船
長
又
は
海
員
と
の
間
の
関
係
を
「
雇
入
契
約
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
（
船
員
三
一
条
括
弧
書
き
参

照
）。
し
た
が
っ
て
、
船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
間
の
契
約
関
係
は
、
ま
ず
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
予
備
船
員
と

な
り
、
そ
の
予
備
船
員
が
特
定
の
船
舶
に
乗
り
組
む
際
に
、
雇
入
契
約
を
締
結
し
て
乗
船
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（
９
）

。

第
三
節
　
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
労
判
一
一
九
三
号
五
頁
〔
協
和
海
運
ほ
か
事
件
〕

前
述
し
た
よ
う
に
、
船
員
法
四
三
条
の
直
接
適
用
が
争
わ
れ
た
公
刊
裁
判
例
は
従
来
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
例
え
ば
、
広
島

地
判
平
成
一
八
年
一
月
三
〇
日
労
判
九
一
二
号
二
一
頁
〔
日
光
丸
船
長
事
件
〕
で
は
、
事
業
譲
渡
に
伴
い
、
船
員
法
四
三
条
に
基
づ
く
船

（
四
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
二
二

員
の
雇
入
契
約
の
承
継
が
認
め
ら
れ
る
か
が
争
わ
れ
た
が
、
本
件
で
は
、
そ
も
そ
も
事
業
譲
渡
契
約
が
民
法
九
四
条
一
項
の
通
謀
虚
偽
表

示
に
よ
る
も
の
で
あ
り
無
効
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
雇
入
契
約
の
承
継
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
労
判
一
一
九
三
号
五
頁
〔
協
和
海
運
ほ
か
事
件
〕
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
正
面
か
ら
船
員
法
四
三
条

が
適
用
さ
れ
た
事
案
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
本
件
は
、
船
舶
借
入
人
で
あ
る
Ｙ
１
社
の
船
員
の
雇
入
契
約
が
、
Ｙ
１
社
（
事
業
譲
渡
会

社
）
と
Ｙ
２
社
（
事
業
譲
受
会
社

（
10
））

と
の
間
の
事
業
譲
渡
契
約
に
よ
り
、
Ｙ
２
社
に
承
継
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

（
11
）

。

（
事
実
の
概
要
）

船
舶
を
借
り
入
れ
て
水
先
人
送
迎
船
運
行
事
業
等
を
営
む
被
告
Ｙ
１
社
の
船
員
Ｘ
ら
が
、
被
告
Ｙ
２
社
が
、
Ｙ
１
社
か
ら
事
業
及
び

船
員
を
承
継
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
を
脱
退
し
な
か
っ
た
Ｘ
ら
の
み
採
用
を
拒
否
し
た
こ
と
が
無
効
で
あ
り
、
船
員
法
四
三
条
二
項
に

基
づ
き
雇
用
承
継
を
求
め
る
な
ど
し
た
。
Ｙ
１
社
は
、
Ｙ
１
社
従
業
員
が
所
属
す
る
従
業
員
持
株
会
と
訴
外
Ａ
社
を
株
主
と
す
る
Ｙ
２

社
を
設
立
し
、
同
社
に
事
業
の
全
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
（
以
下
、
本
件
事
業
譲
渡
と
い
う
）。
Ｙ
１
社
は
同
社
従
業
員
に
対
し

て
労
働
組
合
（
全
日
本
海
員
組
合
）
を
脱
退
す
る
こ
と
を
条
件
に
Ｙ
２
社
が
採
用
す
る
こ
と
な
ど
の
話
を
し
た
。
本
件
事
業
譲
渡
の
事
業

譲
渡
契
約
書
に
お
い
て
は
平
成
二
六
年
二
月
一
日
付
け
で
従
業
員
ら
を
新
規
に
雇
用
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
他
方
で
、
Ｙ
１

社
は
、
組
合
を
脱
退
し
な
か
っ
た
Ｘ
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
前
日
の
一
月
三
一
日
付
け
で
、
Ｙ
１
社
の
解
散
を
理
由
に
解
雇
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
四
五
八
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
二
三

（
判
旨
）

「
本
件
船
舶
は
船
員
法
一
条
一
項
の
『
日
本
船
舶
』
に
該
当
し
、
Ｘ
ら
一
一
名
は
同
項
の
『
船
員
』
に
該
当
し
、
Ｙ
１
社
は
同
法
五
条

一
項
の
『
船
舶
借
入
人
』
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、･･･

Ｙ
１
社
は
、
本
件
船
舶
の
う
ち
Ｂ
が
所
有
し
て
い
た
船
舶
に
つ
い
て
賃
借
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
船
舶
借
入
人
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
Ｄ
組
合
が
所
有
し
、
Ｙ
１
社
が
賃
借
し
て
い
た
八
隻
に
つ
い
て
は
、
Ｄ

組
合
か
ら
譲
渡
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
船
舶
借
入
人
及
び
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
Ｙ
１

社
と
Ｘ
ら
一
一
名
の
雇
入
契
約
は
船
員
法
四
三
条
一
項
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。
そ
し
て
、
同
条
二
項
に
よ
り
、
Ｘ
ら
一
一
名
と
新
し
い
船

舶
借
入
人
及
び
船
舶
所
有
者
で
あ
る
Ｙ
２
社
と
の
間
で
、
従
前
と
同
一
条
件
で
の
雇
入
契
約
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
平
成
二
六

年
一
月
三
一
日
を
も
っ
て
Ｘ
ら
一
一
名
は
Ｙ
１
社
か
ら
解
雇
の
通
告
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
月
二
四
日
に
締
結
さ
れ

た
本
件
事
業
譲
渡
契
約
及
び
そ
の
締
結
に
至
る
事
実
経
過
等
に
よ
り
、
Ｙ
２
社
が
本
件
船
舶
を
用
い
て
水
先
案
内
業
務
を
行
う
こ
と
は
当

然
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
１
社
が
Ｘ
ら
一
一
名
を
解
雇
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
船
員
法
四
三
条
一
項
及
び
二
項
に
よ

り
Ｘ
ら
一
一
名
の
雇
入
契
約
は
当
然
に
Ｙ
２
社
に
対
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｙ
１
社
が
Ｘ
ら
一
一
名
を
同
月

三
一
日
に
解
雇
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら･･･

、
Ｘ
ら
一
一
名
の
解
雇
は
船
員
法
四
〇
条
六
号
の
『
や
む
を
得
な

い
事
由
』
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
無
効
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
Ｙ
１
社
と
船
員
で
あ
る
Ｘ
ら
の
雇
入
契
約
は
船
員
法
四
三
条
一
項
に
基
づ
き
終
了
し
、
同
二
項
に
基
づ

き
当
然
に
Ｙ
２
社
に
承
継
さ
れ
る
と
し
、
第
二
に
、
た
と
え
、
事
業
譲
渡
効
力
発
生
日
よ
り
前
に
解
雇
し
た
と
し
て
も
、
同
規
定
に
よ
り

当
然
に
雇
入
契
約
は
承
継
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
解
雇
は
同
法
四
〇
条
六
号
に
い
う
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な

（
四
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
二
四

い
と
し
て
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決
を
卒
然
と
読
め
ば
、
船
員
法
四
三
条
を
素
直
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
特
段
目
新
し
い
も

の
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
条
の
適
用
を
考
え
た
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
船
員
の
労
働
関
係
の
特
徴
で
あ
る

二
重
契
約
制
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
、
本
件
は
事
業
の
全
部
譲
渡
の
事
案
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
事
業
の
一
部
譲
渡

の
事
案
で
あ
っ
た
場
合
、
雇
入
契
約
は
ど
の
よ
う
に
承
継
さ
れ
る
の
か
（
そ
れ
と
も
、
そ
も
そ
も
適
用
が
な
い
の
か
）
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
も
し
Ｙ
１
社
が
会
社
分
割
の
方
式
に
よ
っ
て
事
業
を
承
継
さ
せ
た
場
合
に
は
、
船
員
法
四
三
条
は
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
船
員
法
四
三
条
は
前
掲
播
磨
鉄
鋼
事
件
に
お
い
て
「
船
舶
お
よ
び
船
員
の
労
務
関
係
の
特
殊
性
を
考
慮

し
た
規
定
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
船
員
の
労
働
関
係
に
お
け
る
特
殊
性
と
は
何
か
も
問
題
と
な
る
。

第
四
節
　
問
題
提
起

そ
こ
で
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
船
員
法

四
三
条
の
立
法
の
変
遷
を
辿
り
、
そ
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
船
舶
所
有
者
が
事
業
譲
渡
や
会
社
分
割
に
よ
る
方
法
で
事

業
を
他
社
に
承
継
し
た
場
合
の
、
同
条
の
適
用
の
範
囲
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
播
磨
鉄
鋼
事
件
に
お
い

て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
船
員
の
労
働
関
係
に
お
け
る
特
殊
性
と
は
何
か
、
さ
ら
に
陸
上
労
働
へ
の
類
推
適
用
の
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
四
六
〇
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
二
五

第
二
章

　
船
員
法
四
三
条
の
立
法
史

第
一
節
　
昭
和
一
二
年
改
正
前
商
法
五
八
四
条
と
そ
の
立
法
趣
旨

現
行
の
船
員
法
四
三
条
は
、
か
つ
て
昭
和
一
二
年
改
正
前
（
以
下
、
改
正
前
商
法
と
い
う
）
商
法
五
八
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

昭
和
一
二
年
の
船
員
法
改
正
に
際
し
て
、
現
行
法
の
内
容
に
改
め
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る

（
12
）

。
改
正
前
商
法
五
八
四
条
は
以
下
の

よ
う
な
条
文
で
あ
っ
た
。

改
正
前
商
法
五
八
四
条

「
航
海
中
船
舶
ノ
所
有
者
カ
変
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
海
員
ハ
新
所
有
者
ニ
対
シ
雇
傭
契
約
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」

本
条
は
、
航
海
中
に
船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
民
法
六
二
五
条
一
項
の
適
用
を
排
除
し
、
海
員
（
船
員
）
は
新
し
い
船

舶
所
有
者
に
対
し
て
雇
用
契
約
（
後
の
雇
入
契
約
）
に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
義
務
を
有
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、

当
時
の
船
員
は
船
舶
所
有
者
と
い
う
使
用
者
に
雇
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
船
舶
そ
れ
自
体
に
雇
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
属
船
主
義
と

い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た

（
13
）

。
そ
の
た
め
、
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
に
雇
わ
れ
て
い
る
船
員
は
新
た
な
所
有
者

の
下
で
、
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
を
法
的
に
捉
え
た
場
合
、
船
舶
が
航
行
中
、
船
舶
所
有
者
が
当
該
船
舶
を
第
三
者
に
譲

渡
し
た
場
合
、
そ
の
船
員
は
新
所
有
者
の
下
で
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
の
通
信
環
境
等
に
鑑
み
れ
ば
、
当
然
、
民
法

六
二
五
条
一
項
に
基
づ
く
同
意
を
求
め
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
法
的
に
は
、
船
員
の
雇
用
関
係
が
不
明
瞭

（
四
六
一
）
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三
二
六

に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
同
条
は
民
法
六
二
五
条
一
項
の
特
則
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
航
海

中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
民
法
六
二
五
条
一
項
に
基
づ
く
、
船
員
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
船
舶
の
航
海
に

支
障
を
き
た
し
、
積
荷
利
害
関
係
人
及
び
旅
客
に
対
し
て
不
測
の
損
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
結
果
的
に
、
航
海
中
の
船
舶
の
譲
渡

を
困
難
に
し
、
海
上
企
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
規
定
と
さ
れ
て
い
た

（
14
）

。
な
お
、
改
正
前
商
法

五
八
四
条
は
、
航
海
中
の
船
舶
の
譲
渡
に
関
す
る
改
正
前
商
法
五
四
二
条
（
現
行
商
法
六
八
八
条

（
15
））

と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
船
員
と
の
雇

用
契
約
に
関
す
る
特
則
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

（
16
）

。
し
た
が
っ
て
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
に
お
い
て
は
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
に

伴
う
船
員
雇
用
の
安
定
（
失
業
の
防
止
）
と
い
う
趣
旨
は
見
出
さ
れ
ず
、
船
舶
譲
渡
の
確
保
と
、
そ
れ
に
伴
う
航
海
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
規
定
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
17
）

。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
鑑
み
て
、
新
船
舶
所
有
者
と
交
渉
し
、
新
た
に
雇
入
契
約
に
つ
い
て
合

意
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
船
籍
港
に
停
泊
中
の
場
合
に
は
、
本
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た

（
18
）

。

な
お
、
本
条
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
航
海
中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
た
船
員
と
旧
船
舶
所
有
者
と

の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
学
説
上
争
い
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
雇
用
契
約
の
一
身
専
属
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
旧
両
船
舶

所
有
者
に
対
し
て
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
旧
船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
法
律
関
係
が
終
了
し
、
新
船
舶
所
有
者
と

の
法
律
関
係
の
み
成
立
す
る
と
す
る
見
解
と

（
19
）

、
他
方
で
、
旧
船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
法
律
関
係
は
存
続
し
、
新
旧
両
船
舶
所
有
者
と
の

間
で
法
律
関
係
が
生
じ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る

（
20
）

。
後
者
の
見
解
は
、
航
海
中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
雇
止
手
続
き
が
な
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
同
条
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
見

解
に
よ
れ
ば
、
船
員
の
選
択
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
の
み
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
と
さ
れ
、
ま
た
賃
金
債
権

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

（
21
）

。

（
四
六
二
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
二
七

第
二
節
　
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
の
制
定

（
一
）
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
に
お
け
る
船
員
法
改
正
審
議

昭
和
一
二
年
の
船
員
法
の
改
正
は
、
明
治
三
二
年
制
定
の
商
法
及
び
船
員
法
は
海
運
業
の
発
展
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

声
が
高
ま
り
、
船
員
法
を
時
代
の
要
求
に
適
合
さ
せ
、
船
員
の
地
位
を
保
護
し
、
も
っ
て
海
運
の
健
全
な
る
発
達
を
企
図
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
改
正
の
議
論
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
二
年
船
員
法
改
正
は
、

昭
和
四
年
に
開
催
さ
れ
た
船
員
法
改
正
に
係
る
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
答
申
を
ベ
ー
ス
に
行
わ
れ
た

（
22
）

。
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
に
お

け
る
船
舶
所
有
者
の
変
更
と
雇
入
契
約
と
の
関
係
に
関
す
る
規
定
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
そ
こ
で
ま
ず
昭
和
四
年
に
開
催
さ
れ
た
船
員

法
改
正
に
係
る
臨
時
海
事
法
令
調
査
会

（
23
）

に
お
け
る
議
論
を
紹
介
す
る
。

臨
時
海
事
法
令
調
査
会
に
最
初
に
提
出
さ
れ
た
要
旨
に
よ
れ
ば
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
よ
る
船
員
の
雇
用
契
約
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
、

「（
七
）
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
ニ
因
ル
雇
傭
契
約
終
了
ノ
時
期
ニ
関
シ
テ
ハ
第
五
項
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス
ル
コ
ト
」
と
し
、
そ
の
五
項
で
は

「（
五
）
雇
傭
契
約
期
間
ノ
満
了
ニ
関
シ
テ
ハ
特
約
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
左
ノ
各
號
ニ
依
ル
コ
ト

　（
イ
）
航
海
中
ニ
期
間
満
了
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
次
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
存
続
ス
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス

　（
ロ
）
前
號
ノ
場
合
ニ
於
テ
次
ノ
港
カ
外
國
港
ナ
ル
ト
キ
又
ハ
外
國
港
ニ
碇
泊

中
期
間
満
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
契
約
ハ
日
本
ニ
於
ケ
ル
最
初
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
存
続
ス
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
、
次
の
港
に
到
着
す
る
ま
で
雇
用
契
約
が
存
続
し
、
次
の
港
に
到
着

し
た
時
点
で
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
契
約
の
延
長
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

も
し
こ
の
よ
う
な
規
定
が
船
員
法
に
加
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
商
法
五
八
四
条
を
廃
止
す
る
予
定
と
説
明
さ
れ
て
い
た

（
24
）

。

こ
の
よ
う
な
提
案
に
対
し
て
、
主
に
討
論
さ
れ
た
の
は
、「
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
」
に
何
が
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
最

（
四
六
三
）
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三
二
八

初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
雇
止
め
が
な
さ
れ
た
と
き
の
失
業
手
当
の
支
給
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
条
項
と
の
関
係
で
あ
っ
た

（
25
）

。
当
時
の

提
案
で
は
、
雇
用
契
約
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
失
業
日
数
に
応
じ
て
二
ヶ
月
の
範
囲
内
に
お
い
て
給
料
と
同
率
の
失
業
手
当
を
支
給
す

る
と
提
案
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
船
舶
所
有
者
が
相
続
し
た
り
、
合
併
し
た
り
し
た
場
合
に
も
失
業
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
逓
信
省
の
幹
事
は
、
船
主
（
船
舶
所
有
者
）
が
死
亡
し
、
相
続
が
開
始
さ
れ
た
場

合
や
船
主
が
合
併
し
た
場
合
に
は
、
包
括
承
継
で
あ
る
た
め
、
雇
用
契
約
は
当
然
相
続
人
及
び
合
併
後
の
会
社
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
、
失
業
手
当
の
支
給
は
な
さ
れ
な
い
旨
の
説
明
を
し
た
が
、
他
方
で
、
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
委
員
長
で
あ
る
松
波
仁
一
郎
委

員
か
ら
雇
用
契
約
に
基
づ
く
権
利
義
務
は
一
身
専
属
性
を
有
し
、
相
続
や
合
併
に
よ
っ
て
は
承
継
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
松
波
委
員
に
よ
る
主
張
に
対
し
て
は
、
幹
事
の
小
野
猛
氏
が
、
相
続
や
会
社
合
併
は
包
括
承
継
で
あ
り
、
雇
用
契
約
は
消
滅
せ

ず
存
続
す
る
と
述
べ
、
こ
れ
に
日
本
船
主
協
会
の
上
谷
続
氏
、
日
本
海
員
組
合
の
堀
内
長
栄
氏
が
同
調
し
た
。
な
お
、
金
尾
治
作
委
員
は

労
働
者
の
経
済
的
地
位
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
船
主
が
死
亡
し
た
と
し
て
も
相
続
人
に
契
約
を
承
継
さ
せ
る
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
郵
船
の
武
田
良
太
郎
氏
が
相
続
の
場
合
に
は
雇
用
契
約
は
承
継

さ
れ
る
が
、
合
併
の
場
合
に
は
雇
用
契
約
は
終
了
す
る
と
し
た
い
旨
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
松
波
委
員
が
、
や
は
り
相
続
人
に
雇
用
契

約
が
承
継
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
海
員
の
人
格
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
相
当
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
改
め
て
主
張
し
、
結

果
的
に
、「
会
社
ノ
合
併
其
ノ
他
之
ニ
準
ス
ル
事
由
ニ
因
リ
テ
雇
傭
契
約
終
了
ス
ル
モ
海
員
カ
合
併
後
存
続
ス
ル
会
社
又
ハ
合
併
ニ
因
リ

テ
設
立
シ
タ
ル
会
社
其
ノ
他
之
ニ
準
ス
ル
者
ニ
引
続
キ
雇
傭
セ
ラ
ル
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
第
九
項
ノ
二
〔
失
業
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
項

―
筆
者
註
〕
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
サ
ル
コ
ト
」
と
す
る
旨
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
、「
船
舶

所
有
者
ノ
変
更
」
の
規
定
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

（
四
六
四
）
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三
二
九

さ
ら
に
、「
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
」
に
関
す
る
議
論

（
26
）

に
つ
い
て
再
度
触
れ
た
の
が
松
本
烝
治
委
員
で
あ
っ
た
。
松
本
委
員
は
、
相
続
や

合
併
は
包
括
承
継
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
契
約
は
相
続
人
や
合
併
後
の
会
社
に
承
継
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
雇
用
契
約
は
終
了
し
な
い

の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
波
委
員
が
、
相
続
の
場
合
に
は
雇
用
契
約
は
承
継
さ
れ
る
が
、
会
社
合
併
の
場
合
に

は
雇
用
契
約
は
承
継
さ
れ
な
い
と
改
め
て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
松
波
委
員
の
根
拠
は
、
そ
も
そ
も
船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
れ
ば
雇
用

契
約
を
終
了
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
相
続
の
場
合
に
は
、
船
舶
所
有
者
の
意
思
が
介
在
し
な
い
の
で
、
船
員
に
は
気
の
毒
で
は
あ
る
が
、

そ
の
ま
ま
契
約
を
存
続
さ
せ
た
方
が
良
い
と
し
、
他
方
で
、
会
社
合
併
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
会
社
が
勝
手
に
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
雇

用
契
約
を
続
け
さ
せ
な
い
方
が
良
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
松
本
委
員
は
、
株
式
合
資
会
社
が
株
式
会
社
に
組
織
変
更
さ
れ
る
場

合
に
は
雇
用
契
約
は
承
継
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
が
勝
手
に
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
契
約
関
係
が
終
了
し
な
い
場
合
が
あ
る
し
、
逆
に
、

相
続
に
つ
い
て
も
船
舶
所
有
者
の
意
思
に
よ
り
隠
居
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
理
屈
が
通
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、

堀
内
委
員
か
ら
は
、
東
洋
汽
船
と
日
本
郵
船
が
合
併
し
た
と
き
に
は
船
員
は
雇
用
契
約
の
承
継
を
求
め
た
こ
と
を
例
に
出
し
て
、
合
併
に

よ
っ
て
雇
用
契
約
は
終
了
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る

（
27
）

。
こ
の
よ
う
な
対
立
の
中
心
は
、
相
続
や
合
併
の
場
合
も
含
め
て
、
船

舶
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
に
は
、
雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
松
波
委
員
は
、
あ
く
ま
で

海
員
の
人
格
の
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
、
包
括
承
継
の
場
合
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
の
場
合
に
は
雇
用
契
約
を

終
了
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
他
方
で
、
松
本
委
員
は
、
相
続
や
合
併
の
よ
う
な
包
括
承
継
の
場
合
に
は
、
当
然
に
雇
用
契
約
は
承
継

さ
れ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
松
波
委
員
に
よ
れ
ば
、
航
海
中
に
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
に
、
交
通
の
途
絶
が

起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
松
本
委
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
考
え
方
を
引
用
し
な
が
ら
、
黙
示
の
契
約
が

な
さ
れ
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
中
で
、
船
舶
所
有
者
の
相
続
や
合
併
等
の
包
括
承
継

（
四
六
五
）
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三
三
〇

の
場
合
に
は
、
雇
用
契
約
は
当
然
に
承
継
さ
れ
る
と
考
え
た
上
で
、
航
海
中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
本
来
で
あ
れ
ば

雇
用
契
約
は
終
了
す
る
が
、
そ
れ
で
は
交
通
の
途
絶
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
申
原
案
の
「
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
」
の
後

ろ
に
「（
相
続
其
ノ
他
包
括
承
継
ニ
因
ル
場
合
ヲ
除
ク
）」
と
挿
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
局
、
上
記
の
よ
う
な
議
論
に
鑑
み
れ
ば
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
の
趣
旨
で
あ
る
航
海
中
の
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
伴
う
緊
急
臨
時

的
な
規
定
と
し
て
の
性
格
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
旧
船
舶
所
有
者

（
譲
渡
会
社
）
と
の
雇
入
契
約
は
終
了
す
る
が
、
適
当
な
海
員
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
港
ま
で
契
約
を
存
続
さ
せ
る
も
の
と
み
な

す
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
航
海
中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
新
た
な
船
員
を
乗
り
組
ま
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
次
の
港
で
、
新
船
舶
所
有
者
（
譲
受
会
社
）
が
新
規
に
船
員
を
雇
い
入
れ
る
ま
で
臨
時
的
に
雇
入
契
約
を
そ
の
時
ま
で
延
長
さ
せ

る
た
め
の
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
は
、
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
答
申
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「（
８
）
海
員
ノ
雇
用
期
間
満
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
船
長
ハ
管
海
官
庁
所
在
ノ
最
初
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
契
約
ヲ
存
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

但
管
海
官
庁
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
適
当
ナ
ル
海
員
ヲ
補
充
シ
得
ル
最
初
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
契
約
ヲ
存
続
セ
シ
メ
得
ル
コ
ト

（
10
）
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
（
相
続
其
ノ
他
包
括
承
継
ニ
因
ル
場
合
ヲ
除
ク
）
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
雇
用
契
約
ハ
終
了
ス
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ

第
八
項
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス
ル
コ
ト
」

し
た
が
っ
て
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
す
る
と
き
は
、
海
員
の
雇
用
契
約
は
終
了
す
る
が
、
そ
の
当
時
船
舶
が
、
他
の
海
員
を
補
充
し
得

な
い
よ
う
な
港
に
い
る
場
合
や
、
航
行
中
で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
第
八
項
に
準
じ
て
、
管
海
官
庁
所
在
の
最
初
の
港
ま
で
、
も
し

（
四
六
六
）
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三
三
一

く
は
そ
の
港
で
も
補
充
で
き
な
い
場
合
に
は
、
管
海
官
庁
の
許
可
を
得
て
、
適
当
な
海
員
を
補
充
し
う
る
港
ま
で
、
契
約
を
延
長
し
う
る

こ
と
と
し
た
の
で
あ
る

（
28
）

。
つ
ま
り
、
答
申
で
は
航
海
中
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
相
続
や
合
併
等
の
包
括
承
継
に
よ
る
場
合
を
除
き
、

船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
間
の
雇
用
関
係
を
終
了
さ
せ
る
と
し
つ
つ
、
適
当
な
海
員
を
補
充
す
る
ま
で
は
と
り
あ
え
ず
前
船
舶
所
有
者
と

の
間
に
雇
用
関
係
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
船
舶
運
航
の
公
益
上
の
理
由
に
基
づ
き
（
交
通
の
途

絶
の
防
止
）、
臨
時
的
に
救
済
す
る
た
め
の
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て

（
29
）

、
商
法
五
八
四
条
と
同
じ
趣
旨
で
あ

る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
議
論
の
中
に
お
い
て
、
合
併
に
お
い
て
雇
用
契
約
の
承
継
を
求
め
る
立
場
や
労
働
者
の
経
済
的
地
位
の

確
保
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
労
働
者
と
し
て
は
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
た
と
し
て
も
契
約
の
承
継
を
望
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
の
制
定

と
こ
ろ
が
、
答
申
が
昭
和
五
年
に
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
恐
慌
や
満
州
事
変
等
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
後
七
年
間
に
わ
た
っ
て

店
ざ
ら
し
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
局
、
昭
和
一
二
年
に
ま
で
改
正
が
も
つ
れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た

（
30
）

。
そ
し
て
、
本
改
正
に
よ
り
改
正
前

商
法
五
八
四
条
は
、
昭
和
一
二
年
船
員
法
二
八
条
に
移
植
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
二
年
船
員
法
二
八
条
の
文
言
は
、

臨
時
海
事
法
令
調
査
会
に
よ
る
答
申
や
逓
信
省
管
船
局
の
条
文
案
と
も
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
逓
信
省
管
船
局
の
第
五
次
案
（
以
下
、
案
と
い
う
。）
に
よ
る
と
、
前
記

答
申
を
前
提
と
し
つ
つ
、
案
三
六
条
一
項
で
「
航
行
中
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
海
員
ハ
新
所
有
者
ニ
対
シ
次
ノ
港
ニ
到
着

ス
ル
迄
舊
所
有
者
ト
ノ
間
ニ
存
ス
ル
雇
入
契
約
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」
と
し
、
同
二
項
で
「
前
条
第
二
項
ノ
規
定
ハ
前

（
四
六
七
）
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三
三
二

項
ノ
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
前
条
第
二
項
で
あ
る
案
三
五
条
二
項
は
「
前
項
ニ
於
テ
港
ニ
到
着
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
船
舶

カ
安
全
ニ
碇
泊
し
且
積
荷
ノ
陸
揚
及
旅
客
ノ
上
陸
カ
終
リ
タ
ル
ト
キ
ト
ス
」
と
し
、
雇
入
契
約
が
航
海
中
に
終
了
し
た
場
合
の
同
契
約
の

臨
時
延
長
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
31
）

。

実
際
、
当
時
の
逓
信
省
管
船
局
逐
条
説
明
書
に
よ
れ
ば

（
32
）

、
第
一
に
、
航
行
中
に
船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
の
規
定
で
あ
り
、
海

員
保
護
の
観
点
か
ら
、
民
法
六
二
五
条
に
対
す
る
例
外
を
縮
減
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
旧
船
舶
所
有
者
と

の
関
係
が
断
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
単
に
航
海
の
必
要
上
、
個
々
の
権
利
義
務
関
係
の
み
が
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
発
生
し
、
旧
船
舶

所
有
者
に
対
す
る
権
利
義
務
は
あ
く
ま
で
停
止
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
、
あ
く
ま
で
航
海
が
終
了
し
、
次
の
港
に

到
着
す
る
ま
で
と
い
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
四
に
、
相
続
や
合
併
の
よ
う
な
包
括
承
継
に
よ
り
船
舶
所
有
者
が
変
更

し
た
場
合
に
は
、
当
然
に
新
船
舶
所
有
者
に
契
約
関
係
が
承
継
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
船
局
の
案
で
は
、

航
海
中
の
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
つ
い
て
、
海
員
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
民
法
六
二
五
条
の
規
定
の
適
用
の
排
除
を
で
き
る
限
り
小
さ

く
し
、
ま
た
旧
船
舶
所
有
者
と
新
船
舶
所
有
者
い
ず
れ
と
の
間
で
も
契
約
関
係
は
存
続
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が
見
え
る
。
従
前
、
改
正
前

商
法
五
八
四
条
に
お
け
る
学
説
の
争
い
で
、
新
旧
両
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
を
継
続
さ
せ
る
立
場
に
比
較
的
近
い
立
場
の
立
案
と
も
考
え

ら
れ
る
。

ま
ず
こ
の
段
階
で
、
答
申
と
異
な
る
点
は
、
第
一
に
、
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
個
々
の
権
利
義
務
関
係
が
承
継
さ
れ
る
も
の
の
旧
船

舶
所
有
者
と
の
関
係
は
消
滅
し
な
い
と
い
う
点
、
第
二
に
、
あ
く
ま
で
航
海
中
（
航
行
中
）
の
船
舶
所
有
者
の
変
更
の
場
合
に
の
み
適
用

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
最
終
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
四
六
八
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
三
三

昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条

「
①
相
続
其
ノ
他
ノ
包
括
承
継
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
海
員
ノ
雇
入
契
約
ハ
終
了
ス

②
前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
雇
入
契
約
終
了
ノ
時
ヨ
リ
海
員
ト
新
所
有
者
ト
ノ
間
ニ
従
前
ノ
雇
入
契
約
ト
同
一
条
ノ
雇
入
契
約
存
ス
ル
モ

ノ
ト
看
做
ス
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
海
員
ハ
第
二
六
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
雇
入
契
約
ヲ
終
了
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

③
前
条
ノ
規
定
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
雇
入
契
約
終
了
ノ
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」

こ
の
規
定
を
読
む
と
、
管
船
局
案
と
も
さ
ら
に
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
航
海
中
（
航
行
中
）
の
船
舶
所
有
者
の
変
更
の
場

合
の
規
定
と
管
船
局
で
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
航
海
中
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
臨
時

海
事
法
令
調
査
会
の
答
申
に
近
い
形
で
決
着
し
て
い
る
。
他
方
、
答
申
及
び
管
船
局
案
い
ず
れ
と
も
異
な
る
点
と
し
て
、
船
舶
所
有
者
の

変
更
の
場
合
、
管
船
局
案
で
は
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
は
完
全
に
終
了
し
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
答
申
で
は
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
で

の
み
契
約
関
係
が
延
長
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
な
条
文
で
は
旧
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
が
終
了
し
、
新
船
舶
所
有
者
と

の
間
に
雇
入
契
約
が
承
継
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
に
関
す
る
通
説
的
な
見
解
（
旧
船
舶
所

有
者
と
の
雇
用
契
約
は
終
了
し
、
新
船
舶
所
有
者
に
雇
用
契
約
が
承
継
さ
れ
る
と
い
う
見
解
）
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
大
き
く
異
な
る

点
と
し
て
、
新
船
舶
所
有
者
に
雇
入
契
約
が
承
継
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
契
約
期
間
は
、
基
本
的
に
海
員
を
補
充
し
う
る
港
ま
で
と
さ
れ
て

お
り
、
海
員
の
保
護
と
船
舶
交
通
の
途
絶
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
が
、
最
終
的
な
条

文
で
は
、
そ
の
よ
う
な
制
限
は
見
ら
れ
ず
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
と
同
じ
よ
う
に
契
約
期
間
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
代
わ
り
、
雇
入
契
約
が
承
継
さ
れ
た
場
合
に
は
、
海
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
契
約
の
解
除
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
六
九
）
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三
三
四

で
は
、
こ
の
よ
う
な
修
正
は
ど
の
よ
う
な
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
最
終
的
に
こ
の
よ
う
な
形
に
ま
と

ま
っ
た
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
、
運
輸
省
官
房
文
書
課
事
務
官
で
あ
る
今
成
秀
三
郎
氏
も
「
い
つ
の
ま
に
か
現
在
の
よ

う
な
形
に
な
っ
て
立
案
通
過
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
33
）

。
ま
た
、
当
時
の
解
説
書
に
お
い
て
も
、
改
正
前
商
法

五
八
四
条
の
趣
旨
を
参
酌
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る

（
34
）

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
た
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
船
舶

所
有
者
の
変
更
の
場
合
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
と
同
時
に
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
雇
用
契
約
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
答
申
に
対
し
て
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
契
約
関
係
が
存
続
す
る

こ
と
と
し
た
の
は
著
し
く
実
情
に
合
わ
ず
、
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
契
約
上
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
方
が
よ
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
た

（
35
）

こ
と
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
交
通
の
途
絶
を
防
止
す
る
た
め
に
あ
る
規
定
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
契
約
関
係
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

（
36
）

。
と
い
う
の
も
、
も
し

単
に
交
通
の
途
絶
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
航
海
中
に
雇
用
契
約
が
終
了
し
た
場
合
の
雇
用
契
約
期
間
の
自
動
延
長
規
定
が
既
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
条
に
基
づ
く
延
長
が
な
さ
れ
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
伴
う
雇
入
契
約
に
関
す
る
規

定
を
置
く
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
従
前
の
答
申
に
お
い
て
は
、
海
員
を
新
た
に
補
充
し
得
る
ま
で
、
雇
入
契
約
を
延
長
さ

せ
る
と
し
て
い
た
が
、
改
正
後
の
文
言
に
お
い
て
は
、「
管
海
官
庁
所
在
ノ
最
初
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
」
ま
た
は
「
適
当
ナ
ル
海
員
ヲ
補

充
シ
得
ル
最
初
ノ
港
ニ
到
着
ス
ル
迄
」
と
い
う
期
間
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
雇
入
契
約
は
海
員
の
側
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
も
と
も
と
改
正
前
商
法
五
八
四
条
は
海
員
の
保
護
に
悖
る
と
し
つ
つ
も
、

船
舶
交
通
と
い
う
観
点
か
ら
擁
護
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
に
お
け
る
松
波
委
員
に
よ
る
「
海
員
の
人
格
無
視
」
と

（
四
七
〇
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
三
五

い
う
指
摘
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、
や
や
文
脈
は
異
な
る
も
の
の
調
査
会
に
お
け
る
議
論
で
は
船
員
雇
用
の
安
定

性
と
い
う
観
点
か
ら
雇
用
契
約
の
承
継
の
利
益
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
修
正
は
、
一
旦
、
雇
用
契
約
を
承
継
し
つ

つ
も
、
海
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
形
で
、
海
員
の
保
護
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
、
こ
の
よ
う
な
改
正
に
対
し
て
、「
船
舶
を
売
っ
た
ら
労
働
者
が
つ
い
て
行
く
と
い
う
の
で
は
人
格
無
視
だ
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
が
、

失
業
す
る
よ
り
は
よ
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
」
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
お
り

（
37
）

、
雇
用
契
約
の

承
継
の
利
益
が
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
会
社
が
分
割
（
現
行
会
社
法
に
お
け
る
分
割
で

は
な
く
、
一
部
の
事
業
を
譲
渡
す
る
形
で
の
分
割
）
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
使
用
者
た
る
船
舶
所
有
者
と
同
じ
よ
う
に
経
営
が
成
り
立
つ

か
ど
う
か
船
員
に
と
っ
て
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
た

（
38
）

。

と
こ
ろ
で
、
船
員
法
二
八
条
の
制
定
の
際
に
は
、
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
管
船
局
案
の
検
討
の
際

に
、
予
備
員

（
39
）

の
拡
充
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る

（
40
）

。
す
な
わ
ち
、
従
前
、
船
員
は
船
舶
に
付
随
し
て
い
る
と
い
う
属
船

主
義
（
船
員
は
船
社
に
雇
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
船
舶
に
雇
わ
れ
る
と
す
る
考
え
）
的
な
発
想
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
船
舶
が
譲
渡

さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
た
船
員
に
つ
い
て
も
新
た
な
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
既
に
予
備
員
が
拡
充
し
、
属
船
主
義
か
ら
属
社
主
義
的
な
傾
向
が
強
ま
る
と
、
特
定
の
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た

場
合
に
、
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
た
船
員
の
み
が
新
船
舶
所
有
者
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
生
じ
得
る
こ
と
が
、
そ
の
背
景

に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
に
お
け
る
議
論
で
は
、
専
ら
相
続
や
合
併
な
ど
、
単
な
る
船
舶

の
所
有
権
者
の
変
更
と
い
う
よ
り
も
、
使
用
者
た
る
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
が
当
初
想
定
し

て
い
た
場
面
と
は
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
成
立
し
た
船
員
法
二
八
条
は
、
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
も

（
四
七
一
）
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三
三
六

想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
小
括

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
①
船
舶
所
有
者
の
変
更
の
時
期
に
つ
い
て
、
従
前
、
航
海
中
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
船
員
法
二
八
条
の
制
定

に
よ
り
、
航
海
中
に
限
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
②
船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
雇
用
関
係
は

終
了
し
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
雇
用
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
③
商
法
五
八
四
条
は
船
舶
交
通
の
途
絶
を
防
ぐ
た

め
の
趣
旨
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
船
員
法
二
八
条
は
そ
の
趣
旨
も
含
み
つ
つ
も
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
雇
用
関
係
は
海
員
の
側
か
ら

の
解
除
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
一
定
の
契
約
期
間
の
限
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
船
員
雇
用
の
安
定
（
船
員
の

失
業
防
止
）
と
い
う
要
素
が
前
面
に
出
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
雇
用
契
約
が
使
用
者
側
の
事
情
に
よ
り
、
一
方
的
に
承
継
さ
れ

る
と
い
う
危
惧
か
ら
、
海
員
の
人
格
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
海
員
の
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
で
雇
入
契
約
を
解
除
す
る
旨
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
承
継
さ
れ
る
不
利
益
を
一
定
程
度
緩
和
し
た
も
の

と
も
い
え
る
。

第
三
節
　
昭
和
二
二
年
改
正
船
員
法

昭
和
一
二
年
に
新
し
く
な
っ
た
船
員
法
は
、
戦
後
、
昭
和
二
二
年
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
改
正
は
、
憲
法
改
正
に
伴
い
必

要
な
改
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
海
上
国
際
労
働
条
約
案
の
内
容
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
陸
上
の
労

働
基
準
法
と
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た

（
41
）

。

（
四
七
二
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
三
七

昭
和
二
二
年
の
船
員
法
の
改
正
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
一
年
に
運
輸
省
に
臨
時
船
員
法
令
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
船
員
法
の
立

案
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
東
京
、
神
戸
及
び
全
国
の
主
要
港
所
在
地
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
催

し
て
、
広
く
意
見
を
募
っ
た

（
42
）

。

そ
れ
で
は
、
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。
使
用
者
側
よ
り
、
①
船
舶
の
売
買
の

場
合
に
第
二
項
で
同
一
条
件
の
雇
入
契
約
が
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
は
困
る
か
ら
こ
の
項
は
削
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
、
②
第
二

項
は
航
行
中
の
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
一
方

（
43
）

、
労
働
者
側
よ
り
特
段
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
に
目
立
っ
た
議
論
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
昭
和
一
二
年
改
正
船
員
法
二
八
条
は
、
形
式
的
な
点
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど

文
言
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
昭
和
二
二
年
改
正
に
よ
り
四
三
条
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
二
年
改
正
船
員
法
四
三
条

「
①
相
続
そ
の
他
の
包
括
承
継
の
場
合
を
除
い
て
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
雇
入
契
約
は
、
終
了
す
る
。

②
前
項
の
場
合
に
は
、
雇
入
契
約
の
終
了
の
時
か
ら
、
船
員
と
新
所
有
者
と
の
間
に
従
前
と
同
一
条
件
の
雇
入
契
約
が
存
す
る
も
の
と

み
な
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
船
員
は
、
前
条
の
規
定
に
準
じ
て
雇
入
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

第
四
節
　
学
説
上
の
評
価
と
そ
の
後
の
改
正
審
議

（
一
）
昭
和
二
二
年
改
正
時
に
お
け
る
学
説
の
状
況

船
員
法
四
三
条
の
変
遷
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
戦
後
の
船
員
法
学
説
に
お
い
て
、
本
条
は
ど
の
よ
う
に

（
四
七
三
）
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三
三
八

評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
す
る
。
昭
和
二
二
年
の
船
員
法
制
定
時
に
お
け
る
解
説
書
に
お
い
て
は
、
単
に
、
本
条
は
、
相
続
又
は
会

社
の
合
併
以
外
の
原
因
で
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
、
旧
所
有
者
と
の
契
約
の
終
了
及
び
新
所
有
者
と
の
契
約
成
立
を

法
定
し
た
規
定
で
あ
り
、
新
所
有
者
と
の
間
に
で
き
た
契
約
は
、
船
員
か
ら
解
除
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
に
と

ど
ま
る

（
44
）

。
ま
た
、
船
舶
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
に
雇
入
契
約
は
終
了
す
る
が
、
そ
れ
で
は
船
舶
の
性
質
上
不
都
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の

時
か
ら
、
船
員
と
新
所
有
者
と
の
間
に
従
来
通
り
の
雇
入
契
約
が
存
続
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
説
明
す
る
も
の

（
45
）

が
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
後
者
の
「
船
舶
の
性
質
上
不
都
合
が
あ
る
の
で
」
と
い
う
書
き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
確

で
は
な
い
が
、
改
正
前
船
員
法
五
八
四
条
の
よ
う
な
規
定
と
の
認
識
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

改
正
間
も
な
い
時
期
に
お
い
て
、
学
説
は
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
包
括
承
継
の
場
合
に
つ
い
て
は
船
員
の
雇
入

契
約
は
新
船
舶
所
有
者
に
当
然
に
承
継
さ
れ
る
が
、
特
定
承
継
の
場
合
に
は
、
航
海
中
で
あ
る
か
碇
泊
中
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
同
条
に

基
づ
い
て
旧
船
舶
所
有
者
と
の
雇
入
契
約
は
終
了
す
る
と
同
時
に
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
雇
入
契
約
が
存
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と

し
、
そ
の
趣
旨
は
、
航
海
の
安
全
と
船
員
の
保
護
の
見
地
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る

（
46
）

。
し
か
し
、
当
時
か
ら
、
属
船
主
義
的
な
考
え
方
を
前

提
と
す
る
同
条
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
属
社
主
義
的
な
考
え
が
広
ま
っ
て
い
る
中
で
は
適
切
で
は
な
い
条
文
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
47
）

。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
山
戸
博
士
は
営
業
譲
渡
（
当
時
）
を
包
括
承
継
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

あ
ろ
う

（
48
）

。

（
二
）
昭
和
三
四
年
改
正
時
の
議
論

現
行
法
に
至
る
ま
で
、
船
員
法
四
三
条
は
特
段
の
改
正
は
見
ら
れ
な
い
が
、
昭
和
三
四
年
の
船
員
法
改
正
時
に
お
け
る
検
討
に
お
い
て

（
四
七
四
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
三
九

も
、
同
条
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
船
員
法
は
、
昭
和
二
八
年
一
二
月
に
、
運
輸
大
臣
よ
り
船
員
中
央
労
働
委
員
会
に
対
し
て
、
船

員
法
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
労
使
関
係
各
団
体
の
改
正
要
望
事
項
三
四
項
目
に
ま
と
め
て
諮

問
し
た

（
49
）

。
そ
の
諮
問
事
項
の
一
つ
と
し
て
、「
10
．
雇
止
手
当
を
支
給
す
べ
き
場
合
を
縮
小
す
る
こ
と
。」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
直
接
的

に
、
船
員
法
四
三
条
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
使
用
者
側
か
ら
、
船
員
法
四
三
条
一
項
に
基
づ
き
雇
入
契
約

が
終
了
し
た
場
合
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
雇
入
契
約
が
な
さ
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
旦
雇
止
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
新
船
舶
所
有
者
が
承
継
さ
れ
た
船
員
を
雇
い
止
め
し
た
場
合
に
は
、
改
め
て
雇
止
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
と
な
り
、
二
重
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
不
合
理
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

（
50
）

。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
、
そ
も
そ

も
こ
の
四
三
条
が
い
か
な
る
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
使
用
者
側
か
ら
は
、
船
員

法
四
三
条
を
、
①
民
法
六
二
五
条
と
の
関
係
に
鑑
み
て
極
力
適
用
範
囲
は
狭
く
解
す
べ
き
で
あ
り
、
擬
制
に
よ
る
契
約
継
続
は
航
行
中
に

限
り
、
か
つ
次
の
港
に
入
る
ま
で
と
し
た
上
で
、
そ
れ
か
ら
先
は
、
新
所
有
者
と
船
員
と
の
自
由
意
思
に
委
ね
つ
つ
、
旧
船
舶
所
有
者
の

み
が
雇
止
手
当
を
支
払
う
形
を
と
る
か
、
も
し
く
は
②
船
員
の
労
働
条
件
が
不
当
に
た
た
か
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
か
つ
失
職
を
防
ぐ
趣
旨

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
所
有
者
が
そ
の
船
員
を
同
一
条
件
で
引
き
続
き
雇
い
入
れ
せ
ず
、
雇
い
止
め
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
新
所
有
者
の

み
が
雇
止
手
当
を
支
給
す
べ
き
か
、
い
ず
れ
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た

（
51
）

。
こ
の
点
、
運
輸
省
の
担
当
官
及
び
公
益
委
員
（
石
井

照
久
博
士
）
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
船
員
法
四
三
条
は
、
確
か
に
民
法
六
二
五
条
の
特
則
で
は
あ
る
が
、
船
員
保
護
の
見
地
か
ら
、
船
舶
上

の
労
働
関
係
の
断
絶
及
び
船
員
の
労
働
条
件
の
低
下
を
防
止
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
ま
た
、
担
当
官
は
雇
止
手
当
も
失
業
補
償
と
し
て
の
性

格
だ
け
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
や
慰
労
金
的
な
性
格
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
52
）

。
そ
の
結
果
、
今
後
問
題
が
生
じ
た
と

き
に
改
め
て
検
討
す
る
と
い
う
形
で
、
各
委
員
の
了
承
を
得
て
、
雇
止
手
当
の
支
給
関
係
に
つ
い
て
は
従
前
通
り
で
決
着
を
み
た

（
53
）

。

（
四
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
四
〇

上
記
の
よ
う
な
検
討
状
況
を
み
る
と
、
船
員
法
四
三
条
は
、
も
は
や
交
通
の
途
絶
を
防
ぐ
た
め
の
規
定
と
い
う
趣
旨
は
後
退
し
、
船
員

の
失
業
防
止
と
い
う
観
点
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
交
通
の
途
絶
を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
す
る
と
、

船
員
法
四
四
条
の
雇
入
契
約
の
延
長
に
関
す
る
規
定
で
充
分
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
四
三
条
を
規
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
節
　
小
括
―
船
員
法
四
三
条
の
趣
旨

航
海
中
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
、
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
に
、
新
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
の
雇
用
契
約
関
係
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
舶
交
通
が
途
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
を
理
由
に
改
正
前
商
法
五
八
四
条
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
船
員
法
に

移
植
さ
れ
て
以
降
は
、
船
舶
交
通
の
途
絶
を
防
止
す
る
と
い
う
趣
旨
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
船
員
の
失
業
防
止
と
い
う
趣
旨
も
包

摂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
船
舶
交
通
の
途
絶
を
防
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
、（
現
行
）
船
員
法
四
四
条
に
よ
り
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
雇
入
契
約
を
承
継
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
た
と
え
新

船
舶
所
有
者
と
の
間
で
雇
入
契
約
を
承
継
さ
せ
た
と
し
て
も
、
船
員
の
側
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
解
除
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
昭
和

一
二
年
改
正
時
の
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
答
申
の
よ
う
に
、
次
の
港
な
ど
ま
で
の
契
約
期
間
を
設
定
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
船
員
法
四
三
条
が
四
四
条
と
は
別
に
存
在
す
る
こ
と
、
②
四
三
条
で
は
新
船
舶
所
有
者
と

の
間
の
雇
入
契
約
に
つ
い
て
期
間
設
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
同
条
二
項
で
承
継
を
望
ま
な
い
船
員
を
保
護
す
る
た
め
に
船
員
の

側
か
ら
雇
入
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と

（
54
）

、
④
昭
和
三
四
年
改
正
時
に
お
け
る
議
論
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
船

員
法
四
三
条
は
船
舶
交
通
の
途
絶
と
い
う
趣
旨
と
い
う
よ
り
も
（
全
く
そ
の
趣
旨
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
）、
船
舶
所
有
者
の
変
更
に

伴
う
船
員
の
失
業
を
防
ぐ
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

（
55
）

。
も
っ
と
も
、
本
条
の
改
正
に
係
る
議
論
の
中
で
必
ず
指
摘
さ
れ
る

（
四
七
六
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
四
一

「
船
員
の
人
格
無
視
」
と
い
う
側
面
は
否
定
で
き
ず
、
そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
は
問
題
と

な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。

第
三
章

　
船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨

第
一
節
　
海
上
労
働
契
約
の
構
造
と
船
員
法
四
三
条

船
員
法
四
三
条
が
適
用
さ
れ
る
場
面
を
検
討
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
ま
ず
海
上
労
働
契
約
の
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
海
上
労
働
契
約
は
陸
上
の
労
働
契
約
と
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
二
重
契
約
構
造
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い

る
こ
と
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
員
法
上
、
船
員
の
う
ち
船
長
及
び
海
員
に
つ
い
て
は
、
船
舶
所
有
者
と

の
間
で
「
雇
入
契
約
」
を
締
結
し
、
他
方
で
、
予
備
船
員
に
つ
い
て
は
、
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
「
雇
用
契
約
」
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
に
は
、
船
舶
所
有
者
に
採
用
さ
れ
配
乗
が
決
ま
る
ま
で
は
、
船
員
は
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
、
予

備
船
員
と
し
て
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
配
乗
が
決
ま
り
特
定
の
船
舶
に
乗
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
船
員
と
し
て
雇
入

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
で
、
航
海
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
雇
止
め
（
雇
入
契
約
の
解
除
）
が
な
さ
れ
、
予
備
船
員
と
し
て

の
雇
用
契
約
の
み
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る

（
56
）

。
と
こ
ろ
で
、
船
員
法
で
は
、
三
一
条
の
雇
入
契
約
に
関
す
る
規
定
の
括

弧
書
き
に
お
い
て
、
予
備
船
員
と
船
舶
所
有
者
と
の
契
約
は
雇
用
契
約
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
同
規
定
で
は
三
一
条
（
船
員
法
の
強
行

的
・
直
律
的
効
力
）、
三
二
条
（
雇
入
契
約
締
結
前
の
書
面
交
付
・
説
明
義
務
）、
三
三
条
（
賠
償
予
定
の
禁
止
）、
三
四
条
（
貯
蓄
金
の
管
理
等
）、

五
八
条
（
歩
合
報
酬
）、
八
四
条
（
未
成
年
者
の
行
為
能
力
）
及
び
一
〇
〇
条
（
就
業
規
則
の
最
低
基
準
効
）
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
雇
入

（
四
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
四
二

契
約
」
に
「
雇
用
契
約
」
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
船
員
法
四
三
条
に
い
う

雇
入
契
約
に
は
雇
用
契
約
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
海
上
労
働
契
約
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
、
雇

入
契
約
は
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
終
了
し
、
雇
入
契
約
の
み
が
新
船
舶
所
有
者
に
承
継
さ
れ
、
他
方
で
、
雇
用
契
約
は
旧
船
舶
所
有
者

と
の
間
で
継
続
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
股
裂
け
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
得
る
の
は
、
船
員
法
四
三
条
は
、
あ
く
ま
で
予
備
船
員
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
の

み
適
用
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る

（
57
）

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
海
上
労
働
契
約
は
二
重
契
約
制
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方

で
、
こ
れ
は
予
備
船
員
制
度
を
採
用
し
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
の
み
妥
当
し
、
予
備
船
員
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
会
社
の
場
合
に
は
、

船
舶
所
有
者
と
船
員
と
の
間
に
雇
入
契
約
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

（
58
）

。
実
際
、
長
崎
地
判
昭
和
三
〇
年
一
〇
月

一
四
日
労
民
集
六
巻
五
号
七
二
一
頁
〔
藤
中
水
産
等
船
員
雇
止
事
件
〕
で
は
、「
船
員
法
上
の
雇
入
契
約
は
元
来
民
法
上
の
雇
傭
契
約
と

は
同
一
の
観
念
で
は
な
く
て
継
続
し
た
雇
傭
契
約
の
存
続
期
間
中
特
に
一
定
期
間
を
限
つ
て
乗
船
労
務
に
服
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
乗

船
契
約
に
外
な
ら
ず
、
然
る
が
故
に
航
海
の
安
全
等
の
見
地
か
ら
行
政
官
庁
の
後
見
的
監
督
に
服
せ
し
め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
解
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
船
員
の
予
備
員
制
度
を
採
用
し
て
い
る
大
企
業
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
し
て
も
本
件
に
お
け

る
如
く
予
備
員
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
中
、
小
企
業
の
場
合
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
右
と
同
一
に
は
論
し
得
ず
、
…
船
員
法
の
い
わ

ゆ
る
乗
船
契
約
と
民
法
上
の
雇
傭
契
約
と
は
併
合
し
一
本
化
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
を
相
当
と
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
雇
入
契
約
と
民
法
上
の
雇
用
契
約
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
の
み
適

用
さ
れ
る
条
文
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
股
裂
け
と
な
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
四
七
八
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
四
三

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
現
在
の
船
員
法
で
は
と
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る

が
（
59
）

、
第
一
に
、
船
員
法
の
文
言
解
釈
の
問
題
と
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
員
は
、
職
務
上
負
傷
又
は
疾
病

の
た
め
職
務
に
堪
え
な
い
と
き
は
雇
止
め
さ
れ
（
四
〇
条
五
号
）、
職
務
上
負
傷
等
の
場
合
、
船
舶
所
有
者
は
、
療
養
の
た
め
作
業
に
従
事

し
な
い
期
間
及
び
そ
の
後
三
〇
日
間
等
に
お
い
て
当
該
船
員
を
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
四
四
条
の
二
）。
こ
れ
ら
の

条
文
は
予
備
船
員
制
度
を
採
用
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
四
四
条
の
二
に
よ
れ
ば
、
船
員
が
雇
止
め
ら

れ
て
下
船
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
関
係
が
存
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
の
で
あ
る

（
60
）

。
ま
た
、
属
船
主
義
か

ら
属
社
主
義
へ
の
船
員
雇
用
の
転
換
、
海
上
労
働
契
約
に
対
す
る
解
雇
権
濫
用
法
理
適
用
の
た
め
に
、
ま
た
陸
上
勤
務
と
海
上
勤
務
と
を

行
き
来
す
る
船
員
の
場
合
の
雇
用
関
係
を
説
明
す
る
た
め
に
、
二
重
契
約
制
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
予
備
船
員
制
度
を
採
用
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
海
上
労
働
契
約
は
雇
用
契
約
と
雇
入
契
約
の
二
重
契
約
構
造
と
い
う
性

質
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
61
）

。

そ
れ
で
は
海
上
労
働
契
約
が
二
重
契
約
制
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
当
初
の
疑
問
で
あ
る
、
雇
用
契
約
は
旧

船
舶
所
有
者
と
の
間
で
、
雇
入
契
約
は
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
成
立
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
し
ま
う
点
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が

問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
船
員
法
四
三
条
は
文
言
上
、
雇
入
契
約
に
「
雇
用
契
約
」
は
含
ま
れ
な
い
が
、
そ
の
適
用
上
、
雇
用
契
約
も
ま

た
雇
入
契
約
に
付
随
し
て
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
形
成
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
股
裂
け
の
状
態
を
甘
受
し
、
旧

船
舶
所
有
者
に
対
し
て
は
陸
上
労
働
の
雇
用
関
係
を
、
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
は
海
上
労
働
の
雇
入
関
係
を
有
す
る
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
必
要
性
は
実
際
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
二
重
契
約
制
を
前
提
と
す
る
場
合
に
は
、
船
員
法

四
三
条
が
適
用
さ
れ
る
事
態
が
全
く
存
在
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
同
条
は
死
文
化
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
妥
当
で

（
四
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
四
四

は
な
い
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
及
び
会
社
分
割
の
際
の
海
上
労
働
契
約

（
62
）

の
帰
趨
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

第
二
節
　
船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
の
場
合

（
一
）
事
業
譲
渡
の
種
類
ご
と
の
分
析
の
必
要
性

そ
こ
で
、
事
業
譲
渡
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
と
事
業
の
一
部
譲
渡
の
場
合
と
に
分
け
て
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
、
実
質
的
に
、
旧
船
舶
所
有
者
は
そ
の
営
む
事
業
が
な
く
な
る
一
方
、
事
業

の
一
部
譲
渡
の
場
合
に
は
、
旧
船
舶
所
有
者
に
も
事
業
が
引
き
続
き
有
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
船
舶
所
有
者
、
新
船
舶
所

有
者
及
び
船
員
の
利
害
状
況
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
事
業
譲
渡
に
よ
る
陸
上
労
働
契
約
の
承
継
の
文
脈
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る

（
63
）

。
し
た
が
っ
て
、
事
業
譲
渡
の
す
べ
て
の
類
型
を
包
括
的
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
、
事
業
の
一

部
譲
渡
の
場
合
及
び
単
な
る
船
舶
の
譲
渡
に
分
け
た
検
討
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
一
方
で
、
船
員
法
四
三
条
の
主
た
る
趣
旨
で
あ
る
船
員
の
失
業
防
止
と
い
う
点
を
強
調
し
つ
つ

も
、
他
方
で
、
事
業
譲
渡
に
よ
る
雇
入
契
約
の
承
継
の
不
利
益
や
船
舶
所
有
者
の
経
済
的
な
効
用
を
害
す
る
こ
と
を
も
防
ぐ
よ
う
な
検
討

も
必
要
と
な
る
。
事
業
譲
渡
の
利
用
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
経
済
的
に
苦
境
に
至
っ
た
企
業
が
不
採
算
部
門
を
売
却
す
る
と
い
う
場
合
も

少
な
く
な
い
。
不
採
算
部
門
が
余
剰
人
員
を
抱
え
、
か
つ
労
働
条
件
も
経
営
実
態
か
ら
す
る
と
高
す
ぎ
る
よ
う
な
場
合
に
、
事
業
譲
渡
に

全
従
業
員
の
承
継
及
び
労
働
条
件
維
持
を
強
制
す
る
と
、
事
業
譲
渡
契
約
自
体
が
成
立
し
難
く
な
り
、
逆
に
、
倒
産
に
よ
り
雇
用
が
失
わ

（
四
八
〇
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
四
五

れ
る
こ
と
も
あ
る

（
64
）

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
単
純
に
船
員
法
四
三
条
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
事
業
譲
渡
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
譲
渡
が

あ
っ
た
場
合
に
必
ず
海
上
労
働
契
約
を
承
継
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
律
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合

例
え
ば
、
旧
船
舶
所
有
者
が
有
す
る
そ
の
す
べ
て
の
事
業
を
新
船
舶
所
有
者
に
譲
渡
し
た
場
合
、
旧
船
舶
所
有
者
に
雇
い
入
れ
ら
れ
て

い
た
船
員
の
海
上
労
働
契
約
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
船
員
法
四
三
条
に
基
づ
い
て
、
旧

船
舶
所
有
者
と
の
間
の
雇
入
契
約
は
終
了
し
、
新
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
の
雇
入
契
約
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
船
員
法
四
三
条
は
民
法
六
二
五
条
一
項
の
例
外
規
定
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る

（
65
）

。
民
法
六
二
五
条
一
項
は
、
雇
用
と
は
当

事
者
の
個
性
に
着
目
し
て
締
結
す
る
た
め
、
労
働
者
が
あ
る
使
用
者
の
た
め
に
労
務
を
提
供
し
て
い
る
場
合
に
、
異
な
る
使
用
者
に
労
務

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
の
契
約
の
目
的
を
履
行
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る

（
66
）

。
さ
ら
に
、
雇
用
契
約
の
本
質
は
、
労

務
者
本
人
の
労
働
力
の
売
買
に
あ
り
、
労
働
な
い
し
労
働
力
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
主
体
た
る
人
間
と
完
全
に
切
り
離
し
え
な
い
も
の
で

あ
っ
て
、
契
約
当
事
者
の
地
位
な
い
し
は
権
利
義
務
が
一
身
専
属
的
な
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
る
結
果
、
使
用
者
が
変
わ
れ
ば
、
労
務
の

内
容
も
変
わ
り
、
労
務
者
に
不
利
益
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
や
す
い
た
め
、
労
働
者
の
承
諾
な
し
に
使
用
者
が
そ
の
権
利
を
第
三
者
に
譲
渡

す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
と
も
説
明
さ
れ
る

（
67
）

。
そ
う
す
る
と
、
確
か
に
、
雇
用
契
約
上
の
地
位
や
権
利
義
務
の
一
身
専
属
性
が
あ
る
程
度

修
正
な
い
し
は
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
わ
れ
る
も
の
の

（
68
）

、
基
本
的
に
は
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
同
意
な
く
し
て
そ
の
権

利
義
務
を
他
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
同
項
に
違
反
し
て
使
用
者
が
労
働
者
に
対
す
る
権
利
義

務
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
、
そ
の
違
反
の
効
果
は
ど
う
か
。
こ
の
点
、
民
法
六
二
五
条
二
項
違
反
に
対
す
る
三
項
の
よ
う
な
解
除
の

（
四
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
四
六

制
裁
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
も
し
、
民
法
六
二
五
条
一
項
に
違
反
し
て
、
労
働
者
に
対
す
る
権
利
義
務
を
第
三
者
に
譲

渡
し
た
と
し
て
も
、
当
該
譲
渡
は
無
効
で
あ
っ
て
、
単
に
労
働
者
は
譲
渡
人
で
あ
る
使
用
者
に
対
し
て
労
務
を
提
供
す
れ
ば
足
り
る
か
ら

で
あ
る

（
69
）

。
つ
ま
り
、
た
と
え
同
意
な
く
使
用
者
が
変
更
さ
れ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
は
譲
渡
人
に
対
し
て
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
で
保
護

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
に
は
、
労
務
提
供
先
の
事
業
場
閉
鎖
に
伴
い
、
解
雇
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
容
易
に
予
想
し
得
る

（
70
）

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
、
民
法
六
二
五
条
一
項
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
の
全
部
譲

渡
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
労
働
者
の
失
業
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
者
の
同
意
な
く
と
も
労
働
者
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
も
考
え
ら
れ
る

（
71
）

。
こ
の
こ
と
は
、
船
員
法
の
改
正
時
に
お
け
る
議
論
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
失
業
防
止
と
い
う
趣
旨
と
も
平

仄
が
合
う
。

も
っ
と
も
、
事
業
の
全
部
譲
渡
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
に
つ
い
て
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
使
用
者
が
そ
の
有
す
る
全
部
の
事
業
を

他
社
に
譲
渡
し
つ
つ
、
特
定
の
労
働
者
の
み
、
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
承
継
を
排
除
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
事
業
譲
渡

契
約
に
お
い
て
は
、
譲
渡
会
社
の
全
部
の
事
業
を
譲
渡
す
る
と
し
つ
つ
も
、
一
旦
、
譲
渡
会
社
が
労
働
者
を
全
員
解
雇
し
た
上
で
、
譲
受

会
社
が
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
を
新
規
に
採
用
す
る
形
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
特
定
の
労
働
者
（
例
え
ば
、
労
働
組
合
員
等
）
の

み
採
用
を
拒
否
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
譲
渡
会
社
に
よ
り
解
雇
さ
れ
、
譲
受
会
社
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
労

働
者
が
譲
受
会
社
に
対
し
て
地
位
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
た
と
え
、
譲
渡
会
社
に
よ
る
解
雇
に
つ
い
て
、

解
雇
権
濫
用
法
理
や
不
当
労
働
行
為
を
理
由
に
無
効
と
し
た
と
し
て
も
、
既
に
譲
渡
会
社
は
事
業
を
失
っ
て
お
り
、
会
社
解
散
や
事
業
場

閉
鎖
等
を
理
由
に
、
結
果
的
に
は
解
雇
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
解
雇
を
無
効
と
し
た
上
で
、
当
該
労
働
契
約
を
譲
受
会
社

に
承
継
さ
せ
る
こ
と
が
解
釈
上
、
非
常
に
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
従
来
の
裁
判
例
で
は
、
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
労
働

（
四
八
二
）
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者
の
承
継
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
と
き
に
は
、
譲
渡
当
事
者
間
の
合
理
的
意
思
解
釈
を
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
承
継
を
認
め
る

場
合
も
あ
る
が

（
72
）

、
明
確
に
、
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
労
働
契
約
の
承
継
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判
例

（
73
）

や
学
説

（
74
）

は
労
働

契
約
の
承
継
を
認
め
る
た
め
の
根
拠
に
腐
心
し
て
き
た

（
75
）

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
海
上
労
働
契
約
の
承
継
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
や
、
旧
船
舶
所
有
者
が
船

員
を
全
員
解
雇
（
雇
止
め
＋
解
雇
）
し
、
新
規
に
新
船
舶
所
有
者
が
解
雇
さ
れ
た
船
員
の
う
ち
、
一
部
を
新
規
に
採
用
す
る
形
を
と
っ
た

場
合
に
、
旧
船
舶
所
有
者
に
よ
る
解
雇
が
解
雇
権
濫
用
法
理
や
不
当
労
働
行
為
を
理
由
と
し
て
無
効
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
船
員
法
四
三

条
二
項
に
基
づ
き
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
地
位
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
旧
船
舶
所
有
者
に
よ
る
解

雇
又
は
労
働
契
約
の
不
承
継
の
合
意
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
該
解
雇
及
び
合
意
が
無
効
と
な
れ
ば
、
旧
船
舶
所
有
者
と
の
間
で
海
上

労
働
契
約
が
存
続
し
、
そ
の
契
約
は
船
員
法
四
三
条
一
項
に
基
づ
き
終
了
し
つ
つ
、
事
業
の
譲
受
会
社
で
あ
る
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て

承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
は
、
従
前
の
事
業
譲
渡
に
伴

う
労
働
契
約
の
承
継
に
関
し
て
最
も
問
題
と
な
る
譲
渡
会
社
及
び
譲
受
会
社
間
の
労
働
契
約
の
承
継
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
、
海
上
労
働

契
約
の
承
継
を
認
め
る
た
め
の
重
要
な
法
的
根
拠
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
旧
船
舶
所
有
者
に
よ
る
船
員
の
解
雇
を
全
て
無
効
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
業
の
全
部
譲
渡
に

伴
い
事
業
の
整
理
統
合
等
を
行
う
よ
う
な
と
き
に
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
一
部
の
船
員
を
解
雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
旧
船
舶
所
有
者
に
よ
る
解
雇
に
つ
い
て
解
雇
権
濫
用
法
理
が
適
用
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
当

該
解
雇
は
有
効
に
な
り
得
る
と
解
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
船
員
法
四
三
条
は
海
上
労
働
契
約
の
承
継
を
認
め
る
根
拠
と
な
り
得
る
も
の

の
、
必
ず
海
上
労
働
契
約
を
承
継
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ま
で
を
も
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
結
局
、
事
業
の
全
部

（
四
八
三
）
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譲
渡
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
船
員
法
四
三
条
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
海
上
労
働
契
約
は
承
継
さ
れ
る
が
、
他
方
で
、
譲
渡
会
社
と
譲

受
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
、
特
定
の
労
働
者
の
承
継
を
排
除
し
た
場
合
に
は
、
当
該
契
約
に
お
け
る
承
継

排
除
規
定
を
整
理
解
雇
と
し
て
捉
え
て
、
当
該
排
除
に
つ
い
て
解
雇
権
濫
用
法
理
が
適
用
さ
れ
、
も
し
解
雇
無
効
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

同
条
に
基
づ
い
て
海
上
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
条
は
、
海
上
労
働
契
約
の
承
継
を
認
め
な
い
内
容
の
事
業
譲
渡
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
等
に
、
当
該
行
為
を
解
雇

と
し
て
扱
い
整
理
解
雇
法
理
を
適
用
し
、
同
法
理
に
よ
り
解
雇
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
新
船
舶
所
有
者
に
海
上
労
働
契
約
を
承
継

さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
事
業
の
一
部
譲
渡
の
場
合
・
特
定
船
舶
の
み
の
譲
渡
の
場
合

他
方
で
、
事
業
の
一
部
譲
渡
や
特
定
船
舶
の
み
を
譲
渡
し
た
場
合
、
当
該
事
業
に
従
事
し
て
い
た
船
員
と
の
雇
用
関
係
や
当
該
船
舶
に

乗
り
組
ん
で
い
た
船
員
と
の
雇
用
関
係
も
、
事
業
の
一
部
譲
渡
や
船
舶
の
譲
渡
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
従
前
の
学
説
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
含
め
て
、
船
員
法
四
三
条
は
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（
76
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
適
用
の
仕

方
に
対
し
て
は
、
船
舶
の
運
航
に
携
わ
る
船
員
は
船
舶
所
有
者
に
従
属
す
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
船
舶
自
体
に
従
属
し
、
船
舶
自
体
に

対
し
そ
の
労
務
を
提
供
す
る
者
と
で
あ
る
と
す
る
極
め
て
古
い
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り

（
77
）

、
ま
た
、
た
と
え
乗
船
中
に
特
定
の
船
舶
を

譲
渡
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
船
員
法
四
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
充
分
そ
の
必
要
性
を
満
た
す
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る

（
78
）

。
つ
ま
り
、

船
員
法
四
三
条
は
属
船
主
義
を
前
提
と
す
る
規
定
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
船
舶
の
所
有
権
が
移
転
す
れ
ば
、
当
該
船
舶
の
運
航
に
従
事
す

る
船
員
（
乗
船
中
で
あ
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
）
は
、
同
条
に
基
づ
き
譲
受
会
社
と
の
間
で
海
上
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と

（
四
八
四
）
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に
も
一
定
の
合
理
性
を
有
す
る
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
一
杯
船
主
の
よ
う
な
場
合
を
除
け
ば
（
一
杯
船
主
の
場
合
の
船
舶
の
譲
渡

は
事
業
の
全
部
譲
渡
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
）、
複
数
の
船
舶
を
所
有
し
て
い
る
船
舶
所
有
者
（
船
社
）
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
船
員
は
、

船
舶
そ
れ
自
体
に
従
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
特
定
の
船
舶
の
譲
渡
を
含
め
、
一
部
の
事
業

譲
渡
の
場
合
に
つ
い
て
ま
で
、
船
員
法
四
三
条
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
昭
和
一
二
年
の
船
員

法
改
正
時
に
お
い
て
、
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
船
員
の
人
格
無
視
」
と
も
い
う
べ
き
事
態
が
生
じ
う
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
一
部
の
事
業
に
付
随
す
る
特
定
の
船
舶
の
運
航
に
従
事
す
る
船
員
の
み
を
他
社
に
自
由
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
、
船
員
法
四
三
条
が
適
用
さ
れ
る
が
故
に
、
逆
に
船
員
労
働
の
安
定
性
を
害
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
船
員
が
労
務
を
提
供
し
て
い
る
事
業
を
船
舶
所
有
者
が
全
部
譲
渡
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
船
員
と
し
て

は
譲
渡
先
に
海
上
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
た
方
が
雇
用
の
安
定
が
実
現
さ
れ
る
一
方
、
船
舶
所
有
者
が
採
算
の
と
れ
な
い
事
業
部
門
の
み

を
譲
渡
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
労
働
者
が
そ
れ
と
と
も
に
海
上
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
と
す
る
と
、
今
度
は
承
継
先
で
雇
用
不
安
が

生
じ
る
可
能
性
も
出
て
く
る

（
79
）

。
そ
う
す
る
と
、
逆
に
承
継
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
員
法
四
三
条
の
趣
旨
で
あ
る
船
員
の
失
業
防
止

が
図
ら
れ
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
事
業
の
一
部
譲
渡
に
つ
い
て
船
員
法
四
三
条
の
適
用
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
船
舶
所
有
者
が
予
め
不

採
算
部
門
に
船
員
を
配
転
（
転
船
）
さ
せ
る
こ
と
で
、
特
定
の
船
員
の
み
を
承
継
さ
せ
る
可
能
性
す
ら
生
じ
る

（
80
）

。

他
方
で
、
船
舶
所
有
者
の
側
に
と
っ
て
も
不
合
理
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
部
の
事
業
の
み
を

譲
渡
す
る
場
合
に
、
当
該
事
業
に
従
事
し
て
い
る
船
員
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
海
上
労
働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

譲
渡
会
社
で
あ
る
船
舶
所
有
者
が
手
放
し
た
く
な
い
船
員
に
つ
い
て
も
自
動
的
に
承
継
さ
れ
、
人
事
労
務
に
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
八
五
）
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三
五
〇

そ
も
そ
も
、
事
業
の
一
部
譲
渡
の
場
合
、
労
働
者
が
雇
用
関
係
の
譲
受
会
社
へ
の
移
転
を
望
む
の
か
、
譲
渡
会
社
へ
の
残
存
を
望
む
の

か
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
毎
に
利
益
状
況
が
異
な
り
、
ま
た
、
個
別
の
ケ
ー
ス
の
中
で
も
、
個
々
の
労
働
者
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
り
得
る

こ
と
か
ら

（
81
）

、
船
員
法
四
三
条
が
一
律
に
雇
入
契
約
の
承
継
を
強
制
す
る
こ
と
は
船
員
に
と
っ
て
も
船
舶
所
有
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な

い
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
の
一
部
譲
渡
の
場
合
に
は
、
同
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
合
理
的
と
は
い
い

が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
属
社
主
義
が
一
般
化
し
て
い
る
現
代
の
船
員
雇
用
に
お
い
て
は
、
特
定
の
船
舶
と
の
関
係
は
か
な
り
分
離
し
て
お
り
、

船
舶
と
一
緒
に
船
員
も
承
継
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
ま
た
事
業
の
一
部
譲
渡
や
特
定
船
舶
の
譲
渡
の
場
合
に
も
適
用

さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
昭
和
一
二
年
改
正
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
船
員
の
人
格
を
無
視
す
る
程
度
が
あ
ま
り
に
重
大
な
も
の
と
な
り
、
船

舶
所
有
者
の
選
択
に
よ
っ
て
、
特
定
の
労
働
者
の
み
を
他
社
に
承
継
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
船

員
法
四
三
条
は
あ
く
ま
で
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
適
用
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

（
82
）

。

な
お
、
上
記
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
部
譲
渡
の
場
合
で
あ
る
の
か
が
、
海
上
労

働
契
約
が
承
継
さ
れ
る
か
否
か
の
分
水
嶺
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
雇
入
契
約
が
承
継
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
わ
ず
か
の

財
産
や
債
務
を
譲
受
対
象
か
ら
除
外
す
る
な
ど
し
て
、
船
員
法
四
三
条
の
適
用
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
然

に
事
業
全
部
の
譲
渡
で
は
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る

（
83
）

。

（
四
八
六
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
五
一

第
三
節
　
船
舶
所
有
者
の
会
社
分
割
の
場
合

（
一
）
船
員
法
四
三
条
に
お
け
る
「
相
続
そ
の
他
の
包
括
承
継
」
の
意
義

そ
れ
で
は
、
船
舶
所
有
者
が
会
社
法
上
の
会
社
分
割
に
よ
っ
て
船
舶
を
含
む
事
業
を
他
社
に
承
継
さ
せ
た
場
合
に
も
、
船
員
法
四
三
条

は
適
用
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

従
前
よ
り
、
会
社
法
上
の
会
社
分
割
の
効
果
は
（
部
分
的
）
包
括
承
継
で
あ
る
と
さ
れ
、
個
別
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
た
め
に
、
個

別
の
同
意
は
不
要
と
さ
れ

（
84
）

、
労
働
契
約
に
つ
い
て
も
、
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
承
継
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
承
継
さ
れ
る
。
そ
う
す

る
と
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
船
舶
所
有
者
が
会
社
分
割
に
よ
る
方
法
に
よ
っ
て
、
事
業
を
他
社
に
承
継
さ
せ
た
場

合
に
は
、
船
員
法
四
三
条
の
「
相
続
そ
の
他
の
包
括
承
継
」
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
同
条
の
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
会
社
分
割
の
効
果
は
包
括
承
継
で
あ
る
と
し
て
も
、
条
文
の
趣
旨
に
よ
っ
て
は
、「
相
続
そ
の
他
の
包
括
承
継
」
に
含
ま
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

と
い
う
の
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
を
有
す
る
他
の
法
令
に
お
い
て
、
会
社
分
割
が
「
相
続
そ
の
他
の
（
包
括
・
一
般
）
承
継
」
に
含
ま

れ
る
か
が
争
わ
れ
、
実
際
に
、
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
商
標
権
及
び
特
許
権

の
移
転
に
つ
い
て
、
特
許
法
九
八
条
一
項
及
び
同
条
を
準
用
す
る
商
標
法
三
五
条
に
よ
れ
ば
、「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
に
よ
る
も
の

を
除
き
」
特
許
権
及
び
商
標
権
の
移
転
は
登
録
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
い
う
「
相
続
そ
の

他
の
一
般
承
継
」
に
会
社
分
割
が
含
ま
れ
る
か
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
標
権
を
会
社
分
割
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と

と
な
っ
た
承
継
会
社
・
設
立
会
社
が
、
移
転
登
録
を
経
る
前
に
分
割
会
社
に
つ
い
て
破
産
手
続
き
が
開
始
し
た
も
の
に
係
る
神
戸
地
判
平

成
二
六
年
三
月
二
七
日
（
判
例
集
未
登
載
・
平
成
二
五
年
（
ワ
）
一
三
二
号
）
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る

（
85
）

。

（
四
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
五
二

本
件
は
、
会
社
分
割
に
よ
る
商
標
権
の
移
転
に
つ
い
て
、
登
録
の
要
否
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
は
、
訴
外
破
産
会
社
は
、
複

数
の
商
標
権
（
以
下
、
本
件
各
商
標
権
と
い
う
。）
を
取
得
し
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
破
産
手
続
開
始
前
に
自
ら
の
事
業
の
一
部
を
分

割
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
被
告
Ｙ
社
を
新
設
し
、
平
成
二
〇
年
六
月
三
〇
日
、
本
件
各
商
標
権
を
含
む
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
た
（
以
下
、

「
本
件
会
社
分
割
」
と
い
う
。）。
破
産
会
社
は
、
平
成
二
一
年
八
月
一
八
日
、
破
産
手
続
開
始
決
定
を
受
け
、
破
産
会
社
の
破
産
管
財
人
Ｘ

が
選
任
さ
れ
た
。
他
方
で
、
Ｙ
社
は
、
平
成
二
一
年
九
月
一
六
日
、
本
件
各
商
標
権
に
つ
い
て
、
会
社
分
割
を
原
因
と
す
る
移
転
登
録
を

申
請
し
、「
一
般
承
継
に
よ
る
本
件
の
移
転
」
と
し
て
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
Ｙ
社
は
、
本
件
会
社
分
割
が
「
相
続
そ
の
他

の
一
般
承
継
」
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
Ｘ
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
。
本
判
決
は
、
ま
ず
「
本
件
会
社
分
割
が

…
『
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
』
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
こ
こ
で
『
一
般
承
継
』
と
は
何
か
に
つ
き
特
許
法
（
商

標
法
）
に
は
何
ら
の
定
義
規
定
も
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
、『
相
続
の
そ
の
他
の
』
と
例
示
的
な
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
同
条
項
括
弧
書
に
い
う
『
一
般
承
継
』
の
意
味
内
容
は
、
上
記
『
相
続
そ
の
他
の
』
と
い
う
例
示
的
文
言
を
参
考
に
し
つ

つ
、
同
条
項
括
弧
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
解
釈
に
よ
り
決
す
る
ほ
か
な
い
。」
と
し
、
結
論
と
し
て
、
会
社
分
割
は
同
規
定
に
お
け
る

「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
た

（
86
）

。
結
果
的
に
、
会
社
分
割
に
よ
っ
て
特
許
権
や
商
標
権
が
移
転
す
る
場
合
に

は
、
特
許
法
九
八
条
一
項
一
号
に
い
う
「
特
許
権
の
移
転
」
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
移
転
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
と
し

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
分
割
は
、（
部
分
的
）
包
括
承
継
（
一
般
承
継
）
で
あ
る
と
性
質
決
定
さ
れ
る
も
の
の
、
条
文
の
趣
旨
か
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
従
来
の
学
説
及
び
裁
判
例
に
お
い
て
、
船
員
法
四
三
条
に
い
う
「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
に
会
社
分
割
が
含
ま
れ

る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
、
第
一
に
、
船
員
の
雇
入
契

（
四
八
八
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
五
三

約
は
雇
用
契
約
（
労
働
契
約
）
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
陸
上
労
働
者
と
異
な
ら
せ
る
意
味
合
い
は
大
き

く
な
い
。
第
二
に
、
も
し
仮
に
上
記
特
許
法
九
八
条
一
項
一
号
に
い
う
「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
と
同
様
に
、
会
社
分
割
は
、
そ
れ

に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
船
舶
所
有
者
が
会
社
分
割
を
行
う
と
、
当
該
分
割
事
業
に
従
事
し
て
い
た
船
員
に
つ
い
て
は
、

船
員
法
四
三
条
に
従
っ
て
分
割
会
社
と
の
雇
入
契
約
関
係
は
終
了
し
た
上
で
、
承
継
会
社
へ
と
承
継
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
論
的
に
は
、

い
ず
れ
も
さ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
実
質
的
に
は
、
船
員
法
四
三
条
は
雇
入
契
約
の
承
継
に
つ
い
て
の
み

規
定
が
あ
る
が
、
労
働
契
約
承
継
法
で
は
労
働
者
保
護
と
い
う
見
地
か
ら
、
労
働
契
約
の
当
然
承
継
に
鑑
み
て
、
い
く
つ
か
の
労
働
者
保

護
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
労
働
者
全
体
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
手
続
と
し
て
労
働
契
約
承
継
法
七
条
に
基
づ
く
措

置
（
七
条
措
置
）
や
、
平
成
一
二
年
商
法
等
改
正
法
附
則
五
条
一
項
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
分
割
会
社
と
承
継
事
業
に
従
事
す
る
個
別
労

働
者
と
の
協
議
（
五
条
協
議
）
で
あ
る
。
ま
だ
、
個
別
の
労
働
者
や
労
働
組
合
に
対
す
る
書
面
通
知
な
ど
も
定
め
て
お
り
（
承
継
法
二
条
）、

船
員
法
よ
り
も
手
厚
い
保
護
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
あ
え
て
会
社
分
割
に
つ
い
て
「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承

継
」
か
ら
排
除
し
て
、
船
舶
所
有
者
が
会
社
分
割
を
行
っ
た
場
合
に
も
労
働
契
約
承
継
法
で
は
な
く
船
員
法
の
み
を
適
用
さ
せ
る
必
要
性

は
全
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
87
）

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
、
事
業
の
一
部
譲
渡
や
特
定
船
舶
の
譲
渡
の

場
合
に
は
船
員
法
四
三
条
を
適
用
し
な
い
と
い
う
考
え
と
平
仄
が
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
会
社
分
割
は
事
業
の
一
部
譲
渡
や
特
定

船
舶
の
譲
渡
と
機
能
的
に
は
類
似
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
他
方
で
、
会
社
分
割
の
場
合
に
は
船

員
法
四
三
条
が
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
の
意
味
は
見
出
し
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
分
割
は
船
員
法
四
三
条
一
項
括
弧
書
き
に
い
う
「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
に
含
ま
れ
、
同
条
の
規
定
の
適
用

は
排
除
さ
れ
、
結
論
と
し
て
労
働
契
約
承
継
法
に
お
け
る
手
続
き
に
従
っ
て
、
船
員
の
海
上
労
働
契
約
は
承
継
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
五
四

（
二
）
雇
入
契
約
と
労
働
契
約
承
継
法

も
っ
と
も
、（
海
上
労
働
契
約
に
包
摂
さ
れ
る
）
雇
入
契
約
は
労
働
契
約
承
継
法
に
い
う
「
労
働
契
約
」
に
含
ま
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が

問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
労
働
契
約
承
継
法
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
会
社
分
割
を
す
る
と
き
は
、
労
働
者
に
対
し
て
、
通
知

期
限
日
ま
で
に
、
当
該
分
割
に
関
し
、
当
該
会
社
が
当
該
労
働
者
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
労
働
契
約
を
当
該
分
割
に
係
る
承
継
会
社
等

が
承
継
す
る
旨
の
分
割
契
約
等
に
お
け
る
定
め
の
有
無
等
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
二
条
一
項
一
号
に
掲
げ

る
労
働
者
が
分
割
会
社
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
労
働
契
約
で
あ
っ
て
、
分
割
契
約
等
に
承
継
会
社
等
が
承
継
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
も

の
は
、
当
該
分
割
契
約
等
に
係
る
分
割
の
効
力
が
生
じ
た
日
に
、
当
該
承
継
会
社
等
に
承
継
さ
れ
る
と
さ
れ
る
が
（
労
働
契
約
承
継
法
三

条
）、
こ
こ
に
い
う
「
労
働
者
」
に
船
員
法
上
の
船
員
は
含
ま
れ
る
の
か
、
加
え
て
、「
労
働
契
約
」
に
雇
入
契
約
は
含
ま
れ
る
の
か
が
問

題
と
な
る
。

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
は
、
船
員
法
六
条
に
よ
る
と
、
労
働
者
の
定
義
規
定
で
あ
る
労
働
基
準
法
九
条
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
労
働
契
約
法
二
〇
条
一
項
に
お
い
て
も
、
同
法
二
条
一
項
の
労
働
者
の
定
義
規
定
が
適
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
が
あ
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
労
働
契
約
承
継
法
に
お
け
る
労
働
者
に
つ
い
て
船
員
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
後
者
に
関
し
て
は
、
雇
入
契
約
に
つ
い
て
、
確
か
に
、
陸
上
の
労
働
法
と
は
異
な
る
用
語
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
従
前
か

ら
、
雇
用
契
約
の
一
種
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
現
在
の
労
働
契
約
と
雇
入
契
約
を
別
の
契
約
と
し
て
、
適
用
の

対
象
外
と
解
す
る
必
要
性
は
全
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
船
舶
所
有
者
が
会
社
分
割
を
行
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
船
員
の
雇
入
契
約
は
陸
上
労
働
者
と
全
く
同
じ
く
、
労
働
契

約
承
継
法
の
定
め
に
従
い
、
承
継
等
が
決
ま
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
88
）

。

（
四
九
〇
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
五
五

な
お
、
こ
の
点
、
船
員
の
雇
入
契
約
の
一
括
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
例
え
ば
、
あ
る
船
員
が
Ａ
船
へ
の
乗
り
組
み
と
Ｂ
船
へ
の

乗
り
組
み
と
い
う
形
で
一
括
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
Ｂ
船
の
み
が
新
設
分
割
会
社
や
吸
収
分
割
会
社
へ
と
承
継
さ
れ
た
と
き
、
当

該
船
員
の
海
上
労
働
契
約
は
ど
う
な
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
に
い
う
一
括
届
出
と
は
、
航
路
、
漁
法
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
同
一

の
船
舶
所
有
者
に
属
し
て
い
る
二
隻
以
上
の
船
舶
相
互
の
間
で
船
員
の
乗
組
み
を
頻
繁
に
変
更
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
船
舶
所
有
者

は
、
所
轄
地
方
運
輸
局
長
の
許
可
を
受
け
て
、
許
可
を
受
け
た
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
船
員
の
雇
入
契
約
が
、
個
々
の
船
舶
で
は
な
く

て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
船
舶
に
つ
い
て
存
す
る
も
の
と
し
て
、
一
括
し
て
届
出
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
（
船
員
法
施
行
規
則
二
二
条
一
項

（
89
）

）。

本
来
で
あ
れ
ば
、
雇
入
契
約
の
届
出
は
船
舶
毎
に
行
わ
れ
る
が
、
複
数
の
船
舶
を
所
有
し
て
い
る
船
舶
所
有
者
の
場
合
、
船
員
を
転
船
さ

せ
る
た
び
に
届
出
さ
せ
る
の
は
煩
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
雇
入
契
約
の
届
出
制
度
は
、
あ
く
ま
で
行
政
規

制
の
一
種
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
こ
と
の
み
を
基
準
に
雇
入
契
約
の
承
継
の
問
題
を
考
え
る
と
ま
で
は
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
雇
入
契
約
の
届
出
の
内
容
如
何
を
問
わ
ず
、
基
本
的
に
は
、
労
働
契
約
承
継
法
が
定
め
る
「
承
継
さ
れ
る
事
業
に
主
と
し
て

従
事
す
る
労
働
者
」
か
否
か
な
ど
の
区
別
に
従
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
四
章

　
陸
上
労
働
契
約
に
対
す
る
船
員
法
四
三
条
の
類
推
適
用
の
可
能
性

最
後
に
、
船
員
法
四
三
条
を
陸
上
労
働
契
約
の
承
継
に
類
推
適
用
し
得
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
確
か
に
、
こ
の
点
、

企
業
と
従
業
員
と
の
関
係
は
多
様
で
あ
り
、
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
船
員
法
四
三
条
と
い
う
特
別
の
規
定
な
し

に
、
事
業
譲
渡
一
般
に
つ
き
民
商
法
の
原
則
を
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る

（
90
）

。
し
か
し
他
方
で
、
従
前
、
播
磨
鉄

（
四
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
五
六

鋼
事
件
で
は
「
船
舶
お
よ
び
船
員
の
労
務
関
係
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
規
定
で
あ
つ
て
、
こ
の
理
を
直
ち
に
労
働
者
一
般
に
拡
張
適
用
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
企
業
組
織
の
変
更
を
伴
わ
な
い
主
体
的
変
更
の
典
型
的
な
場
合
と
す
れ
ば
、
規
定
の
趣
旨
と
解

決
の
方
法
は
、
本
問
題
を
考
え
る
に
つ
い
て
十
分
考
慮
に
値
い
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
東
京
日
新
学

園
事
件
第
一
審
判
決
で
も
参
照
条
文
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

播
磨
鉄
鋼
事
件
で
は
船
員
法
四
三
条
を
「
船
舶
お
よ
び
船
員
の
労
務
関
係
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
規
定
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

い
う
特
殊
性
と
は
何
か
が
ま
ず
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
い
う
特
殊
性
は
、
属
船
主
義
的
な
発

想
の
下
、
船
員
の
労
務
関
係
は
船
舶
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
船
員
法
四
三
条
は
船
舶
の
譲
渡
に
伴
っ
て
、
当
該
船

舶
に
属
す
る
船
員
の
海
上
労
働
契
約
を
承
継
さ
せ
る
た
め
の
規
定
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
当
初
は
、
船
員
法

四
三
条
は
そ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
戦
後
の
予
備
船
員
制
度
の
拡
大
に
伴
う
属
社
主
義
的
な

発
想
の
一
般
化

（
91
）

や
、
同
条
が
船
員
の
失
業
防
止
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
属
船
主
義
的
な
発
想
の

下
で
、
当
該
規
定
を
捉
え
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
船
員
法
四
三
条
は
あ
く
ま
で
属
社
主
義
的
な

発
想
の
下
で
、
船
員
の
失
業
防
止
と
い
う
趣
旨
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

次
に
検
討
す
べ
き
は
、
船
員
法
四
三
条
が
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
伴
う
「
船
員
」
の
失
業
防
止
規
定
で
あ
る
と
い
う
船
員
労
働
保
護
と

い
う
見
地
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、
広
く
陸
上
労
働
者
の
失
業
防
止
規
定
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

船
員
労
働
の
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
陸
上
労
働
法
と
は
別
に
船
員
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
特

殊
性
か
ら
導
か
れ
る
規
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
類
推
適
用
の
基
礎
が
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
、
船
員
労
働
の
特
殊
性
に

は
、
海
上
労
働
の
危
険
性
、
孤
立
性
、
離
家
庭
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
船
内
労
働
」
の
特
殊
性
に
過
ぎ

（
四
九
二
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
五
七

ず
、
海
上
労
働
「
契
約
」
の
特
殊
性
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
船
員
法
四
三
条
の
特
殊
性
は
、
属
船
主
義
を
背
景
に
し
た
規
定
と
い
う

点
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
条
は
既
に
属
船
主
義
的
な
発
想
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
船
員
の
失
業
防
止
規
定
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
船
舶
所
有
者
だ
け
で
は
な
く
一
般
の
使
用
者
の
変
更
に
伴
う
労
働
者
の
失
業
防
止
の
た

め
の
規
定
と
し
て
、
類
推
適
用
の
基
礎
は
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
い
う
使
用
者
の
変
更
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
使
用
者
の
事
業
の
全
部
譲
渡
に
限
ら
れ

（
92
）

、
事
業
の
一
部
譲
渡
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
や
は
り
従
前
ど
お
り
の
対
応
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
陸
上
労
働
者
と
海
上
労
働
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
も
使
用
者
の
事
業
の
全
部
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
に
類
推
適
用
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
る
。
第
一
に
、
海
運
会
社
（
船
舶
所
有
者
・
使
用
者
）
に
は
、
海
上
労
働
者
の
み
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
陸
上
労
働
者
も
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
海
運
会
社
（
船
舶
所
有
者
・
使
用
者
）
が
そ
の
有
す
る

事
業
の
全
部
を
譲
受
会
社
に
譲
渡
し
た
場
合
、
海
上
労
働
者
に
つ
い
て
の
み
船
員
法
四
三
条
に
基
づ
い
て
譲
受
会
社
に
承
継
さ
れ
る
一
方
、

陸
上
労
働
者
に
つ
い
て
は
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
明
確
に
承
継
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
労
働
者
を
い
っ
た
ん
解
雇
し
て
、
譲

受
会
社
が
新
規
に
採
用
す
る
と
い
う
旨
を
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
定
め
た
よ
う
な
場
合
）
に
は
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
の
合
理
性
は
基
本
的
に
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
海
上
労
働
契
約
の
二
重
契
約

制
か
ら
、
船
員
は
配
乗
が
決
定
す
る
際
に
、
雇
入
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
有
給
休
暇
等
に
よ
り
予
備
船
員
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

雇
止
め
が
な
さ
れ
雇
入
契
約
は
終
了
し
、
雇
用
契
約
の
み
が
存
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
船
員
法
四
三
条
は
あ
く
ま
で

「（
雇
用
契
約
を
前
提
す
る
）
雇
入
契
約
」
の
終
了
と
、
承
継
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
素
直
に
同
条
を
適
用
す
れ
ば
、
例
え
ば
、

船
員
の
有
給
休
暇
中
に
船
舶
所
有
者
が
事
業
の
全
部
を
譲
渡
し
た
場
合
、
予
備
船
員
の
雇
用
契
約
は
承
継
さ
れ
な
い
が
、
他
方
で
、
雇
入

（
四
九
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
五
八

契
約
期
間
中
の
海
員
や
船
長
の
雇
入
契
約
の
み
承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
取
り
扱
い
を
変
え
る
こ
と

の
合
理
性
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
に
も
、
予
備
船
員
に
つ
い
て
も
船
員
法
四
三
条
に
基
づ
く
承
継
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
敷
衍
す
れ
ば
、
船
員
は
確
か
に
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
船
内
で
労
務
を
提
供
す

る
者
と
し
て
採
用
さ
れ
る
が
、
大
規
模
な
船
舶
所
有
者
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
陸
上
勤
務
を
行
う
場
合
も
存
在
す
る
。
陸
上
勤
務
の
場
合

に
は
、
船
員
法
で
は
な
く
陸
上
労
働
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
も
し
、（
元
）
船
員
が
陸
上
勤
務
中
に
事
業
の
全
部
譲
渡
が

行
わ
れ
た
場
合
に
、
事
業
譲
渡
契
約
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
承
継
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
結
局
、
事
業
の
全
部
譲
渡
が
行
わ
れ
た
場

合
に
、
陸
上
労
働
者
と
海
上
労
働
者
と
で
取
り
扱
い
を
変
え
る
こ
と
の
合
理
性
が
見
出
し
が
た
い
以
上
、
陸
上
労
働
者
に
つ
い
て
も
船
員

法
四
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
使
用
者
の
事
業
の
全
部
譲
渡
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
た
と
え
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
労
働
契
約
の
承

継
を
認
め
な
い
旨
の
内
容
を
定
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
、
労
働
契
約
は
承
継
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

な
お
、
会
社
分
割
の
場
合
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
船
員
法
四
三
条
は
適
用
さ
れ
ず
、
陸
上
労
働
者
と
海
上
労
働
者
と
で
労
働
契
約

（
雇
入
契
約
）
の
承
継
に
つ
い
て
異
な
る
手
続
き
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
取
り
扱
い
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は

な
い
。

第
五
章

　
結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
従
来
、
学
説
及
び
裁
判
例
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
船
員
法
四
三
条
の
趣
旨
や
そ
の
適

用
範
囲
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
確
か
に
、
船
員
法
四
三
条
は
当
初
は
改
正
前
商
法
五
八
四
条
の
規
定
の
趣
旨
で
あ

（
四
九
四
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
五
九

る
船
舶
交
通
の
途
絶
の
防
止
と
い
う
趣
旨
を
も
参
酌
し
た
上
で
立
法
化
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
他
方
で
、
そ
の
文
言
の
変
更
や
船

員
法
の
他
の
条
文
と
の
関
係
か
ら
、
船
舶
所
有
者
の
変
更
に
伴
う
船
員
雇
用
の
安
定
性
・
船
員
の
失
業
防
止
と
い
う
趣
旨
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
。
し
か
し
、
事
業
の
一
部
譲
渡
や
特
定
の
船
舶
の
譲
渡
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
利
害
状
況
の
複
雑
性
や
船

員
の
承
継
の
不
利
益
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
基
本
的
に
は
、
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
と
限
定
的
に
解
す

べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
陸
上
労
働
者
の
労
働
契
約
の
場
合
に
も
船
員
法
四
三
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
承
継
さ
れ
る
可
能
性
を
示

し
た
。

と
こ
ろ
で
、
船
員
法
四
三
条
に
つ
い
て
は
、
末
広
厳
太
郎
博
士
は
「
一
面
に
お
い
て
『
船
舶
所
有
者
ノ
変
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
海
員
ノ

雇
入
契
約
は
終
了
ス
』
と
い
い
つ
つ
、
他
面
に
お
い
て
『
前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
雇
入
契
約
終
了
ノ
時
ヨ
リ
海
員
ト
新
所
有
者
ト
ノ
間

ニ
従
前
ノ
雇
入
契
約
ト
同
一
条
件
ノ
雇
入
契
約
存
ス
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス
』
云
々
な
る
規
定
を
設
け
て
い
る
ゆ
え
ん
の
も
の
は
、
船
舶
所
有

者
の
変
更
の
場
合
に
旧
所
有
者
と
海
員
と
の
間
に
存
す
る
労
働
関
係
が
所
有
者
の
変
更
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
新
所
有
者
と
の
間
に
移

転
す
る
ゆ
え
ん
を
理
論
的
に
説
明
し
理
解
す
る
法
的
技
術
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
私
は
思
う
」
と
評
さ
れ
た

（
93
）

。
末
広
博
士
は
企
業

の
変
更
の
場
合
、
雇
用
契
約
は
当
然
に
承
継
さ
れ
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
船
員
法
の
規
定
は
、
法
的
技
術
が
貧

困
で
あ
る
が
ゆ
え
の
規
定
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
従
来
の
学
説
の
中
に
は
、
企
業
概
念
を
用
い
て
、
労
働
契
約

の
当
然
承
継
も
唱
え
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
事
業
譲
渡
を
含
め
た
組
織
再
編
の
複
雑
化
に
よ
り
、
そ
の
利
害
状
況
は
従
来

の
民
法
学
や
商
法
学
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
単
純
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
単
に
、
企
業
に
付
随
し
て
労
働
者
も
承
継
さ
れ
れ
ば

良
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
律
に
雇
入
契
約
の
承
継
を
規
定
す
る
船
員
法
四
三
条
は
や
や
乱
暴
に
過
ぎ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
雇
入
契
約
の
承
継
の
利
益
を
も
も
た
ら
す
同
規
定
は
、
立
法
論
と
し
て
疑
問
を
呈
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
適
用
範

（
マ
マ
）

（
四
九
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六
〇

囲
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

船
員
法
四
三
条
は
し
ば
し
ば
陸
上
労
働
に
お
い
て
労
働
契
約
の
承
継
を
求
め
る
た
め
の
一
つ
の
参
照
条
文
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
趣
旨
や
適
用
範
囲
の
曖
昧
さ
も
あ
り
、
ま
た
船
員
法
と
い
う
海
商
法
学
や
労
働
法
学
の
交
錯
領
域
と
い
う
こ
と
も
相

俟
っ
て
、
な
お
不
明
瞭
な
規
定
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
中
、
船
員
法
四
三
条
の
趣
旨
及
び
適
用
範
囲
に
つ
い

て
あ
る
程
度
明
確
に
し
た
も
の
と
は
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
方
で
、
本
稿
の
よ
う
な
解
釈
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
は
、
改
め

て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
の
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
本
研
究
はJS

P
S

科
研
費17K

03444

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
1
）	

菅
野
和
夫
『
労
働
法
（
第
11
版
補
正
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
七
一
七
頁
。

（
2
）	

落
合
誠
一
編
『
12

　
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

　
定
款
の
変
更
／
事
業
の
譲
渡
等
／
清
算
［
１
］』〔
齊
藤
真
紀
〕（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）

五
五
頁
。

（
3
）	

濱
口
桂
一
郎
「
船
員
の
労
働
法
政
策
」
季
刊
労
働
法
二
五
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
九
頁
、
同
『
日
本
の
労
働
法
政
策
』（
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
、
二
〇
一
八
年
）
一
〇
四
七
頁
参
照
。

（
4
）	

例
え
ば
、
大
阪
高
判
昭
和
三
八
年
三
月
二
六
日
判
時
三
四
一
号
三
七
頁
〔
播
磨
鉄
鋼
事
件
〕
は
「
船
舶
お
よ
び
船
員
の
労
務
関
係
の
特
殊
性
を

考
慮
し
た
規
定
で
あ
つ
て
、
こ
の
理
を
直
ち
に
労
働
者
一
般
に
拡
張
適
用
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
企
業
組
織
の
変
更
を
伴
わ
な

い
主
体
的
変
更
の
典
型
的
な
場
合
と
す
れ
ば
、
規
定
の
趣
旨
と
解
決
の
方
法
は
、
本
問
題
を
考
え
る
に
つ
い
て
十
分
考
慮
に
値
い
す
る
も
の
が
あ

る
」
と
述
べ
る
な
ど
し
て
、
使
用
者
の
営
業
譲
渡
が
な
さ
れ
、
か
つ
労
働
者
の
同
意
が
な
く
と
も
、
従
前
の
労
働
契
約
関
係
は
新
使
用
者
に
承
継
さ

（
四
九
六
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
六
一

れ
る
と
し
た
。

（
5
）	

神
戸
大
学
海
事
科
学
研
究
科
海
事
法
規
研
究
会
編
『
概
説
海
事
法
規
（
改
訂
版
）』〔
根
本
到
〕（
成
山
堂
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
七
三
頁
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
船
舶
所
有
者
と
は
、
単
な
る
船
舶
の
所
有
権
者
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（
な
お
、
海
商
法
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
の

概
念
に
つ
い
て
は
、
中
村
眞
澄
＝
箱
井
崇
史
『
海
商
法
（
第
２
版
）』（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
七
〇
頁
参
照
）。

（
6
）	

船
舶
の
所
有
者
か
ら
船
舶
を
借
り
受
け
、
当
該
船
舶
を
航
海
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
船
舶
借
入
人
が
船
員
を
雇
い
入
れ
、
船
舶
を
航
海
の

用
に
供
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
合
の
使
用
者
は
船
舶
借
入
人
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

（
7
）	

な
お
、
本
稿
で
は
議
論
を
複
雑
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
使
用
者
を
船
舶
所
有
者
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
8
）	

前
掲
註（
３
）・
濱
口
「
船
員
の
労
働
法
政
策
」
一
五
九
頁
。

（
9
）	

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
南
健
悟
「
海
上
労
働
契
約
の
構
造
」
淺
野
高
宏
ほ
か
編
『
労
働
契
約
論
の
再
構
成
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
一
九
年
）
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
10
）	

本
件
で
は
、
Ｙ
１
社
は
船
舶
を
借
り
受
け
て
、
水
先
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
船
舶
借
入
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｙ
２
社
は
、
Ｙ
１
社
か

ら
の
事
業
を
譲
り
受
け
、
ま
た
Ｙ
１
社
が
借
り
受
け
て
い
た
船
舶
を
船
舶
所
有
者
か
ら
譲
り
受
け
て
、
自
ら
が
船
舶
所
有
者
と
な
っ
て
事
業
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
２
社
に
つ
い
て
は
船
舶
所
有
者
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	

本
稿
の
執
筆
は
、
本
件
の
原
告
代
理
人
よ
り
相
談
を
受
け
、
意
見
書
を
作
成
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
本
件
に
関
す
る
解
説
と
し
て
、
南
健

悟
「
船
舶
借
入
人
の
事
業
譲
渡
と
雇
入
契
約
の
承
継
―
新
協
和
海
運
事
件
」
季
刊
労
働
法
二
六
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
七
四
頁
。
な
お
、
同
解
説

の
一
七
四
頁
の
「
事
実
」
の
Ｘ
ら
の
解
雇
の
年
月
日
が
二
月
三
一
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
月
三
一
日
の
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）	

石
井
照
久
「
船
員
法
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
海
法
会
誌
復
刊
一
号
（
一
九
五
三
年
）
一
六
二
頁
。

（
13
）	

海
事
法
研
究
会
編
『
海
事
法
（
第
６
版
）』（
海
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）〔
武
城
正
長
〕
五
六
頁
参
照
。

（
14
）	

松
本
烝
治
『
海
商
法
（
第
25
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
三
〇
年
）
一
〇
八
頁
、
小
町
谷
操
三
『
海
商
法
要
義

　
上
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二

年
）
二
三
五
頁
、
加
藤
正
治
『
海
商
法
（
増
補
４
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
三
四
年
）
二
三
〇
頁
等
。

（
15
）	

「
航
海
中
の
船
舶
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
そ
の
航
海
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
益
は
、
譲
受
人
に
帰
属
す
る
。」

（
四
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六
二

（
16
）	

前
掲
註（
14
）・
加
藤
二
三
〇
頁
。

（
17
）	

前
掲
註（
14
）・
加
藤
二
三
〇
頁
、
前
掲
註（
14
）・
松
本
一
〇
八
頁
参
照
。

（
18
）	
前
掲
註（
14
）・
加
藤
二
三
〇
頁
。

（
19
）	
鹽
田
環
『
船
員
論
』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
）
一
八
四
頁
、
吾
孫
子
勝
＝
矢
部
克
己
『
改
正
商
法
通
義
』（
寶
文
館
、
一
九
一
一
年
）

八
三
九
頁
。

（
20
）	

前
掲
註（
14
）・
加
藤
二
三
〇
頁
以
下
。

（
21
）	

民
法
六
二
五
条
一
項
に
お
け
る
議
論
で
も
、
同
項
に
基
づ
き
労
働
者
が
譲
渡
に
つ
い
て
承
諾
を
し
た
場
合
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
、
労
働
者

が
承
諾
し
た
の
は
権
利
の
譲
渡
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
の
で
、
賃
金
支
払
債
務
等
の
使
用
者
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
元
で
あ
る
使
用
者
に
残
る

余
地
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
本
庄
淳
志
＝
大
内
伸
哉
「
民
法
625
条
」
土
田
道
夫
編
『
債
権
法
改
正
と
労
働
法
』（
商
事
法
務
、

二
〇
一
二
年
）
四
八
頁
～
四
九
頁
）。

（
22
）	

臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
「
記
録

　
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
」
海
法
会
誌
一
六
号
（
一
九
三
一

年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
23
）	

臨
時
海
事
法
令
調
査
会
の
特
別
委
員
と
し
て
、
海
商
法
学
者
と
し
て
、（
委
員
長
）
松
波
仁
一
郎
、
加
藤
正
治
、
松
本
烝
治
が
、
海
運
業
界
よ

り
武
田
良
太
郎
、
石
田
貞
二
、
金
尾
治
作
、
堀
内
長
栄
な
ど
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）	

前
掲
註（
22
）・
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
五
三
頁
。
提
案
理
由
と
し
て
は
、
民
法
六
二
五
条
一
項
の
規
定
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
も
船
員
法
に
こ
の
規
定
を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
の
規
定
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
員
が
賛
成
し
て
い
る
。

（
25
）	

以
下
の
討
論
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註（
22
）・
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
六
三
頁
～
六
五
頁
。

（
26
）	

前
掲
註（
22
）・
臨
時
海
事
法
令
調
査
会
一
九
一
頁
～
一
九
九
頁
参
照
。

（
27
）	

た
だ
し
、
こ
の
発
言
に
対
し
て
は
、
合
併
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
松
本
委
員
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、

合
併
に
よ
っ
て
雇
用
契
約
が
終
了
し
た
事
案
と
し
て
み
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
の
委
員
に
よ
る
と
、
合
併
前
に
一

旦
解
雇
し
た
事
案
の
よ
う
で
あ
る
。

（
四
九
八
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
六
三

（
28
）	

田
倉
八
郎
「
船
員
法
の
改
正
に
就
て
―
海
事
法
令
調
査
会
の
検
討
」
海
運
一
〇
五
号
（
一
九
三
一
年
）
二
五
頁
～
二
六
頁
。

（
29
）	

前
掲
註（
28
）・
田
倉
二
七
頁
。

（
30
）	
前
掲
註（
３
）・
濱
口
『
日
本
の
労
働
法
政
策
』
一
〇
五
二
頁
～
一
〇
五
三
頁
。

（
31
）	
今
成
秀
三
郎
「
船
員
法
の
問
題
点
（
上
）」
海
運
二
九
二
号
（
一
九
五
二
年
）
四
一
頁
。

（
32
）	

逓
信
省
管
船
局
『
船
員
法
案
（
局
議
決
定
案
）
逐
條
説
明
書
』（
東
京
海
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
）
参
照
。

（
33
）	

前
掲
註（
31
）・
今
成
四
一
頁
。

（
34
）	

鈴
木
倉
吉
『
新
船
員
法
解
説
』（
海
員
協
会
、
一
九
三
八
年
）
一
〇
頁
。

（
35
）	

前
掲
註（
28
）・
田
倉
二
七
頁
。

（
36
）	

既
に
、
改
正
前
商
法
五
八
四
条
に
お
い
て
、
船
員
は
新
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
権
利
義
務
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
船
員
法
二
八
条
は
同
条
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
と
も
い
え
る
が
、
他
方
で
、
一
つ
は
、
あ
く
ま
で
改
正
前
商
法
五
八
四
条
は
交
通
の
途
絶

の
防
止
と
い
う
観
点
で
の
み
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
第
二
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
て
も
旧
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
は

終
了
し
な
い
と
い
う
見
解
を
明
確
に
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
37
）	

石
井
照
久
「
商
法
と
労
働
問
題
」
同
『
商
法
に
お
け
る
基
本
問
題
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
二
一
四
頁
。

（
38
）	

前
掲
註（
31
）・
今
成
四
一
頁
。

（
39
）	

現
在
の
予
備
船
員
。

（
40
）	

前
掲
註（
31
）・
今
成
四
一
頁
は
、
予
備
員
制
度
の
拡
充
等
に
よ
り
海
員
は
特
定
の
船
舶
に
固
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
特
定
の
会
社
に

従
属
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

（
41
）	

よ
り
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
日
本
国
憲
法
二
七
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
船
員
の
給
料
、
労
働
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
基

準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
海
上
に
使
用
し
得
る
児
童
の
最
低
年
齢
を
定
め
る
条
約
案
」「
船
舶
の
滅
失
又
は
沈
没
の
場
合

に
お
け
る
失
業
の
補
償
に
関
す
る
条
約
案
」「
石
炭
夫
又
は
火
夫
と
し
て
使
用
し
得
る
年
少
者
の
最
低
年
齢
を
定
め
る
条
約
案
」「
海
上
に
使
用
せ
ら

る
る
児
童
及
び
年
少
者
の
強
制
体
格
検
査
に
関
す
る
条
約
案
」「
海
員
の
雇
入
契
約
に
関
す
る
条
約
案
」「
海
員
の
送
還
に
関
す
る
条
約
案
」「
船
員

（
四
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六
四

の
為
の
年
次
有
給
休
暇
に
関
す
る
条
約
案
」「
船
内
労
働
時
間
及
び
定
員
に
関
す
る
条
約
案
」「
船
員
の
疾
病
傷
痍
又
は
死
亡
の
場
合
に
お
け
る
船
舶

所
有
者
の
責
任
に
関
す
る
条
約
案
」
及
び
「
海
上
に
使
用
し
得
る
児
童
の
最
低
年
齢
を
定
め
る
条
約
案
の
改
正
条
約
案
」
等
の
そ
れ
ら
の
条
約
案
の

内
容
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
新
た
に
制
定
さ
れ
る
労
働
基
準
法
の
労
働
憲
章
的
規
定
を
採
用
し
、
各
個
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
の
規
定
と
均
衡
を
と
り
つ
つ
、
し
か
も
こ
れ
に
海
上
の
特
殊
事
情
を
織
り
込
ん
で
い
く
た
め
と
さ
れ
て
い
た
（
小
林
茂
勝
『
新
船
員
法
の

解
説
』（
日
本
海
事
振
興
会
、
一
九
四
七
年
）
二
頁
～
三
頁
）。

（
42
）	

前
掲
註（
41
）・
小
林
五
頁
～
七
頁
。

（
43
）	

『
船
員
法
改
正
す
る
法
律
案
関
係
議
会
資
料
』（
東
京
海
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
）
参
照
。

（
44
）	

前
掲
註（
41
）・
小
林
五
二
頁
。

（
45
）	

全
日
本
海
員
組
合
調
査
部
編
『
船
員
法
と
施
行
令
の
解
説
（
増
補
版
）』（
全
日
本
海
員
組
合
本
部
、
一
九
四
九
年
）
一
七
頁
。

（
46
）	

山
戸
嘉
一
『
船
員
法
―
解
説
と
研
究
』（
海
文
堂
、
一
九
五
四
年
）
九
九
頁
～
一
〇
一
頁
参
照
。
ま
た
、
野
村
一
彦
『
船
員
法
概
説
』（
成
山
堂

書
店
、
一
九
五
九
年
）
六
五
頁
も
、
船
舶
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
「
一
般
的
に
は
、
労
働
条
件
も
、
新
船
舶
所
有
者
の
定
め
る
就
業

規
則
、
そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
新
船
舶
所
有
者
の
定
め
る
労
働
条
件
が
旧
船
舶
所
有
者
の
労
働
条
件
よ
り

良
い
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
し
、
ま
た
船
員
は
旧
船
舶
所
有
者
の
定
め
る
労
働
条
件
を
前
提
に
勤
務
し
て
お
り
、
し
か
も
、
船
員
と
し
て
は
、
船

舶
所
有
者
が
変
更
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
他
に
職
場
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
（
船
舶
所
有
者
の
変
更
が
航
海
中
又
は
雇
入
港
以
外
で

行
わ
れ
た
場
合
に
は
な
お
さ
ら
）、
一
応
、
同
一
条
件
で
雇
入
契
約
が
存
続
す
る
も
の
と
み
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、
船
員
雇
用

の
安
定
と
い
う
趣
旨
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
47
）	

前
掲
註（
46
）・
山
戸
一
〇
〇
頁
～
一
〇
一
頁
。

（
48
）	

前
掲
註（
46
）・
山
戸
九
九
頁
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
船
舶
所
有
者
が
営
業
（
事
業
）
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
包
括
承
継
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
船
員
法
四
三
条
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
当
然
に
雇
入
契
約
は
営
業
（
事
業
）
の
譲
受
会
社
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
船
員
法
四
三
条
は
あ
る
特
定
の
船
舶
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
49
）	

員
基
第
三
一
七
号
。
藤
崎
道
好
『
船
員
法
総
論
（
改
訂
版
）』（
成
山
堂
書
店
、
一
九
七
五
年
）
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
以
下
に
示
す
船
員
法
改

（
五
〇
〇
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
六
五

正
に
関
す
る
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
日
本
船
主
協
会
『
船
員
法
改
正
に
関
す
る
審
議
経
過
（
一
）』（
一
九
五
八
年
）、『
同
（
二
）』

（
一
九
五
九
年
）、『
同
（
三
）』（
一
九
六
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
50
）	
現
行
法
に
お
い
て
も
、
船
員
法
四
六
条
四
号
に
お
い
て
雇
止
手
当
を
旧
船
舶
所
有
者
が
船
員
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

（
51
）	

前
掲
註（
49
）・
日
本
船
主
協
会
『（
一
）』
一
七
頁
。

（
52
）	

前
掲
註（
49
）・
日
本
船
主
協
会
『（
一
）』
一
二
一
頁
～
一
二
二
頁
。

（
53
）	

前
掲
註（
49
）・
日
本
船
主
協
会
『（
二
）』
四
九
頁
。

（
54
）	

さ
ら
に
、
船
員
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
船
員
の
側
か
ら
雇
止
め
を
し
た
場
合
に
は
、
雇
止
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
が
、
船
員
法
四
六

条
四
号
に
基
づ
い
て
少
な
く
と
も
一
旦
は
雇
止
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
55
）	

国
土
交
通
省
海
事
局
監
修
『
最
新
海
事
法
規
の
解
説
（
24
訂
版
）』（
成
山
堂
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
八
六
頁
、
前
掲
註（
５
）・
根
本
九
四
頁
。

前
掲
註（
12
）・
石
井
一
六
二
頁
は
船
員
法
四
三
条
に
つ
い
て
「
労
働
法
的
意
味
に
改
め
た
も
の
」
と
述
べ
る
。

（
56
）	

照
井
敬
『
船
員
法
が
わ
か
る
本
』（
成
文
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
）
七
一
頁
。

（
57
）	

こ
の
立
場
に
与
す
る
な
ら
ば
、
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
船
員
法
四
三
条
は
航
海
中
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ
た
改
正
前
商
法
五
八
四
条
と
ほ
ぼ
同

じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
雇
入
契
約
は
別
名
、
乗
船
契
約
と
も
呼
ば
れ
、
乗
船
す
る
期
間
に
つ
い
て
雇
入

れ
の
状
態
と
な
る
こ
と
か
ら
（
山
戸
嘉
一
「
船
員
の
労
働
関
係
」
日
本
労
働
法
学
会
編
『
労
働
法
講
座

　
第
６
巻

　
労
働
法
特
殊
問
題
』（
有
斐
閣
、

一
九
五
八
年
）
一
五
〇
二
頁
、
前
掲
註（
56
）・
照
井
七
一
頁
図
参
照
）、
雇
入
契
約
期
間
は
、
船
員
は
基
本
的
に
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
期
間
と

同
じ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
雇
入
契
約
は
諾
成
契
約
で
あ
っ
て
、
乗
り
組
ま
な
け
れ
ば
契
約
の
効
果
が
生
じ
な
い
わ
け
で
は
な
く
（
要
物

契
約
性
の
否
定
）（
森
清
『
海
商
法
原
論
（
全
訂
改
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
四
一
年
）
一
一
九
頁
参
照
）、
現
実
問
題
と
し
て
も
、
乗
下
船
が
頻
繁
な

内
航
船
員
の
場
合
、
雇
入
契
約
期
間
で
も
自
宅
か
ら
の
／
へ
の
出
退
勤
は
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
物
理
的
に
船
員
が
下
船
し
て
い
た
と
し
て
も
雇
入

契
約
期
間
中
で
あ
る
こ
と
は
当
然
に
あ
り
得
る
以
上
、
船
員
が
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
途
中
に
船
舶
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
の
み

適
用
さ
れ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
五
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六
六

（
58
）	

石
井
照
久
『
海
商
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
）
一
八
〇
頁
、
田
中
誠
二
『
海
商
法
詳
論
（
第
３
版
）』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
五
年
）

二
〇
八
頁
。

（
59
）	
前
掲
註（
９
）・
南
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
60
）	
武
城
正
長
『
海
上
労
働
法
の
研
究
』（
多
賀
出
版
、
一
九
八
五
年
）
一
一
二
頁
参
照
。

（
61
）	

前
掲
註（
13
）・
五
八
頁
参
照
。

（
62
）	

以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
雇
用
契
約
も
含
み
、
雇
入
契
約
と
雇
用
契
約
の
両
方
を
含
む
概
念
と
し
て
、
海
上
労
働
契
約
と
い
う
表
現
を
す

る
。

（
63
）	

荒
木
尚
志
『
労
働
法
（
第
３
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
四
三
五
頁
。

（
64
）	

前
掲
註（
63
）・
荒
木
四
三
六
頁
。

（
65
）	

鴻
常
夫
『
商
法
総
則
（
新
訂
第
５
版
）』（
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
）
一
四
六
頁
参
照
。

（
66
）	

梅
謙
二
郎
『
民
法
要
義
・
巻
之
三
・
債
権
編
』（
和
仏
法
律
学
校
、
一
八
九
七
年
）
六
八
七
頁
～
六
八
八
頁
。

（
67
）	

幾
代
通
＝
広
中
俊
雄
『
新
版
注
釈
民
法
（
16
）
債
権
（
７
）』〔
幾
代
通
〕（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
六
〇
頁
～
六
一
頁
。

（
68
）	

前
掲
註（
67
）・
幾
代
六
〇
頁
。
ま
た
、
近
代
に
お
け
る
企
業
や
事
業
は
客
観
的
な
組
織
と
な
り
、
労
働
者
は
使
用
者
個
人
に
使
用
さ
れ
る
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
企
業
ま
た
は
事
業
自
体
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
使
用
者
の
変
更
は
、
そ
の
労
働
の
内
容
に
そ
れ
ほ
ど
変
更
を
及
ぼ
さ

な
い
と
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
（
我
妻
栄
＝
有
泉
亨
＝
清
水
誠
＝
田
山
輝
明
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
―
総
則
・
物
権
・
債
権
（
第
５
版
）』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
二
七
六
頁
）。

（
69
）	

前
掲
註（
66
）・
梅
六
八
九
頁
、
我
妻
栄
『
債
権
各
論
（
中
巻
二
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
五
六
七
頁
、
前
掲
註（
67
）・
幾
代
六
一
頁
。

（
70
）	

前
掲
註（
21
）・
本
庄
＝
大
内
五
一
頁
～
五
二
頁
。
た
だ
し
、
前
掲
註（
37
）・
石
井
二
一
二
頁
も
参
照
。

（
71
）	

昭
和
二
六
年
四
月
一
二
日
員
基
第
四
五
号
は
、
船
員
法
四
三
条
は
「〔
企
業
の
〕
同
一
性
が
存
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
…
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
事
業
の
全
部
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
企
業
の
同
一
性
が
比
較
的
認
め
ら
れ
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
72
）	

例
え
ば
、
大
阪
地
判
平
成
一
一
年
一
二
月
八
日
労
判
七
七
七
号
二
八
頁
〔
タ
ジ
マ
ヤ
事
件
〕
が
、
営
業
譲
渡
前
に
解
雇
し
た
労
働
者
に
関
し
て
、

（
五
〇
二
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
六
七

当
該
解
雇
を
無
効
と
し
た
上
で
、
譲
渡
会
社
に
在
籍
し
た
従
業
員
全
員
を
譲
受
会
社
が
雇
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
譲
渡
の
対
象
と
な
る
営

業
に
は
従
業
員
と
の
雇
用
契
約
を
も
含
む
と
の
意
思
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

（
73
）	
例
え
ば
、
事
業
譲
渡
契
約
に
お
い
て
労
働
者
を
承
継
し
な
い
旨
の
定
め
を
民
法
九
〇
条
に
基
づ
く
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
内
容
と
し
て
無
効
と

し
た
、
東
京
高
判
平
成
一
七
年
五
月
三
一
日
労
判
八
九
八
号
一
六
頁
〔
勝
英
自
動
車
学
校
事
件
〕
が
あ
る
。
ま
た
、
解
雇
権
濫
用
法
理
に
準
じ
て
、

解
雇
が
無
効
で
あ
る
場
合
と
同
様
、
労
働
者
と
事
業
譲
受
人
と
の
間
に
、
労
働
力
承
継
の
実
態
に
照
ら
し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
内
容
の
雇
用
契

約
が
締
結
さ
れ
た
の
と
同
様
の
法
律
関
係
が
生
じ
る
も
の
と
解
し
た
、
さ
い
た
ま
地
判
平
成
一
六
年
一
二
月
二
二
日
労
判
八
八
八
号
一
三
頁
〔
東
京

日
新
学
園
事
件
第
一
審
判
決
〕
も
あ
る
（
た
だ
し
、
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
一
七
年
七
月
一
三
日
労
判
八
九
九
号
一
九
頁
で
否
定
さ
れ
て
い

る
）。

（
74
）	

西
原
寛
一
「
会
社
の
解
散
と
不
当
労
働
行
為
」
石
井
照
久
＝
有
泉
亨
編
『
労
働
法
大
系
（
４
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
）
八
二
頁
、
前
掲
註

（
69
）・
我
妻
五
六
八
頁
等
。

（
75
）	

原
弘
明
「
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
労
働
契
約
承
継
の
解
釈
論
・
立
法
論
の
検
討
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
七
巻
五
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
四

頁
以
下
参
照
。
確
か
に
、
労
働
者
の
意
に
反
し
て
労
働
契
約
が
引
き
継
が
れ
な
い
場
合
の
問
題
点
は
、
不
当
労
働
行
為
・
不
当
解
雇
と
し
て
処
理
す

れ
ば
よ
い
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
が
（
前
掲
註（
２
）・
齊
藤
五
六
頁
）、
そ
も
そ
も
不
当
労
働
行
為
・
不
当
解
雇
と
し
て
当
該
解
雇
を
無
効
と
し
て

も
、
別
途
、
労
働
契
約
を
承
継
さ
せ
る
理
屈
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
76
）	

前
掲
註（
49
）・
藤
崎
一
九
八
頁
、
前
掲
註（
46
）・
山
戸
一
〇
〇
頁
参
照
、
前
掲
註（
12
）・
石
井
一
六
二
頁
参
照
。

（
77
）	

石
井
照
久
「
海
上
労
働
に
関
す
る
法
的
規
整
の
発
達
（
一
）」
法
律
時
報
三
〇
巻
一
号
（
一
九
四
一
年
）
八
頁
で
は
、
昭
和
一
二
年
改
正
船
員

法
二
八
条
は
、
企
業
の
観
念
の
下
に
、
海
員
を
多
か
れ
少
な
か
れ
船
舶
の
付
属
物
視
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）	

前
掲
註（
46
）・
山
戸
一
〇
〇
頁
。

（
79
）	

山
本
豊
編
『
新
注
釈
民
法
（
14
）
債
権
（
７
）』〔
山
川
隆
一
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
七
四
頁
。

（
80
）	

た
だ
し
、
会
社
分
割
の
場
合
、
使
用
者
に
よ
る
恣
意
的
な
配
転
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
配
転
自
体
が
無
効
と
な
る
と
い
う
指
摘

も
あ
り
（
安
西
愈
「
会
社
分
割
法
に
伴
う
労
働
契
約
承
継
法
」
原
田
晃
治
ほ
か
『
会
社
分
割
に
関
す
る
質
疑
応
答
』（
商
事
法
務
研
究
会
、

（
五
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
六
八

二
〇
〇
〇
年
）
七
二
頁
）、
配
転
法
理
の
適
切
な
解
釈
・
運
用
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
註（
75
）・
原
六
七
頁
～
六
八
頁
）。

（
81
）	

前
掲
註（
63
）・
荒
木
四
三
五
頁
。

（
82
）	
な
お
、
こ
の
点
、
前
掲
註（
13
）・
武
城
六
三
頁
は
、「
属
船
主
義
雇
用
形
態
に
お
い
て
、
船
員
に
と
っ
て
船
主
は
絶
対
的
要
素
で
は
な
い
の
で
、

新
船
主
に
契
約
を
強
制
的
に
締
結
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
、
他
方
で
、「
専
属
雇
用
形
態
に
お
い
て
は
売
船
→
下
船
（
合
意
解
約
が
普
通
）

と
な
る
か
ら
問
題
は
起
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
船
員
法
四
三
条
の
適
用
場
面
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
属
船
主
義
的
な
雇
用
形
態
に
限
ら
れ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
83
）	

江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
７
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
九
六
四
頁
参
照
、
前
掲
註（
２
）・
齊
藤
三
七
頁
参
照
。

（
84
）	

神
田
秀
樹
『
会
社
法
（
第
21
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）
三
七
七
頁
。

（
85
）	

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
田
辺
保
雄
「
特
許
法
98
条
『
一
般
承
継
』
に
は
会
社
分
割
も
含
ま
れ
る
の
か
―
神
戸
地
方
裁
判
所
平
成
26
年
３
月
27
日

判
決
を
契
機
と
し
て
」
田
邊
光
政
編
『
会
社
法
・
倒
産
法
の
現
代
的
展
開
―
今
中
利
昭
先
生
傘
寿
記
念
』（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
）

三
七
三
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
86
）	

本
判
決
に
よ
れ
ば
、「
商
標
法
35
条
が
準
用
す
る
特
許
法
98
条
１
項
１
号
括
弧
書
に
お
い
て
『
特
許
権
（
商
標
権
）
の
移
転
』
の
中
か
ら
『
相

続
そ
の
他
の
一
般
承
継
に
よ
る
も
の
を
除
く
』
こ
と
と
し
た
理
由
は
、
①
相
続
や
合
併
の
場
合
、
元
の
権
利
者
が
死
亡
な
い
し
消
滅
す
る
こ
と
か
ら
、

『
登
録
』
を
効
力
発
生
要
件
と
す
る
と
、
相
続
等
の
発
生
時
点
か
ら
登
録
ま
で
の
間
、
権
利
の
帰
属
主
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の

よ
う
な
事
態
の
発
生
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
②
相
続
等
の
場
合
は
、
他
の
移
転
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
の
移
転
が
一
体
的
な
も
の
と
考
え

ら
れ
、
登
録
を
待
つ
こ
と
な
く
移
転
の
効
力
を
認
め
て
も
『
別
段
の
弊
害
』」
を
生
じ
な
い
こ
と
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
／
以
上
に
よ
れ
ば
、

上
記
特
許
法
九
八
条
一
項
一
号
括
弧
書
が
予
定
す
る
『
一
般
承
継
』
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
当
該
権
利
移
転
の
方
式
・
態
様
が
相
続
と
同
様
に
包

括
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
た
だ
、
上
記
特
許
法
九
八
条
一
項
一
号
括
弧
書
が
『
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
』
に
つ
い
て
同
条
項

の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
趣
旨
に
照
ら
す
と
、
包
括
的
な
権
利
移
転
行
為
の
全
て
が
上
記
『
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
』
に
当
た
る
も
の
と
は
解
さ

れ
ず
、
そ
の
う
ち
①
権
利
の
帰
属
主
体
の
不
在
と
い
う
事
態
を
発
生
さ
せ
ず
〔
排
除
条
件
①
―
筆
者
註
〕、
か
つ
、
②
登
録
を
待
つ
こ
と
な
く
そ
の

効
力
を
認
め
て
も
『
別
段
の
弊
害
』
が
生
じ
な
い
と
は
い
え
な
い
も
の
〔
排
除
条
件
②
―
筆
者
註
〕
に
つ
い
て
は
、
上
記
『
相
続
そ
の
他
の
一
般
承

（
五
〇
四
）



船
舶
所
有
者
の
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
と
海
上
労
働
契
約
の
帰
趨
─
船
員
法
四
三
条
の
意
義
（
南
）

三
六
九

継
』
に
当
た
ら
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
、「
会
社
分
割
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
が
生
じ
て
も
分
割
会
社
は
消
滅
せ
ず
存
続

す
る
こ
と
か
ら
、
登
録
を
権
利
移
転
の
効
力
発
生
要
件
と
解
し
て
も
、
分
割
の
時
点
か
ら
登
録
ま
で
の
間
、
権
利
の
帰
属
者
が
不
在
と
な
る
事
態
は

発
生
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
会
社
分
割
に
よ
る
権
利
移
転
は
、
排
除
条
件
①
を
満
た
す
」
と
述
べ
る
一
方
、「〔
不
動
産
や
指
名
債
権
等
の
移
転
に
つ

い
て
第
三
者
対
抗
要
件
の
具
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
―
筆
者
註
〕
会
社
分
割
に
よ
る
特
許
権
・
商
標
権
の
移
転
の
場
合
に
は
登
録
を
待
つ
こ
と

な
く
権
利
移
転
の
効
力
が
生
じ
る
も
の
と
解
す
る
と
、
会
社
分
割
後
に
商
標
権
な
い
し
特
許
権
の
二
重
譲
渡
を
受
け
た
第
三
者
が
先
に
移
転
登
録
を

し
た
と
し
て
も
、
設
立
会
社
へ
の
商
標
権
な
い
し
特
許
権
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
三
者
保
護
の
点
で
、
不
動
産
や
指
名
債
権
等
の
移
転
の
場

合
と
均
衡
を
欠
く
事
態
が
生
じ
る
」
と
し
、「
会
社
分
割
に
よ
る
特
許
権
・
商
標
権
の
権
利
移
転
に
つ
い
て
、
第
三
者
保
護
と
の
関
係
で
看
過
し
が

た
い
弊
害
を
生
じ
、
具
体
的
妥
当
性
に
欠
け
る
結
果
を
招
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
／
そ
う
だ
と
す
る
と
、
会
社
分
割
に
よ

る
権
利
移
転
に
つ
い
て
は
、
登
録
を
待
つ
こ
と
な
く
そ
の
効
力
を
認
め
て
も
『
別
段
の
弊
害
』
が
生
じ
な
い
と
は
い
え
な
い
場
合
に
当
た
る
も
の
と

解
さ
れ
、
従
っ
て
、
排
除
条
件
②
も
満
た
す
」
と
し
、
結
論
と
し
て
「
商
標
法
35
条
が
準
用
す
る
特
許
法
98
条
１
項
１
号
括
弧
書
の
『
相
続
そ
の
他

の
一
般
承
継
』
に
は
該
当
し
な
い
」
と
し
た
。
な
お
、
同
法
に
お
い
て
「
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
」
に
よ
る
権
利
移
転
の
場
合
の
括
弧
書
き
の
趣

旨
に
つ
い
て
は
、
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
法
（
産
業
財
産
権
法
）
逐
条
解
説
（
第
20
版
）』（
発
明
推
進
協
会
、
二
〇
一
七
年
）
三
一
五
頁
、
中
山

信
弘
＝
小
泉
直
樹
編
『
新
・
注
解

　
特
許
法
（
第
２
版
）【
中
巻
】』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
一
五
九
四
頁
参
照
。

（
87
）	

こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
船
員
法
四
三
条
と
労
働
契
約
承
継
法
の
両
方
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
余
地
も
な
く
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
あ
え
て
趣
旨
の
全
く
異
な
る
特
許
法
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
、
両
法
条
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
の
合
理
性
は
見
当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
88
）	

す
な
わ
ち
、
労
働
者
（
船
員
）
を
承
継
事
業
の
主
従
事
労
働
者
（
船
員
）
と
そ
れ
以
外
と
に
分
け
、
主
従
事
労
働
者
（
船
員
）
は
、
分
割
契
約

等
に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
は
、
個
別
の
承
諾
な
く
、
承
継
会
社
等
に
移
転
し
、
従
前
の
労
働
条
件
も
そ
の
ま
ま
承
継
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
で
、

主
従
事
労
働
者
（
船
員
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
承
継
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
（
成
田
史
子
「
会
社
分

割
に
お
け
る
労
働
者
の
保
護
」
野
川
忍
＝
土
田
道
夫
＝
水
島
郁
子
編
『
企
業
変
動
に
お
け
る
労
働
法
の
問
題
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
四
七
頁

参
照
）。

（
89
）	

前
掲
註（
５
）・
根
本
九
三
頁
。
な
お
、
一
括
公
認
時
代
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
註

（
五
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
七
〇

（
49
）・
藤
崎
一
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
90
）	

前
掲
註（
２
）・
齊
藤
五
六
頁
。

（
91
）	
戦
後
、
日
本
の
船
員
の
雇
用
形
態
が
属
社
主
義
（
専
属
雇
用
制
）
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
山
本
泰
督
「
予
備
員
制
度
に
か
ん
す
る
一
考

察
」
国
民
経
済
雑
誌
一
〇
三
巻
三
号
（
一
九
六
一
年
）
七
四
頁
参
照
。

（
92
）	

池
田
悠
「
事
業
譲
渡
と
労
働
契
約
関
係
」
野
川
忍
＝
土
田
道
夫
＝
水
島
郁
子
編
『
企
業
変
動
に
お
け
る
労
働
法
の
課
題
』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
六
年
）
八
〇
頁
は
事
業
の
全
部
譲
渡
の
場
合
に
つ
い
て
は
労
働
者
の
事
業
帰
属
を
問
題
に
は
な
り
に
く
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
93
）	

末
広
厳
太
郎
『
末
広
厳
太
郎
著
作
集
Ⅱ
・
民
法
雑
記
帳
上
巻
（
第
２
版
）』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
）
八
〇
頁
。

（
五
〇
六
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
七
一

原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

─
原
物
返
還
不
能
に
よ
り
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
を
め
ぐ
っ
て

─

野

　
　中

　
　貴

　
　弘

Ⅰ
　
序

　
論

１
　
議
論
状
況

２
　
本
稿
の
仮
説
と
構
成

Ⅱ
　
日
本
民
法
に
お
け
る
償
還
価
額
の
算
定

１
　
伝
統
的
通
説

２
　
川
村
泰
啓
か
ら
磯
村
保
、
そ
し
て
中
間
試
案
へ

Ⅲ
　
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
償
還
価
額
の
算
定

１
　
債
務
法
改
正
に
よ
る
新
規
定
（
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
）
と
立
法
理
由

論
　
説

（
五
〇
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
七
二

２
　
学
説
に
よ
る
新
規
定
の
理
解

３
　
小

　
括

Ⅳ
　
原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

１
　
原
則
と
し
て
の
対
価
額
償
還

─
対
価
が
有
す
る
二
つ
の
意
味

２
　
価
額
償
還
と
原
状
回
復
の
関
係

Ⅰ
　
序

　
論

１
　
議
論
状
況

解
除
の
原
状
回
復
に
お
い
て
、
受
領
物
を
返
還
で
き
ず
、
こ
れ
に
代
え
て
価
額
償
還
義
務

（
１
）

を
負
う
返
還
債
務
者
は
、
い
か
な
る
価
額
の

償
還
を
求
め
ら
れ
る
の
か
。

解
除
権
の
消
滅
を
規
定
す
る
民
法
五
四
八
条
は
、
二
〇
一
七
年
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
解
除
権
を
認
識
し
た
後
の
故
意
ま
た
は
過
失
に

よ
る
滅
失
損
傷
等
の
場
合
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
買
主
の
使
用
行
為
あ
る
い
は
第
三
者
へ
の
譲
渡
等
が
原

因
で
受
領
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
行
為
時
点
で
買
主
が
契
約
不
適
合
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
買

主
は
解
除
権
を
失
わ
な
い

（
２
）

。
こ
の
場
合
、
我
が
国
の
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
受
領
物
の
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
は
買
主
が
負
担
し
、
こ
の
リ
ス

ク
負
担
は
、
価
額
償
還
義
務
の
負
担
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
る

（
３
）

。
ま
た
、
こ
う
し
た
多
数
説
を
批
判
し
、
売
主
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
少
数
有
力
説
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
立
場
が
売
主
負
担
を
主
張
す
る
の
は
、
売
主
が
解
除
原
因
を
作
出
し
、
な
お
か
つ
買

主
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
返
還
不
能
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
買
主
が

（
五
〇
八
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
七
三

価
額
償
還
義
務
を
負
う
こ
と
は
自
認
さ
れ
る

（
４
）

。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
局
面
に
お
け
る
買
主
の
価
額
償
還
義
務
の
内
容
・
範
囲
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
こ

で
償
還
す
べ
き
価
額
と
は
、
返
還
す
べ
き
で
あ
っ
た
目
的
物
の
客
観
的
価
値
（
＝
時
価
・
市
場
価
値
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
当
該
契
約
に

お
い
て
取
り
決
め
ら
れ
た
対
価
額
（
＝
主
観
的
価
値

（
５
）

）
を
基
本
と
す
る
の
か

（
６
）

。

我
が
国
の
伝
統
的
通
説
は
、
価
額
償
還
の
内
容
と
し
て
、
返
還
す
べ
き
で
あ
っ
た
物
の
客
観
的
価
値
（
＝
時
価
・
市
場
価
値
）
の
償
還
を

義
務
づ
け
て
き
た

（
７
）

。
学
説
は
、
こ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
し
て
、
時
価
の
算
定
基
準
時
の
議
論
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
客
観
的
価
値
の

償
還
を
認
め
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
原
物
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
を
買
主
が
負
担
す
る
場
合
、
結
局
の
と
こ
ろ
買
主
は
、
客
観
的
価
値
で
購

入
し
た
の
と
同
様
の
結
果
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
償
還
さ
れ
る
べ
き
価
値
を
客
観
的
価
値
と
す
る
こ
と
で
、
代
金
額
と
客
観
的
価
値
と
に

ズ
レ
が
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
の
解
除
に
契
約
内
容
を
一
方
的
に
改
訂
す
る
機
能
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

（
８
）

。

そ
れ
で
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
が
、
右
の
よ
う
に
客
観
的
価
値
の
償
還
を
当
然
視
し
て
き
た
理
由
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
。
Ⅱ
章
で
見
る
と
お
り
、
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
は
、
日
本
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
が
、「
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
解
除
権
を
行
使

し
た
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
そ
の
相
手
方
を
原
状
に
復
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。」
と
規
定
し
、
買
主
に
は
、
売
主
の
状
態
を
回
復
す
る

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
あ
る
い
は
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
客
観
的
価
値
を
内

0

0

0

0

0

0

0

包
す
る
物
が
債
権
者

0

0

0

0

0

0

0

0

（
売
主
）

0
0

0

に
帰
属
す
る
以
上

0

0

0

0

0

0

0

、
原
物
返
還
に
代
え
て
生
じ
る

0

0

0

0

0

0

価
額
償
還
に
お
い
て
も
、
客
観
的
価
値
の
償
還
が
さ
れ

る
べ
き
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
う
し
た
論
理
展
開
は
、
我
が
国
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
後
述
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
も
同
様
の
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
し
、
今
な
お
主
張
さ
れ
て
も
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
こ
う
し
た
議
論
状
況
に
大
き
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
我
が
国
で
は
、
今
般
の
民
法

（
五
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
七
四

（
債
権
関
係
）
改
正
に
お
け
る
審
議
過
程
に
お
い
て
、
返
還
債
務
者
た
る
買
主
が
当
該
受
領
物
に
つ
い
て
有
す
る
「
自
己
の
財
産
に
属
す
る

と
の
信
頼
」
が
一
定
の
条
件
の
も
と
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正

に
関
す
る
中
間
試
案
」（
以
下
「
中
間
試
案
」
と
い
う
）
で
は
、
解
除
あ
る
い
は
無
効
・
取
消
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
領
物
の
返
還
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
客
観
的
価
値
の
償
還
義
務
が
原
則
で
あ
る
も
の
の
、
例
外
と
し
て
、
返
還
債
務
者
が
当
該
物
を
自
己
の
財
産
に
属
す
る

物
と
信
頼
し
て
い
る
中
で
の
滅
失
損
傷
等
で
あ
る
限
り
、
無
償
契
約
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
こ
の
信
頼
を
保
護
し
て
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
認

め
る
。
ま
た
、
有
償
契
約
で
あ
れ
ば
、
対
価
の
負
担
と
引
き
換
え
に
そ
う
し
た
信
頼
を
保
護
す
べ
く
、
返
還
債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
を

当
該
契
約
に
お
け
る
対
価
額
（
ま
た
は
現
存
利
益
）
に
よ
り
限
界
づ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
近
時
、
給
付
不
当
利
得
の
領
域
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

こ
う
し
た
善
意
の
給
付
受
領
者
に
つ
い
て
価
額
償
還
義
務
の
軽
減
0

0

を
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
、
有
力
に
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
（
９
）

。２
　
本
稿
の
仮
説
と
構
成

⑴

　問
題
提
起
と
仮
説

も
っ
と
も
、
伝
統
的
通
説
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
う
し
た
近
時
の
有
力
説
に
対
し
て
も
ま
た
、
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
二
つ

の
疑
問
を
呈
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で
の
仮
説
を
提
示
し
よ
う
。

ア

　売
主
に
と
っ
て
の
対
価
の
意
味

ま
ず
、
そ
も
そ
も
、
客
観
的
価
額
償
還
を
原
則
と
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
正
当
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
原
則
と
す
る
点
で
は
、
伝
統
的
通
説
も
近

（
五
一
〇
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
七
五

時
の
有
力
説
も
変
わ
り
が
な
い
。
い
ま
、
伝
統
的
通
説
が
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
場
合
と
の
比
較
を
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
み
る
。

償
還
（
賠
償
）
額
算
定
に
あ
た
り
、
相
手
方
（
債
権
者
）
へ
履
行
が
な
さ
れ
た
場
合
と
の
比
較
を
起
点
と
す
る
解
釈
技
法
は
、
周
知
の
と
お

り
、
他
の
局
面
で
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
売
買
契
約
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
物
の
引
渡
し
が
履
行
不
能
と
な
り
、
こ
の
履
行
不
能
に

つ
き
売
主
に
帰
責
性
が
あ
る
場
合
、
買
主
は
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
（
填
補
賠
償
請
求
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
填
補

賠
償
に
あ
っ
て
は
、
仮
に
そ
の
物
の
時
価
（
一
〇
〇
万
円
）
が
代
金
額
（
八
〇
万
円
）
以
上
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
時
価
（
一
〇
〇
万

円
）
の
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
填
補
賠
償
は
、
債
務
者
（
売
主
）
の
履
行
不
能
（
債
務
不
履
行
）
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権

者
（
買
主
）
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
債
務
が
履
行
さ
れ
た
の
と
等
し
い
地
位
）
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
以
上
、
物
の
交
換
価
値

を
得
さ
せ
る
こ
と
で
債
務
が
履
行
さ
れ
た
の
と
等
し
い
状
態
を
実
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
債
務
者
に
は
債
権
者
が
契
約
に
お
い
て
得
た
地

位
を
実
現
す
べ
き
義
務
が
あ
る
以
上
、
自
ら
が
そ
の
物
を
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
他
か
ら
調
達
し
て
く
る
費
用
ま
で
も
負
担

す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
契
約
の
解
除
に
よ
る
巻
き
戻
し
の
局
面
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
仮
に

0

0

0

0

0

、
原
物
返
還
が
な
さ
れ

た
場
合
と
の
均
衡
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
と
き
に
売
主
に
帰
属
す
る
価
値
を
客
観
的
価
値
で
捉

え
る
こ
と
は
必
然
で
な
い
。
右
の
填
補
賠
償
の
ケ
ー
ス
で
は
、
売
買
代
金
は
必
ず
し
も
買
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
を
意
味
し
て
い

な
い
。
買
主
は
、
売
買
代
金
以
上
の
価
値
を
感
じ
て
購
入
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
契
約
の
巻
き
戻
し
の
局
面
で
は
、

回
復
さ
れ
る
べ
き
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
は
、
ま
さ
に
当
該
契
約
の
対
価
と
し
て
表
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
売
買
契
約
に
お
け
る
代
金
額
は
、
買
主
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
そ
の
物
の
価
値
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
売
主
に

と
っ
て
は
、
ま
さ
に
そ
の
物
の
価
値
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
原
物
返
還
と
の
比
較
か
ら
客
観
的
価
額
償
還

（
五
一
一
）
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法
学
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八
十
五
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（
二
〇
一
九
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九
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）

三
七
六

を
導
く
こ
と
に
必
然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
対
価
額
償
還
は
、
近
時
の
有
力
説
や
中
間
試
案
が
掲
げ
る
よ
う
な
買
主
の
信

頼
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く

0

0

0

0

0

、
ま
さ
に
、
売
主
の
状
態
回
復
と
い
う
見
地
か
ら
も
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
解
除
の
対
象
と
な
っ
た
契
約
は
、
契
約
内
容
そ
れ
自
体
に
は
何
ら
の
瑕
疵
の
な
い
、
い
わ
ば
「
望
ま
れ
た
契
約

（
10
）

」
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
契
約
に
お
け
る
対
価
額
の
償
還
が
原
則
に
据
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ

　価
額
償
還
と
原
状
回
復
の
関
係

二
つ
目
の
疑
問
は
、
価
額
償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
に
関
わ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
近
時
の
有
力
説
は
、
解
除
の
場
面
だ
け
で
な
く

無
効
・
取
消
し
の
場
面
で
も
、
契
約
時
に
お
け
る
買
主
の
決
定
を
重
視
し
、
自
己
の
財
産
に
属
す
る
と
の
買
主
の
信
頼
を
保
護
し
、
対
価

を
限
度
と
し
た
責
任
限
定
を
試
み
る
。
こ
の
こ
と
は
、
無
効
・
取
消
し
に
も
、
対
価
合
意
か
ら
の
解
放
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

解
除
と
無
効
・
取
消
し
と
を
比
較
し
た
と
き
、
無
効
・
取
消
し
が
な
さ
れ
る
契
約
は
（
少
な
く
と
も
一
方
の
）
当
事
者
に
と
っ
て
「
望
ま
れ

な
い
契
約
」
で
あ
り
、
対
価
合
意
そ
れ
自
体
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
も
多
い
。
右
に
述
べ
た
解
除
の
場
合
と
異
な
り
、
代
金
額
は
売
主
に

と
っ
て
の
物
の
価
値
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
価
額
を
限
度
と
し
た
償
還
し
か
求
め
ら
れ
な
い
と
な

れ
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
売
主
の
状
態
回
復
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
贈
与
契
約
の
よ
う

に
対
価
が
ゼ
ロ
の
場
合
を
想
定
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。
自
己
の
財
産
に
属
す
る
と
の
信
頼
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
保
護
す

る
こ
と
は
、
相
手
方
の
状
態
回
復
を
規
定
す
る
原
状
回
復
義
務
と
如
何
に
し
て
整
合
す
る
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
価
額
償
還
義
務
は
、
原
物
返
還
義
務
や

原
状
回
復
義
務
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
、
原
物
返
還
不
能
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
、

（
五
一
二
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
七
七

リ
ス
ク
負
担
す
る
当
事
者
の
決
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
危
険
負
担
論
に
は
、
リ
ス
ク
負
担
「
者
」
の
決
定
だ
け
で
な
く
、
リ
ス
ク
負
担

の
「
程
度
」
の
決
定
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
買
主
が
原
物
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
買
主
が
ど
の
程
度
ま
で

こ
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
買
主
が
自
己
の
物
と
信
頼
し
て
い
る
中
で
生
じ
た
リ
ス
ク
で
あ
る

こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
買
主
が
原
物
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
と
言
っ
て
も
、
必
ず
し
も
、
売
主

が
原
物
返
還
さ
れ
た
と
き
と
同
じ
状
態
を
回
復
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
価
額
償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
と
い
う
観
点

か
ら
言
え
ば
、
価
額
償
還
が
原
状
回
復
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
原
物
返
還
が
不
能
に
な
っ
た
時
点
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
完
全
な
原
状
回
復
は
頓

0

0

0

0

0

0

0

0

0

挫
す
る
の
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
の
点
で
、
そ
も
そ
も
、
価
額
償
還
の
範
囲
を
決
す
る
に
あ
た
り
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
場
合
と
の
比
較
は
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
性
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

⑵

　本
稿
の
構
成

本
稿
は
、
以
上
二
つ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
、
ま
ず
Ⅱ
章
に
て
、
我
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
状
況
を
分
析
す
る
。
こ
こ
で

は
、
右
に
見
た
伝
統
的
通
説
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
時
の
有
力
説
も
ま
た
、
価
額
償
還
義
務
を
原
状
回
復
義
務
の
一
環
と
し
て
位
置
付

け
、
償
還
す
べ
き
価
額
と
し
て
は
客
観
的
価
値
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

Ⅲ
章
で
は
、
こ
う
し
た
我
が
国
の
議
論
の
問
題
点
を
探
り
、
解
決
指
針
を
得
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
議
論
を
参
照
す
る
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
原
物
返
還
と
の
比
較
あ
る
い
は
売
主
の
状
態
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
客
観
的
価
額
償
還
を

志
向
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
債
務
法
改
正
に
よ
り
、
解
除
の
効
果
に
限
っ
て
、

価
額
償
還
の
範
囲
に
つ
い
て
の
規
定
が
新
設
さ
れ
、
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
対
価
が
基
本
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

（
五
一
三
）
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三
七
八

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
新
規
定
の
制
度
趣
旨
に
着
目
し
た
い
。
現
在
の
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
制
度
趣
旨
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
、
理
解
に

対
立
が
あ
る
と
は
（
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
）
論
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
新
規
定
の
意
義
お
よ
び
射
程
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
る
議
論

を
分
析
す
る
と
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
異
な
っ
た
理
解
が
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
の
う
ち
ど
ち
ら
に
力
点
を
置
く
か
に
よ
り
、
右

規
定
の
適
用
範
囲
が
変
わ
り
得
る
よ
う
に
映
る
。
つ
ま
り
、
対
価
額
償
還
を
導
く
に
あ
た
っ
て
も
、
二
つ
の
方
向
性
か
ら
の
理
解
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る

（
11
）

。

Ⅳ
章
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
視
点
を
基
に
、
右
で
示
し
た
本
稿
の
仮
説
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

Ⅱ
　
日
本
民
法
に
お
け
る
償
還
価
額
の
算
定

１
　
伝
統
的
通
説

冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
は
、
価
額
償
還
の
内
容
と
し
て
、
買
主
に
返
還
す
べ
き
で
あ
っ
た
物
の
客
観
的
価
値

（
時
価
）
の
償
還
を
義
務
づ
け
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
好
美
清
光
は
、
時
価
一
〇
〇
万
円
の
動
産
に
つ
き
代
金
を
七
〇
万
円
と
す
る
売
買

契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
こ
の
物
を
他
に
処
分
し
、
あ
る
い
は
費
消
し
た
後
に
、
契
約
が
無
効
・
取
消
し
と
な
っ
た
と

き
、
買
主
は
売
主
に
一
〇
〇
万
円
の
価
額
償
還
義
務
を
負
担
す
る
と
明
示
す
る

（
12
）

。
ま
た
、
潮
見
佳
男
も
、
二
〇
一
七
年
の
民
法
改
正
前0

の

体
系
書
に
お
い
て
、「
給
付
対
象
が
滅
失
し
た
と
き
に
は
、
買
主
は

─
た
と
え
み
ず
か
ら
に
帰
責
事
由
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も

─

原
状
回
復
義
務
か
ら
は
解
放
さ
れ
ず
、
滅
失
し
た
目
的
物
の
客
観
的
価
値
を
賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
べ
き
」
と
し
て
い
た

（
13
）

。
こ
の
よ
う

に
、
伝
統
的
通
説
は
、
客
観
的
価
値
の
償
還
を
当
然
の
前
提
と
し
て
き
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
時
価
の
算
定
基
準
時
の
議
論
を
し

（
五
一
四
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
七
九

て
き
た
の
で
あ
る

（
14
）

。

実
は
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
民
法
典
の
起
草
時
よ
り
示
さ
れ
て
い
た
。
改
正
前
民
法
五
四
八
条
の
起
草
者
で
あ
る
梅
謙
次
郎
は
、
改
正

前
五
四
八
条
一
項
の
場
合
（
行
為
ま
た
は
過
失
に
よ
る
返
還
不
能
等
の
場
合
）
に
解
除
を
認
め
る
と
、
物
の
返
還
債
権
者
（
解
除
の
相
手
方
）
は

返
還
債
務
者
（
解
除
権
者
）
に
対
し
て
七
〇
九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
物
の
滅
失
後
に
そ
の
価
値
を
調
べ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
解
除
権
そ
れ
自
体
を
消
滅
さ
せ
た
と
理
解
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
梅
謙
次
郎
も
ま
た
、
客
観
的
価
額

の
償
還
を
前
提
と
し
て
い
た
も
の
と
理
解
で
き
る

（
15
）

。

で
は
、
客
観
的
価
額
償
還
は
い
か
な
る
論
理
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
挙
げ
た
潮
見
佳
男
の
民
法
改
正
前0

の
体

系
書
で
は
、「
こ
こ
で
は
、『
契
約
解
除
の
結
果
、
各
当
事
者
は
み
ず
か
ら
が
相
手
方
に
給
付
し
た
対
象
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
地
位
を
得
る
』（
給
付
対
象
の
返
還
に
つ
い
て
の
期
待
利
益
）
と
の
立
場

─
給
付
対
象
の
返
還
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
へ
の
結
果
保
証

─
か
ら
出
発
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
」
と
し
て
、
客
観
的
価
額
償
還
を
帰
結
し
て
い
た
。
原
状
回
復
に
あ
っ
て
は
、
給
付
し
た
対
象
の

返
還
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
原
則
に
あ
り
、
こ
れ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
が
な
さ
れ
た
場
合
と
同
様
の
地
位
が
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
の
実
現
に
は
そ
の
給
付
対
象
の
客
観
的
価
値
が
償
還
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
理
解
で
あ
る
。
我
が
国
に
は
、
物
の
返
還

が
で
き
な
い
場
合
の
価
額
償
還
義
務
を
、
原
状
回
復
義
務
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
一
連
の
学
説
が
存
在
す
る
が
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

見
解
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
と
い
え
よ
う

（
16
）

。

（
五
一
五
）
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法
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二
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月
）

三
八
〇

２
　
川
村
泰
啓
か
ら
磯
村
保
、
そ
し
て
中
間
試
案
へ

⑴

　磯
村
保

そ
う
し
た
中
で
、
磯
村
保
は
、
一
九
八
五
年
の
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（「
法
律
関
係
の
清
算
と
不
当
利
得
」）
に
お
け
る
報
告
お

よ
び
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
翌
年
公
刊
の
論
文
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
伝
統
的
通
説
と
は
異
な
る
新
た
な
考
え
を
展
開
し
て
い
た

（
17
）

。

磯
村
保
の
主
張
は
、
我
が
国
に
お
け
る
不
当
利
得
類
型
論
へ
の
鋭
い
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
も
評
し
う
る
。
当
時
、
我
が
国
で
は
不
当
利
得

類
型
論
が
そ
の
支
持
を
大
き
く
広
げ
て
お
り
、
不
当
利
得
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
解
答
も
「
類
型
論
」
か
ら
演
繹
的
に
導
き
出
せ
る

か
の
よ
う
な
論
じ
方
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
価
値
中
立
的
な
清
算
」
を
志
向
す
る
も
の
が
類
型
論
の
象

徴
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

（
18
）

。
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
も
、
類
型
論
か
ら
す
れ
ば
、
客
観
的
価
値
の
償
還
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
よ
う
の
な
い
も
の
と
し
て
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
磯
村
は
、
契
約
の
清
算
に
あ
っ
て
も
返
還
債
務
者
の
「
善
意
」
あ
る
い
は
「
悪
意
」
に
何
ら
か
の
意
味
を
持
た
せ
よ
う

と
す
る
。
我
が
国
に
お
い
て
不
当
利
得
類
型
論
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
不
当
利
得
規
定
を
素
直
に
適
用
す
る
と
生
じ
る

と
さ
れ
た
次
の
二
つ
の
「
不
都
合
」
の
存
在
が
大
き
い
。
一
つ
目
は
、
給
付
不
当
利
得
に
お
い
て
、
返
還
債
務
者
が
善
意
で
あ
れ
ば
、

七
〇
三
条
に
従
い
現
存
利
益
の
返
還
で
足
り
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
売
主
に
強
迫
さ
れ
て
契
約
締
結
を
し
た
買
主
が
、

契
約
の
清
算
に
あ
っ
て
は
、
悪
意
の
返
還
債
務
者
と
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
は
、
こ
う
し
た
結
果
は

耐
え
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
と
評
価
し
、
給
付
不
当
利
得
に
お
い
て
は
、
七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
の
区
別
を
せ
ず
、
結
果
と
し
て
返
還
債

務
者
の
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
認
め
な
か
っ
た

（
19
）

。

こ
う
し
た
中
で
、
磯
村
は
、
善
意
お
よ
び
悪
意
の
意
味
を
再
考
す
る
こ
と
で
二
つ
目
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
一

（
五
一
六
）
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つ
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
に
お
け
る
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
は
、
対
価
を
負
担
す
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
、

善
意
者
で
あ
っ
て
も
対
価
の
限
度
で
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
。

磯
村
は
、
七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
と
い
う
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
も
、
利
得
消
滅
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
制
度
趣
旨
に
立
ち
返
る
こ
と

で
、
同
抗
弁
に
は
必
ず
し
も
現
存
利
益
へ
の
縮
減
だ
け
で
な
い
作
用
の
仕
方
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
あ
え
て
指
摘
す

れ
ば
、
当
時
の
給
付
不
当
利
得
論
は
、
給
付
不
当
利
得
に
お
い
て
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
、
給
付
不
当
利

得
の
効
果
を
、
解
除
の
効
果
で
あ
る
原
状
回
復
に
近
づ
け
て
考
え
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
磯
村
説
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に

反
し
、
む
し
ろ
不
当
利
得
法
に
規
定
さ
れ
る
善
意
者
保
護
規
定
の
機
能
を
（
全
部
で
は
な
い
も
の
の
限
定
的
に
）
積
極
的
に
支
持
し
、
こ
う

し
た
論
理
が
解
除
の
原
状
回
復
に
も
妥
当
す
る
下
地
を
作
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
磯
村
の
新
た
な
主
張
は
、
磯
村
自
身
が
自
認
す
る
と
お
り
、
既
に
川
村
泰
啓
の
一
連
の
不
当
利
得
類
型
論
研
究

の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
時
代
が
前
後
す
る
が
、
磯
村
が
影
響
を
受
け
た
川
村
の
議
論
を
追
っ
て
、
そ
の
後

に
、
今
般
の
民
法
改
正
手
続
に
お
け
る
中
間
試
案
の
分
析
へ
と
移
る
こ
と
と
し
よ
う
。

⑵

　川
村
泰
啓

川
村
泰
啓
は
、
我
が
国
の
不
当
利
得
類
型
論
の
先
駆
的
提
唱
者
で
あ
る

（
20
）

。
と
は
い
え
、
川
村
不
当
利
得
類
型
論
は
、
現
在
我
が
国
に
定

着
し
て
い
る
不
当
利
得
類
型
論
と
は
少
々
異
質
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
無
効
・
取
消
し
の
中
で
も
、
相
手
方
の
詐
欺
・
強
迫
を
理
由
と
し

て
契
約
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
川
村
説
は
こ
の
場
合
を
給
付
不
当
利
得
に
含
め
な
い
。
既
に
契
約
締
結
の
発
端
に
お
い
て
被
詐
欺
者
の

私
的
意
思
（
所
有
権
の
自
由
）
が
契
約
の
相
手
方
に
よ
っ
て
作
為
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
誤
っ
て
実
行
さ
れ
た
給
付
の
返
還
を

（
五
一
七
）
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「
契
約
」
の
清
算
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
否
定
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
否
定
も
ま
た
、
詐
欺
・
強
迫
の
場
合
に
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
法
秩
序
の
価
値
判
断
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る

（
21
）

。

こ
う
し
た
川
村
不
当
利
得
論
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
も
異
彩
を
放
つ

（
22
）

。
川
村
の
議
論
の
出
発
点
は
、
利
得
消
滅
と
い
う
免
責
を
得
ら
れ

る
た
め
に
は
「
取
得
の
法
的
有
効
性
に
つ
い
て
の
信
頼
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
ラ
ー
レ
ン
ツ
の
指
摘
で
あ
る
。
川
村
は
、
こ
う
し
た

ラ
ー
レ
ン
ツ
の
見
解
を
受
け
、「
彼
の
構
成
に
は
『
利
得
の
消
滅

0

0

0

0

0

』
に
よ
る
免
責
効
果
の
結
び
つ
く
要
件

0

0

を
類
型
論
に
親
和
的
な
も
の
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

転
化
0

0

さ
せ
た
と
い
う
画
期
的
意
義
が
ひ
そ
ん
で
い
た
」（
傍
点
・
原
著
）
と
理
解
し
、
法
律
上
の
原
因
を
欠
い
た
「
取
得
」
の
諸
類
型
に
即

し
て
具
体
化
し
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、
交
換
型
契
約
に
お
け
る
「
取
得
の
法
的
有
効
性
」
の
信
頼
と
は
、
所
有
権
取
得
の
法
的
有
効
性
の
信
頼
で
あ
る
か
ら
、

「
善
意
」
で
あ
る
限
り
は
、
有
効
な
所
有
権
を
信
じ
て
い
た
者
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
給
付
物
が
交
換
型
契
約
上
の
対
価
的
給
付
の

0

0

0

0

0

0

一0

方
と
し
て

0

0

0

0

受
領
さ
れ
て
い
る
以
上
、
彼
の
所
有
権
取
得
の
法
的
有
効
性
の
信
頼
の
う
ち
に
は
、
契
約
上
彼
の
が
わ
で
負
担
し
た
対
価
的

給
付
＝
『
反
対
給
付
』
の
支
出
が
同
時
に
予
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
」（
傍
点
・
原
著
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
不
存
在
債
務
の
弁
済
の

善
意
受
領
者
に
お
け
る
よ
う
な
、
初
め
か
ら
片
務
的
な

0

0

0

0

0

0

0

0

、
無
条
件
な

0

0

0

0

、
所
有
権
取
得
の

0

0

0

0

0

0

法
的
有
効
性
に
つ
い
て
の
信
頼
」（
傍
点
・
原
著
）

と
は
異
な
る
。
交
換
型
契
約
に
お
け
る
右
の
信
頼
と
は
、「
対
価
的
給
付

0

0

0

0

0

＝
反
対
給
付
の
支
出
に
つ
い
て
の
諒
解
を
ふ
く
ん
だ
所
有
権
取

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

得0

の
法
的
有
効
性
に
つ
い
て
の
信
頼
」（
傍
点
・
原
著
）
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
「
信
頼
の
保
護
条
件
」
に
つ
い
て
の
川
村
の
見
解
は
、

（
川
村
自
身
は
明
示
的
に
述
べ
ず
、
あ
る
い
は
相
違
を
指
摘
す
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
も
の
の
）
フ
ル
ー
メ
に
よ
る
「
財
産
に
見
合
う
決
定

（verm
ögensm

äßige E
ntscheidung

）」
理
論
の
影
響
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（
23
）

。

川
村
は
、
そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
理
解
か
ら
、
利
得
消
滅
に
よ
る
免
責
効
果
は
、
交
換
型
契
約
に
あ
っ
て
は
、「
初
め
か
ら
『
反
対

（
五
一
八
）
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給
付
』
の
価
値
分
だ
け
減
殺
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
。
要
す
る
に
、
川
村
は
、
七
〇
三
条
が
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
規
定
す
る
趣
旨
に
遡
り
、

そ
の
趣
旨
が
妥
当
す
る
範
囲
を
再
考
す
る
こ
と
で
、
有
償
契
約
に
お
い
て
も
そ
の
限
定
的
適
用
の
途
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
磯
村
保
が
自
ら
述
べ
て
い
た
と
お
り
、
給
付
受
領
者
の
善
意
を
問
題
に
し
つ
つ
も
、
返
還
債
務
者
の
責
任
を
す
べ
て
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
対
価
の
限
度
で
価
額
償
還
責
任
を
負
担
さ
せ
る
信
頼
保
護
の
在
り
方
が
、
既
に
川
村
不
当
利
得
論
に
お
い
て
か
な
り

の
完
成
度
で
も
っ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
が
、
ま
さ
に
我
が
国
の
類
型
論
の
先
駆
的
提
唱
者
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
再
度
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑶

　中
間
試
案
と
そ
の
補
足
説
明

ア

　中
間
試
案
の
内
容

右
の
と
お
り
、
川
村
不
当
利
得
論
お
よ
び
そ
れ
を
継
承
す
る
磯
村
保
不
当
利
得
論
に
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
論
理
展
開
が
あ
っ
た
も

の
の
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
点
に
つ
い
て
は
、（
Ⅳ
章
１
節
に
て
触
れ
る
須
永
醇
に
よ
る
論
稿
を
除
き
）
ほ
と
ん
ど
応
接
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

て
き
た
と
い
っ
て
よ
い

（
24
）

。
こ
れ
に
は
、
川
村
不
当
利
得
論
の
複
雑
さ
や
難
解
さ
、
さ
ら
に
は
不
当
利
得
類
型
論
の
中
で
も
価
値
中
立
的
清

算
を
志
向
す
る
論
者
に
よ
る
明
快
な
主
張
が
理
解
し
や
す
か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
今
般
の
民
法
改
正
論
議
に
お
い
て
、
突
如
と
し
て
、
川
村
が
提
唱
し
、
磯
村
保
が
展
開
し
た
理
論
の
存
在
と
意
義
が
取
り

沙
汰
さ
れ
、「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
か
ら
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
を
経
て
、
冒
頭
で
触
れ

た
「
中
間
試
案
」
へ
と
引
き
継
が
れ
る

（
25
）

。
改
正
前
民
法
五
四
五
条
の
規
律
に
つ
き
、
中
間
試
案
で
は
、
次
の
よ
う
な
改
正
提
案
が
な
さ
れ

た
（
26
）

。
本
稿
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
⑷
の
後
段
と
⑸
で
あ
る
。

（
五
一
九
）
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契
約
の
解
除
の
効
果
（
民
法
第
五
四
五
条
関
係
）

民
法
第
五
四
五
条
の
規
律
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
。

⑴
　
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
解
除
権
を
行
使
し
た
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
そ
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

⑵
　
上
記
⑴
の
場
合
に
は
、
各
当
事
者
は
、
そ
の
相
手
方
を
原
状
に
復
さ
せ
る
義
務
を
負
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の

権
利
を
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

⑶
　
上
記
⑵
の
義
務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
金
銭
を
返
還
す
る
と
き
は
、
そ
の
受
領
の
時
か
ら
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
。

⑷
　
上
記
⑵
の
義
務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
給
付
を
受
け
た
金
銭
以
外
の
も
の
を
返
還
す
る
と
き
は
、
そ
の
給
付
を
受
け
た
も

の
及
び
そ
こ
か
ら
生
じ
た
果
実
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
給
付
を
受
け
た
も

の
及
び
そ
れ
か
ら
生
じ
た
果
実
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
。

⑸
　
上
記
⑷
に
よ
り
償
還
の
義
務
を
負
う
者
が
相
手
方
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
契
約
の
解
除
を
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
給
付
を

受
け
た
も
の
の
価
額
の
償
還
義
務
は
、
自
己
が
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
給
付
し
若
し
く
は
給
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
価
額
又
は
現

に
受
け
て
い
る
利
益
の
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
を
限
度
と
す
る
も
の
と
す
る
。

⑹
　
解
除
権
の
行
使
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
注
） 　
上
記
⑸
に
つ
い
て
、「
自
己
が
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
給
付
し
若
し
く
は
給
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
価
値
の
額
又
は
現
に

受
け
て
い
る
利
益
の
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
」
を
限
度
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
給
付
を
受
け
た
者
が
当
該
契
約
に
基
づ

い
て
給
付
し
若
し
く
は
給
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
価
値
の
額
」
を
限
度
と
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

（
五
二
〇
）
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⑷
の
後
段
に
お
い
て
、
受
領
物
を
返
還
で
き
な
い
債
務
者
に
価
額
償
還
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
⑸
あ
る
い
は
（
注
）
に
お
い
て
、
一
定
の

前
提
の
も
と
で
、
返
還
債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
が
、「
自
己
が
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
給
付
し
若
し
く
は
給
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
価
額
」、

す
な
わ
ち
対
価
に
よ
っ
て
限
界
を
画
さ
れ
る

（
27
）

。

こ
う
し
た
立
法
提
案
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。「
無
効
な
法
律
行
為
が
有
償
契
約
以
外
の
法
律
行
為
で

あ
る
場
合
」
に
は
、
給
付
受
領
者
が
給
付
を
受
け
た
当
時
、
そ
の
法
律
行
為
の
無
効
で
あ
る
こ
と
又
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
給
付
受
領
者
は
、
そ
れ
を
知
っ
た
時
点
で
そ
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
現
に
利
益
を
受
け
て
い
た
限
度
に
お
い
て

返
還
義
務
を
負
う
と
い
う
内
容
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、「
無
効
な
法
律
行
為
が
有
償
契
約
で
あ
る
場
合
」
に
お
い
て
は
、
給
付
受
領
者

が
給
付
を
受
け
た
当
時
、
そ
の
法
律
行
為
の
無
効
で
あ
る
こ
と
又
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
価
額
償

還
義
務
は
、
対
価
額
又
は
現
に
受
け
て
い
る
利
益
の
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
が
限
度
に
な
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た

（
28
）

。
本
稿
冒
頭
で
述
べ

た
と
お
り
、
こ
の
中
間
試
案
に
よ
れ
ば
、
解
除
に
限
ら
ず
、
無
効
・
取
消
し
に
も
、
当
事
者
間
に
お
け
る
対
価
合
意
を
否
定
す
る
効
力
が

な
い
こ
と
に
な
る
。

イ

　約
定
対
価
を
上
限
と
す
る
論
拠

解
除
お
よ
び
無
効
・
取
消
し
の
効
果
に
関
す
る
、
こ
う
し
た
提
案
理
由
に
つ
い
て
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案

の
補
足
説
明
」（
以
下
「
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
と
い
う
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
受
領
者
が
自
己
の
物
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
過
程
で
利
得
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
後
的
に
常
に
客
観
的
価
値
の
償
還
義
務
を
負
う
と
す
る
と
、
①
無
償
契
約

の
場
合
に
は
、
現
存
利
益
を
超
え
る
部
分
の
返
還
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
自
体
が
、「
当
該
給
付
は
自
己
の
財
産
に
属
す
る
」
と
の
給
付

（
五
二
一
）
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受
領
者
の
期
待
に
反
す
る
し
、
②
有
償
契
約
が
解
除
さ
れ
、
あ
る
い
は
無
効
・
取
消
し
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
物
の
客
観
的
価
値
が

予
想
外
に
高
額
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
返
還
債
務
者
が
不
測
の
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
買
主
に
酷
で

あ
る
。

こ
の
点
、
右
①
②
と
も
に
、
給
付
受
領
者
の
自
己
の
財
産
に
属
す
る
と
の
信
頼
が
問
題
に
な
る
が
、
か
よ
う
な
信
頼
は
、
ま
ず
無
償
契

約
で
あ
れ
ば
、
給
付
の
原
因
と
な
っ
た
法
律
行
為
が
無
効
ま
た
は
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
間
は
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
償
で
の
善
意
の
給
付
受
領
者
は
、
善
意
で
あ
っ
た
間
に
失
わ
れ
た
利
得
の
返
還
義
務
に
つ
い
て
、
利
得
消
滅
の

抗
弁
を
主
張
し
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る

（
29
）

。

そ
れ
に
対
し
、
有
償
契
約
の
場
合
に
は
、
解
除
が
問
題
と
さ
れ
る
と
き
に
は
自
身
の
「
債
務
の
履
行
に
落
ち
度
」
が
な
く

（
30
）

、
無
効
・
取

消
し
の
と
き
に
は
給
付
受
領
時
点
で
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
る
こ
と
又
は
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
に
善
意
で
あ
れ
ば
、「
給
付
受
領
者
と

し
て
は
、
反
対
給
付
さ
え
履
行
す
れ
ば
相
手
方
か
ら
の
給
付
を
確
定
的
に
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
の
反
対
給
付
の
額
を
超
え
る
経
済

的
負
担
は
、
当
該
契
約
に
関
し
て
は
生
じ
な
い
）
と
い
う
正
当
な
信
頼
が
生
じ
て
い
る

（
31
）

」。
換
言
す
れ
ば
、
有
償
契
約
に
お
い
て
は
、
相
手
方

か
ら
の
受
領
物
を
自
己
の
物
と
し
て
以
後
も
保
持
で
き
る
と
の
信
頼
は
、
自
分
が
相
手
方
に
対
し
て
反
対
給
付
を
す
る
と
い
う
代
償
を
払

う
こ
と
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
給
付
物
を
返
還
で
き
な
い
返
還
債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
は
、
以
上
の
要
件
の
も
と

で
、
対
価
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

右
提
案
は
そ
の
後
要
綱
仮
案
の
段
階
で
削
除
さ
れ
る
に
至
る
が
、
そ
れ
で
も
、「
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
」
と
い
う
要
素
が
、
契

約
の
巻
き
戻
し
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
こ
と
が
、
こ
の
改
正
論
議
の
過
程
で
急
速
に
広
め

ら
れ
て
い
っ
た

（
32
）

。

（
五
二
二
）
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ウ

　客
観
的
価
額
償
還
の
原
則
と
そ
の
影
響

も
っ
と
も
、
本
稿
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
右
に
見
た
中
間
試
案
は
、
あ
く
ま
で
客
観
的
価
額
の
償
還
を
原
則
と
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
中
間
試
案
の
補
足
説
明
に
よ
れ
ば
、
同
提
案
で
用
い
ら
れ
る
（
右
⑷
後
段
の
）「
価
額
」
と
は
客
観
的
価
値
を
意
味
し
て
お
り
、
右

で
見
た
⑸
や
無
効
・
取
消
し
の
場
合
の
類
似
し
た
提
案
は
、
あ
く
ま
で
こ
う
し
た
原
則
の
例
外
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る

（
33
）

。

中
間
試
案
は
、
こ
の
よ
う
に
客
観
的
価
値
の
償
還
が
原
則
で
あ
る
理
由
に
つ
き
、
無
効
の
効
果
の
箇
所
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す

な
わ
ち
、「
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
は
、
給
付
の
原
因
が
な
く
、
互
い
に
そ
の
法
律
行
為
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
と
同
様
の
状
態

を
回
復
す
る
こ
と
が
原
則
に
な
る

（
34
）

」
こ
と
か
ら
、
客
観
的
価
額
の
償
還
を
帰
結
す
る
。
ま
た
、
客
観
的
価
値
の
算
定
基
準
時
を
償
還
時
と

論
ず
る
過
程
で
は
、「
こ
の
償
還
義
務
は
、
本
来
の
原
則
で
あ
る
原
物
の
返
還
に
代
え
て
、
そ
れ
と
同
様
の
経
済
的
地
位
を
給
付
者
に
回

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

復
さ
せ
る

0

0

0

0

こ
と
が
目
的
で
あ
る
」（
傍
点
・
引
用
者

（
35
））

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
間
試
案
は
買
主
の
信
頼
を
根
拠
と
し
た
限
界
づ
け
を
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
原
則
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
整
理
と
議

論
に
は
、
そ
の
実
益
を
問
う
指
摘
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
右
提
案
の
よ
う
に
原
則
が
客
観
的
価
値
の
償
還
で
あ
ろ
う
と
、
買
主
の
信
頼

が
保
護
に
値
す
る
場
合
に
は
、
か
つ
て
川
村
や
磯
村
保
が
主
張
し
た
よ
う
に
、（
た
と
え
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
上
回
ろ
う
と
も
）
対
価
額

ま
で
の
縮
減
を
抗
弁
と
し
て
主
張
で
き
る
と
の
構
成
も
、
立
証
責
任
を
踏
ま
え
る
と
座
り
の
良
い
も
の
に
も
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
中
間
試
案
が
客
観
的
価
額
償
還
を
原
則
に
据
え
て
い
る
こ
と
で
の
影
響
は
、
極
め
て
重
要
な
具
体
的
問
題
に
お
い
て
生
じ

る
。
そ
の
具
体
的
問
題
と
は
、
当
該
物
の
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
っ
て
い
た
場
合
の
処
理
で
あ
る
。
客
観
的
価
額
償
還
を
原
則
と

す
る
た
め
か
、
中
間
試
案
の
補
足
説
明
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
き
、「
自
己
が
受
け
た
給
付
の
客
観
的
価
額
が
そ
の
負
担
す
る
反
対

給
付
の
価
額
を
下
回
る
と
き
は
、
前
者
の
み
を
償
還
す
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
の
で
あ
る

（
36
）

。
約
定
対
価
は
ま
さ
に
上
限
0

0

で
し
か
な
い
の
で

（
五
二
三
）
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あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
少
な
く
と
も
解
除
の
場
合
に
は
、
契
約
そ
れ
自
体
は
「
望
ま
れ
た
契
約
」
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
か
ら
に
は
、
売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
は
、
客
観
的
価
値
で
は
な
く
、
対
価
額
に
こ
そ
表
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理

解
か
ら
は
、
客
観
的
価
値
が
対
価
を
下
回
ろ
う
と
も
、
対
価
額
が
償
還
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
中
間
試
案
に
お
け
る
提
案
は
、
無
効
な
無
償
契
約
の
場
合
を
除
き
、
見
解
の
一
致
が
見
ら
れ
ず

（
37
）

、
最
終
的
に

は
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
受
領
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
の
価
額
償
還
義
務
の
規
定
す
ら
組
み
込
ま
れ
ず
、
返
還
債

務
者
が
負
う
原
状
回
復
義
務
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
解
除
権
の
消
滅
を
規
定
す
る
五
四
八
条
が
改
正
さ
れ
、

そ
の
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
売
買
契
約
で
あ
れ
ば
、
買
主
が
解
除
で
き
る
も
の
の
価
額
償
還
義
務
を
負
う
と
い
う
ケ
ー

ス
は
、（
そ
の
広
狭
に
争
い
は
あ
れ
ど
）
多
く
が
認
め
る
事
態
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
学
説
で
は
、
一
方
で
、
有
償
契
約
に
お
け
る
善

意
の
給
付
受
領
者
の
価
額
償
還
義
務
は
約
定
対
価
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
る
と
の
考
え
方
が
急
速
に
支
持
を
増
や
し
て
お
り

（
38
）

、
右
の
伝
統

的
通
説
の
箇
所
で
取
り
あ
げ
た
潮
見
佳
男
も
、
改
正
後0

の
体
系
書
に
お
い
て
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
価
額
償
還
義
務
の
箇
所
で
こ
う
し

た
考
え
方
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
る

（
39
）

。
ま
た
、
消
費
者
法
の
領
域
で
は
、
二
〇
一
六
年
の
消
費
者
契
約
法
改
正
に
よ
り
、
不
当
勧
誘
行

為
に
基
づ
く
意
思
表
示
の
取
消
し
の
場
合
に
お
い
て
、
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
事
業
者
か
ら
給
付
を
受

け
た
消
費
者
は
、
現
に
利
益
を
受
け
て
い
る
限
度
に
お
い
て
の
み
返
還
の
義
務
を
負
う
と
さ
れ
た
（
消
費
者
契
約
法
六
条
の
二

（
40
））。

し
か
し
、

他
方
、
原
則
と
し
て
償
還
さ
れ
る
べ
き
価
額
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
客
観
的
価
値
で
あ
る
と
の
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る

（
41
）

。
こ
こ
で

は
、
我
が
国
に
お
け
る
近
時
の
有
力
説
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
（
無
効
・
取
消
し
の
効
果
で
あ
る
）
給
付
不
当
利
得
を
想
定
し
て
議
論
を
し

て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
う
し
た
近
時
の
有
力
説
も
な
お
客
観
的
価
額
償
還
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
次
に
ド
イ
ツ
民
法
に

（
五
二
四
）
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八
九

お
け
る
議
論
の
分
析
に
進
む
こ
と
と
し
よ
う
。

Ⅲ
　
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
償
還
価
額
の
算
定

１
　
債
務
法
改
正
に
よ
る
新
規
定
（
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
）
と
立
法
理
由

ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
債
務
法
改
正
に
よ
り
、
解
除
が
な
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
物
の
返
還
債
務
者
が
返
還
で
き
な
い
場

合
の
価
額
償
還
に
つ
き
、
そ
の
価
額
算
定
に
関
す
る
規
定
を
新
し
く
設
け
た

（
42
）

。
こ
の
点
、
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
に
は
、
日
本
民
法

五
四
八
条
に
類
似
す
る
解
除
権
消
滅
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
た
（
旧
三
五
〇
条
以
下
）。
そ
の
た
め
、
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
の
リ
ス

ク
配
分
は
、
解
除
の
可
否
の
段
階
で
図
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
価
額
償
還
の
議
論
は
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
債
務
法
改
正

に
よ
り
、
こ
の
旧
三
五
〇
条
以
下
が
削
除
さ
れ
、
価
額
償
還
義
務
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
償
還
額
の
算
定
方
法
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る

（
43
）

。

価
額
償
還
の
内
容
を
規
律
す
る
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
は
、「
契
約
に
お
い
て
反
対
給
付
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
反
対

給
付
は
、
価
額
償
還
の
算
定
に
際
し
て
基
礎
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
す
る

（
44
）

。
一
見
し
て
分
か
る
と
お
り
、
契
約
当
事
者
間
で

取
り
決
め
た
対
価
額
（
主
観
的
価
値
）
の
償
還
が
原
則
で
あ
る
と
の
考
え
に
立
つ

（
45
）

。
価
額
償
還
に
よ
る
清
算
は
、
主
観
的
等
価
関
係
を
維

持
し
た
ま
ま
で
（unter W

ahrung des subjektiven Ä
quivalenzverhältnisses

）
行
わ
れ
る

（
46
）

。
実
は
、
債
務
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
に
お

い
て
も
、
労
務
給
付
な
ど
も
と
も
と
原
物
返
還
不
能
な
場
合
で
の
価
額
償
還
に
つ
き

（
47
）

、
反
対
給
付
が
「
金
銭
で
」
定
ま
っ
て
い
た
と
き

は
、
こ
の
反
対
給
付
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
旧
三
四
六
条
二
文
が
存
在
し
た
。
今
回
の
新
規
定
は
、
こ
の
旧
三
四
六
条

（
五
二
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
九
〇

二
文
の
考
え
方
を
広
げ
た
も
の
と
い
え
る

（
48
）

。

で
は
、
価
額
償
還
の
内
容
と
し
て
対
価
を
基
本
に
据
え
る
こ
の
考
え
方
は
、
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
も
の
か
。
草
案
理
由
書
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る

（
49
）

。

債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
は
、
ま
ず
第
一
に
、
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
反
対
給
付
に
合
わ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

取
り
決
め
が
欠
け
て
い
る
限
り
で
、
八
一
八
条
二
項
に
お
け
る
よ
う
に
、
客
観
的
価
値
関
係
が
重
要
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
原
則
と
し
て

契
約
上
の
評
価
に
拘
束
す
る
こ
と
は
、
利
害
に
公
平
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
生
じ
た
障
害
は
た
だ
清
算
に
関
係
す
る

の
み
で
あ
り
、
当
事
者
に
よ
り
私
的
自
治
で
交
渉
し
て
取
り
決
め
ら
れ
た
対
価
合
意
に
は
関
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
価
合

意
も
ま
た
、
た
と
え
ば
一
一
九
条
二
項
や
一
二
三
条
の
要
件
を
満
た
す
よ
う
な
侵
害
が
さ
れ
た
場
合
に
限
っ
て
、
債
権
者
は
、
そ
の
契
約

を
取
り
消
し
、
八
一
二
条
以
下
に
基
づ
く
請
求
権
を
主
張
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

発
生
し
た
障
害
は
、
当
事
者
が
取
り
決
め
た
対
価
合
意
に
無
関
係
で
あ
り
、
た
だ
清
算
（
巻
き
戻
し
）
に
関
係
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
。
草
案
理
由
書
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
当
事
者
を
給
付
と
反
対
給
付
と
の
契
約
上
の
評
価
に
拘

束
す
る
こ
と
が
利
害
に
公
平
で
あ
る
と
し
て
、
対
価
額
償
還
を
基
本
と
す
る
。

注
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
う
し
た
約
定
対
価
を
基
本
と
し
た
価
額
償
還
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
法
定
解
除
だ
け

で
な
く
、
約
定
解
除
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
債
務
法
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法
は
、
こ

の
点
に
お
い
て
法
定
解
除
と
約
定
解
除
と
を
区
別
し
て
い
な
い

（
50
）

。
ま
た
、
右
の
理
由
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
無
効
・
取
消
し
の

（
五
二
六
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
九
一

効
果
と
し
て
不
当
利
得
法
に
よ
り
返
還
債
務
者
が
価
額
償
還
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
解
除
の
場
合
と
異
な
り
、
客
観
的
価
値

の
償
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る

（
51
）

。

２
　
学
説
に
よ
る
新
規
定
の
理
解

⑴

　総

　論

次
に
、
こ
う
し
た
新
規
定
に
対
す
る
学
説
の
評
価
を
見
て
い
こ
う
。
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
と
同
様

の
論
理
で
も
っ
て
客
観
的
価
額
償
還
を
帰
結
す
る
学
説
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
有
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
改
正
後
も
同

様
で
あ
り
、
新
規
定
が
設
け
ら
れ
た
現
在
も
、
こ
れ
に
反
対
し
、
客
観
的
価
値
の
償
還
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
す
る
見
解
も
、
少
数
な
が

ら
有
力
に
主
張
さ
れ
る

（
52
）

。
新
規
定
反
対
派
の
多
く
は
、
労
務
給
付
の
よ
う
に
も
と
も
と
原
物
返
還
不
能
な
場
合
と
は
異
な
り
、
給
付
内
容

自
体
は
本
来
原
物
返
還
可
能
な
も
の
の
、
事
情
に
よ
り
原
物
返
還
が
不
能
な
場
合
に
お
け
る
価
額
償
還
に
お
い
て
は
、
対
価
額
の
償
還
で

は
不
当
で
あ
る
と
す
る

（
53
）

。
解
除
権
が
行
使
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
少
な
く
と
も
一
方
当
事
者
は
合
意
し
た
等
価
関
係
あ
る
い
は
対
価

合
意
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
の
も
と
、（
草
案
理
由
書
の
よ
う
に
）
原
状
回
復

障
害
は
単
に
清
算
の
在
り
方
に
の
み
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
主
観
的
等
価
関
係
の
維
持
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い

と
す
る

（
54
）

。
解
除
と
は
、
契
約
締
結
前
に
存
在
し
た
法
的
状
態
の
回
復
、
あ
る
い
は
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回

復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
の
存
在
を
前
提
と
し
た
約
定
対
価
へ
の
拘
束
は
不
適
切
で
あ
り
、
受
領
物
の
返
還
に
代
え
て

生
じ
る
価
額
償
還
と
し
て
は
、
や
は
り
受
領
物
の
「
真
の
価
値
」
や
「
実
際
の
価
値
」
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
指
摘
さ
れ

る
（
55
）

。
そ
の
う
え
、
原
物
返
還
が
可
能
な
場
合
に
は
、
客
観
的
価
値
を
有
す
る
物
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
主
観
的
等
価
関
係
へ
の
拘
束
は
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
五
二
七
）
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三
九
二

わ
ば
破
棄
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
原
物
返
還
が
で
き
ず
、
価
額
償
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
主
観
的
等
価

関
係
へ
の
拘
束
が
維
持
さ
れ
る
の
は
不
整
合
で
あ
る
と
の
比
較
論
も
登
場
し
、
価
額
償
還
義
務
は
原
物
返
還
義
務
の
代
わ
り
に
生
じ
る
も

の
で
あ
る
以
上
、
債
権
者
の
状
態
回
復
の
た
め
に
は
必
然
的
に
客
観
的
価
値
の
償
還
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る

（
56
）

。
そ
こ
で
、
コ
ー

ラ
ー
を
始
め
と
し
た
反
対
派
の
中
に
は
、
新
規
定
を
目
的
論
的
に
制
限
解
釈
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
新
規
定
を
実
体
法
上
の
規
定
と
し
て

で
な
く
、
契
約
対
価
を
市
場
価
値
と
推
定
す
る
訴
訟
法
上
の
推
定
規
定
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
新
規
定
の
も
と
で
も
客

観
的
価
額
償
還
が
原
則
で
あ
る
と
の
論
理
を
展
開
す
る
も
の
も
あ
る

（
57
）

。

も
っ
と
も
、
新
規
定
の
法
政
策
的
評
価
は
と
も
か
く
、
新
規
定
の
も
と
で
客
観
的
価
額
償
還
を
導
く
こ
と
に
は
慎
重
な
立
場
が
多
い
。

新
規
定
を
法
政
策
的
に
誤
っ
て
い
る
と
し
て
批
判
す
る
者
の
中
で
も
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
始
め
と
し
た
多
く
の
論
者
が
、
新
法
の
も
と
で
客

観
的
価
額
償
還
を
原
則
と
す
る
こ
と
は
、
同
規
定
の
文
言
と
も
改
正
過
程
に
お
け
る
議
論
と
も
整
合
し
な
い
以
上
、
実
際
に
改
正
さ
れ
た

か
ら
に
は
対
価
額
償
還
を
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

（
58
）

。

現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
数
説
は
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
新
規
定
に
賛
成
の
立
場
で
あ
る

（
59
）

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
草
案
理
由
書
で

挙
げ
ら
れ
た
も
の
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
で
も
さ
ほ
ど
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
賛
成

派
の
論
拠
の
中
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
が
新
規
定
の
射
程
に
も
差
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
映
る
。
そ
こ
で
、
以

下
で
は
、
新
規
定
に
賛
成
す
る
論
者
が
ど
の
よ
う
な
論
理
で
も
っ
て
対
価
額
償
還
を
肯
定
す
る
か
に
着
目
し
て
分
析
を
し
よ
う
。

（
五
二
八
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
九
三

⑵

　新
規
定
の
賛
成
理
由
に
内
在
す
る
２
つ
の
立
場

ア

　対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
を
重
視
し
、
対
価
額
償
還
＝
売
主
の
状
態
回
復
と
考
え
る
立
場

新
規
定
賛
成
派
の
立
場
か
ら
最
も
頻
繁
に
主
張
さ
れ
る
の
は
、
解
除
の
対
象
と
な
る
契
約
自
体
に
は
瑕
疵
が
な
く
、
解
除
に
よ
っ
て
も

対
価
合
意
は
触
れ
ら
れ
ず
の
ま
ま
で
あ
る
、
と
の
言
説
で
あ
る

（
60
）

。
周
知
の
と
お
り
、
草
案
理
由
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
な
る
。
両

当
事
者
が
私
的
自
治
の
も
と
で
利
害
を
適
切
に
調
整
し
、
給
付
と
反
対
給
付
と
を
等
価
値
で
あ
る
と
考
え
て
契
約
を
締
結
し
た
以
上
、
契

約
の
清
算
に
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
評
価
に
当
事
者
を
拘
束
し
て
も
不
公
平
で
は
な
い
と
考
え
る

（
61
）

。

新
規
定
反
対
派
は
、「
解
除
は
そ
の
不
都
合
な
取
引
か
ら
の
解
放
手
段
で
あ
る
」
と
の
理
解
を
前
提
に
対
価
額
を
基
本
と
し
た
価
額
償

還
に
反
対
し
て
い
た
が
、
新
規
定
に
賛
成
の
こ
の
立
場
は
、
解
除
の
場
合
に
は
契
約
の
内
容
に
瑕
疵
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
契
約
の
履
行

に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
草
案
理
由
書
の
指
摘
は
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
解
除
の
意
味
と
目
的
は
、
解
除
権
者
が
自
身
に
と
っ
て
不

都
合
な
取
引
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
と
反
論
す
る

（
62
）

。

ま
た
、
新
規
定
に
反
対
す
る
見
解
は
、
対
価
額
を
償
還
の
基
本
と
す
れ
ば
取
引
利
益
が
一
方
当
事
者
に
残
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
指
摘

す
る
が
、
賛
成
派
の
立
場
か
ら
は
、
客
観
的
価
額
償
還
説
に
立
っ
た
場
合
に
は
よ
り
深
刻
な
問
題
に
な
る
と
の
反
論
が
な
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
客
観
的
価
値
が
対
価
を
下
回
る
と
き
、
客
観
的
価
額
償
還
で
足
り
る
と
解
す
れ
ば
、
返
還
債
務
者
は
、
物
が
滅
失
等
し
て
原
物
返

還
が
不
能
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
利
益
を
受
け
て
し
ま
う
と
し
て
批
判
す
る
の
で
あ
る

（
63
）

。

対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
こ
の
論
拠
か
ら
は
、
対
価
合
意
に
は
瑕
疵
が
な
い
以
上
、
当
事
者
を
こ
れ
に
拘
束
さ
せ
る

べ
し
と
の
帰
結
が
導
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
決
定
に
瑕
疵
の
な
い
対
価
さ
え
償
還
さ
れ
れ
ば
売
主
の
状
態
回
復

は
実
現
さ
れ
る
、
と
の
理
解
が
覗
え
る
。
こ
の
点
で
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
を
重
視
す
る
こ
の
立
場
は
、
売
主
の
状
態
に
着
目

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
五
二
九
）
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三
九
四

し
た
論
理
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
カ
イ
ザ
ー
は
、
い
ま
原
状
回
復
障
害
が
対
価
合
意
を
否
定
す
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
く
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
解
除

が
対
価
合
意
を
否
定
す
る
効
果
を
持
つ
か
ど
う
か
、
解
除
に
契
約
改
訂
効
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
と
し
て
、
草
案
理
由
書
の
根
拠
付
け

に
疑
問
を
呈
し
な
が
ら
も

（
64
）

、
対
価
が
客
観
的
価
値
を
下
回
っ
て
い
た
事
例
に
お
け
る
売
主
解
除
の
場
合
に
お
い
て
、
売
主
は
対
価
を
上
回

る
客
観
的
価
値
の
償
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
理
由
を
、
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
は
対
価
額
に
他

な
ら
な
い
こ
と
に
求
め
る
。
当
該
物
は
売
主
に
と
っ
て
対
価
額
以
上
の
価
値
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
ま
さ
に
売
主
自
身
が
契
約
に
お

い
て
示
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る

（
65
）

。
こ
う
し
た
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
新
規
定
反
対
派
が
取
り
上
げ
た
原
物
返
還
の
場
合
と
の
比
較
論
、

す
な
わ
ち
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
主
観
的
等
価
関
係
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
と
の
比
較
で
償
還
価
額
と

し
て
客
観
的
価
値
を
求
め
る
論
理
は
、「
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
主
観
的
等
価
関
係
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
」
と
の
前
提
理
解
自

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

体
が
不
当

0

0

0

0

で
あ
る
と
い
う
評
価
に
な
ろ
う
。

イ

　合
意
し
た
対
価
を
買
主
の
犠
牲
限
度
と
考
え
る
立
場

そ
れ
に
対
し
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
、
異
な
る
観
点
か
ら
の
対
価
額
償
還
賛
成
説
と
し
て
整
理
で
き
る
論
述
が
あ
る
。
カ
ナ
ー
リ
ス
に

よ
れ
ば
、
解
除
の
目
的
は
、
通
常
第
一
に
、
自
身
の
給
付
を
取
り
戻
す
こ
と
に
あ
り
、
原
物
返
還
が
不
能
に
な
っ
た
な
ら
ば
解
除
の
目
的

は
頓
挫
し
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
当
該
滅
失
等
の
危
険
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
と
い
う
問
題
や
、
不
都
合
な
取
引
の
事
後
的
解
決
の
た

め
に
解
除
に
よ
っ
て
主
観
的
等
価
を
修
正
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

（
66
）

。
そ
の
う
え
で
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、

い
ず
れ
の
当
事
者
も
適
切
な
対
価
を
取
り
決
め
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
自
身
で
引
き
受
け
て
対
価
を
決
定
し
た
以
上
、
解
除
は
原
則
と
し
て
、

（
五
三
〇
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
九
五

不
都
合
な
取
引
を
修
正
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
主
観
的
等
価
関
係
を
修
正
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
物
の
取
得
に

つ
い
て
一
定
の
対
価
を
支
払
お
う
と
す
る
法
的
取
引
の
決
定
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
、
偶
然
滅
失
等
の
リ
ス
ク
を
限
界
付
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
す

る
の
で
あ
る

（
67
）

。
こ
こ
に
、
売
主
の
状
態
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
の
対
価
額
償
還
だ
け
で
な
く
、
買
主
に
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
限
度

0

0

と

し
て
の
対
価
の
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
る

（
68
）

。

こ
う
し
た
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
を
正
確
に
理
解
す
る
う
え
で
は
、
債
務
法
改
正
後
の
論
説
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
に

発
表
し
た
カ
ナ
ー
リ
ス
の
不
当
利
得
法
に
関
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

論
文
を
見
る
必
要
が
あ
る

（
69
）

。
カ
ナ
ー
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ー
メ
に
よ
る
財
産
に
見
合

う
決
定
理
論
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
。
フ
ル
ー
メ
は
、
給
付
不
当
利
得
に
お
い
て
、
契
約
時
（
あ
る
い
は
使
用
時
）
に
お
け
る
決
定
、
す

な
わ
ち
反
対
給
付
と
引
き
換
え
に
給
付
を
受
け
る
と
い
う
決
定
を
も
っ
て
、
そ
の
後
に
生
じ
た
滅
失
損
傷
等
の
リ
ス
ク
の
買
主
（
＝
返
還

債
務
者
）
負
担
を
導
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
債
務
法
改
正
前
の
旧
三
五
〇
条
が
定
め
る
売
主
負
担
と
い
う
解
除
効
果
規
定
に
お
け

る
帰
結
と
矛
盾
す
る

（
70
）

。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
契
約
当
事
者
の
ど
ち
ら
が
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
か
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
時
の
決
定

だ
け
で
な
く
、
滅
失
や
損
傷
そ
れ
自
体
の
原
因
に
つ
い
て
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
り
、
買
主
負
担
を
導
く
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
ら
に
つ
い

て
買
主
に
帰
責
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

（
71
）

。

も
っ
と
も
、
フ
ル
ー
メ
の
視
点
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
に
よ
り
、
リ
ス
ク
負
担
の
程
度
論
と
し
て
生
き
る

（
72
）

。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
善
意
の
不
当

利
得
債
務
者
に
は
（
八
一
八
条
二
項
に
よ
っ
て
負
担
す
る
）
責
任
の
限
界
づ
け
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
自
身
が
し
た
給
付
を
喪
失
す
る
こ
と

こ
そ
が
善
意
の
給
付
受
領
者
に
と
っ
て
の
犠
牲
限
度
（O

pfergrenze
）
を
形
成
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
滅
失
し
た
受
領
物
の
客
観
的
価

値
が
代
金
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
返
還
債
務
者
た
る
買
主
は
、
代
金
額
の
限
度
で
の
み
責
任
を
負
い
、
そ
れ
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、

八
一
八
条
三
項
の
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

（
73
）

。
カ
ナ
ー
リ
ス
の
こ
う
し
た
論
理
は
、
我
が
国
に
お
け

（
五
三
一
）
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三
九
六

る
川
村
泰
啓
お
よ
び
磯
村
保
の
そ
れ
と
近
似
す
る
。
八
一
八
条
三
項
の
趣
旨
は
、
不
当
利
得
債
務
者
の
取
得
の
有
効
性
に
対
す
る
善
良
な

信
頼
に
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
信
頼
は
、
双
務
契
約
に
あ
っ
て
は
、
自
身
の
給
付
を
最
終
的
に
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
自
覚
を
前
提
と

し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
不
当
利
得
債
務
者
は
、
受
領
物
を
好
き
な
よ
う
に
取
り
扱
う
権
限
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
双
務
契
約
の
清
算
に
あ
っ
て
は
、
返
還
債
務
者
が
受
領
物
を
好
き
な
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
お
い
て
返
還
不
能
と
な
っ

た
場
合

（
74
）

、
利
得
消
滅
の
抗
弁
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
こ
と
は
、
全
く
も
っ
て
適
切
で
な
い

（
75
）

。
も
っ
と
も
、
無
制
限
の
否
定
も
論
理
的
で
は

な
い
。
自
身
の
給
付
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、
八
一
八
条
三
項
の
適
用
を
目
的
論
的
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
論
理
は
妥
当
し
な
い
以
上
、

対
価
額
を
超
え
る
不
当
利
得
責
任
に
対
し
て
は
八
一
八
条
三
項
の
保
護
を
受
け
て
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る

（
76
）

。

ま
さ
に
、
契
約
上
負
担
す
る
と
し
て
決
め
ら
れ
た
対
価
こ
そ
が
、
買
主
が
負
担
す
べ
き
犠
牲
限
度
（O

pfergrenze

）
と
し
て
機
能
す
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
原
則
と
し
て
は
、
受
領
物
を
返
還
で
き
な
い
返
還
債
務
者
は
そ
の

物
の
客
観
的
価
値
の
償
還
義
務
を
負
う
が
（
ド
イ
ツ
民
法
八
一
八
条
二
項
二
号
）、
買
主
が
受
領
物
を
自
己
の
物
で
あ
る
と
信
頼
し
て
い
た
場

合
に
は
、
八
一
八
条
三
項
に
よ
り
例
外
的
に
、
そ
の
責
任
が
対
価
の
限
度
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
77
）

。

債
務
法
改
正
の
過
程
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
て
不
当
利
得
法
に
お
い
て
カ
ナ
ー
リ
ス
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
た
犠
牲
限
度
論
が
、
解
除

効
果
規
定
の
中
で
、
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（
78
）

。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
三
四
六
条
二
項
二

文
前
段
に
よ
る
約
定
対
価
を
基
本
に
据
え
た
価
額
償
還
は
主
観
的
等
価
維
持
の
原
則
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
り
、
解
除
後
も
な
お
双
務
契
約

が
影
響
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
が
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
旧
三
四
六
条
二
文
よ
り
も
広
が
っ
た
こ
と
は
重

大
な
法
政
策
的
前
進
で
あ
る
と
評
価
す
る
の
で
あ
る

（
79
）

。

買
主
（
返
還
債
務
者
）
の
信
頼
に
着
目
し
て
犠
牲
限
度
を
検
討
す
る
カ
ナ
ー
リ
ス
か
ら
す
れ
ば
、
価
額
償
還
責
任
は
い
つ
で
も
一
律
な

（
五
三
二
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
九
七

も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
場
合
の
買
主
に
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
の
か
が
次
な
る
検
討
対
象
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

返
還
債
務
者
が
ど
の
程
度
の
責
任
を
負
う
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
眺
め
た
と
き
、
欠
か
せ
な
い
の
が
、
法
定
解
除
と
約
定
解

除
と
の
区
別
や
返
還
債
務
者
が
解
除
権
者
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
区
別
で
あ
る

（
80
）

。
法
定
解
除
の
場
合
と
約
定
解
除
の
場
合
と
で
、
返
還

債
務
者
が
負
担
す
べ
き
程
度
に
違
い
が
生
じ
う
る
か
。
ド
イ
ツ
民
法
は
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
、
解
除
効
果
規
定
に
お
い
て
、
約
定
解
除

と
法
定
解
除
と
の
区
別
を
原
則
と
し
て
否
定
し
た
（
例
外
的
場
面
と
し
て
、
三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
）。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、

約
定
解
除
と
法
定
解
除
と
で
価
額
償
還
の
範
囲
に
差
を
設
け
る
。
約
定
解
除
の
場
合
に
は
常
に
対
価
額
の
償
還
と
す
る
一
方
で
、
法
定
解

除
の
場
合
に
は
、
相
手
方
に
義
務
違
反
が
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
一
定
の
場
合
に
例
外
と
し
て
客
観
的
価
値
の
償
還
を
肯
定
す
る
の
で
あ

る
（
81
）

。い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
に
、
草
案
理
由
書
で
は
「
両
当
事
者
」
の
た
め
に
対
価
額
償
還
と
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
賛
成
説
が
「
売

主
」
の
状
態
回
復
と
し
て
対
価
額
償
還
を
導
い
て
い
た
中
で
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、「
買
主
」
が
負
担
す
べ
き
リ
ス
ク
の
限
界
と
い
う
観

点
か
ら
対
価
額
償
還
を
導
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
う
し
た
カ
ナ
ー
リ
ス
の
論
理
は
、
そ
の
後
も
ロ
ー
レ
ン
ツ
や
デ
ル
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
る
。
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
、
売
買

契
約
に
お
い
て
代
金
額
が
そ
の
目
的
物
の
時
価
を
上
回
っ
た
場
合
も
下
回
っ
た
場
合
も
、
そ
う
し
た
代
金
額
は
、
当
該
契
約
目
的
物
の
偶

然
滅
失
の
リ
ス
ク
を
限
界
づ
け
る
と
し
、
た
と
え
ば
物
を
時
価
以
下
の
代
金
額
で
購
入
し
た
買
主
は
、
支
払
っ
た
売
買
代
金
の
喪
失
こ
そ

見
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
を
超
え
た
負
担
を
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る

（
82
）

。
ま
た
、
デ
ル
は
、
価
額
償
還
に
お
け
る
返
還
債
務

者
の
リ
ス
ク
を
こ
の
よ
う
に
限
界
づ
け
る
こ
と
が
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
の
目
的
で
あ
る
と
す
ら
述
べ
る
の
で
あ
る

（
83
）

。（
五
三
三
）
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⑶

　両
立
場
と
原
状
回
復
構
造
論

こ
う
し
て
対
価
額
償
還
を
導
く
二
つ
の
論
拠
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
立
場
に
は
、
解
除
の
目
的
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
価
額

償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
ま
で
の
理
解
か
ら
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
得
る
。

ま
ず
は
、
双
方
の
立
場
に
対
し
て
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
か
ろ
う
と
、
解
除
に
よ
っ
て
契
約
が
な
く
な
っ
た
以
上
、
や
は
り
対
価
額

償
還
は
不
適
切
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
て
、「
解
除
に
よ
っ
て
も
対
価
合
意
は
触
れ

ら
れ
ず
の
ま
ま
」
と
い
う
部
分
を
法
的
構
成
の
面
で
支
え
る
の
が
、
解
除
の
目
的
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
規
定
賛
成
派
か
ら
は
、
解

除
の
目
的
を
、
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
給
付
交
換
前
の
状
態
回
復
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

（
84
）

。
解

除
の
目
的
が
、
契
約
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
前
の
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
解
除

に
よ
っ
て
対
価
合
意
も
効
力
を
失
う

（
85
）

。
し
か
し
、
解
除
は
、
こ
の
よ
う
に
契
約
締
結
前
に
戻
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
契
約
締
結
後

の
給
付
交
換
前
の
状
態
を
回
復
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
つ
目
の
、
合
意
し
た
対
価
が
買
主
の
犠
牲
限
度
と
考
え
る
立
場
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
り
得
よ
う
。
こ
の
点

確
か
に
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
対
価
額
償
還
に
よ
り
売
主
の
状
態
回
復
と
し
て
の
原
状
回
復
が
果
た
せ
る
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
買
主
の
信
頼
を
保
護
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
異
種
物

が
給
付
さ
れ
た
場
合
で
あ
ろ
う
と
（
こ
の
場
合
は
、
当
然
、
そ
の
異
種
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
当
事
者
間
に
お
け
る
価
値
の
合
意
が
な
い
）、
契
約

に
お
け
る
対
価
額
の
償
還
が
基
本
と
な
り
得
る
。
そ
う
す
る
と
、
対
価
額
償
還
は
必
ず
し
も
売
主
の
状
態
回
復
と
結
び
つ
か
な
い
事
態
を

生
み
、
価
額
償
還
が
原
状
回
復
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
議
論
に
つ
き
、

一
つ
の
重
要
な
視
点
を
与
え
る
の
が
、
価
額
償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
テ
ィ
モ
・
フ
ェ
ス
ト
は
、

（
五
三
四
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

三
九
九

解
除
の
目
的
を
、
カ
ナ
ー
リ
ス
と
は
異
な
り
、
当
事
者
を
ま
る
で
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
状
態
に
置
く
こ
と
と
理
解
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
目
的
追
求
は
原
物
返
還
が
可
能
な
場
合
に
限
定
さ
れ
る
。
フ
ェ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
原
物
返
還
が
不
能
な
場
合
に
は
、

契
約
が
な
か
っ
た
状
態
を
回
復
す
る
と
い
う
解
除
の
目
的
は
、
も
は
や
達
成
さ
れ
え
な
い
し
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い

（
86
）

。
フ
ェ
ス
ト

は
、
そ
も
そ
も
改
正
前
か
ら
、
相
手
方
の
状
態
回
復
と
い
う
解
除
の
目
的
は
必
ず
し
も
貫
徹
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た

と
え
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
旧
三
五
〇
条
に
よ
れ
ば
、
受
領
物
が
偶
然
に
よ
り
滅
失
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
買
主
は
そ
の
物
の
瑕
疵
な
ど
を

証
明
し
て
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
価
額
償
還
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
代
金
の
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る

（
87
）

。
フ
ェ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
価
額
償
還
は
原
状
回
復
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
滅
失
損
傷
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
適
切
に
配
分
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る

（
88
）

。
こ
こ
に
、
原
状
回
復
に
お
け
る
価
額
償
還
の
位
置
づ
け
が
意
識
さ
れ
る

（
89
）

。
価
額
償
還
の
内
容
は
危
険
負
担
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
客
観
的
価
値
で
は
な
く
、
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
対
価
額
が
基
礎
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

解
除
効
果
規
定
が
「
契
約
に
基
づ
く
債
務
関
係
」
と
い
う
公
的
表
題
の
も
と
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
編
第
三
章
に
置
か
れ
た
今
、
返
還
債
務

関
係
は
、
履
行
債
務
関
係
の
よ
う
に
契
約
上
の
基
礎
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

（
90
）

。

⑷

　対
価
額
は
償
還
の
上
限
か

─
「
原
物
返
還
と
の
比
較
」
の
復
活
？

右
で
見
て
き
た
と
お
り
、
現
在
の
ド
イ
ツ
で
は
、
新
規
定
の
制
定
を
受
け
、
対
価
額
償
還
を
原
則
と
す
る
見
解
が
多
数
で
あ
る
。
対
価

額
と
客
観
的
価
値
と
は
ズ
レ
が
生
じ
得
る
が
、
仮
に
対
価
額
が
客
観
的
価
値
を
下
回
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
買
主
は
対
価
額
償
還
を
す
れ

ば
足
り
る

（
91
）

。
売
主
に
と
っ
て
（
客
観
的
価
値
を
下
回
る
）
当
該
対
価
額
こ
そ
が
そ
の
物
の
価
値
で
あ
る
し
、
買
主
と
し
て
も
当
該
対
価
を
負

担
す
る
こ
と
で
自
己
の
物
に
な
っ
た
と
信
頼
し
、
そ
う
し
た
信
頼
の
も
と
で
自
由
に
使
用
し
て
滅
失
損
傷
し
た
以
上
、
買
主
の
リ
ス
ク
負

（
五
三
五
）
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担
も
ま
た
対
価
で
限
界
づ
け
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
逆
に
、
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
る
場
合
に
お
い
て
は
、
新
規
定
の
例
外
を
認
め
、
対
価
額
よ
り
低
い
客
観
的

価
値
の
償
還
で
足
り
る
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
主
張
を
展
開
す
る
カ
イ
ザ
ー
は
、
そ
の
論
拠
と
し
て
、
原
物
返
還
が
な

0

0

0

0

0

0

さ
れ
た
場
合
と
の
比
較

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
持
ち
出
す
。
原
物
を
返
還
で
き
た
と
し
て
も
、
対
価
額
よ
り
低
い
客
観
的
価
値
分
が
返
還
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
客
観
的
価
値
の
償
還
で
足
り
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
客
観
的
価
値
を
超
え
る
対
価
額
の
償
還
を
認
め
る

と
、
解
除
に
も
関
わ
ら
ず
、
価
額
償
還
債
権
者
（
＝
売
買
契
約
に
お
け
る
売
主
）
に
、
契
約
に
よ
り
獲
得
し
た
取
引
利
益
が
留
ま
っ
て
し
ま

い
、
こ
れ
は
売
主
へ
の
「
不
当
な
贈
り
物
（unverdientes G

eschenk

）」
と
な
る
と
指
摘
・
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
92
）

。

こ
う
し
た
カ
イ
ザ
ー
の
理
解
は
、
我
が
国
に
お
け
る
近
時
の
有
力
説
お
よ
び
中
間
試
案
に
お
け
る
提
案
内
容
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
カ
イ
ザ
ー
の
見
解
に
は
、
ド
イ
ツ
で
は
批
判
が
強
い
。
カ
イ
ザ
ー
は
、
右
場
合
と
は
逆
の
場
合
、
す
な
わ
ち
対
価
額
が
客
観
的

価
値
を
下
回
る
場
合
に
お
い
て
、
先
述
の
と
お
り
、
売
主
は
客
観
的
価
値
以
下
で
売
却
す
る
意
思
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
客
観
的
価

値
の
償
還
が
な
さ
れ
な
く
て
も
、
売
主
は
不
当
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
し
て
対
価
額
償
還
を
肯
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
論
拠
は
、

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
対
価
が
客
観
的
価
値
を
上
回
っ
て
い
た
場
合
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
以
上
、
カ
イ
ザ
ー
の
見
解
内
部

に
矛
盾
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
93
）

。
多
数
説
か
ら
は
、
売
主
は
合
意
さ
れ
た
対
価
額
で
だ
け
譲
渡
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
以
上
、
客

観
的
価
値
を
超
え
る
対
価
額
償
還
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
売
主
へ
の
「
不
当
な
贈
り
物
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
ら
な
い

（
94
）

。

３
　
小
　
括

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
我
が
国
で
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
、
原
状
回
復
と
は
債
権
者
の
状
態
回
復
で
あ
り
、
な
お
か
つ
原
物
が
返
還
さ

（
五
三
六
）
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れ
れ
ば
客
観
的
価
値
を
内
包
す
る
物
が
債
権
者
に
帰
属
す
る
以
上
、
原
物
返
還
に
代
え
て
生
じ
る
価
額
償
還
に
あ
っ
て
も
客
観
的
価
値
が

償
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
今
な
お
少
数
な
が
ら
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
対
価
額

償
還
を
原
則
と
す
る
新
規
定
お
よ
び
そ
れ
に
賛
同
す
る
多
数
説
の
中
に
は
、
そ
の
論
理
展
開
も
含
め
、
我
が
国
に
は
目
新
し
い
も
の
が
あ

る
。対

価
額
償
還
を
導
く
に
あ
た
っ
て
も
、
現
在
の
ド
イ
ツ
民
法
に
は
大
き
く
二
つ
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
合
意
さ
れ
た
対

価
額
こ
そ
が
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
の
論
理
で
あ
る
。
解
除
さ
れ
た
契
約
で
あ
ろ
う
と
、

当
事
者
が
そ
の
物
に
つ
い
て
合
意
し
た
以
上
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
は
対
価
額
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
の
理
解
で
あ
る
。

解
除
の
目
的
は
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
で
は
な
く
、
給
付
交
換
前
の
状
態
回
復
で
あ
る
と
の
解
除
目
的
論
は
、
こ
う
し
た
契
約
上
の
評

価
継
続
を
下
支
え
す
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
は
対
価
額
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
原
物
返
還
が

0

0

0

0

0

な
さ
れ
た
場
合
と
の
均
衡
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
な
お

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
約
定
対
価
額
の
償
還
で
何
ら
問
題
な
く
均
衡
が
と
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
も
う
一
つ
は
、
買
主
は
自
己
の
物
に
す
る
の
と
引
き
換
え
に
対
価
を
負
担
す
る
と
い
う
決
定
を
し
た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
契
約
に
よ
り
自
己
の
物
と
信
頼
し
て
い
る
最
中
に
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
が
生
じ
た
以
上
、
買
主
に
対
価
額
以
上
の
リ
ス
ク
負
担

を
さ
せ
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
帰
結
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
原
状
回
復
と
価
額
償
還
と
が
切
り
離
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
た
場
合
と
の
比
較
と
い
う
点
を
問
題
と
し
な
い
。
こ
の
二
つ
目
の
立
場
は
、
原
状
回
復
で
債
権
者

の
状
態
回
復
を
図
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
無
条
件
に
至
上
命
題
と
し
て
追
求
し
続
け
て
は
な
ら
ず
、
債
務
者
に
ど
の
程
度
の
責
任
（
＝
ど

の
程
度
の
状
態
回
復
義
務
）
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
の
か
の
検
討
を
迫
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
物
返
還
が
な
さ
れ
る
と
き
は
、

原
物
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
元
通
り
の
状
態
が
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
際
に
は
、
物
が
返
還
さ
れ
る
が
故
に
、
そ
の
物
が
内
包
す
る
客
観
的

（
五
三
七
）
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価
値
も
返
還
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
物
が
ど
ち
ら
の
当
事
者
の
帰
責
性
も
な
く
返
還
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
返
還
不
能
の

責
任
を
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
な
り
、
こ
こ
で
買
主
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
も
、
な
お
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、

そ
の
負
担
の
程
度
と
し
て
対
価
（
額
）
が
意
味
を
持
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
　
原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

１
　
原
則
と
し
て
の
対
価
額
償
還

─
対
価
が
有
す
る
二
つ
の
意
味

⑴

　買
主
の
犠
牲
限
度

ア

　対
価
的
均
衡
の
回
復
と
は
何
か

川
村
泰
啓
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
、
類
型
論
を
採
り
な
が
ら
も
な
お
善
意
・
悪
意
を
区
別
す
る
そ
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
至
る
ま

で
、
磯
村
保
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
磯
村
論
文
も
、
今
般
の
民
法
改
正
論
議
に
至
る
ま
で
ほ
と

ん
ど
応
接
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
松
岡
久
和
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
、
須
永
醇
は
、
給
付
不
当
利
得
を
論
ず
る
中
で
、
類
型
論
に
お
い
て
給
付
受
領
者
の
善
意
・
悪
意
を
問
題
と

す
る
最
有
力
学
説
と
し
て
磯
村
保
説
を
取
り
上
げ
て
い
た

（
95
）

。
須
永
は
、
磯
村
説
と
し
て
二
つ
の
点
、
す
な
わ
ち
、
善
意
者
へ
価
額
償
還
義

務
の
縮
減
を
認
め
な
が
ら
も
対
価
額
が
目
的
物
の
客
観
的
価
値
を
超
え
る
場
合
に
差
額
の
清
算
を
認
め
る
点
、
お
よ
び
悪
意
者
に
つ
い
て

は
当
初
か
ら
悪
意
の
ケ
ー
ス
と
事
後
的
な
悪
意
の
ケ
ー
ス
と
を
区
別
し
て
詳
細
な
法
的
処
理
の
あ
り
方
を
提
唱
す
る
点
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
を
批
判
し
た

（
96
）

。
そ
の
う
え
で
、
須
永
自
身
は
、「
契
約
の
無
効
・
取
消
を
理
由
と
す
る
原
状
回
復
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く
の
場

（
五
三
八
）
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四
〇
三

合
に
お
い
て
合
意
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
は
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
対
価
的
均
衡
の
回
復
が
問
題
」
で
あ
る
と
し
、「
当
事
者
の
善
意
・
悪
意

を
区
別
せ
ず
、
支
払
わ
れ
た

─
時
に
は
高
す
ぎ
、
時
に
は
安
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い

─
現
実
の
代
金
額
と
目
的
物
の
市
場
価
値
相
当

額
の
返
還
義
務
を
負
担
す
る
（
善
意
・
悪
意
等
の
事
情
は
不
法
行
為
ま
た
は
原
状
回
復
義
務
の
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
の
方
で
顧
慮
す
る
）」

と
解
す
る
立
場
の
方
が
、「
適
切
妥
当
、
か
つ
、
簡
明
」
で
あ
り
、「
七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
は
不
要
・
不
当
で
あ

る
」
と
結
論
付
け
た

（
97
）

。

右
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
須
永
は
、
客
観
的
価
額
償
還
が
必
要
な
根
拠
と
し
て
、
対
価
的
均
衡
の
回
復
を
挙
げ
る
。
須
永
は
、「
解
除

に
お
い
て
は
合
意
に
よ
る
対
価
的
均
衡
の
保
障
が
少
な
く
と
も
契
約
締
結
時
に
一
応
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
解
除
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
よ
り

も
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
無
効
・
取
消
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
方
が
対
価
的
均
衡
の
回
復
へ
の
要
請
が
強
い
は
ず

（
98
）

」
と
す
る
。
ま
た
、
同
論

文
の
他
の
箇
所
で
は
、「
契
約
に
無
効
・
取
消
原
因
が
あ
る
場
合
の
原
状
回
復
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
殆
ど
の
場
合
に
保
た
れ
て
は
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い
で
あ
ろ
う
対
価
的
均
衡
を
も
回
復
し
つ
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

原
状
に
戻
す
こ
と
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
真
の
原
状
回
復
と
な
ら
ず
、
無
効
・
取
消
が
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
意
義
は
殆
ど
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
）
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。」（
傍
点
・
原
著

（
99
））

と
す
ら
指
摘
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
原
状
回
復
に
あ
っ
て
は
、
対
価
的
均
衡
の
回
復
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
い
う

「
対
価
的
均
衡
の
回
復
」
の
意
味
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
同
じ
民
法
に
お
い
て
対
価
的
均
衡
の
回
復
が
語
ら
れ
る
の
は
、
売
主
の
瑕
疵

担
保
責
任
の
制
度
趣
旨
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
瑕
疵
担
保
責
任
の
局
面
で
は
、
契
約
締
結
時
に
は
そ
の
よ
う
な
瑕
疵
の
存
在
を
想
定
せ

ず
に
代
金
額
を
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
給
付
さ
れ
た
物
に
は
瑕
疵
が
存
在
し
、
瑕
疵
ゆ
え
に
物
の
価
値
の
低
下
が
生
じ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
差
額
分
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
瑕
疵
の
な
い
物
で
あ
り
対
価
バ
ラ
ン
ス
が
主
観
的
に
は
と
れ
て
い

る
と
信
頼
し
た
買
主
を
保
護
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
対
価
的
均
衡
の
回
復
」
が
な
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
こ
の
均
衡
回
復
は
、
主
観
的
な

（
五
三
九
）
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四
〇
四

価
値
の
均
衡
の
回
復
で
あ
る
。
他
方
で
、
無
効
・
取
消
し
の
効
果
と
し
て
の
給
付
不
当
利
得
論
に
お
け
る
「
対
価
的
均
衡
の
回
復
」
と
は

何
を
意
味
す
る
か
。「
対
価
的
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
の
清
算
」
で
は
な
く
、
対
価
的
均
衡
の
「
回
復
」
で
あ
る
以
上
、
現
在
は
と
れ
て

い
な
い
均
衡
を
回
復
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
主
観
的
価
値
の
均
衡
の
回
復
で
は
な
く
、
言
う
な
ら
ば
、
対
価
と
し
て
客
観
的

に
見
て
均
衡
が
と
れ
て
い
る
状
態
の
回
復
、
換
言
す
れ
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
ら
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
相
手
方
の
客
観
的
経
済
的
地
位
の
回

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

復0

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
価
額
償
還
義
務
を
、
本
来
の
権
利
者
の
「
権
利
の
回
復
」
と
い
う
観
点
か
ら
基
礎
づ
け
る
近
時
の

山
本
敬
三
の
見
解
と
重
な
る

（
100
）

。

イ

　売
主
の
客
観
的
経
済
的
地
位
回
復
と
買
主
の
信
頼
保
護
と
の
衝
突

果
た
し
て
、
無
効
・
取
消
し
お
よ
び
解
除
に
は
、
対
価
合
意
を
否
定
し
、
契
約
内
容
を
改
訂
す
る
機
能
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
原
物
返
還
と
の
比
較
や
相
手
方
の
地
位
・
権
利
の
回
復
と
い
う
視
点
か
ら
客
観
的
価
額
償
還
を
導
く
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
も
ま
た
、

こ
う
し
た
問
い
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
（
解
除
の
効
果
に
限
っ
て
）
既
に
立
法
で
も
っ
て
対
価
額
償
還
を
打
ち
出
す
ド
イ
ツ
の
議
論
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の

が
、
価
額
算
定
に
お
い
て
約
定
対
価
を
持
ち
出
す
こ
と
へ
の
二
つ
の
論
拠
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
一
つ
は
、
解
除
の
対
象
と

な
る
契
約
に
お
い
て
は
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
返
還
債
務
者
に
は
対
価

を
負
担
す
る
こ
と
で
受
領
物
が
自
己
の
物
で
あ
る
と
の
信
頼
が
あ
る
以
上
、
返
還
債
務
者
の
償
還
額
は
対
価
額
で
画
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を

論
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

後
者
か
ら
す
れ
ば
、
対
価
額
は
あ
く
ま
で
返
還
債
務
者
が
負
担
す
る
償
還
限
度
0

0

と
解
さ
れ
や
す
く
、
対
価
を
償
還
の
基
本
に
据
え
る
ド

（
五
四
〇
）
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四
〇
五

イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
そ
の
も
の
と
は
乖
離
す
る
可
能
性
を
秘
め
る
。
ま
た
、
後
者
の
論
拠
か
ら
す
れ
ば
、
返
還
債
務
者
の

信
頼
が
保
護
に
値
す
る
の
で
あ
れ
ば
対
価
を
限
度
と
し
た
返
還
債
務
者
の
責
任
制
限
が
妥
当
す
る
以
上
、
契
約
が
無
効
・
取
消
し
と
な
っ

た
場
合
、
す
な
わ
ち
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
責
任
制
限
が
導
か
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
解
除
の
効
果
に
限
っ
て
対
価
額
を
償
還
の
基
本
と
す
る
新
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
少

な
く
と
も
現
在
の
ド
イ
ツ
民
法
の
規
定
を
前
提
と
す
る
限
り
、
ま
さ
に
草
案
理
由
書
が
明
確
に
述
べ
る
と
お
り
、
こ
う
し
た
新
規
定
の
根

拠
は
、
前
者
、
す
な
わ
ち
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
我
が
国
で
は
、
如
何
に
解
さ
れ
る
べ
き
か
。
確
か
に
、
日
本
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
お
よ
び
改
正
民
法
一
二
一
条
の

二
第
一
項
は
、
相
手
方
（
返
還
債
権
者
）
の
状
態
回
復
を
返
還
債
務
者
に
義
務
付
け
る
。
こ
れ
ら
に
照
ら
せ
ば
、
伝
統
的
通
説
の
よ
う
に
、

契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
相
手
方
の
客
観
的
経
済
的
地
位
を
回
復
す
る
と
い
う
の
も
、
筋
の
通
っ
た
ひ
と
つ
の
論
理
で

は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
契
約
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
ま
た
、
物
の
滅
失
損
傷
自
体
は
返
還
債
務
者
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス

で
あ
ろ
う
と
も
、
返
還
債
務
者
が
リ
ス
ク
負
担
を
す
る
程
度
・
範
囲
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
、
右

に
見
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
つ
目
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
保
護
の
結
果
、
買
主
の
責
任
は
対
価
の
限
度
で
画

さ
れ
る
べ
き
と
の
理
解
で
あ
る
。
法
定
解
除
の
場
合
、
解
除
前
、
少
な
く
と
も
解
除
原
因
を
知
る
前
の
買
主
は
、
当
該
物
が
最
終
的
に
自

分
の
財
産
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
自
己
の
物
と
信
じ
た
う
え
で
扱
っ
て
い
る

（
101
）

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
後
的
に
、
実
は
客
観
的

価
値
が
対
価
よ
り
も
高
額
で
あ
っ
た
と
し
て
、
客
観
的
価
額
の
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
は
買
主
に
あ
ま
り
に
酷
で
あ
る
。

買
主
が
滅
失
損
傷
の
危
険
を
負
担
す
る
に
し
て
も
、
買
主
の
自
己
の
物
で
あ
る
と
の
正
当
な
信
頼
を
保
護
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
リ

（
五
四
一
）
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六

ス
ク
負
担
の
範
囲
を
限
界
づ
け
る
べ
き
で
あ
る

（
102
）

。
こ
う
し
て
解
除
や
無
効
・
取
消
し
の
契
約
改
訂
効
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
想
定
も
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
な
契
約
を
解
除
や
無
効
・
取
消
し
に
よ
り
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
（
＝
契
約
の
自
由
を
消
極
的

に
保
障
す
る

（
103
））。

こ
う
し
た
理
解
は
、
既
に
二
〇
一
七
年
改
正
後
の
規
定
に
表
れ
て
い
る
。
改
正
一
二
一
条
の
二
第
二
項
は
、
無
償
契
約
が
無
効
・
取
消

し
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
善
意
の
受
領
者
の
原
状
回
復
義
務
を
、
現
存
利
益
返
還
義
務
に
限
定
す
る
。
こ
の
内
容
は
、
既
に
Ⅱ
章
２
節

⑶
で
見
た
中
間
試
案
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
給
付
受
領
者
に
は
自
己
の
財
産
に
属
す
る
と
の
信
頼
が
あ
り
、
そ
う
し
た
信
頼
は
無
償

契
約
で
あ
れ
ば
無
償
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
か
ら
、
受
領
者
は
現
存
利
益
返
還
義
務
の
み
を
負
い
、
価
額
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
と
説

明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
償
契
約
は
無
効
・
取
消
し
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
償
の
給
付
受
領
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
。
そ
の

結
果
、
無
償
給
付
者
の
状
態
回
復
は
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
効
・
取
消
し
の
法
的
認
容
自
体
に
は
、
必

ず
し
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
相
手
方
の
経
済
的
地
位
の
回
復
は
含
ま
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、
よ
り
率
直
に
、
改
正

法
で
は
必
ず
し
も
債
権
者
の
状
態
回
復
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

償
還
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
買
主
の
信
頼
保
護
に
着
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
異
種
物
給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
実
は
、
Ⅲ
章
で
分
析
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
つ
の
立
場
の
相
違
は
、「
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に

も
対
価
額
償
還
で
良
い
か
と
い
う
論
点
（
解
除
と
無
効
・
取
消
し
と
の
区
別
の
是
非
）」
だ
け
で
な
く
、
異
種
物
給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も

興
味
深
い
論
点
と
し
て
現
れ
る
。
日
本
民
法
五
六
二
条
一
項
前
段
は
、
品
質
の
不
適
合
だ
け
で
な
く
、
種
類
の
契
約
不
適
合
物
が
引
き
渡

さ
れ
た
場
合
を
も
対
象
と
す
る
。
こ
う
し
た
異
種
物
給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
、
当
然
、
当
該
異
種
物
に
つ
い
て
価
値
の
合
意
が
存
在
し
な

い
。
合
意
さ
れ
た
対
価
額
は
、
本
来
売
主
が
引
き
渡
す
べ
き
で
あ
っ
た
物
に
つ
い
て
の
価
額
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
一
つ
目
の
立
場
で

（
五
四
二
）
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あ
る
、「（
決
定
に
瑕
疵
の
な
い
）
対
価
こ
そ
が
売
主
に
と
っ
て
の
価
値
で
あ
る
以
上
、
対
価
額
償
還
が
な
さ
れ
れ
ば
売
主
の
状
態
回
復
に
な

る
」
と
の
論
理
は
当
然
通
用
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
受
領
し
た
異
種
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
の
価
額
償
還
は
、

対
価
額
償
還
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
得
る
。
そ
れ
に
対
し
、
買
主
が
抱
く
自
己
の
物
と
の
信
頼
を
保
護
す
る
こ
と
を

論
拠
と
し
て
対
価
額
償
還
を
導
く
の
で
あ
れ
ば
、
異
種
物
で
あ
ろ
う
と
買
主
が
契
約
時
の
対
価
額
に
よ
り
自
己
の
物
に
な
っ
た
と
信
頼
し
、

当
該
物
が
異
種
物
で
あ
る
と
気
づ
か
ず
に
自
己
の
物
と
し
て
取
り
扱
っ
た
以
上
、
右
論
拠
は
当
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
に
お
い

て
予
定
さ
れ
た
物
と
異
種
物
と
を
比
べ
た
と
き
に
、
後
者
の
方
が
客
観
的
価
値
が
高
か
ろ
う
と
、
買
主
と
し
て
は
対
価
額
の
限
度
で
の
み

償
還
責
任
を
負
う
こ
と
が
帰
結
さ
れ
よ
う
。

異
種
物
が
給
付
さ
れ
た
と
き
、
当
該
異
種
物
と
契
約
目
的
物
と
の
間
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
買
主
が
こ
れ
を
履
行
と
し

て
受
領
し
、
さ
ら
に
使
用
す
る
こ
と
は
通
常
考
え
難
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
一
見
す
る
と
そ
こ
ま
で
の
違
い
が
な
い
場
合
、
た
と
え
ば

型
式
の
異
な
る
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
が
「
種
類
の
異
な
る
異
種
物
」
と
さ
れ
る
か
、「
同
じ

種
類
に
属
す
る
が
品
質
を
欠
い
て
い
る
契
約
不
適
合
物
（
＝
改
正
前
の
瑕
疵
物
）」
と
さ
れ
る
か
は
、
実
は
明
確
な
基
準
が
存
在
し
な
い

（
104
）

。

給
付
物
が
異
種
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
受
け
取
る
よ
う
な
極
め
て
例
外
的
な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
給
付
受
領
者
は
、
当
該
異
種
物
を
契
約

に
お
い
て
自
ら
が
取
得
し
た
物
で
あ
る
と
信
じ
て
、
自
己
の
物
と
し
て
取
り
扱
う
。
そ
の
点
で
は
、
給
付
物
に
品
質
の
契
約
不
適
合
が

あ
っ
た
場
合
と
何
ら
異
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
受
領
者
の
信
頼
も
ま
た
保
護
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
主
観
的

瑕
疵
概
念
の
延
長
線
上
に
あ
る
契
約
不
適
合
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
改
正
民
法
に
お
い
て
は
、
本
来
、
品
質
の
不
適
合
と

種
類
の
不
適
合
と
の
区
別
に
合
理
性
が
な
い
。
異
種
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
と
品
質
の
不
適
合
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
と
を
区
別
し
、
前

者
の
場
合
に
は
買
主
の
信
頼
は
保
護
に
値
し
な
い
と
す
る
主
張
は
説
得
力
に
乏
し
い
よ
う
に
映
る
。

（
五
四
三
）
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原
物
返
還
可
能
な
場
合
に
は
、
ま
さ
に
買
主
の
許
に
当
該
返
還
目
的
物
が
存
在
し
、
買
主
は
そ
れ
を
手
放
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、

原
物
返
還
義
務
は
正
当
化
さ
れ
る
。
買
主
が
こ
の
利
益
を
保
有
し
続
け
る
根
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
う
し
た
原
物
そ
れ

自
体
が
滅
失
等
し
て
返
還
不
能
な
場
合
に
は
、
買
主
が
こ
の
滅
失
等
に
よ
る
返
還
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
に
し
て
も
、
買
主
の
許
に

は
既
に
利
益
が
存
在
し
な
い
以
上
、
ど
の
限
度
で
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら

し
た
と
き
、
た
と
え
事
後
的
に
契
約
が
解
除
さ
れ
た
に
し
て
も
、
滅
失
等
が
生
じ
た
時
に
買
主
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
か

と
い
う
点
は
見
逃
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
償
還
額
算
定
の
際
に
は
、
買
主
が
抱
く
自
己
の
物
と
の
信
頼
が
採
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
我
が
国
に
お
け
る
近
時
の
有
力
説
の
指
摘
は
説
得
力
を
有
す
る
。

⑵

　売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値

た
だ
し
、
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
あ
る
か
否
か
に
着
目
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
も
ま
た
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
ま
ず
、
そ
も
そ
も
、
給

付
受
領
者
が
有
す
る
自
己
の
物
と
の
信
頼
は
、
あ
く
ま
で
対
価
合
意
に
瑕
疵
が
な
い
場
合
に
限
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
の
論
理
も
あ
り
得
な

く
は
な
い

（
105
）

。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
改
正
一
二
一
条
の
二
第
二
項
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
み
た
と
お
り
、
同
項
で
は
、
無
償
の
給
付
受
領

者
が
有
す
る
自
己
の
物
と
の
信
頼
が
、
無
償
で
保
護
さ
れ
る
。
無
効
・
取
消
し
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
は
、
対
価
を
ゼ
ロ
と
す
る
合
意
に

も
ま
た
瑕
疵
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
、
受
領
者
の
信
頼
を
保
護
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
項
は
、
対

価
合
意
に
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
な
お
給
付
受
領
者
の
信
頼
を
保
護
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
民
法
は
、
ド
イ
ツ
民
法

と
は
異
な
る
解
決
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
文
脈
で
は
、「
望
ま
れ
た
契
約
」
と
「
望
ま
れ
な
い
契
約
」
と
を
区
別
し
な

い
の
で
あ
る
。

（
五
四
四
）
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そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
う
し
た
信
頼
保
護
の
結
果
、
対
価
額
は
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
で
あ
る
。
対
価
額
は
返
還
債
務

者
の
責
任
限
度
0

0

で
あ
り
、
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
る
よ
う
な
場
合
の
償
還
額
は
客
観
的
価
値
で
あ
っ
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実

は
、
既
に
見
て
き
た
須
永
論
文
に
は
、
右
の
ほ
か
に
も
、
極
め
て
貴
重
な
指
摘
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
磯
村
保
が
、
善
意
者
の
信
頼
を

保
護
し
つ
つ
も
、
物
の
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
る
場
合
に
、
そ
の
差
額
の
清
算
を
認
め
て
い
る
点

（
106
）

に
つ
い
て
の
須
永
の
批
判
で
あ

る
。
須
永
は
、
こ
う
し
た
法
的
処
理
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
買
主
は
善
意
だ
が
売
主
は
悪
意
と
い
う
状
況
下
で

な
ら
右
の
よ
う
な
法
的
処
理
の
あ
り
方
も
相
応
の
妥
当
性
を
も
ち
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
売
主
も
善
意
と
い
う
場
合
に
は
、
売
主
に
対

し
て
の
み
常
に
0

0

一0

方
的
に

0

0

0

差
額
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」（
傍
点
・
原
著
）
こ
と
を
挙
げ
る

（
107
）

。
ま
さ
に
、
近
時
の
有
力
説
や
中
間
試
案

に
お
け
る
提
案
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
き
た
点
へ
の
率
直
な
指
摘
で
あ
る
。

本
稿
で
の
ド
イ
ツ
民
法
で
の
分
析
は
、
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
う
え
で
の
重
要
な
視
点
も
与
え
た
。
対
価
額
は
売
主
に
と
っ
て
の
物
の

価
値
そ
の
も
の
で
あ
り
、
対
価
額
償
還
に
よ
っ
て
売
主
の
状
態
回
復
が
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
で
は
ま
さ
に
こ
の

観
点
か
ら
対
価
額
償
還
が
導
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
少
な
く
と
も
「
望
ま
れ
た
契
約
」
に
お
い
て
は
、
仮
に
客
観
的
価
値
が
対
価

を
下
回
ろ
う
と
、
売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
で
あ
る
対
価
額
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
、
原
状
回
復
と
は
な
ら
な
い
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
買
主
の
信
頼
保
護
と
い
う
視
点
と
も
矛
盾
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
約
定
対
価
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
整
理

で
き
よ
う
。
契
約
に
お
け
る
対
価
を
負
担
す
る
こ
と
は
、
買
主
に
と
っ
て
当
該
物
を
自
己
の
物
に
属
す
る
と
信
頼
す
る
条
件
で
あ
り
、
当

該
対
価
額
は
、
返
還
債
務
者
た
る
買
主
の
償
還
義
務
を
限
界
づ
け
る
。
も
っ
と
も
、
約
定
対
価
の
意
味
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
少
な
く

と
も
「
望
ま
れ
た
契
約
」
で
あ
る
限
り
、
当
該
対
価
額
は
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
か
ら

（
五
四
五
）
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は
、
売
主
の
状
態
回
復
を
す
べ
く
、
た
と
え
物
の
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
も
、
対
価
額
を
基
礎
と
し
た
償
還

が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る

（
108
）

。

２
　
価
額
償
還
と
原
状
回
復
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
客
観
的
価
額
償
還
が
な
さ
れ
て
こ
そ
債
権
者
の
状
態
回
復
に
な
る
と
考
え
た
う
え
で
、
右
の
よ
う
に
返
還
債
務
者
の
信
頼

を
保
護
し
、
対
価
額
に
よ
っ
て
債
務
者
の
責
任
を
限
界
づ
け
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
価
額
償
還
に
よ
っ
て
も
原
状
回
復
は
果
た
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。
相
手
方
の
状
態
回
復
を
明
確
に
規
定
す
る
日
本
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
お
よ
び
改
正
一
二
一
条
の
二
第
一
項
を
考
え
た

と
き
、
買
主
の
信
頼
保
護
に
よ
る
責
任
限
定
と
原
状
回
復
と
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
か
に
映
る
。

も
ち
ろ
ん
、
前
節
で
見
た
と
お
り
、
対
価
額
こ
そ
が
売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
で
あ
り
、
対
価
額
償
還
に
よ
り
売
主
の
状
態
回
復
が

な
さ
れ
る
と
解
す
れ
ば
、
価
額
償
還
は
債
権
者
の
原
状
回
復
と
結
び
つ
き
う
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
か
ら
し
て
も
、
た
と
え
ば
先

述
し
た
異
種
物
給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
買
主
の
信
頼
保
護
の
見
地
か
ら
償
還
額
を
約
定
対
価
額
に
よ
り
限
界
づ
け
る
な
ら
ば
、
や
は

り
、
価
額
償
還
に
よ
っ
て
は
債
権
者
の
状
態
回
復
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
契
約
が
解
除
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
相
手
方
の
状
態
回
復
に
な
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
法
的
構
成

の
観
点
か
ら
支
え
る
の
が
、
価
額
償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
を
考
察
す
る
フ
ェ
ス
ト
の
議
論
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
一
次
的
に
は
、
相
手
方
す
な
わ
ち
返
還
債
権
者
の
状
態
を
回
復
す
べ
き
義
務
が
生
じ
る
（
五
四
五
条
一
項
本
文
お
よ
び
改
正

一
二
一
条
の
二
第
一
項
）。
原
物
返
還
は
こ
の
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
物
返
還
が
不
能
と
な
っ
た
時
点
で
、
原
物
返
還
が
で
き
た
状
態

と
の
比
較
は
絶
対
視
さ
れ
な
い
。
相
手
方
の
状
態
を
回
復
す
る
と
い
う
原
状
回
復
目
的
は
い
わ
ば
頓
挫
す
る
。
仮
に
、
返
還
で
き
な
い
リ

（
五
四
六
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
一
一

ス
ク
を
買
主
が
負
担
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
場
合
に
負
う
価
額
償
還
義
務
は
、
相
手
方
の
状
態
回
復
を
完
全
に
実
現
す
る
た
め
に
奉
仕
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
買
主
が
自
己
の
物
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
最
中
で
の
返
還
不
能
等
で
あ
る
以
上
、
あ
く
ま
で
、
買

主
が
負
担
し
て
し
か
る
べ
き
限
度
、
す
な
わ
ち
契
約
に
お
け
る
対
価
額
の
限
度
で
償
還
が
な
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
で
原
状
回
復
義
務
を
重
視
し
、
買
主
に
は
相
手
方
の
状
態
回
復
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
価
額
償
還
義
務
の
内
容
を
考
え
て
い
く
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
法
定
解
除
に
お
い
て
は
、
本
来
買
主
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
義
務
ま
で
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ド
イ

ツ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
価
額
償
還
と
原
状
回
復
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
右
の
議
論
は
、
相
手
方
の
状
態
回
復
を
真
正
面
か
ら
規
定

す
る
日
本
民
法
に
お
い
て
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
い
え
よ
う

（
109
）

。

【
付
記
】
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
・
課
題
番
号19K

13570

）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
） 

返
還
債
務
者
が
原
物
返
還
に
代
え
て
負
う
義
務
の
呼
称
は
、
価
額
償
還
義
務
の
他
、
価
値
賠
償
義
務
や
価
格
返
還
義
務
な
ど
様
々
あ
り
、
筆
者

は
こ
れ
ま
で
「
価
値
賠
償
義
務
」
と
の
表
現
を
用
い
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
近
時
よ
り
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
価
額
償
還
義
務
」
と
の
表
現
を

基
本
と
し
て
使
用
す
る
。

（
2
） 

改
正
民
法
は
、
目
的
物
が
返
還
で
き
な
い
リ
ス
ク
の
配
分
を
、（
改
正
前
民
法
の
よ
う
に
）
解
除
の
可
否
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
う
の
で
は
な
く
、

価
額
償
還
の
有
無
と
そ
の
内
容
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
う
。
確
か
に
、
改
正
民
法
は
、
こ
う
し
た
方
向
を
徹
底
し
た
二
〇
〇
二
年
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法

と
は
異
な
り
、
解
除
権
消
滅
の
規
定
で
あ
る
五
四
八
条
を
（
そ
の
適
用
範
囲
を
大
幅
に
狭
め
つ
つ
も
）
存
続
さ
せ
、
そ
の
一
方
で
、
中
間
試
案
段
階

ま
で
は
存
在
し
た
、
返
還
債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
に
つ
き
こ
れ
を
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
改
正
五
四
八
条
の
適
用
は
、
本
文
で
述
べ
た
と

お
り
限
定
さ
れ
る
た
め
、
目
的
物
が
も
と
の
ま
ま
に
返
還
で
き
な
い
場
合
の
多
く
で
解
除
そ
れ
自
体
は
許
容
さ
れ
、
結
果
と
し
て
価
額
償
還
義
務
の

（
五
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
一
二

有
無
に
よ
り
リ
ス
ク
配
分
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
3
） 

我
が
国
の
支
配
的
見
解
が
価
額
償
還
義
務
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
好
美
清
光
「
契
約
の
解
除
の
効
力
」
遠
藤
浩
ほ
か
監
修
『
現
代
契
約

法
体
系
第
２
巻
現
代
契
約
の
法
理
⑵
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）
一
八
二
頁
以
下
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
債
権
法
改
正

の
基
本
方
針
Ⅱ
契
約
お
よ
び
債
権
一
般
⑴
』（
商
事
法
務
・
二
〇
〇
九
年
）
三
二
五
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
給
付
不
当
利
得
に
お
い
て
も
、
返
還

債
務
者
に
価
額
償
還
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
つ
き
、
近
時
の
文
献
で
は
、
松
岡
久
和
「
不
当
利
得
法
の
全
体
像
─
給
付
利
得
法
の
位
置
づ
け
を
中
心

に
」
ジ
ュ
リ
一
四
二
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
頁
以
下
、
山
本
敬
三
「
民
法
の
改
正
と
不
当
利
得
法
の
見
直
し
」
法
学
論
叢
一
八
〇
巻
五
・
六
号

（
二
〇
一
七
年
）
三
二
〇
頁
以
下
、
磯
村
保
「
法
律
行
為
の
無
効
・
取
消
し
と
原
状
回
復
義
務
」L
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12
号
（
二
〇
一
八
年
）

七
頁
以
下
な
ど
参
照
。
な
お
、
他
人
物
売
買
が
解
除
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
買
主
の
他
人
物
売
主
に
対
す
る
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め
た
判
例
で

あ
る
最
判
昭
和
五
一
年
二
月
一
三
日
民
集
三
〇
巻
一
号
一
頁
以
下
も
ま
た
、
返
還
不
能
に
つ
き
債
権
者
に
帰
責
性
が
な
か
っ
た
事
案
で
は
、「
給
付

受
領
者
は
、
目
的
物
の
返
還
に
代
わ
る
価
格
返
還
の
義
務
を
負
」
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

（
4
） 

解
除
原
因
を
作
出
し
た
売
主
が
不
可
抗
力
に
よ
る
滅
失
損
傷
の
危
険
を
負
担
す
べ
き
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
契
約
適
合
性
へ
の
買

主
の
信
頼

─
契
約
不
適
合
物
の
買
主
の
許
で
の
滅
失
損
傷
」
日
法
八
三
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）
九
三
頁
注（
２
）に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
さ

れ
た
い
。
私
見
も
結
論
に
お
い
て
こ
の
立
場
に
属
す
る
。

（
5
） 

本
稿
で
比
較
法
の
対
象
と
す
る
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
約
定
対
価
額
の
こ
と
を
「
主
観
的
価
値
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
市
場
価
値
を
意
味

す
る
「
客
観
的
価
値
」
と
対
比
す
る
概
念
と
し
て
、「
契
約
当
事
者
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
も
っ
と
も
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
は
、
必
ず
し
も
対
価
額
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
本
稿
の
内
容
に
も
関
わ
る
が
、

と
り
わ
け
買
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
は
、
対
価
額
と
相
違
す
る
こ
と
が
あ
る
。
事
実
、
近
年
、
笹
川
明
道
は
、
給
付
不
当
利
得
に
お
け
る
価
額
償

還
義
務
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
売
主
か
ら
詐
欺
・
強
迫
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
を
想
定
し
、
給
付
受
領
者
に
と
っ
て
の
受
益
の
主
観
的
な
価

値
を
顧
慮
し
、
約
定
対
価
を
も
下
回
る
額
を
限
度
と
し
う
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
笹
川
明
道
「
無
効
な
契
約
を
清
算
す
る
際
に
受
益
の
主
観
的
な

価
値
を
顧
慮
し
て
価
額
償
還
義
務
の
範
囲
を
制
限
し
う
る
か

─
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
中
間
試
案
お
よ
び
英
米
法
を
参
考
に
し
て
」
神
院
四
三

巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
七
三
頁
以
下
。
ま
た
、
侵
害
利
得
領
域
に
お
い
て
度
々
語
ら
れ
る
主
観
的
価
値
説
等
に
つ
い
て
は
、
長
野
史
寛
「
知
的
財

（
五
四
八
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
一
三

産
権
侵
害
に
お
け
る
不
当
利
得
返
還
請
求

─
侵
害
利
得
と
不
法
行
為
が
交
錯
す
る
一
場
面
」
法
学
論
叢
一
八
〇
巻
五
・
六
号
（
二
〇
一
七
年
）

六
二
二
頁
以
下
（
と
り
わ
け
六
三
四
頁
以
下
）。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
混
乱
を
避
け
る
べ
く
、
対
価
額
を
指
す
際
に
は
基

本
的
に
そ
の
ま
ま
「
約
定
対
価
額
」
な
い
し
「
代
金
額
」
と
表
現
し
、「
主
観
的
価
値
」
と
い
う
表
現
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
6
） 
な
お
、
物
に
品
質
に
関
す
る
契
約
不
適
合
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
右
で
客
観
的
価
値
と
解
そ
う
と
主
観
的
価
値
と
解
そ
う
と
、
当
該
契
約
不
適

合
に
よ
り
価
値
が
減
じ
ら
れ
て
い
る
分
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
比
例
減
額
の
在
り
方
及
び
そ
の
基
準
時
が
問
題
と
な
る
が
、

本
稿
は
、
こ
の
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
そ
う
し
た
議
論
の
前
に
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
議
論
が
必
要
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
近
時
、
価
額
償
還

義
務
の
基
準
時
に
つ
い
て
、
潮
見
佳
男
『〈
法
律
学
の
森
〉
新
債
権
総
論
Ⅰ
』（
信
山
社
・
二
〇
一
七
年
）
六
〇
五
頁
。
ま
た
、
代
金
減
額
請
求
権
に

つ
い
て
は
、
森
田
修
「
契
約
総
則
上
の
制
度
と
し
て
の
代
金
減
額

─
債
権
法
改
正
作
業
の
文
脈
化
の
た
め
に
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ

ビ
ュ
ー
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
四
七
頁
以
下
、
北
居
功
「
契
約
改
訂
の
基
準
時
」
法
セ
ミ
六
九
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
八
二
頁
以
下
、
潮
見
佳
男

ほ
か
編
『
詳
解 

改
正
民
法
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
八
年
）
四
三
二
頁
以
下
〔
石
川
博
康
執
筆
〕、
平
野
裕
之
『
新
債
権
法
の
論
点
と
解
釈
』（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
九
年
）
三
三
四
頁
以
下
。

（
7
） 

詳
細
は
、
Ⅱ
章
１
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
） 

こ
れ
ま
で
、
契
約
の
一
部
解
除
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
、
解
除
に
は
契
約
内
容
を
改
訂
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ

で
い
う
契
約
改
訂
効
と
は
、
あ
く
ま
で
当
事
者
の
物
に
対
す
る
価
値
評
価
を
前
提
と
し
て
の
改
訂
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
文
で
指
摘
し
た
契
約
改
訂

効
は
、
当
事
者
に
よ
る
物
の
価
値
評
価
を
も
取
り
払
う
結
果
を
是
認
し
て
お
り
、
そ
の
有
す
る
意
味
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
9
） 

こ
う
し
た
考
え
方
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
我
が
国
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
章
２
節
に
て
詳
述
す
る
。
こ
こ
で
は
近
時
の
文
献
と
し
て
、

松
岡
・
前
掲
注（
３
）八
頁
以
下
、
笹
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
六
頁
以
下
、
山
本
・
前
掲
注（
３
）三
二
四
頁
以
下
、
磯
村
保
・
前
掲
注（
３
）一
頁
以
下

を
挙
げ
て
お
く
。
す
べ
て
、
解
除
の
効
果
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
無
効
・
取
消
し
の
効
果
で
あ
る
給
付
不
当
利
得
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
文
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
客
観
的
価
値
が
約
定
対
価
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
返
還
債
務
者
の
価
額
償
還
義
務
を
約
定
対
価
の
限
度
に
縮
減

し
よ
う
と
す
る
方
向
で
の
議
論
で
あ
る
。

（
10
） 

「
望
ま
れ
た
契
約
」
お
よ
び
「
望
ま
れ
な
い
契
約
」
と
い
う
分
析
視
覚
に
つ
い
て
は
、
北
居
功
「
望
ま
れ
た
契
約
」
法
セ
ミ
六
八
九
号

（
五
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
一
四

（
二
〇
一
二
年
）
八
二
頁
以
下
お
よ
び
同
「
望
ま
れ
な
い
契
約
」
法
セ
ミ
六
九
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
九
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
11
） 

後
述
の
Ⅲ
章
２
節
⑵
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
） 
好
美
清
光
「
不
当
利
得
法
の
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
（
下
）」
判
タ
三
八
七
号
（
一
九
七
九
年
）
三
〇
頁
。

（
13
） 
潮
見
佳
男
『〈
法
律
学
の
森
〉
債
権
総
論
〔
第
２
版
〕
Ⅰ

─
債
権
関
係
・
契
約
規
範
・
履
行
障
害
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
）
四
五
六
頁
。

（
14
） 

好
美
・
前
掲
注（
３
）一
八
七
頁
の
注（
６
）、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
注（
３
）三
三
三
頁
参
照
。
な
お
、
不
当
利
得
法
上

の
価
額
償
還
に
お
い
て
も
、
客
観
的
価
値
の
償
還
を
肯
定
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
四
宮
和
夫
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
（
上
）

《
現
代
法
律
学
全
集
10
》』（
青
林
書
院
・
一
九
八
一
年
）
七
六
・
七
七
頁
、
藤
原
正
則
『〈
法
律
学
の
森
〉
不
当
利
得
法
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
二
年
）

一
三
五
頁
。

（
15
） 

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）
四
六
〇
頁
。
ま
た
、
大
判
明
治
四
五
年
二
月
九
日
民
録
一
八
輯
八
三
頁

は
、
改
正
前
五
四
八
条
一
項
の
趣
旨
と
し
て
、
本
文
で
紹
介
し
た
梅
の
理
解
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
16
） 

価
額
償
還
を
原
状
回
復
の
一
環
と
捉
え
る
こ
と
に
つ
き
、
末
弘
厳
太
郎
『
債
権
各
論
』（
有
斐
閣
・
一
九
一
八
年
）
二
六
〇
頁
、
鳩
山
秀
夫

『
増
訂
日
本
債
権
法
各
論
（
上
巻
）』（
岩
波
書
店
・
一
九
二
四
年
）
二
三
五
・
二
三
六
頁
、
石
田
文
次
郎
『
債
権
総
論
講
義
』（
弘
文
堂
・
一
九
三
六

年
）
八
二
頁
、
勝
本
正
晃
『
債
権
法
概
論
（
総
論
）』（
有
斐
閣
・
一
九
四
九
年
）
八
二
頁
、
末
川
博
『
契
約
法
・
上
（
総
論
）』（
岩
波
書
店
・

一
九
五
八
年
）
一
六
七
頁
、
永
田
菊
四
郎
『
新
民
法
要
義
第
三
巻
下
（
債
権
各
論
）』（
帝
国
判
例
法
規
・
一
九
五
九
年
）
八
九
・
九
〇
頁
な
ど
。
ま

た
、
原
物
返
還
と
の
比
較
と
い
う
視
点
は
、
価
額
償
還
に
お
け
る
時
価
の
算
定
基
準
時
の
議
論
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
藤
原
・
前
掲

注（
14
）一
三
八
頁
。

（
17
） 

磯
村
保
「
契
約
の
無
効
・
取
消
の
清
算

─
各
論
的
考
察
」
私
法
四
八
号
（
一
九
八
六
年
）
四
五
頁
以
下
。

（
18
） 

こ
う
し
た
論
者
と
し
て
、
と
り
わ
け
、
好
美
・
前
掲
注（
12
）三
二
頁
、
加
藤
雅
信
『
財
産
法
の
体
系
と
不
当
利
得
法
の
構
造
』（
有
斐
閣
・

一
九
八
六
年
）
四
四
四
頁
以
下
。

（
19
） 

た
と
え
ば
、
須
永
醇
「
契
約
の
無
効
・
取
消
と
不
当
利
得
」『
須
永
醇
民
法
論
集
』（
酒
井
書
店
・
二
〇
一
〇
年
）（
初
出
は
、
安
達
三
季
生
監

修
『
債
権
法
重
要
論
点
研
究
』（
酒
井
書
店
・
一
九
九
三
年
）
一
六
六
頁
以
下
）
一
六
九
頁
は
、「
類
型
論
は
そ
も
そ
も
は
給
付
利
得
類
型
に
対
し
て

（
五
五
〇
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
一
五

七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
を
当
然
に
適
用
す
る
こ
と
を
不
当
視
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
20
） 

川
村
不
当
利
得
論
に
つ
い
て
の
近
時
の
紹
介
と
し
て
、
油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
公
平
説
の
衰
退
と
類
型
論
の
台
頭
（
２
・
完
）

─
ロ
ー
マ
法
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
学
説
を
中
心
に
」
広
島
法
学
四
二
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
六
九
頁
以
下
。

（
21
） 
川
村
泰
啓
「
返
還
さ
る
べ
き
利
得
の
範
囲
⑸
」
判
時
三
六
五
号
（
一
九
六
四
年
）
三
九
・
四
〇
頁
、
川
村
泰
啓
「
契
約
の
無
効
・
取
消
と
不
当

利
得
」
契
約
法
大
系
刊
行
委
員
会
編
『
契
約
法
大
系
Ⅶ
（
補
巻
）』（
有
斐
閣
・
一
九
六
五
年
）
一
七
九
・
一
八
〇
頁
。

（
22
） 

川
村
泰
啓
「
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
諸
類
型
⑵

─
類
型
論
の
具
体
的
展
開
」
判
時
三
九
八
号
（
一
九
六
五
年
）
六
二
・
六
三
頁
。

（
23
） 

フ
ル
ー
メ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）六
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
） 

こ
の
こ
と
は
、
松
岡
・
前
掲
注（
３
）九
頁
の
注（
14
）も
ま
た
、
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
25
） 

給
付
不
当
利
得
に
関
し
て
は
、
改
正
過
程
に
着
目
し
た
先
行
業
績
が
豊
富
で
あ
る
。「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
の
提
案
内
容
か
ら
法
制
審

議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
お
け
る
議
論
に
至
る
ま
で
を
網
羅
的
に
紹
介
し
、
分
析
・
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
山
本
・
前
掲
注（
３
）二
四
七

頁
以
下
。
ま
た
、
磯
村
保
・
前
掲
注（
３
）一
頁
以
下
、
潮
見
佳
男
「
売
買
契
約
の
無
効
・
取
消
し
と
不
当
利
得
（
そ
の
１
）」
法
教
四
五
五
号

（
二
〇
一
八
年
）
九
四
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、
中
間
試
案
ま
で
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
笹
川
・
前
掲
注（
５
）七
三
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
、

本
稿
が
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
解
除
の
効
果
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
潮
見
・
前
掲
注（
６
）六
〇
四
・
六
〇
五
頁
。

（
26
） 

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」（
以
下
「
中
間
試
案
」
と
し
て
引
用
す
る
）

一
九
頁
。

（
27
） 

本
稿
で
は
、
中
間
試
案
の
⑸
と
こ
れ
に
付
さ
れ
た
注
記
と
の
比
較
は
取
り
扱
わ
な
い
。
現
存
利
益
も
加
味
し
て
上
限
を
決
す
べ
き
か
等
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
笹
川
・
前
掲
注（
５
）八
四
─
八
六
頁
、
一
一
二
・
一
一
三
頁
、
山
本
・
前
掲
注（
３
）

二
八
三
・
二
八
四
頁
、
二
九
四
・
二
九
五
頁
、
三
二
五
・
三
二
六
頁
、
磯
村
保
・
前
掲
注（
３
）一
八
頁
。

（
28
） 

中
間
試
案
七
・
八
頁
。
こ
の
「
無
効
な
法
律
行
為
の
効
果
」
に
つ
い
て
も
、「
契
約
の
解
除
の
効
果
」
と
同
様
に
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
対

価
額
と
現
存
利
益
と
の
い
ず
れ
か
多
い
額
で
は
な
く
、
単
に
対
価
額
を
限
度
と
す
る
と
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） 

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」（
以
下
「
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
と
し
て
引

（
五
五
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
一
六

用
す
る
）
五
七
頁
。

（
30
） 

中
間
試
案
の
補
足
説
明
一
四
〇
頁
。

（
31
） 
中
間
試
案
の
補
足
説
明
五
六
頁
。

（
32
） 
中
間
試
案
の
補
足
説
明
に
は
、
そ
の
他
に
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
記
述
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
お
く
。

一
つ
目
は
、
無
効
・
取
消
し
の
効
果
に
関
し
て
、
有
償
契
約
と
無
償
契
約
の
区
別
な
く
、
給
付
受
領
時
点
で
無
効
・
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
と
き
に
は
、「
給
付
を
受
領
す
る
原
因
が
な
い
と
し
て
受
領
を
拒
ん
だ
り
、
相
手
方
が
取
り
消
す
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
を
怠
っ
て
給
付
を
受
領
し
た
者
は
、
そ
の
給
付
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
反
対
給
付
さ
え

履
行
す
れ
ば
相
手
方
か
ら
の
給
付
を
確
定
的
に
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
正
当
な
信
頼
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
」
と
し
て
、
無
償
契
約
の
場

合
に
も
利
得
消
滅
の
抗
弁
は
主
張
で
き
ず
、
価
額
償
還
と
し
て
も
客
観
的
な
価
額
の
償
還
義
務
を
負
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
間
試
案
の
補
足

説
明
五
六
・
五
七
頁
。

二
つ
目
は
、
中
間
試
案
の
補
足
説
明
五
七
頁
の
下
部
で
の
指
摘
で
あ
り
、
無
償
契
約
の
給
付
受
領
者
が
、
給
付
受
領
後
に
、
無
効
ま
た
は
取
消
可

能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
は
、「
以
後
、
受
領
者
は
、
給
付
者
か
ら
返
還
請
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
、
返
還
の
た
め
に

そ
の
物
を
保
管
す
べ
き
立
場
に
立
つ
」
と
し
て
、「
給
付
を
返
還
す
る
ま
で
善
管
注
意
義
務
を
負
う
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
悪
意
に
な
っ
た
後

に
故
意
で
消
費
や
転
売
な
ど
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
善
管
注
意
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
た
め
に
滅
失
や
損
傷
が
生
じ
た
場
合
も
、
利

得
消
滅
を
主
張
し
て
返
還
義
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
善
管
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
の
に
給
付
さ
れ

た
物
が
滅
失
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
る
利
得
の
消
滅
は
本
文
⑶
（
引
用
者
注
：
善
意
の
無
償
受
領
者
の
利
得
消
滅
の
抗
弁
の
規
定
）
に

よ
っ
て
直
接
免
責
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
善
管
注
意
義
務
違
反
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
磯
村
保
・
前
掲
注（
３
）一
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
〇－

一
四
頁
）
で
紹
介
の
う
え
、
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
33
） 

中
間
試
案
の
補
足
説
明
一
三
九
頁
、
五
二
頁
。
同
五
四
頁
は
、「
こ
こ
に
『
価
額
の
償
還
』
と
は
、
給
付
や
果
実
の
客
観
的
な
価
値
に
相
当
す

る
額
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
て
い
た
対
価
の
額
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
意
識
的
に
明
示

す
る
。

（
五
五
二
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
一
七

実
は
、
川
村
泰
啓
も
ま
た
、
本
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
返
還
債
務
者
の
信
頼
を
保
護
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
利
得
消
滅
の
抗
弁
の
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
は
客
観
的
価
値
の
返
還
を
考
え
て
い
た
（
た
だ
し
、
川
村
は
、
双
務
的
給
付
不
当
利
得
返

還
関
係
で
は
、
対
価
危
険
の
法
理
（
＝
消
滅
上
の
牽
連
関
係
）
に
よ
っ
て
処
理
す
る
）。
す
な
わ
ち
、
川
村
泰
啓
「
給
付
利
得
制
度

─
契
約
関
係

の
場
で
固
有
に
機
能
す
る
不
当
利
得
制
度
」
判
時
六
一
二
号
（
一
九
七
一
年
）
一
一
四
・
一
一
五
頁
は
、「『
給
付
さ
れ
た
も
の
』
の
原
物
に
よ
る
返

還
が
不
能
の
場
合
に
は
そ
れ
の
価
値
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
給
付
さ
れ
た
原
物
に
代
わ
る
価
値
は
、
契
約
締
結
時

の
市
価
を
基
準
に
し
て
定
め
ら
れ
る
。」
と
す
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
給
付
利
得
制
度
が
誤
っ
て
展
開
さ
れ
た
契
約
関
係
の
捲
き
戻
し
機
能

を
担
う
制
度
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。」
と
述
べ
る
。

（
34
） 

中
間
試
案
の
補
足
説
明
五
二
頁
。

（
35
） 

中
間
試
案
の
補
足
説
明
五
四
頁
。

（
36
） 

中
間
試
案
の
補
足
説
明
一
四
〇
頁
。
無
効
・
取
消
し
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
五
四
頁
あ
る
い
は
五
六
・
五
七
頁
を
参
照
。

（
37
） 

山
本
・
前
掲
注（
３
）三
二
六
頁
も
参
照
。

（
38
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
先
駆
的
提
唱
者
で
あ
る
磯
村
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
（
磯
村
保
・
前
掲
注（
３
）一
八
頁
以
下
）、
近

時
、
以
下
の
も
の
が
約
定
対
価
へ
の
責
任
軽
減
0

0

を
支
持
し
て
い
る
。
松
岡
・
前
掲
注（
３
）八
頁
以
下
、
笹
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
六
頁
以
下
、
山

本
・
前
掲
注（
３
）三
二
四
頁
以
下
。
ま
た
、
教
科
書
で
は
、
橋
本
佳
幸
ほ
か
『
民
法
Ⅴ 

事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』（
有
斐
閣
・

二
〇
一
一
年
）
五
一
頁
〔
大
久
保
邦
彦
執
筆
〕。

（
39
） 

潮
見
・
前
掲
注（
６
）六
〇
四
・
六
〇
五
頁
。

（
40
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
・
前
掲
注（
３
）二
四
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
41
） 

前
掲
注（
38
）に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
解
除
の
効
果
に
お
け
る
価
額
償
還
に
つ
い
て
は
、
潮
見
・
前
掲
注（
６
）六
〇
一
頁
。

（
42
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
の
紹
介
と
そ
の
後
の
学
説
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
す
る
先
行
業
績
と
し
て
、
半
田
吉
信
『
ド
イ
ツ
新

債
務
法
と
民
法
改
正
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
九
年
）
一
三
九
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
岡
孝
「
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
に
お
け
る
買
主
の
追
完
請

求
権
に
つ
い
て
」
広
中
俊
雄
先
生
傘
寿
記
念
論
集
『
法
の
生
成
と
民
法
の
体
系
』（
創
文
社
・
二
〇
〇
六
年
）
七
二
五
・
七
二
六
頁
に
お
い
て
も
、

（
五
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
一
八

ご
く
簡
単
で
は
あ
る
が
、
新
規
定
の
紹
介
が
あ
る
。

（
43
） S

usanne Z
W

IR
L

E
IN

, “M
ortuus redhibetur ” perm

ansit 

─ H
istorisch-rechtsvergleichende A

nm
erkungen zur G

efahrtragung 

vor R
ücktritt vom

 K
aufvertrag, Z

euP
, 2018, S

.582 ff.

（
44
） 
な
お
、「
基
礎
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
は
、
改
正
過
程
に
お
い
て
修
正
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
、
反
対
給
付
そ

の
も
の
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
想
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
連
邦
参
議
院
に
よ
る
瑕
疵
物
を
想
定
し
た
批
判
を
受
け
、
右
の
表
現
へ

と
変
更
さ
れ
た
。
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
比
較
的
詳
し
い
。Jürgen K

O
H

L
E

R
, R

ücktrittsrechtliche 

W
ertersatzbem

essung, A
cP

., 213, 2013, S
.46 ff., 74ff.

右
の
文
言
の
修
正
に
よ
り
、
瑕
疵
物
が
給
付
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
同
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
明
確
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
の

が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
。
給
付
物
の
瑕
疵
ゆ
え
に
解
除
さ
れ
、
な
お
か
つ
買
主
が
当
該
瑕
疵
物
を
返
還
で
き
ず
、
返
還
不
能
の
リ
ス
ク

を
買
主
が
負
う
場
合
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
四
一
条
三
項
や
六
三
八
条
三
項
が
類
推
適
用
さ
れ
、
買
主
の
価
額
償
還
義
務
は
比
例
減
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
で
、
具
体
例
と
共
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, 

Ä
quivalenzverm

utung und Ä
quivalenzw

ahrung im
 L

eistungsstörungsrecht des B
G

B
., in: F

estschrift für H
erbert W

iedem
ann 

zum
 70. G

eburtstag, 2002, S
.20 f.; F

lorian F
A

U
S

T
, in: P

eter H
U

B
E

R
 / F

lorian F
A

U
S

T
, S

chuldrechtsm
odernisierung, 2002, 

K
ap.10, R

dN
r.42 ff.; M

artin S
C

H
W

A
B

, in: M
artin S

C
H

W
A

B
 / C

arl-H
einz W

IT
T

, E
xam

ensw
issen zum

 neuen S
chuldrecht, 2. 

A
uflage, 2003, S

.357 f.

な
お
、
コ
ー
ラ
ー
は
、
右
論
文
五
四
頁
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
比
例
減
額
に
よ
る
算
定
は
、
解
除
と
代
金
減
額
と
の
差

異
を
無
く
し
、
救
済
手
段
の
多
様
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
疑
義
を
呈
す
る
。

（
45
） 

で
は
、
無
償
契
約
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
概
略
次
の
よ
う
な
対
立
が
あ
る
。
一
方
で
、
デ
ル
は
、
無
償
契
約
の
場
合
に
も
、

三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
の
意
味
に
お
け
る
反
対
給
付
は
ゼ
ロ
と
し
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
、
給
付
受
領
者
が
物
を
返
還
で
き
な
い
と

き
に
は
価
額
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
え
な
い
と
す
る
。Y

ves D
Ö

L
L

, R
ückgew

ährstörungen beim
 R

ücktritt, 2011, S
.117.

価
額
償
還
義
務

を
負
わ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
以
下
も
同
様
で
あ
る
。D

agm
ar K

A
IS

E
R

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2012, §

346 

R
dN

r.165; Johannes H
A

G
E

R
, in: A

nw
altK

om
m

entar zum
 B

G
B

., 2005, B
and 2, §

346 R
dN

r.45.

（
五
五
四
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
一
九

そ
れ
に
対
し
、
フ
ェ
ス
ト
は
、
無
償
契
約
で
あ
る
贈
与
契
約
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
規
定
が
言
う
「
反
対
給
付
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
」
に
該

当
し
な
い
と
し
て
、
同
規
定
の
射
程
外
と
な
り
、
客
観
的
価
値
が
基
準
に
な
る
と
す
る
。T

im
o F

E
S

T
, D

ie B
edeutung des §

346 A
bs.2 

S
atz2, 1.H

S
 B

G
B

 bei der R
ückabw

icklung dem
 W

erte nach, Z
G

S
., 2009, S

.131.

新
規
定
の
適
用
外
で
あ
る
と
理
解
す
る
点
で
は
、

コ
ー
ラ
ー
も
同
様
で
あ
る
。Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.79.

（
46
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.12 ff.; S

tephan L
O

R
E

N
Z

, in: K
arlsruher F

orum
 2005: 

S
chuldrechtsm

odernisierung－
E

rfahrungen seit dem
 1. Januar 2002, S

.94; R
einhard G

A
IE

R
, in: M

ünchener K
om

m
entar zum

 

B
G

B
., B

and 2, 2012, §
346 R

dN
r.44; B

ernd L
IN

K
E

, D
ie R

ückabw
icklung gescheiterter gegenseitiger V

erträge, 2007, S
.34f.; 

Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 
（F

n.45

）, S
.113.

（
47
） 

こ
れ
は
、
現
行
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
一
文
一
号
が
規
定
す
る
場
合
で
あ
る
。

（
48
） 

な
お
、
償
還
価
額
の
算
定
に
あ
た
り
反
対
給
付
を
基
礎
に
置
く
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
（
共
通

参
照
枠
草
案
）
に
も
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
お
よ
び
無
効
・
取
消
し
の
効
果
と
し
て

の
不
当
利
得
に
お
い
て
、
返
還
債
務
者
が
原
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
、
利
益
の
価
値
の
支
払
あ
る
い
は
利
得
の
返
還
に
あ
た
り
、
契
約
対
価
額
が

基
準
と
さ
れ
る
（
Ⅲ
編
三
章
五
一
二
条
⑵
、
Ⅶ
編
六
章
一
〇
一
条
⑵
（
ｃ
）・
Ⅶ
編
五
章
一
〇
二
条
⑶
）。
た
だ
し
、
不
当
利
得
の
場
合
に
は
、
価
格

決
定
が
合
意
の
瑕
疵
に
よ
り
影
響
さ
れ
て
い
な
い
限
り
と
の
条
件
が
付
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
ほ

か
編
（
窪
田
充
見
ほ
か
監
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
原
則
・
定
義
・
モ
デ
ル
準
則

─
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）』（
法
律
文
化
社
・

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
ま
た
、
以
下
の
文
献
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
右
規
定
と
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
と
の
比
較
を
し
て
い
る
。T

im
o 

F
E

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.131 f.

（
49
） B

egründung zum
 G

esetzentw
urf zur M

odernisierung des S
chuldrechts vom

 14.5.2001, B
T

-D
rucks.14 / 6040, S

.196.

（
50
） 

少
な
く
と
も
、
明
文
上
区
別
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
の
う
ち
三
項
一
文
三
号
の
み
で
あ
る
。

（
51
） S

tephan L
O

R
E

N
Z

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2007, §

818 R
dN

r.26; C
laus-W

ilhelm
 C

A
N

A
R

IS
, a. a. 

O
. 

（F
n.44

）, S
.24; B

ernd L
IN

K
E

, a. a. O
. 

（F
n.46

）, S
.70; R

ichard G
IE

S
E

N
, H

öhe des W
ertersatzes nach R

ücktritt und 

（
五
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二
〇

W
iderruf, in: G

edächtnisschrift für M
einhard H

einze, 2005, S
.237.

ギ
ー
ゼ
ン
は
、
単
に
客
観
的
価
値
と
述
べ
る
の
で
な
く
、
実
際
の
市

場
に
お
け
る
再
調
達
価
値
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
契
約
締
結
時
の
時
価
で
は
な
く
、
解
除
時
あ
る
い
は
現
時
点
で
の
時
価
が
償
還
さ

れ
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
52
） 
法
政
策
的
に
は
、
む
し
ろ
多
数
の
反
対
が
あ
る
と
整
理
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。T

im
o F

E
S

T
, D

er E
influss der R

ücktrittsrechtliche 

W
ertungen auf die bereicherungsrechtliche R

ückabw
icklung nichtiger V

ertrage, 2006, S
.100.

（
53
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, D
ie R

echtsfolgen des R
ücktritts in der S

chuldrechtsreform
, JZ

., 2001, S
.1059; R

einhard G
A

IE
R

, a. a. 

O
. 

（F
n.46

）, §
346 R

dN
r.44.

そ
の
他
、
も
と
も
と
原
物
返
還
不
能
な
場
合
と
事
後
的
に
返
還
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
で
は
、
算
定
の
基
準
時
が

異
な
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
る
の
は
、F

lorian F
A

U
S

T
, in: JurisP

raxisK
om

m
entar zum

 B
G

B
., B

and2.1, 2013, §
346 R

dN
r.80ff.

（
54
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.44

） , K
ap.10, R

dN
r.10, 41; K

athrin H
E

R
O

L
D

, D
as R

ückabw
icklungsschuldverhältnis 

aufgrund vertraglichen oder gesetzlichen R
ücktritts, 2001, S

.114; D
agm

ar K
A

IS
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.53

）, S
.1059; dies., a. a. O

. 

（F
n.45

）, §
346 R

dN
r.160 ff. 

解
除
の
目
的
の
点
で
、Johannes H

A
G

E
R

, D
as geplante R

echt des R
ücktritts und des W

iderrufs, in: 

Z
ivilrechsw

issenschaft und S
chuldrechtsreform

, 2001, S
.451

も
参
照
。

（
55
） K

athrin H
E

R
O

L
D

, a. a. O
. 

（F
n.54

）, S
.112 ff.; F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, K
ap.10, R

dN
r.11; Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. 

O
. 

（F
n.44

）, S
.55, S

.84 f.; R
einhard G

A
IE

R
, a. a. O

. 

（F
n.46

）, §
346 R

dN
r.44; D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, §
346 

R
dN

r.160 ff.; Jürgen O
E

C
H

S
L

E
R

, V
ertragliche S

chuldverhältnisse, 2013, S
.209 R

dN
r.287. 

ま
た
、
こ
の
点
で
、T

im
o F

E
S

T
, a. 

a. O
. 

（F
n.52

）, S
.100 f.

も
参
照
。

実
は
、
後
述
の
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
解
除
の
目
的
が
仮
に
本
文
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
価
額
償
還
を
受
領
物
返
還
の
代
償
と
し
て
捉
え
、

そ
の
う
え
で
そ
の
物
の
「
真
の
価
値
」
と
し
て
客
観
的
価
値
の
償
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
も
説
得
的
で
あ
り
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
た

だ
し
、
カ
ナ
ー
リ
ス
が
解
除
の
目
的
に
つ
き
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
章
２
節
⑵
イ
を
参
照
。C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, 

a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.15 f.

（
56
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, K
ap.10, R

dN
r.41; Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.81 ff. 

こ
の
よ
う
な
論
拠
で
も
っ
て

（
五
五
六
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
二
一

新
規
定
に
疑
問
を
呈
す
る
者
は
決
し
て
少
な
く
な
く
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
こ
う
し
た
論
拠
を
新
規
定
反
対
派
の
中
心
的
根
拠
と
し
て
指
摘
す
る
。

C
laus-W

ilhelm
 C

A
N

A
R

IS
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.16.

（
57
） Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.95 ff. 

な
お
、
コ
ー
ラ
ー
は
、
本
文
で
挙
げ
た
よ
う
な
反
対
派
の
論
拠
の
他
、
対
価
額
償
還
ル
ー

ル
に
は
数
多
く
の
例
外
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
詳
論
し
、
対
価
額
償
還
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Jürgen 

K
O

H
L

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.53 ff.

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
58
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, K
ap.10, R

dN
r.41; ders., a. a. O

. 

（F
n.53

）, §
346 R

dN
r.87 ff.; R

einhard G
A

IE
R

, a. a. O
. 

（F
n.46

）, §
346 R

dN
r.44.

（
59
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, S
chuldrechtsm

odernisierung 2002, S
.X

X
X

IX
; ders., a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.15 ff.; S

tephan 

L
O

R
E

N
Z

, S
chuldrechtsreform

 2002: P
roblem

schw
erpunkte drei Jahre danach, N

JW
., 2005, S

.1893; R
ichard G

IE
S

E
N

, a. a. O
. 

（F
n.51

）, S
.237 ff.; M

atrhias W
O

L
G

A
S

T
, D

as reform
ierte R

ücktrittsfolgenrecht vor dem
 H

intergrund der E
ntw

icklung im
 

deuchen und im
 französischen R

echt, 2005, S
.232 f.; M

artin S
C

H
W

A
B

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.356 ff.; Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.118 ff.

（
60
） 

た
と
え
ば
、M

artin S
C

H
W

A
B

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.360; Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.127.

（
61
） M

artin S
C

H
W

A
B

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.357.

（
62
） 

た
と
え
ば
、M

atrhias W
O

L
G

A
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.59

）, S
.233.

（
63
） R

ichard G
IE

S
E

N
, a. a. O

. 

（F
n.51

）, S
.237 f.

（
64
） 

草
案
理
由
書
に
対
す
る
同
様
の
批
判
は
、Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.77.

（
65
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, §
346 R

dN
r.164.

そ
の
他
、
た
と
え
ば
新
規
定
賛
成
派
の
デ
ル
も
ま
た
、
本
文
で
挙
げ
た
カ
イ
ザ
ー

と
同
様
の
論
理
展
開
を
す
る
。Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.130.

デ
ル
は
価
額
償
還
を
原
物
返
還
の
代
償
と
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
対
価
額
の
償
還
で
良
い
と
す
れ
ば
、
や
は
り
デ
ル
は
、
売
主
に
と
っ
て
の
物
の
価
値
は
対
価
に
こ
そ
表
れ
る
と
捉
え
て
い
る
と

理
解
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
他
方
で
、
デ
ル
は
、
原
物
返
還
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
価
額
償
還
に
よ
る
場
合
と
異
な
り
、
解
除
に
は

（
五
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二
二

不
都
合
な
取
引
か
ら
の
解
放
を
可
能
に
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.127.

こ
れ

は
当
該
物
の
客
観
的
価
値
に
着
目
し
て
の
分
析
で
あ
り
、
デ
ル
の
理
解
を
カ
イ
ザ
ー
の
そ
れ
と
完
全
に
同
一
な
も
の
と
整
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
66
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.16.

（
67
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.12 ff.

（
68
） 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
論
文
の
中
に
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
を
本
文
の
「
ア
」
の
立
場
で
も
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ

る
と
さ
え
言
い
得
る
よ
う
に
思
え
る
箇
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
注（
55
）で
も
一
部
触
れ
て
い
る
と
お
り
、
対
価
額
が
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の

物
の
価
値
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
理
解
の
一
端
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
対
価
額
が
客
観
的
価
値
を
下

回
る
場
合
に
売
主
よ
り
約
定
0

0

解
除
が
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
対
価
額
償
還
に
と
ど
ま
る
と
し
つ
つ
も
、
買
主
に
返
還
不
能
に
つ

い
て
の
責
任
が
あ
れ
ば
、
別
途
、
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
四0

項0

に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
「
真
の
価
値
」
を
請
求
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
こ
う
し
て
、
売
主
に
と
っ
て
の
解
除
も
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
も
の
で
は
な
い
と
す
る
）。
こ
の
一
文
か
ら
、
カ

ナ
ー
リ
ス
は
、
対
価
額
が
売
主
に
と
っ
て
の
「
真
の
価
値
」
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
可
能
性
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。C

laus-W
ilhelm

 

C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.17.

ま
た
、
本
稿
の
後
掲
注（
109
）で
触
れ
る
と
お
り
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
売
主
解
除
で
物
の
客
観
的
価
値
が
約
定
対
価
を
上
回
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、

新
規
定
の
例
外
を
認
め
、
売
主
に
よ
る
客
観
的
価
値
の
償
還
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
売
主
の
解
除
に
お
い

て
は
、
生
じ
た
障
害
は
対
価
合
意
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
の
草
案
理
由
書
の
根
拠
づ
け
は
適
切
で
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。C

laus-W
ilhelm

 

C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.23. 

詳
し
く
は
、
本
稿
の
後
掲
注（
109
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
69
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, D
ie G

egenleistungskondiktion, F
estschrift für W

erner L
orenz zum

 siebzigsten G
eburtstag, 

1991, S
.19 ff.

（
70
） 

た
だ
し
、
念
の
た
め
に
付
け
足
す
と
、
フ
ル
ー
メ
は
、
た
と
え
ば
買
主
が
法
定
解
除
し
た
場
合
に
は
、
売
主
に
義
務
違
反
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

旧
三
五
〇
条
が
売
主
負
担
と
す
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
と
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
売
主
の
義
務
違
反
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
不
当
利
得
法

上
は
買
主
負
担
と
す
る
自
身
の
帰
結
と
矛
盾
し
な
い
と
論
じ
て
い
た
。W

erner F
L

U
M

E
, D

ie S
aldotheorie und die R

echtsfigur der 

（
五
五
八
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
二
三

ungerechtfertigten B
ereicherung, A

cP
., 194, 1994, S

.445.

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）六
八
・
六
九
頁
で
ご
く
簡

単
に
触
れ
て
い
る
。

（
71
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.26 ff., 60 f.

（
72
） 
カ
ナ
ー
リ
ス
も
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
犠
牲
限
度
論
は
、
フ
ル
ー
メ
の
学
説
と
一
致
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
述
べ
て
い
る
。C

laus-

W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.25.

（
73
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.24.

（
74
） 

こ
こ
に
表
れ
て
い
る
と
お
り
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
債
務
法
改
正
前
の
旧
三
五
〇
条
が
偶
然
滅
失
の
リ
ス
ク
を
売
主
に
負
担
さ
せ
て
い
た
こ
と
を

重
視
し
、
不
当
利
得
法
に
お
い
て
も
、
た
と
え
買
主
の
支
配
領
域
内
の
滅
失
損
傷
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
滅
失
損
傷
が
買
主
に
帰
責
可
能
な
の
か
否
か

に
着
目
し
て
リ
ス
ク
配
分
を
す
べ
き
と
の
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
負
担
「
者
」
決
定
に
つ
い
て
の
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
・
前
掲
注（
４
）一
〇
五
頁
注（
60
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
75
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.20 f.

（
76
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.24, 29.

（
77
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.69

）, S
.22.

以
上
に
関
す
る
カ
ナ
ー
リ
ス
の
他
の
論
稿
と
し
て
、K

arl L
A

R
E

N
Z

 / C
laus-

W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, L
ehrbuch des S

chuldrechts, B
d.Ⅱ

, H
albband 2, 13 A

uflage, 1994, S
.332 ff.

も
参
照
。

（
78
） 

こ
う
し
た
評
価
を
す
る
の
は
、Jürgen O

E
C

H
S

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.55

）, S
.213 R

dN
r.291; T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.52

）, S
.102. 

フ
ェ
ス
ト
は
、
不
法
利
得
法
上
の
価
額
償
還
に
お
い
て
も
、
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
の
考
え
方
が
転
用
さ
れ
う
る
か
を
検
討
し
、
詐
欺
に
よ
り
法

律
行
為
が
な
さ
れ
た
場
面
を
取
り
あ
げ
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
詐
欺
が
等
価
合
意
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
取
消
権
に
は
取
消
権
者
に
不
利
な
等

価
合
意
か
ら
解
放
さ
れ
る
意
味
も
あ
る
と
し
て
、
客
観
的
取
引
価
値
に
よ
る
償
還
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
。

（
79
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.13 ff.

カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
同
論
文
の
中
で
、
労
務
給
付
な
ど
の
よ
う
に
も
と
も
と
原
物
返

還
不
能
な
場
合
に
の
み
約
定
対
価
と
の
結
び
つ
き
を
肯
定
し
た
旧
三
四
六
条
二
項
は
筋
が
通
っ
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

（
80
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.16 ff.

（
五
五
九
）
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本
法
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八
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五
巻
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二
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（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二
四

（
81
） 

こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
掲
注（
109
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
82
） S

tephan L
O

R
E

N
Z

, a. a. O
. 

（F
n.46

）, S
.93 f.

ま
た
、
買
主
が
契
約
目
的
物
を
転
売
し
た
こ
と
で
売
主
に
返
還
不
能
な
場
合
に
つ
い
て
も

三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
が
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、S

tephan L
O

R
E

N
Z

, D
as „Z

urückspringen “ der G
efahr auf den 

V
erK

äufer und seine F
olgen: zur A

nw
endbarkeit von §

285 B
G

B
 im

 R
ahm

en des R
ückgew

ährschuldverhältnisses, N
JW

., 2015, 

S
.1725 ff.

（
83
） Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.138.

（
84
） C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.16; Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.127.

（
85
） 

こ
の
点
で
、
前
掲
注（
55
）で
紹
介
し
た
カ
ナ
ー
リ
ス
の
指
摘
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
86
） T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 
（F

n.45

）, S
.129 f.

こ
の
点
で
、T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.52

）, S
.101

も
参
照
。
こ
う
し
た
フ
ェ
ス
ト
の
見
解

を
と
り
あ
げ
、
原
物
そ
の
も
の
を
返
還
で
き
る
場
合
と
そ
の
不
能
に
よ
り
価
額
償
還
が
な
さ
れ
る
場
合
と
で
回
復
さ
れ
る
べ
き
状
態
の
差
を
設
け
る

こ
と
は
現
行
法
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
批
判
す
る
の
は
、Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.86 f.

（
87
） T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.45

）, S
.129.

（
88
） T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.45

）, S
.130.

（
89
） 

な
お
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
論
文
か
ら
は
、
こ
う
し
た
原
状
回
復
と
価
額
償
還
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
フ
ェ
ス
ト
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、

受
領
物
を
返
還
で
き
な
い
場
合
に
は
、
返
還
で
き
る
場
合
と
は
利
害
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
誰
が
「
ど
の
程
度
に
お
い
て
」
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ

き
か
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
読
み
取
れ
る
。C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, a. a. O
. 

（F
n.44

）, S
.16.

ま
た
、
こ
の
点
で
、S

usanne 

Z
W

IR
L

E
IN

, a. a. O
. 

（F
n.43

）, S
.564 ff.

も
参
照
。

（
90
） T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.45

）, S
.130.

と
こ
ろ
で
、
フ
ェ
ス
ト
は
、
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
の
制
度
趣
旨
と
し
て
、
客
観
的
価
値
は
証

明
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
新
規
定
に
い
う
と
こ
ろ
の
反
対
給
付
は
、（
旧
三
四
六
条
二
文
と
同
様
に
）
反
対
給
付

が
金
銭
で
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
ざ
る
要
件
と
し
て
要
求
さ
れ
る
と
す
る
。T

im
o F

E
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.45

）, S
.133.

客
観
的
価
値
の
証

明
困
難
の
回
避
を
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
の
目
的
と
し
て
理
解
す
る
の
は
、M

atrhias W
O

L
G

A
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.59

）, S
.233.

も
っ
と
も
、

（
五
六
〇
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
二
五

こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
次
の
二
つ
の
点
で
疑
問
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
新
規
定
は
、
旧
三
四
六
条
二
文
と
異
な
り
、
反
対
給
付
が
「
金

銭
で
」
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
（
こ
の
点
で
も
旧
三
四
六
条
二
文
か
ら
拡
張
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
の
は
、P

hillip 

H
E

L
L

W
E

G
E

, D
ie R

ückabw
icklung gegenseitiger V

erträge als einheitliches P
roblem

, 2004, S
.54 f.

）。
旧
法
で
の
文
言
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
を
要
求
し
、
証
明
緩
和
を
制
度
趣
旨
と
し
て
理
解
す
る
の
は
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
二
つ
目
と
し
て
、

給
付
さ
れ
た
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
際
、
通
説
は
、
三
四
六
条
二
項
二
文
前
段
を
適
用
し
た
う
え
で
比
例
減
額
を
す
る
が
、
こ
の
比
例
減
額
を
す
る
上

で
は
客
観
的
価
値
の
算
定
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
も
は
や
、
フ
ェ
ス
ト
や
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
ら
が
意
図
す
る
証
明
緩
和
は
果
た
せ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
二
点
目
を
指
摘
す
る
の
は
、Jürgen K

O
H

L
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, S
.54. 

さ
ら
に
、
新
規
定
の
文
言
か
ら
、
同
規
定
を
訴
訟
経

済
的
見
地
か
ら
の
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
の
は
、S

usanne Z
W

IR
L

E
IN

, a. a. O
. 

（F
n.43

）, S
.587.

な
お
、
市
場
に
お
け
る
大
規
模
な
取
引
に
お
い
て
当
事
者
が
合
意
し
た
対
価
は
、
そ
の
時
々
の
市
場
価
値
に
最
も
接
近
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

の
は
、C

hristoph B
E

N
IC

K
E

, P
flicht zum

 W
ertersatz im

 neuen R
ücktrittsrecht bei V

erbrauch und V
eräußerung, Z

G
S

., 2002, 

S
.374.

そ
し
て
、
こ
の
指
摘
に
近
い
こ
と
が
既
に
、
油
納
健
一
「
い
わ
ゆ
る
『
使
用
利
益
』
返
還
義
務
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
無
効
な
利
用
型
契

約
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
を
中
心
に
」
神
戸
法
学
雑
誌
四
八
巻
三
号
（
一
九
九
八
年
）
七
二
五
・
七
二
六
頁
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
油
納

は
、
賃
貸
借
な
ど
の
有
償
利
用
型
契
約
が
無
効
で
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
使
用
利
益
の
算
定
に
つ
い
て
、「
客
観
的
価
値
に
基
づ
い
て
算
定
す
べ
き

で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
客
観
的
価
値
に
も
あ
る
程
度
の
範
囲
が
あ
り
、
ま
た
、
客
観
的
価
値
の
範
囲
を
超
え
な
い
約
定
価
格
を
無
視
す
る
必
要

も
な
い
」
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、「
約
定
価
格
が
客
観
的
価
値
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
、
か
つ
約
定
価
格
が
無
効
・
取
消
原
因
の
影
響
を
受
け
て
い

な
い
限
り
、
対
象
の
算
定
基
準
を
約
定
価
格
と
考
え
る
べ
き
」
と
す
る
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
油
納
が
引
用
す
る
と
お
り
、
加
藤
雅
信
・
前
掲
注

（
18
）四
一
五
頁
以
下
に
見
ら
れ
る
。

（
91
） 

た
だ
し
、
本
文
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
る
売
主
解
除
の
場
合
に
お
い
て
、
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
上
回
る
と
き
は
、
例

外
的
に
客
観
的
価
値
の
償
還
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
少
数
説
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
掲
注（
109
）で
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
触
れ
る
。

（
92
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, §
346 R

dN
r.163.

ハ
ー
ガ
ー
も
ま
た
、
債
務
法
改
正
の
審
議
段
階
よ
り
、
同
趣
旨
の
主
張
を
展
開

し
て
い
た
。Johannes H

A
G

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.54

）, S
.450 f.

そ
の
ほ
か
、F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.44

）, K
ap.10, R

dN
r.10, 41; 

（
五
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二
六

K
athrin H

E
R

O
L

D
, a. a. O

. 

（F
n.54

）, S
.114; O

liver K
E

M
M

E
R

IE
S

, D
as R

ückgew
ährschuldverhältnis nach R

ücktritt vom
 

V
ertrag, 2005, S

.47 f.

で
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
93
） B

ernd L
IN

K
E

, a. a. O
. 

（F
n.46

）, S
.70 m

it F
n.314; Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.45

）, S
.131.

（
94
） S

tephan L
O

R
E

N
Z

, a. a. O
. 

（F
n.46

）, S
.93.

（
95
） 

須
永
・
前
掲
注（
19
）一
六
七
頁
以
下

（
96
） 

須
永
・
前
掲
注（
19
）一
七
四
頁
以
下
。

（
97
） 

以
上
に
つ
き
、
須
永
・
前
掲
注（
19
）一
七
九
・
一
八
〇
頁
。

（
98
） 

須
永
・
前
掲
注（
19
）一
八
〇
頁
。

（
99
） 

須
永
・
前
掲
注（
19
）一
七
六
頁
。

（
100
） 

山
本
・
前
掲
注（
３
）二
七
八
頁
、
三
二
三
頁
。
本
文
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
ド
イ
ツ
で
は
、
客
観
的
価
額
償
還
が
な
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、

契
約
締
結
前
の
売
主
の
状
態
回
復
に
な
る
と
す
る
見
解
も
根
強
い
。S

usanne Z
W

IR
L

E
IN

, a. a. O
. 

（F
n.43

）, S
.568. 

客
観
的
価
値
の
算
定
基

準
時
の
問
題
に
も
か
か
わ
る
が
、
現
時
点
の
時
価
償
還
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
見
解
は
、「
現
物
」
に
代
わ
る
物
の
再
調
達
費
用
を
償
還

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
今
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
売
主
の
状
態
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

（
101
） 

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
価
額
算
定
の
問
題
で
は
な
く
、
価
額
償
還
義
務
を
負
う
か
否
か
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
議
論
に
お
い
て
、
買
主
が
有
す
る
自
己
の

物
と
の
信
頼
保
護
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
が
、
買
主
が
法
定
解
除
を
し
た
場
合
に
、
引
渡

し
に
よ
っ
て
一
旦
買
主
に
移
転
し
て
い
た
危
険
が
売
主
に
跳
ね
戻
り
、
目
的
物
の
滅
失
損
傷
の
リ
ス
ク
を
売
主
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
論
拠
と
し

て
、
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
「
契
約
不
適
合
物
の
危
険
移
転
法
理

─
危
険
の
移
転
と
解
除

に
よ
る
そ
の
回
帰
」
日
法
八
二
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
九
六
頁
以
下
。
ま
た
、「
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注

（
４
）七
二
頁
以
下
。

（
102
） 

な
お
、
こ
う
し
た
契
約
時
の
決
定
を
重
視
す
る
フ
ル
ー
メ
に
端
を
発
す
る
見
解
は
、
給
付
と
反
対
給
付
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
買
主
の
自
己
の

物
と
の
信
頼
は
反
対
給
付
の
負
担
と
引
き
換
え
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
新
た
に
し
た
点
で
説
得
力
を
有
す
る
。
し
か
し
、
こ

（
五
六
二
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
二
七

う
し
た
契
約
時
の
決
定
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
受
領
と
い
う
リ
ス
ク
引
受
け
行
為
に
し
て
も
、
そ
の
時
点
の
買
主
は
契
約
目
的
物
の
契
約

不
適
合
を
知
ら
な
い
以
上
、
滅
失
損
傷
等
の
リ
ス
ク
配
分
に
あ
た
り
、
そ
こ
ま
で
重
く
評
価
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
買
主
と
し
て

は
、（
の
ち
の
ち
解
除
を
す
る
ほ
ど
の
）
契
約
不
適
合
が
あ
る
と
知
っ
て
い
れ
ば
契
約
を
せ
ず
、
受
領
を
し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
契
約
時
の
決
定
や
受
領
、
あ
る
い
は
買
主
の
支
配
領
域
内
で
不
可
抗
力
に
よ
り
滅
失
し
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
買
主
に
滅
失
の
リ
ス
ク

を
負
わ
せ
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
リ
ス
ク
負
担
の
「
程
度
」
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
負
担
「
者
」
決
定
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
４
）五
五
頁
以
下
に
お
い
て
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
私
見
か
ら
し
て
も
、
契
約
不
適
合
に

気
づ
い
た
買
主
の
使
用
態
様
に
よ
っ
て
は
、
買
主
が
滅
失
等
の
リ
ス
ク
負
担
を
免
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
買
主
に
よ
る
解
除
前
の
使
用
行
為

─
解
除
原
因
の
認
識
の
有
無
と
物
使
用
の
目
的
・
方
法
・
結
果
に
着
目
し

て
」
日
法
八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
103
） 

松
岡
・
前
掲
注（
３
）九
頁
は
、
無
償
契
約
の
場
面
に
お
い
て
、「
原
物
返
還
で
き
な
い
利
得
の
善
意
受
領
者
が
客
観
的
価
額
の
返
還
責
任
を
負

わ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
受
領
し
た
物
の
購
入
を
実
質
的
に
強
制
さ
れ
る
に
等
し
い
。
現
存
利
得
へ
の
善
意
者
の
責
任
制
限
は
、
合
意
な
し
に
は
交
換

取
引
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
私
的
自
治
原
則
の
消
極
面
を
正
当
に
評
価
し
、
利
得
の
押
し
つ
け
を
避
け
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。」
と

す
る
。
ま
た
、
笹
川
は
、
右
の
松
岡
の
指
摘
を
引
用
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
「
押
し
付
け
ら
れ
た
取
引
」
を
防
ぎ
、
あ
る
い
は
「
選
択
の
自
由
」

を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
自
己
決
定
の
保
障
と
し
て
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
問
題
は
、「
相
手
方
の
有
す
る
権
利
と
の
バ
ラ

ン
ス
上
、
ど
の
範
囲
で
給
付
受
領
者
の
自
己
決
定
権
を
反
映
し
た
処
理
を
認
め
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
か
」
で
あ
る
と
す
る
。
笹
川
・
前
掲
注（
５
）

一
〇
六
頁
。

（
104
） 

異
種
物
給
付
の
場
合
に
つ
き
規
定
す
る
日
本
商
法
五
二
八
条
は
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
商
法
三
七
八
条
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

瑕
疵
物
と
異
種
物
と
の
区
別
基
準
に
つ
い
て
の
議
論
を
、
瑕
疵
概
念
の
変
容
と
の
関
係
で
捉
え
、
日
本
商
法
五
二
八
条
の
今
後
の
命
運
を
吟
味
す
る

の
は
、
北
居
功
『
契
約
履
行
の
動
態
理
論
Ⅱ

─
弁
済
受
領
論
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
三
年
）
三
一
六
頁
以
下
。
北
居
は
、
瑕
疵
物

と
異
種
物
の
区
別
は
客
観
的
瑕
疵
概
念
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
主
観
的
瑕
疵
概
念
の
定
着
あ
る
い
は
契
約
不
適
合
概
念
の
普
及
を
前
に
、

そ
う
し
た
区
別
お
よ
び
そ
れ
を
前
提
と
し
た
商
法
五
二
八
条
も
ま
た
消
え
去
る
運
命
に
あ
る
と
す
る
（
同
三
五
七
頁
）。

（
五
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
二
八

（
105
） 

松
岡
・
前
掲
注（
３
）九
・
一
〇
頁
は
、「
約
定
対
価
の
限
度
と
い
う
提
案
に
は
合
理
性
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
疑
問
も
浮
か
ぶ
。
契

約
が
無
効
で
あ
れ
ば
、
無
効
原
因
が
対
価
決
定
の
合
意
に
影
響
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
約
定
対
価
は
価
額
算
定
基
準
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
客
観
的
価
額
を
基
準
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
対
価
の
約
定
自
体
に
無
効
原
因
が
及
ん
で
い
る
場
合
に
は
約

定
対
価
は
基
準
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。」
と
問
題
提
起
し
て
い
た
。

（
106
） 

磯
村
保
・
前
掲
注（
17
）五
一
頁
。

（
107
） 

須
永
・
前
掲
注（
19
）一
七
八
頁
。
な
お
、
正
確
を
期
す
と
、
須
永
は
、
磯
村
保
自
身
も
暗
々
裡
に
は
売
主
の
悪
意
を
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
特
別
に
そ
の
よ
う
な
限
定
を
明
確
に
付
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
磯
村
保
説
を
本
文
で
示
し
た

形
で
整
理
・
批
判
を
し
て
い
る
。

（
108
） 

こ
の
点
で
、
対
価
額
を
価
額
償
還
の
「
基
本
に
据
え
」、
あ
る
い
は
「
限
度
と
す
る
」
意
味
は
、
客
観
的
価
値
が
対
価
額
を
下
回
る
場
合
に
客

観
的
価
額
償
還
を
導
く
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
受
領
物
に
品
質
の
契
約
不
適
合
が
あ
れ
ば
、
償
還
す
べ
き
価
額
に
つ
き
対
価
額
を
比
例
減
額
し

て
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
109
） 

な
お
、
本
稿
で
は
返
還
債
務
者
の
信
頼
保
護
条
件
と
し
て
対
価
負
担
を
取
り
あ
げ
た
に
と
ど
ま
り
、
以
下
の
点
は
本
稿
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
の
中
間
試
案
で
は
、
解
除
効
果
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
相
手
方
の
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
解
除
し
た
場
合
に

限
っ
て
、
当
該
解
除
権
者
の
価
額
償
還
義
務
が
対
価
額
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
売
買
契
約
で
い
え
ば
、
売
主
の
債

務
不
履
行
（
契
約
不
適
合
責
任
）
を
理
由
と
し
て
買
主
が
解
除
す
る
場
合
に
の
み
対
価
額
が
上
限
と
さ
れ
、
そ
う
で
は
な
く
買
主
の
支
払
遅
滞
を
理

由
と
し
た
売
主
解
除
の
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
中
間
試
案
か
ら
は
客
観
的
価
値
の
償
還
が
導
か
れ
る
。

実
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
が
既
に
存
在
す
る
。
売
主
解
除
の
場
合
に
も
広
く
新
規
定
を
適
用
す
べ
し
と
す
る
多
数
説

に
対
し
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
売
主
解
除
で
あ
り
、
な
お
か
つ
客
観
的
価
値
が
約
定
対
価
額
を
上
回
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
新
規
定
の
適

用
を
回
避
す
べ
し
と
主
張
す
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
も
対
価
額
の
限
度
で
し
か
償
還
請
求
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
買
主
は
支
払
遅
滞
に
よ
り
解

除
を
引
き
起
こ
し
た
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
買
主
に
取
引
利
益
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
こ
う
し
て
、
解
除
が
売
主
に
と
っ
て
意
味
の

な
い
も
の
と
な
る
（「
解
除
は
切
れ
味
の
悪
い
刀
と
な
る
」）
こ
と
を
懸
念
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
解
除
は
、
対
価
合
意
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ

（
五
六
四
）



原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義
（
野
中
）

四
二
九

い
た
主
観
的
等
価
関
係
に
も
向
け
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。C
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本
稿
Ⅲ
章
２
節
⑵
で
出
て
き
た
二
つ
の
立
場
の
う
ち
前
者
に
よ
れ
ば
、
売
主
に
と
っ
て
の
そ
の
物
の
価
値
は
対
価
額
そ
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
右

ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
例
外
と
は
な
ら
な
い
（
こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
の
多
数
説
は
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
を
批
判
す
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
に
よ

れ
ば
、
カ
ナ
ー
リ
ス
が
売
主
解
除
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
例
外
的
に
対
価
合
意
か
ら
の
解
放
を
認
め
て
い
た
の
は
、
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
が
保

護
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
故
で
あ
る
と
整
理
で
き
よ
う
。

果
た
し
て
、
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
は
、
い
か
な
る
場
面
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
連
邦
通
常
裁
判
所
の

判
決
も
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
検
討
は
、
紙
幅
の
関
係
で
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
五
六
五
）





弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
三
一

弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て

─
議
会
で
の
審
議
を
中
心
に

─

末

　
　澤

　
　国

　
　彦

一
　
は
じ
め
に

弁
護
士
法
（
明
治
二
十
六
年
法
律
第
七
号
）
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
三
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
法
は
、
裁
判
所
構
成
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
制
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
司
法
制
度
の
近
代
化
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま

で
の
代
言
人
規
則
（
明
治
十
三
年
司
法
省
布
達
甲
第
一
号
）
に
よ
り
代
言
人
制
度
を
弁
護
士
制
度
に
近
代
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
弁
護
士
法
全
面
改
正
（
昭
和
八
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
至
る
ま
で
、
弁
護
士
業
務
の
法
的
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

論

　説

（
五
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
三
二

そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
裁
判
所
構
成
法
で
は
裁
判
官
・
検
察
官
を
司
法
官
と
い
う
地
位
に
置
い
た
の
に
対
し
、
弁
護
士
は
在
野
法
曹
と

い
う
こ
と
で
司
法
官
よ
り
低
い
地
位
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
に
、
弁
護
士
の
職
務
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
行
為
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
一
条
）。
実
際
に
は
多
く
の
弁
護
士
が
訴

訟
外
の
法
律
事
務
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
は
「
弁
護
士
と
い
う
職
業
像
が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
、
訴
訟
代
理
人
、

す
な
わ
ち
訴
訟
に
お
け
る
職
業
的
特
権
者
と
し
て
映
じ
て
い
た

（
１
）

」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
弁
護
士
と
い
う
職
業
が
ま
だ
代
言
人
の
発
展
延
長

線
上
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
弁
護
士
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
司
法
大
臣
の
定
め
る
弁
護
士
試
験
規
則
（
明
治
二
十
六
年
司
法
省
令
第
九
号
）
に
よ
る
弁
護
士

試
験
の
及
第
者
を
原
則
と
し
た
こ
と
で
あ
る
（
第
二
条
・
第
三
条
）。
こ
れ
は
、
明
治
十
三
年
以
来
の
免
許
代
言
人
制
と
同
様
に
、
法
律
専

門
職
と
し
て
の
弁
護
士
の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
地
方
裁
判
所
ご
と
に
弁
護
士
会
を
設
立
し
、
所
属
弁
護
士
を
全
員
加
入
さ
せ
る
強
制
加
入
制
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
国
に
よ
っ
て
は
任
意
加
入
制
を
と
る
場
合
も
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
、
代
言
人
組
合
の
設
立
が
法
定
さ
れ
て
以
来
の
制
度
で
あ
り
、

現
行
弁
護
士
法
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

第
四
に
、
弁
護
士
会
に
つ
い
て
は
、
検
事
正
に
監
督
権
（
第
十
九
条
）・
懲
戒
訴
追
権
（
第
三
十
一
条
）・
会
へ
の
臨
席
権
（
第
二
十
九
条
）

を
与
え
た
。
ま
た
、
司
法
大
臣
に
は
会
則
認
可
権
（
第
二
十
三
条
）・
会
へ
の
決
議
取
消
権
・
議
事
停
止
権
（
第
三
十
条
）
を
与
え
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
弁
護
士
の
自
治
権
は
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
弁
護
士
が
司
法
大
臣
だ
け
で
な
く
職
能
的
に
対
等
対
立

関
係
に
あ
る
検
察
官
に
よ
る
官
僚
的
統
制
に
服
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、「
弁
護
士
と
い
う
職
業
が
検
事
よ
り
一
段
低
い
地
位
に
あ

る
と
い
う
社
会
的
評
価
を
公
認

（
２
）

」
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
五
六
八
）



弁
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四
三
三

こ
れ
ら
の
中
で
注
目
す
べ
き
点
は
第
二
の
弁
護
士
の
資
格
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
弁
護
士
試
験
は
、
判
事
検
事
登
用
試
験
と
は
別
個

の
試
験
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
判
事
検
事
登
用
試
験
は
、
二
回
の
競
争
試
験
を
必
要
と
し
、
第
一
回
と
第
二
回
の
競
争
試
験
の
間
に
三
年
間

の
試
補
と
呼
ば
れ
る
実
務
修
習
を
必
要
と
し
た

（
３
）

。
こ
れ
に
対
し
、
弁
護
士
試
験
は
、
一
回
の
競
争
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
の
み
を
必
要
と

し
て
お
り
、
実
務
修
習
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
受
験
資
格
に
つ
い
て
も
判
事
検
事
登
用
試
験
は
、
判
事
検
事
登
用
試
験
規
則
（
明

治
二
十
四
年
司
法
省
令
第
三
号
）
第
五
条
に
よ
っ
て
資
格
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た

（
４
）

の
に
対
し
、
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
は
弁
護
士
試
験
規

則
に
は
受
験
資
格
制
限
を
設
け
る
規
定
が
な
か
っ
た

（
５
）

。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
官
・
検
察
官
は
司
法
官
と
呼
ば
れ
る
在
朝
法
曹
で
あ
り
、
弁

護
士
は
在
野
法
曹
で
あ
る
こ
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
法
曹
と
し
て
職
能
的
に
対
等
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
試
験
の
方

式
・
形
態
が
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
議
会
で
の
弁
護
士
法
制
定
審

議
を
中
心
に
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
弁
護
士
と
い
う
職
業
が
当
時

ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

弁
護
士
史
の
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
個
々
の
弁
護
士
の
歴
史
研
究
を
通
じ
た
弁
護
士
の
活
動
に
つ
い
て
の
も
の

（
６
）

、
法
専
門
職
と
し
て
の

弁
護
士
団
体
の
形
成
や
弁
護
士
と
政
治
権
力
の
関
係
の
も
の
で
あ
る

（
７
）

。
弁
護
士
試
験
を
め
ぐ
っ
て
は
、
帝
国
大
学
卒
業
生
に
対
す
る
試
験

免
除
規
定
（
ち
な
み
に
判
事
検
事
登
用
試
験
は
、
第
一
回
試
験
が
免
除
さ
れ
る
）
に
関
す
る
論
考
は
見
ら
れ
る
が

（
８
）

、
試
験
の
方
式
・
形
態
の
違
い

に
関
す
る
論
考
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

（
９
）

る
（
10
）

。

（
五
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
三
四

二
　
第
一
回
・
第
二
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議

（
一
）

　第
一
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議

最
初
の
弁
護
士
法
案
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
十
二
月
四
日
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
に
お
け
る
弁
護
士
試
験
に

関
す
る
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
11
）

。

第
四
条

　
登
録
願
書
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
証
明
ス
ル
書
面
ヲ
添
フ
可
シ
其
証
明
書
ニ
ハ
弁
護
士
二
人
以
上
ノ
保
証
ア
ル
ヲ
要
ス

第
一

　
司
法
大
臣
ノ
定
メ
タ
ル
弁
護
士
試
験
規
則
ニ
依
リ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
コ
ト

第
二

　
出
願
前
一
箇
年
半
以
上
弁
護
士
ノ
事
務
所
及
裁
判
所
ニ
於
テ
引
続
キ
事
務
ヲ
修
習
シ
タ
ル
コ
ト

第
三

　
年
齢
満
二
十
五
年
以
上
ナ
ル
コ
ト

第
四

　
身
体
精
神
弁
護
士
ノ
職
ヲ
行
フ
ニ
堪
ル
コ
ト

第
五

　
重
罪
（
国
事
犯
ニ
シ
テ
復
権
シ
タ
ル
者
ヲ
除
ク
）
又
ハ
定
役
ニ
服
ス
ヘ
キ
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
其
品
行
善
良
ナ
ル
コ
ト

第
六

　
破
産
若
ク
ハ
家
資
分
産
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
又
ハ
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
負
債
ノ
弁
償
ヲ
終
ヘ
タ
ル
コ
ト

第
七

　
控
訴
院
ノ
名
簿
ニ
登
録
ヲ
願
フ
場
合
ニ
於
テ
ハ
五
年
以
上
地
方
裁
判
所
ノ
所
属
弁
護
士
タ
リ
シ
コ
ト
大
審
院
ノ
名
簿
ニ
登
録
ヲ
願
フ
場
合
ニ

於
テ
ハ
五
年
以
上
控
訴
院
ノ
所
属
弁
護
士
タ
リ
シ
コ
ト

こ
の
法
案
で
は
、
弁
護
士
試
験
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
法
案
に
関
し
て
山
田
顕

義
司
法
大
臣
は
、
そ
の
趣
旨
説
明
に
お
い
て
「
国
民
ノ
身
体
及
権
利
ヲ
保
護
ス
ル
ハ
独
リ
裁
判
官
ノ
法
衙
ノ
下
ニ
立
ッ
テ
内
ニ
之
ヲ
為
ス

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
外
ニ
弁
護
士
ノ
学
識
経
験
ニ
富
ミ
道
徳
廉
恥
ヲ
重
ン
ジ
当
事
者
ノ
権
利
ヲ
維
持
ス
ル
ア
リ
裁
判
官
弁
護
士
相
須
ッ
テ
初
テ
能

（
五
七
〇
）
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四
三
五

ク
司
法
事
務
ノ
完
全
ナ
ル
ヲ
得
ル
訳
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
因
テ
ハ
弁
護
士
ノ
資
格
ヲ
厳
正
ニ
シ
其
権
利
ヲ
保
護
シ
其
一
ヲ
尊
重
シ
其
行
為
ヲ

監
督
ス
ル
ハ
国
家
ノ
必
要
ニ
シ
テ
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト
信
ジ
マ
ス

（
12
）

」
と
述
べ
、
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
弁
護
士
と
い
う
職
業
が
、

裁
判
官
と
並
ん
で
司
法
事
務
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
弁
護
士
の
資
格
や
権
利
等
を
法
で
き
ち
ん
と

保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、「
其
行
為
ヲ
監
督
」
す
る
必
要
性
も
述
べ
て
お
り
、
司
法
官
と
弁
護
士
に
は
立
場
の
違

い
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
法
案
は
、
特
別
委
員
会
で
修
正
が
行
わ
れ
、
第
四
条
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
と
第
四
項
が
削
除
、
第
三
項
が
「
丁
年
以
上
ノ
男
子

タ
ル
コ
ト
」
に
修
正
、
第
七
号
に
つ
い
て
は
控
訴
院
名
簿
の
登
録
は
二
年
以
上
、
大
審
院
名
簿
の
登
録
は
三
年
以
上
の
修
正
が
行
わ
れ

た
（
13
）

。十
二
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
読
会
に
お
い
て
、
こ
の
第
四
条
を
め
ぐ
っ
て
注
目
す
べ
き
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

松
平
信
正
よ
り
第
二
項
の
削
除
の
理
由
を
め
ぐ
る
質
問
が
な
さ
れ
た
。
松
平
は
、「
弁
護
士
法
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
裁
判
所
構
成
法
ト
相
対
立

シ
テ
構
成
法
ハ
裁
判
官
ノ
選
任
ヲ
厳
密
ニ
シ
又
弁
護
士
法
ハ
弁
護
士
ノ
品
位
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ト
云
フ
精
神
デ
裁
判
所
構
成
法
ト
弁
護
士
法

ト
云
フ
モ
ノ
ハ
権
衡
ヲ
取
テ
相
睨
ミ
合
フ
ト
云
フ
精
神

（
14
）

」
で
あ
る
な
ら
ば
実
務
修
習
の
規
定
は
残
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
特
別
委
員
長
の
細
川
潤
次
郎
は
、「
此
一
箇
年
半
以
上
ノ
修
習
ト
云
フ
コ
ト
ハ
成
程
外
国
ニ
モ
ア
ッ
テ
即
チ
其
試
補
ナ
ド
ノ
見
合

セ
ニ
於
テ
モ
甚
ダ
宜
シ
イ
、
尤
ナ
訳
デ
ハ
ア
ル
ガ
併
ナ
カ
ラ
実
際
ニ
於
テ
ド
ウ
モ
夫
レ
程
妙
ガ
ア
ル
マ
イ

（
15
）

」
と
し
て
弁
護
士
試
験
に
合
格

し
た
者
が
先
輩
弁
護
士
の
事
務
所
な
ど
で
修
習
を
行
う
こ
と
は
、
引
き
受
け
て
く
れ
る
か
と
い
う
問
題
や
、
修
習
の
内
容
が
書
生
と
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
意
味
が
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
削
除
に
賛
成
を
し
た
清
岡
公
張
は
、「
判
事
弁
護
人
ハ
固
ヨ
リ
同
一
ノ

機
械
ト
ナ
ッ
テ
法
廷
ニ
働
キ
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
ハ
相
違
ナ
イ
ケ
レ
ド
モ
少
シ
ク
其
身
分
出
処
ニ
於
テ
相
違
ス
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
、
夫
レ
故
ニ
必

（
五
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
三
六

ズ
シ
モ
判
事
ト
同
一
ニ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ

（
16
）

」
と
し
て
、
司
法
官
試
補
は
官
員
で
あ
る
た
め
役
所
に
出
勤
し
て
事
務

を
取
り
扱
う
の
で
十
分
な
見
習
い
が
で
き
る
が
、
弁
護
士
に
は
そ
の
場
所
が
な
い
。
そ
こ
で
、
別
に
修
習
を
す
る
場
所
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
別
に
そ
の
た
め
の
役
所
を
設
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
第
二
項
は
、
事
実
上
差
支
え
が
生
じ
る
た
め
削
除
し

た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
弁
護
士
の
実
務
修
習
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
こ
の
後
の
弁
護
士
法
を
め
ぐ
る
審
議
で
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
項
で
あ
る
。

こ
の
弁
護
士
法
案
は
、
弁
護
士
の
三
階
級
制
、
そ
れ
に
伴
う
営
業
区
域
制
、
多
額
の
免
許
料
・
保
証
金
制
な
ど
多
く
の
問
題
を
含
ん
で

お
り
、
代
言
人
に
よ
る
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た

（
17
）

。
ま
た
、
貴
族
院
で
は
穂
積
陳
重
を
中
心
に
反
対
論
が
出
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を

削
除
し
た
た
め
、
政
府
は
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
一
月
九
日
、
法
案
を
撤
回
し
た

（
18
）

。

（
二
）

　第
二
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議

弁
護
士
法
案
は
、
明
治
二
十
四
年
十
二
月
五
日
、
再
び
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
に
お
け
る
弁
護
士
試
験
に
関
す
る
規
定
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
19
）

。

第
三
条

　
弁
護
士
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
左
ノ
条
件
ヲ
具
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
一

　
日
本
国
民
ニ
シ
テ
民
法
上
ノ
能
力
ヲ
有
ス
ル
男
子
タ
ル
コ
ト

第
二

　
弁
護
士
試
験
規
則
ニ
依
リ
二
回
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
コ
ト

第
四
条

　
弁
護
士
試
験
ハ
第
一
回
ニ
於
テ
学
識
ヲ
試
験
シ
第
二
回
ニ
於
テ
実
務
ヲ
試
験
ス

試
験
及
実
務
修
習
ニ
関
ス
ル
規
則
ハ
司
法
大
臣
之
ヲ
定
ム

（
五
七
二
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
三
七

こ
の
よ
う
に
、
実
務
修
習
を
挟
ん
で
二
回
の
競
争
試
験
を
必
要
と
す
る
内
容
で
、
判
事
検
事
登
用
試
験
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
法
案
の
提
出
理
由
に
つ
い
て
田
中
不
二
麿
司
法
大
臣
は
、
弁
護
士
の
権
利
義
務
を
明
ら
か
に
し
、
地
位
を
高
尚
に
し
て
、

そ
の
風
紀
を
維
持
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
緊
要
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
田
中
は
、「
実
ニ
弁
護
士
ハ
司
法
権
ノ
最
良
ナ

ル
補
助
者
デ
ア
リ
マ
ス
ル
、
司
法
権
ノ
最
良
ナ
ル
補
助
者
デ
ア
リ
マ
ス
ル

（
20
）

」
と
繰
り
返
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
法
案
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
の
選
出
を
行
っ
た
の
み
で
、
十
二
月
二
十
五
日
、
衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
停
会
に
よ
り
、
廃
案
と
な
っ
た
。

三
　
第
四
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議

（
一
）

　衆
議
院
に
お
け
る
審
議

弁
護
士
法
案
は
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
十
二
月
一
日
、
今
度
は
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
に
お
け
る
弁
護
士
試
験

に
関
す
る
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
21
）

。

第
二
条

　
弁
護
士
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
左
ノ
条
件
ヲ
具
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
一

　
日
本
国
民
ニ
シ
テ
民
法
上
ノ
能
力
ヲ
有
ス
ル
男
子
タ
ル
コ
ト

第
二

　
弁
護
士
試
験
規
則
ニ
依
リ
二
回
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
コ
ト

第
三
条

　
弁
護
士
試
験
ハ
第
一
回
ニ
於
テ
学
識
ヲ
試
験
シ
第
二
回
ニ
於
テ
実
務
ヲ
試
験
ス

試
験
及
実
務
修
習
ニ
関
ス
ル
規
則
ハ
司
法
大
臣
之
ヲ
定
ム

こ
の
よ
う
に
、
第
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
内
容
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
清
浦
奎
吾
司
法
次
官
は
、
弁
護
士
は
、

司
法
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
法
廷
で
重
要
な
職
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
代
言
人
規
則
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
弁
護
士

（
五
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
三
八

の
学
識
経
験
を
備
え
る
た
め
に
は
、
試
験
法
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
弁
護
士
は
判
事
・
検
事
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
る

（
22
）

こ
と
か
ら
、「
現
今
ノ
代
言
人
ハ
一
回
ノ
試
験
ヲ
経
テ
免
許
ヲ
与
ヘ
テ
ア
ル
、
判
検
事
ハ
二
回
ノ
試
験
ヲ
要
ス
ル
カ
ラ
若
シ
現
行
規
則
ノ

儘
デ
代
言
人
ヲ
以
テ
裁
判
所
構
成
法
ニ
、
所
謂
弁
護
士
ト
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
ラ
、
五
年
以
上
代
言
人
タ
ル
者
ハ
、
直
チ

ニ
控
訴
院
判
事
ニ
任
ジ
得
ラ
ル
ヽ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
、
他
ノ
判
事
試
補
ト
ナ
ッ
テ
第
二
回
ノ
試
験
ヲ
経
テ
五
年
ノ
後
僅
ニ
控
訴
院
判
事

ニ
補
セ
ラ
ル
ヽ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
比
シ
マ
ス
レ
バ
、
頗
ル
権
衡
ヲ
失
ス
ル
ト
云
フ
勢
ニ
至
リ
マ
ス

（
23
）

」
と
判
事
検
事
登
用
試
験
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
弁
護
士
試
験
は
、
実
務
修
習
を
挟
ん
で
二
回
の
競
争
試
験
制
と
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

衆
議
院
で
は
、
第
一
読
会
で
は
特
別
委
員
会
で
の
審
査
が
行
わ
れ
、
弁
護
士
の
営
業
区
域
限
定
規
定
と
保
証
金
制
度
既
定
を
削
除
す
る

修
正
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
十
二
月
十
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
読
会
、
十
二
月
十
六
日
の
第
三
読
会
と
審
議
が
行
わ
れ
た
が
、
実
務
修

習
を
挟
ん
だ
二
回
の
競
争
試
験
制
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
は
何
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
衆
議
院
で
の
審
議
で
、
弁
護
士
試
験
に
つ

い
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
第
二
条
第
二
項
の
「
弁
護
士
試
験
規
則
」
の
内
容
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
弁
護
士
試
験
規
則
の

中
で
判
事
検
事
登
用
試
験
同
様
に
弁
護
士
試
験
の
受
験
資
格
に
制
限
を
設
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
問
題

で
執
拗
に
食
い
下
が
っ
た
の
は
、
長
谷
川
泰
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
は
、
元
長
崎
医
学
校
長
で
後
に
医
術
開
業
試
験
の
予
備
校
で
あ
る
済
生

学
舎
の
創
設
者
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
試
験
で
私
立
学
校
生
や
独
学
者
が
不
利
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
の
質
問
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
中
で
長
谷
川
は
、
第
二
読
会
で
一
部
修
正
動
議
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
①
抵
触
事
項
に
反
し
な
い
限
り
「
何
人
ト
雖
モ
弁
護

士
試
験
ニ
応
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
を
明
記
す
る
、
②
第
一
回
試
験
は
「
法
律
ニ
関
ス
ル
学
識
ヲ
試
験
シ
」
に
改
め
る
、
③
「
試
験
ハ
毎
年
一

回
之
ヲ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
の
条
項
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
24
）

。
し
か
し
、
こ
の
動
議
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
第

三
読
会
で
は
全
部
反
対
の
動
議
を
出
し
た
が
、
こ
れ
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
長
谷
川
の
考
え
は
弁
護
士
法
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な

（
五
七
四
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
三
九

か
っ
た
。
こ
の
長
谷
川
の
質
問
や
動
議
を
め
ぐ
る
答
弁
の
中
で
清
浦
司
法
次
官
は
、「
試
験
及
修
習
ノ
手
続
ニ
関
ス
ル
規
則
ハ
、
凡
ソ
判

事
ノ
実
務
修
習
ニ
関
ス
ル
規
則
ト
略
々
其
程
度
ヲ
同
ジ
ク
シ
テ
較
々
斟
酌
ス
ル
位
ニ
定
ム
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス

（
25
）

」
と
か
「
弁
護
士
ノ
試
験

ニ
ハ
判
事
検
事
試
験
規
則
ト
略
々
其
程
度
ヲ
同
ウ
ス
ル
積
リ
デ
ア
ル

（
26
）

」
と
い
う
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
政
府
側
と
し
て

は
、
法
案
段
階
で
は
判
事
検
事
登
用
試
験
と
弁
護
士
試
験
の
内
容
に
大
き
な
差
を
設
け
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ

る
の
で
あ
る
。

（
二
）

　貴
族
院
に
お
け
る
審
議

弁
護
士
試
験
に
関
す
る
規
定
は
、
貴
族
院
の
審
議
に
お
い
て
大
き
く
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
衆
議
院
よ
り
送
付
さ
れ
た
弁
護
士

法
案
は
、
十
二
月
二
十
日
よ
り
第
一
読
会
が
開
か
れ
、
箕
作
麟
祥
を
委
員
長
と
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
特
別
委
員
会
で
は
、

衆
議
院
送
付
案
に
い
く
つ
か
の
修
正
を
行
っ
た
。
そ
の
中
に
弁
護
士
試
験
に
関
す
る
第
二
条
・
第
三
条
の
修
正
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
第
二
号
の
文
言
中
「
二
回
ノ
」
の
部
分
を
削
除
し
、
第
三
条
を
「
弁
護
士
試
験
ニ
関
ス
ル
規
則
ハ
司
法
大
臣
之

ヲ
定
ム
」
に
改
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
27
）

。
つ
ま
り
、
司
法
官
は
三
年
間
の
試
補
期
間
を
挟
ん
で
二
回
の
競
争
試
験
を
必
要
と
す
る
の

に
対
し
、
弁
護
士
試
験
は
、
一
回
の
競
争
試
験
で
行
わ
れ
実
務
修
習
は
不
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
修
正
の
理
由
を
箕
作
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
①
「
元
来
弁
護
士
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
判
事
検
事
ト
同
等
ノ
モ
ノ
ニ
ス
ル
ト
云

フ
原
案
ノ
精
神
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
夫
レ
ガ
抑
々
間
違
ヒ
デ
、
是
レ
ハ
決
シ
テ
判
事
検
事
ト
弁
護
士
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
同
様
ノ
性
質
ノ
モ
ノ
デ
ハ

ナ
イ

（
28
）

」
と
し
た
上
で
、
第
一
に
、
判
事
は
判
決
を
下
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
判
事
・
検
事
は
訴
訟
人
が
随
意
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
。
第
三
に
、
判
事
・
検
事
は
、
一
定
の
俸
給
を
受
け
る
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
弁
護
士
は
一
種
の
営
業
的
な
者
で
あ
り
、
経
験
が
な
け

（
五
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
四
〇

れ
ば
人
民
の
信
用
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
信
用
は
、
実
務
試
験
な
ど
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
依
頼
人
の
選
択
と
い
う
優
勝
劣
敗
の
天
然

の
法
則
に
任
せ
る
ほ
う
が
良
い
。
②
裁
判
所
構
成
法
六
十
五
条
の
規
定
は
、
三
年
以
上
弁
護
士
で
あ
っ
た
者
が
判
事
・
検
事
に
な
る
資
格

が
で
き
る
と
定
め
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
同
一
の
試
験
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
道
理
は
出
て
こ
な
い
。
③
各
法
律

学
校
で
法
律
学
を
学
び
、
一
回
の
試
験
を
経
て
代
言
人
の
職
に
あ
る
者
が
訴
訟
事
務
取
扱
の
上
で
信
用
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、

一
回
の
試
験
だ
け
で
少
し
も
不
都
合
は
な
い
。
④
実
務
修
習
に
つ
い
て
は
、
先
輩
の
有
名
な
弁
護
士
の
下
で
修
習
を
す
る
に
も
人
員
に
限

り
が
あ
り
、
養
成
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
東
京
な
ど
は
立
派
で
有
名
な
代
言
人
が
多
い
が
、
地
方
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
の
で
、
地
方
で
の
実
務
修
習
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
方
ま
で
「
法
律
社
会
ノ
新
空
気

（
29
）

」
を
呼
吸
し
た
者
が
、

な
る
た
け
地
方
に
出
向
く
よ
う
に
す
る
に
は
妨
げ
な
く
し
て
弁
護
士
の
職
務
に
就
け
る
道
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
将
来
日
本
の
社
会
が
進
歩
し
た
な
ら
ば
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
時
点
で
は
弁
護
士
法
で
実
務
修
習
を
義
務
付
け
、

第
二
回
の
実
務
試
験
を
行
う
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
特
別
委
員
会
の
修
正
案
は
、
第
二
条
・
第
三
条
の
部
分
に
は
特
に
意
見
は
出
ず
、
修
正
案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
。

弁
護
士
法
案
の
第
二
読
会
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
二
月
七
日
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
の
冒
頭
で
第
二
条
・
第
三
条
の
修
正
案

に
反
対
し
、
原
案
通
り
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
が
、
所
労
の
た
め
第
一
読
会
を
欠
席
し
た
松
岡
康
毅
で
あ
っ
た

（
30
）

。
松
岡
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
裁
判
所
構
成
法
ノ
旨
趣
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
固
ヨ
リ
此
弁
護
士
ト
云
フ
者
ノ
能
力
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
裁

判
官
タ
ル
者
ト
殆
ド
同
様
ナ
ル
能
力
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ハ
当
然
デ
ア
リ
マ
ス

（
31
）

」
と
し
た
上
で
、
今
日
の
社
会
の
状
況
は
法
律
学
を
修
め
た
者

を
奨
励
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
公
の
職
務
を
執
る
者
に
つ
い
て
は
十
分
に
精
確
を
要
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
を
し
、
待
遇

上
も
関
係
を
持
っ
て
く
る
こ
と
は
少
し
も
法
律
学
の
奨
励
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
弁
護
士
試
験
を
厳
重
に
し
た
か
ら
と
い
っ

（
五
七
六
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
四
一

て
法
律
学
が
退
歩
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
構
成
法
六
十
五
条
の
規
定
は
、
三
年
以
上
弁
護
士
で
あ
っ
た
者
が
判
事
・
検
事

に
な
る
資
格
が
で
き
る
と
定
め
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
同
一
の
試
験
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
道
理
は
出
て
こ
な
い

と
い
う
特
別
委
員
会
の
見
解
は
理
解
に
苦
し
む
だ
け
で
な
く
、「
弁
護
士
タ
ル
者
ガ
判
事
検
事
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ト
云
フ
資
格
ヲ
得
ラ

ル
ヽ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
ナ
ケ
レ
バ
甚
ダ
弁
護
士
タ
ル
ノ
分
限
ノ
上
ニ
於
テ
欠
ケ
ノ
ア
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス

（
32
）

」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
地

方
に
代
言
人
等
が
少
な
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
官
立
の
学
校
や
私
立
の
認
可
学
校
の
卒
業
生
が
続
々
と
出
て
き
て
お
り
、
二
回
の

試
験
で
多
少
月
日
が
遅
く
な
っ
て
も
そ
の
た
め
に
差
支
え
が
出
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
「
最
早
今
日
二
回
ノ
試
験
ヲ
シ

テ
立
派
ナ
弁
護
士
ヲ
追
々
是
レ
ヨ
リ
拵
ヘ
テ
行
ク
ト
云
フ
準
備
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ
必
要
ノ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

（
33
）

」
と
主
張
し
た
。

こ
の
松
岡
の
主
張
に
つ
い
て
小
原
重
哉
よ
り
賛
意
が
示
さ
れ
た
が
、
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
で
あ
る
富
井
政
章
が
、
松
岡
の
主
張
に
次

の
よ
う
に
反
論
し
た
。
ま
ず
、「
判
事
検
事
ト
弁
護
士
ト
ハ
著
シ
ク
性
質
ノ
違
フ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
何
レ
モ
大
切
ナ
司
法
ノ
機
関
デ

ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
一
ツ
デ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
其
性
質
ニ
至
ッ
テ
ハ
甚
ダ
相
異
ル
所
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
何
レ
ノ
点
ニ
於
テ
最
モ

性
質
ガ
違
フ
ト
申
セ
バ
判
事
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
訴
訟
人
ハ
ド
コ
マ
デ
モ
其
裁
判
ヲ
受
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
イ
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
、

之
ニ
反
シ
テ
弁
護
士
ハ
訴
訟
人
ニ
於
テ
其
人
ヲ
擇
ン
デ
是
レ
ニ
事
件
ヲ
委
任
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
34
）

」
と
し
た
上
で
、
弁
護
士
に
は
学
識
の

試
験
は
必
要
で
あ
る
の
に
加
え
慣
れ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
慣
れ
は
一
回
の
試
験
で
判
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
訴
訟
人
が
判
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
務
修
習
に
つ
い
て
は
政
府
の
考
え
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
、
有
名
な
代
言
人
の
事
務
所
で
修
習
す
る
に
は
人

員
に
限
り
が
あ
る
し
、
地
方
で
は
修
習
を
受
け
る
先
輩
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
ど
の
よ
う
に
修
習
す
る
の
か
政
府
の
考
え
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
裁
判
所
構
成
法
六
十
五
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
三
年
以
上
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
弁
護
士
と
判
事
検
事
を
同
一
の
も
の

に
見
て
い
な
い
証
拠
で
あ
り
、
該
当
す
る
弁
護
士
が
取
り
た
い
と
欲
せ
ば
取
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
定
め
た
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

（
五
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
四
二

次
い
で
、
加
納
久
宜
と
本
庄
寿
巨
よ
り
修
正
案
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
加
納
は
、
学
術
試
験
の
必
要
性
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

訴
訟
手
続
は
頻
繁
で
あ
り
、
証
拠
の
提
出
、
弁
論
、
書
類
の
提
出
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
は
厳
正
で
あ
り
、
時
機
を
誤

る
と
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
訴
廷
の
手
続
が
不
鍛
錬
な
た
め
訴
訟
遅
延
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
訴
訟
手
続
に
不

都
合
が
な
い
だ
け
の
修
習
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
一
ハ
訴
訟
人
ノ
便
利
ノ
タ
メ
一
ハ
裁
判
ノ
敏
速
ノ
タ
メ
共
ニ
第
二
回

ノ
事
務
修
習
ト
云
フ
コ
ト
ノ
試
験
ノ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
論
ヲ
俟
タ
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
存
ジ
マ
ス

（
35
）

」
と
主
張
し
た
。
本
庄
は
、
実
務
に

熟
練
し
て
い
る
方
が
訴
訟
遅
延
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
弁
護
士
の
出
自
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
地
方
で
は
数
が
少
な
い
た
め
訴

訟
人
の
好
み
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、「
弁
護
士
タ
ル
者
品
行
ガ
正
シ
ク
ア
リ
マ
シ
テ
実
著
ニ
以
来
ノ
事
件
ヲ
取
扱
フ
テ
行

カ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
夫
レ
故
最
モ
鄭
重
ニ
モ
鄭
重
ヲ
加
ヘ
テ
人
民
ニ
損
害
ヲ
与
ヘ
或
ハ
不
正
ノ
行
為
ガ
ナ
キ
様
ニ
ス
ル
コ
ト
ガ
肝

腎
デ
ア
リ
マ
ス

（
36
）

」
と
し
て
実
務
修
習
を
行
っ
て
弁
護
士
の
品
位
を
高
く
す
る
た
め
に
も
二
回
の
試
験
は
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
。続

い
て
の
二
月
八
日
の
審
議
で
は
、
ま
ず
、
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
で
あ
る
加
藤
弘
之
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
加
藤
は
、
実
務
試

験
を
主
張
す
る
修
正
案
反
対
の
立
場
の
考
え
も
理
解
で
き
る
と
し
な
が
ら
も
、
司
法
官
は
試
補
と
い
う
形
で
練
習
の
手
立
て
が
整
っ
て
い

る
が
、
弁
護
士
は
本
物
に
厄
介
に
な
っ
て
実
務
を
練
習
す
る
た
め
思
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ず
、
か
え
っ
て
無
駄
な
時
を
費
や
し
て
し
ま

う
弊
害
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
裁
判
官
と
弁
護
士
は
、
職
掌
は
同
じ
で
あ
る
が
職
権
は
全
く
違
っ
て
い
る
の
で
、
裁
判
官
に
要
す

る
も
の
を
弁
護
士
に
要
さ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
道
理
が
出
て
く
る
と
言
う
。
そ
し
て
、「
弁
護
人
ハ
即
チ
営
業
的
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

ル
カ
ラ
多
少
此
学
問
上
ノ
研
究
ヲ
シ
タ
モ
ノ
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
歳
月
モ
積
ミ
随
分
金
モ
掛
ケ
テ
ア
ル
、
法
科
大
学
ナ
ド
デ
法
律
学
ヲ
修
メ
タ

者
ハ
余
程
ナ
年
数
モ
掛
ッ
テ
居
ル
、
次
デ
認
可
学
校
ノ
法
律
学
ヲ
ヤ
ッ
タ
者
モ
随
分
年
数
ヲ
掛
ケ
テ
居
ル
、
其
外
ノ
モ
ノ
ニ
ナ
レ
バ
夫
レ

（
五
七
八
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
四
三

程
デ
モ
ナ
イ
ガ
併
シ
段
々
弁
護
人
ノ
試
験
ガ
ム
ヅ
カ
シ
ク
ナ
ッ
テ
参
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
自
ラ
夫
レ
マ
デ
ノ
学
修
ニ
時
モ
随
分
費

シ
金
モ
随
分
費
シ
テ
居
ル
、
サ
ウ
云
フ
者
ニ
ハ
成
ル
丈
ケ
早
ク
営
業
ニ
就
カ
レ
ル
ト
云
フ
道
ヲ
ツ
ケ
テ
ヤ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ

（
37
）

」
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、
地
方
に
は
三
百
代
言
の
よ
う
な
者
が
ず
い
ぶ
ん
勢
力
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
者
の
下
で
実
務
の
練
習

を
す
る
よ
り
も
「
本
式
ノ
学
問
ヲ
シ
タ
人
ヲ
早
ク
田
舎
ニ
遣
ッ
テ
本
式
ノ
仕
事
ノ
出
来
ル
様
ニ
シ
マ
ス
ト
曖
昧
ナ
代
言
人
ト
云
フ
者
ハ
其

タ
メ
ニ
勢
力
ヲ
失
フ

（
38
）

」、
こ
の
こ
と
が
今
日
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
試
験
を
一
回
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
清
浦
司
法
次
官
は
明
治
二
十
五
年
十
二
月
現
在
の
代
言
人
総
数
と
そ
の
内
訳
を
説
明
し
、
地
方
な
ど
に
お
い
て
は
不
都

合
な
代
言
人
は
い
る
け
れ
ど
も
、
実
務
修
習
を
行
う
場
所
が
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
受
験
資
格
に
制
限
が
な
い

こ
と
と
実
務
試
験
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
一
定
ノ
試
験
規
則
ニ
依
ッ
テ
及
第
シ
タ
ル
者
ハ
夫
レ
丈
ケ
ノ
学
識
ア
ル
者
ト
認
メ
テ

学
識
ノ
試
験
ニ
及
第
シ
テ
居
ル
、
併
シ
学
識
丈
ケ
デ
ハ
仮
令
大
学
卒
業
ニ
ア
レ
或
ハ
認
可
生
若
ク
ハ
普
通
学
生
カ
ラ
及
第
シ
タ
者
ニ
ア
レ

学
問
シ
タ
バ
カ
リ
デ
実
務
ハ
心
得
テ
居
ラ
ナ
イ
者
デ
ア
ル
、
夫
レ
ガ
故
ニ
実
務
ノ
修
習
ヲ
要
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
受
験
資

格
ヲ
特
別
認
可
生
ト
限
ラ
ヌ
ガ
タ
メ
ニ
一
方
ノ
方
ノ
ミ
実
務
修
習
ナ
ド
ト
高
尚
ナ
コ
ト
ヲ
云
フ
ノ
ハ
矛
盾
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
別
段
ナ
カ

ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

（
39
）

」
と
弁
護
士
試
験
を
二
回
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

次
い
で
、
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
を
と
る
東
京
法
学
院
長
の
菊
池
武
夫
が
、
代
言
人
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
た
。
菊
池
は
、
東
京
や

地
方
の
同
業
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
日
の
代
言
人
規
則
の
ま
ま
で
差
支
え
な
く
、
た
だ
一
度
資
格
を
取
得
し
た
な
ら
ば
終
身
こ
の
資
格

を
持
て
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
同
感
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
代
言
人
試
験
合
格
者
は
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
は
先
輩
の
有
名
な

代
言
人
の
下
で
実
務
修
習
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
が
、
地
方
に
出
た
者
は
、
早
々
に
独
立
し
て
営
業
を
し
て
い

（
五
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
四
四

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
大
学
卒
業
生
デ
ア
ッ
テ
モ
ガ
学
問
ハ
出
来
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
実
際
ノ
コ
ト
ハ
知
ラ
ヌ
ニ
依
テ
営
業
ハ

…
…
其
実
務
ヲ
執
ル
コ
ト
ハ
ナ
ル
マ
イ
、
況
ヤ
其
他
ノ
代
言
人
試
験
及
第
者
ノ
如
キ
ニ
於
テ
ハ
迚
モ
ム
ヅ
カ
シ
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
様
ナ
御
話

モ
ア
リ
マ
ス
ル
ケ
レ
ド
モ
、
夫
レ
ハ
一
ノ
御
話
ト
シ
テ
宜
シ
イ
カ
知
リ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
実
際
ニ
適
セ
ヌ
話
デ
ア
ル

（
40
）

」
と
試
験
を
二
回
に

す
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
学
士
お
よ
び
試
験
に
合
格
し
た

代
言
人
は
統
計
で
は
十
分
に
い
る
と
い
う
清
浦
司
法
次
官
の
主
張
に
対
し
、
控
訴
院
所
在
地
で
は
こ
の
よ
う
な
代
言
人
は
少
な
く
、
地
方

に
こ
の
よ
う
な
人
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
は
試
験
規
則
を
難
し
く
す
る
の
は
道
理
に
も
事
実
に
も
当
た
ら
な
い
話
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

最
後
に
、
村
田
保
よ
り
法
案
に
は
実
務
修
習
の
期
間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
の
質
問
に
対
し
、
清
浦
司
法
次
官
は
、
原
案
の
第
三
条

の
規
定
に
あ
る
よ
う
に
実
務
修
習
に
関
す
る
規
則
の
中
に
定
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、
菊
池
の
実
務
修
習
に
関
す
る
主

張
に
つ
い
て
も
、
学
識
経
験
の
あ
る
代
言
人
は
地
方
に
も
散
在
し
て
い
る
の
で
そ
こ
で
修
習
を
す
る
か
、
訴
訟
事
件
の
多
い
地
域
で
修
習

を
行
い
、
そ
れ
か
ら
自
分
に
営
業
す
る
地
域
で
開
業
す
れ
ば
よ
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
三
日
目
に
な
る
二
月
九
日
の
審
議
で
は
、
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
を
と
る
村
田
保
よ
り
実
務
修
習
の
面
か
ら
次
の

よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
司
法
官
と
弁
護
士
を
同
じ
学
力
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま

た
、
日
本
は
本
人
訴
訟
が
で
き
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
も
ぐ
り
代
言
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
代
言
人
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。
実
務
修
習
は
有
益
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
必
要
と
は
考
え
な
い
。
そ
の
理
由
を
、「
判
事
検
事
ト
云
フ
者
ノ
実
務
修
習
ハ
余
程
益
ガ
ア

ル
、
益
ガ
ア
ル
ト
申
シ
マ
ス
ル
モ
ノ
ハ
裁
判
所
又
ハ
検
事
局
ニ
於
キ
マ
シ
テ
試
補
ト
ナ
リ
マ
シ
テ
判
事
ナ
リ
或
ハ
検
事
ナ
リ
ニ
代
ッ
テ
事

務
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ガ
出
来
ル
、
所
ガ
弁
護
士
ト
云
フ
者
ハ
サ
ウ
デ
ナ
イ
、
弁
護
士
ニ
ナ
ラ
ウ
ト
云
フ
ニ
ハ
孰
レ
弁
護
士
ニ
頼
ミ
マ
シ
テ
裁

判
所
ニ
往
ッ
テ
唯
弁
護
士
ノ
ス
ル
仕
事
ヲ
傍
観
シ
テ
居
ル
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
、
所
謂
裁
判
所
ニ
往
ッ
テ
傍
聴
シ
テ
居
ル
ノ
ト
同
ジ
様
ナ
モ
ノ

（
マ
マ
）

（
五
八
〇
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
四
五

デ
ア
ッ
テ
自
分
デ
弁
護
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
、
実
務
ヲ
修
習
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ

（
41
）

」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
司
法
官
は
試
補
と
な
っ
て

俸
給
を
も
ら
っ
て
実
務
修
習
を
す
る
が
、
弁
護
士
は
修
習
先
に
月
謝
を
払
っ
て
修
習
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
第
一
回
議

会
の
時
に
も
問
題
と
な
り
、
実
務
修
習
規
定
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
松
岡
か
ら
村
田
の
発
言
に
は
誤
解
が
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
蜂
須
賀
茂
韶
議
長
よ
り
制
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
清

浦
司
法
次
官
よ
り
政
府
原
案
第
二
十
条
の
「
弁
護
士
ハ
第
一
回
試
験
及
第
者
ヲ
シ
テ
実
務
修
習
ノ
タ
メ
法
廷
ニ
於
テ
其
職
務
ヲ
補
助
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
規
定
は
、
法
廷
に
お
い
て
口
頭
弁
論
な
ど
を
行
い
、
弁
護
士
と
同
一
の
職
務
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
廷
の

傍
聴
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
の
答
弁
に
対
す
る
村
田
の
反
論
も
あ
っ
た
が
、
松
平
信
正
よ
り
討

論
終
局
の
動
議
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
修
正
案
反
対
の
立
場
を
と
る
三
浦
安
が
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
。
ま
ず
、「
実
際
家
」（
実
務
家
を
指
す
）
は
、
原
案

を
可
と
し
、
博
士
の
方
は
修
正
案
を
可
と
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
二
回
の
試
験
に
す
る
方
が
よ
い
理
由
と
し
て
「
学
士
ニ
シ
マ
シ

タ
所
ガ
直
グ
ニ
一
回
ノ
試
験
デ
代
言
人
ナ
レ
ル
ト
云
フ
ヨ
リ
ハ
実
際
ノ
試
験
ヲ
モ
経
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
置
キ
マ
シ
テ
、
鄭
重
ニ
シ
テ

実
務
ニ
就
ク
様
ニ
ス
ル
方
ガ
却
ッ
テ
其
人
ヲ
損
ハ
ズ
シ
テ
善
イ
人
ヲ
得
ル
道
ニ
モ
ナ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
勿
論
法
学
ノ
出
来
ル
以
上
ハ
代

言
ノ
出
来
ル
ハ
当
リ
前
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
果
シ
テ
学
者
実
務
ニ
適
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
言
ハ
レ
ヌ
、
実
務
ニ
迂
闊
ナ
者
ガ
ナ
イ
ト
申
サ
レ

マ
セ
ヌ

（
42
）

」
と
主
張
し
た
。

さ
ら
に
、
三
浦
が
発
言
し
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
を
と
る
浜
尾
新
が
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

司
法
官
と
弁
護
士
が
同
等
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
学
識
も
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
受
験
資
格
を
司
法
官
と
同
じ
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
実
務
試
験
は
大
切
で
あ
る
が
、
学
識
試
験
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
重
き
を
加
え
な
け
れ
ば
な

（
五
八
一
）
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四
四
六

ら
な
い
。
そ
し
て
、
司
法
官
試
補
と
異
な
り
、
弁
護
士
修
習
が
十
分
に
で
き
な
い
現
状
か
ら
学
識
試
験
・
実
務
試
験
な
ど
と
区
別
せ
ず
に

相
当
の
試
験
を
行
え
ば
よ
い
。
そ
こ
で
、「
実
務
試
験
ト
ハ
申
シ
マ
セ
ヌ
ガ
此
訴
訟
ノ
手
続
等
ニ
於
キ
マ
ス
ル
訴
訟
ノ
演
習
ニ
属
シ
マ
ス

ル
様
ナ
コ
ト
ハ
矢
張
リ
学
識
試
験
ト
共
ニ
行
ッ
タ
ラ
実
際
ニ
於
テ
ハ
差
閊
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ル
、
サ
ウ
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ

バ
此
学
校
ノ
教
育
ナ
ド
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
矢
張
リ
訴
訟
演
習
ト
云
フ
様
ナ
コ
ト
ハ
学
校
デ
教
授
ス
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
其
教
授
シ
マ
シ

タ
コ
ト
ハ
必
シ
モ
代
言
人
ニ
就
テ
実
習
シ
マ
セ
ヌ
デ
モ
其
学
校
デ
研
究
シ
マ
シ
タ
所
ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
直
ニ
試
験
ニ
応
ズ
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ

ス
ル
カ
ラ
シ
テ
実
務
試
験
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
決
シ
テ
忽
ニ
ス
ル
訳
デ
ハ
ナ
ク
ナ

（
43
）

」
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
後
、
修
正
案
に
賛
成
の
立
場
を
と
る
外
山
正
一
が
、
三
浦
の
発
言
は
実
務
家
を
持
ち
上
げ
て
い
た
が
、
原
案
を
主
張
す
る
実
務
家

の
言
う
こ
と
は
取
る
に
足
ら
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
採
決
が
行
わ
れ
、
起
立
者
多
数
で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
、
二
月
十
五
日
に
第
三
読
会
が
開
か
れ
た
。
貴
族
院
規

則
で
は
、
第
三
読
会
で
は
文
字
の
修
正
以
外
の
修
正
が
で
き
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
採
決
が
行
わ
れ
、
起
立
者
多
数
で
第
二
読
会
の
決
議
案

が
可
決
さ
れ
た

（
44
）

。

貴
族
院
で
修
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
弁
護
士
法
案
は
衆
議
院
に
回
付
さ
れ
た
が
、
二
月
二
十
一
日
全
体
不
同
意
と
さ
れ
た

（
45
）

。
そ
こ
で
両

院
協
議
会
が
開
か
れ
、
第
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
一
条
に
修
正
が
行
わ
れ
、
二
月
二
十
五
日
可
決
さ
れ
た

（
46
）

。
こ
れ
に
よ
っ
て
弁
護

士
試
験
は
一
回
の
競
争
試
験
を
行
い
、
実
務
修
習
や
実
務
試
験
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
弁
護
士
法
制
定
審
議
を
通
し
て
弁
護
士
試
験
制
度
が
構
築
さ
れ
る
過
程
を
見
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
と
な
る
の

（
五
八
二
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
四
七

は
第
四
回
議
会
の
貴
族
院
で
の
審
議
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
お
よ
び
原
案
通
り
に
実
務
試
験
を
含
む
二
回
の
試
験
を
主

張
す
る
修
正
反
対
派
の
主
張
は
、
①
司
法
官
と
弁
護
士
は
同
等
で
あ
る
、
②
実
務
修
習
は
訴
訟
遅
延
防
止
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
、
③

試
験
は
学
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
実
務
修
習
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
所
も
現
状
で
は
十
分
確
保
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
原
案
の
実
務
試
験
を
削
除
し
、
一
回
の
試
験
を
主
張
す
る
修
正
派
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
司
法
官
と
弁
護
士
は
同
等

で
は
な
く
職
権
が
異
な
る
、
特
に
弁
護
士
は
営
業
的
職
種
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
②
司
法
官
は
試
補
と
い
う
形
で
実
務
修
習
の
場
所
、

方
法
が
定
ま
っ
て
い
る
が
、
弁
護
士
の
実
務
修
習
は
場
所
が
少
な
く
、
修
習
の
内
容
も
修
習
先
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
第
一
回
議
会
で
も
問
題
に
さ
れ
、
実
務
修
習
規
定
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
③
学
識
試
験
に
実
務
試
験
の
よ
う
な
も
の
を
含
め
れ
ば
、
学

校
で
演
習
な
ど
の
形
で
教
授
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
三
浦
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
修
正
反
対
派
は
実
務
家
、
修
正
派
は
博
士
、
特

に
帝
国
大
学
関
係
者
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る

（
47
）

。
修
正
反
対
派
の
主
張
の
う
ち
、
訴
訟
遅
延
防
止
や
、
学
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

い
っ
た
も
の
は
、
実
務
家
と
し
て
の
経
験
か
ら
く
る
主
張
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
訴
訟
遅
延
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
の

職
務
地
域
を
め
ぐ
る
第
十
二
・
十
三
条
の
審
議
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
訴
訟
延
期
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
代
言
人
の
都

合
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
弁
護
士
の
職
務
地
域
に
あ
る
程
度
制
限
を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
主
張
を
行
っ
た
の
が
、
修
正
反
対
派
の
松
岡
、
加
納
が
中
心
で
あ
っ
た

（
48
）

。

一
方
、
修
正
派
に
帝
国
大
学
関
係
者
が
多
い
点
に
つ
い
て
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
弁
護
士
法
案
の
審
議
と
同
時
期
に
発
行

さ
れ
た
『
法
学
協
会
雑
誌
』
の
雑
報
の
記
事
に
実
務
試
験
を
削
除
す
べ
き
と
主
張
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

日
本
の
法
学
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
の
燦
然
整
備
さ
れ
た
状
態
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
し
、「
是
の
時
に

当
り
て
彼
の
燦
然
整
備
せ
る
法
学
社
会
に
倣
ひ
て
弁
護
士
た
る
者
に
実
務
試
験
を
要
す
と
せ
ば
予
て
弁
護
士
た
ら
む
こ
と
を
希
望
せ
る
有

（
五
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
四
八

為
の
人
物
も
終
に
去
り
て
他
の
業
務
に
従
事
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
る
恐
あ
り

（
49
）

」
そ
の
結
果
、「
是
に
於
て
従
来
の
代
言
人
は
益
其

地
位
を
安
易
鞏
固
な
ら
し
め
以
て
夫
の
弊
悪
を
増
長
す
る
事
な
き
を
保
し
難
し

（
50
）

」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、「
法
律
は
仮
令
其
法
文
の
面

に
於
て
弁
護
士
の
地
位
を
し
て
急
に
高
か
ら
し
め
む
と
欲
す
と
雖
も
社
会
の
状
態
は
未
だ
之
と
並
馳
す
る
こ
と
能
は
ず
。
其
並
馳
す
る
こ

と
能
は
ざ
る
を
知
り
て
猶
之
を
施
行
せ
む
と
す
る
は
是
れ
皇
国
の
法
律
を
し
て
自
ら
徒
文
空
章
に
陥
ら
し
む
る
も
の
な
り

（
51
）

」
と
結
ん
で
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
主
張
の
方
法
は
違
え
ど
も
帝
国
大
学
関
係
者
の
間
に
実
務
試
験
削
除
は
、
共
通
の
認
識
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
実
務
試
験
削
除
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
法
公
布
後
の
『
法
学

協
会
雑
誌
』
の
雑
報
に
「
実
務
試
験
の
制
を
同
法
律
よ
り
除
き
た
り
し
は
以
て
学
生
の
懇
願
を
完
う
せ
し
め
た
る
が
如
し

（
52
）

」
と
い
う
記
述

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
菊
池
が
院
長
で
あ
っ
た
東
京
法
学
院
の
機
関
誌
『
法
学
新
報
』
も
弁
護
士
法
の
成
立
や
公
布
を
報
じ
る
雑
報
の
中

で
「
世
人
非
難
の
焼
点
は
第
一
所
属
の
制
限
、
第
二
補
償
金
の
収
納
、
第
三
実
務
試
験
の
施
行
に
あ
り
と
す
貴
族
院
に
於
て
は
連
回
討
議

の
末
、
箕
作
、
富
井
、
菊
池
、
村
田
等
諸
氏
の
尽
力
に
由
り
（
中
略
）
貴
族
院
一
大
鉄
槌
を
振
ふ
て
遂
に
之
を
打
破
す
状
師
諸
君
先
つ
以

て
安
心
す
べ
し
法
学
生
復
た
万
歳
を
唱
ふ
べ
し

（
53
）

」
や
「
学
生
の
注
文
通
り
判
官
状
師
の
企
望
通
り
保
証
金
、
営
業
区
域
、
二
回
試
験
等
の

案
を
削
り
八
面
玲
瓏
純
全
無
瑕
の
法
律
と
は
な
れ
り
法
律
社
会
挙
て
万
歳
を
唱
ふ
べ
き
な
り

（
54
）

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
「
学
生
の
懇
願
」、「
学
生
の
注
文
通
り
」
な
ど
「
学
生
」、「
法
学
生
」
と
い
う
文
言
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
私
立
法
律
学
校
の

学
生
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
判
事
検
事
登
用
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
特
別
認

可
学
校
に
指
定
さ
れ
た
私
立
法
律
学
校
は
、「
多
数
の
認
可
生
を
出
し
、
教
育
水
準
の
高
さ
と
、
官
僚
養
成
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
く

示
め
し
た

（
55
）

」
東
京
法
学
院
を
除
き
、
そ
の
多
く
が
「
尋
常
中
学
校
卒
業
者
の
数
が
き
わ
め
て
少
く
、
各
地
に
設
け
ら
れ
た
高
等
中
学
校
す

（
五
八
四
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
四
九

ら
十
分
な
量
と
質
の
入
学
者
を
え
ら
れ
な
い
こ
の
段
階
で
、「
尋
常
中
学
科
程
度
」
の
試
験
に
よ
る
に
せ
よ
、
私
立
法
律
学
校
が
、「
特
別

認
可
生
」
を
え
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
」
で
あ
り
、「
代
言
人
試
験
な
ど
に
備
え
る
た
め
の
、
入
学
資
格
の
ゆ
る
い
、
開
放
的
な
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
こ
れ
が
経
営
の
本
体
を
な
し
た

（
56
）

」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
帝
国
大
学
関
係
者
は
、
知
っ
て
い
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
育
水
準
の
高
い
帝
国
大
学
お
よ
び
東
京
法
学
院
卒
業
生
は
司
法
官
の
道
へ
進
ま
せ
、
入
学
資
格
の
ゆ
る
い

私
立
法
律
学
校
卒
業
生
を
弁
護
士
の
道
に
進
ま
せ
る
た
め
に
は
試
験
内
容
を
緩
和
す
る
の
が
、
近
代
的
司
法
制
度
発
展
の
た
め
に
は
良
策

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
修
正
派
は
、
当
時
の
法
学
教
育
の
現
状
、
特
に
東
京
法
学
院
を
除
く
私

立
法
律
学
校
の
現
況
を
認
識
し
た
う
え
で
の
主
張
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
弁
護
士
法
の
制
定
と
弁
護
士
試
験
導
入
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
日
本
が
西
欧
の
制
度
に
な
ら
っ
て
法
曹
資
格
や
任
用
制
度

を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
発
生
し
た
問
題
で
あ
る
。
西
欧
で
は
、
法
曹
が
専
門
職
と
し
て
職
能
自
治
団
体
を
作
り
、
自
身
で
職
業
資
格
を

規
制
し
、
後
継
者
を
養
成
す
る
の
と
は
異
な
り
、
日
本
は
国
家
自
身
の
手
に
よ
っ
て
上
か
ら
法
曹
を
作
り
出
し
、
国
家
試
験
に
よ
っ
て
そ

の
資
格
を
認
定
し
、
専
門
職
団
体
そ
の
も
の
も
厳
し
い
国
家
規
制
の
下
に
お
く
や
り
方
を
と
っ
た

（
57
）

。
そ
の
中
で
、
新
し
い
在
野
法
曹
で
あ

る
弁
護
士
の
位
置
づ
け
、
つ
ま
り
司
法
官
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
問
題
や
、
私
立
法
律
学
校
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
扱

う
か
と
い
っ
た
近
代
的
法
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
問
題
を
め
ぐ
る
逡
巡
が
弁
護
士
試
験
に
関
す
る
議
論
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）	

大
野
正
男
「
職
業
史
と
し
て
の
弁
護
士
お
よ
び
弁
護
士
団
体
の
歴
史
」
大
野
正
男
編
『
弁
護
士
の
団
体

　
講
座
現
代
の
弁
護
士
第
２
』（
昭
和

四
十
五
年
・
日
本
評
論
社
）
三
三
頁
。

（
五
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
五
〇

（
2
）	

大
野
・
前
掲
論
文
三
五
頁
。

（
3
）	

裁
判
所
構
成
法

　
第
五
十
七
条

　
判
事
又
ハ
検
事
ニ
任
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ハ
第
六
十
五
条
ニ
掲
ケ
タ
ル
場
合
ヲ
除
キ
二
回
ノ
競
争
試
験
ヲ
経
ル
コ
ト

ヲ
要
ス

第
五
十
八
条

　
志
願
者
前
項
ノ
競
争
試
験
ヲ
受
ケ
得
ル
ニ
必
要
ナ
ル
資
格
並
ニ
此
ノ
試
験
ニ
関
ル
細
則
ハ
判
事
検
事
登
用
試
験
規
則
中
ニ
司
法
大

臣
之
ヲ
定
ム

第
一
回
試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ハ
第
二
回
試
験
ヲ
受
ク
ル
ノ
前
試
補
ト
シ
テ
裁
判
所
及
検
事
局
ニ
於
テ
三
年
間
実
地
修
習
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

前
項
ノ
修
習
ニ
関
ル
細
則
モ
亦
試
験
規
則
中
ニ
之
ヲ
定
ム

（『
法
令
全
書

　
明
治
二
十
三
年
』（
大
正
元
年
・
内
閣
官
報
局
）
二
〇
頁
以
下
）。

（
4
）	

判
事
検
事
登
用
試
験
規
則

　
第
五
条

　
判
事
検
事
登
用
試
験
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ハ
青
年
以
上
ノ
男
子
ニ
シ
テ
左
ノ
各
項
ノ
一
ニ
該
ル
者

ニ
限
ル

一
　
第
一
及
第
三
高
等
中
学
ニ
於
テ
法
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者

二
　
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
タ
ル
学
則
ニ
依
リ
法
律
学
ヲ
教
授
ス
ル
私
立
学
校
ノ
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
者

三
　
外
国
ノ
大
学
校
又
ハ
之
ト
同
等
ナ
ル
学
校
ニ
於
テ
法
律
学
ヲ
修
メ
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
者

（『
法
令
全
書

　
明
治
二
十
四
年
』（
大
正
元
年
・
内
閣
官
報
局
）
四
八
頁
）。

（
5
）	

弁
護
士
試
験
規
則

　
第
九
条

　
試
験
志
願
者
ハ
其
願
書
ニ
左
ノ
証
書
ヲ
添
ヘ
試
験
ヲ
受
ク
ヘ
キ
裁
判
所
ノ
検
事
局
ヲ
経
由
シ
テ
之
ヲ
試
験
委
員

長
ニ
差
出
ス
可
シ

一
　
履
歴
書

二
　
弁
護
士
法
第
五
条
第
一
号
但
書
及
ヒ
第
四
号
ニ
該
ル
者
ハ
其
復
権
又
ハ
債
務
ノ
弁
済
ヲ
終
ヘ
タ
ル
証
明
書

（『
法
令
全
書

　
明
治
二
十
六
年
』（
大
正
元
年
・
内
閣
官
報
局
）
八
八
頁
）。

（
6
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奥
平
昌
洪
『
日
本
弁
護
士
史
』（
大
正
三
年
・
有
斐
閣
書
房
）、
川
口
由
彦
編
著
『
町
の
法
曹
』（
平
成
十
三
年
・
法
政
大

学
出
版
局
）、
橋
本
誠
一
『
在
野
「
法
曹
」
と
地
域
社
会
』（
平
成
十
七
年
・
法
律
文
化
社
）、
黒
田
忠
史
「
法
曹
教
育
・
法
職
就
任
男
女
同
権
化
の

（
五
八
六
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
五
一

比
較
法
史
」
甲
南
法
学
四
十
六
巻
四
号
（
平
成
十
七
年
）
二
七
頁
以
下
、
四
十
七
巻
二
号
（
平
成
十
七
年
）
一
五
九
頁
以
下
、
黒
田
忠
史
「
日
本
近

代
「
法
律
専
門
職
」
に
お
け
る
国
籍
要
件
」
甲
南
法
学
四
十
七
巻
四
号
（
平
成
十
八
年
）
六
一
頁
以
下
、
橋
本
誠
一
「
明
治
前
期
に
お
け
る
代
理
法

の
展
開
」
静
岡
大
学
法
政
研
究
十
一
巻
一
・
二
・
三
・
四
号
（
平
成
十
九
年
）
二
〇
五
頁
以
下
、
三
阪
佳
弘
「
設
立
期
の
日
本
弁
護
士
協
会
」
岩
谷
十

郎
・
村
上
一
博
・
三
阪
佳
弘
監
修
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事

　
明
治
編
別
巻
〔
解
題
・
総
目
次
〕』（
平
成
二
十
年
・
ゆ
ま
に
書
房
）
七
頁
以
下
、
村

上
一
博
「
明
治
民
商
法
関
係
の
論
議
」
岩
谷
・
村
上
・
三
阪
監
修
・
前
掲
書
四
五
頁
以
下
、
岩
谷
十
郎
「
明
治
刑
事
法
廷
異
聞
」
岩
谷
・
村
上
・
三

阪
監
修
・
前
掲
書
七
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
7
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、R

ichard	W
.	R

abinow
itz,T

he	H
istorical	D

evelopm
ent	of	the	Japanese	B

ar,H
arvard	L

aw
	R

eview
,V

ol.70

（1956

）	pp.61-81

、
ラ
ビ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
後
藤
登
訳
）「
日
本
弁
護
士
の
史
的
発
達
」
自
由
と
正
義
八
巻
九
号
（
昭
和
三
十
二
年
）
六
頁
以
下
、
清

水
誠
「
戦
前
の
法
律
家
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
潮
見
俊
隆
編
『
岩
波
講
座
現
代
法
六
巻

　
現
代
の
法
律
家
』（
昭
和
四
十
一
年
・
岩
波
書
店
）
一
八

頁
以
下
、
大
野
・
前
掲
論
文
一
頁
以
下
、
古
賀
正
義
「
日
本
弁
護
士
史
の
基
本
的
諸
問
題
」
古
賀
正
義
編
『
弁
護
士
の
業
務
・
経
営

　
講
座
現
代
の

弁
護
士
第
３
』（
昭
和
四
十
五
年
・
日
本
評
論
社
）
一
頁
以
下
、
林
真
貴
子
「
日
本
に
お
け
る
法
専
門
職
の
確
立
」
鈴
木
秀
光
・
高
谷
知
佳
・
林
真

貴
子
・
屋
敷
次
郎
編
著
『
法
の
流
通
』（
平
成
二
十
一
年
・
慈
学
社
出
版
）
六
三
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
8
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
竹
中
暉
雄
「
国
家
試
験
制
度
と
「
帝
大
法
科
特
権
」」
本
山
幸
彦
編
著
『
帝
国
議
会
と
教
育
政
策
』（
昭
和
五
十
六
年
・
思

文
閣
出
版
）
三
七
三
頁
以
下
、
三
阪
佳
弘
「
明
治
末
～
大
正
期
の
法
曹
資
格
・
任
用
制
度
の
展
開
」
萩
屋
昌
志
編
著
『
日
本
の
裁
判
所
』（
平
成

十
六
年
・
晃
洋
書
房
）
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
9
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奥
平
・
前
掲
書
六
〇
六
頁
以
下
、
村
和
男
「
戦
前
の
法
曹
資
格
に
関
す
る
試
験
制
度
に
つ
い
て
」
法
友
全
期
会
政
策
研
究

会
編
『
法
曹
資
格
に
関
す
る
試
験
制
度
の
研
究
』（
平
成
元
年
・
法
友
全
期
会
）
一
二
頁
以
下
、
三
阪
・
前
掲
「
設
立
期
の
日
本
弁
護
士
協
会
」
九

頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
『
日
本
弁
護
士
沿
革
史
』（
昭
和
三
十
四
年
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
）
四
七
頁
以
下
、
東
京
弁
護

士
会
百
年
史
編
纂
刊
行
特
別
委
員
会
編
『
東
京
弁
護
士
会
百
年
史
』（
昭
和
五
十
五
年
・
東
京
弁
護
士
会
）
一
六
五
頁
以
下
、
大
阪
弁
護
士
会
編

『
大
阪
弁
護
士
会
百
年
史
』（
平
成
元
年
・
大
阪
弁
護
士
会
）
一
二
二
頁
以
下
等
に
も
弁
護
士
試
験
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
試
験
制
度
や
試

験
問
題
の
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
五
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
五
二

（
10
）	

な
お
、
資
料
の
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字
体
に
つ
い
て
は
現
在
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
適
宜
改
め
た
。

（
11
）	

『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
一
号
』（
明
治
二
十
三
年
）
一
三
頁
。

（
12
）	
前
掲
・『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
一
号
』
一
六
頁
。

（
13
）	

『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
八
号
』（
明
治
二
十
三
年
）
一
二
七
頁
。

（
14
）	

『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
十
一
号
』（
明
治
二
十
三
年
）
一
六
五
頁
。

（
15
）	

前
掲
・『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
十
一
号
』
一
六
六
頁
。

（
16
）	

前
掲
・『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
十
一
号
』
一
七
二
頁
。

（
17
）	

奥
平
・
前
掲
書
六
〇
五
頁
を
参
照
。

（
18
）	

『
貴
族
院
第
一
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
十
二
号
』（
明
治
二
十
四
年
）
一
八
六
頁
。

（
19
）	

『
貴
族
院
第
二
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
六
号
』（
明
治
二
十
四
年
）
四
三
頁
。

（
20
）	

前
掲
・『
貴
族
院
第
二
回
通
常
会
議
事
速
記
録
第
六
号
』
四
五
頁
。

（
21
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
号
』（
明
治
二
十
五
年
）
一
〇
頁
。

（
22
）	

裁
判
所
構
成
法

　
第
六
十
五
条

　
三
年
以
上
帝
国
大
学
法
科
教
授
若
ハ
弁
護
士
タ
ル
者
ハ
此
ノ
章
ニ
掲
ケ
タ
ル
試
験
ヲ
経
ス
シ
テ
判
事
又
ハ
検

事
ニ
任
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得

　
帝
国
大
学
法
科
卒
業
生
ハ
第
一
回
試
験
ヲ
経
ス
シ
テ
試
補
ヲ
命
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得

　（
前
掲
・『
法
令
全
書

　
明
治
二
十
三
年
』
二
二
頁
以
下
）。

（
23
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
号
』
一
二
頁
。

（
24
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
十
二
号
』
官
報
号
外
（
明
治
二
十
五
年
）
二
六
八
頁
。

（
25
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
九
号
』
官
報
号
外
（
明
治
二
十
五
年
）
一
七
九
頁
。

（
26
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
十
二
号
』
二
七
一
頁
。

（
27
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
三
号
』
官
報
号
外
（
明
治
二
十
五
年
）
三
一
六
頁
。

（
五
八
八
）



弁
護
士
法
制
定
と
弁
護
士
試
験
に
つ
い
て
（
末
澤
）

四
五
三

（
28
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
三
号
』
三
一
八
頁
。

（
29
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
三
号
』
三
一
九
頁
。

（
30
）	
な
お
、
松
岡
の
発
言
の
背
景
に
あ
る
思
想
に
つ
い
て
は
、
末
澤
国
彦
「
弁
護
士
法
制
定
審
議
に
み
ら
れ
る
松
岡
康
毅
の
思
想
に
つ
い
て
」
大
学

史
論
輯
黌
誌
十
一
号
（
平
成
二
十
八
年
）
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
31
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
三
頁
。

（
32
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
四
頁
。

（
33
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
四
頁
。

（
34
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
五
頁
。

（
35
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
六
頁
。

（
36
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
七
頁
。

（
37
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
五
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
三
八
頁
。

（
38
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
五
号
』
三
三
九
頁
。

（
39
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
五
号
』
三
四
〇
頁
。

（
40
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
五
号
』
三
四
一
頁
。

（
41
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
六
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
三
四
四
頁
。

（
42
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
六
号
』
三
四
七
頁
。

（
43
）	

前
掲
・『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
六
号
』
三
四
九
頁
。

（
44
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
十
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
四
〇
〇
頁
以
下
。

（
45
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
四
十
号
』
官
報
号
外
（
明
治
二
十
六
年
）
九
〇
三
頁
以
下
。

（
46
）	

『
第
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
十
八
号
』（
明
治
二
十
六
年
）
五
二
二
頁
以
下
。

（
47
）	

修
正
反
対
派
の
松
岡
は
検
事
総
長
、
加
納
は
元
大
審
院
検
事
、
小
原
は
司
法
官
僚
、
本
庄
は
元
治
安
裁
判
所
判
事
、
三
浦
は
元
大
蔵
官
僚
で
元

（
五
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
五
四

老
院
議
官
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
修
正
派
の
富
井
、
加
藤
、
浜
尾
、
外
山
は
帝
国
大
学
教
授
、
菊
池
は
帝
国
大
学
講
師
、
村
田
は
元
司
法
官
僚
で

あ
る
が
帝
国
大
学
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
昌
平
学
校
に
出
仕
し
て
い
る
。

（
48
）	
詳
し
く
は
、
末
澤
・
前
掲
論
文
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
49
）	

「
弁
護
士
法
案
」
法
学
協
会
雑
誌
十
一
巻
一
号
（
明
治
二
十
六
年
）
八
四
頁
。

（
50
）	

前
掲
「
弁
護
士
法
案
」
八
五
頁
。

（
51
）	

前
掲
「
弁
護
士
法
案
」
八
五
頁
。

（
52
）	

「
弁
護
士
法
の
公
布
」
法
学
協
会
雑
誌
十
一
巻
四
号
（
明
治
二
十
六
年
）
三
六
四
頁
。

（
53
）	

「
弁
護
士
法
の
確
定
」
法
学
新
報
二
十
三
号
（
明
治
二
十
六
年
）
九
八
頁
。

（
54
）	

「
弁
護
士
法
」
法
学
新
報
二
十
四
号
（
明
治
二
十
六
年
）
一
二
二
頁
。

（
55
）	

天
野
郁
夫
「
近
代
日
本
に
お
け
る
外
国
法
の
受
容
と
法
学
教
育
の
成
立
」
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
教
育
学
科
十
八
号
（
昭
和
四
十
七

年
）
二
三
一
頁
。

（
56
）	

天
野
・
前
掲
論
文
二
三
一
頁
。

（
57
）	

詳
し
く
は
、
笹
倉
秀
夫
『
法
哲
学
講
義
』（
平
成
十
四
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
三
二
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
五
九
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
八
二

平等取扱原則と比例性

玉　蟲　由　樹

Ⅰ　はじめに

「平等（取扱）原則」と「比例原則」とは、ともに人権保障のために

憲法が要求する原則であるが、それぞれが独自の意味をもつ。

平等原則は、一般に、本質的に等しいものについては等しく扱うこ

とを要請する原則とされ（ 1 ）、これに対する公権力による侵害は日本国

憲法でいえば 14 条 1 項違反となる。これに対して、比例原則は、とり

わけ個人の自由に対する公権力の介入が「比例的」であることを要求

し、これに対する違反は各種の自由権侵害として、やはり違憲評価を

受ける（ 2 ）。いずれも公権力による憲法上の権利に対する介入の限界を

画する原則という点においては共通するものの、それぞれ違憲判断の

ポイントは異なっている。このため、公権力が本質的に等しいものを

恣意的に不平等に取り扱う場合、それだけで公権力の措置は平等原則

違反となるのであって、措置が比例的であるか否かの判断は必要がな

い。逆に、公権力の措置が比例的なものではないと判断される場合で

あっても、だからといってかかる措置が平等原則にも触れるとは限ら

ない。

このように平等原則と比例原則とは、公権力の行使に対して、とも

に人権尊重の理念に根拠づけられつつも、異なった、そして独立した

観点から介入の限界を画する原則であるといえる。このことは、とり

わけ立法者との関係でいえば、憲法上の権利への介入に際して立法者

論　説

（
六
一
八
）
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平
等
取
扱
原
則
と
比
例
性
（
玉
蟲
）

四
八
一

がもつ判断権に、それぞれ独自の観点から限界を画するものであると

いうことになる。憲法上の権利の制約が「例外的措置」であるとする

のであれば、例外が許容されるためには憲法上の正当化が要求される

ことになるが、制約が平等原則に反する場合にも、比例原則に反する

場合にも、立法者の判断の正当化は不可能となる。

平等原則と比例原則は、本来、用いられる場面も異なる。平等原則

が適用されるのは、特定の人的グループや事実関係が他の人的グルー

プや事実関係と異なって取り扱われている不平等取扱い事案について

であり、他方、比例原則が適用されるのは、公権力が個人の自由領域

に介入している自由制約事案についてである（ 3 ）。不平等取扱いは必ず

しも個人の自由に介入するものではないことも多く、この点でも両者

は独立した配慮であるといえよう。

しかし、現実の平等原則審査のなかでは、平等原則と比例原則とが

結びついたかたちで審査が行われることがある。よく知られた例を挙

げれば、刑法（旧）200 条が憲法 14 条 1 項違反かが問題となった尊属

殺重罰規定違憲判決において最高裁は、憲法 14 条 1 項の「平等の要請

は、事柄の性質に即応した合理的な根拠に基づくものでないかぎり、

差別的な取扱いをすることを禁止する趣旨」だと解した上で、刑法 200

条が「普通殺のほかに尊属殺という特別の罪を設け、その刑を加重す

ること自体はただちに違憲であるとはいえない」としつつも、刑罰加

重の程度についても審査を行う必要があることに言及し、「加重の程度

が極端であつて、前示のごとき立法目的達成の手段として甚だしく均

衡を失し、これを正当化しうべき根拠を見出しえないときは、その差

別は著しく不合理なものといわなければならず、かかる規定は憲法 14

条 1 項に違反して無効であるとしなければならない」との判断基準を

示した（ 4 ）。

この審査枠組みにおいては、まず、不平等取扱いについて「合理的

な根拠」が求められ、その存否によって区別をすること自体について

の正当化が判断されることになる。しかし、不平等取扱いに合理的根

（
六
一
七
）
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日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四
八
〇

拠があるだけで 14 条 1 項違反の疑いが排除されることにはならず、こ

れに続けて、具体的な不平等取扱いが「立法目的達成の手段として甚

だしく均衡を失し」、これが正当化不能な場合にも 14 条 1 項違反が成

立するという。一般に目的・手段の「二段構え」の審査（ 5 ）と呼ばれる

ものであるが、このうち二段階目の審査は区別すること自体が正当化

されていることを前提としつつ、手段としての「均衡」、すなわち比例

性を問う審査となっている。

ここでは、先に述べたこととは逆に、比例的でない措置が平等原則

違反を構成することとなる。もちろん、ここで問題となっている比例

性は、具体的事案との関係では、刑罰が加重された刑法 200 条が適用

される「被害者と卑属関係にある」者と、普通殺人罪規定である刑法

199 条が適用される「被害者と卑属関係にない」者との間での「比較に

おける比例性」であり、目的─手段関係において絶対的に検証される

比例性とは異なるともいえる。しかし、平等原則審査のなかに比例性

の要素が入り込んでいること自体は否定されるものではないだろう。

かかる事情は、ドイツにおいても同様に見られる。平等原則審査に

おけるいわゆる「新定式」の導入以来、平等原則審査の枠内で比例原

則審査も行われているのである。これらのことは比例原則が平等原則

へと侵入しているということなのか、それとも平等原則が比例原則へ

と解消されていることを意味するのか。平等原則と比例原則との関係

性を改めて検討する必要があるだろう。本稿では、かかる観点から、

平等原則と比例原則とがいかなる関係性に立つものであるのかを検討

の中心に据え、ドイツにおける平等原則審査に関する整理（ 6 ）を試みる。

Ⅱ　ドイツにおける平等原則審査の展開

ドイツにおいては、平等原則審査の枠組みについて、初期の「恣意

定 式（Willkürformel）」 に 始 ま り、1980 年 代 か ら の「 新 定 式（Neue	

Formel）」を経て、2011 年以降、いわゆる「無段階基準（stufenloser	

（
六
一
六
）

43



平
等
取
扱
原
則
と
比
例
性
（
玉
蟲
）

四
七
九

Maßstab）」への展開が見られる。以下では、まずその展開について概観

する（ 7 ）。

1 　恣意定式

ドイツ連邦憲法裁判所の初期の一般的平等原則に関する諸判決にお

いて採用されたのは、不平等取扱いが恣意的になされたものであるか

を問題とする審査枠組みであった。連邦憲法裁判所判例集 1 巻の判決

ですでに示されていたこの審査枠組みは「恣意定式」として知られて

いる。それによれば、平等原則に反するのは「法律による別異取扱い

ないし平等取扱いについて、合理的な理由、すなわち事柄の性質から

生じるか、あるいはほかの何らかの客観的に説得力をもった理由が見

出しえない場合、要するに規定が恣意的であるとみなさざるをえない

場合」（ 8 ）であるとされる。

恣意定式は、不平等取扱いに「合理的な理由」があるかどうかを問

題とする点で、区別の根拠および区別すること自体の可否に重点を置

いた審査枠組みであるといえる。このとき、実質的な観点においては、

具体的な場面で立法者の判断が何をもって「恣意的」であるとされる

のかが問題となる。この点につき、後の判例では「立法者の恣意とい

う言葉は、立法者がその自由な判断権の枠内で具体的ケースにおける

多くの正当な解決のうち『最も目的に即したもの』、『最も合理的なも

の』、あるいは『最も正しいもの』を選ばなかったということだけで用

いられるものではなく、むしろ法律上の規定を正当化する事実に即し

た理由ともいうべきものが見出されえない場合にのみ用いられる」（ 9 ）

とされている。かかる説示からすれば、この審査枠組みは必ずしも厳

格なものではない。このため、個々の事案においては、立法者がその

形成の自由の枠内でそれなりに適切な考慮をしているとの理由から、

立法者の恣意の存在を否定するような判断が見られる（10）。この意味で、

恣意定式は、機能法的には立法者の形成の自由を広範に認めた上で、

かかる形成の自由が尽きる最も外側の限界のみを問題とすることで、

（
六
一
五
）
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連邦憲法裁判所による統制密度を限定する役割を担っていたといえる。

2 　新定式

その後、1980 年代になると、連邦憲法裁判所はいわゆる「新定式」

によって平等原則審査を補完した。その嚆矢となったのが、民事訴訟

の迅速化を目的として、時機に後れた攻撃防御手段を排除し、上訴審

においてもかかる手段を考慮しないこととした民事訴訟法の新規定が

問題とされた 1980 年の決定（11）である。

この決定において連邦憲法裁判所は、平等原則違反が生じるのは

「規範名宛人のうちのあるグループが他の規範名宛人のグループとの比

較において、両グループの間には不平等取扱いを正当化しうるような

特性あるいは重要性をもった差異が存在しないにもかかわらず、異

なった取り扱いを受けるとき」（12）であるとした。この定式において不

平等取扱いを根拠づける理由に求められているのは、理由の重要性が

不平等取扱いの程度との間で均衡を保っていることである。それゆえ、

区別理由と不平等取扱いとの間での比例性の有無を審査枠組みに取り

込んだかかる定式は、比例原則審査に類似することとなる。また、比

例性の要求は、機能法的観点では、連邦憲法裁判所による立法者の判

断に対するより密度の高い審査を可能にした。

1980 年の決定は、新定式採用の根拠を、基本法 3 条 1 項が命じるの

はあらゆる人間を法律の前で平等に取り扱うことであるというきわめ

て原則的な理解に求めている。この命令がまずもって要求するのは、

個人間ないし特定の人的集団間での別異取扱いの原則的禁止である。

それゆえ、個人間ないし人的集団間の差異を理由とした別異取扱いに

ついては、比例性の要請を含めた新定式が適用され、相対的に統制密

度の高い審査が行われる。これに対して、個人の生活上の事実関係や

行動を理由とするような、特定の人的集団への所属を問題としない不

平等取扱いについては、平等原則は立法者に対して個人を規律関係に

応じて異なって取り扱うことについての広範な判断の自由を認めてい

（
六
一
四
）
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るという（13）。この際に用いられる審査については、なおも「基本的な

法原理である恣意の禁止」（14）が維持されている。

1980 年決定が示した図式からすれば、平等原則違反が疑われるケー

スには、個人ないし特定の人的集団に向けられた不平等取扱いのケー

スとあくまで個人の生活上の事実関係や行動を理由とする不平等取扱

いのケースという 2 つのケースがあることになる。この不平等取扱い

の二分論を前提に、それぞれ新定式と恣意定式とが使い分けられてい

る。新たに導入された比例性の要求を伴う新定式は、個人ないし人的

集団に対する不平等取扱いが問題となっている場合に限定された審査

手法であったということができる（15）。この意味で、平等原則審査への

比例性の導入は、なおも限定的なものにとどまっていた（16）。

ただし、連邦憲法裁判所は、その後の判決において新たなケース分

類を行い、新定式の妥当範囲を拡張していった。たとえば、25 歳未満

の者については性別変更を認めないとしていたトランスセクシャル法

の規定が問題となった 1982 年の決定において、連邦憲法裁判所は、憲

法上保護された自由に対して影響をもたらす規律が問題となっている

場合には、立法者の形成余地は狭くなるとの見解を示し、人間の尊厳

（基本法 1 条 1 項）と結びついた人格の自由な発展の基本権（基本法 2 条 1

項）に対する影響が問題となる本件においては、基本法 3 条 1 項から

生じる立法者の形成余地は限定されるとした（17）。このため、問題と

なった規定の立法目的（あまりに早い段階で性別適合手術などを受けてしま

い、後戻りできなくなることから若年者を保護する）については正当と認め

られたものの、性別適合手術の実施そのものについては年齢制限を設

けずに、身分法上の規律についてのみ 25 歳という年齢制限を課すこと

を許容するような立法者の形成余地は基本法 3 条 1 項からは生じない

と結論づけられた（18）。年齢による不平等取扱いについて、厳格に比例

性を要求した判断といえよう。

この決定では、新定式に言及した上で、不平等取扱いが憲法上保護

された個人の自由にも影響を与えている場合には立法者の形成余地が

（
六
一
三
）
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縮減されることを示唆している。したがって、個人ないし人的集団に

対する不平等取扱いのケースだけにとどまらず、個人の生活上の事実

関係や行動を理由とする不平等取扱いのケースであっても個人の自由

が関係する場合には新定式による審査が行われることを意味している

といってよいだろう。別の見方をすれば、不平等取扱いが個人の自由

にまで制約的効果を及ばす場合には、自由権制約の正当化において用

いられてきた比例原則審査が平等原則審査にも当然に持ち込まれると

いう理解であるのかもしれない。

また、新定式は、事実関係を理由とする不平等取扱いであっても、

それが「間接的に人的集団に対する不平等取扱いをもたらす」（19）もの

である場合にも用いられることになった。このことを明言した 1993 年

の決定は、後の平等原則審査の枠組みの展開にとっても重要と思われ

るため、ここで該当部分を紹介しておこう。

連邦憲法裁判所はまず「一般的平等原則からは、規律対象や区別の

メルクマールに応じて、立法者にとって異なった限界が生じ、これは

単なる恣意禁止から比例性要求への厳格な拘束にまで至る」（20）と述べ

る。その上で、人的集団の不平等取扱いの場合には立法者が厳格な拘

束を受けることを示した後、前述のように事実関係を理由とする不平

等取扱いが間接的に人的集団に対する不平等取扱いになる場合にも、

同様に厳格な拘束が及ぶとする。このとき「単なる行為に関連する区

別の場合には、〔立法者への〕拘束の程度は、当事者がどれだけ自己の

行為によって区別のメルクマールの実現に影響を及ぼし得る状況にあ

るかに左右される」（21）。これに対して「個人ないし事実関係での不平

等取扱いが基本権によって保護された自由の行使に不利益に作用しう

るのであればあるほど、立法者の形成余地には狭い限界が画される」（22）。

立法者の形成余地の範囲の違いは、「憲法裁判所の審査に際しての段階

づけられた審査密度」に対応する（23）。恣意禁止のみが問題となる場合

には、「区別することの不当性が明白である」ときにのみ平等原則違反

が認定される（24）。これに対して、新定式が用いられるケースでは、裁

（
六
一
二
）
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判所は「規定された区別に不平等な法的効果を正当化しうるような特

性あるいは重要性をもった理由が存在するか否か」を審査する（25）。

この判示でまず注目すべきは、恣意定式と新定式とが「段階的」な

審査として理解されていることであろう。このような段階づけられた

審査枠組みは、連邦憲法裁判所が 1958 年の薬局判決（26）で示した「段

階理論（Stufentheorie）」を想起させる。もちろん、恣意定式と新定式と

が、単に対象とする不平等取扱いの性質の違いのみで分けられる、

まったく観点の異なる審査ではないことは、それらが平等原則の具体

化にあたっての立法者の形成余地の広狭や、ひいては連邦憲法裁判所

による審査の緩厳にもかかわるものであることからすれば、自ずと明

らかなことであった。したがって、1993 年の決定がこれらを段階的な

図式のなかで捉えたことはこのことを確認したというにとどまる。

より注目に値するのは、恣意定式が比例原則審査のなかに組み込ま

れているように見える点である。本来、「法律上の規定〔＝区別〕を正

当化する事実に即した理由ともいうべきものが見出されえない場合に

のみ」恣意が認定されるという審査手法は、「事実に即した理由」の存

在を「区別すること」の正当化のために要求するものであった。その

意味では、比例性の要求を含まない審査枠組みとして新定式とは区別

されていた。しかし、この決定での判示においては、恣意定式が妥当

すると思われる不平等取扱いについても「〔立法者への〕拘束の程度は、

当事者がどれだけ自己の行為によって区別のメルクマールの実現に影

響を及ぼし得る状況にあるかによって左右される」といった比例的な

観点が示されており、また、恣意禁止の判断がいわゆる「明白性コン

トロール（Evidenzkontroll）」と関係づけられている。ここでは、個人の

生活上の事実関係や行動を理由とする不平等取扱いのケースにカテゴ

リカルに妥当する恣意定式という 1980 年決定の前提がすでに崩れてい

る。恣意定式はもはや比例原則審査におけるもっとも緩やかな審査を

意味するものとして位置づけられている感がある。

いずれにせよ、この決定では比例性要求が平等原則審査の「段階」

（
六
一
一
）
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全体に波及しているように思われる点で、これまでの判断とは一線を

画する部分があるというべきであろう。また、この決定へといたる流

れのなかで、とりわけ新定式の妥当範囲が拡大されることを通じて、

1980 年の決定で意識されていた恣意定式と新定式との適用場面の区分

そのものもまた相対化されつつあることにも注意が必要である。この

ような流れは、結果的に、さらなる審査枠組みの展開へとつながって

いった。

3 　「無段階基準（stufenloser Maßstab）」

前述した 1993 年の決定以降、恣意定式と新定式とは平等原則審査に

おける段階的な基準として定着した。しかし、その一方で、単に恣意

定式が適用される場面と、より厳格な基準である新定式が適用される

場面とが、具体的な事案のなかでどのように区分されるべきかをめ

ぐっては、連邦憲法裁判所の判決においても混乱が見られた。たとえ

ば、相続税および贈与税の扱いについて婚姻と生活パートナーシップ

との間で不平等な取扱いがあることが問題とされた 2010 年の決定にお

いて、連邦憲法裁判所みずからが「個別事案においていかなる条件の

もとで立法者が恣意禁止に反したとされるのか、それとも比例的な平

等取扱の要請に反したとされるのかについての明確な基準や標識とい

うのは、抽象的・一般的に定めうるものではなく、その都度関係する

異なった事項領域や規律領域との関連でのみ定まるものである」（27）と

述べるように、その境界はきわめて曖昧であったということができる（28）。

こうしたなかで、2011 年には平等原則審査における段階を無段階

（stufenlos）なものとして捉える決定が登場した。旧西ドイツの諸州と

旧東ドイツの諸州とで奨学金の最長支給期間などに違いがあったこと

が問題となったこの決定において、連邦憲法裁判所はまず次のように

述べる。

「一般的平等原則からは、規律対象や区別のメルクマールに応じて、

立法者にとっての異なった限界が生じ、これは緩やかな恣意禁止に限

（
六
一
〇
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定された拘束から厳格な比例性要求にまで至る。区別をすることには

常に区別の目的や不平等取扱いの程度に相応した（angemessen）事実根

拠による正当化が必要である。基本法 3 条 1 項は、不平等取扱いがそ

の性質からみて客観的に正当化された区別の基準と結びついているこ

とを命じるだけではなく、区別の程度についても実際にある違いと区

別をもたらす規律との間での、十分な重みをもった客観的に支持しう

る区別の観点であることが明らかな内的関連を要求する。平等原則は、

規範名宛人あるいは規範にかかわりのある者のうちのあるグループが

他のグループとの比較において、両グループの間には不平等取扱いを

正当化しうるような特性あるいは重要性をもった差異が存在しないに

もかかわらず、異なった取り扱いを受けるときに侵害される」（29）。

この説示は、これまでの恣意禁止と新定式の理解を踏まえたものと

いえるが、これに続けて連邦憲法裁判所は「このとき、無段階的に

（stufenlos）比例性原則を志向する憲法上の審査基準が妥当し、その内

容と限界は抽象的にではなく、その都度関係する異なった事項領域や

規律領域との関連でのみ定まる」と述べる。「より厳格な立法者に対す

る拘束は、とりわけ区別が人格的メルクマールと結びつけられている

ときに認められ、その際には、このメルクマールが個々人にとって自

由に選択可能なものでなければないほど、あるいは基本法 3 条 3 項の

メルクマールに近づけば近づくほど、憲法上の要求がより高められる。

より厳格な立法者に対する拘束は、その都度関係する自由権からも生

じうる。それ以外の場合には、拘束の程度は、当事者がどれだけ自己

の行為によって区別のメルクマールの実現に影響を及ぼし得る状況に

あるかに左右される」（30）。

この決定においては、平等原則審査がほぼ完全に比例原則審査の枠

組みの中に取り込まれることとなった。不平等取扱いについては、正

当かつ合理的な区別の目的ないし基準の存否に関する審査だけでなく、

区別の程度の合理性審査も含めた審査に服する。この審査は、問題と

なっている不平等取扱いが関係する事項領域や規律領域に応じて、無

（
六
〇
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段階的に審査密度が変化する比例原則審査によって行われるというの

である。新定式が導入された当初の恣意定式と新定式とのカテゴリカ

ルな適用場面の区別はほぼ解消され（31）、1993 年決定以降の段階的思考

もまた解体されて無段階的な審査基準が比例原則の下で展開されてい

るのが、現在の連邦憲法裁判所の判例法理となっているといってよい

であろう（32）。

平等原則審査における無段階的な基準設定という考え方それ自体は、

前述したように、1993 年決定においてすでにその萌芽が示されていた

ものである。恣意定式を平等原則審査における最下限の基準とし、そ

こから比例原則審査にのっとった審査密度の上昇を意識していた 1993

年決定は、恣意定式と新定式との中間にある審査段階をも含めて、平

等原則審査を実際には無段階的な方向へと転換していたと思われる。

その意味では、必ずしも 2011 年決定が「無段階的」審査への突発的な

転換点となったというわけではない。しかし、この決定はもはや段階

的思考そのものを明確に否定している点において、1993 年決定以降の

無段階化傾向の終着点として位置づけられるであろう。

Ⅲ　ドイツにおける平等原則審査と比例性

一般に、自由権制約の実質的正当化に関する審査枠組みと理解され

る比例原則審査は、公権力による自由権制約について、制約目的の正

当性を審査したうえで、具体的に投入された制約手段について適合性

（Geeignetheit）、必要性（Erforderlichkeit）、相当性（Angemessenheit）をそ

れぞれ審査するものとして理解されている。

このことを前提に、現状でのドイツにおける平等原則審査を見た場

合、平等原則審査の枠組みは次のように理解することができるであろ

う。

（
六
〇
八
）
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1 　目的・区別理由の正当性

比例原則審査の手法を平等原則審査に当てはめるとすれば、憲法上

の平等原則違反が疑われるような不平等取扱いについて、まずは立法

者が追求しようとする区別の目的が正当なものであるかが問われるこ

とになる。平等原則を定める基本法 3 条 1 項には法律の留保が示され

ていないことから、この原則からの逸脱に際して正当な目的とされう

るのは、一般に憲法ランクをもつ法益の追求か、あるいはその他の憲

法上正当と認められる目的だけであるとされる（33）。ただし、連邦憲法

裁判所は、通常、平等原則との関係においては、立法者に対して広範

な形成余地を認める傾向にあり、とりわけこのことはいかなる目的追

求のもとで結果における平等を実現しようとするかについて妥当する。

立法者は、基本法によって明示的に拒否された目的を追求したり、促

進しようとする目的によって他の法律で確定した事柄との間に解消不

可能な矛盾をもたらすような場合にのみ、形成限界に行き当たる。こ

のため、基本法 3 条 3 項 1 文で示されたメルクマール（性別、生まれ、

人種、言語、故郷及び家柄、信仰、宗教上または政治上の見解）による区別

に該当しない限り（34）、目的設定そのものが問題視されることは稀であ

るといってよい（35）。

むしろ平等原則との関係でより重要といえるのは、区別の目的その

ものよりも区別の理由や区別の基準である。この点、恣意定式におい

ても区別をもたらす法律上の規律について「事実に即した理由」を求

めることが行われてきた。かかる「事実に即した理由」が存在するこ

とは平等取扱いが恣意的でないことの立証にとって必要であるが、「事

実に即した理由」を明確に確定しておくことは不平等取扱いの程度が

比例的であるかどうかの判断にとっても重要であるため、新定式にお

いても意味をもつ審査項目である（36）。この意味で区別にとっての「事

実に即した理由」は一般的平等原則への公権力による介入にとっての

構成的な前提条件である（37）。

（
六
〇
七
）
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2 　不平等取扱いの適合性・必要性・相当性

不平等取扱いが原則として正当な目的を追求するものである場合に

は、目的達成のために具体的に行われる区別が比例的なものであるか

が審査されることになる。すなわち、不平等取扱いが追求される目的

との関係において適合性、必要性、相当性を満たしているかが審査さ

れる。これらの審査は、自由権への介入審査で用いられる比例原則審

査と原則として同様のものと理解されている（38）。

適合性審査は、自由権への介入審査の場合と同様に、不平等取扱い

をもたらす規律ないし措置によって追求される目的が完全に達成され

ることまで要求するものではない。不平等取扱いをもたらす規律ない

し措置が単に目的促進にとって適合的であるとされればよく、それゆ

え目的達成の可能性がわずかでもあれば適合性は満たされることとな

る（39）。ここで問われるのは、目的達成のために人々を不平等に取り扱

うことの是非そのものである。したがって、立法者が不平等取扱いに

よって追求する目的をまったく達成することができないような例外的

な場合に限って、不平等取扱いは適合性を欠くと認定されることとな

ろう。

必要性審査は、平等原則審査の枠内においても、重要な憲法上の審

査として認識されている（40）。立法者によって投入された不平等取扱い

は、立法者が達成しようとする規律目的をより少ない不平等をもたら

すだけで同じように実効的に実現できる、あるいは促進しうる他の手

段が使用不可能である場合に、必要なものとなる（41）。ただし、立法者

によって選択しうるより緩やかな不平等取扱いは、たとえ規律の当事

者にとって負担の小さなものであっても、第三者や国民一般にとって

より多くの負担をもたらすものであってはならない（42）。原則として、

多様な選択肢からの具体的な不平等取扱いの選択にあたっては、立法

者は広範な評価余地および予測余地をもつ（43）。

相当性審査においては、不平等取扱いは、区別をすることによって

追求される目的の重要性と不平等取扱いによって得られる目的実現の

（
六
〇
六
）
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範囲および程度との間に相当な比例関係がある場合に（狭義の）比例性

があるとされる（44）。とりわけ、行政上の大量処理の必要から、不平等

取扱いについては一定の類型化処理が行われることがあるが、かかる

類型化については相当性審査による検証が行われうる。すなわち、立

法者は非典型的な事例をモデルとしてはならず、現実に即した典型的

事例を基礎としなければならないし、類型化によって得られるメリッ

トはこれと必然的に結びつく不平等との間で適切な比例関係になけれ

ばならないとされるのである（45）。もちろん、このときには不平等取扱

いの程度がきわめて重要なパラメーターとして位置づけられることに

なる。

3 　審査密度

現在の平等原則審査においては、原則として立法者に平等実現にあ

たっての広い形成の余地が承認されつつも、立法者は恣意禁止による

拘束を受けるだけではなく、その判断について全面的な比例原則によ

る拘束を受けているといってよい。

このため、平等原則審査は、具体的な事案において立法者に平等の

実現にあたってどれだけの形成余地が承認されていると考えられるか

によって、審査密度が左右されることになる。このとき、前述のよう

に、「無段階的」な審査基準理解の下では、恣意禁止と厳格な比例性要

求とはカテゴリカルな「あれかこれか（Entweder-Oder）」の関係にある

ものではなく、立法者の形成余地の広狭に対応した比例性要求の程度

問題として位置づけられる（46）。

これまでの連邦憲法裁判所の判例において、審査密度の決定にとっ

ての手がかりとなってきたのが「3 つの判断基準（drei	Kriterien）（47）」

である。この判断基準は、現在でも繰り返し述べられているものであ

り、なおも有効性をもちうるといえるであろう。

第一の基準は「人的関連性基準（48）」と呼ぶことのできるものである。

すなわち、平等原則は通常、人的グループ間での不平等取扱いについ

（
六
〇
五
）
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て立法者に対して厳格な拘束を行うため、個人間ないし人的集団間の

差異を理由とした別異取扱いについては、比例原則審査の審査密度が

上昇する（49）。このとき個人ないし人的集団にかかわるメルクマールが

基本法 3 条 3 項に挙げられたメルクマールに近づけば近づくほど、立

法者の判断は厳格な審査に服することになる（50）。

第二の基準は「選択可能性基準（51）」とでもいうべきものである。不

平等取扱いが個人間ないし人的集団間の差異を理由としたものである

場合には、そこで具体的に用いられる区別のメルクマールが個々人に

とって自由に選択可能なものであるかが問題となる。当事者が自らの

努力によっては区別メルクマール該当性を排除できなければできない

ほど、審査密度は上昇する（52）。かかる選択可能性基準は、不平等取扱

いが個人間ないし人的集団間の差異を理由としたものでない場合にも

考慮されうる（53）。すなわち、区別のメルクマールとなる個人の生活上

の事実関係が個人の努力によって回避ないし変更が可能であるかどう

かによっても審査密度は変化しうるということになるだろう（54）。

第三の基準は「自由権基準（55）」である。不平等取扱いが基本権で保

護された自由の行使を困難にすればするほど、審査密度は上昇する。

このときには、不平等取扱いが個人間ないし人的集団間の差異を理由

としたものであるか、それとも個人の生活上の事実関係や行動を理由

とするような、特定の人的集団への所属を問題としないものであるか

は問題とならない。いずれの理由からでも、自由権保障を縮減させる

ような取扱いについては審査密度の上昇が生じる。

Ⅳ　審査基準の無段階化へのメカニズム

これら 3 つの判断基準は、少なくともこれらに該当する場合には審

査密度が上昇しうることを示すものではあるが、これらが絶対的な基

準でないことはもちろんのこと、これら以外の考慮要素を排除するも

のでもないだろう。また、2011 年の決定でも述べられたように、比例

（
六
〇
四
）
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性原則を志向する憲法上の審査基準の内容と限界は抽象的にではなく、

その都度関係する異なった事項領域や規律領域との関連において決定

されるものである以上、具体的な審査がどのように行われるのかは実

際にはケース・バイ・ケースでの判断ということになる。この点、

1993 年決定の枠組みまではまがりなりにも恣意定式と新定式（およびそ

れらの中間段階（56））という一定の審査段階が想定されていたが、2011 年

決定でのその解消以来、想定されているのは無段階的なスライディン

グ・スケール（57）に他ならない。

平等原則審査において、かかる無段階化が進行した理由としてはい

くつかの要因が考えられる。

第一に、新定式による比例原則審査の導入以降、平等原則そのもの

の意味内容や機能は大きく変化していることが重要であろう。

恣意禁止の要請は、基本法 3 条 3 項が挙げる介入限界と並んで、立

法者の判断に対して要求される限界のうち、最も外側に位置する限界

と理解されてきた。このことは、かかる限界を超えた場合にはもはや

立法者の判断には何らの正当化余地もないことを示すと同時に、限界

を下回る介入については裁判所によるコントロールが及ばないことを

も意味していた。一般的平等原則が恣意禁止の要請と結びつけられて

いる限りにおいて、一般的平等原則もまた立法者の形成の自由の絶対

的な限界を示すものであった（58）。

しかし、新定式による比例原則の導入は、恣意禁止によって画され

た限界には触れない介入についても、比例の程度によっては一般的平

等原則違反となりうることを意味していた。すなわち、新定式の導入

によって、一般的平等原則の妥当範囲はこれまでの恣意禁止による限

界設定だけでなく、それを下回る介入の広範な領域へと拡大されたこ

とになる。恣意禁止には必ずしも抵触しない、本来であれば立法者の

形成余地とされてきた領域へと、比例原則の手を借りて平等原則が進

出したというのが、新定式のもつ意味であったということができる。

もちろん、本来、自由権介入の正当化のために用いられる比例原則

（
六
〇
三
）
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が、平等原則違反の事例において同時に個人の人格や自由に対する介

入が問題となっているような場合に限って、自由権介入に固有の審査

手法として導入されているのであれば、比例原則による審査の前提は

満たされているともいえるだろう。この場合には、自由権への過剰介

入と平等原則違反とがたまたま同時に問題になっているというだけに

すぎず、比例原則違反によって平等原則違反もまた同時に成立すると

いうわけではない。それらはなおも別の考慮でありうる。これに対し

て、連邦憲法裁判所の新定式以降の理解においては、比例原則審査は

必ずしも自由権介入のケースに限定されているわけではない。した

がって、自由権介入の比例性の問題からは離れて、不平等取扱いその

ものの比例性が問題となっているように思われる（59）。このとき、広範

な不平等取扱い事例に対する比例原則違反の判断は、それ自体が平等

原則違反の判断要素となっている。

このように考えると、一般平等原則の妥当範囲が比例原則審査に

よってその正当性が判断される相対的な憲法違反の領域へと拡大した

ことが、平等原則審査における審査基準の多段階化ないし無段階化の

きっかけを作りだしたことは疑いのないところであろう。

第二に、平等原則が適用される規律領域ないし事項領域が他の基本

権と比較して著しく広いことも、審査基準の多様化を要求する要因と

なったと思われる。

平等原則には、自由権とは異なり、個別的な生活領域と関係する明

確な事項的保護領域が存在しないことが指摘されるが（60）、このことは

いかなる規律領域や事項領域においても、比較可能性が満たされる限

りにおいて、平等原則違反の問題が発生しうることをも意味する。そ

れゆえ、平等原則が問題となる領域は、すべての基本権によって保護

された領域に及ぶとともに、それを越えて基本権とは直接にかかわり

をもたない事項領域にまで及びうる。実際、平等原則違反が争われる

事項領域は、婚姻・家族関係、租税関係、宗教関係、教育関係、労働

関係、社会保障関係、経済関係などきわめて多様である。これらの各

（
六
〇
二
）
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領域においては、それぞれ立法者の形成余地が多様に形作られてきた（61）。

前述した 3 つの判断基準は、かかる多様な領域について横断的に妥

当する審査密度の判定基準ではあるが、これらの考慮によって即座に

審査基準の類型（段階）が決定するわけではなく、実際には、さらに各

領域固有の審査密度の考慮要素がかかわってくることは、これまでの

連邦憲法裁判所の判例からも明らかである（62）。平等原則が妥当する規

律・事項領域のよっては、多様な考慮要素によって審査密度が細かく

上下することが想定される。

このことからすれば、平等原則審査をいくつかの段階に類型化する

ような基準設定は、かえって審査の適正さや緻密さを阻害する結果と

もなろう。無段階的に比例性原則を志向する憲法上の審査基準の内容

と限界は「抽象的にではなく、その都度関係する異なった事項領域や

規律領域との関連でのみ定まる」とする連邦憲法裁判所の一般論的説

示は、こうした事情を反映したものと理解すべきものである。

第三に、平等原則審査におけるもともとの審査基準であった恣意定

式自体が、実のところ比例性の検討を内包した審査基準であったので

はないかが疑われているという事情も、ここで考慮しておいてよいだ

ろう。

前述したように、一般に恣意禁止の要請は立法者の形成余地に対し

て絶対的な、これに反した場合にはもはや正当化が不能となる限界を

画するものと理解されてきた。不平等取扱いに「事実に即した理由」

の存在を要求するこの要請は、かかる理由なしに人を不平等に取り扱

うことを絶対的に禁止したものであると解される。たしかに、「事実に

即した理由」があるか否かのみを審査の観点とするこの基準は、比例

性の要請を含まないものということもできよう。このことは、前述の

ように、連邦憲法裁判所が恣意禁止につき「立法者がその自由な判断

権の枠内で具体的ケースにおける多くの正当な解決のうち『最も目的

に即したもの』、『最も合理的なもの』、あるいは『最も正しいもの』を

選ばなかったということ」で成立するものではなく、「法律上の規定を

（
六
〇
一
）
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正当化する事実に即した理由ともいうべきものが見出されえない場合

にのみ」成立するとしていたことからも見て取れる（63）。この説示は、

恣意定式においては、不平等取扱いの適合性・必要性・相当性とは無

関係に恣意が認定されることを意味していたといえるだろう。

これに対して、一部の論者は、恣意定式のなかには比例性審査がす

でに内包されていたことを指摘している。たとえば、Kischel は、恣意

定式は常に説得的な理由を要求するものであるが、どのような場合に

理由が説得的なものとなるかは、何がそれによって正当化される必要

があるのかによって左右されているという（64）。こうした例として、

Kischel は 1979 年のドイツ国外に在住する外国人寡婦などに対する年

金支払いの停止が問題となった連邦憲法裁判所の決定を挙げる。この

決定において連邦憲法裁判所は、「〔かつての〕ある不平等取扱いにつ

いて十分な理由があったとしても、このことは現在の程度における不

平等取扱いを正当化するのにふさわしいものではない」（65）と述べる。

この説示は、不平等取扱いの程度によっては、要求される理由の内容

や重要性に違いが生じることを意味している。したがって、不平等取

扱いとそれを正当化するための「事実に即した理由」との間には比例

的な関係性が生じていることになる。このことからすれば、不平等取

扱いの程度によって、理由づけの説得力は変化しうるものである以上

は、恣意定式自体が比例的な要素をもっていたということになろう。

このため、Kischel は 2011 年以降の無段階定式をこのような比例性考

慮への「回帰」とみなしている（66）。

恣意定式が、不平等取扱いの程度に見合った理由を要求し、平等原

則への介入が重大である場合にはより高度な正当化理由を要求するよ

うな定式であるとするのであれば、これは比例原則審査における相当

性要件を先取りした審査だと考えることもできる（67）。そうだとすれば、

恣意定式のなかに比例原則審査が内包されているというよりも、恣意

定式自体が比例原則審査の一つのヴァリエーションであったと考える

方が適切かもしれない。

（
六
〇
〇
）
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Ⅴ　むすびにかえて

以上のように、現在のドイツにおいては平等原則審査がほぼ比例原

則審査と同様の枠組みのもとで行われている。学説のなかには、Sachs

のように、「目的─手段関係」のもとで追求された目的を達成するため

に投入された制約手段の目的適合性・必要性・相当性を審査するため

の枠組みである比例原則と、「目的─手段関係」とは直接にはかかわり

をもたず、もっぱら異なって取り扱われるグループ間での比較を問題

とする平等原則との違いを強調して、平等原則を比例性の問題として

理解することに異議を唱える者もいる（68）。しかし、本稿で示したよう

に、連邦憲法裁判所がそのような立場を採用していないことは明らか

である。むしろ、連邦憲法裁判所の判例法理を理解するためには、連

邦憲法裁判所は平等原則審査に比例原則を「流用」したのではなく、

「比例性」を基本権事案における上位概念として位置づけつつ、自由権

制約についての過剰介入禁止（Übermaßverbot）と平等原則違反につい

ての平等性要求（Gleichmaßgebot）との間に類似構造を構築しようとし

ていると考えるのがより有益であろう（69）。

このことは日本の最高裁の平等原則審査についてもいえることであ

るように思われる。冒頭でも述べたように、最高裁の平等原則審査は、

早くから目的と手段との「二段構え」の審査によって手段の比例性を

問題としてきた。尊属殺重罰規定違憲判決での「二段構え」の審査を

あくまで「比較のなかでの比例性」の問題と捉えれば、Sachs がいう

ように、平等原則審査と比例原則審査とは区別されなければならない

ことになる。ただし、尊属殺人罪と普通殺人罪とではそもそも立法目

的が異なっており、これが不平等取扱いそのものの根拠となるのであ

るが、尊属殺人罪に固有の立法目的と具体的な刑罰との比例性を目的

─手段関係のなかで検証することは必ずしも不可能ではないように思

われる。その中で普通殺人罪との刑罰の均衡が一つの判断要素とされ

るのであれば、比例性を上位概念とする平等原則審査をここに見出す

（
五
九
九
）
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ことも可能であろう。

このことは、たとえば、平成 7 年の非嫡出子の相続分差別に関する

最高裁大法的決定での「本件規定における嫡出子と非嫡出子の法定相

続分の区別は、その立法理由に合理的な根拠があり、かつ、その区別

が右立法理由との関連で著しく不合理なものでなく、いまだ立法府に

与えられた合理的な裁量判断の限界を超えていないと認められる限り、

合理的理由のない差別とはいえず、これを憲法 14 条 1 項に反するもの

ということはできない」（70）との説示にも示されている。とりわけ、「区

別が右立法理由との関連で著しく不合理なもの」であるかどうかの判

断は、具体的な不平等取扱いの比例性という観点から行われるもので

ある。立法理由（目的）の正当性審査も比例原則審査の一部分として理

解するのであれば、日本における「二段構え」の審査は、全体として、

比例原則審査の不平等取扱い事案におけるヴァリエーションと見るこ

とが可能である。

また、審査密度の決定に直接影響を与えたとまではいえないものの、

平成 20 年の国籍法違憲判決では、「非嫡出子についてのみ、父母の婚

姻という、子にはどうすることもできない
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

父母の身分行為が行われな

い限り、生来的にも届出によっても日本国籍の取得を認めないとして

いる点は、…立法目的との合理的関連性の認められる範囲を著しく超

える手段を採用しているものというほかなく、その結果、不合理な差

別を生じさせている」（71）とされ、また平成 25 年の非嫡出子相続分差別

違憲決定では、「父母が婚姻関係になかったという、子にとっては自ら
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

選択ないし修正する余地のない事柄
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

を理由としてその子に不利益を及

ぼすことは許されず、子を個人として尊重し、その権利を保障すべき

であるという考え」（72）が違憲判断を導く根拠の一つとなった。これら

は前述した、選択可能性基準および人的関連性基準とも関連づけられ

る説示である。

かかる観点からすれば、ドイツにおける平等原則審査の分析は日本

における平等原則審査にとっても有意義な観点をもちうるであろう。

（
五
九
八
）
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とりわけ、比例性のもとでの平等性要請という理解は、同様の枠組み

をもつ日本の平等原則審査を検証する際の視点として有益であるよう

に思われる。この際、無段階化が進行するドイツの平等原則審査のあ

り方もまた日本の平等原則審査を考える上で重要な示唆を含んでいる

のかもしれない。

（ 1 ）	 もちろん、本質的に等しくないものを等しくなく扱うことも要請され
る。渡辺康行ほか『憲法Ⅰ基本権』（日本評論社、2016 年）132 頁を参照。

（ 2 ）	 日本国憲法における比例原則の位置づけと意義について、さしあたり、
玉蟲由樹「人権と国家権力─「公共の福祉」の多元的機能」法律時報 86
巻 5 号（2014 年）34 頁以下、同「集合的決定・公共の福祉・人権─鳥澤
論文へのコメント」法の理論 34（2016 年）169 頁以下、近藤敦『人権法』

（日本評論社、2016 年）84 頁以下、西原博史『自律と保護』（成文堂、
2009 年）196 頁以下を参照。

（ 3 ）	 よく知られるように、Lerche は「ロビンソン・クルーソーは、─フ
ライディがいなければ─架空の国家権力によって平等に取り扱われること
も不平等に取り扱われることもないが、しかし比例的でない扱いを受ける
ことは十分にありうる」という表現によって、平等性と比例性とが次元の
異 な る 問 題 で あ る こ と を 指 摘 す る。Peter	Lerche,	Übermaß	und	
Verfassungsrecht,	1961,	S.30.

（ 4 ）	 最大判昭和 48・4・4 刑集 27 巻 3 号 265 頁。
（ 5 ）	 田尾勇「刑法 200 条と憲法 14 条 1 項」最高裁判所判例解説刑事篇（昭

和 48 年度）109 頁。
（ 6 ）	 本稿の関心と重なりあう研究は、すでに宮地基「ドイツ連邦憲法裁判

所における平等審査の新傾向」明治学院大学法学研究 101（中巻）（2016
年）161 頁以下において行われている。

（ 7 ）	 なお、学説においては、新定式と無段階基準との間に、後述する 1993
年決定以降の「最新定式（Neueste	Formel）」を位置づけるものもある。
Vgl.	Uwe	Kischel,	Art.3,	in:	Volker	Epping/	Christian	Hillgruber（hrsg.）,	
GG,	2.Aufl.,	2013,	Rn.	28.	邦語文献でドイツにおける平等原則審査の展開
を論じたものとして、さしあたり、宮地・前掲注（ 6 ）・161 頁以下、井上
典之「平等保障の裁判的実現（二）」神戸法学雑誌 46 巻 1 号（1996 年）
143 頁以下、高橋和也「ドイツ連邦憲法裁判所が活用する首尾一貫性の要
請の機能について」一橋法学 13 巻 3 号（2014 年）196 頁以下を参照。

（ 8 ）	 BVerfGE	1,	14（52）;	1,	208（247）.　BVerfGE	1,	208 については、高田
篤「7.5％阻止条項と平等選挙の原則─南シュレスヴィヒ有権者連盟事件─」
ドイツ憲法判例研究会編『ドイツの憲法判例（第 2 版）』（信山社、2003

（
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年）83 頁以下を参照。この説示は、その後の連邦憲法裁判所の一般的平
等原則に関する判決で繰り返し用いられている。同様の説示が示された例
として、vgl.	BVerfGE	51,	295（300）;	90,	226（239）;	109,	96（123）;	115,	381

（389）.
（ 9 ）	 BVerfGE	4,	144（154）.
（10）	 たとえば、BVerfGE	3,	288（338）.
（11）	 BVerfGE	55,72.	本決定については、宮地・前掲注（ 6 ）・162 頁以下を

参照。
（12）	 BVerfGE	55,72（88）.
（13）	 BVerfGE	55,72（89）.
（14）	 BVerfGE	55,72（89）.	なお、本決定においては、時機に後れた攻撃防

御手段を排除することは、異なった人的集団間で不平等取扱いをしている
のではなく、同じ個人の行為が異なった規律関係のなかで異なって取り扱
われているものにすぎないとの理由から、恣意定式による審査が行われ、
民事訴訟法の新規定は明らかに事実に反するものでも恣意的なものでもな
いと判断された（89f.）。

（15）	 このことは、後の判決のなかで繰り返し述べられることになる。Vgl.	
BVerfGE	84,	197（199）;	100,	195（205）;	107,	205（213）;	109,	96（123）;	110,	
274（291）;	124,	199（219f.）;	126,	400（418）;	131,	239（256）;	133,	377（408）.

（16）	 Sachs も、1980 年決定で導入された新定式について、「この平等原則
の意味に関する『新定式』は、恣意の禁止という『旧定式』を完全に排除
したのではなく、部分的に置き換えたにすぎない。〔本決定で〕述べられ
た原則判断において、連邦憲法裁判所はこの新たな要請を恣意禁止と並ん

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

で
・
示しており、両定式についてはそれぞれ異なった適用領域を見ている」

と評する（強調は原典）。Michael	Sachs,	Verfassungsrecht	II	Grundrechte,	
3.Aufl.,	2017,	S.286.

（17）	 BVerfGE	60,123（134）.
（18）	 BVerfGE	60,123（132ff.）.
（19）	 BVerfGE	88,87（96）.	本決定については、嶋崎健太郎「性同一性障害

者の年齢による名の変更制限と平等原則─性同一性障害者決定─」ドイツ
憲法判例研究会編『ドイツの憲法判例Ⅱ（第 2 版）』（信山社、2006 年）67
頁以下を参照。

（20）	 BVerfGE	88,87（96）.
（21）	 BVerfGE	88,87（96）.（〔〕内は玉蟲）
（22）	 BVerfGE	88,87（96）.
（23）	 BVerfGE	88,87（96f,）.
（24）	 BVerfGE	88,87（97）.
（25）	 BVerfGE	88,87（97）.
（26）	 BVerfGE	7,377.	本判決については、野中俊彦「薬事法距離制限条項

（
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六
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の合憲性─薬局判決─」ドイツ憲法判例研究会編・前掲注（ 8 ）・272 頁以
下を参照。

（27）	 BVerfGE	126,400（416）.
（28）	 Sachs によれば、恣意定式の適用場面と新定式の適用場面を分けてき

た「人的なメルクマールと事項的なメルクマールとの厳格な区分というの
は、まったく不可能とまではいわないまでも、きわめて問題の多いもので
ある」。Sachs,	a.a.O.	（Fn.	16）,	S.288.

（29）	 BVerfGE	129,49（68f.）.
（30）	 BVerfGE	129,49（69）.
（31）	 Vgl.	Angelika	Nußbeger,	Art.	3,	 in:	Michael	Sachs	（hrsg.）,	GG,	8.	

Aufl.,	2018,	Rn.33.
（32）	 これ以降の判決で同様の審査枠組みを示したものとして、vgl.	

BVerfGE	130,	131（142）;	132,	179（188）;	133,	1（14）;	134,	1（20）;	137,	1（20）;	
138,	136（180f.）;	139,	1（12f.）;	139,	285（309）;	141,	1（38f.）;	142,	353（385）;	
145,	 20（86f.）;	145,	 106（141f.）;	145,	 304（329f.）;148,	 147（183f.）;148,	 217

（242f.）;	BVerfG,	NVwZ	2018,	 1630ff.;	BVerfG,	NVwZ	2018,	 1293ff.;	
BVerfG,	FamRZ	2019,	1065.

（33）	 Joachim	Englisch,	Art.3,	 in:	Klaus	Stern/	Florian	Becker	（hrsg.）,	
Grundrechte-Kommentar,	2.	Aufl.,	2016,	Rn.	130.

（34）	 ドイツにおける通説的見解は、基本法 3 条 3 項 1 文で示されたメルク
マールを不平等取扱いを正当化するための基準および理由としては役に立
た な い も の と 見 な し て い る。Vgl.	Thorsten	Kingreen/	Ralf	Poscher,	
Grundrechte	Staatrecht	II,	33,	Aufl.,	2017,	Rn.	539ff.

（35）	 このことは、租税法領域において不平等取扱いの目的としてしばしば
「（課税）行政の簡便化ないし簡素化」が挙げられ、これが正当な目的とさ
れてきたことからもうかがいしれよう。たとえば、vgl.	BVerfGE	139,	285

（313）.
（36）	 後者の判断においては、事実に即した理由と不平等取扱いとが目的─

手段関係を構築すると見ることができる。この点については、後述 V も参
照。

（37）	 Sachs,	a.a.O.	（Fn.	16）,	S.296.
（38）	 これに対して、平等原則審査における比例原則の修正を求める見解と

して、Vgl.	Marion	Albers,	Gleichheit	und	Verhältnissmäßigkeit,	JuS	2008,	
S.947ff.

（39）	 BVerfGE	138,136（189）.
（40）	 BVerfGE	138,136（190）.	これに対して Albers は、必要性審査は、選

択的手段の比較として明らかに自由権の介入防御に向けられた審査だとす
る見地から、平等原則審査において必要性審査が考慮されるのは、不平等
取扱いの効果が自由権に関係する場合に限定されると解している。Vgl.	
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Albers,	a.a.O.	（Fn.40）,	S.947.	しかし、平等原則審査においても「無段階
的に比例性原則を志向する憲法上の審査基準」が妥当するという現在の連
邦憲法裁判所の判例の立場からすると、かかる限定は不可能であるといえ
よう。

（41）	 BVerfGE	138,136（190）.
（42）	 BVerfG,	FamRZ	2019,	1069.
（43）	 BVerfGE	138,136（190）.
（44）	 BVerfGE	138,136（197）.
（45）	 BVerfG,	Beschluss	vom	26.	März	2019,	Rn.115ff.
（46）	 Vgl.	Nußbeger,	a.a.O.	（Fn.31）,	Rn.32.
（47）	 Nußbeger,	a.a.O.	（Fn.31）,	Rn.32.
（48）	 Englisch,	a.a.O.	（Fn.33）,	Rn.139.
（49）	 BVerfGE	55,72（88f.）.
（50）	 Vgl.	BVerfGE	88,87（96f.）;	129,49（69）.	不平等取扱いの強度と審査密

度とを「…であればあるほど、ますます…である」という直接的な関連に
置くこのような基準設定は、比例原則審査における「Je-Desto 定式」と同
型となる。Vgl.	Heike	Krieger,	Art.3,	in:	Bruno	Schmidt-Bleibtreu/	Franz	
Klein/	Hans	Hoffmann/	Hans-Günter	Henneke,	GG,	14.	Aufl.,	2018,	Rn.33.	
Je-Desto 定式については、玉蟲由樹『人間の尊厳保障の法理─人間の尊厳
条項の規範的意義と動態』（尚学社、2013 年）334 頁以下を参照。

（51）	 Englisch はこの基準を独立した基準とは見ずに、人的関連性基準のな
かの考慮要素として位置づけているが、Kingreen/	Poscher や Nußbeger
は独立の判断基準と考えている。Vgl.	Englisch,	a.a.O.	（Fn.33）,	Rn.139,	
Kingreen/	Poscher,	 a.a.O.	（Fn.34）,	Rn.530,	Nußbeger,	 a.a.O.	（Fn.31）,	
Rn.32.

（52）	 BVerfGE	129,49（69）.
（53）	 BVerfGE	129,49（69）.
（54）	 このように個人の自由意思によっては変更や排除ができない事由を基

本権制約の条件づけのなかに組み込む場合、その正当化についての要件が
加重される（審査密度が上がる）という理解は、平等原則審査に特有のも
のではなく、薬局判決での「客観的規制」と「主観的規制」との段階的思
考にも見られるように、比例原則審査における審査密度の判断基準として
用いられてきたものである。BVerfGE	7,	377（406ff.）.　また、野中・前掲
注（26）・273 頁以下を参照。

（55）	 Englisch,	a.a.O.	（Fn.33）,	Rn.141.
（56）	 たとえば、鉱山業とかかわりをもつ企業についてのみ特別な共同決定

ルールの適用を要求していた規定の平等原則適合性が問題となったケース
において、連邦憲法裁判所は、「立法者は一方において単に恣意禁止に拘
束されるわけではない。しかし、他方において比例性要求の厳格な拘束に

（
五
九
四
）

65



平
等
取
扱
原
則
と
比
例
性
（
玉
蟲
）

四
五
七

服するわけでもない」として、「区別的な規律が、十分に事実関連的な、
すなわち性質および重要性から主張可能な理由にもとづいていることで満
たされる」中間的基準による審査を行った。中間的審査が用いられた理由
は、企業間の不平等取扱いは、企業の経済的自由（基本法 12 条・14 条）
に対する制約となりうるが、企業の場合は個人とは異なりその活動に対す
る社会的拘束が大きいことから、立法者には広い形成の余地が認められる
というものであった。Vgl.	BVerfGE	99,	367（390）.

（57）	 Uwe	Kischel,	Art.3,	 in:	Volker	Epping/	Christian	Hillgruber（hrsg.）,	
GG,	2.Aufl.,	2013,	Rn.	45.

（58）	 Vgl.	Andreas	von	Arnauld,	Die	normtheoretische	Begründung	des	Ver
hältnismäßigkeitsgrundsatzes,	 JZ	 2000,	 S.277;	 Johannes	 Kaspar,	
Verhältnismäßigkeit	 und	Grundrechtsschutz	 im	präventionsstrafrecht,	
2014,	S.103f.

（59）	 Vgl.	Lothar	Michael,	Das	Verhältnismäßigkeitsprinzip	als	Schlüssel	
（bund）	Konzept,	 in:	 Matthias	 Jestaedt/	 Oliver	 Lepsius（Hrsg.）,	
Verhältnismäßigkeit,	2015,	S.48.

（60）	 Vgl.	Kingreen/	Poscher,	a.a.O.	（Fn.34）,	Rn.517.
（61）	 たとえば、租税法領域における独自の審査基準の展開について、

Michael	Eichberger,	Die	Gleichheitssatz	im	Steuerrecht,	in:	Klaus-Dieter	
Drüen/	 Johanna	 Hey/	 Rudolf	 Mell inghof	（	 hrsg.）,	 100	 Jahre	
Steuerrechtsprechung	in	Deutschland	1918-2018,	Bd.	I,	2018,	S.	506ff.

（62）	 Vgl.	Nußbeger,	a.a.O.	（Fn.31）,	Rn.134ff.	そこでは租税法、社会法、労
働法、公務員法・裁判官法、訴訟法、刑法・行刑法の各法領域における連
邦憲法裁判所による平等原則の特殊な適用が整理されている。

（63）	 BVerfGE	4,	144（154）
（64）	 Kischel,	a.a.O.	（Fn.57）,	Rn.	29.
（65）	 BVerfGE	51,	1（28）
（66）	 Kischel,	a.a.O.	（Fn.57）,	Rn.	29.
（67）	 相当性要件が審査尺度において先取りされる例は薬局判決にも見られ

る。この点につき、玉蟲由樹「基本権制約はなぜ比例的でなければならな
いのか」戸波江二先生古稀記念『憲法学の創造的展開（上巻）』（信山社、
2017 年）281 頁以下を参照。

（68）	 Sachs,	a.a.O.	（Fn.28）,	Rn.	36.
（69）	 Michael,	a.a.O.	（Fn.59）,	S.	56ff.
（70）	 最大決平成 7・7・5 民集 49 巻 7 号 1789 頁。同様の審査枠組みは、「本

件規定が再婚をする際の要件に関し男女の区別をしていることにつき、そ
のような区別をすることの立法目的に合理的な根拠があり、かつ、その区
別の具体的内容が上記の立法目的との関連において合理性を有するもので
あるかどうかという観点から憲法適合性の審査を行う」とした再婚禁止期

（
五
九
三
）
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間違憲判決（最大判平成 27・12・16 民集 69 巻 8 号 2427 頁）にも見られる。
（71）	 最大判平成 20・6・4 民集 62 巻 6 号 1367 頁（強調は玉蟲）。
（72）	 最大決平成 25・9・4 民集 67 巻 6 号 1320 頁（強調は玉蟲）。

（
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二
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児童虐待防止に向けた警察関与の
あり方について

尾　田　清　貴

1 ．児童虐待の現状

1 ）児童虐待事案に対する児童相談所の対応

2 ）児童虐待事案に対する警察の対応

2 ．警察関与のあり方について

3 ．提言─まとめに代えて─

近年、親から虐待を受けていた児童が、児童相談所の対応のまずさ

から、死亡にいたる事件が発生（ 1 ）し、社会的関心が高まってきている。

被虐待児童（以下、被虐待児、と言う。）を早期に発見し、必要な介入を

し、保護することの必要性は、関係者全ての共通理解であるにも拘わ

らず、深刻な結果の発生を防ぎ切れていない。

そこで、本稿では、児童相談所への被害通告のほぼ半数、平成 29 年

では全体の 49.4％、を占め、早期発見の主たる担い手（ 2 ）となっている

警察の被虐待児への対応と役割について検討し、虐待事案の重大性に

よっては、警察権の介入に向けた提案を試みようとするものである。

児童虐待現場では、被虐待児と加害者の所属する空間である家庭に

おける再統合に向けた取組に対応の主眼が置かれており、司法権、警

察権による介入は極めて例外的なものであった。それは、「法は家庭に

入らず」とか「警察は家庭に入らず」との格言にあるように、家庭内

のことは家庭内で処理されることが原則であり、夫婦・親子・兄弟姉

論　説

（
六
五
八
）
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妹間の愛情に基づく人間関係に法が介入することを避けるとの美風が

背景にあったからと言える。

しかし、近年愛情に基づく家庭経営が必ずしも上手くいっていない

閉鎖的な空間で DV 事案や児童虐待事案が発生していることから、家

族関係に破綻が生じ、児童や母親（妻）に対する虐待が生じている家庭

に対しては、法や警察は家庭に入らずの基本姿勢の転換が求められて

いる様に思われる（ 3 ）。

1 ．児童虐待の現状

１ ）児童虐待事案に対する児童相談所の対応

児童虐待の現状について、児童相談所が対応した相談件数の推移を

見ると〈表 1〉、平成 29 年度には 18 年度の 3.6 倍の 133,178 件と約 10

万件の増加となっている。特に、27 年は 10 万人の大台を超え、その後

は、増加傾向に歯止めが止まらない状況にある。ちなみに、平成 12 年

度の児童虐待相談は、統計を取り始めた平成 2 年度の 1,101 件を 1 とす

ると約 16 倍に増加、前年度と比較しても 1.5 倍の 17,725 件に増加した。

この理由としては、平成 12 年度に「児童虐待の防止等に関する法律」

（以下、「児童虐待防止法」と言う。）が成立、施行され、広く国民に対して

広報・啓発等に積極的に取り組んだことによって、相談・通告がし易

くなったこと、相談・通告しても良いと言う意識が涵養されたこと等

が考えられる。

次いで、児童相談所に寄せられた児童虐待相談の経路別件数の推移

を見ると〈表 2〉、平成 26 年度に「警察等」からの相談件数が全体の

32.8％を占め、その後増加傾向を示し、29 年度には 49.4％、66,055 件

とほぼ半数を占めるに至っている。これに対して、「家族」・「親戚」・

「近隣・知人」からの相談件数が、26 年度には 30.9％あったものが、

その後減少に転じ 29 年度には 21.5％となっている。また、地域社会

において、児童福祉の担い手となっている「児童委員」からの相談件

（
六
五
七
）
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表 １　児童虐待相談対応件数の推移（平成 １8 ～ 29 年度）
年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

件数 37,323 40,639 42,664 44,211 56,384 59,919 66,701 73,902 88,931 103,286 122,575 133,778

※	平成 29 年度	児童相談所での児童虐待相談対応件数＜速報値＞厚生労働省 1 頁
を基に、平成 16 年の児童虐待防止法及び児童福祉法の一部改正を受けて、平
成 18 年 4 月に完全な施行がなされ、通報がしやすくなったことがあるため、
平成 18 年度以降についての動向を示すため、編集し直したものである。

表 2　虐待相談の経路別件数の推移（20 ～ 29 年度）
家族 親戚 近隣・知人 児童本人 福祉事務所 児童委員 保健所 医療機関 児童福祉施設 警察等 学校等 その他

20 年度 6,134 1,147 6,132 558 6,053 319 282 1,772 1,552 6,133 4,886 7,696

21 年度 6,105 1,237 7,615 504 5,991 317 226 1,715 1,401 6,600 5,243 7,257

22 年度 7,368 1,540 12,175 696 6,859 343 155 2,116 1,584 9,135 5,667 8,746

23 年度 7,471 1,478 12,813 741 6,442 327 202 2,310 1,516 11,142 6,062 9,415

24 年度 7,147 1,517 13,739 773 6,559 293 221 2,653 1,598 16,003 6,244 9,954

25 年度 7,393 1,554 13,866 816 6,618 290 179 2,525 1,680 21,223 6,498 11,160

26 年度 7,806 1,996 15,636 849 7,073 281 155 2,965 1,714 29,172 7,256 14,028

27 年度 8,877 2,059 17,415 930 7,136 246 192 3,078 1,725 38,524 8,183 14,921

28 年度 9,538 1,997 17,428 1,108 7,673 235 203 3,109 1,772 54,812 8,850 15,850

29 年度 9,664 2,171 16,982 1,118 7,626 218 168 3,199 2,046 66,055 9,281 15,250

※	平成 29 年度	児童相談所での児童虐待相談対応件数＜速報値＞厚生労働省 4 頁
を転記し、グラフについては、筆者が作成。
https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/000348313.pdf（表 1・2）

（
六
五
六
）
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数は、20 年度から 29 年度まで 1％に満たない状況にある。「学校等」

で見ると 20 年度には 11.5％あったものが、29 年度に 6.9％、「医療機

関」で見ると 20 年度に 4.2％あったものが 29 年度には 2.4％とほぼ半

減している。これを平成 12 年度で見ると、「警察等」が 13.4％（2,382

件）、「家族」・「親戚」・「近隣・知人」が 37.7％（6,685 件）、「児童委員」

が 2.6％（467 件）「学校等」は 13.4％（2,382 件）、「医療機関」が 4.5％

（799 件）となっており、児童相談所に寄せられる児童虐待の相談件数

の増加に連れ、相談に占める経路別件数の変化が大きくなっており、

「家族」・「親戚」・「近隣・知人」から「警察等」からの通告への変化

が大きいように思われる。また、「医療機関」「学校等」からの相談割

合の減少は、今後検討すべき事柄の一つとなると考えられる。ちなみ

に 29 年度の「その他」には他の児童相談所からの通告が 6,328 件あり、

「その他」の中の 41.5％を占め最も多くなっている。

ところで、児童虐待を早期に発見し対応するために、児童福祉法 25

条及び児童虐待防止法 6 条では、［要保護児童発見者の通告義務］を規

定し（ 4 ）、児童虐待防止法 5 条では児童虐待の早期発見等を図るため、

通告義務者を具体的に規定している（ 5 ）。

また、被虐待児の保護を優先するために、児童相談所等への通報・通

告に際し、それが誤信に基づく誤報であったとしても、法的責任は問わ

ないとの規定を置き、積極的な保護に繋がるように通報・通告が容易に

行いうる環境の整備に努めている。特に、職務上守秘義務が課せられて

いる者の多くが、児童虐待の早期発見に関わっていることから、通告・

通報によって刑事責任が問われないよう免責規定を置いている（ 6 ）。

通告を怠った者に対する措置については、児童福祉法及び児童虐待

防止法は、通告義務を規定はしたが、義務を怠った場合の罰則規定を

設けなかったことから、義務を強制する規定にはなっていない。しか

し、通告を行わなかった結果、適切な保護を受ける機会を失うことに

よって生ずる結果に対してどの様に考えるべきであるかが問題となる。

その際、次の 2 つの場合が考えられる。

（
六
五
五
）
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1 ．虐待の事実を知っていたにも関わらず、通告を怠った結果、重篤

な事態に至った場合には、結果発生を阻止できなかった責任は重大

となる。この場合には、法的制裁を考慮しても良いと思われる。例

えば、刑法 218 条の保護責任者遺棄罪（ 7 ）等の適用が考えられる。

2 ．これに対し、知りうる立場にありながら、十分な注意（義務）を尽

くさずに、重篤な事態に至った場合の結果責任は、軽減することも

可能となる。この場合は、行政処分を含む懲戒処分を課すことを考

慮すべきである。例えば、資格の一時的停止や剥奪等が考えられる。

児童虐待に関する通報・相談を受け、対応するために、平成 29 年

（2017 年）4 月現在、全国の児童相談所には、児童福祉司 3,253 人、児童

心理司 1,379 人、医師 630 人、及び保健師 138 人が配置されている（表 3）。

都道府県、政令市、その他の市区町村おける児童虐待に対応する体

制は、次の様なものである。1999 年（平成 11 年）に市町村の合併の特

例等に関する法律（以下「旧合併特例法」という。）の制定により、3,232

の市町村が 2005 年（平成 17 年）には 2,166、2010 年（平成 22 年）には

表 3　児童相談所の設置状況・職員配置状況

児童相談所数 児童福祉司数 児童心理司数
平成 22 年※ 205 2,477 1,108
平成 23 年 206 2,606 1,162
平成 24 年 207 2,670 1,193
平成 25 年 207 2,771 1,237
平成 26 年 207 2,829 1,261
平成 27 年 208 2,934 1,293
平成 28 年 209 3,030 1,329
平成 29 年 210 3,253 1,379

※	各年度の全国児童福祉主管課長、児童相談課長会議資料として提出された児童
相談所関係資料（4 頁）（厚生労働省）4 月 1 日の現在数であるが、平成 22 年
の児童相談所数については、同年 5 月 10 日現在（厚生労働省）数を基に編集
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/
dv/index.html

（
六
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1,750 まで合併が進み、2014 年（平成 26 年）以降は市町村数は 1,741 で

推移している。2005 年（平成 17 年）以降は、市町村の合併の特例等に

関する法律（以下「現行合併特例法」という。）に基づく国・都道府県の積

極的な関与により、合併が推進されてきた。この様な中、児童相談所

を設置する自治体数は、平成 11 年には 59（内訳は、都道府県 47、政令市

12）、2006 年（平成 18 年）に横須賀市と金沢市が単独で児童相談所を設

置し、その間政令市が増加したこともあり、2015 年（平成 27 年）以降

は政令市が 20 となったことから、平成 29 年末には、69 の地方自治体

で児童相談所が設置されており、全国の児童相談所数は、210 箇所と

なっている（表 4）（ 8 ）。

また、厚生労働省では、児童相談所が夜間・休日を問わず、いつで

も相談に応じられる体制を整備するための予算補助を行っており、平

成 30 年 3 月現在、全ての児童相談所で 24 時間・365 日対応できる体制

が確保されている（69 自治体、210 か所）。

児童相談所が設置されていない市町村においては、市民（町民）福祉

課・児童青少年課等自治体によって名称は異なっているが児童福祉部

門が担当し、近年では “ 子供家庭支援センター（ 9 ）
” の業務の一つとし

て児童虐待の相談・対応がなされている。しかし、業務時間は月曜日

から土曜日の午前 9 時から午後 4 時（祝日、年末年始を除く）がほとんど

で、夜間や日曜・祝祭日、年末年始は全国共通児童虐待通報ダイヤル

表 4　児童相談司を設置する自治体数の変化

平成 11 年度 平成 27 年度 平成 29 年度
児童相談所設置自治体 59 69 69
全国の自治体数 3.232 1,741 1,741
児童相談所数 174 208 210
児童福祉司数 1,230 人 2,934 人 3,253 人

※	平成 27 年度、29 年度全国児童福祉主管課長、児童相談課長会議資料として
提出された年度の児童相談所関係資料（厚生労働省）の 4 頁を基に編集
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/
dv/index.html
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189 に掛けると最寄の児童相談所が 24 時間 365 日対応している。ただ、

（緊急）一時保護を含めた対応が適切に取れるか否かは、各都道府県・

政令市か設置している児童相談所が一児童相談所当たりの管轄する自

治体数・住民数（対応児童数）の規模や児童相談所までの時間・距離、

専門職員数の規模等によって、対応力に差が生じている現状がある。

ところで、地方公共団体が設置する要保護児童対策地域協議会（10）は、

虐待を受けている子供等の早期発見や適切な保護を図るため、児童相

談所、学校・教育委員会、警察等の関係機関と要保護児童やその保護

者等に関する情報共有や、支援内容の協議を行うこととしており、そ

の結果を踏まえ、関係機関が適切な連携の下で対応している。同協議

会は、2004 年（平成 16 年）の児童福祉法の改正により法定化され（施行

は、翌 17 年）、2007 年（平成 19 年）の児童福祉法改正によって協議会設

置の努力義務が規定され（翌 20 年施行）、平成 28 年 4 月現在、1,727

（99.2％）の市町村で設置されている。

また、2007 年（平成 19 年）の改正児童福祉法において、保護者の養

育を支援することが特に必要と認められる子供等（以下「要支援児童等」

という。）と思われる者に日頃から接する機会の多い学校、病院、診療

所、児童福祉施設等の関係機関は、要支援児童等と思われる者を把握

した場合、該当者の情報を現在地の市町村に提供するよう努めなけれ

ばならないこととされ、また、当該関係機関は、児童相談所等から児

童虐待の防止等に関する資料等の提供を求められたときは、当該資料

等を提供することができることとされた。

さらに、2016 年（平成 28 年）5 月 27 日成立・6 月 3 日公布（28 年 6 月

3 日から 29 年 4 月 1 日の間に順次）の児童福祉法及び児童虐待防止法の一

部改正では、①児童を保護の客体から主体と位置付け、全ての児童が

健全に育成されるよう、児童を中心に、その福祉の保障等の内容を明

確化し、特に、しつけを名目とした児童虐待の禁止し（虐待防止法 14 条

で規定）、②児童虐待の発生予防するために、「母子健康包括支援セン

ター」の設置等を通じて、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援

（
六
五
二
）
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等を行ない、妊娠や子育ての不安、孤立等に対応し、児童虐待のリス

クを早期に発見・逓減させ、③児童虐待発生時の迅速・的確な対応を

図るため、市町村や児童相談所の体制や権限の強化を図り、④被虐待

児童への自立支援のために、親子関係再構築支援を強化するとともに、

施設入所や里親委託の措置が取られることとなった場合に、個々の児

童の状況に応じた支援を実施し、自立に結びつけること等が図られた。

そして、この改正を受けて、厚生労働省では、「児童相談所運営指針」

の改正等を行い（11）、各児童相談所が虐待を受けている児童等の保護等

を適切に行うことができるよう取り組んでいくこととしている。

この改正に相前後して、2016 年（平成 28 年）4 月、厚生労働省によ

る「すべての子どもの安心と希望の実現プロジェクト」に基づき策定

された「児童相談所強化プラン」が公表され、虐待等により心に傷を

負った児童へのカウンセリング等の充実を図るため、心理に関する専

門的な知識 ･ 技術に基づき指導を行う児童心理司について、児童相談

所への配置を児童福祉法に新たに規定した上、2015 年（平成 27 年）度

末現在で 1,290 人から 2019 年（平成 31 年）度までの 4 年間で、全国で

450 人程度増員し、1,740 人にすることを目指すこととされた。これに

より、児童福祉司 2 人につき、1 人以上の児童心理司が確保されること

になるとしているが、児童心理司になるためには、地方公務員上級

（Ⅰ種）採用試験に合格する必要があり、次の任用資格要件が定められ

ている。①医師であって精神保健に関して学識経験を有する者、②大

学において心理学を専修する学科等の課程を修めて卒業した者等、で

あり、難関の試験の 1 つでもある（12）。

さらに、2018 年（平成 30 年）2 月の野田の事件、3 月に目黒の事件を

受けて、同年 7 月 20 日に開催された児童虐待防止対策に関する関係閣

僚会議において、「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」が

決定されている。その際配付された「参考資料集」39 頁に掲載された

児童虐待対応の児童虐待防止法改正後のイメージ図が、後掲図である。

（
六
五
一
）
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2 ）児童虐待事案に対する警察の対応

児童虐待に関する端緒の得方については、警察官自ら端緒を得る場

合と被害児童本人、加害者以外の保護者・親族、近隣住民、医療関係

者や教育関係者等からの通報による場合がある。前者は、警察官の職

務執行における義務の 1 つとして警察官職務執行法 3 条（13）と少年警察

活動規則 36 条・38 条・39 条（14）にその根拠を見出すことができる。特

に重要なのは、少年警察活動規則 39 条で、児童虐待を受けている児童

等に対する活動について規定している。ただ、この規定の後段では、

児童虐待防止法 10 条（15）に基づく警察支援を求める場合に対応できる

としている点で、消極的に過ぎると思われる。

後者の背景には、児童虐待に関する通告・通報を受ける機関が児童

相談所であることを知らない場合や知っていたとしても児童相談所の

※	「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」に付けられた「参考資料
集」39 頁に掲載された児童虐待対応の児童虐待防止法改正後のイメージ図か
ら転載
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000349800.pdf

（
六
五
〇
）
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電話番号を知らなかったり、執務時間外であり留守番電話になってい

て、緊急時の対応がし辛く、110 番通報すると言ったことが考えられる。

児童虐待に対応すべく全国共通ダイヤル（0570-064-000）が開設され

たのは、平成 21 年（2009 年）であり、27 年（2015 年）7 月 1 日から 3

桁番号「189」（16）が導入され、24 時間体制となり、自動的に最寄りの児

童相談所につながる様になったが、29 年（2017 年）の時点では、無料

通話になっていない。このことも、警察に通報されるケースが多いこ

とに繋がっているものと思われる。

警察が独自に端緒を得た場合と被害児童本人、加害者以外の保護

者・親族、近隣住民、医療関係者や教育関係者等からの通報により児

童虐待を認知した場合、警察は児童相談所に通告する義務がある。警

察から児童相談所に通告された児童数の平成 19 年から 30 年の虐待態

様別の推移を見たのが（表 5）であるが、児童虐待防止法が制定された

平成 12 年（2000 年）には、警察に通報された児童虐待件数は、1,342 件

（平成 13 年版警察白書）で、児童相談所に通告された件数は 1,109 件（平

成 12 年度（児童相談所おける児童虐待相談処理件数報告）平成 13 年 11 月 14 日、

厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課）であった。しかし、その後は、

通告件数が増加傾向にあり、平成 30 年（2018 年）には 72.4 倍の 80,252

件にまで増加している。この間、平成 16 年（2004 年）（17）・平成 19 年

（2007 年）（18）の児童虐待防止法及び児童福祉法の一部改正、また、平成

23 年（2011 年）の民法及び児童福祉法の一部改正（19）により児童虐待を

表 5　通告児童数の推移（１9 ～ 30 年）
19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年

総数 3,516 6,066 6,277 9,038 11,536 16,387 21,603 28,923 37,020 54,227 65,431 80,252

身体的虐待 1,734 2,508 2,558 3,754 4,484 5,222 6,150 7,690 8,259 11,165 12,343 14,836

性的虐待 86 117 149 129 150 163 149 177 171 251 251 260

怠慢・拒否 880 1,196 1,137 1,701 2,012 2,736 2,960 3,898 4,431 6,628 6,398 7,722

心理的虐待 816 2,246 2,433 3,454 4,890 8,266 12,344 17,158 24,169 37,183 46,439 57,434

※	平成 30 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況 ( 平成 31 年
3 月・警察庁生活安全局少年課 )15 頁から転載

（
六
四
九
）
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警察や児童相談所に通報・通告しやすくなる等の環境整備が行われた

ことも、相談件数増加に繋がっているものと思われる。しかし、直接

児童相談所に通報・通告したとしても、児童相談所が 24 時間 365 日対

応できるだけの機能を有していなかったことも、警察等を経由する通

報・通告の増加に繋がっていると考えられる。また、平成 16 年の児童

虐待防止法の一部改正により、児童虐待の定義が明確になったこと、

通告義務の範囲が拡大したことも通告・通報件数の増加に繋がってい

ると思われる。その一方で（表 6）でも分かるように、児童虐待の各類

型に該当する行為と刑法等の行為類型を区別することが困難な場合も

あって、先ず警察にと考える関係者も少なからずいるものと思われる。

次の（表 6）は、児童虐待防止法 2 条が規定する定義に該当する刑法

等の犯罪類型を示したものである。児童虐待防止法 2 条が定義する 4

つの類型をより具体的に挙げると次の※ 1 から 4 となる（20）。

刑法が規定している犯罪類型は、加害者の加害意思が責任の要件と

して重要であることから、外形的には刑法所定の行為に該当するよう

に見えても、行為者にその意識がなかった場合、例えば、身体的虐待

の行為であっても躾のために行ったのであって、暴行の意思はなかっ

たと主張したり、こぶができたり内出血が見られたとしても、手加減

を誤ったと主張し、虐待の事実すら認めようとはしないことが多い。

性的虐待では、被害者の側に、変だな、嫌だなとの思いはあっても、

当該行為がどういうことなのかが理解できない幼児期から小学校低学

年の子供が対象になっている場合には、被害の認識が充分に持ち得て

いない状態であることから、加害意思を前提に考慮すべき事案に含め

ない方が被虐待児の保護に資すると思われる。ネグレクト（保護の怠

慢・拒否）に関しては、一般的な家庭にあっては、親等の保護者は子供

の発育・成長に必要な栄養・教育・医療等を発達段階に即して与えて

いるのが普通であるが、これを欠くことによって、例えば、年齢相応

の身長・体重に比し著しく痩せて・小さい身体的形状を示したり、不

健康な状態に置かれていたり、長期にわたり通園・通学していない状

（
六
四
八
）
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園の保母・小学校の教員がネグレクトの存在を疑った場合には、虐待

を認定することも必要となる。心理的虐待に関しては、加害意思より

も被害者がどのように感じたかに重きを置く、すなわち被害者の意識

を重視することが必要である。この様に考えた場合、児童虐待防止法

表 ６　児童虐待防止法 2条が規定する定義に該当する刑法等の犯罪類型

児童虐待防止法 刑法
身体的虐待 児童の身体に外傷が生じ、又は生じる

おそれのある暴行を加えること※ 1
暴行（208）傷害（204）
傷害致死（205）殺人

（199）
性的虐待 児童にわいせつな行為をすること又は

児童をしてわいせつな行為をさせるこ
と※ 2

強制猥褻（176）強制性
交等（177）準強制猥猥
褻・ 準 強 制 性 交 等

（178）監護者猥褻及び
監護者性交等（179）
児童福祉法（34）児童
買春・児童ポルノ法違
反	青少年保護育成条例
違反（21）

ネグレクト
（保護の怠
慢・拒否）

児童の心身の正常な発達を妨げるよう
な著しい減食又は長時間の放置、保護
者以外の同居人による前二号又は次号
に掲げる行為と同様の行為の放置その
他の保護者としての監護を著しく怠る
こと※ 3

遺棄（217）保護責任者
遺棄（218）遺棄等致死
傷（219） 殺 人　 傷 害

（幇助）暴行（幇助）学
校教育法（17）

心理的虐待 児童に対する著しい暴言又は著しく拒
絶的な対応、児童が同居する家庭にお
ける配偶者に対する暴力（配偶者（婚
姻の届出をしていないが、事実上婚姻
関係と同様の事情にある者を含む。）の
身体に対する不法な攻撃であって生命
又は身体に危害を及ぼすもの及びこれ
に準ずる心身に有害な影響を及ぼす言
動をいう。）その他の児童に著しい心
理的外傷を与える言動を行うこと※ 4

脅迫（222）強要（223）
監禁（222）

※　筆者作成

（
六
四
七
）
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が規定する虐待行為については、被害者意思（認識）と第三者がどのよ

うに認識したかによって、虐待行為かあったと認定する視点に立った

法整備が必要であろう。自動車運転処罰法のように刑法から虐待類型

を取り出し、児童虐待防止法の中に、虐待傷害、虐待致死、性的虐待

等の処罰類型を盛り込むか、児童虐待処罰法（仮称）を設けることも検

討する価値があると思われる。

ところで、警察が独自に、または通報・通告により児童虐待を受けて

いると判断し保護した（22）児童数は、（表 7）の通りである。平成 24 年以

降の児童数しかないが、24 年に 1,611 人であったものが、平成 30 年に

は、2.8 倍の 4,571 人と非常に増加している。この傾向は、今後も継続

することが予測されるが、警察施設には一時的にせよ被虐待児童を保護

できる施設はなく、将来的には保護施設を少年サポートセンタに付置す

るか新設する少年サポートセンターには設置することが求められる。現

実的対応としては、少年サポートセンターと児童相談所を同一施設内に

併設し、一時保護施設を組み込んだ複合的施設とすることが肝要である。

警察によって平成 19 年から 30 年にかけて児童虐待で検挙された状

況を見たのが（表 8）であるが、検挙件数で見ると、全体では平成 30

年には 19 年の 4 倍の 1,380 件に、身体的虐待では 4.2 倍の 1,095 件に、

性的虐待では 3.3 倍の 226 件に大きく増加している。しかし、怠慢・拒

否では 1.2 倍の 24 件とほぼ横ばいである。一方、心理的虐待では、平

成 23 年以降顕在化し、平成 25 年には 16 件と 10 件の大台を超え、30

年には 35 件となっている。

検挙人員で見ると平成 19 年の 3.8 倍の 1,419 人となり、平成 28 年以

表 7　保護児童数の推移（平成 １9 ～ 30 年）
19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年

保護児童数 1,611 1,855 2,034 2,624 3,621 3,638 4,571

※	平成 30 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 1 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）15 頁から転載　なお、19 年から 23 年まで
の統計は取られていない。

（
六
四
六
）
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降は1,000人の大台で推移している。被害児童数で見ると3.6倍の1,394

人と検挙人員の傾向と一致している。ところで、被虐待児が死に至っ

た件数を見ると、平成 19 年に 90 人であったが、平成 30 年には 35 人

と減少傾向にある。これを被害児童数に占める割合で見ると、平成 19

年に 23.4％であったものが、21 年以降減少し続け、26 年に 7.0％と

10％台を割り込んで以降はその傾向が大きくなり、30 年では 2.3％と

なっている。重大かつ重篤な状況に至る前に警察による検挙が行われ

ているとも見えるが、検挙件数、検挙人員及び被害児童数が増加して

いることを考慮すると減少し続けるかは疑問の余地があり、なお一層

の積極的な警察の対応のあり方について考える余地があるのではない

かと思われる。

ちなみに平成 12 年には、検挙件数が 206 件（身体的虐待 124 件、性的

虐待 44 件、怠慢・拒否 38 件、心理的虐待 0 件）、検挙人員 208 人、被害児

童数 190 人であった（平成 13 年版警察白書）。

平成 30 年の被害児童の男女比の状況は、身体的虐待では、男児が 671

人（61.0％）女児が429人（39.0％）、性的虐待では、女児が224人（98.7％）、

怠慢・拒否では、男児が 17 人（54.8％）女児が 14 人（45.2％）、心理的虐

待では、男児が 26 人（72.2％）女児が 10 人（27.8％）であった。

通告件数と検挙件数の差違を見たのが次の（表 9）であるが、身体的

虐待では、通告件数に占める検挙件数は、平成 2 年以降徐々に減少し

表 8　検挙状況等の推移（平成 １9 ～ 30 年）
19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年

検挙件数 348 357 385 387 421 521 514 740 822 1,081 1,138 1,380

身体的虐待 259 255 282 302 305 387 376 564 679 866 904 1,095

性的虐待 69 82 91 67 96 112 103 150 117 162 169 226

怠慢・拒否 20 20 12 18 19 16 19 15 8 22 21 24

心理的虐待 0 0 0 0 1 6 16 11 18 31 44 35

検挙人員 373 371 407 421 446 539 530 763 849 1,113 1,176 1,419

被害児童数 385 382 411 404 442 539 526 757 853 1,108 1,168 1,394

死亡児童数 90 98 75 67 72 78 62 53 58 67 56 36

注	　平成 30 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 31 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）15 頁を基に 19 年以降について編集

（
六
四
五
）
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概ね 7％前後の値となっており、平成 30 年では 7.4％の 1,095 件であっ

た。性的虐待では、平成 21 年に 61.1％であったものが翌年には 51.9％

と最も低くなり、その後増加傾向に転じ 26 年に 84.7％と高くなって以

降 28 年まで減少して 30 年には 86.9％と増加傾向にある。30 年に

86.9％となった背景には、平成 29 年（2017 年）に施行された強姦罪の

規定の改正の影響が大きいと考えられる。110 年ぶりに改正された性犯

罪関連規定には、親等による性的虐待を対象とした 2 つの犯罪類型が

新規に規定されている（23）。怠慢・拒否に関しては、21 年に 1.1％であっ

たものが、それ以降減少し続け 28 年から 30 年には 0.3％と極めて少な

い。また、心理的虐待に関しては、通告件数が急激に増加しているの

に対して検挙件数が非常に少なく、平成 24 年以降 0.1％に満たない状

表 9　児童虐待の通告件数と検挙件数の差異の推移（2１ ～ 30 年）
21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年

身体的虐待 通　告 2,558 3,754 4,484 5,222 6,150 7,690 8,259 11,166 12,343 14,836

検　挙 282 302 305 387 376 564 679 866 904 1,095

性的虐待 通　告 149 129 150 163 149 177 171 251 251 260

検　挙 91 67 96 112 103 150 117 162 169 226

怠慢・拒否 通　告 1,137 1,701 2,012 2,736 2,960 3,898 4,431 6,628 6,398 7,722

検　挙 12 18 19 16 19 15 8 22 21 24

心理的虐待 通　告 2,433 3,454 4,890 8,266 12,344 17,158 24,159 37,183 46,439 57,434

検　挙 0 0 1 6 16 11 18 31 44 35

注	　平成 30 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 31 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）15 頁を基に、21 年以降について編集、グラ
フは作成

（
六
四
四
）
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態で推移している。身体的虐待・性的虐待に関しては、客観的な証拠

がまだ得られやすいが、怠慢・拒否、心理的虐待に関しては、客観的

証拠を得ることが困難であること、被虐待児童が虐待を受けていると

感じることと加害者に虐待の認識があるかについて、乖離幅が大きい

こともその背景にあるものと考えられる。

次の（表 10）（表 11）（表 12）3 つのグラフは、平成 29 年中に児童虐待

で検挙された者につき、児童虐待類型別に示したものである。身体的

虐待では、傷害が 50.7％、次いで暴行が 38.4％、殺人未遂が 3.8％、殺

人既遂が 3.5％の順で多かった。性的虐待では、強制猥褻が 33.7％、児

童福祉法違反が 27.2％、強制性交等が 25.4％、児童買春・児童ポルノ

法違反が 10.7％の順で多かった。怠慢・拒否では、保護責任者遺棄が

76.2％、次いで、学校教育法違反と傷害幇助・暴行幇助がそれぞれ

9.5％の順であった。保護義務がある親等がその監護する児童に必要か

つ十分な保護（食事・医療・衣服・衛生等）を与えずにいた場合に、生命

に危険が及ぶことは、自らその様な措置が執れない幼児にあってはな

おさらである（24）。

身体的虐待に関しては、2018 年 3 月に発生した目黒区の 5 歳児の事

件や 2019 年 1 月に千葉県野田小 4 年の女児の事件等を始め、加害者の

中には口で言っても分からない、言うことを聴かないから、叩いただ

けで、「躾け」の一環であり、暴行や傷害の意図はなかったと主張した

り、近年多く報告されている駐車中の車内に子どもを置いたままパチ

ンコや買い物に夢中になっていた結果、子どもが熱中症になり、最悪

の場合は死に至る場合でも、そんな結果になるとは思わなかったと言

う者もいることが、報道されている。

次の（表 13）は、被害児童と加害者の関係を見たものであるが、身

体的虐待では、実父の割合が 532 件（47.4％）と最も高く、次いで実母

が 301 件（26.8％）、性的虐待では、養父・継父が 99 件（43.23％）と最

も高く、次いで実父が 70 件（30.6％）、怠慢・拒否では、実母が 20 件

（64.5％）と最も高く、心理的虐待では、実母が 19 件（51.4％）で最も高

（
六
四
三
）
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表 １0　平成 29 年の犯罪類型（身体的虐待）

注	　平成 29 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 30 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）16 頁を基に筆者か作成

表 １１　平成 29 年の犯罪類型（性的虐待）

注	　平成 29 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 30 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）16 頁を基に筆者か作成

（
六
四
二
）
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く、次いで実父が 12 件（32.4％）の順であった。

心理的虐待に関しては、加害者の意識よりも被害児童がどの様に感

じたか、あるいは感じているのかという被害者側の心理状態が検挙に

際しては重視されるため、他の 3 類型に比し認定が困難である。ただ、

児童虐待に関しては、加害者の意思（故意）を前提に考えるのではなく、

被害児童の意思を中心に考える被害者意思に則した認定基準を考える

表 １2　平成 29 年の犯罪類型（怠慢または拒否）

注	　平成 29 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 30 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）16 頁を基に筆者か作成

表 １3　被害児童と加害者との関係（平成 30 年）
実父 養父・継父 内縁（男） その他（男） 小計 実母 養母・継母 内縁（女） その他（女） 小計 合計

身体的虐待 532 162 97 13 804 301 8 4 5 318 1,122

性的虐待 70 99 30 18 217 12 0 0 0 12 229

怠慢又は拒否 8 1 0 1 10 20 1 0 0 21 31

心理的虐待 12 4 0 1 17 19 0 0 1 20 37

合　計 622 266 127 33 1,048 352 9 4 6 371 1,419

注	　平成 30 年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況（平成 31 年
3 月・警察庁生活安全局少年課）17 頁から転載

（
六
四
一
）
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べきである。その際参考になるのは、ストーカー規制法の二段階の故

意認定手続である（25）。

島岡教授が前掲書（23）の 89 頁の中段で「・・・。深刻な児童虐待

に効果的な対処ができず、児童を死亡させてしまってから殺人罪や傷

害致死罪でようやく逮捕するような日本の状況と異なりそれ以前の段

階からきめ細かく犯罪化することにより、深刻な被害を未然に防止す

るフランスの姿勢は、大いに参考となろう。・・・」としている点に関

しては、被虐待児童の安全が阻害される危険性の認識について、加害

者の意思よりも被害児童ががどう感じたのかに重きを置く、被害者意

思に犯罪成立要件化を試みるべきと考える点で同様の視座と考えられ

る。その限りでは、刑法が原則として加害者の意思に依拠する故意概

念を認めていることから、児童虐待に関する犯罪類型を刑法から切り

離し、かつ、児童虐待防止法が虐待行為として類型化しているものの

うち、被虐待児道の生命の維持に危険を及ぼす行為については、犯罪

類型として、児童相談所ではなく、警察が第一義的に対応することが

可能となる法改正も検討する必要があろう。

2 ．警察関与のあり方について

警察では、児童虐待防止法の平成 12 年（2000 年）11 月 20 日からの

施行を受けて、平成 11 年（1999 年）から「児童虐待の罪種別、態様別

検挙状況」についての統計を公表している。これは、男女共同参画審

議会による女性に対する暴力根絶に向けた基本的方策「女性に対する

暴力のない社会を目指して」が策定された（26）ことによって、警察にも

女性および児童の保護に関する活動が求められるようになったからで

ある。そこで、平成 11 年（1999 年）12 月 16 日に「児童虐待に対する

取組みの強化」（警察庁丙少発第 26 号等）（27）、「女性・子どもを守る施策

実施要綱」（警察庁乙生発第 16 号等）（28）が発され、特に児童虐待に対して

は、各都道府県警察において取り組みの強化及び関係機関との連携強

（
六
四
〇
）

19



児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
警
察
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
尾
田
）

五
〇
三

化、被害少年の保護の強化等を行うことが定められた。

これにより、女性・児童を犯罪等の被害から守るための施策とその

実施の通知が警察庁から出され、警察が児童虐待の問題に本格的に対

応することになった。児童虐待については、早期発見、関係機関との

連携を図り、被害児童の保護に努めるとともに、刑事事件として取り

扱うべき事案は適切に検挙等の措置を講ずるものとされた。これによ

り、「警察は家庭に入らず」「法は家庭に入らず」の原則に関しては、

「愛情に基礎を置く温かい家族関係が崩壊している家庭には適用せず」（29）

児童の保護を優先して適用する方向にシフトしたと考えることができる。

少年警察活動要綱 2 条で「要保護少年」とは、「非行少年には該当し

ないが、虐待され、酷使されまたは放任されている少年で、児童福祉

法による福祉のための措置などが必要と認められる少年」、また、「そ

の他の問題少年」とは「虐待されている少年、・・・〈中略〉・・・、ま

たは保護者に監護させることが不適当な者」として、所与の措置をと

ることができるとしていた。

平成 12 年の児童虐待防止法の施行を受け、警察では翌 13 年には、

①児童虐待の早期発見のために、少年・地域・刑事等の関係部署で、

児童を被害者とする事件の捜査、街頭補導、少年相談、110 番通報の取

扱い等の様々な警察活動の機会に、早期発見に努め、発見した場合に

は、速やかに児童相談所に通告するほか、児童虐待事案が犯罪に該当

する場合には、児童を保護することを優先的に考え、適切な事件化に

努めており、②少年サポートセンターを中心に、児童虐待の被害を受

けた児童に対する支援体制の充実を図っており、少年相談専門職員、

少年補導職員による被害児童のカウンセリング、保護者に対する助言

指導や訪問活動による家庭環境の改善等の支援等を実施して来ている（30）。

その後、少年警察活動要項は平成 14 年に少年警察活動規則に改正さ

れ、2 条 8 号で「要保護少年」とは「児童虐待を受けた児童、保護者の

ない少年その他の児童福祉法による福祉のための措置又はこれに類す

る保護のための措置が必要と認められる少年（非行少年に該当する場合を

（
六
三
九
）
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除く。）をいう。」と規定し、39 条で「児童虐待を受け、又は受けてい

るおそれのある児童については、児童相談所その他の関係機関との緊

密な連携の下、当該児童に対するカウンセリング、保護者に対する助

言又は指導その他の当該児童に対する支援を的確に実施するほか、児

童虐待防止法 10 条に基づく援助の求めがあった場合においては、その

求めをした者との適切な役割分担の下、必要な措置をとるものとす

る。」と規定し、若干後退したようにも読める規定のしかたとなってい

る。平成 15 年版以降の警察白書においても、「児童虐待事案の早期発

見と事件化」というスタンスは維持されている（31）。ところが平成 29

年版になると、「児童を迅速かつ適切に保護するためには、関係機関が

それぞれの専門性を発揮しつつ、連携して対処することが重要」と後

退しているように思われる。警察では、児童虐待を受けたと思われる

児童を発見した際の児童相談所への確実な通告の実施、通告に際して

の事前照会の徹底等、児童相談所等との情報共有を図るとともに、必

要に応じて地域の要保護児童対策地域協議会（32）に参加する等、関係機

関との緊密な連携を保ちながら、児童の生命・身体の保護のための措

置を積極的に講じている。」とし、「適切な事件化」の文言がなくなっ

ている。また、各地に設けられている少年サポートセンターの有効活

用についても記述がなくなってきている。

ところで、2016 年（平成 28 年）の児童福祉法及び児童虐待防止法の

改正中、「児童虐待への対応における警察との情報共有等の徹底」に関

しては、①警察は、110 番通報等により児童虐待が疑われる情報を把握

した場合、児童相談所、市区町村等関係機関に対して、児童に係る過

去の対応状況等を照会し、その結果を踏まえて児童相談所への通告の

要否を判断していることから、警察からの照会に適切に対応するため

に、被虐待児童・保護者の住所、氏名、110 番通報の内容、安全確認時

の状況等、警察が保有する情報提供を依頼するとともに、児童相談所

等が有する当該紹介事案に関する対応記録がある場合には、相互に情

報を共有して、児童相談所においても事案の緊急性を判断し、必要に

（
六
三
八
）
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応じて警察と連携して迅速な安全確認を実施することとし、②児童相

談所等からも、虐待通告・相談等により把握した虐待事案のうち、刑

事事件として立件の可能性があると考えられる重篤な事案、保護者が

子どもの安全確認に強く抵抗を示すことが予想される事案等について

は、子どもの安全を確保するため、迅速かつ確実に警察と情報共有し、

必要に応じ援助要請を行うなど連携して対応することが要請されている。

これに関して、児童相談所と警察の情報共有の現状について、厚生

労働省子ども家庭局家庭福祉課が実施した『児童虐待事案に関する警

察との連携状況に関する調査』の概要（33）によると平成 30 年 6 月 28 日

現在で、情報共有に関する協定などを結んでいる自治体は、調査対象

69 自治体の内 56 自治体（81.2％）であったが、全件提供している自治

体は、4 自治体（茨城県、愛知県、高知県、大分県）に過ぎず、他の 65 自

治体は一部に過ぎなかった。また、児童相談所と警察が実施した合同

研修については、62 自治体で実施回数は合計 94 回（平成 29 年度中）と

なっている。情報共有に関しては、被虐待児童の保護が何よりも優先

されることから、少なくとも全ての児童相談所と都道府県警察本部生

活安全部少年課が、児童虐待事案に関する基本情報の同一フォーマッ

トによる online 化を図ることによって、情報共有が可能となる。同様

に、地方自治体からも同一フォーマットを使用した online による通告

を求めることで、関係機関との情報共有が円滑に行われることが期待

できる。

連携に関しては、都道府県警察本部と都道府県庁所在地にある児童

相談所（中央児童相談所）との間で、生活安全部の警察官等と主任児童

福祉司の相互出向等の人事交流を積極的に進めるとともに、連絡協議

会を定期的に開催し、併せて実務に即した研修を持ち回りで実施する

ことが望まれる。

ところで、平成 29 年（2017 年）中に、児童相談所に児童虐待で通告

があった数は、133,778 件、警察から触法少年として送致された数は、

9,041 件、それ以外の相談件数が。466,880 件有り、合計すると 609,699

（
六
三
七
）
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件について、児童相談所では 3,253 人の児童福祉司が対応しており、児

童福祉司 1 人当たり 187 件を担当することになる。児童虐待で通告さ

れた 133,778 人で見ると、1 人当たり 41 件であるが、負担が重すぎ、

少なくとも調査し、必要があれば介入し、その後のケアも実施してい

くとなると、2022 年までに児童福祉司を 5,260 人に増員したとしても、

平成 29 年時点の数値で計算しても、合計件数で見ると 116 件であり、

虐待では 24 件となる。実際には、相談件数・通告件数とも増える傾向

にあると考えれば、児童福祉司の増員はさらに必要となる。

しかし、警察に虐待に関する通報・通告があった段階で、事件化す

る事案と児童相談所に通告すべき事案かを各警察本部に導入・設置す

る児童虐待専門部（後述）において選別することで、児童相談所に配置

されている児童福祉司の負担を軽減するとともに、早期の効率的な警

察対応が可能になると思われる。

既に、 1 ． 2 ）で警察からの通告件数と検挙件数の差異について前

掲（表 9）の検討箇所でも触れたが、児童虐待の 4 つの類型と対応する

刑法等の犯罪類型とを前掲の（表 6）で見ても分かるように、加害者故

意を立証するためには、被虐待児からの告訴・告発があり、虐待の具

体的事実を立証するための医師の診断書・治療記録（レントゲン画像・

患部の写真映像等）・加害者以外の家族等の目撃証言等があることが望ま

しいことが分かる。しかし、被虐待児は被害から逃れるために、例え

ば警察に通報し、保護されたとしても、検察官送致に際し、あるいは

起訴するに際し、加害者の親等はこの後どうなるのか、自分は何をし

なければいけないのか等、警察官等に尋ねることがあり、その際、裁

判所で証言を求められ、最悪の場合加害者である親に有罪判決が言い

渡されると分かった時に、『自分さえ我慢すれば良い』『親を犯罪者に

したくない』『刑務所に入っても、帰ってくれば、今以上に虐待される

かも知れない』等の思いから、告訴・告発を取り下げることがあるの

ではと推察される（34）。

そこで、医療機関からの通告に際しては、児童虐待を疑うに至った

（
六
三
六
）
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レントゲン写真・保護者の説明、医師の診断書の提出を義務付け、教

育関係者からの通告に際しても、虐待を疑った経緯と当該子どもたち

から聞き取った話の内容と保護者から聞き取った話の内容を書面で添

付することを求めるか、初動対応の際に、専門部の担当者からの照会

に対応することを通告義務の内容に付加することが求められる。これ

により、児童虐待事案の振り分けがより容易になると思われる。

他方、被虐待児童の精神的負担や不安を軽減し、更なる虐待から守

るためには、前者の取組として、初動対応する際に子供達のための心

理カウンセラーとリーガルカウンセラーとしての弁護士を公費で付け、

後者については、児童相談所と連携し児童福祉法 33 条の一時保護と 33

条の 7 による家庭裁判所への親権停止・喪失の請求等、または児童相

談所長自らがその措置を行うことにより担保することが可能となる。

少年へのリーガルサポーと心理カウンセラーによる支援は、この場合

も継続して提供することが望ましい。

また、児童相談所に通告した事案に関しては、児童相談所の対応結

果を警察に報告させ、警察官の巡回パトロールに際し、虐待事案の通

告があった家族への相談・援助が受けやすい環境整備を行う必要があ

る（35）。場合によっては、少年サポートセンター（警視庁にあっては、少

年補導センター）のスタッフによるサポートが考えられる。

3 ．提言─まとめに代えて─

被虐待児を早期に発見し、最適な対応をするためには、児童虐待に

関する所管が児童相談所であるとか、警察は発見通告機関であって警

察が関与することは謙抑的になされるべきだとかではなく、保護すべ

きは誰なのか、どうすることが被虐待児に対する虐待の連鎖を断ち切

ることができるのかを第一義的に考える時期に、最近の対応を見ると、

至っていると、思われる。

そこで、今まで見てきた点を踏まえ、若干の提案を試みたい。

（
六
三
五
）
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1 ）警察において児童虐待対策専門部（署轄にあっては、児童虐待対

策係を設置し、児童相談所に通告すべき虐待事案か、刑事司法手続に

より対応すべき事案かについて、初期対応の段階で選別させる。その

為には、所轄（36）単位ではなく、都道府県警察本部に児童虐待事案を専

門に扱う部署を設置し、児童虐事案に関する端緒が得られた場合、所

轄で対応するのではなく、本部から専門職員からなるチームが赴き、

事案の内容等について吟味し、以後の対応について、振り分ける。そ

の為には、専門職員の構成は、警察官にあっては、特別な研修・訓練

を受けた警察官（37）小児科医・精神科医等の医師、臨床心理士（児童心

理司）、そして、主任児童福祉司等から構成することが望ましい。その

理由は、各署で担当する警察官の事案対応に技量差が生じることを避

けることと限られた時間内で、児童相談所に通告する事案か否かを判

断する必要があるからである（38）。

現在、京都地検では「児童虐待対策プロジェクトチーム」や香川地

検では「処分前カンファレンス」を検察庁が中心となって立ち上げ、

先行的な取組が行われている（39）。

児童相談所と警察の連携強化の現場では、児童相談所に常勤してい

る警察官が 46 人、非常勤が 3 人、常勤している警察官 OB は 0 人、非

常勤は 136 人であり（40）、この数を増やし、児童相談所と警察の連携を

強化することが、現在厚生労働省等では検討されているが、効果的な

初期対応を行うためには、児童相談所ではく、むしろ警察署にその機

能を担わせることが望ましい。全国の自治体数が 1,741 であり、児童相

談所数は 212 に対し、警察署数は 1,159 であること、各警察署の生活安

全課に児童虐待対策係を新設し、各都道府県本部に児童虐待対策専門

部を設置し、協働させることの方が、むしろ望ましい。

2 ）警察が児童虐待の端緒を得た場合には、保護者の同意の有無に拘

わらず、先ず当該児童を保護することが肝要となる。この場合、虐待

が疑われる児童の一時保護施設が必要となるが、警察には対応すべき

保護施設がなく、少年サポートセンター（41）や少年補導センター等関連

（
六
三
四
）
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施設においても、宿泊可能な施設がないことが問題となる。

それでは、児童相談所に併設されている一時保護所に保護できるか

について検討すると、全国児童相談所一覧（平成 30 年 10 月 1 日現在）に

よると、212 の児童相談所中 137 箇所が併設しているに過ぎず（42）、平

均収容人員は 20.3 人過ぎない。その他の一時保護場所については、児

童養護施設が 14 施設、子どもセンターが 15 施設に過ぎない。一時保

護が適切に行われるためには、受け入れ施設を増やし、民間のシェル

ター等の活用も考慮することが求められる。ところで、平成 24 年

（2012 年）4 月 12 日には、児童相談所を移転する場合には、少年サポー

トセンター等と同一施設への移転を検討し、連携強化に努めることが、

都道府県や児童相談所設置自治体に求める通知が発出されている（43）。

3 ）緊急一時保護を積極的運用することは、被虐待児童の保護と虐待

をしている（恐れのある）親などに対して、自らの行為によって生じて

いる問題状況について冷静に考えさせる契機ともなる。一時保護の運

用に関しては、平成 29 年（2017 年）の児童福祉法及び児童虐待防止法

の改正により、家庭裁判所による一時保護審査手続が導入された（44）が、

むしろ親権による妨害を最小限にするためには、必要的保護を原則と

することが望ましい。

親等の親権を一次的に排除することから、緊急一時保護期間を 1 週

間程度に設定し、親権を一次的に停止された親権者には家庭裁判所に

不服申立ができる制度を設ける等の救済措置を取るとともに、その期

間内に虐待に関する証拠を関係機関・関係者から収集し、立件と親権

剥奪・停止、被虐待児への接近禁止命令や被虐待児が居住する住居か

らの退去命令等の運用に向けた司法手続も視野に対応することが求め

られる。

なお、緊急一時保護に関しては、警察に通報があった場合には、前

述の専門部署が初動に入った際に、虐待の事実が確認された場合には

直ちに緊急一時保護を、疑いがある場合には家庭裁判所に通報の上、

一時保護の手続を取り、虐待する親などから分離することが求められ

（
六
三
三
）
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る。その際には、一時保護施設やその他の被虐待児童が保護されてい

る施設への接近禁止命令や被虐待児が居住する家屋からの退去命令が

併せてなされる必要がある。平成 29 年改正法では、接近禁止命令等の

措置の範囲が拡大はしている。この命令に対する不服申立ても家庭裁

判所で対応することが望ましい。

4 ）家庭裁判所に新たに少年保護部を設置し、児童虐待から子どもを

保護し、子どものために親権を適切に行使し得ない親等に対して、適

切な親業訓練を施したり、必要に応じて親権を剥奪・停止する保護機

能を担わせる。少年保護部に関しては、例えばカリフォルニア州サン

フランシスコ市では、1992 年の秋から、Family	Court に Dependency	

Court を設置し、“Best	Interest	for	Minor” の観点で、少年にとって最

善の措置は虐待する親から離すと共に、虐待する親に対して裁判所命

令により虐待しない親に変容させるプログラムを課し、その間、接近

禁止・退去命令も活用し、里親制度も運用しながら、再統合も視野に

入れつつ、児童福祉、社会福祉、医療、教育、警察等の関係機関の協

力を求めセーフティーネットを構築しながら積極的に関与しており、

司法の積極的関与が前面に出ている対応と言え、我が国における家庭

裁判所の今後の立ち位置として参考になる（45）。

5 ）通告義務を怠った場合の通告義務者に対する罰則規定を追加する。

児童虐待防止法 6 条の 2 として、同 5 条に義務者として規定されて

いるものが、虐待の事実を知っていたにも関わらず、通告を怠った結

果、重篤な事態に至った場合には、例えば、刑法 218 条の保護責任者

遺棄罪の適用が考えられる。また、虐待の事実を知りうる立場にあり

ながら、十分注意（義務）を尽くさずに、重篤な事態に至った場合には、

行政処分を含む懲戒処分に付すことを考慮する。この場合には、それ

ぞれの業務に関する根拠規定の懲戒処分に関する規定を準用すること

が望ましい。

免責規定だけでは、積極的な通告・通報を促しきれないことが前出

の（表 2）でも明らかなように、医療機関・教育機関・児童委員・福祉

（
六
三
二
）
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事務所等からの通報が少ないことからも伺える。

6 ）児童虐待防止法 14 条は、1 項で「民法 820 条の規定による監護及

び教育に必要な範囲を超えて当該児童を懲戒してはならず、当該児童

の親権の適切な行使に配慮しなければならない。」と規定し、さらに 2

項で「児童の親権を行う者は、児童虐待に係る暴行罪、傷害罪その他

の犯罪について、当該児童の親権を行う者であることを理由として、

その責めを免れることはない。」と規定している。この解釈は、行為者

の認識ではなく、当該行為を第三者がどの様に認識した（しえた）評価

すべきである、と考える。

また、児童虐待防止法 2 条が規定する行為が行われた場合、刑法所

定の行為類型に該当しない場合でも、児童虐待罪として処罰できる規

定を設けることが望ましい（46）。この場合には、家庭裁判所の少年保護

部に管轄権を与え、刑罰及び、刑罰ではないが裁判所命令により、虐

待に至った背景をや原因を分析し、良い親として被虐待児童を含めて

家族が再統合できるように必要十分な改善プログラムを受け、再統合

に向けたプロセスも家庭裁判所の少年保護部が監督することが望まし

い。そして虐待事案に対応すべく研修・訓練を受けた家庭裁判所調査

官を配置することも必要となる。

また、これに関し、「懲戒権の行使としての体罰は禁止する。」旨の

民法 820 条の改正も含めた、児童虐待防止法の改正が必要である。

7 ）被虐待児童の精神的負担や不安を軽減し、更なる虐待から守るた

めには、初動対応から再統合プロセスの全般で、子供達の保護のため

に心理カウンセラーとリーガルカウンセラーとしての弁護士を公費で

付けることが重要である。もちろん、刑事手続に移行した場合の被虐

待児童の保護と、虐待した親等が帰住先として家族の元に返ってくる

場合には、なおのこと少年への弁護士によるリーガルサポートと心理

カウンセラーによる支援は欠かせないものと考える。

8 ）また、児童相談所に通告した事案に関しては、児童相談所の対応

結果を警察に報告させ、警察官の巡回パトロールに際し、虐待事案の

（
六
三
一
）
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通告があった家族への相談・援助が受けやすい環境整備を行う必要が

ある。刑事施設からの仮釈放・満期釈放時においても、刑事施設や保

護観察所からの情報提供を受け、被虐待児童保護のため、巡回パト

ロールの際に必要な支援等ができる体制の構築が求められる。必要に

応じて、少年サポートセンター（警視庁にあっては、少年補導センター）

のスタッフによるサポートも考える必要がある。

（ 1 ）	 ①千葉県野田市の小学 4 年、栗原心愛（みあ）さん（10）が死亡した
事件は、学校・教育委員会、児相の不適切な対応が結果を招来したもので
あった。朝日新聞 2018 年 2 月 2 日、8 日朝刊、② 3 月 2 日、東京都目黒
区の船戸結愛ちゃんが自宅から救急搬送され、病院で死亡した。自宅ア
パートからは「もうおねがい　ゆるして　ゆるしてください」などとつづ
られたノートが見つかった。結愛ちゃんに十分な食事を与えず放置したな
どとして、父親の雄大容疑者（33）と母親の優里容疑者（26）が 6 月、保
護責任者遺棄致死罪で起訴された。朝日新聞 2018 年 9 月 3 日朝刊等

（ 2 ）	 児相や自治体、地域、警察などが連携した積極的な取り組みが求めら
れている。昨年の通告は前年の 1.5 倍近い 54,227 人。暴言を浴びせるなど
子どもの心を傷つける心理的虐待が全体の 7 割弱を占めた。うち子どもの
前で配偶者らに暴力を振るう「面前ＤＶ」の増加が特に目立つ。子どもの
身に危険があるとして警察が保護したのは 3,521 人で過去最多。事件とし
て摘発したのは 1,081 件で、被害者は 1,108 人だった。朝日新聞 2017 年 3
月 10 日朝刊

（ 3 ）	 深町晋也は、「家族と刑法─家庭は犯罪の温床か？」の連載の第一
回目の『ＤＶの被害者が加害者に反撃するとき　その 1』（書斎の窓	2017
年 5 月号）において、「法は家庭に入らず」という法諺が示すように、刑
法において家族や親族とは、処罰を限定する方向での意義を有するもので
あったが、こうした状況は大きく変わってきている。─〈中略〉─　この
ように、刑法において家族や家庭が持つ意味は、ある種の分裂状態にある。
それは、現実の社会において家族や家庭が持つ機能の分裂、すなわち、一
方では、その構成員を「社会の荒波」から守る自律的な存在として、他方
では、その構成員に対する侵害リスクを高める存在として機能することを
如実に反映したものと言える。として、介入の必要性に言及している。ま
た、吉田恒雄は、児童虐待の予防・発見段階では、法の機能は親による養
育を可能にする条件整備にあり、強制的介入の段階では、子どもの公的保
護と親の監護教育権の紛争となったときには、その判断は司法に委ねられ
ねばならず、この段階での法の役割は、対立する利益の調整のための判断

（
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基準ということになる。しかし、法以外の社会規範や援助手段が存在する
ときにはそれらによるべきであって、それが不可能なときにはじめて、適
正な手続に基づく法的介入が強制的になされるべきであるとの若干謙抑的
な立場を取っている。「児童虐待に関する法的対応のあり方」早稲田法学
69 巻 4 号（1994 年）67 ～ 93 頁

（ 4 ）	「要保護児童を発見した者は、これを市町村、都道府県の設置する福
祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設
置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。ただし、
罪を犯した満 14 歳以上の児童については、この限りでない。この場合に
おいては、これを家庭裁判所に通告しなければならない。」と規定してい
る。

（ 5 ）	「学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団
体及び学校の教職員、児童福祉施設の職員、医師、歯科医師、保健師、助
産師、看護師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者は、児童虐
待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に努めな
ければならない。」規定し、さらに、児童虐待防止法 6 条において「児童
虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、
都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して
市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなけ
ればならない。」と通告義務を規定している。

（ 6 ）	 児童福祉法 25 条 2 項で「刑法の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務
に関する法律の規定※は、前項の規定による通告をすることを妨げるもの
と解釈してはならない。」と規定。そして、児童虐待防止法 26 条 2 項も

「前項の規定による通告は、児童福祉法 25 条 1 項の規定による通告とみな
して、同法の規定を適用する。」と規定し、さらに、3 項で、「刑法の秘密
漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、1 項の規定による
通告をする義務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。」と、児童福
祉法と同様の規定を置いている。

該当する法律として、刑法 134 条（秘密漏示罪）「医師、薬剤師、医薬
品販売業者、助産師、弁護士、弁護人、公証人又はこれらの職にあった者
が、正当な理由がないのに、その業務上取り扱ったことについて知り得た
人の秘密を漏らしたときは、6 月以下の懲役又は 10 万円以下の罰金に処
する。」、及び、保健師助産師看護師法第 42 条の 2「保健師、看護師又は
准看護師は、正当な理由がなく、その業務上知り得た人の秘密を漏らして
はならない。保健師、看護師又は准看護師でなくなつた後においても、同
様とする。」、第 44 条の 3「第 42 条の 2 の規定に違反して、業務上知り得
た人の秘密を漏らした者は、6 月以下の懲役又は 10 万円以下の罰金に処
する。」がある。

（ 7 ）	「不保護」に関して、不保護とは、老年者、幼年者、身体障害者また
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は病者につき、その生存のために特定の保護行為を必要とする状況（要保
護状況）が存在することを前提としつつ、その者の「生存に必要な保護」
として本法上期待される特定の行為をしなかったことを意味する。とした
最高裁判決（最判平 30・3・19 裁判所時報 1696 − 3）がある。

（ 8 ）	 児童相談所設置義務がある都道府県（47）、政令市（20）、そして希望
する市として横須賀市及び金沢市が、2017 年（平成 29 年）4 月に改正児
童福祉法が施行されるまで児童相談所を設置しているに過ぎなかった。こ
の間、特別区には政令による指定を受けた児童相談所の設置が認められて
いなかった。しかし、改正法に基づき特別区及び地方中核市（47）に児童
相談所の設置が可能となるような措置を 2021 年（平成 33 年）を目処とし
て、政府による支援を実施することになっている。ところで、児童相談所
の設置に向けた平成 31 年 2 月時点での検討状況は、以下の通りである。
1 　中核市（対象：52 市）

「設置する方向」 明石市、奈良市
「設置の方向で検討中」 旭川市、柏市、船橋市、豊橋市、鹿児島

市
「設置の有無を含めて検討中」 盛岡市、秋田市、郡山市、いわき市、	宇

都宮市、前橋市、高崎市、川越市、八王
子市、長野市、岐阜市、豊中市、高槻市、
枚方市、東大阪市、姫路市、和歌山市、
松江市、福山市、呉市、松山市、久留米
市、長崎市、佐世保市、大分市、宮崎市

2 　特別区（対象：23 区）

「設置する方向」 千代田区、港区、新宿区、文京区、墨田
区、江東区、品川区、目黒区、大田区、
世田谷区、中野区、豊島区、荒川区、板
橋区、葛飾区、江戸川区

「設置の方向で検討中」 中央区、台東区、渋谷区、杉並区、北区、
足立区

※全国児童福祉主管課長会議説明資料（別冊資料）資料 19・103 頁　児童
相談所の設置に向けた検討状況（平成 31 年 2 月時点）（平成 31 年 3 月
1 日（金）子ども家庭局家庭福祉課虐待防止対策推進室）から転載
https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/000484407.pdf

（ 9 ）	 例えば、さいたま市では、さいたま市子ども家庭総合センター（愛
称：あいぱれっと）がこれに当たり、その 4 階には児童相談所、心の健康
センター、総合教育相談室等の子供と家庭を取り巻く問題に総合的に取り
組んでいる。各地に新設されている子供家庭総合センターは、同じような
形態で建設されているものが多く見られる。
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（10）	 要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）の概要
について示した図が次のものである。

※平成 27 年版犯罪被害者白書第 1 章　特集「途切れることのない必要な
支援」・第 4 節　子供の被害者の支援のための連携・1　要保護児童対策
地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）に掲載されている概要図
を転載

平成 25 年度 平成 27 年度 平成 28 年度
設置している市町村（全市
町村に占める割合）

1,722
（98.9%）

1,726
（99.1%）

1,727
（99.2%）

登録ケース数（うち児童虐
待）

178,610
（84,917）

191,806
（92,140）

219,004
（97,428）

調整機関職員数

児童福祉司と同様の専門資
格を有する職員

1,586 1,800 1,663

その他専門資格を有する職員 3,091 3,873 3,403
上記以外の職員（事務職等） 3,556 3,647 2,967

合計 8,233 9,320 8,033

※各年度：厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課調べ、平成 25 年度：
子どもを守る地域ネットワーク等調査（平成 25 年度調査）、及び厚生労
働省 HP「政策」・子ども・子育て支援・児童虐待防止対策・児童虐待防
止のための取組・（2）児童虐待発生時の迅速・的確な対応から転載

（11）	「児童相談所運営指針について」（平成 2 年 3 月 5 日付け児発第 133 号
厚生省児童家庭局長通知）も「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合
対策」（平成 30 年 7 月 20 日児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議決定）
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が取りまとめられたことに伴い、「児童相談所運営指針の改正について」
で改定されている。（平成 30 年 7 月 20 日付け子発 0720 第 3 号厚生労働省
こども家庭局長通知）

（12）	 児童福祉法 12 条の 36 項 1 号及び厚生労働省の任用資格要件（2016
年 10 月 1 日施行・児童相談所の体制強化に伴う改正）による。

（13）	 警察官職務執行法 3 条　警察官は、異常な挙動その他周囲の事情から
合理的に判断して左の各号の一に該当することが明らかであり、且つ、応
急の救護を要すると信ずるに足りる相当な理由のある者を発見したときは、
とりあえず警察署、病院、精神病者収容施設、救護施設等の適当な場所に
おいて、これを保護しなければならない。（以下省略、詳細は、条文参照）

（14）	 少年警察活動規則 36 条は「被害少年についての活動」を、37 条は
「福祉犯の被害少年についての活動」を、38 条は「要保護少年についての
活動」を、そして 39 条は、「児童虐待を受けている児童等についての活
動」について次の様に規定し、「児童虐待を受け、又は受けているおそれ
のある児童については、児童相談所その他の関係機関との緊密な連携の下、
当該児童に対するカウンセリング、保護者に対する助言又は指導その他の
当該児童に対する支援を的確に実施するほか、児童虐待の防止等に関する
法律 10 条に基づく援助の求めがあった場合においては、その求めをした
者との適切な役割分担の下、必要な措置をとるものとする。」、警察に必要
な措置を取ることを義務付けている。

（15）	 児童虐待防止法 10 条は、警察署長に対する援助要請等を規定したも
ので、特に、3 項は、「警察署長は、第 1 項の規定による援助の求めを受
けた場合において、児童の生命又は身体の安全を確認し、又は確保するた
め必要と認めるときは、速やかに、所属の警察官に、同項の職務の執行を
援助するために必要な警察官職務執行法その他の法令の定めるところによ
る措置を講じさせるよう努めなければならない。」と規定していることか
ら、迅速な措置を取ることを義務付けている、と考える事が妥当である。

（16）	 この「189」は虐待の通告・相談を受け付けるだけでなく、子育ての
悩みなどの相談も受け付けており、虐待専用ダイヤルとなっていないこと
も問題である。

（17）	 2004 年（平成 16 年）の児童虐待防止法及び児童福祉法の一部改正で
は、児童虐待の定義の明確化、国及び地方公共団体の責務等の強化、児童
虐待の通告義務の範囲の拡大、児童の安全確認及び安全確保に万全を期す
ための規定の整備等が図られた。

具体的には、①地方公共団体は、要保護児童の適切な保護を図るため、
関係機関等により構成され、要保護児童及びその保護者（以下「要保護児
童等」という。）に関する情報の交換や支援内容の協議を行う要保護児童
対策地域協議会（以下「地域協議会」という。）を置くことができるとし
たが、地域協議会の設置は義務付けられていない。②特に、地域協議会を
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構成する関係機関等に守秘義務が課せられたことにより、民間団体をはじ
め、法律上の守秘義務が課せられていなかった関係機関等の積極的な参加
と、積極的な情報交換や連携が期待される。③地域協議会の対象児童は、
児福法第 6 条の 3 に規定する「要保護児童（保護者のない児童又は保護者
に監護させることが不適当であると認められる児童）」であり、虐待を受
けた子どもに限られず、非行児童なども含まれる。

（18）	 2007 年（平成 19 年）の児童虐待防止法及び児童福祉法が改正では、
児童の安全確認等のための立入調査等の強化、保護者に対する施設入所等
の措置の採られた児童との面会及び通信等の制限の強化等が図られた。

（19）	 2011 年（平成 23 年）の民法及び児童福祉法の一部改正では、児童虐
待の防止等を図り、児童の権利利益を擁護する観点から、親権の停止制度
を新設し、法人又は複数の未成年後見人を選任することができるようにす
る等の民法（明治 29 年法律第 89 号）の改正と、里親委託中等の親権者等
がいない児童の親権を児童相談所長が行うこととする等の児童福祉法の改
正等を内容とする民法等の一部を改正する法律案が、平成 23 年 5 月に可
決成立し、同年 6 月に公布（施行は 24 年 4 月 1 日）されている。

（20）	 ※ 1　	殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺れさせる、首を絞める、縄などにより一室に拘束するなど

※ 2　	子どもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る又は触ら
せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

※ 3　	家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車
の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かないな
ど

※ 4　	言葉による脅し、無視、兄弟姉妹間での差別的扱い、子どもの
目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオ
レンス：ＤＶ）など

（21）	 淫らな性行為等を言う
（22）	 少年警察活動規則 36 条は、「被害少年についての活動」を、37 条で

は「福祉犯の被害少年についての活動」を、38 条では「要保護少年につ
いての活動」を、そして 39 条では「児童虐待を受けている児童等につい
ての活動」を規定し、児童相談所その他の関係機関と連携の上、必要な措
置を取ることが求められている。

（23）	 家庭内での性的虐待を念頭に、親などの「監護者」が立場を利用して
18 歳未満の者に性的な行為をすれば、暴行や脅迫がなくても罰する「監
護者わいせつ罪」（刑法 179 条 1 項）と「監護者性交等罪」（刑法 179 条 2
項）がそれである。未遂罪も処罰される。今回の改正にあたりドイツ刑法
典が参考に供されているので、部会資料の一部を掲載しておく。それによ
ると、「保護を委ねられている者に対する性的虐待」について規定してい
るドイツ刑法 174 条 1 項 3 号は「行為者の血縁上若しくは法律上の直系卑
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属、又は、行為者の法律上の配偶者、行為者と内縁関係にある者、若しく
は、行為者が共に婚姻関係若しくは内縁関係類似の生活を営んでいる者の
直系卑属で、18 歳未満の者に対して性的行為を行い、又は、この者に自
己に対する性的行為を行わせた者は、3 月以上 5 年以下の自由刑に処す
る。」と規定し、さらに、「子どもに対する性的虐待」を規定したドイツ刑
法 176 条 1 項は、「14 歳未満の者（子ども）に対して性的行為を行い、又
は、子どもに自己に対する性的行為を行わせた者は、6 月以上 10 年以下
の自由刑に処する。」、2 項で「子どもが第三者に対して性的行為を行うよ
うに、又は、子どもが第三者にこの子ども自身に対する性的行為を行わせ
るように、この子どもを決意させた者も、前項と同一の刑に処する。」、3
項で「犯情が特に重い事案では、1 年以上の自由刑の判決を下すものとす
る。」と規定している。出典　「ドイツ性犯罪関連条文和訳（仮訳）」法制
審議会刑事法（性犯罪関係）部会第 1 回会議配布資料（www.moj.go.jp/
content/001162259.pdf）また、フランス刑法は、227 − 15 条で「親権者ま
たは監護者が未成年の保護を怠り、その健康を危険にさらす行為」を処罰
し、致死の結果を招来させた場合にの加重類型を227−16に規定している。
わが国の学校教育法違反に相当する「就学義務違反等」については、227
− 17 条で規定している。島岡まな「未成年者を危険にさらす行為」『フラ
ンス刑事法入門』89 頁　法律文化社 2019.4.20　フランスにおける児童虐
待防止制度の概要については、三輪和宏「フランスにおける児童虐待防止
制度」レファレンス　平成 27 年 8 月号 81 ～ 108 頁を参照されたい。

（24）	 例えば、平成 30 年 3 月、養父（33 歳）及び実母（25 歳）は、長女
（当時 5 歳）を十分な食事を与えず放置する等して死亡させた。同年 6 月、
両親を保護責任者遺棄致死罪で検挙した（警視庁）。「平成 30 年における
少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況」34 頁警察庁生活安全局少
年課平成 31 年 3 月、大阪市内で 2016 年、車のトランク内のクーラーボッ
クスから当時 1 歳の男児の遺体が見つかった事件で、保護責任者遺棄致死
や死体遺棄の罪に問われた母親の鈴木玲奈被告（26）に対し、大阪地裁

（増田啓祐裁判長）は 18 日、懲役 5 年（求刑懲役 6 年）の判決を言い渡し
た。判決によると、鈴木被告は 16 年 4 月、交際相手の大島祐太受刑者

（24）＝懲役 6 年 6 カ月の判決確定＝とホテルに行くため、大阪市の駐車
場に止めた乗用車内に、約 10 時間にわたり息子の琉聖ちゃんを放置。熱
中症で死亡させ、遺体をクーラーボックスに隠した。弁護側は「春先で熱
中症は予想できなかった」と主張したが、判決は「幼い子を長時間放置す
る危険は認識していた」と退けた。朝日新聞デジタル版 2018 年 7 月 18 日
20 時 14 分

（25）	 ストーカー行為規制法は、ストーカー行為を処罰するのとは別に、
「つきまとい行為等」に対して、警告、警察本部長による禁止命令を先ず
発し、それに従わなかった行為者に対して命令違反行為を処罰するという

（
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形で、行為者の意思に立つ刑法体系との整合性を取っている。
（26）	 http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/violence_research/kaigi_

kettei/toshin-kakutei.html の内第 4 章の 2. 女性に対する暴力が子どもに及
ぼす影響、が重要である。

（27）	 この「児童虐待の防止等に関する法律を踏まえた児童虐待への適切な
対 応 に つ い て 」（ 警 察 庁 丙 少 発 第 29 号 ）http://www.crc-japan.net/
contents/statute/pdf/satute_h121116.pdf は、「児童虐待に対する取組みの
強化」（平成 11 年 12 月 16 日付け警察庁丙少発第 26 号等）については廃
止し、新たに児童虐待の防止等に関する法律を踏まえた児童虐待への適切
な対応について、通達したものである。

（28）	 http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/kanrentsuchi/
pdf/02/k_02_seianki111216.pdf の、3 頁 2 児童虐待に対する取組みの強化
及び被害少年の保護（1）児童虐待に対する取組みの強化が重要

（29）	 岩井宣子は、「児童虐待の病理とその対策」において、この原則は、
温かい家族関係が崩壊している家庭には、適用されるべきではなく、子ど
もの最善の利益を考慮し、福祉的アプローチを評価しながらも、必要な場
合には、親権者に対しても強行措置がとられうる法的根拠として、児童虐
待に対する刑事規制を盛り込んだ包括的規制法の立法の必要性を指摘して
いる。『犯罪と非行』120 号（1999 年）4 ～ 28 頁

（30）	 平成 14 年版警察白書 151 頁
（31）	 警察白書での記述は、14 年版とかわることなく、「児童虐待事案は、

早期に認知することが重要であることから、警察では、街頭補導、少年相
談、110 番通報の取扱い等の様々な警察活動の機会をとらえて、発見に努
めている。また、被害児童を発見した場合には、速やかに児童相談所に通
告するほか、児童虐待事案が犯罪に当たる場合には、児童を保護する観点
から、適切な事件化に努めている。」となっている。

（32）	 児童福祉法 25 条の 2 は、「地方公共団体は、単独で又は共同して、要
保護児童の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を
図るため、関係機関、関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する
者その他の関係者により構成される要保護児童対策地域協議会を置くよう
に努めなければならない。」と規定している。

（33）	 社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会（平成 30 年 9 月 12 日
開催）参考資料 4 − 3、32 頁　これによると、一部の情報を提供したのは、
65 自治体（うち協定等あり：53 自治体）であり、その《協定等における
情報提供の基準例》としては、
○厚生労働省通知と同様の基準を明記したのが 3 自治体で、その内容は①

刑事事件として立件の可能性があると考えられる重篤な事案に関する情
報、②保護者が子どもの安全確認に強く抵抗を示すことが予想される事
案に関する情報、③児童虐待が疑われる情報を警察が覚知し、児童相談
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所に照会した際の当該児童に係る過去の取扱状況等に関する情報であっ
た。

○厚生労働省通知と同様の基準の一部を明記したのは、22 自治体であった。
○その他の基準でたいおうしたのは、53 自治体（上記と重複あり）で、①

児童に負傷、著しい発育の遅れが認められる事案・性的虐待が疑われる
場合、② DV 被害者と同居している場合・一時保護等家庭からの分離等
をした場合、解除した場合等であった。
合同研修の内容は、立入調査、臨検・捜索のロールプレイ等で、実施し

た 62 自治体中、最多は 7 回、最少 1 回の回さいてあった。
（34）	 この点に燗しては、同様の内容が、筆者も参加していた　総理府青少

年対策本部吉岡参事官が主催する児童虐待研究会でゲストスピーカーとし
て報告された当時の神奈川県警の少年課長の経験談として語られていた。

（35）	 この制度の導入に参考なるものとしては、法務省と警察庁で取り交わ
した合意に基づき運用されている、「出所者情報提供制度」がある。警察
庁では、H17 年 6 月から通達により、「子ども（13 歳未満）対象・暴力的
性犯罪」の出所者について、出所後の所在確認及び継続的な所在確認を行
うなど再犯防止の措置を行っており、本年 4 月からは、出所後の所在確認
等を行う際に、必要に応じて、対象者の同意を得た上で面接及び面談を行
い、助言指導、相談等支援も併せて行っている。最新の通達は、「子供対
象・暴力的性犯罪の出所者による再犯防止に向けた措置の実施について

（通達）警察庁丙生企発第 71 号、丙地発第 9 号（参考送付先）丙刑企発第
50 号、丙捜一発第 7 号平成 29 年 7 月 13 日

（36）	 警察署を指すが、平成 22 年には全国で 1,184 署、平成 29 年には 1,163
署、平成 30 年も同数が配置されている。各都道府県で警察活動に従事す
る警察官の数は、平成 30 年では、296,702 人となっている。

（37）	 触法少年の調査に当たる警察官に関して、少年警察活動規則 18 条 2
項 5 号、及び 3 項では、研修を受けた者の中から適任者を「調査主任官」
として指定し、対応させているが、児童虐待事案を担当する警察官につい
ても、触法調査に当たる調査主任官と同様の研修を受け、任命されたもの
が当たることが望ましい。その鍵で、少年警察活動規則の改正が望まれる。

（38）	 警察庁から都道府県警察に対しては「児童虐待への対応における組織
の強化について（通達）」（平成 24 年 4 月 12 日付警察庁丁少発第 55 号）で、
警察組織としての的確な対応の徹底の項で（1）児童の安全の直接確認の
徹底、（2）迅速適確な事件化判断と捜査体制の確立、（3）児童虐待の早期
発見等に関する教養の徹底、（4）危険度・緊急度の的確な判断及び情報の
共有等が指示されている。

（39）	 朝日新聞京都版（不定期土曜朝刊）2017 年 5 月 25 日に連載中の「司
法 Voice」で、当時の京都地検公判部長が「・・・検察官として様々な事
件の捜査や裁判を担当してきたが、常に心が強く痛むのは、幼い子どもが
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虐待を受けた事件だ。・・・〈中略〉・・・検察庁では地域の実情に応じ、
児童虐待事件に対する新たな取り組みを始めている。例えば事件発生直後
から児童相談所や警察、検察が連携し、代表者が子どもから直接話を聞く。
他の二者はその様子を別室でモニターし、事情聴取の回数を減らす。子ど
もへの精神的負担に配慮するとともに度重なる聴取による子どもの記憶へ
の悪影響を防ぎ、供述の信用性を確保する試みである。・・・〈中略〉・・・
児童虐待事件では加害者である親の処分を決める前に、事案に応じて医療、
教育を含めた関係機関と意見交換の場を設ける例もある。再被害を防止し、
子どもが再び家族と一緒に暮らせる道を探る試験的な取り組みである。昨
年、京都地検でも「児童虐待対策プロジェクトチーム」を立ち上げ、児童
相談所や警察との間で協議会を随時開催している。問題意識を共有し、緊
密な連携を図る取り組みを進めている。・・・〈中略〉・・・「子どもは未来
からの使者」という。かけがえのない伸びゆく命を守り、悠久の歴史を確
かな未来へつなげていくため、関係機関が相互に知恵を出し合って一層連
携を強めている。検察官としてでき得る限りの努力を重ねていきたい。」
と述べている。

朝日新聞 2019.5.21 朝刊「オピニオン・結愛ちゃん・虐待教訓は」木下
あゆみさんインタビューの中で、「私が家庭裁判所の調査官の研修で講師
を務めたことをきっかけに、調査官や弁護士や検察官、警察官、児相、行
政、医療機関などで虐待に関わる人たちとの勉強会を開くようになりまし
た。ちょうどその頃、高松高検の検事長が虐待問題に強い関心を持ってい
たこともあり、虐待した親を検察が処分する前に関係機関と対処法を検討
する『処分前カンファレンス』が全国に先駆けて始まりました」、「例えば
警察は容疑者である親の逮捕が第一ですよね。でも、その子どもは『自分
のせいで家族がバラバラになってしまった』と思いがちです。こうした状
況を事前に共有できれば、医師や児童福祉司が子どものケアに同時に入る
ことができます。虐待事件が起きると、福祉の対応は生ぬるい、警察と虐
待事案を全件共有すべきだという意見が出ますが、警察も子どものことを
よくわかった上で対応しなければ、子どもは幸せにはなれません。お互い
の職務や動き方を知っておくこと、顔の見える関係を作っておくことが、
うまく連携するにはとても大事です」と指摘している点は、今後の方につ
いて考える時、示唆に富むものである。

（40）	 児童相談所に配属されている職員の内訳は次表の通りである。

（
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児童相談所に配属されている職員の内訳

児童福祉司 児童心理司 保健師 相談員 医師 現職警察官 警察官 OB 教員
正規 2,524 1,082 79 227 51 46 0 94

非正規 39 141 17 562 536 3 136 92

※　児童福祉司・心理司の数には、スーパバイザーは含まれない。
※　教員に関しては、一時保護所に 100 人配属されている。
※　全国児童相談所長会平成 29・30 年度調査「児童相談所業務の推進に

資するための相談体制のあり方に関する調査」中間報告の 15 ～ 16 頁の
配置人員を基に編集

なお、「第 1 回児童買春・児童ポルノ被害児童の保護施策に関する検
証・評価専門委員会資料 6（平成 29 年 6 月 29 日人事交流及び合同研修等
の実施）」によると、児童相談所との平素からの連携を強化し、個別事案
における早期の情報共有や事態が深刻化する前の迅速的確な対応を図るた
め、児童相談所に対する警察官ＯＢの配置等の人事交流、研修への積極的
な協力、要保護児童対策地域協議会への積極的な参画のほか、一部の都道
府県警察では少年サポートセンターを児童相談所と同一施設内に設置し連
携を推進。（人事交流：平成 29 年 4 月 1 日現在～ 205 名、合同研修：平成
28 年中～ 246 回、少年サポートセンターと児童相談所との併設：平成 29
年 4 月 1 日現在～ 193 施設のうち 8 施設）となっていることが報告されて
いる。

（41）	 少年サポートセンターは、各都道府県に設置され、平成 16 年には 181
箇所、平成 23 年には 197（警察施設以外 68）箇所、平成 25 年には 191

（警察施設以外 64）箇所などが設置されている。平成 22 年（2010 年）に
開所した京都府家庭支援総合センターは、建物内に児童相談所、（京都府
警）少年サポートセンター等が有り、保護宿泊施設が併設されている。

（42）	 平成 30 年度全国児童相談所一覧（https://www.mhlw.go.jp/bunya/
kodomo/dv30/zisouichiran.html）凡例注記参照

（43）	「児童虐待への対応における警察との連携の推進について」（雇児総発
0412 第 1 号）、なお、同一施設内への少年サポートセンターの移転につい
ても、前掲注 b で通達がなされている。

（44）	 この改正までは、一時保護の期間は、児童虐待防止法 8 条 3 項及び児
童福祉法 33 条 3 項で 2 ヶ月以内とされていた。なお、この改正法は、平
成 30 年（2018 年）4 月から施行されているが、その目的は、虐待を受け
いる児童等の保護を図るため、児童等の保護についての児童福祉法に関す
る改正内容としては、①虐待を受けている児童等の保護者に対する指導へ
の司法関与、②家庭裁判所による一時保護の審査の導入、そして、児童虐
待防止法に関する改正内容としては、①接近禁止命令を行うことができる

（
六
二
〇
）

39



児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
警
察
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
尾
田
）

四
八
三

場合の拡大を図った点にある。
（45）	 San	Francisco の Juvenile	Dependency	Court の William	R.Gargano 判

事が、筆者が 2000 年に留学した際、少年保護裁判所の判事をしていたこ
とから、児童虐待事件の裁判所の対応について参与観察する機会を得た。
な お、San	Francisco	Juvenile	Dependency	Court　 の 手 続 の 概 要 は、
PRACTICE	GUIDELINES	FOR	ATTORNEYS	PRACTICING	IN	THE	
SAN	FRANCISCO	DEPENDENCY	COURT　を参照のこと。

https://www.sfsuperiorcourt.org/sites/default/files/pdfs/Practice%20
Guidelines%20Dependency%20Court.pdf?1558422677138

（46）	 安部哲夫は、平成 12 年（2000 年）に児童虐待防止法が制定される前
年に、「児童虐待の刑事法的対応について」『北陸法学』7 巻 1 号（1999 年）
14 ～ 16 頁において、誤報通告者への免責と不通告者への刑事罰、親権者
または監護責任者による児童への虐待傷害罪および虐待致死罪、親権者ま
たは監護責任者による児童への性的虐待罪を児童福祉法34条1項に新設し、
福祉犯として家庭裁判所管轄で審理することを提案しているが、当時とし
ては先見の明があったと思われる。なお、少年法 37 条が規定していた

「成人の刑事事件の管轄」に関する規定、関連する 37 条等は、平成 20 年
（2008 年）12 月 15 日の少年法の一部改正法の施行によって削除され、家
庭裁判所から地方裁判所に管轄が売っている。福祉犯の取締は、少年警察
の業務として現在も行われている。

追記

脱稿後の令和元年 6 月 19 日に「改正児童虐待防止法と改正児童福祉

法」が、参議院本会議において全会一致で可決、成立したが、①虐待

防止法では「しつけ」に際し体罰を加えてはならないとしたものの、

民法の懲戒権行使については施行後 2 年を目処に検討を加えるとした

こと、②一時保護などの介入対応職員と保護者支援の担当職員を分け

ること、学校や教育委員会、児童施設の職員に守秘義務を課すとした

こと等がポイントであるが、根本的な対策としては不十分であり、児

童虐待防止法制度の効果的な運用のためには、家庭裁判所に少年保護

部を設置するなど、本稿で提案した点を踏まえた議論が進むことを期

待したい。
（
六
一
九
）
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